




序にかえて

大きな地震は1it代単位とか百年単位とかの

固期でやってくるともいわれ，そのきめてと

なる対策は大古以来ほとんど進んていないと

いうのが実忙てある。

本県では， しばしば地震に見舞われている

が，なかでも大地庭としては約三百年前の寛

文2什(1662年）のものがある。これ1ま，宮崎

市南部の海岸青誌の北にあたる外所村という

村一恐が海底に陥没し，多数の死但者をだし

た大地霞で，現在その供捉碑が残っている。

ところがわれわれの代になって，たまたま昭和43年2月21日「えびの地

衷」が発！＋し，局地的てはあるが潰滅的打撃を受けた。

地震とは冷酷なもので，そこに住む住民を次元を異にするほどの大きな

恐怖と悲惨のどん底につき落す。一瞬にして家を失い， しかも動くべきで

ない大地が激動を続け今にも大陥没，大爆発を起こすのてはないかという

底の知れない不安と焦燥に追いこむ。えびの地震もその例外ではなかった。

私ども1ま，えびの地震の被災住民を一刻も早くあたたかい生活環境にも

どさねばならぬ。そうすることが全県民の願いであると考え，機構の全能

力をあげて災害の復旧と被災住民の生活の安定に努めた。

その結果，ひじょうに困難であった被災者の救助は，まがりなりにも達

成され，復輿も順調に進んでいる。これは般災住民の再起へのたくましい

努力と，これを助けようとする多くの人々の誇意と協力によるものであり

深く敬；意を表せずにはおられない。

えびの地誤は，かってわれわれの体験した最大の天災てあった。われわ

れは， この災害によって物心両面にわたり多くの姐害を被ったか，同時に

災甚復旧，民生安定，防災等の対策について貴州な体験と教訓を得た。本

誌は， この体験と教訓とを記録にとどめ，歴史の一コマに生きる者の責任

として長く後世に伝えようとするものである。

昭和 44年 4 月

宮崎県知事 ＼ 
‘~—~ ォ、 fぢ‘



シラスが崩壊し白いハダをみせる山々（溝添111流域）

国道268号線の亀裂



アメのように曲がりくねったレール，路盤も激しく波打っている（古部線京町～餡丸間）

~心

fた~ ~ ＂必



震度 6の地震でぺちゃんこになった民家

避難所はどこでも被災者でいっばい（飯野す休育館）



アッというまに倒れた民家

被災後直ちに現地を調査する黒木知事





復旧進む溝添流域
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えびの町 の あ ら ま し

えびの町は， IIIH¥141年11月31［に飯野町，｝Jド久棒IJIJ・，真炉町の 3町が令併した町で，宮崎県の

内南部に位し，北は熊本県人占巾と球防邸に接し，東は小林rli,位iiりは乳児島県姶艮邸占松町，

北四は1l'g児島印［大「］巾， •部は伊佐 1腐羨刈町と境をなしており，束経130度 42分 1 秒～ 130 度49

分20秒，北緯32度11分 6秒～32度28分47抄の間にある

総1「U積は283.17畑2 て，束内26如，怜．］北20加， 1`{］から北に向って広くなり [li状をなしている。町

の由部は，国立公園窃 1,] 山系の上蜂， I•!，'［ l_1 口をはしめ各由丘か叫なりえびの砂 1）.！を包み，その山

裾か北力に広がってゆるやかな傾斜の合地をなしている◇

北部は，九州山脈の南端入国 [Kl見，欽山の連由が急傾斜して南ドし， ••忽台地を形成しなが

ら平地に校している。

中央部は， J＇よ't盆地の中心をなすヽ「たん地でえひの贋恥に圃を発した池椅， l又i'［の両河川が北

に向って長く土り，北部クルソン峡に叫を発すろ本沈の）II内川に介毒その川内川は町のやや北

部を曲折しながら，牝児闘県占松町から川内巾にいたり束文那血に汀•いている，これら河川の流

域は地）J翌かな砂質壌上で，製竹物の贔J代に蚊も必し，喉文経済の中心地域となっている。

内の山岳地恐は，粉，Iふ旧期溶宕，務iふ祈期浴宕の ．． 一つからなり，中央ヽ『たん部は，）II内川流域

を中心に沖帖Iiiを形成，その周囲を加久藤屈郡がとりまき，その外側を段丘礫1料が｝しっている。

また，北部山岳地麿の束平分は四／」 II付群と， シラス泥溶岩が混介しており，同しく］）月半分は主

として安山店からなっている。耕地の土質は，水田地灼はほとんど砂買嬢上，または壌．＇上からな

り，畑地開は火山灰士がほとんどで，粒J'ーの細かい黒色の土壌である。

1. 人 口（昭和40年10月 1[1国勢謁査）

ふ----：こ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ "―へ

人 口
年1斐illt僭数 ~・

総数 i 男 女

4018,269i33, 101]15,588/17,513 116.9; 4.00'89.0 
I 

.＂ ~ "•~: ~””‘/~ ~.~•—••• "＂ 

2. 月別気温と降雨量（昭和43年）

---● - --_ __,、、ー ー、― -…：こ：こ：r- .—~9_ ＿，．----,,--・ニ=

気 温 (C')
月別'•---••-- - '•---..--•--••---•----•----•··.···-······・ーー．．］降雨喰

i平均気温 最高気温 最低気I晶
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3. 地目別土地面積 （昭和42年4月 1日）
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別総数 Ill 也

m
_~{ 

l
-

の

．．
 

~
 ~

~
 

~
~
 

r9. 

9
i
 

~
 

,1,~ 

そ

~. り
~
~
 

面＜
 

i

j

 

！
 

~
 

地c
 

野牧t
i
 

阻
Ff

へ
,iJ 

林,
L
 

灯
［．．~．．．＂~ー•~ "＂ ~… 

E
i
 

も 28,317 2,587 2,047 18,567 1,757 239 433 802 

構成比 100.0 9.14 7.23 65.57 6.20'0.84 1.53 2.83 

5

6

 

8

6

 

8

.

 

,

6
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4． 産業別就業人口（昭和40年国勢調杏）

りi位：人

6． 業種別商店数，従業者数

（昭和43年 7月 1日現在）

産 業 iJ 
＂ヵ

昭和 40 年

就業者数構成比

全 坪業

第 1 次咋業

農業

林業およ び 狩 猟 業

漁業，水 産 養 殖 業

第 2 次産業 i

鉱

建

製

第 3

業

業

業

業
庄次

設

造

卸売およ び 小 必 業

金融，保険，不動産業

連輸通に業

軍気，ガス，水直業

サービス業

公務

18, 455i 

12,771 

12,356 

414 

I 

1,582! 

＇ 91 

801! 

690 

4, 102 

I, 726! 

107! 

344 

30 
1,519! 

376| 
！ 

5． 専業，兼業別農家数（昭和42年度推，汁）

屯位： J -i 

3,729 

100.0 

69. 2 

66. 9 

2.2 

0. I 

8. 6 

0.5 

4.4 

3.7 

22.2 

9.3 

0.6 

I. 9 

0.2 

8.2 

2.0 

家
~~ ~・~ ~~ ~ ~ ~ ~ ~ 

数 I第 1種第 2種
兼菜農家！兼業農家
ヽ~~ ~ 

1,594; 2,135 
| 

~ ~ 

産業分類 商店数！従業者数

般卸•，'e 菜

織物衣服，身のまわり品
小た業

飲食料品小企業

臼動車， 白i,1，中：，ィ均車害
小元業

家具，建具，什湘小た業

その他の小必業

531 

25 

43 

298 

25 

54 

86 

1,287 

119 

125 

615 

68 

140 

220 

7． 産業別工場数．従業者数

（附和42年12月31日現在）

区 Jヽ
9
J
 

総数

食料品製造業

木材，木製品製造業

出版，印刷， 1戸］関連陀業
製造業

窯業，上石製品製造業

金 属 製 品 ” 
一般機械器具 99 

その他の製造叉

工場数従業者数

67 

23 

20 

4 

15 

639 

200 

319 

l 7 

65 

1

3

 

工
エ

14
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第 1章 地震 活 動

第 1節過去の地震活動

1． 宮崎県の地震

昭和年代になって雹綺地方気象合で観凰した地震の四度別阿数表を第 1表に示す。

介感地巌ぱ平均で年間11[iiIに及ひ，威度 5の強底は約10年に 1[i,[O)割合で起こっており，令因

的にみても本似は行数の地震多発県である。

これは，地震を起こすストレスが集巾するところで，そのストレス岳柏の速度も早い，いわゆ

る地底の巣である日向花11を控え，また，同しく地底0)巣とみられる加久藤カルテラ地域を県内に

打っているためである。

第 1表 哀度別有感地震阿数表 （宮崎）

霰度：哀／愛哀f屹
1,  2, 3 

昭 24 ! 4 2 6 

25 3 4 1 8 

6 26 6| 4 1 l l l 

27 8: 1 4 i l ! 9 
28 4! 3! 7 

6 ,  l : : 9 

24, 29 8’] 1 
- ＇ l : : 

11 

1 2| 30 4 l ,  5 

79 3 1 5 2 | 7 
： ； 

8 32 | 3 1,  4 

; 33 ! •i l i 

＇ 

, l ! ! I 5 

1 34 3| 1 2 ! 6 

30 35 4| 5 4 | 13 

36 i 40 3 3 1 1 48 ， I 一'; : | 
37 ! 1 9 4 3l 1 4|- 9 ‘:  i 

26 

4 38 8; 5 1 1 15 
| 

1 8 39 1 | 3 4 

40 3 2 1 6 22 i 

41 4, 3'1  8 
6 : 

4 2 1 i 7 42 4 i 1 5 
； 

7 7 43 | 5| 5 4l 3| 17 
; ;＇----------

21 ! 6! l j 1 8 合計 292 120 45i 14 4' 475 

22612  I _  s! 一 ー一 ―-----------―,------

23 1 4! 3 1 18, 
平均 6, 8 2, 8 1, 0 0, 3 0, l | l l, 0 ! 14! 3 I 1 _ 18;'--, - ---, ---, -, - -I 

…------------~-------、~--------'----------…---- ---＿、--------------ヽ-―- -̂----

4

5

 

5

0

 

6
 

£
 

8
 

~
 

2

1

1

 
3
 2
 l2 

1 I 哀度震度震度虚度震度
1 2 3 4 5 ， 合 汁

7

8

 

3

8

2

3

 

7

4

2

 

2
 

I 

9

0

 11 

12 

13 

14 

15 

16 

7

8

 19 

20 

5
 

6 5 

2
 

6
 12 

2

2

1

 
2

9

4

2

 

1

6

 
4

2

 

/
 

3

1

1

1

3

 

I 
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墳1節

2. 霧島ii」周辺の地震

過 1、約60 行~間に， 杓島山を中心として，

過夫の地震活動

平径およそ20加の範囲に起こったおもな地震は，第 2

表に小ずとおりてある。

このうぢ， 人」 2 りの真か地震およひ附和36什~の古松地震は， 氏期間にわたって数多くの地震

が発11し，

第 2表

今l9]のえびの地虞と似ているので， 過よの謁査町•＼からその概要を述べよう。

過よの栃 I:、:'111周辺の地震

----.------, -- ------- , _,,-,…~ ~ ＂●一~ー一云．・＂＂ ""..,—-•—-• :,.こここ：：．＿こ＿·-.,＇・・""•一…ー・―:：•:：こ．．．--·--- --------…二二二年．一—---. "＂ ""•- -- -

番号

' 
, 1912年（大田元年）
9 }］ 8日2211寺24う｝

n
 

時

l 

1913年（大1「2年）
5 Jj 19日04時20分2

 

3
 

4
 

1916年（大IF5年）

12月29日06時41分
07時47分

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

1922年（大正11年）
12月8「I

5
 

6
 

震 源 域

宮崎県小林町付近
(N32.0° E13l.0") 
~ ~ 

~ ~ ~ 

霧邸11麓の苔松，
付辺
(N3l.9' 
~~ • ~~ ~~ ~~ 

E 130.8') 

Ei30.7°) 

概 汲

-------- ~ 

M=5,3 西ぶ謬東部に弱震，有感区域は九州ー一
円て被古なし

真幸地衷
本文参照

7
 

06時41分 M-5.7 07時47分 M-5.6 有感区域は
九州全般，裳央付近亀裂など多少の被害あり

m̀i―年3月から大1rl2年4月まで，ー：崎！以て有感地
i震があり，とくにl2月8日には19回，加久藤で 81旦l
＇の地震を観測した。いずれも局地的なものて被害は
I なかった。一＂＂ー一 一ヽー " " " _ ＿ ＿ー 、ヽ一 ----＂―＿ー―ー"------" "-― 一＿ ― - 一、ヽー”
有感区域は九州全般にわたり，加久藤，高涼．小林，
児湯郡こ財村寒Illなど強衷

~ ~ 

1935句•（昭和 10年）
7月3日09時16分

"＂ ~.~..l ~ ~ ~ " ~ ~ ＂. " ~ ~ "•…----
1948年（昭和23灯） 霧島山付近
10月51111時36分 (N31.9'El3l.0')

."~.~..~ "~.~ ＂ ~ヽ~~ ＂ ~ ~ ＂ "~ ~ ~..~ 
9 1954年（昭和29年） 1 霧島山麓
2月24日03時28分！ (N31.8'El30.9') 

h 020畑•~...~ ~ ~ ＂" ~………~ ＂ • ~ ~ ~ ~…~ " ~ ＂ ~…" ~ ~. 
l 

i 1961 年（昭和36鉢~＾） 吉松付近
， 

3月14日18時27分
吉松地震

(N31'58'E 130"43') ，本文参照
- - -”…".." "- -―".."”^＾p、~、~•り

1967年（昭和42年），I えびの町北東部

II月28日11時27分
(N32°05'E130°57') 有感区域は九州全般，四国，中国の一部にわたり，

h=130如 宮崎，油沖で裳度 4'深い地震
．~~ ＾ ~・~ ~ ~ ~ ~ ~ ”ヽ------------

高岡町付瓦

8
 

局発地震，被＇，いなし

M-5,0 付感区域は宮崎県および鹿児島，大分，
熊本各県の一部，被害なし

，
 

M -こ4.6 

(1) 大正 2年の真幸地震の概要

この地虞は， 人il2 f1 5月19日41店20分にはしめて人体にばしる地長が発牛し， 9月 1日まで

に， 坦地ては 175[［I]の化感地底（内強虚23［い［）を観測した，その後， 9月2日から10月16日まで

の4511間は，行恣地辰はなかったが， 10月17[］4時ごろIりひ強衰が起こり， 11月16日までに11同

（内強霞 51,,l) の有恙地霰があり，大正． 3年 1月4日から 14日までの 3日の有惑地震で終且した。

この地底は強いものは‘宮崎や廷岡でも人体に感じているが， 人多数は現在のえびの町良幸地区

を中心として半径10細秤度の狭い布悠域のものであった、また， 地震の模様はちょうど1［岩が地

- 16 -



第1節 過夫の地震活動

上に落下したような慇立で地鳴りを伴っていた。

強震の同数は28回に及び，地震の頻発により人心に動揺をけえたが，建遣物などの被害は生じ

なかった。

(2) 昭和36年の吉松地震の概要

昭和36年3月14日18時27分ごろ古松附（鹿児闊屈姶良郡），えびの，真宰を中心とした地震が

発生した。この地震の前後にも多数の地震が発生し，人[「 2年の真ヤ地霰と同様に，底葡付近で

は地鳴りや爆発音を間いている。

この地震群の活動期間は，宮崎・庇児島両地力気象台0/1乱1ili結果からは，昭和36年2月10日ご

ろから同年 4月20日ごろまでと推定される。

期間は，真ヤJ也心より短いが， 古松町てば心路のがげくずれ、地刈れ，落石など，若下の彼古

をみた。

3. 霧島山周辺の地震と日向灘地震および火山活動の相互関係 （第 1図参照）

今団のえびの地震群が発几していた昭和43年4月1日9時42分ごろ， 日向渥にマグニチュード

7. 7の地辰が発IIし， これらこつの地忍群の役1係の行無が問題としてとりあけられた。

日向灘地震はほとんど年中行9ドのように起こっており，杓闘山周辺の地森は前者に比べると同

数はずっと少ない， したがって 1: 1の対応は名えられない。しかし，東京人学の水上武教授が

名えているように， •方の地底の設動か，他）jの地底灼に釜砧されている地底を起こすストレス

の解放の契磯となることは， 十分ありうることであろう。

また， これらの地底と霧闘火山の活動との関係も間題の一つである。

火山活動の判定には，その周心て発Itする地辰活動を観訓するのが布力な了段てあり，その手が

かりをつかむために気家庁では全国のおもな火山について， 1内感度の地震計による常叶観測を行

なっている。加泣山についても湯之野に窃島火山観汎l]所が設骰されているか，いわゆる火山活動

と1i'『．接関係していると名えられる火山性地股と，今阿のえびの地震とはバよっきり区別されている。

しかし，人i「2什には 5月19日から良幸地哀が起こり，同年11月81'1, 12月9日，ノば「 3年 1

月8110) 3『]に及ふ粘島山『均千穂蜂御鉢の小燥発が起こっている，また，第 1図1こみられるとお

り，その他にも火山活動の煎後に日向涎地炭や令坊閏周辺の地底か発生している場合もある。

いずれにしても， ii向灘地喜森島周辺地衷およひ火山活動の相互関係は地震‘芦，地球物理学

等学問的に解決されていないものであり，また，その解戊は容易なものてはないと若えられる。

ここでは，過工の資料から年代表を1午り，それを図9Jミするにとどめたい。

- 17 -



第 2節 今同の地霞活動

第 1図 粘島噴火， 日向灘地底，霧闘付近地震出現年代表

西 Iti5

'「• { \—--999 • ---こコ―-=--c•99 ヽ—— _＿  ＿」ヽ~叶一 ー→ ヨ— 炉~ _—+ ー― ---99』霧，’’』' 9 9 , {， 1,＇ 1,  i'’|  i | ! | 叩火

I I l’~ ]，座11

↑ J th ~,1合
/

西りf
91 9} 1 2 3 4 5 6 7 —.--- ----------•-—• ,99 999999999..- 」

,.., •” 9lI't)、 |l | 

I II;,」，難△ ▲ 地媒 ~ 

内 Iti 冶 1 大正： 昭和

1 r、{¥ iJ 
- - →旧 量←．、•一•・し—-- - =—-•"-—-•••• ←-――•-•-―-—-•一••--＝っ森島． ．． ． 

I 11,1 111111 I 
, 9 項火

111:,,;難△ △ △ ▲ △△ △ △？ t11 I, t 地裂 I I | ； ＇ 1 | |, 『!II! I 
霧晶付
近地裳

―
▲
|
 

（汀）

liii I I i I i I I ii 
共
{g f公

●印は大噴火，△印は大地震，▲はマグニチュード7.0以 L:,昭和年代は震度W以上のみ記録

第2節

1. 

今回

昭和43年 2月21日以前の状況

の 地震活動

昭和41年． 1月から li/l和43年2月20日までの霧葛地震の日別回数を第 2図1こ示す。

の鹿児畠地力気絞台社島火山観測所の地震計による観測結果てある。

これは湯之野

この図からわかるように， 扮闘付近ては間けつ的に微小地震が多数発り~していろのが平常の状
態である。これらの地震の大部分のものは霧恥火山に伴って起こっているいわゆる火山性地震で

ある，ただ， 附和43年 2月11日の早朝から13日にかけては， ドーンという音とともにえびの町其

寺地区を中心に 5同の有感地震が観測された。

この地震は， 現地から県庁に間い介せがあり，宮崎県の消防防災諜と鹿児帰•宮崎両地方気象
台が合同視地調介を行なった、
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第 2節 今同の地震活動

この間1こ般測されたおもな地震は第 3表のとおりで， 哀源は飯盛1[]の北 1~2加の地下数加と

推定される。また，

あったのかどうか，

これらの地震がその10日後の21日からはじまった今回のえびの地震と関係が

いまのところつまびらかでない。

ただ， 現地では21日の早朝から巽常な状況が感じられている，その状況を， えびの町京町で新

間1阪応業を営んている区長のlI!］［築男氏の談，西から，亡しておこう。

：鳴動は以前から11'iおりあったが， 2月21日の午前 2時ごろからは， ちようどジェット機が飛

ぶような音がして振動し，何同も繰り返してま

るで地下で国が嗚っているような！心しで不安て

とても寝てはおれなかった 3

llO番に電晶したところヽ桜闘の爆発の影楓

ではないかヽという阿答で多少安心したが，飯

野の方では何も異常がなく， 京iiり付近たけの現

象とわかるとまた不安が強くなりどうしようも

なかった、 このような状態が続いてしヽるうちに

8時51分の強い地震が発／i，した。」

な地震

（昭和43年2月Ii日～13日）．．ーー、 -~--~-----、 ---- 、~--—------ -- -- 一ー一
東京大学地裳研究所霧島火 鹿児島地方気象合
山観測所の記録から 霧島火山観測所の

記録から
-‘――------

発震時 震度 |p~S最大振II]

第 3表 お 4
p
 

11日02時02分 8.5秒

03 15 51 

03 39 23 

16 57 18.5 

18 43 58 

12日02 49 26.5 

13日07 11 

0

2

0

1

2

2

1

 

2.0秒 15ミクロン

2.0 

2,5 
7

6

 

第2図 日 ij 
m“ 地 震 [9 9 1 数 （閥児島地方気象台霧島火山観測所）

昭和41年 1月 1日～昭和43年 2月20日
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第2節 今同の地震活動

2. 今同のえびの地震の特性（第 3~5図参照）

昭和43年 2月21178時51分37秒に堂崎，鹿児烏，熊本 3県の虹境付近（北緯 32.0度，東経 130

.7度）を震源とする規校5.7の強哀が起こり，有感区域はほとんど九州仝域に及んだ。このため，

喜肌域に介まれろ＇立 111,~サ，［内，省県郎えびの町では，道路に地割れ，フロノク塀の倒壊等の被＇古が生

じた。

この地震の約21店間後の10防44分50秒には，今回の活動の本震と思われる，震応のごく浅い規

模 6,1の地震（底涼f!近では辰度 6の夕礼炭と推定される心）が起こり，有感区域は九州仝般と四

国の一部に及んだ。

このため，えびの町やその西に採する鹿児島閲9,『松町などては，多数の全壊家屋を令む甚大な

披古をlj,した，この地庭は 2月22日気象）『により「えびの地底」と命名された。このように倒壊

家屋を牛じた地震としては， 11本では[[{｛和39年6月16日の新因地震以後はじめてであり，また九

州の内陸部に底源をもっものとしては，明治22年 7月28日の熊本（または金峯山）地震以後約80

年ぶりの地裟である。

翌22「I19叶19分05秒には規膜 5.6, 哀源域で底度 5と推定される余震が起こり，震；原地域では

恥己 2同の地底で地盤や辻物が如っていたために級，打は大きく追加された。

余底は， ほぽ九州仝域で＇也した］飢心 22日1911'j19分の比心を＾和1氏に， i；髪詞［地ては， 22日まて震度

3以下の行，心地氏がほとんどひっきりなしに続いたが， 23日以後は， 25日17貯49分40秒の規校4.

7, 裟度 4で，九州中部以南の一・：りで悩した地底を除けば，その規模，阿数ともしたいに減少の傾

向を示しはじめた，また，悦児烏只杓／嘉町1翡と野にある鹿児島地）」気蒙合扮島火由観測所の地震

n+ （信冷， 5,000信），」且緑による行甚，無I心令せての余贔l[II数は，本巌発生の21日の 853同を頂点

として， 22日707鳳 23ii 608阿， 24日347同と日を追ってはぼ類調に減少するといった状態が 3

月24日まで続いた。

3月にはいっても，震犀域付近ては，なお有感地震は毎日 10~20同ぐらいあったが，震度 4以

上のものは 3月19[]13時19分ごろの震度 4が 1回だけであった。ところが 3月25日の 0時59分ご

ろと 1時21分ごろに長加域付近の京町警察官派出所で震度 5の強裳を続いて観測した。披雷状況

から1廿断すると， 0時59分の地震は地震勁の最も強かった地域では震度6の烈震であったかもし

れない。これらの余震の規校はそれぞれ 5.7と5.4と推定され，有感範囲はともにほとんど九州

全域に及んだ。

2月21日の木震と翌22日の余哀で支けた栽人な披古の復輿にようやく立ちあがっていた被災地
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第2節 今同 の地震活動

てぱ，今同の余裳1こより 9Eねて負｛蒻者や麦犀の仝壊を食む甚大な般化を又けた。このため，落ち

つきを収りもとしつつあった板災地住民は， iI]、ひ不安のどん底に文き落される結果となった。

この余ぬをきっか＇ナにして， これまで咸只傾向をたとっていた余舷，丙動は再び芯激に活発とな

り，喜似域付近では25日巾に 127[1」の1J'恣地底を数え，また，庇児闊地）｝氣象合衿島火山鮫測所

の地喜ぶこは同日中に今期活動開始以米飯叶iの 1,0911,［の地底を，，じ録した。このような余底の起

こり）］は見力によっては附発性を現わしたものてあるともいえよう心

再活発化した余底活動は翌26 日には底源fl返での有感地ぬ総数44同，」—，心観測所における地霰

叶"且録ては地底総数 316詞と急激に減少しはしめ，その後 7月 5日まては地裟の規校，回数にか

なり人きな変動を紋り返しなからも， したいにおさまっていく傾向を示した 3 この間におけろ哀

恥域付近ての釘慮地人は， I-＇心のこつの地 i，いを除けは他はすへて心度 3以―卜であった。また，活

釧開始以よ叫 ii紋いていたぬ椋付近ての化！心地恥 (3月25日には127日を数えた,,)は 6)]2 i-1 

以降， ときどき観闘されない日があった。

7月 L旬半はを過きても，なお誡哀傾直は続いたか，このころになってとくに目についたこと

は，地底[I]]数の変動が小さくなったことと，余底活動かほとんと構はい状態になったことであ

る。 8月13i I 20ii!j22分ごろ，贔iI凩fl五で哀度 40)余森か 1［い］あったが， この地底の際は， これま

でのように割合人きい地長のあと数 1［間は地，i長［り1数が多くなるという現伯はほとんど占められな

かった。

活動初期に予想されたとおり，余姦活動はにひ和すでに 1什近く続いている。この間咋厨屈域

付近での府愁地贔総数は 1,700 1≪1をこえ，また，喜鳥火山観測所で地底，］に，，且録された地店総数

は約 17」30001li]に逹している。 11月木視府では， 1心処頁lll所での地成日数は 11.1平均数詞和度に，

また，霰泊域付近での介感地底は，虞度 1~ 2 0）ものが数日おきに liバl起こる打度におさまって

きているが，また活動関始Iiij0)状懇にはもどっていない。

今詞の地裟活動の特袢．をまとめると，次のことがあげられる。

(1) 今[99]の姦加域のごく近くには必上に何回か地ilしが起こっているが， これらの地iしに比べて

今回の地厖は規松が大きかった。

(2) 虞 I息域はえびの町京町付五を中心にした伯径10如くら lヽ の狭い範囲内と推定され，いまの

ところ，；；鯰諒域の人きな移動はみられない。

(：11 霰加の深さは数キロメートル和＇度で， ごく汲いところと推定される。

（4) すべての有感地震は，森央辺くでトーンという砲店に似た地嗚りを伴った。

(5) 哀央地域付五は沖札＇ i/凶土壌と火山噴出物の）仕砧したシラス」：壌とからなろ閲い地盤の地・「,:,
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第5図 日 刈有感地底回数（飯野警察署原町警察官派出所） 昭和43年 2月20日～10月31日
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第4図 3 時間ごと地哀回数（鹿児品地jj気象台霧品火山観測所） 附和43年2月21日～4月31cl 
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第2節 今回の地震活動
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(6) 

長期にわたる群発地底の特件をもっている。

3. 

3月25日の 0時59分の地震のとき，

があったということで，

コ：ー。

利度の町けな叫＇れが戟った。
まつしろ

松八地巌ても発兄現設を伴う地哀があったと

いうことで現地調在を試みた。

以下，第 61叉Iiこ心入した番号順に現地の人の

体験談を辿ぺる。

(¥) 

余哀の発生状況からみると， 地震活動は

えひの地震の発光現象

発光現象

胄時の紺 II祈間に一行

えびの町役場真幸支所課長補佐の山下義

次氏

3月2511の地哀のときは，四川北の自宅

（両側に山がある谷あいにある。）に寝て

いたが，地震とともに飛ひ起きたとき，窓が

明る<, 宙のときのようなljjるさを感じた。

＇ぢくから約 200mの道路に出たときはもう消

えてしザこっ

(2) 

）
 

3
 

~
ー

岡元小学校用務員 松原チエ氏

3月25日0時59分の地裳のとき，

りを同時に観測した。光りは為兄か足を引

くような）〖りで，方角は地図に矢印で示す。

巾学生のJ’仇と 2人て見て，今度の地震は

光りまで伴っていると話し合った。

浦部落 溝添商店主と近所の婦人

3月25日0時59分の地震のときは稲妻の

ような光りで，

音と光

当時は雨も降っていて翌一

O
O
I
 

呂
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第2節 今 [uJの地震活動

而が夕焼けのように明るくなった 3)しりの力角についてぱ 1人は北西， 1人は南束ではっき

りしないが， とにかく地寂のゆれが大きく，四つんばしヽになっても動けないような状態で，

はっきりしたことは心憶していない，

(4) 三吉部落 徳永商店主

3月25日の地底のときは，汲のたんぽの中の近難小屋にいたが，凡りは見なかったっただ

京Iii］の）］は明るかったこしかし，夜はいつも切るしヽから特別のことは恙こなかった，

買いものにきていた近所の婦人は西の力で光るのを見た 3 光りはth)しのような収じであっ

た。

(5) 下浦部落

農家で作文中の人たちは光りは見てし、なかった：，通i」中の 2人にきくと，光りを見た，そ

して硫政のような又いを慇したという。

（（｝）柳水流温泉管理人の老人

3月25!(0時59分の地底のときは，柑と▲U）ような光りを見た 1心間は 5秒秤度で力角は地

図の矢印の）j向に他した。

(7) えびの変電所 竹内所員
が9 ヽし~

3月25日01月59分の地底て変心）［構内の碍fの」第のスイノチがはずれ，人1f←ーえびの一

妙見に送屯している 6Jj ボルトの叫 I‘‘直流が火花放電をして！寸五ー•-』：ドが貞屁のようになった。

込電佐止してスイノチを数Inl入れたり，切ったりして’l'割に復したが，送寛倅」しまでしばら

く時間がかかった。

この光りを近所の人は見たのでしょう 3

なお，河柑小林保緑Iリ［長に噂店して， 3月25I Iの地底ては込由線の途巾にはショートしたよう

な形跡がなかったことを確認した。

今回の謁在では， 3月25110時59分の地般のとき）い）を見た人は沢山いたが，えひの変電所構

内で放電があったことが確嘉されたこと，松代地義の発光視象の典叩的なものとは異なっている

ことなどから，地震に伴う (1然現象とは名えられない，
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第 2節 今同の地震活動

第6図 えびの町 付 近 図

1000 
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第 2節 今加］の 地震活勁

4. おもな地震の判定結果
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第 2節 今同の地震活動

第9図
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第 2節 今同の地震活動

5. 観 測 責 料

(!) おもな地震観測表

1) えびの地震 ーIユIム'」/1可乏→ 

店詞[11'i玄il 昭和43年2月21日 08 nり51ク｝37. 4 fl〉

震 央北緯32̂01' 東詳130へ43'

震源の深さ 0畑

規 校 M-5.7

-.c.C・'：て＇ごご． OC'C.C.-．ご9．ご．cc.,-ー：：：． --~-~----- -------

度，＇ 発
時 初時期微動間

最 人今 振 I I l (μ) 
勺ほ乏' 初動方向 ~ ? 

N---S E•·W U-D 

・…恨i 分 ~ 砂~~ 分~~ ~ ~ ~ 砂~ ~ ~ 

人 吉 5 08 51 

鹿児島
2 :i ” ん 51 

! ! - NNE 3450 3000 1050 

宮 崎 3, 9  ” 51 09 E 1800 1600 800 

熊 本 2 i 9/ ” 55 10 N 1000 2500 600 

温 泉 岳 2 ,, 
” 56 12 NW  700 600 500 

延 岡 3 ” ” 57 
11 SW  300 250 

阿蘇山 ” ” 
57 15 1000 300 

長 崎 ” ” 58 17 !- NW  630 ]40 280 

都 城 2 
” 52 

阿久根 3 ” ヽ

枕 崎 3 ” ” 
大 分 2 ” ” 06 23 SSW 1050 1190 495 

佐 賀 l 
” ” 

06 16 NNW 2000 3000 400 

駁 久 島

゜” ” 08 24 NNE 52 84 39 

福 岡 ” ” 09 20 
＇ 

N 400 850 100 

幅 紅

゜” ” 
09 23 !- WNW 107 116 60 

下 関

゜” ” 14 23 ,_ N 88 230 62 

足摺岬

゜” ” 16 26 90 58 64 

松 il」

゜
ん

” 23 33 SW  107 91 91 

室戸岬

゜” ” 30 45 80 30 46 

浜 田

゜” ” 31 36 SSW 54 83 37 

高 松

゜
ん ” 39 50 106 96 49 

岡 山

゜” 99 40 40 33 74 83 

大 阪

゜” ” 57 252 298 105 

翌 岡

゜” 53 09 134 164 40 

松 代

゜” ” 34 
--•--. --

注 （11 初動方向欄のと・•-•は， L下勁地震汁の成分方向を小し， し•は「抑し；，•ーは「引き」を現わす。

「抑し'の場合は，初動方向と 180度反対方向に， ［引き iの場合は，初動方間に震源がある，

12) 空欄の筒所は，賢料がない場合および不明の場合てある。
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策2節

2)えびの地震 本震

炭 加時刻

姦央

霰加の深さ
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今同の地震活動
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第 2節 今同の地震活動
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第2節 今同の地震活勁
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第 2節 今同の地震活動
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策 2節 今 同の地震活動
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墳2節 今 同の地震活動
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3

 

7

3

6
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4
 

0

0

 

4

5

 

2

1

 

88 

，
 
67 

28 

4
1
1
2
3
6
3
5
 

3
3
1
0
6
3
3
0
 

24 42 19 
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33 

38 
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1
4
1
3
1
9
2
7
4
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笛 2節 今同の地震活動

~ ~" ~ ＂● ●ー了――—ー ー・一 …• -•- -… ---＂ --”---・-

官署名震度発 震 時初期微動
時間

' ..． 9 "~...……" 

乾分秒！

01 22 12.5 

13.0i 

14.6! 

14.8 

17.5 

18. 9 

21.8 

25.5 

25.8 

29. 3 

35.4f 

35.5 

36. 9 

43 

45.6 

46.5 

48.2 

49 

53. 4 

54 

57 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

本

了

鷲

取

都

阪

路

根

賀

屋

阜

井

松

田

崎

岡

山

府

代

島

良

島

津

田

宮

谷

浜

崎

橋

戸

京

潟

浜

し

り

都

名

4

月

北ぷi

洲

米

尾

烏

京

大

姫

彦

敦

名

岐

袖

浜

飯

御

静

富

甲

松

二

奈

輪

船

高

宇

熊

横

富

前

水

東

新

小

” ” 
グ

” ” 
” 

” ” 
” ” 
” ”

 ” ”
 ” ” 

グ ” 
” ”

 ” ” 
”
 

” 
” ” 
”
 

” 
” ”

 ” グ

” ” 
” ”

 ” ” 
”
 

” 

初動方向
最

01 

01 

01 

01 

01 

01 

49. 9 

10. 4j 
51.5 

01. 3 

．，
 
．．
 

5

6

5

0

0

0

 

．

．

．

．

．

．

 

2

8

1

9

9

4

6

 

1

1

1

0

2

 

大 振 巾

N-S'E--W 
---------------

(μ) 

U-D 

33 24 20 

10 

，
 

7
 

II 

198 

10 

239 

6

5

 
6
 

25 

25 

11 

39 10 

5

8

 

2
 

2

3

 

Ol 

II 

14 

32 

7 

22 

13 

5

2

8

6

9

2

 

8

8

8

7

4

7

 
01 

8
 ，

 

7
 ”

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
”
I
I
I
I
”
I
I
”
 

” 
23 00 

00.8! 

02. 4 

18.7 

30.0 

15. 9 

11.0 

23. 3 

41.01 

55 

06.0 

06. 

12 17 

” 
” 
” 
” 
24 

25 

10 

” 
” 
“ 26 

5

4

4

 

~
 

” 

7 4 

15 18 

14 10 

8 8 

17 11 

i I 8 7 

I I 20 22 

! I 1a 16 10 

i I 10 7 2 
＇ 
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第2節 今 回の地震活勁

(2) その他の前震余震の状況

1) 官薯別有感地震観測表

番

号

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
 

発震時刻

月 日 時分

1
3
0
4
0
7
3
3
4
0
5
2
5
6
5
8
3
6
4
3
0
5
5
7
0
8
3
2
5
7
0
7
3
3
2
9
1
8
3
4
4
4
5
9
2
8
5
6
2
6
3
4
3
5
3
6
3
7
0
6
3
4
5
0
2
1
3
9
1
5
1
6
3
7
 

0
9
1
0
1
1
1
1
1
1
1
2
1
2
1
2
1
4
1
5
1
6
1
6
1
7
2
0
2
0
2
1
2
1
2
2
0
8
0
9
1
4
1
7
1
8
1
8
1
9
1
9
1
9
1
9
1
9
2
0
2
0
2
0
2
2
2
2
2
3
2
3
2
3
 

2
 

2

2

 

2
 

在
1 感 官 署 名

3 （弱震）

人

人

人

人

占
—• -ロ

t. 
L 

ヒ＇
~, 

2 （軽震）

枕

人

人

人

崎

・ー",L ，
 
.

9

;

＇ 
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~, 

村

古

占

占

，

ぃ

占

島霧
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じ
コ.＂， 

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

島

島

島

島

島

烏

吉

霧

霧
9

,

 

L
ゴ"r 

吉

人

人

人

寡

霧

霧

人

霧

人

人

：` ヽ
1
9
"
~, ，
 

上^
C~ f 

七

a
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霧

人

人

人

人

人

霧

人

霧
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：
J
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i
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島

島
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人

人

霧

島
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．．
 
．＇ 
9•9. 

•1 
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9
 
.

.

.

 

占

島

A
]
 

.
9
 

飯野警察署で観測した震度

” 

事

3

3

 

”
 

3
 

”

”

グ

グ

グ

3

3

3

3

3

 

” 3
 

”
 飯野瞥察署京町派出所で観測した震度
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3
 

” 

”
 
グ

グ
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第 2節 今回の地震活動

番

号

~ ？~”/し”"/ ~-- •--

発 震 時刻 有感 官署名

月 ［ ］ 時分 3 （弱震） 2 （軽震） （微震）
已舌" ●

 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

必
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48 

49 

50 

51 

52 

53 

54 

55 

56 

57 

58 

59 

60 

61 

62 

63 

64 

65 

66 

67 

68 

69 

70 

71 

72 

73 

74 

75 

76 

77 

78 

79 

22302 11 

14 21 

15 17 

15 31 

16 58 

23 46 

24 01 10 

06 06 

25 23 50 

26 00 46 

19 32 

27 00 33 

08 21 

12 52 

13 24 

23 22 

28 06 17 

09 33 

15 27 

21 10 

29 04 57 

09 41 

22 32 

22 34 

310946 

3 07 16 

12 33 

21 56 

6 00 05 

09 19 

8 23 20 

9 16 46 人吉

18 28 人吉

11 16 20 I : - 人上, 9 'J  
12 19 35 I i 

l i 
人青，霧島

18 21 47 I i 人 吉
！ 

19 13 19. !人古，霧島！温泉岳 ” 4 

21 36 ! i A ;'i ＇ ， 人 [:f 99 1 

21 43 
l 

＇人占 グ l 

’’  20 03 21 霧島 i ' ，， 3 

21 10 34 ! .人上，
； 

: F9 i : '”3  
21 03 - ”l  

, i 

i人；片
~" ~、~.、••--．~―" ： 

人 占

人

人

~
~
 

人吉，霧島

人

人

人

止
1
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:
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~
‘
、

人

人

人
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人

人

霧

霧

む
9

与
与
ヒ
ー
じ
~
七
＇
島
沿

一
＂
，
」
~
，
~
~
，

L
冒'
~
9

こ
9
[

＇

霧

人

人

霧

9
.
a
e
'
ヒ
1

島
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.~ 

．．
 
1
 

I
)

、
~

吉

島

占

崎

島

吉

島

島

霧
，
 

吉

霧

人

霧

人

宮

霧

人

霧

人

9

9

9

9

9

9

,

9

,

'

 

じ

’

吉

，
 

に
1-

9
 

＇ 人古，霧島

人占

霧

霧

人

霧

霧

島

島

島

吉

島

島

飯野警察署京町脈出所で観測した震度 3
 

” 2
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” 
”冒

”
 

1

3

3

3

 

”” 
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”
 

2

2

2

3

 

グ

グ

”

3

3
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第2節 今同の地震活動

番

号

発 震時刻

月

有 感官 署
~~ ~ --

日時分 3 （弱震） 2 （軽震）

名
ーし-1," 

屯

80 

81 

82 

83 

84 

85 

86 

87 

88 

89 

90 

91 

92 

93 

94 

95 

96 

97 

98 

99 

1 00 

IOI 

102 

103 
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105 

106 

107 

108 

109 

I 10 

Ill 

112 

113 

114 

115 

116 

117 

I 18 

119 

120 

121 

3222245 

24 06 57 

25 01 14 

01 15 

01 19 

01 25 

01 28 

01 34 

01 36 

01 38 

01 43 

01 43 

02 26 

02 28 

03 56 

07 45 

09 52 

13 21 

13 30 

14 40 

15 29 

16 46 

26 02 33 

22 06 

27 02 44 

14 47 

28 09 11 

12 02 

15 51 

16 14 

17 58 

30 00 32 

06 52 

12 22 

3 08 18 

17 08 

4 09 13 

5 01 47 

02 22 

04 30 

06 38 

06 43 
•ー・

4
 

~ 霧 島 人

人

人

人

為

島

島

点

島

古

島

島

局

島

霧

霧

霧

霧

9

9

9

9

 

., 

・

1

9

4

コ

L

ゴ
9

L

ヒ＇

r
 

t
 

人

霧

霧

人

人

人

霧

人

霧

人

．

．

 

島

臼

霧
＇ 

占人

人

人

霧

人

霧

人吉

霧島

人占，霧島

人占

吉宮崎，温泉岳

人吉

人占

占霧謁温泉岳

人 吉

霧島

人 占

人 古

人 古

人者

古

1

・＇ロ

古

島

古

霧
，
 

じ
9

-"i 
人

人
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と
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日

島

飯野警察署京町派出所で観測した震度 1
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1
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2

2

3

1

2

 

1

3

2

3

2

2

2

1
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島

島

占

烏

吉

島

吉

吉

島

吉

吉

吉

霧
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吉

霧

霧

人

霧

人

人

人

人

霧

人

人

人
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＇
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島
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島

霧

霧

霧

霧
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”
”
”
”
グ
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第2節 今 回の地震活動

~• - ' ヽヽ ヽ ..~ ~．~ ~．~ ~・----~~

番発震時刻 i 有感官署 名
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L
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・
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，
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吉
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島

島
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島

i

温
崎
大

霧
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島

島

島

烏
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霧

霧

霧

艮

，
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＇
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＂

'

，

吉

崎

＇

本

霧

霧

宮

岳

熊

人

人

霧

霧

霧

霧

霧

霧

温

霧

i

吐

r

吉

吉

・
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霧

人

人

人

人

霧

人
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霧

霧

人

人

霧

霧

人

霧

(

'

¥

.

i

,

:

-

人

人

.

、

••• 
• 

‘
,
 

••• 

,、
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島
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島
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島

霧

霧

都

一
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4

・

a
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・
-
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^
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1
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霧

人
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5
7
3
4
1
7
3
9
3
9
1
5
1
8
0
1
2
7
2
3
2
5
3
3
4
1
0
0
1
7
1
9
1
6
0
7
0
8
3
3
1
4
0
3
0
4
0
9
1
2
1
3
5
9
2
6
5
7
5
4
0
1
0
9
5
0
4
7
1
1
3
7
3
7
2
8
1
2
4
2
5
8
4
6
-

0
7
0
8
1
2
1
6
1
6
1
9
0
7
1
5
1
5
2
3
0
2
0
2
0
2
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0
日

1
1
1
4
1
6
1
6
1
0
0
0
0
5
0
5
0
5
1
2
1
5
0
5
0
6
2
0
2
1
2
2
2
2
0
7
1
6
1
9
0
4
1
4
2
1
0
6
2
0
2
2
1
9

＿

6

8

0

1

1

3

4

5

1

5

3
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2

-

2

2

＿
 

5

6

7

8

5

 

1

1

1
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5
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6
1
3
7
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3
8
1
3
9
1
4
0
1
4
1
1
4
2
1
4
3
1
4
4
1
4
5
1
4
6
1
4
7
1
4
8
1
4
9
1
5
0
1
5
1
1
5
2
1
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1
5
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5
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1
6
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第 2節 今同の地震活動

番

号

発震時刻

i
 
rr 

[l 時分

有 感 官
i 署 名

3 （弱震） 2 （軽裳） （微震）
已・̂．' 
~
~
~
L
 市

164 

165 

166 

167 

168 

169 

170 

171 

172 

173 

174 

175 

~ 7 

6 16 23 

18 19 

5 12 

12 

12 

12 

12 

13 

, 18 

＇ • 30 11 

: 8 13 20 

21 

58 

02 

48 

49 

50 

51 

56 

28 

ID 

41 

22 

39 

人

人

-•I 
~
 

~, 

占

霧
島 霧

人古，霧島

人吉，霧島

度裳9

}

 f
 

し測観て阿，＇ 
派J

 
旧

”
 

了ヽけ
月署察贅野飯島

烏

島

島

古

討

霧
，
 

.̂
1 

L
 

,r~ 

人

霧

霧

人

人

人占

霧島！阿

人占！
- --ゥ

久 根

.，I 

3

2

1

 

“ 
” 

3

1

 

グ

”
 ”” 

]

1

3

4

 

（注） 人

熊

吉：人占測候所

本：熊本地方気象台

温泉岳：温泉岳測候所

阿久根：阿久根測候所

宮

枕

都

霧

綺：宮崎地方気象合

崎：枕崎測候所

城：部城測候所

靡：鹿児島地方気象台霧島火山観測所
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第2節 今同の地震活動

2) 飯野警察署京町驚察官派出所で観測した有感地震 (2月22日02時31分までは飯野警察署）

昭和43年2月21日～10月31日

~ " ~•‘‘ ” ” ~ ~ " " ~ ＂" ~. ＂." ~ ~‘ ” ＂ ~" ハ --~---~- ＿＿ヽ9 --、一— ---—ー一ヽ-----ヽー 、一—---

月 日
有感地雲

/ / -~/ 

雲度 6 震度 5 震度 4 震度 3 震度 2 震度 l 合 計
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4

 
3
 

1

2

3

4

5

6

7
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8
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第2節 今回 の地震活動
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第2節 今同の地震活動

3) 卯児島地）j気象合森島火山観測所地裳観測同数（倍率5,000倍，電磁地震計による）

昭和43年2月21日～10月31日
．．~…~ご． "''"',,..,_,、-------- --------------・ 

月 日 00時0～ 03時06～時 06時09～時 09時～ 12時1～ l5時～ 18時2～1時 21時2～4時 l ム口 叶3時 l2時 5時 l 8時

函9況~'~ 時~印～9999 I ，OO~9択9鳩0お分999 湘～¥9 ％切

2 21 2 7 (3) (309) (135) 157 122 I 18 853 

22 75 86 89 53 49 84 135 136 707 

23 76 84 74 104 75 82 48 65 608 

24 53 41 42 46 36 49 41 39 347 

25 37 30 
332 1 

40 19 32 35 31 255 

26 43 29 29 20 17 ] 9 20 209 

27 29 20 l5 16 26 29 22 20 177 

28 17 23 17 31 21 40 25 22 196 

29 23 32 22 28 29 35 27 40 236 

3 I 34 29 20 12 25 20 22 14 176 

2 30 20 19 14 21 22 15 欠 (141) 

3 14 13 14 25 12 15 II 11 l l5 

4 12 12 17 18 ， 20 l l 13 112 

5 8 12 11 8 21 13 25 21 119 

6 l5 II 14 23 II l 7 l 2 18 121 

7 30 22 32 42 30 21 18 22 217 

8 ， 21 15 16 10 18 18 26 133 ， 16 ， 15 29 12 6 15 8 I 10 

10 21 8 10 10 l O 5 6 6 76 

II 15 ， ， ， 7 20 7 7 83 

12 2 4 ， 5 8 8 30 18 84 

13 3 7 l O 14 8 8 8 13 71 

14 10 ， 23 10 5 6 II 12 86 

15 12 8 8 22 13 7 14 7 91 

16 21 12 15 17 11 8 12 3 99 

17 3 4 ， 14 17 5 5 8 65 

18 ， 4 7 7 8 6 ， 8 58 

19 7 7 7 2 21 15 6 
15 4 1 ： 

79 

20 5 ， 10 10 6 12 5 62 

21 欠 欠 欠 欠
， 3 6 11 (29) 

22 l 2 3 7 10 (2) 7 10 10 (61) 

23 
8 8’ 

6 7 4 3 5 18 11 62 

24 II 24 24 ， 11 33 6 126 

25 254 261 163 138 77 69 69 60 1,091 

26 39 48 36 38 37 34 31 53 316 

27 56 55 22 30 13 26 17 27 246 

28 25 19 24 19 27 42 36 19, I 211 
..,.．．ヽ—- - -- --------------------------------------------- --- ------------------
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第 2節 今回の地震活動

6． 瞥 戒 状 況 （福岡管区気象台発表の地震情報）

内/

‘

 
号番

-~ 

容 発表時刻
-············----··-----~ 

昭和43年2年21日

午前 9時30分

2
 

昭和43年2月21日

午前10時30分

3
 

今日午前 8時15分ごろ，ほとんど九州全域に地震を感じました。

震源地は宮崎，鹿児島県境で，震源の深さは約20如と推定されます。

各地の震度は次のとおりでした。

震度5 人吉

” 3 宮崎，延岡．阿久根，枕崎

”2  鹿児島，都城，大分，熊本，湿泉岳

” l 禍岡，阿蘇，佐賀

なお，この地震により人吉地方では，咽にひび割れが生じる程度の

被害がありました。

さきほどの地震1こついて，宮崎地方気象台からの連絡によれば，飯

野地方（宮崎県えびの町）では震度 5以上であったと推定されます。

この地震により同地方ては停唱したところがあり，また，道路の亀裂

やブロツクベいの倒壊などの被害を生じました。

なお，この地震のあとにも数回小さな地震か発生している模様です。

けさ08時51分の地震に引き続き， 10時45分に九州全域にかなり強く 昭和43年2月21日

地震を感じました。震源地は08時51分の地震と同じ場所と思われます。 午前11時05分

各地の震度は次のとおりでした。

震度5 人吉

99 4 阿久根，枕崎，宮崎，鹿児島，延岡

” 3 熊本，都城，油津，佐賀，大分，温泉岳

”2  禍岡，牛深，阿蘇山

” 1 長崎

なお，この地震によろ津波の心配はありません。

4
 

5
 

21日午前10時45分に宮崎，鹿児島県境付近に起こった地震により， I 昭和43年 2月22日

宮崎県えびの町・僣では大きな被害を生じました。霧島町湯之野にあ ＇ 午後 6時00分

る鹿児島地方気象台の火山観測所の観測によると，この地震のあとも

同地方では，ときどき人体に感じる地震を含み，小さな地震がたくさ

ん起こっていますが，地震の起こる回数は次第1こ少なくなっています。

しかし，震源地付近では地震により地盤や建物が弱くなっています

ので，割合小さな地震でも被’甚を起こすことが考えられますので注意

か必要です。

なお， 21日午前10時45分の地震をヽえびの地震ヽと呼ぶこと 1こしま

した。

今日午後 7時19分ごろ，ほとんど九州全域に地震を感じました。

震源地は，えびの町付近と推定されます。

各地の震度は次のとおりでした。

震度 4 人吉

99 3 鹿児島，枕崎，阿久根，熊本

”2  延岡，宮崎，都城，温泉岳

” 1 福岡，大分，長崎，佐賀

昭和43年2月22日

午後8時00分

- 5 4 -・ 



第 2節 今 回の地震活動

番号 内 容 発表時刻

なお，この地震は昨21日午前10時45分に起こった，えびの地震の余

震と思われます。

一昨22日午後 7時19分のかなり強い余震は，震源地付近で震度5の

強震であったと推定され，あらたにかなり大きな被害を生じました。

鹿児島地方気象台霧島火山観測所の観測によると， 21日午前10時45

分の本裳以後は，総体的には地震回数が次第に少なくなる傾向をたど

っています。しかしこの間には， 22日午後 7時19分のかなり強い余震

と，そのあとしばらくは有感地震を含む地震の発生回数が多くなると

いったような，かなり大きな？肖長がみられます。

このような余震の発生状況と，これまでの地雲で震源地付近ては地

盤や建物などが弱くなっていることなどから，まだ注意か必要と考え

られます。

えびの地震総合観測班の観測によると，

(I) いまのところ，震源域の変化はほとんど認められない。

(2) 地震回数はときには増加することもあるが，全体としては減少の

傾向にある。

以上の結果から，地裳は次第におさまる頻向てはあろが， 25日夕刻

（午後 5時49分）程度の地裳は，今後も起こる恐れかあり，今までの

地震で地盤や建物が弱くなっているので引き続き注意して下さい。

えびの地震総合観測班の観測によると，地震回数はいまのところ，

順凋に減少していますが，えびの地方は今夜から明朝にかけて， 20~

30ミリの雨が降る見込みで， iド崩れや雨漏りのおそれがありますから

十分注意して下さい。

えびの地震総合観測班の観測結果によると，昨夜10時31分から34分

にわたって震度 2, 3の地震が続いて発生しましたが，これらの現象

は，この稲の地哀のあとにはたいていあることで，特別に変った現象

てはありません。現在，総合観測班の観測結果にも特別な異常は観測

されておりません。しかし，なお， 25日夕刻の地震（マグニチュード

5)程度のものは，今後も起こる恐れもありますから，家屋の補強は

十分して下さい。

えびの地震総合観測班の観測によると，えびの地区の地震はその後

多少消長はありますが，順調に減少にむかっています。

しかし， 7日午前中から霧品山塊に震源を有する別の微小地震がや

や多くなっています。今後の推移1こついては，なお検討の余地かあり

ますが，一応注目しています。

II ！ ぇびの地震総合観測班の観測によると，えびの地区の地震は消長を 昭和43年 3月21日

繰り返しながら大勢としてはおさまっていく頻向にありますが，ここ ， 午後 2時00分

数日来の横ばい状態は群発性の特徴で，今後も多少の変動を伴うこと

が考えられます。したがって人体に感ずる地震は，ここしばらく続く

ものと思われます。

12 I きょう午前 0時59分ころ，ほとんど九州全域に地雲を感じましに震 1 昭和43年3月25日

源地は宮崎県えびの町付近で，震源の深さはごく浅いと推定されます。 午前 3時30分

6
 

昭和43年2月24日

午後4時45分

7
 

昭和43年2月27日

午前9時45分

8
 

昭和43年2月28日

午後 5時00分

，
 

昭和43年 3月 1日

午前 9時40分

10 昭和43年3月9日

午前 9時40分
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第 2節 今 回の地震活動

番号 内 容 i発表時刻
-

各地の寝度は次のとおりでした。

震度 3 宮崎，延岡，鹿児島，枕崎，都城，阿久根，＇「深，熊本，

人吉，湿泉岳

II 2 阿蘇山，佐賀

” 1 長崎，下関，大分，福岡

また，福岡での発震時刻は，午前 0時59分20秒てした。

なお，この地震は去る 2月21El午前10時45分に起こった，えびの地

哀の余震と思われます。

13 I えびの地震総合観測班の観測によると，本朝 0時59分および 1時21 I 昭和43年3月25日

分に，かなり強い地器が続いて発生しました。震源域はいまのところ 午前 6時00分

特に変化はしておりません。このような地裳は群発性の特徴が強く現

われたもので，今後も地震の回数と強さに変動の多い状態を続けるも

のと思われます。

14 えびの地震総合観測班の観測によると，えびの地区の地震は今月に

入り 4日ごろより再びやや活動的になり， 5日の午前巾の人体に感ず

る地雲は32回に達しました。このように，かなり変動の多い状態を繰

り返しながらここしばらくは続くものと思われ，震度 4程度のものは

今後もまだ起こることが考えられます。シラス地帯やその周辺部では

特に注意してください。

昭和43年4月5日

午後2時00分

15 I えびの地雲総合観測班によれば，飯盛山北西麓における地震活動は 昭和43年5月15日

おさまりつつあります。今後まだ震度 3程度の地震は発生するかもし 午後 3時00分

れませんが，この地域を裳源とする被害地震の発生するおそれはほと

んどないと思われます。しかし，これからは，割合まとまった雨が降

りやすい時期になりますし，これまでの地震活動で誤源域では地盤が

弱くなっており，山くずれやがけくずれなどの被専の起こることか考

えられますので十分注意してください。
ヽ●● V9 • ? ～ • 9・ャ 、‘”
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第 2章 被 害 状 況

第 1節 概 況

えびの町真幸地区では従来群発性の地震がしばしば起こっている。"且録によると大11:2年に真

幸地震があり 8か月間，昭和36年には吉松地震とよばれた地震が 2か月続き， 設，しを支けている。

今［且［は， 2月11日からえひの町真ナ地区を中心に人体に略しる地庭が起こり， 住民にかなりの

不安を｝｝えたが12日， 13日としたいにおさまった。

ところが， 2月21El 8時51分にほとんど九州仝域で人休に感しる強い地震が起こり，衷掠地の

貞宰地区では震度 5の強炭が観測された。 このため，貞革地区ては窓ガラスが割れ， プロック塀

が倒れ，

先では，

また，

道路には地害IJれが生じ，

自然河岸が＼9[木とともに人きく崩壊するなとの被';1,＇が発 ljした。

第 1図
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凡例〇；放甚地域

また，川内川の堤i約には人小の亀裂が入り，貞幸地区柳水流地

えびの地震般害激 甚 地 域 図

電力施設にもかなりの披，じを生じ，
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えひの変電所は配電不能となり約 1万戸が停電した。

幸い負傷者ば学童 1人だけで， それも黒板が落ちるさい道1に杯い傷を負った程度であった。
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第 1節概 況

この地震の約 21店間後の 10時45分に出さらに規餃の大きいマグニチュード 6,1の地震（真幸

地区ては底度 6の烈店）が起こった，このため般＇ 9．じは‘:'.,．l筍，鹿児認聾本の 3県に及んた。なか

でも，えびの川［およひその内且l]に拉する古松iiりでは激誌な般’，［か発I・［した，このうち，ヤ応．『の設

も大きかったのはえひの 11り真寮地区て，鳳，［；激甚地域は第 1l文にみるとおり，真幸址区の京附を

巾心に伯径怜」 8加のほぼ円形の範囲てある。頁沖地区内でも礼と］［の和度は川内川の南側に著しく

とくに京町およひ油，柳水流，殴til]，亀沢の各部落に鳳1；が及中した。

第 2図 林地崩壊箇冴図

u双 9
l |.~— 

ック（は1¢)嘉互;‘釦／ク戸 叫"，^ダ竺ピヅ -9い、ィ心＇~記り‘‘年ゞ込 ·Ii.-9晶

岐古の種類，利度およびその分布をみると次のとおりてある

山くずれ，がけくずれおよひ地割れは餃災地内の閲浙に1-lし，なかてもシラス合地にできた山

くずれにはべ規校なものがみられ，「Iし、地窮が頂部からむき出しになっているつなお山くずれは

300か所近く発生し，その人平が溝ふ川およひ人丸川の両川筋に仄中している。
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第1節慨 況

がけくずれは低位段斤の役斤慮に多く， とくに腎1_11部落の段斤庁1こできたがけくずれは大きく，

がけくずれといっしょに家呈が転落し辺路，耕地が電柱もろとも埋没した。

地割れは盛」のL1こ造成された丘路，鉄心および河＇ 1|堤防に多く，なかでも繍装道路1こできた

地割れ（亀裂）は人きく，ばっくりと「］をあ＇ナていた，とくに「 i:1且268号線の亀沢部落付近では

道路の中央部に廷長150m, 巾30cmもの地割れがIIした。その他，地盤の降起，陥没，噴砂現象

などがみられたが，その規校はそう人ぎなものてはなかった、

ー）j, 施設般古としては，建物をはじめ電氣，通1ふ欽迅， 1-水道その他〗］各，橋梁，河川，

かんがい施設など真志地区内の施没はほとんど敗青を受けたっ

なかでも，建物の披，じは最も苫しく，その設，［は木造建物のみでなく，真幸中学校校舎，真幸

農協介庫，国民附含やたけ荘，京町且灯恥翫など鉄筋コンクリートの耐底競や杵にも人きな祖裂

か入るなどの般］を受けた。このうち，住家の披古は仝壊412戸，平壊 675戸，一部破祖 3,217戸

第 3図 公共土人梅設披＇， t，： 1：行所図

/
ら
さ
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第1節概 況

［このぼり，えびの町頁幸地区を111心に加久籐，飯野両地区にも及んだ。なかでも震央に近い真幸

地区においては，住裂の仝半壊が仝体の 80冤， 867戸にのぼり地震の激しさを物語っている。

真店地区内ても京町およひ亀／）,,柳水流の 3部落の辻物被＇位率（部洛仝戸数に対する全壊およ

び半壊の割介）は高く， 40-50船にのぼっている。つまり， この 3部落においては全戸数の半数

かまたli半数近くが令平壊していることになる。これらのうち亀沢，柳水流が山間の部落である

のに対し，京町は平州地にあって襄、ド地区の中心であり，家屋が密集しているため，住家の令半

壊戸数は真倖地区全体の約 50形， 423戸に逹している。

心路の般＇ l［は，貞幸地区を中心に加久藤，飯野両地区にもわずかではあるが及んでいろ。最も

骰内のひとい路森は，地盤条件の忠い柳水油一弊11]一亀八間の［且追 268号線と浦，桃辿間の一般

県迅えびの真店線で，その般害は路而の亀裂（地割れ）陥没，路肩決壊および山くずれ，がけく

ずれによる埋没などで一時交通途絶をきたした。

また，］Jll久藤地区）l［鶴橋以西の永久栂はほとんど礼如I：を支けた。その被害は池島根の橋脚沈下

を除いて，すべて支承部と関連して文承部付近だけに／Iじているが，交通禁止にまでは至らなか

った。

伯轄河川の川内川は堤防，没iド12か所，延長 6,480mにわたり披古を受けた。その被古はえび

の町榎田地先から古松町中沖川地先間の芹岸側に多い。また中小河川の被害は真幸地区に集中

しており，なかでも溝添川およひ火丸川の両河川は山くずれ，がけくずれによる埋塞，堤防の

亀裂および決壊などの役9じが流路令体に及んている。なお，中小河川の被害は真幸地区以東には

及んでいない。

国鉄線は通り狂い，路盤沈下およひ氾裂その他渚施設の被災により，吉都線は飯野一吉松間，

肥薩線は真幸一栗野間が一時不通となった。

なお，吉都線京町駅ではホームが決壊するなどの披害がでた。

また，電気，通似，水直施設も入きな被害を受け枠電，通信途絶，水道が断水すろなど頁幸地

区は一時混舌しの極に達した。

その他，かんがい施没の般害および山くずれ，がけくずれによる耕地，農道の埋没など農地，

農業用施設の破害も 357か所にのぽり，田柏期を控え水稲の植付が褻慮された。

なお，えびの町ではこの地震で10人のfl{葛者がでたのみで死者は 1人もなかった。このように

人的被内が少なかったことは，人震災としてはまれなことではなかろうか。負傷の原因は戸外に

逃げ出すとき物にふつっかり，つまづき，または転倒して1綺を負ったものである。

この地設のあともえひの・占松両町では哀度 l~ 3程度の地簑が続いていたが，翌22日19時19
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第 1節概 況

分再び真未地図て震度 5の強震が起こり，えびの・古松両町では前 2回の地震で弱っていた家足

や地盤に再三の打撃を加えた。

えひの町ではこの地震で20人もの負傷者がでた。負像の原因は前同の地巽と全く同じであるが，

前 2同の地庭に比べて負傷者が多かったのは，夜間の地震で住民が一！t1あわてたためてはなかろ

うか。その他，真沖地区では25日にも地震のさい，戸外へ逃げようとして転倒し負傷した者がい

た。

その後も震度 1~3秤度の地震が続いていたが，その回数はゆっくり減ってきていた。

ところが， 3月25日0時59分と 1時21分の 2回，真ヤ地区は再ひ底度 5の強震に見舞われ， こ

れまで設9じの少なかったえびの町加久藤，飯野両地区および貞幸地区岡元部洛の高台にまで披害

が広がった。この地震で，えびの町では住家令壊39戸，半壊221戸，乳仕家令半壊215棟などの大

きな披古を受け，住民は再び不安のどん底に突き落された。

なお，人的披害としては負傷者 3人に過きなかったが，霰度に比して肱設披害が予想外に大き

かったことに対し，宮崎地）j気象合では「披古の状況から判断すると， 0時59分の地震は地震動

の最も強かった地域では震度 6の烈震があったかも知れない。」と説明している。

3月25日の震度 5の強哀を最後に披古を起こすような大きな地震はなく，昭和44年 2月現在，

真幸地区では有愁地霰がときおり起こる程度におさまってきている。

以上のように，披災地域内でも般冑は場所によって苫しく迫っている。これは地質と関係が深

いといわれている，これについて政府の総合技術謡査団，鹿児島大学理学部地学教室，九州大学

理学部地質学教宅の種子田教授の地震と地質に 1対する調在報告•;！只りによると次のとおりであろ。

(!) えひの町真幸地区から， 占松町束縁部にかけては「シラス類」を主とする累府や砂礫贋か

らなる洪積麗沖l）1屈の軟弱地：りで，そのうえ一部では過去において地層が断たれ傾動してい

る。これは地震に対してきわめて危険な地域であると判断せざるを得ない。当然，披害は甚大

であるはずである。

(2) えひの町は，霧島山系の山麓にあって，真幸，加久藤，飯野の 3地区よりなり，京町は盆

地上の贔泉てあって， Iれを）ii内川が貫流している。京町はJII内川の河川敷であるが，表層に近

い砂礫1薗の下部には厚いシラス屈が堆積している模様である。

（3) 被古と各地附との役I係をみると，披宮は加久藤群陪（シラスまたはシラス様の地陪を主と

する累陪）が地表に硲出し，または地表下戊い所に潜在している地域において著しく，前者は

シラスよりなる山地で山くずれが無数に発生し（溝添川，｝＜丸川，葉広田川の流域），後者は段

丘礫崩，沖柏砂礫肘におおわれて平坦地て家屋倒壊が著しい。 （真幸地区京町，浦，柳水流，
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弊田，亀沢の各部落）

(I) 

(5) 

同し沖積面内でも家屋倒壊の率は場所によってかなり違い， JI「内／iiに接すろ付近では倒壊

率が低く， 200-400m以上離れた方岸沖積肘の薄い所が倒壊率が高い。

えびの町飯岱山の北裾に連なる地域は溶岩におおわれているが， ここは震央に近いにもか

かわらず破害がきわめて詳微であった。また，加久藤盆地内の北縁は某盤の古期火山岩類が露

出しており，概略的には）II内川の北岸は内堅部落のボーリング資料から推定すると，張盤が比

絞的地ド浅い所にあるらしいが， ここも被書は杯微であった。

）
 

6
 

'~ 
家屋の被害が予想外に多かったのは， 披災地域が軟弱な地質であるうえに，建物構浩~ト耐

震的な杓慮がほとんど払われていないことによる。

今阿の地震が群発性を示し， しかも 5同にわたる強烈震のため，

古を受けた。両町を中心とする官綺・鹿児畠両県の被害状況をとりまとめたものが第 1表である。

このうち宮崎県の被苫状況は負傷者35人， り災世闊 3,477iIt閤，

えびの•吉松両町は激甚な披

り災者 13,639人，住家全壊45

1戸， 半壊 896戸， 一部損壊 3,597戸， 般害額は廷築物36億円， 土木施設 6億円，農林業関係施設

19億円，その他の施設般害を加えると， 施設関係の殷，1了額 63億円， I商t業，林産物なと生産物の

般’［芹額 1億6,000万円， 紛額65億円の多額1このぽった。

これらの被宮は，ほとんどえびの町一町の被害であり， えびの町は昭和41年11月飯野町，加久

藤町および真芹町の 3町が合併したもので， 被害が真幸地区に集中していることから，旧頁幸町

のみの被＇甚であるといえる。 このことは被害地域は狭いが， ―町全滅に近いというあまり例のな

しヽ， きわめて激甚な被害であることに注目すべきである。

第 1表 えびの地震披胄状況
—- ＂--- ---…--＂ ＂：こ "‘---J•^- ---_-=•:=… --------- -- ‘, __ ヽ・-- - -～ ---"＂ ---- -----

宮 崎県'
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1 人

Ill 死
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｛ふり

(4) り

的

帯

者

傷

世

災
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者

者

数

数

2 建築

111 住

全

半

物

被

被

人

35” 

3,477世麿

13,639 人

県

’’”‘,．, 
！ 

＇ 

3 人

，＂ 
1,698世椿

6,603 人

合 計

3 人

44 グ

5, 175世帯

20,242 人

害

家

壊 451 JI I 47 戸 498

壊 896 " I 382 グ I,278 

部損壊 3,597 " I 1,269 グ 4,866 

計 4,944 " I 1,698 " I ： 
6,642 グ
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戸
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---~------------ -------~ -------------------

区 分宮崎県鹿児島県合計
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区 分 ，白了
LE9 崎 県 鹿児島県 合 計

； 

- - 99•ー百， ー― - 古月 TFl 

被害総額 6,526,988' 2,349,520 1 8,876,508 

1 施設物被害 6,363,915 ! 2,321.982 I 8,685,897 

(1) 土 木施設 577,805 I 257, 450 I 835, 255 

(2) 農地農業用施設' 397,000 

(3) 営農施設 282,864 

(4) 開拓地 入植施設 7,250 _ / 115,300 _ / 795,364 

召 ） 住 宅，農舎 (7,050) 

（口）飲 料水施設 200 

15) 林地林業施設 I, 252, 402 I 347,895 I I, 600,297 

(61 教育関係施設' 121,a26 1 20,000 i 141,a26 

(7)建築物 3,581,250 I 1,285,380 I 4,866,630 

(8) 衛生関係施設！ 86,719 I 24,600 I 111,319 

（ イ ）ヒ水適！ 42,579 1 24,600 I 67,179 
l 

回保健所，病院，診！
i 

ー・
療所

(44, 140) (44, 140) 

(9) 水産関係施設 I -I 1,oso I 1,oso 

(10) 電 気施設 30, 197 ! 7,958 1 38, 155 
l 

(11) 通 り施設 10,700 l 2,128, 12,828 

(12）鉄道施設 66,200 j 260, 221 j 326,421 

(1.3) その他 の施設 8921 -I 892 

2 生産物被害， 163,073 I 27,538 I 190,611 

(1)農 作物 613 1 2,000 i 2,613 

(2)畜 産物 510 
l 

- I 510 

(3i林 産物 10,863, 4,133 1 14,996 

(4)商 工業 151,087 I 21,405 I ~ 
9.  -’ー、9 - -— -

（注） I. ( )の被害額は，（7）建築物の被害額に再計してあるが，施設物被害総額では控除してある。

2. 直轄災害分は除く。
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次に，これらの部門別破判状況を示すと第 2表のとおりであろ。

以上，［貞接的披専のほかに間接的な被',[;：も次のとおりばく大であった。

えびの町真幸地区京町は戦後「えびの高1屎」が閲発されるまでは，本訊唯一の温泉観光地とし

て発展してきた。したがって京町の商業の業柿構成も旅館をはしめ温泉観兄に依存する業種が多

く， これらの旅館，商店をはしめその他の中小介業は壊滅的な被害を受けた。そのうえ，続発す

る地震のため温泉観兄客かほとんど皆無となり， これに伴う収入戚のほか，復旧に要した期間中

の休業による担宮等，間接的な級害もばく人なものかあった。

今同の「えびの地震」による披害の特質として，次のことがあげられる。

(!) 地震の規校に比較して披災範囲が狭かった。

(2) 多数の倒壊家屋や山くずれ，がけくずれが生じたにもかかわらず，人的被害は少なかった。

(3) 地震につきものの火災が起こらなかった。

(1) 盛上した道路，堤防等の亀裂が著しく，氾裂は主として長い方向に生じた。

(5) 軟弱なシラス屈および沖積屈であったため，廷築物等をはしめ施設の祓害は予想外に人き

く，また大規校な山くずれやがけくずれが生じた。

なお，骰災地域今域に発lj.した多数の崩壊地は，土砂の供給源となり，ひとたび豪雨に見舞わ

れると下流地域の宅地， ii]月IIなどは埋め尽される危険性がある。また披災地の山，がけおよび道

路では，地盤がゆるみ地割れを生じているので， このような場所に一時に集巾的な雨かしみ込む

と崩壊，崩落を起こしやすい危険な状態になっているなど，雨期対策はきわめて，F要てある。

第2表部門別被害状況

1 施設物披書内諷

(Il 土木彼］；
ー 9 9 ，こ-一，三•'＂＇―---’,． 9 :＇ 9 9,． 

区 分 被害且t | I且位 1 被害額
' ------ （千円）””＇一、’＂”‘------··'--------●^~’’,．ー• --.."  

＇ 但 河 川 1 23' 174,829 
9バ

, 9 か所
砂 防 i 2”  4,383 

工道 路 43”  68,605 
！絆

事［向
梁 2 I,,  2,952 

！小計| 70,9  i 250, 769 
'- -’――9●---"-------------' 

県単独工事 9 ,’ i l,060 
9 -..,，．'＂’'―’‘’‘‘  

計 79 |”i  251,829 
,’’”’‘—:~.., -----·--------c--~ ------------ -

市 I 加J Il1 40 グ 246,051

貫道 路 79 j " j 67,608 

ェ＇橋梁， 9 グ[ 10,536 

事，小計 128”[  324, 195 
" -ハ~- / _t へ/t/—•へ：
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第 1節 概 況

- ＿ _~ ~ ＂ ~ ＂ "~、~-~……~―

＇ 町 単独工事 i 21 
| 

1 か所
-~—~—""------------- -~------ --,--------

' 計 j 149 : " j 

--—--"--~—-’-------- ！ 
合 計 228 ! " - 577,805 

------…-- -"―  

1, 78 1 

325,976 

(2) 農地農業用施設被古

ー…•ー・ー＂＂ー・ー"…•.-•…•• •----- -•ー・ ・ ・ ・ " " ””" "-•一—

被専燿単位被害額

（丁円）
"．．" ~...~.." ＂＂ ~ ~ ＂ ~ ~."—•••-- •- ~^~ ＂― 

農 地 田（埋没 ） （54.3加） 71 か所 30,000 

区 分

i
 

ぎ
r

水

地保

池

工

路

道

梁

機

全

溜

頭

水

農

橋

揚

農

農

業

用

施

設

5

3

1

5

1

0

 2
 

8
 1

5

7

 

”
”
”
”
”
”
”
‘
 

20,000 

8,000 

284,000 

37,000 

2,000 

2,000 

14,000 

合 計 (54.3加） 344
.~ ~~ ” 397,000 

‘~~”~ 

3 ） 営悶施設般 ‘,I;

被害凧（棟 ） 被苔額 (T円）
······------···I~ 

全 壊I半壊I一部1計
I一 部 ，

損壊 全壊i半壊損壊 l 計
”~ /"~,~”~ ~' 

農協倉庫 31 - _! 3! 18,005 - - 18,005 

稚蚕共同飼育所 — 1 I -I 1 -i 2881 - 288 

―,31  -1 3i 生乳集乳所 — 5001 -1 500 
| 

たばこ協同乾燥場 l ― - 1I 11 _I -I 4211 421 
i' ： 9 i 

訴 31 4 11 8! 18,005! 7881 4211 19,214 
~ ~ ~ ＂ ＂・'’99- / 9~ 9~/ ~ ＂ ~ 閂^ i畜 舎 200|300 500| l,000 120,000 90,000 50,000260,000 

- 1 9 30 49’ 非個！たばこ乾燥場 l 一！ 3, 3501 3JOI 3,650 
止施人
’‘ 

| 
同設-'

計 20o'3191 5301 1,0491 120,0001 93,3501 50,3001 263,6so 
l | | i 

•• ~J 、/ "/ /tt…̀  ＂ t t t"＂ ~．ー999-”””’~ ~ "…~.~ •…····•--.. ・-・・ 

合 計 1 2039 323 531 1,0571 138,005 94, 138 50,721 282,864 
l l 

•—` / " ―?-~ ＂ ~”~ " ＂ 

施 設 名

農利

業用

共施

同設

拓施設被＇［ピ
---~------・--．．--- V…-―――――一＿—…-一—ハ

被 害 箪 l 被専額（千円）

＇ | • -．----...--------—----•------.--•-. -••••---.- ---•---- --•--- - --- -
全壊 i半壊＇計

| - ： 
全 壊半壊 1 計

ー・ --- - - - ---・ ・り・ー• --̀‘-tt --

住宅 2棟 38 棟 40 棟 1,500・, 3, 650[ s, 150 

農舎— ,38 i 38 i -! 1,9001 1,900 
: -

i l 

飲用水施設 ー 4か所 4か所 —9 200 200 
i.  I I ,  ! 

.. ~···--······---------·····.·······-···· 

合計 2棟
76棟 78 棟
4か所 4か所

1,500 5.750 7,250 
”~ヽ— ーー．． ーヽ、 - ●-

(4) 開

"~ ＂ ＂．"＂ 

施 設 名
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第 1節概

(5) 林地及び林業施設披古（民有林）

況

こー．．ー・-・＿”一、．．-●＝ー一 、ー、—●●●ー•-- ＿ー 、ー・・ー・---------・＾~--●-●—- --—-__• -•-• •一 ，―＿ __--

区 分被寅梢単位被害額 (T円）| ~ー・ ----•--•1 -----•-•――••一9 ---—-•——-•—------—•-- t --l _..-t- ―・＿＿＿＿＿• -一
新生崩壊地 (74,8/,a） 328 か所 I, 252,402 

合計，（74.8加） 328. " i 1,252,402 ! I __ __'::~_ --____ _'.'_'_ __ !_--―---------•------ ------…•----""---------" ！ -----------------—---
16) 教育関係施設披古

‘~^~ ~‘"~ "~ 、~．．一ー•9 ~ "~ tw..~ ~．．一 ~' ~……，、… ~ ＂ ―・.--・ 、~ ~ 一~●" •、- --ゞ

・→ 校 舎 1 被 杏額 crPl) i被害頷区 分 j__  -~_,,ヽ―—---W~ 9----•••~ •~”| _—•• vヽ 9--- •--••"999 9-----•~‘‘’,___~..~ ~‘"●●●ーー••ー●●~ムl'ヰ〗f棟数被害揺和）校地 下作物 設備 （下円）| | ---·---、---•••—●●●"~＂ --•• ---- --••…'""~ --•••".,..~ ~…~ ~ ~ ＂ •、~…••……~... ~…"‘~ " • I.~．．．．．ー•• ~ 9,．．．一●●ー•一
小，

半壊 13 ・.. 104, 180'1 - -; 104. 180 ，
9 

学 i 一部損壊 23 • 2,6201 994[ sool 812; s,226 校，
I 計 I36(10校）i

| 
106,8001 9941 sool 8121 109,406 •- "•…~ ~’~”, ",...~ ＂← •”^•…--,．ー•~ ~ ~ "."• ~ "‘~ ~• ~ ".,  ~^-

中 一部損壊 22 j 8,179 -I 53J! 360: 9,070 学！
校 i 計 22(5校） 8, 179| ＿1 531 3601,,070 ．， 

~ ~ヽヽ
~ーー ヘ～一・-"

喜！全壊 I ! 452 - ~~ 9 
- 452 

学！
一部損壊 4 2,898 一 2,898 

校計 5(3校） 3,350 吋
ゴ 3,350 -."~‘~ ^ l ロ 計， 63(18校）i II 8, 3291 994 1,331! I, 172i 121,826 ."••—•••-•• - .. ・ - ＿．上＿------- ・•- -ーー・ー・ _, _ __ ____ _ _!____ ------ ' ------- - -

(7) 建築物被害

区 分

井
住
家

全 K

I

 

、〉
1-i1E

壊

住 全

半

家

被 苔 珪哀＇！ 被 実」 額 （千円）

1, 143 964,950 
I, 143 964,950 

451 721,600 
896 896,000 

3,597 998,700 

壊

壊

部損壊

it I 4,944 i 2,616,300 ..."~ ~ ~ヽ~ ••…-- ---- -----―一" "..~••…~ ●●●ー•-
合計 1, 143棟 3,58l,250 

4,944戸，~—~-‘—-
-~~ 

(8) 衛生閑係施設被害

l）上水道

-~;~~---=•-＝丁―--＝ー＝＝~――--• -•-=c-. •--＝•一—••-—―------•-•-•一—

区分被害額 I_ 備 考
（千円）·----~ ~-------------------------~---~--~--~------

上 水 道 i 42,579 ！水源施設，配管等被害
~ ー・・・-- ~- ・・--- -----·····-·------~----------~---- --

合 計 42,579 ! 
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第 1節概 況

2)保健所，病院，診療所

区 分 棟 数！被 男 額（千円）

------- ---

阻,r、

般

~一部損壊 3 1,610 

,1・ 3 1,610 

全 壊 3 11,300 

半 壊 29,730 

一部損壊 4 1,500 

計 8 42,530 
” ~ヽ・~ しt -•••上 / •/-t --t-- ' -----•-- -＂ 

合 f
 

.a" 
II 44, 140 

(!)）軍気被 ‘,9,―

.~ ~．こ~—一ハ-ヽ—---• ...... -- ・こー_, , - --, ―-- -- - -- - -- --．＂"--- - 、、 --- 一~ ~一—

区 被 ¥
'
 ，
 

ヽ
~ ▲

f
 

99~ 
』
拝 枝 9

-

『ヽ
手：
~F 

‘
 

額

①66KV人吉妙見線鉄塔基礎頻斜

一般噌氣 ①配電線電柱折損 (49本）転倒煩斜 (230本）高圧電線断

線 (309条スパン）引込線断混線 (1,320条スパン）外

30, 197 

(10) 通信被古

•~. ~ ~ ""~ ~ ~ ~ ~．．ご●" ~ : ~ " ~ ~ ． " "•-—• ~ ~ …~ ＂" …~....~ ~ ＂.＂" ~ ＂ ~ ＂．．こここてこ:ベー~ " " ~ ~ ~ ~ "＂ ~ ~ ＂ "•" :~-^‘”..."~ 

区

通信施設

披 9
.
う・

i-
r
℃
 

凰

電杜369本，裸線18.2畑，ケーブル10km,宅内度係 381件

その他（障害修理支線取替） 646件

被 宝．』 額
（千円）

10,700 

(II) 鉄逍披＇古：

””p”^ ~＾ /9ツ", 99, —• -999' ……,..""9,…,',’”””‘’, --―"―"，..9-… 99 9,  _,—-

区分被 宝 旱

| 
9l '狂 ！被 '9昇額

‘‘̂― , • 一 ~ ．＂し 1千円）

鉄逍 施 設
線路，工作物，建物，電気，占都線飯野鶴丸間において

線路の路盤沈下，きれつ等のため不通
66,200 
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第 1節概 況

⑫ その他の施設被＇，芹

区 分 被 甚 景 被 害 額

飯野署京町派出所

グ 加久藤 ” 

甚礎コンクリート，屋根全般，内外陸，建具，火井吸音；

ボード

外壁，柱，床，建具

” 本署庁舎 i 内暗（祖裂）

1

2

8

 

2

7

1

 

5

1

 

小 林 署 西小林駐在所官舎
| 

181 

合計' ’ 
| 892 

....、tt-.~t. t/ ^ ‘”/ ~ ~ 

2 IL 産物般古

(I) 悶作物披古

•-................ ""・ • •…~ ・ ••-............................. """" ".. ---._..~ ， 
区 分 総栽培面積 i f想収量 被＇，昇面積

＇被害 i
！減収猷単価 被冑額

! | -.  --- ＂...... 

加 t 加 9I 円千Fl

麦類 16,360, 30,431j 5 9.5! 51, 15Bj 486 
i'  

なたね 1 1,810 2, 263 1 1.3 67,0001 87 
＇ 飼 料作 物 19,6481 483,3411 si 
| 

20. o 2, 0001 40 
----.—· •一．．．．．．．．．．．．

合計 37,8181 516,035; 11 30.81 I 613 
， 

--・- --

(2) 畜／；信物 般 ',1;:

区 分 被 害 靡 被

I 

.（頭．） 

! 1: 30 

肉 用 牛 20 

馬 5 

計 55 
..--ヽ—----------‘ 

畜 産物

合計＇

苔 額

（千円）
~ ~. 

150 

100 

20 

270 

240 

510 
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第 2節 人 的 被 害

(3) 林産物般古（民有林）

．
 

勾i
 

^1-~·
i
-

r
h
.
-

図
~
一

木
i

太＇

分 被 害 量 被
ブ

q19

,
E
 

そ
~
，

造林地（人然林）

,f」-¥5 

す

ひ
の

] l• 

木

き

----・

1,037 
（,f) 

9,201 
"•…".. ＂. ~ （恥••-- ーー・

5. 64 i 834 

， 
5.57 

額
げ門L__ 

828 

l l. 2 l 1,662 

合 計 10,863 
.＂" •~ / "~• t~ッ—~ /~、~～～

般古
~ ".~ ； ~ ~ ~ ＂ ~ ー•-.......~.心：＃エ：~： ．ーニー：ご~：~言ぢ～ ・"• ~ ~ "--＂ ~ ~ ~/ /"＂ •-

(4) 商 工 文

',釈， 
-- （千円）＇ ――- -＂ " ＂"" - - - -- -- -- --- - - - - - -- ------ - ----

： 

； 施設設備
； 

31,323 
！商＇ 品 '72,787

菜 i 計 1 104, 1 10 
一--- ---‘‘---- --

工 i 施 設設 備 22,262 

製品 原 材 料 24,715 

業 ＇ 計 i 46,977 
ヽ―_、-----

合 計― i 151,087 
----

区 分 被 額

商

第2節 人 的 被 害

えびの地震は， えびの町真が地区で震度 6強という大規校のものであり， かつ， その後も昼夜

の別なく烈，強誕が続いたにもかかわらず， 人的般古としてはショノク死 1人（，ど婆）を出した

のみで他に死者はなく， 屯傷者 3人， 「1吃｛蒻者32人だけであった。

このように，連続的な地ふで人的般'It，:が少なかったのは， 第 1日目 (21日8時51分）の地震に

より， いち早く住民が辿難したことにもよるが， 籾期段階における地元梢防団， 警察当局の避難

誘惇や指ボ， 広報が般災地1主民に徹底したことによるものと思われる。

また，地震につきものであり， かつ， 厳寒期て火気の使用が多かったにもかかわらず， 火災は

2件のホヤのみであったことも死傷者の少なかった！象因である。

負傷者35人の1阜囚をみると， 屋外へ逃げ出すとき物にぶっつかり， つまづき， または転倒して

負傷した者が20人で過半数を占め， ついで物が倒れて且傷した者 8人， し輪のヤカンが倒れて火

傷した者 2人， その他 5人となっている。
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第 3節 建 物 被 害

第3節 建 物 被 害

1. 建物の被害状況

地哀発生と同時に建物調壺班を編成し披害の調査を実施した。調査にあたっては載旦 2人を 1

組として， えびの町真幸地区京町を中心に浦，柳水流，弊田， 亀沢等般古の大きかった各部落の

被古住宅位罹， 家朕構成，被只状兄， 人店者の避難状況等について， 仝戸の調査を行なった。そ

の結果による被苫建物の構造別被害状況は後述のとおりである。

なお，地衷による建物般害状況は第 1• 2表およひ第 1• 2図に不すとおりである。

第 1表 建物被苫状況"--------------------------------------;；--•一—~--------~-_—- -----…--------------------------------‘---___ ---""----

区 分 被 害敏被害額（千円）
--

l, 143'964,  950 

1,143 I 964,950 
----、--------

壊 451（月） 721,600

壊 1 896 896,000 

i 一 部損壊， 3. 597 I _ 998, ~oo 
＇計 4,944 ! 2,616,300 

i 

-----――------、| _ ---- - -I I, 143棟！
合〗i.------―-＾ 4!.944戸•----――---

3,581,250 

非
住
家

全 半

計

壊

住 全

半

家

第 2表 えひの町部洛別 住家被＇，ピ状況

合 計

地 区 名

呉 幸

部落名

沢

流水

嬉

柳

下 浦

t
會

↓

↓
t,r‘ 

ー

一月

5

3

6

8

4

3

1

1

5

2

1

3

5

-

計
，
 

壊

1
2
2
2
8
4
0
7
1
5
5
3
1
1
2
5
4
6
1
5
2
1
3
4

2
 

9

、

'

.

,

＇

,
v
:
'

．
 

9

9

9

9

.

‘

,

 

1
9
 

0

5

0

 
0
 0

1

 

-9 3
1
4
0
2
6
8
3
5
2
3

ー

1

8

-

9
,

、

…

9
,

：

9

,

．
9
9
●

v
_

5

2

4

8

3

1

6

2

1

i

 

四，

1

4

8

3

 
2
 

、0

9

9

,

‘

’

 

'‘
 

2

-

＾

4

6

3

1

6

2

ー＿

戸

9

9

,

＇ 

)

）

)

）

 

2

2

1

3

1

2

2

0

 

0
 0
 0
 

(

（

(

（

 

'

．

 

9

9

 

3

2

5

1

4

{

 

2

1

 

4
 

，
 5

1

3

-

4
0
1
2
 

2
 

~~•9, 

~
~
ヽ

3

O

 O
 0

1

 

8
 

~
 

9

、町

松

松

竪

竪

岡

岡

内

内

京

南

北

西

中

浦

浦

内

内

江

島

島

向

上

下

上

全

24 

7

3

 

6
 

l

l

o

 

2

1

 

28 

9

4

 

5
 

50 ， 
21 

52 

126 

7 

7 l 

l O 

3 l 

半

66 

154 

10 

76 

12 

35 
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第 3節 建 物 岐 世
コ

r
}
9
 

ベ~●”: ？:ュ:-•~―こーマ ~ ~ ＂ ＂ ＂ ＂ニー•… ~ ~..:.~.~...~ •- - •- - -..~.~ ~... ~ ~ •~ ~ ~ • 

2月21日発生によるもの i

地区名

加久峻

部落名

南目明寺

水流

西 /II北

東内竪

9 1 9 

郷

111
北

駄

除

島

塚

麻

山

下

下

下

じ

田

川

松

麓

溝

ノ

ノ

四

湯

東

前

松

巾

灰

大

永

四

東

梨

四

榎

小

計

計

全 壊半
~ ~ 

", 

2 

2 

゜゚
382 

0

3

0

2

2

3

0

1

0

4

6

0

0

0

0

 

21 

壊

9

2

6

0

 

485 

5

9

3

0

0

7

4

7

4

4

4

2

0

0

0

9

 

1

3

1

1

 

~
 

---•…- -------------ー•
3月25日発牛によるもの 合 計

’▲
 ¥． 

~
~
~
 

ゴ.9 

‘,'‘ 

4

0

2

0

3

3

 

2

5

 

壊

-5
＂

（

 

~( 
全

~
~
~
~
 .~, 
・
~J~ 

1

4

6

0

 

．よ▲會
C

、

9

867 

5

2

3

2

2

0

4

8

4

8

0

2

0

0

0

0

 

1

1

1

1

1

3

2

4

 

~
 

0

0

0

1

3

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

 

6
 

壊

3

1

6

2

 

108 

2

1

0

8

5

1

1

1

0

1

0

0

3

1

1

 

2

1

 

55 

叶

7

1

8

2

 

1

2

l

o

9

8

2

2

l

o

l

o

o

3

l

l

 

4

2

l

 

~
 

61 

令 壊

．．．． 

％

％

 

6

2

2

0

ー5
0

3

0

3

5

4

l

l

0

4

6

0

0

0

0

●
7

2041 

止
ド―ヽ. 壊

22 

3 

12 

1 2 i 

28.h' 
593 

17 

10 

3 

18 

15 

28 

5 

8 

4 

35 

24 

2 

3 

I 

I 

11. 2s 
174 

一ロ

2
8
5
1
4
1
2
脳
0
0
8
1
7
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第 3節 建 物 技 紅
a、F

と
~

第 1図 えびの町建物般古分布図
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第 3節 建 物披害

地 区 名 部 落名
2月21日発生によろもの

仝壊半壊

計

叶
・~

！ 
小

合
計計

9

2

 
ー4
 

71 
！ 

80 

675, 1,087 

3月25日発生によるもの i 合
"~ ~ 9. .~."•----------- ---

全壊 i半壊 ，li・ 全壊半壊 I Jt 

o.知 5.4% 
9 129 I 138 

゜
58 58 

箭 221, 260 
-ヽ--- ---------- --

7. 5彩 14§%22. 4劣
451__896 1,347 

：備考〕

（ ）内の数字は 2月21日の地震により半壊の披国を受け，さらに 3月25[]の地震で全壊となっ

たもので内数て小した。

2 小計のパーセントは，地区別の全戸数に対する被』9界の割合を小す。

2. 構造別被＇，じ状況

(I) 木造建物の被害

1)屋根

）谷根且材料として使JIIされていろものは II本瓦，セメント瓦，厚刑スレート，小放スレー

ト，小設鉄板， 、い訊板， 平板，榮！脊根笠である。そのなかても日本瓦のほとんどが古い吋りの

凡であり，軒瓦，棧］もは釘．11．穴のなし 9瓦が

多し、 まだ袖瓦， 0)しJiぐりにつしヽ ても胄{I/.)

釘のな 1， 瓦ヽがとし、や

屋根の咽式につし、ては， 祈ししヽ も U)は l)J

友・込りが比枚l.l’Jtく， 古し、らのにー．）［ヽ てば

入/ij}厨岱りが多数みられる

冗真 I)2 i)は，弊111部落の般古家1らであ

るが， これらは比叫地に）じく， 1卜動によ

り棟1土，棧且が剥洛したものが多い

①RR 屋根被害の著しい家屋
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第3節殖物彼宮

棟瓦芹の剥落については， 初11]の激しい水’l'動によりーカ向のみに絡ちたものであるが，

仝般的に棟が仇く，累給がなく棟瓦は帖士で築しヽたものか多し氾

＇ヤ木闘ぱ， j全根訓が！’fI， ＼ため忙I蚊的な呪，りはなI,,。

2)，1,11！糾

被苫0)苫しい杯［水流，亀，尺，弊111部落の建物についていえろことは，ど朽化した建物が多く，

①⑦ 筋違がほとんと使用されていない家屋

平訓形としては 1月のオ州の平伽が大部分である。

＇げ真 4‘にみられるように筋国がほとんど使用さ

れてしヽ 勺し＼ わずかに1木の間と憎llO)押入に斜

打の人った，：ド分があり，仝体的にIJIJ放的な平1f1i

てある fl u)断旧は紛1本l『いに判1<,＇い！卒糾は末 11

式情止が多 l、 小！丑材の断I川は八きしヽものが使

川されており， 1令恨向小をしヽれると相‘月に屯<

、fし：っている 1木糾は 9木が闘<,)じi,｝,1さらを廻す構

凸か多く， とくに1[1，川廊卜U)杵ぱ糾lしヽ 杜が使用

されてしヽ る

‘|’i{，i玖）り,'I式＇之各沼！さを澳，的（で 1札lil切った

IIIUJ'/11,'I式の'「11［て間放的てあり， ll［月］切競が

』吼に少なく，喝迅的には神々検，，寸すべきI!'，1頴

点を‘＇］り］から仕：って tヽ たものと名えられる，

49) ]はIllo)＇r:11「]0)・111川の観』を小すものであ

ろが，筋心材の使）！］はほとんどみられなし、外｝j

による変形を 4、しているか，すでに柱と足'[「1め

の収付化ll分，札と Ill吋］と u)1士II部分は折損して

おり，構造的には外｝」を芝け止める何ものもな

い状態である')又復して繰り返される地浪に筋

迩を打ち付けてはあるが，辻物としてぱすでに

仝攻の状態であり，筋迅の必要が刑悠される 3

6 7ば浴'“かの見1梵と：I:＂合のアンカーのなしヽ 例

であろ 杜はすでに｝｝］祖しているが，上台の仕

'I部分はそのままの状態で，イ！．「！部分締付金物
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第3節建物艘喝

＠？ 土台のアンカーのない例

の必娑を強く慇ずる-

'8‘Rも筋迫0)使可がほとんどない状態で

ある 足[,i11めと柱O)jl:1I部分の杵の折虹状

況はほとんど水中であるが，足19’9Iめを墜木

材，柱は杉材~としヽう材料の使用から名えて

も，柱の本数がいかに介体に入きく鰐くか

- 77 -

⑤R  柱の折損状況



第3節 建物祓書

ということがわかる，

®の村•O)折祖は，皮間に比べ杵間隔の遠いこと 1ご原国があろと考えられろが，杵の断而の

小さいことにもよるものである，

団は紐礎のアンカーポールトの数の不足

によるものと苔えられる これは地哀動に

よる建物の動きに対し抵抗もできなかった

ものであろう しかし，また一I州コンクリ

ートの強度に影聾されることも見のがされ

え豆ない＇ド実である、 9

⑪ アンカーポールトのない基礎

⑲ アンカーポールトの不足している基礎

⑪ は）rl礎のアンカーポールトの使用のない

例であろが，地盤沈ドによる）よ礎の転倒に起因

してしヽ る たた横卜見板打丸が筋直にかわり強

く働いて，軸部の変形はないことがいまさらの

ように筋迎の必要を感ずる その他農家の床が

高いため（これは1木下利用，防湿）足固めを使

用し，柱との11r1の不備，蟻＇・ドによる柱の根腐れ笠による建物の傾糾で破壊を早めた笠各種

の股古を生じてし、る、．般古を受けた建物の詳過年数は相‘l'1古いものに多くみうげられる．，し

かし地震の多発地であり，かつ，台風u)常襲地であることを名えるとき，なせこのようなT.

法がそのままの形として引き継がれたものてあろうか，不思ぷでならない，

3)基 礎

地盤について考えられることは真、芦地区の平野駕において，巾心地の真芹悶協介庫杵状図

（第 3図）にみられろとおり，地耐｝］としては深さ lm位てN値は 5付である。したがって

3~ 4 t/1が位は名えられるが，高！恥合地にある柳水点，弊I」I, 亀沢地区てはシラス1l，iである

ため，深さ lm位ては地耐力を期竹することが無J車と考えられる，

認にみられるコンクリートの破壊している附分は， アンカーボールトの埋込咆である。布

コンクリートの根伐深さのふいため，または地耐力のないため転倒を起こし破壊を生じてい

ろが， コンクリートの強度についても一方を皮する、9
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第 3図 地質柱状図および椋準貫入試験結果図（真幸農業協同組合庁舎）

m
 

↑
 

叩

4
 

,•…

•i,

'
’9,

.,: 
••• 

9

9

,

‘

 

勺

g['9|'

9

9

9

9

9

9

,

 

，
 

,
9
 

□ハ,
．
-'i 

,
9
 

一

,杯-

，ヽ999ヽ
99,

、
,
＂
＇
‘
"
＂
＞
'
‘
‘
:
、
ふ
ヽ

三
し
ー
ー
；
；
~
ご
，
，

1＇
！
ー
」

`
9
-
3
 口し

，
 ↓ 

，＂ 三二

□|
|
＇
|
．

J

ロ
：
ロ
ロ

，
 

竹

'

＂ 

•9.

,9 

＂ 

,．、一
99●

,
 

•• 

9

,

9

 

1

ー

＇

，

ー

1

1

ー'

h
9
 

↓
 

「

j
べ

5
t
砂

j

[]こい.— 

3

-

＇’― 

,
9

舎
’
—

＇ 

い」

_
 

2[ 

である

⑲⑮⑪ アンカーポールト部破壊状況

⑬はコンクリートブロ・ノク積旭礎であろが，

アンカーボー）レトは抜け出して効果をあげてい

なし‘-

1↓はコンクリート端部のアンカー位悶の破壊

在コンクリートはすてに沈ド， 上台と

の間に隙を生している。

- 79 -



第3節建物被害

食ば煉瓦積1玉＼呂峠突部分であるが，地盤

沈トコンクリート廿IIとの剪断で破壊してい

るへ

⑯についてはコンクリートプロック砧の

瓜礎の成壊状況てあるが，鉄筋の使用がな

＜糸人「.i人であると名えられろ，9

少くとも正しく配筋され補強されていた

ら， このような設，9［はIlじなかったてあろ

う。さらに氾路仙より~{—段恥くなっている

⑲地盤沈下による破壊状況

所に建設され，それもシラス1叫であることを考えると，建築ぬ丁者の建築に対すろi分な理

解が望まれる，

⑯⑰⑱ コンクリートプロック基礎の破壊

i]'函もコンクリートプロ y ク）い楚であるが， 1iiJ心同様配筋は全くない 3 そのうえ）含コンク

リート，フーテングもなく，地盤Ifllに1f，1技プロノクを積みあげたもので，当然破壊が考えら

れる。
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策3節建 物岐得

⑲ 地盤沈下による石積基礎の転倒

⑳ 玉石基礎からはずれた柱

⑱ぱ石柏且礎であろへこれら J)h¥9愁も地盤沈

トを合たし，＇ 1,i,倒したも ulてあり，地盤につ 1ヽ

てのろえ力か 1分に処：八されて 1＼なしい

⑲ぱ］、＿石OJIに杵を11り桜凧せたものであろが，

すでにId「から：一［すれ江ドしてしヽろため，構迦

闇I,1体に歪，e11:-］し壊をきだしたへ

⑬旦：よ！i)＇］，1り心部洛にある廷物で地＇，別れを！ Iじ

＠＠ 軟弱な地盤の地割れによる被害
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第3笥建物被害

被害をきたしたものであるが，この敷地は高台地にあり，周辺部分は一部低くなり，かつシ

ラス1性のため地割れを生したものと思われ，位置の選定は1分に検，，すが必要である。

⑬についてもシラス合地の上にあり， 1『

而が屯地で放地の崩壊に伴ってすべり落ち

たものである→シラス日体の性質を1分に

検，，寸し，＇放地の選定によりがなかったなら

ば般国は喰い止めたことと考えられる

以上の被古箇所につし「て考えられること

は， コンクリートプロノク址礎については

所定の配筋がなされていない，地盤と），し1徒

丁法の関係が卜分に検，；寸されていない，
＠ 崖上の敷地崩壊状況

構造上耐衷的な工法は考えておらず，屋根はi[＜柱は皐Illい，構造材の仕□，緊結金物は使用

されていない，構造材の老朽，腐朽等が9Fなり，／Jllえて大きな地底が反復されたことに起因

し，被古を大きくしたものであろう，

4)塀の被古

頁幸地区のコンクリートプロノク造塀し）被，ピを晶査した範囲においては，正しい工法で底

・「された塀はほとんとみうけられなかった また，ほとんどのプロノク造塀は，人なり小な

りの破古を芝けている，このような般古をりしたことは，ほとんどプロノク造に無知な素人

の秘んたものと思われる このことは舒費を安くするために材料，丁広ともに的約したこと

に1象囚があると衿えられる，

叩合の写真こみられるとおり，ブロ）ク塀高は平均 6~ 7段積みか許通であるへ倒壊は地

上一段位の部分から全体的に倒壊しているっ補強鉄筋は全く使用されていない、モルタルの

⑭⑳ コンクリートプロック塀の倒壊
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第3節建物被得

使用疑も少ない。モルタルのセメント混合贔についても，適量の配合比ではないことが考え

られる，控咲も全く使用されていない。このような破壊を牛じたことは，地盤等の沈下によ

るものもあると考えられるが，バノトレスおよび規定されている配筋が使用されていたなら

ば，般＇，^ ［：を最小限度に喰い止めたてあろうっ

以I..））般害状況を判断すると，仝休的にぱ構造lの不備，地丁．l-言の不注意，建築に対する

屈本的な補強，耐震，合風に対する忍識不足，防蟻 1''ll]）不足等が，＇［なって骰苫を It・ じたも

のである。

尻荘ぱ，「l1 の字咽の平 [•(ii 『]な構造による建物般古冗真で，第 4 図はその椋準的な披内建物

の平111[図である。

第4図 標準的な被寓建物の平面図

⑳⑰ 田の字型の構造家屋の倒壊状況

占ふ6
 

宰．
 

~
 占ー8

 
宇’

 ，
 
，
 

~
j

土
｀

和 J I！り II押入

(2) 補強コンクリートブロック造

補強コンクリートプロ J ク造の））ど古については， ブロソク塀の破壊状況と同様に，プロッ

ク砧みの条件が令く守られていないことであるヘ

函でみられるとおり完仝に倒壊している。第 5図はその平面図である勺屋根はコンクリー
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第 5図

2,925 

巨。

⑱ 補強コンクリートプロック造の倒壊

．
 

oooo^t~ トスフプで完仝な形を銭したまま洛ドしているっ

コンクリートプロノクは完仝に破壊）I悠散して

いる-虚丈筋ぱ 9,,,,,の綬筋が 1.2m間隔に配筋し

てあるが柚筋り仙：卜］はないっ

ブロ 9 クの質は地元で製造したものであろが，

⑮ 規定とおり配筋された倉庫

（被害は少なかった）

炒はシラスを合んでいるので比手は州ktい

ノクの設壊してしヽろ形から想像されることは，

ブロ 9 ク1’!1本！斤定の位度を枠って!•‘たかどうか

イヽ 叫てあるが， 必ずしら強 Iヽ ものては）ばしヽ と思

}）}［ろ 縦筋はそのままの形を銭しており，

筋の剪祈はみるたらない c

持主の，，舌では，

悪い所にありながら，

保っていることは，

プロ

銚

このことを考えると

もし横筋を規定のとおり配筋していたら，

ょうな設，1,'はIIしなかったであろう＾

旦りは弊I:l1部洛にある介庫である。

規定どおりの記筋がされている

とのことである 桁行方向につしヽては，ほとん

ど認ピがないのは，姜側で十分に耐震的な働き

をしていることからよくわかる。

屋根瓦は相胄に飛牧していたが，

なお，

この

この建物の

敷地形状の

かつ正常な状態を

正しい殿］t-．法を行なえば耐
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第 3節 建 物 被 害

’’¢'，1‘ 
‘□:／,＼ 
『← ! ！ ；, i― 

; fu,＇’'1、,_'lhnn

,'’91叔喰

震的にも十分に効果をあげろことがわかる。

．
 

，＂ 組 石 造

§
;
f
 
写真⑲の倉庫側面図

剛ま組石造の介庫てある。石の種類は仝

体的に加工の容易な灰石である。写真でみ

られるとおり隅角部から破壊を生じている

が，石1点の継手については全く検討されて

しヽなし‘oコンクリートプロック造にみられ

るとおりのモルタルトロ敷0.）」に柏みあげ

たもので，各1[Ili9紅~）隅角より破壊がはしま

り， 4汀本l内に餃』を大きくしたことがわか

る。）i＼礎［／上はイ<i)］であるか，布！む礎のび

ぴわれ破壊の人きいことは，！，且楚li土の点

を I分に検，，寸する必悛があろことをホして

しヽる 3

(4) 鉄 骨 造

欽け辿としては，哀，i-中芦校体育虹，0）骰

古について謁任をi］なったが，ほとんど伎

古はみうけられなかった 外I,}夜はモルク）レ

嗜で柱小）呑組見 ]11¥'！鋼の格 J'架であり，障

血1まブレシング締付け， 怜根廿！！｛よリングfl

の水、I'ブレースが使用されて tヽ るが，水平

プレースは丸鋼が使用されており， リング

のナ）卜かとんているのが 2か所あった，

枯礎については犬上りコンクリートの沈卜
R 組石造倉庫の破壊状況

がみうけられたが， 上要な址礎につ tヽ ての沈ドはみうけられなし‘o

悴~薩回鋼を使用している中庫，介庫等につしヽては熔校部分のはずれ， 且礎の沈ド， プレー

シングのコンクリートから抜出し箇かみうけられたが，

沈下に影賛されたものと杓えられろ。

これはコンクリートの強度と払礎の

1
F
 

鉄筋コンクリート造

直幸中学校校舎は鉄筋コンクリート造 2階繕でラーメン構造である。彼害としては間仕切
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第3節 建 物 被 居
a

こ

．．
 

c
 

r
 

耐震壁に剪断ひび割れがある。また，す『面出入n協の柱にも剪断びび割れを生じている。教

室出入［］の犬上りコンクリートは沈下を生じている。 しかし校舎l,-1体は第61叉1に示すとおり，

地盤も比絞的安定しており， 柚礎構造についても全く変化が忍められない。

第 6図 地質柱状図および椋準貫入試験結果図（真幸中学校）

OM 
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やたけ荘は鉄筋コンクリート造 3階建の屈宇部分と，一部平家の部分（食呼） よりなって

いるが，砧礎にはパイルを使用している，

金物部分に剪断破壊を生じている。

3階部分にぱ般＇iじはないが， 婢突とダクトの取付

また間仕切部分がプロノク積みで， 一階では梁まで到達していないので， 上部が天井哀に

落ドして披害をIiこした。また，外部石積部分と一階食；や部分で地庭動のため，はた離れを生

じ一部に剪断ひひ割れを生しているっ

以上，餃苫状況について心べたが要約すれば次のとおりである。

)

）

）

)

）

 

ー

，
I

I

I

I

I

 

6
 

地震動による地盤の被‘古~

抽礎構造の不備（独立｝表礎，

建築［i上の配慮不足

金物等使用融不足

平由計両の不備

玉石枯礎）

閲L1面積に比し筋違材，耐震競等の不足
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第 3節建物被甚

(7) 仕□関係の不備

(8) 防蟻工法の木実施

（9) 構造材断血の不足

等があげられる。

えひの地方＇の地盤は外力により地磐沈下，地割れ，がけくずれ等を生じ，そのために建物

に扱＇；［；を起こしたが，木造家屋についてはとくに著しい。これについては，定められた配筋

および地盤に対する拭礎工法をよく検，91する必要がある。

独＼ゲ品礎1こついては，＼＇（ちあかりコンクリートの配筋， フーチングとの密沿等に配意する

ことが必要である。

．i>―｛退礎は沈卜についての検，，寸を 1分に行ない，少なくとも移動を生しない丁怯を苔える

べきである，辻築．I喜について名えられることは柱断血， L台とコンクリートのアンカーボ

ールトによる締付，各収イ1部分金物使用，小屋田域の悴絨，小屋組の合狸的な―.［法を考え，

金物の粘合を図るへきである。また，払本的な平1句計1且11についても 1分に検，，｝し，開放的に

するための原則的な耐底璧，筋迎材の取付 第7図

けを怠ることがあってはならない。今度の

凋査て餃＇心のあった建物の 1’ifl]は i[」の字

式の半JI!］が多くみうけられ，杜材の断面が

細く， また柱の本数の少なしヽことが樅，じを

大にしたと思われる。

少なくとも群発地哀地料てあるえひのIIIJ

ては，まず第一に耐姦J社，としての筋心材

を十分に入れ，各面に『吋震咄を設けること

が必要であるとともに，杭礎との緊結を I一

分に図るべきである。

仕［］！臭l係についても，短柄については絶

体に金物を使用， i-，柄等についても込栓を

1分に収り，さらに金物で補強すべきであ

る3 梨と柘との収合部分は羽f板ポールト

を使用しIi.I定化すべきで，柱，桁との収合

部分についても同様のエ訟が望ましい。

凍 [l蟻分布図
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第4節＿七 木関係

月：屋等の鎚打ち，込栓打ちは決して忘れてはならない。独立拭礎の場合柱の足固材との取合

いについても緊結金物を使用すべきて，柄方しのまま放ii'i:されて餃古を大きくした例が多い。

要するに 1i: 「l については金物を ~t~分に使用して繁糾すへきである。［約蟻についても十分に

検ばすべきで，高温多湿地である宮崎県ては第 7図に小すとおり令県に白艤は分在しており，

被譴物のうち，白蟻におかされているのに気がつかす人設古’を招いた糾果となっている。

雨訓りによる構造材の脳食と蟻古を巧える以介，•-七合，柱，休糾材については 1約蟻丁怯を

十分に実施すべきである。

第4節土木関係

1. 河 JI I 

(1) 直轄河川

直轄河川の川内川は， 2 ！］ 21日の第 1同および第 2回の地震により，えびの町榎田地先か

ら古松町中沖川地先間の提防没庁が12か所，延長 6,480mにわたり大きな骰古を受けた。

岐，1，'0)責徴としては，堤防の亀裂か縦断方向に

でき， ］．として人瑞の中央部または払肩近くに

発化して tヽる なお嵐防佼＇，ピぱ i1し加地に近い左

i『他］に集中している 設i『の被＇，ビは，蛇篭が振

動ですべりと沈卜を11じ，練石t/iか裏tの沈下

により囚いにクラノクを11した，

また，構迅物との収付部の設，じは， 十塁との

ー：三.............
川内川堤防の亀裂
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第4節 七 木関係

振動性状の相違が原［大］をなしていると思われるので， とくにひどくゆさぷり沈下を起こしている。

その被；片状況は第 1表のとおりである。

第 1表 川内川の被害状況
＂＂ ハ・‘”， ー一、ヽ9,，． ‘^”'‘”9 9 ^99 9999, 、--------------,

工事区分，箇所数被轡額 被害概況

千円

国直轄工事 12 ; I 19,507j堤防亀裂 l呵叫
5, 660m 鹿児島県側

2, 030m 

宮崎県側

護岸 485ml三翡
250m 

自然河岸崩壊 335m
（宮崎県側）

(2) 中小河川

巾小河川の破害は，えびの町真店地区1こ

集中し，同地区以東の河川で被寅を生じた

ものはみうけられなかった。最も被寅のひ

どかった河川は溝添川と大丸川であって，

流域のシラス山の崩壊による埋塞，ならび

に堤：約の亀裂， ，隻岸の決壊等が流路仝体に

及んでいる。

シラス山の崩壊により埋没した大丸川

溝添川では応急［事として仮排水路を掘削し，流水によるダムアノプを防ぎ，本復1日丁下に着

手しにこの溝添川，大丸川の被苫額は 1億 5,149jj ¥l]に達したため，県で一貫した復旧計両を

行なうべく，ー級河川に指定して町管理河川から襲管理河川としたしその他西境川，菜広田川，

連迫川，人佐川等に40か所 2億 4,605)Jド］の被国が発牛した。

河川関係の被害の特徴を要約すると，激甚地付近の河川堤防にはほとんど堤軸方向に集裂が入

っており，またシラス山崩壊による1'，J川の坪塞か著しかった。その殺寓状況は第 2表のとおりで

ある。
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第4節 K 木閏係

第 2表 中小訂）ii 骰害状況

県

町

小計

溝添 Ill

箇所数 被貨額 被 ,^1
9
 ，

 

音
r~ 

概 況

2
 

” 
3
 

県

町

大丸 Iii

，, 
6

2

 

98,441 堤防亀裂，決壊 延長 1,595m

1 8, 7 1 7 {’’ 
・級河川指定のため上流は町1事となった

117, 158 ! 

I 
61,494 堤防坦裂，決壊 延長 1,115m 

6, 337 {” ・殺級河川指定のため士流は1町［乎となった

小計 8 : 67,831 

••- -- ~ ---••"..| -----t-----”‘-̂--ぃ

但
9]＜ 

白 111

稲袖川

湯の Ill

9

3

3

 

11,768 堤防亀裂，決壊両且＇延長 320n,

I, 962 

I, 164 
” 
” 

l

l

 

＂ 8

5

 

西境川 19 

菜広田川 i 4 

そ吉'/II I I 

町 i 京町 Ill I 2 

運追 Ill ! 7 

入佐／11 I 4 
~ ~ ~ ； 

,,," 

県

町

23 

40 

144,235 

42,245 

11, 161 

10,025 

7,886 

5,445 
.......... 

174,829 

246,051 

提防亀裂，決壊

”
 ” 
ル

”
 ” 

延長 8,432111 

2, 146m 

368,n 

520m 

374m 

353m 

合 ,1・ 63 

2 道 路

道路の被古は，えびの 1町真幸地区を巾心として，同lI'［加久藤地区および飯野地区にもわずかで

はあるが，その設』＇が及んでいろ。最も般害のひどかった路緑は地盤条件の忠い柳水流，弊 III,

亀沢間の国逍 268号線と浦，桃迫門の一般県心えひの真幸線であって， lぷl迅 268号線では亀沢部

落付近で舗装した直路の中央部に延長 150m, 1li:JOcm秤度の亀裂を/jし，あわせて同部落什近で

約 soo,がの崩土があり，また，いたるところで路日決壊等が発化し交通は一時全く途絶した。

また，一般県直えびの真ヤ線でも雌iし，陥没，路肩決壊により交通禁止となったが，いずれも

直ちに応急復旧を行なし、交通の確保に努めた。その他町迅についても同様の披古が発生した。
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第4節 ヒ 木関係

道路関係の披',じの特徴は，その帷如'’が地盤条件の悪いシラス1晋および111内川沖積10卜に集中し，

路而の亀裂，沈下，崩壊，埋没等を一聞激しいものにしている。その設害状況は第 3表のとおり

である。

第 3表 逍路被甚 状況
ご ― -----------＂"ー＂―-一、ーー、,_ 、 -----=----- - .---- _＿＿_ 

＇ 工事区分
！ 

路 線名箇所数 l 被害額 1被 害 状 況

一一--- …--、---＂”---------- ― ----- ---＿_＿ "------- -
rFI 

国道 268号 14 ＇ 21, 145 亀裂，陥没，路肩決壊，崩土

" 221号 I I 395 路肩決壊

一般県道えびの真幸 i 17 38,572 亀裂，陥没，崩上，路肩決壊

” 京町小林 3 I 4,578 崩上，路肩決壊

” 大口哀幸 6 I 3,042 ! ,, 

”西／1|北京町停車場 2 I 873 ，， 

計 43 I 68, 6os 
".＂...．"."＂”ウ；……~ー•-------＂‘‘- ----------

県

町

平田線外 40 

町単

計

79 

21 

89 

67,608 i fl¥裂，陥没，樹上，路屑決壊

I, 781 路尉決壊

69,389 

合 計 132 137,994 

3 僑 梁

桁梨の設』は， /]ii久藤地区の川鶴怜以両

のほとんとの永久術で栢梁収付部が1;（1'，没し，

術合が沈卜したが父通を禁1Jするには令ら

応かった，

町道の亀裂

最も般古の人きかった町辺亀沢岡松線の

亀沢1蒻にあっては，文ボ，」湘Jが移動，決

壊したため交通を禁止した。

汲甚地付近の面梁彼，じの特徴を要約すろ

と，池／嘉橋の橋脚を例外とすれば，下部構

造独刊 0)，また桁独［］の被＇，どはなく，破古

はすべて支承部と 1葵I辿して，支承付近だけ

に生じている。その設占状況は第 4表のと

おりである。
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第4節 上＊関係

亀沢橋支承部の破壊 上真幸橋の横ずれ

第4表 橋 ぷ汐J 披 ，； 9，： 状 況
~．~い一~． ＂＂ ~ ~ ~" ~・ ~ ~ …~ ". ""~ ""~ ~ ~ / /‘ ”/‘J"• ~~. 

工事区分 橋梁名 場 所 箇所 数 被 再 額 被 ’¥ ,．:i 状 況

内水流橋 221び号の線町
え 川北

844 橋台俎裂

県
京町”小林西線境四塙橋

I 2, 1oe 11-袖石グ-積-決-,ii 2 i 2,952 

川総橋 1i ---川え-ひ--の-鶴町-今--線II打 411 炭

じ貞幸橋 島内グ四川北島線内 2,226 橋台，橋脚決壊

町
下真点橋 哀 9町9 岡松京線町 3,486 ” 
亀沢橋 亀 9沢9 岡松祖線沢 1,867 ” 
池島橋 ー・ 9号9 池島池線島 422 橋脚沈下

---------―し―--- -------- -- ---------tしtし -- -----------------------------------_______,. _______ 
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第5節 農 業 閲 係

、…• ..＂ ＂ •一 '‘‘ y-------…•"・~・ニエ~…~．．＂ ＂＂ ~.~. ＂ ~ ~ こー六 ~ ~ " ~ ~.""•~ •--•-•ご：．  
名：場

| 
所箇所数被 '1:

~ ~ ~ ~ ~ ~ 

長江橋 川原田線 1

えびの町下村
l 8 

巾 央橋，l 栗下灰塚線
/9 栗下

l 4 

瀬戸口橋 i
伊良ケ谷線

”浦＇
1 47 

高牟礼橋 下浦 2号線，”と9', l 3 
| 

,1- 9 10,5 

~ • - 9 ~^ ●--
l 
； 

II 

「事区分 橋 梁 被 実 状 況

橋台の亀裂

袖石姐の決壊

町
橋台の決壊

” （木橋）

合 1 i I• 13,488 

4. 砂 1
)
 

mw 
111 

9”

じ
ふガ 設

砂防！他設の成じとしては，第 5iiのとおり哀原地に近い1應 IIのI似堤 2；山に亀裂がみられた打度

であった，

第 5表 砂防他設餃古~状況

↓^ J
 

事 区

県

分

月

笈
一
ー
、
＇
~

、
i 流 名

Ill 

節 所

2
 

数 被 '，99 
＇ 

額 被 害 状 況

4,383 堰堤 2焔屯裂

第5節 農 業 関 係

1. 農地・農業用施設

岐古は， えびの町頁店地区の南西部にあたる

亀沢，柳水流， 油， [i1J江， 1心内の各地区に集中

し， ・［としてシラス山の崩壊等により股地，嬰

業用施設が埋没し， また地割れを生して用水不

能の状態となったつもともと般1;．の激甚であっ

た真幸地区一4;}は厚いシラス屑におおわれ， こ

れが川内川水系の河川により侵食された部分に
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第6節 林 業 関 係

は地煎の況い沖積平野が形成されている。その

ため，今1,,1の地衷によりンラス山の崩壊や地割

れが， いたる所に発生し披害を一l:'i大きなもの

にしている。般国としては農地71か所， 3,000

万円，農業用施設273か所，

大きな額にのぼつた。

2. 営 農 施 設

被害は，

3億6,700万円と，

えびの町真幸地区に集中し， 農業共

同利用施設では京町駅に隣接する頁幸農業協同

組合の農業倉庫 3棟が全壊したのをはしめ，中

浦部路一閤の集乳所 3棟が半壊するなどの被＇苫

農地・閃業用施設彼宮状況

市町村名

えびの町

野尻町

裔尿町

田野町

新富町

高千穂町

在ケ瀬町

合

農地，農塁
用施設の別

農地

農業用施設

合I

農菜用施設

” 
” 
” 
” 
” 

1
1
i
a
"
 

箇 所 数

71 

266 

337 

被 害 額

了99

30,000 

356,250 

386,250 
~”` 

I
 I
 
I
 
I
 
2
 I
 

600 

400 

4,400 

2,500 

2,600 

250 

7 ・ 10.750 
； 

， 

344 397,000 

を受けた。また個人施設では中浦， ド浦，亀沢，柳水流部洛を中心に畜合の全壊200棟，

棟， 一部iti壊 500棟など，畜産関係の営股胆設に大きな被内を受け， j．油開拓地区では，

半壊300

住宅，

農舎等80棟近くが全半壊となるなど，営農施設令体として般・，!［額2億8,000万円に及んだ。

3. 生 産 物

農作物被害としては地震発生の時期が冬期であったのでさしたろ影籾もなく， えびの地方の冬

作の主作目である麦類，飼料作物を中心に若干の））如~ビ（被書総額617]1月）をみただけにとどまっ

た。また，家畜の被古は中浦部洛を中心とした乳用牛の仇傷30叫，柳水流部落を中心とした和半

の負傷20叫，披害額5l)j円にとどまった。

第6節 林 業 関 係

1. 林地崩壊地

えびの町から古松町にかけての地域は，霧闊火由群の北西忽にあたり，加久籐カルデラに属し，

地質的には加久藤層群と呼ばれ， 下浦屈あるいは昌Ill]与料と名づけられたシラス類を上体とする

累厨と， これをおおっている砂胤 ローム，祝1::,新期溶宕類から構成され， これらはいずれも洪

積培または沖積1tiである。
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第6節

溝添川流域の山腹崩壊

（むき出した白いシラスの山ハダ）

林 業関係

今同の地震によろ地表変動は， この加久藤府

群のシラス煩からなる軟謁地盤上に発牛し， こ

れらの特徴は， 111林地崩壊，（2）地割れ， (:l)噴砂，

(.!)緩斜伽の動きとされ， とくにシラス林地の山

腹崩壊地は宮閾只側で 328か冴74.8/,a ，総骰＇占~

額12憶5,240カ］リに及んだこ

底災11り後，仝林地崩壊地を調査した結果，一

般的にみて，気象変化を常に受けていると考・ぇ

られる山腹斜I川の表屈部分が，地哀により揺り

浴されたものが多く，その発1し形態は豪雨別に

よる侵食，崩壊と異なり，山股の急斜面の上蔀

（または凸部）か，尼恨筋に多くみられた。降

雨に耐えごるものと考えられてきたシラス垂向

大丸川流域の山腹崩壊
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第7節商工業関係

法面が，今度の地震では因点としてさらけ出されたのは一考を要する現象である。

しかしながら山地崩壊の安定状態を地質学の立場からみると， 2月21日に発生した宕度の震度

6 (M~ 6.1)以上の地震が今後発生しなければ， 「力学的には一応現状のままの状態で安定を

保つもの」と考えられているつ （七質「学会九州支部「えびの地震と地盤災害」パネル討論会宮

人藤本助教授）

このように激しい地霰が連続した結果，崩壊地の現在の傾斜角は，ほぼ安定角にいたっている

と解釈されよう。

次1こ林地崩壊地の分布状態をみると次人のとおりである。

流系別林地 崩壊分布状況

区 分 佃 積 彼 』9月 額 面積分布比

大丸川筋 89 27.4 486,466 36.6 

溝添川筋 104 32.3 510,800 43.2 

下浦川筋 95 9.6 174,264 12.8 

上 島 内 Ill筋 40 

合 計 328 

被＇；［額比

38.8 

40.8 

13. 9 

6.5 
．． 

100.0 

溝添川筋が32.3haで全体の43.2％を占め，ついで大丸）II筋が36.6笏を占めている。この両川筋

で6oha約80形を占め，えびの地震の林地崩壊の分布を特徴づけている。

2. 林 産 物

林地崩壊による林産物被害は，•，'r.ct: 1, 037 r,f, 920万円，造林地（幼令木） 11.21加， 166万円

が折損または埋没して利用不能となり，その被害総額は 1,086カ円に及んだ。

,

9

 

必必戌

第7節商工業関係

1．商業関係

えびの地震による商業（サービス業を含む。）被害は，震諒地であろえびの町真幸地区に集中

したc

町全域では第 1表のとおり被害企業数235件，被宜総額 6億2,674万円となり，同町におけろ42

年中小合業生産所得推計額約16億円の40彩に逹したが， そのうち真幸地区の受けた被害だけで
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第7節商下業関係

225企業， 6億 2,509万円とそのほとんどを占め，局地激震の特性を示している。

真幸地区は，宮崎県内の穀倉地閤であり，またヽえびの高頑ヽが戦後開発されるまでは，県内

では唯一の温泉地ヽ京町温泉ヽとして著名であり，立地条件，環境に恵まれたこともあって，地

元はもちろん広く県内外の利用客を集めて発展してきた。したがって同地区における商業の業種

構成をみても，旅館をはじめ，温泉観光に依存する業種が多く，これらが農業とともに同地区の

発展をささえてきた。

ところが，地震の震源地が真芹地区であったので，同地区の商業者 225介業のほとんどが，第

1表に示すとおり多大の被害をこうむり， ことに京町駅付近の商店，旅館は壊滅的状態におちい

った。被どの程度が比較的杯微てあり常業 9,j能な寂館等もあったが，続発する地震のため祝光客

がほとんど皆無となり，間接的被国が大きかった。

このため，同地区向業者なかんづく 1絞館業者の人半は， 「1）Jによる再建，復興がきわめて困難

な状態であった。

第 1表 商業閑係般，，片状況 （屯（"戸')

件数被害， 被 害 内 ，沢 1件当り
業 種' ; ------- 9 、_＿＿＿------•---------—被胄額

- (A） _ I総 額晶業開）機械設□9---―—品 l 小巴三喜犀酪胃l•--（BIA) 
9 I 98,2961 88,8301 6,948, 21•! 95,992; 2,304 10,666 

95, 206,088: 87,2651 9,069[ 12,6941 109,0281 97,060; 1,148 

12, 27,4271 14,154 1,700i 4401 16,294j II, 133! 1,358 
| 

21 I 78,889[ 33,727 1,6so[ 14,6so'so,0211 28,862! 2,382 

4 i 8, 638! 3,220: 48! 500] 3,768; 4, 8701 942 

19'61,686, 22,026'1,860] 17,280! 41, 1661 20,5201 2,167 
l 

37 I 61, 556i 30, 0821 5, 063j I, 44i 36, 588! 24, 9681 989 
, 1 

11 i 31, 1331 8,433! 3,4501 12,580! 24,463, 6,6701 2,224 

27, 53,026! 17,3l8j 1,535j 12,9861 31,8391 21,187: I, 179 
| l 

- -
| er I 235 626,739 305,055 31,3231 72,787 409,165; 217,5741 1,741 
----------- ----------------

旅 館

食料品小売

飲食店

家貝建具販売

自 転 屯

衣料品

サービス業
（旅餅を除く）

回氾

そ の他

合

2. 工業関係

--［場の披99は80芥業所に逹し，その被害額は 2億 3,945万且］の多額1このぼった。えびの町真幸

地区では，京町駅付近の大規模しよう油工場， しようちゅう lご場，粘．七瓦丁．場その他が令半壊し，

建物，設備の損壊をはじめ製品や原材料等甚人な被宮を受けた。その他家具製造［場，建設業等

にも多くの被害を出したが，同町飯野，加久藤両地区でば坪哭の倒壊，プロノク塀の損壊程度に

とどまった。
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第8節衛生関係

以上の被害状況を業種別にみると第 2表のとおりである。

第 2表 ー］：文閲係披書状況 ｛屯位 Tiり）

業

製

修

建

合

i 
破 害内，沢

ヽ＿＿

建物施設， ＇ 原材料及び製品 ： 計
•- - ---^ 
.~ ~ 

~ ~ ~ ~ 

136,448 

9,705 

68,585 

23,505 

1,060 

150 

159,953 

10,765 

68,735 

214,738, 24,715', 239,453 | : | '  •••---••ー・・―- .... I ● ---――-•--………?-｀ー•-- --―---•••••-…•••…—り•-- •一—

なお，県では調査班を急きよ現地に派遺して般＇，じ調介を行なうとともに， 丁椙再建の場合の機

械没備の購入，配漑その他技術血の相点に応ずるーガ，機械類の粕度の検杏や補iF笠応急的対策

の指導にあたった。

また，別途調査旦を派遺して被災地ての火槃類や LPガスの爆発等による渭故防止の指埠にあ

たった結果，大きな淋故の発生はみなかった。

第8節衛 生 関 係

1. 病院，診療所

地哀発生％目の12時に小林保健所長から，現地の般害状況について霊話報告があり，頁寺地区

の灰燎関係抱設の骰＇，ピが人きく，診／点ならびに人鳳忠者 J)収容が不能となり，緊急措直が必要で

あることが判明した。

真年地区には，病紐2, 診船所 4 （うち 1か所は休11:)i*1科診療所 3があり，ほとんどが機械，

堺具棚が倒れ，炭療忍具や悲品類が故乱し，ガラス界具の破片や，洛ちた競土のため足の蹟み場

もない状憔であった。

また，杵は傾き，屋根瓦の洛卜， コンクリート駕分の亀裂など建物の餃•'［もひとかった。

医燎！嵐設は{、i喧，断水，ガス氾imtの破肌等のため給食か不能となり，また滅戊閤など機械翠具

が被内を受け，高度な外科印iりなど冗令な診寮ができなくなった。

診療用孜射線照射装買をもった病眈もあったが，破損による被爆や，他険袢のあろ槃品による

市故はなかった。
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第8節衛 宅関係

2. 保 健 所

えびの地震は，えびの町真幸地区を中心として裕状をきわめたが， これは地域外にも部分的に影

保健所，病尻，および診療所設，［状況
●●●ー―--：マ -- ＾~ニー - ．ーこ”ごー一 -- ・＿＿こ~・ニー・―― - -

市町村名

えびの町

小林市

高千穂町

国富町

保社所，病院
診療所の別

病
9
,
3
 

ーノ”
 

診療所

（一般）

（湘科）

保健所

被 g
コ

~, 
額 被 ,^▲， 

ィ
エ
a
~

，
 

9

.

 概

： ＂ ""~ "~ ＂．．＂ ＂ """…~. 

2施設 (150床）

35,600千I[I!

況

袂品，検壺甘怜具等が破損，建物本休1こ亀裂が↓り，

場所によっては30cm程度埋没した。一時屋外のテ

ントで診療を行ない，患者は他の病院に移動させ

た。入院患者に死傷者はなかった。

3施設 (25床） i 屋恨瓦が路ち，暗が破れ某品類が破損した。

2,610千円

！家屋の全壊やユニットの倒壊があった。

4,320千円
····-·················~ 

！鉄筋コンクリート庁舎（小林保健所）の屋根，天

3か所
I 井の亀裂と靡届，喉面内外の全般的亀裂が生じた。

1,610千円 木造庁舎（高千穂保健所，国富保健所）の天井れ

裂損壊を受けた。
・-------・ 

3施設

""~..._... "•9~••……• •…~ " " "…~• •……•"...--"•- ~• 

合 f1." 
44, 140千『J

腎を及ぼした とくにこの地を竹轄する小林保

健所は，震加地からかなりの討離にあり， しか

も昭和41年度改築した近仇l,｝勺弛設であるにもか

かわらず，庁令の屋根，咲等仝般に氾災を11こ

骰古怯人てあった-

3. 上 水 道

えびの町頁糾也区上水道施設の設古け， 第 1

水涼系統の語施設および第 2I兒水池付近の付噂・

構築物に作した盛I：の崩壊やコンクリートの氾

裂をばじめ，橋梁，鉄心横断箇｝斤等の配水竹折・

姐あるいは 19l］内各所に発生した符の折オ且，継手

の破祖等であり，その披内は 4,257万円 1このぼ

ったっ ろ過池の決壊
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第9節文教関係

第9節文 教 関 係

文教施設の彼害は，えびの町頁枠地区に集中し，大きな額1このぽった。

被‘,9は遠く小林市，高原町にも及んだが， これらは部分的で軽微であった勺文教施設の披古で

最も大きかった拠忙小学校は，昭和25年から昭和28年にわたり，文部省指羽のモデル校舎として

真幸小学校 屋根瓦はずれ落ち内部は
メチャメチャになった

真幸中学校小屋桁の折損落下

真幸中学校 準備室備品の破損

建築した建物で，構造学上は「法」

の焔準を超えた｛／派な校舎であっ

たにもかかわらず，柱や梨等の構

造部材の火平が縦割れまたぱ折旧

し， 1谷根瓦は破itiし，漆喰呼はほ

とんど浪ll落したc

このような妓害を支けた建物は，

真炉小学校14棟(3,295nt)のうち，

13棟 (3,248侃）に及び，建物の傾

斜もはなはだしいところでは， 1 

m崎たり 4cmもあり，校舎として

の使用は危険な状況となった。

また，教材や教具等設備の被害も大きく，そのほとんどが破損し使用不能となった。

真幸中学校は，真幸小学校の東約 300mの近距離にあって校舎等の披＇，『も大きく，なかでも
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第9節文 教関係

鉄筋コンクリート造 2階建（延 6471'1!) の柱および岐に内部から外部へ 1~5mの厚さで剪断亀

裂が生じた，こればえひの地森で局地的に予想以Lのエネルギーが働いたためとみられ，建築構

造学［~，用いられる地炭｝） 0，20)係数では安令について種々の疑間をいたかざるを得ない。木造

校令は1号根瓦の1波担がひどく， とくにその骰~古＇は日本瓦に多くみられた 3

隈も咬隈は全部亀災または剥げ落ち，柱や筋迎等も部分的に縦削れをI;した。

また，設価の役，＇~，も人きく，罪科＇）こ繁席の諮氾此や設備をはしめ，人体叩遠鏡や胄交匹材等が

破祖し，これらの位，［は予想以＿1てあった 3

真、｝小，貞辛中学校を除くその他の佗校におしヽては，屋根やi:；りに般，じをえげた禾','度であった。

なお，小・中・闘校別砂紋，ピ状況は，第 lA～第 3Aのとおりである

第1表
一・---------

印町村名

小休 liJ 

えびの町

合計
~~ ~~・~~

名

~
~
 

~J 
し

rf~ 
こ
~
＇

ヽ

111 小

4ヽ 吋 4¥ 
ご．；公 l」ヽ

3 佼

真卒 Ilヽ

岡心小

西附竪小

加久藤小

加久藤小
尾八咽野分

k t l.. 9j‘ 

飯野小

7 校

~~、

10 校

,j、学校
・~~ ~ ~ 

被＇，片~額 I TFI) 

180 

228 

135 

543 

105,394 

588 

994 

775 

120 

730 

262 

108,863 

109,406 

の般 古状況
....  

匂U‘;1 ; 

ー・

建物の外陪にlfl裂を＇・「した。

’’ ,r.；架水柏1こ骰，打を生した，

概 況

全校舎の構凶，砂および厨取に位内を1じ， 1作物もすへて
倒壊した。

校舎の厨板且を破損し， 1'り付および水槽タンクか倒洟した。

迎動場の一部か崩壊した。

屋根且等が破担した。

” 
，1 

”
 

第2表 巾学校の般
•. -- -- --- -、こ•こ - 二....---― ーマ—=. 、 -ここーー”:＿•一•• 、ここ" " . ＂. " ＂ 9• ヽ•

市町村名 i 学校名 被害額 1千円｝

小林市

貞 ヤ'i,1,

』l,［状況

ー．．＂~ ＂ ＂ ＂ ~ •:こニ --- - ・".__ ツ^．．一 ~ … へ "‘ ~ ~ •:~• …ヽ• ~ " ^~ "~. ．^ 

被 害概況
・--. -------- -~--·--ハ.

鉄筋コンクリート造建物の屋根および外壁に亀裂を生じた。

高架水槽を破損した。

135 

135 

270 
.＂ • ~ ~... ＂ ~ ~…•"-.…~ ~ / • ~ ~ " ~ ~..." ~ ＂ ~."" ~•-…----------- -

7,694 各校舎の屋根および喉の人半を破損し，渡廊卜．，プール，
焼却炉を破損した。

校舎の屋根および限を破損した。

” 

えびの町 加 久麻 ,1, ・ 549 

fこ il rl―I ; 557 

3 校 |8,800
"．．． 99 9 ,  99--＂ " "----- - ---

合計 5 校 9,070, 
＇ 

------------ -------
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第ID節 電力施設関係

第3表 県立高校の披害状況
"• ~ ~ ~ ~ _ ＂＂＂ ＂ ~ /‘"  •こ" ~• / " " ~ "~ •------ - --- - -……• -- -- -------- ＿ ＿ "---" ~-"——…" -～--- -- =—----- ＿＿＿ 

設酋者名 学校名 被専額（千円） 被 害 概 況

宮崎県

商原糸発高

飯野高

小林商業高 2,386 

本館鉄筋コンクリート校舎屋根防水組裂550nt

鉄筋コンクリート校舎 3棟屋根延 2,649吋防水に組裂を
生じた。

L' 
唸
＂

4

J

 

/
9
 

3 校 3,350 

第10節軍力施設関係

2月21日の地裳のため，えびの町にある電力施設にもかなりの般内があった。 66kv人古妙見線

の伶這（配電線4回線同1}廿倅屯）のため，えびの変這所は配電不能となり；わ要家約11,000戸が倅

虚した。

9時 2分にはえひの変電所は人占SSより叉定し配電線の送軍を行なったが，送電不能な配電

線もあり一部の配電線のみ送雷した。 IIりちに小林営業所と委丘l:1ギ店の定丁:57人を動員して配電

線の復旧に着手した。 9叶40分には66kv人古妙見線のJI常巡祝に小林保線所旦 7人がジープで出

発， No. 103 月柱鉄塔の傾斜とジャンパーの一部か鉄構に触れているのを発見，被＇，！〖復旧：r＾」拝中，

再度地衷 (10時45分）が発I~l し，送屯，変羞配電設備の般，＼はさらに紐人となった，

鉄塔の基礎，角材をもって補強 配電線の緊急復旧作業

鳳 l，復Illのため＇宮的， Iii竹，延閻， 1．I lil]の各常業所からさらに20人を動員し，送屯関係ては人

古保線所，妙見保誤1斤からも込軍線の』常巡祝に出動した．，

えびの変屯所では66kv,JI込森0)来線切れ，主変）1-腐の付置ずれなどの事故があり，この補強

作業に13時37分箸手， 14時31分に終了したので14時32分人古SSより受電し，配電線の一部（真
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第JO節電 力 施設関係

競飯野地区の一部）約 5,000戸に送電した。 22日10時には配電線，矢岳線の復旧も終り 100%

の送屯となったが， 19時19分再び震度 5の強震か発生し全伶電となった。 iiりちにえびの変電所は

人占 SS 66 kv人吉炒見線で支電し配電線の一部を送電したが，被災地はシラス台地と軟弱な地

盤の平野部にあるため，数同にわたる）月期的な地炭によりがけくずれ，地割れによる支持物の折

損，倒壊，傾斜が続出した。このため電柱の倒壊や高斤線，低圧線の断線による公衆への感電防

」 I~.L強り込電ができず，線路巡祝後必次区分送電を行なうとともに住民の不安解消のため，町の

要所に街路灯を，雌難所およひ目衛隊待機所に臨時灯の取付等を実施し，復旧竹業に仝力を集中

22時30分には約70あの配電を行なった。

23日811廿には，復旧要旦30人を増加するとともに保健婦を現地に派遣し，緊急に備える一方被

古復旧の1月沿化を図るため，地森般古復Itl対策本部を宮崎支店に，対策本郊を小林営業所に設骰

した。また視地にも占要家の支付Ji務および対策文部，本部との連絡を密にするためテント 3張

を設営し，職員 9人を行機させ不測の直故に備えた。なお復1[1作業は積雪と周期的に起こる地震

のため難行をきたしたか，復旧資材67品と車両延べ41台，延べ人員 774人を動員して， 24[!12時

には不在沿要家を除いて全戸に込電を行なった。

本復旧二jiはその後約 6か月間を要した 3 餃古状況は次のとおりである。

屯力改仙 I斐l係般＇， 1;＇状況

．．．一―- 9 --:—- -----= 

設 備別
~…"." ~．~ 

11) 

12) 

変＇，註関係 ！iが

{4) 

15) 

送電 関 係

配電 関係

＂＂~ここ~…~ " ~ •、 Lー -

般 害状
~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~・~ ~ ~ ~ ~ ~ 

真中SSLS(6-10) 次測索絋断線外

6,000KVA 主変噂位i因ずれ

250KVA 変圧器基礎移動

本館社宅畷屋根瓦破損

地盤亀裂沈・ト
/~ ~ "....~."—• 

11) 66KV 人吉妙見線 103月鉄塔基礎的壊

12) 人柑妙見線 No.108号No.109号鉄塔石hifB裂

1;i, " No. 107号石積崩壊

(4) 大淀幹線No.173号 {1坦沈下
~ヽ

~ ~ 

58本

4グ

224グ

Iグ

1条経間

50” 

152,; 

111 木柱折損

”倒壊

グ頻斜

コンクリート柱折損

12) 高／i•電線断線

” 混線

'31 低圧線断線

ーし妙 骰＇，〖額
~ ~ /．．．.  

I• I'」

570 

-~…~~ 

l 

13,250 

ヽヽー~
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第11節 通信施設関係

=＝—ヽ~一~”t.：=J.-~/~、 tt - ~." •••-•”" t …~-:^ /-• ~ "../~ •…~”””" "....=---• ----‘" t v• - -•~--

設備別 被
”‘~.. 

低圧線混線

(4) サl込線断線

害 状

221条経間

1, 120か所

況 被害額

配 電関係 グ 混 線 2,480,, i I 3,798 

! 151 変托器焼損 15台

(6) 計器，' l“' 
••---•--••-•--.-.. ＂" "＂-．．．．．------、一' ＿、--．．．．．ー・ —-V --- ---—— ---- -•-•--—- i 

11) 貞幸事業所屋根瓦破損

12) ,, 社宅 ” 
建 物関係 ⑬飯野屯業所 ，' 2,579 

(4) 加久藤電業所 99 

151 小林営業所 ” 
| ”、一"~--，~

合計 30,197 

第11節 通 伯施設関係

2月21日，地衷発ljcにより，電気通伯設備0)惟持許理を担‘9,1する日本電信電話公社宮崎通侶部

保全謀は，被青の把握に努めたが，刻々入る情報も‘']初は断片的で被甚の規模もわからなかった。

ズタズクになった裸線路の公社電柱

地元小林電報電話局は現地調査班と，ゴム線等

による1反匝線復旧班を編成し， 1貞ちに可能な箇

囲の識員を現地へ派遣した。 11時「愉報連絡室」

を設岡し情報活動を開始したっ

13時30分被宣規模がほぼ判明するに及び，情

報連絡室を「災苫対策本部」に切り替え，最近

にない総力をあげた復旧体制をとり，あわせて

被災地にも現地本部を設けて，復旧活動の韮地

とするほか，電報電話に対する相談窓口も臨時

に開設したが， これはきわめて例の少ないこと

であった。

認ピ状況が全国に報逍されると，家族の安否

を気使う電報電話が殺到するので，回線の復旧

を図る一）j, これらの疎通確保が必要になる。

そのための1臨時回線イ’l成，電報配逹職員の動員，

さらに各機閲の対策本部設置に伴う臨時喧話，
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第12節 鉄直施設関係

そのほか電活の移転等，一刻を争う緊急＇れであ

，~），小林局識いのみでは， このような一時的負

位に応じ切れないので，対策本部は県ドの職且

を励且し積極的な活動を閲始した，

ケーブルはひひ害llれ，裸線は令区間にわたり

切断され，屯柱：ま折祖または倒壊，化Ji斜し，さ

らに22日の地該て設，じは拡大したヘ

冥騎，都域，延岡， 日南の各屯恨’「広舌J,,｝から

職員を現地へ派逍してしヽたが，—咳りも県く通し

を確保するため，さらに職員の動員数をふやす

とともに公（しの指定業者をも動員し，総｝）をあ

げての＇社期復旧体： I，りをとった その糾果，鳳，1；

の規校からみて 1週間は通1,，の晶乱があろと］＇，

想されてしヽたが， 3 !!日にははぼll常なまてに

復Illを完［することかできた 同時にその後の

地底に対処するため，無綜いを記i貸し，）j令 0)

休：I』をとるなど，公社も阪界を越えたサービス
緊急通信用として常設した電々公社専用無線車

を行ない，通佑の確保を通して災',I，対染に‘ん~りするところが人きかった。

第 2表 文仙般古状況第 1表 皿線般古状況

件 名 件数 "已 'll 

巾外 [Iil 線 3 

市内回緑， 127 

農 集 25 加入者数 190

名t
 

h
ー 件数 ，，且 ’J士

屯柱折iti(t）'：斜 i 369本

裸緑損傷 18. 2加：

ケープル似傷

上人関係

＇臼内関係

9,986徊
： 

3か叶
381件1

i 

第12節鉄道施設関係

2月21,立1の地庭に対処するため，鹿児島鉄心符理局は伯ちに本闊に災，じ対策本忽を，没罰し，関

係線区（宮崎県lltl係よ占都ll四燐各森）の連転！1日l，または近転規制を実他するとともに，宮酌連

輸長を現地災古対策本部長として幻派し，早刷災占復1日を図った。
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第12節 鉄道施設関係

その結果，同日 15時には不通区間肥薩線（良幸—栗野）占都線（吉松一飯野）を残すのみとな

ったが，おりから南九州に停滞した寒冷訓緑は昭和38年 1月以来の積雪をもたらし，復1日『I業に

大きな障＇；［となったのみならず，翅 2月22日19時19分再ひ氏度 5に達する地姦の発仕により，‘＇i

日開通予定であった復旧竹業も，川内川橋梁なとの准故て再ひふりたし同様の状態となり， 占忍

線は長期間迎休を余儀なくされた。

しかし，般，l：状況の把握と早期復l日に努めた結果，一部徐行区間を残したまま 2/]Z9日に院通

をみた。 3月25日人明またも哀度 5に近する 2[9ilの強底におそわれ，災',1，は再度ふりたしにもど

り，地鳴りを伴った地哀と本降りとなった雨は復旧竹業に人きな打撃を与えた この地骸発牛と

ともに再ひ本局およひ現地に災青対策本部を設け，いちはやくその対策に着『したため，同日以

米不通となった占都線，肥薩線はわずか 1日半で全1l1]的に閲通した?

今団のたびかさなる地底により且厄児島鉄心竹理Io]が受けたiii‘,『は総紐 3億 6,900JJ円，列中の

連転休止延 62:l本で，この対策に投人した災＇，［対策要且は，部内延 2,380人，部外廷 2,987人，

計延 5,367人その他善意による部外の協力もあったが，閲係職員の適切な指導案内と処置により，

旅客およひ職員に死傷淋故の皆無てあったことは不幸中の幸いであった。

なお，災古の特異性に伴い，送電線の切断と給水施設の故障から，伶電と飲料水が極度に不足

して骰古地区の職員を悩ましたばかりでなく，復1日作業に大きな障＇甚となった。今後この種災古

の対策には， これらの特殊性について万全の処料を早急に講ずべきであると窮慇した。

各＂心-

係

況状

III

害

没

線匝

被

り

）

ー

＇ 
~
 

ー

'--~.~--こ~--＂―ー、、—---＂"＂ ＿_ ---"-----~~-----…•-…---…------、--…——----_--,-----
！第 1 次第 2 次

被害種別

通り狂

路盤沈下

路盤祖裂

数崚 延 長被 害額

560 

6,902 

1,649 

数 斗
且

E
9
- 延 被害額

”l 

2

7

 
2
 

~~・~

千

合 1
●
i
•

ロ 9, 111 27,659 29 

長

"""••--". ”1.."~" 

50 

2,971 

-”,―― 
3,021 3,985 

延被害額 31,644 
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第12節 鉄適施設関係

2) 工 竹 物

被 宮 種 別 第 次
-------------------------

項 目 種 類 数 9'翌程 被内頷
........... ---------.......... ---------------.. ----------------------------... 

橋 安 橋脚変状，その他 7基 77,866 

ずい道 変 状 1か所 473 

路 盤 土留暗変状，その他 l,514nt 6,270 

排水設備 排水溝破損 140m 630 

連転工作物 ｛運給転水設設備備
2か所 703 
4”: I, 375 

冒降グ塁贔ほ装

I" 60 
旅客工作物 343航 5,570 

1,550加 1,240 

｛貨地物平積卸、場
300,, 900 

貨物］作物 920 

----------------------- -------------------

合 ;i I• 96,007 
.. ’’一•- - --------------------------- - ------ -- ------------- -----------------------

第 2 次
-- ＿ヽー^‘

数 冦被宣額
•~ "9  9 9W  ~ ~ 9 9 ~ 99 9^' ～~--•-・--…•"

予円

2机 7,691

1か所：
-- I 

-----------

7,701 
~ ~ ~ 

103,708 

10 

延披寓額
----------------

3) 建物
— - - - - - ーぷ・ーこー：•ニ―--…：年：… ， ：…： - - - .._:—… - ．――-------- ：----―こ二＿＿＿

第 1 次
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

隠被害頷

柱
'9.,' 

被 種別
数

備 考

建物半

' ， 大

屋根，建具，

倒壊

破

喉破損

3戸

31戸

80件

””‘~~ ~ヽ・ ・~ ~~~ ~ ~ ~一

京町職員宿泊所 50,000千円

哀町国鉄宿舎 (2ii) 4,200下戸l

合 方
“ 162,500 

被

4) 屯氣
"..…".＂ ＂ " ~ ~ ~ ＂ ~’ ―＂：~午…-- - •--•-- ---•こ．~＃二：•ぶ？~．．~ ~~ ~宝＂：ご二二．ニー＿＿＿エーー：~

湛力｛，t
~ ~..~.~ ~ ~~ 

斌 被‘ 甚額数量

士＂ 別
数

~~ ~ ~・~ ~ /~/~ 

這杜傾斜

支線断線

支線弛かん

腕木折~損

電線断線

グ 弛かん

灯具破損

屯話機破担

（含む高声搬送）

臨時灯仮設 1か所 257 - i - -

電動ポンプ~不良 1禁 100 - i 
l : | 

継電器架その他不 良 ～ 一 4甜II I, 100 • -
~ ~、.. - /9? 

種

15本

12,, 

43” 

27” 

24か所

115m 

9個

9本

72 

133 

27 

225 

23 

333 

ヽヽ~＇：~こ：：． ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ． ． ヽヽ ~ "~.. 

号通 1,i 
---- - - --

被専額 数 喰 骰専頷
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

円`885 

486 

19 

345 

162 

3個 6,460 
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第12節 鉄道施設 関 係

—~....~• 9 □--ん--- •---•一…］•-一•••カ~：：ご｀

：屯
！数恨

" ＂ •-•" ~…•~..."~ ＂"＂ " "~…~ "• 

合計— I, 273 - I, 
~.P -り ・、・・・ ••••• -・---・● ●ヽり・~．．~ ~ ~ ~.. ~ ＂＂ ~ "~..~. ~ ~．~・~ ~ " "." •"• 

（注） 1. 以上の施設関係の宮崎県内における被害額は， 66,200千円（阻接）である。

2.第 1次，第 2次の期間は次のとおり

第 1次 2月21日～ 2月29日

第2次 3月25日

被 害 挿 別
号

喰 被害額

通

数 9
1
見

上
9
~

信

被出額

Tf1 
8,500 

5) 災内復ILi所要詳費

以上の破＇， 1:を含め，今次災内の応急復l[］に必妻な舒費は概符次のとおりである。

分

損益 勘 定

附帯費

桔準外給与

旅費

業務費

修繕費

施設

乳気

l：事経費
... 

合 計

区 1.ヽ‘L 

f
j
“
 急 喪復 Iii 費 計

····---····························~ 

73 33 106 

21 2 23 

9 -
l 

， 
3 I l 4 
9. I '10  

; ~ 

52 i 3 1 83 

49 i 29 I 7s 

3 I 2 I 5 

263 I 263 
~~ ~~ ~~ ~ ~. 

296 369 
~ ~ 

73 

(2) 輸送の障古

" ＂'，．"'’’'＂ 9, ……-・●'.,  99 9999,, ．'" "＂9 9 9 9'＂9 9 9――"  ＂----...  

区 ＇ 分 列 中 の 連 休
＇ 

減 収
""~ ＂ ＂.". " "• ~ ~ 

471本 旅客 10,651"fF 

228 

243 

105 

第 次

(2月21日～ 2月29日
貨物 6,813 

まで累計）

第 2
 

次

(3月25iJ)

旅客 列車

，優等

＼その他

貨物列車

（抑留車数396中）

計 576 計 17,464
~ ~ 

旅客 列車 31 l 旅客 2, 100 

：優等 l4 

＇'その他 17 

貨物列車 16 

（抑留車数157,1,:)
計 47 

延 623
----------、--

貨物 840 

計 2,940 

1-1-t 

一
~
一
~

i

合

・
~
・
~．

．

 

~. 

20,404 
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第12節 鉄適施設関係

I,) 職日のり災状況

.·-.―~―----・~~・

区 分 職 員家族のり災状況
.. ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ヽ 99~/9 9 

死傷者 なし

培 1 次 住宅半壊 31件

家財の損壊 135{＇1̂ i計 427件

(2月21日， 22日） （％以I:のもの）
l 

その他 261/'t- / 
~ ~ ~ 

第 2 次 死傷者 なし］

家屋家財の被害 6件 ＼計 15件
(3月25日）＇

前日被＇甚者で増大したもの 9fi: l 
~~ ~.... ~~~ ~ ~~ ~ ~ ~ ~ ~．~ ~~.,-? ~ ~ 

2. 復旧対策と処置状況

(!)応急対策 （保線関係分）

線名 施―1―ー：区間 施工期間 復出動i日作人業員 役 入 資 材 社シし1 事

＇ 
.~•…•""..24" "32X ~2 1 

吉
飯野一加久藤 3月21日～22日＇延

193m'i 加久藤一京町 3月21日～23日 ” ’ バラスト ー述工事転列本数屯 19本：
都

1 580＇ j パラスト 1,363 
京li「J・ー吉松 3月21日～29日 ” 線

＇ アッシュ 300 

飯野一吉松 3月25日～2617 ” 251, バラスト 666 ” 2本
--------------------- ~/~”,---~--

肥 具幸"-栗野 3月21日～23日 ” 
734 パラスト 955 

グ 21本i ァッシュ 250 
薩

線 ：i バラスト 144 

” 7本

” 3月25日～26日 ” 145 アッシュ 200 

合 計
パラスト 3,321 

” 49本
" 3,367 アッシュ 750 

(2) 輸送対策

l)代行輸送の実施

古都線閃係ぱ道路が一11'f不通となり，その開通後に古松一京町問について必要1こ応じ次の

とおりの代行輸込を実施した。

—/" /＂ "＂ ．．． ~ ＂ " ~ -:•t~ ~ 7― ~~ • ~ ~ ~ " ~ ．"：一立 " "-

代行輸送期 11 輸送区問 便 数 i 輸 送 人 員
-

2月28日， 29日 ＇，片松一京町 8往復（パス 3両） 726 

3月25日
”
 

4往復（パス 3両） 263 

．．．．――---- -- ------- - 一ヽ 、、 ・・ -・ ・ --・ ・ . . . 

合 計 989 
~^ ~.~•-" ＂-- --- " " - -" " --- "＂ "--------- "----- - ―  

2) う［9i]輸送の実施
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第12節 鉄道施設関係

2月23n-29日の間に定期買物列車の余力と臨時貨物列巾廷10本を運転して，吉都線通過

となる貨h.359巾の他線（日聘本線経由による）う同輸送を実施した。

3) その他輸送謡枢

第 1次，第 2次災古とも発牛．l臼後，吉都線通過の貨物に対し，指示するまで発送停止の手

配を行なった，なお災寅救助怯適用に付い，被災地向け救援物資について災古割引を実施し

た，

(:J) 救，護対策

被災地区職員家族中，宿舎および住宅被災者に対しては民家の借り入れ，天窮の急送等の

対策をとったほか，特別給食班編成による給食活動ならびに鹿児謁鉄道病尻から救護班を編

成派遣して現地勤務者，復IH作業員の特別診咬，衛II指埓を実施した。また別途救護対策要

員を派逍して， トラ／クならひに門丘］鉄道竹理局から借り入れた水連搬lれにより飲料水の輸

送， 主食，凋味料その他食料品の調逹，補給を実施した。

これら救護に派遣した人員および機材その他は次のとおりである。

l)救護活動派遣人員

特別給食班 20人，救度班口 6 人，その他救護活動~派遣日 16人

2)救援用派遣車と機材，槃品

トラック 6仙j, 水運搬車 3両，天幕14張，たたみ20枚，薬吊クレオソート 2,000錠，ビ

タミン剤 1,000錠

3)避難収容家放人員 15人

4)特別診療受診者 135人
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第3章災害応急対策

第 1節防災体制

2月21日朝，えびの町を巾心とする激しい地震が発生したが，情報の入了は困難をきわめた。

17時には相当の被9[；が判明，その般内はえびの町のうち真幸地区に限定されている校様であるの

で，とりあえず「えびの地区地震対策連絡会議」を設置し，これに対処することにした。

翌22日になると般古調任も進み，地震の真相が平l]明してきたので， これを「宮崎県えびの地区

地震災書対策本部」に切り替え，現地に現地対策班を設置した。

さらに26日にいたり本庁組織を「宮崎県災，じ対策本部」に，現地組織を「宮崎見えびの地震現

地対策本部」に改め，その下に「宮崎収えびの地震災古対策相淡所」を買き，従来の西諸県地方

支部も現地対策本部に所属させ， ‘'i支部に「えびの地表現地対策班」を置いた。ーカ，屈東京茸

務所内に「えびの地震災冑対策束京連絡部」を設買し，政府機関および国会との連絡にあたった。

また，町においては， 21日地震発生後間もなく現地に「えひの地震災古対策本部」を設潰し，

町の全力をあげて応急対策にあたった。さらに，国においても， 4月9日総理府内に「えびの・

古松地区地裳対策連絡協議会」を設置した。県災，じ対策本的は， これら町・国の組織と連絡を密

にしつつ応急対策の推進にあたった。

この目まぐるしい組織の改廃は，今同の地震がえびの町真幸地区付近に局限された小範囲のも'

のてあったにもかかわらず，現地を所管する西諸県地区の県出先機1貨I，本庁，その他の機関等全

機能をあげての敗助活動となったもので，群発性地震般古の凄愴さと，生活の根拠を失った住民

への応急対策，人心安定策などの行政霊用が，いかに大きかったかを物語るものといえよう。

1. 災害対策本部の設置

2月21118時51分，鉄筋の県庁含が相渭激しくゆれる地震が発仕した。震源地ぱ，えびの町飯

盛山付近で，同助真店地区では震度 5との情報が入った。

9時，瓜警察本部に現地の状況を照会したが，現地には相刈な雪が降っており目下調査中との

ことであった。 9時10分，西点県農林・ド務所長に被害状況調査を指示し，続いて 9時20分えびの

町， さらに10時20分小林巾，高原町，野尻町，須木村に宜接電話照会したが， これといった被害

はないとのIiil答てあったC 10時45分， 2回目の地震（本哀）が起こり，ますます不安は加わった
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第 1節防災朱闘

芯，有線屯話は，たび）＿・こひ不通となり，また，復旧しても巾込が殺到して通話不能の状棺となっ

たこと，降勺のため刊動中の交通が困難となったことが，Fなって，素Jしじ情報の入丁は遅々として

）止まず，午前巾に見に入った[IL且者県閃林直務所からの報；＼では，小・中亨＇ iい11止ぱ柏ちに下校さ

せた，鮫＇』は畜令一棟倒壊，作家の土璧剥脱オ「 l巧りであった

こうした賠叫如索の情勢卜で， 11時40分北郷由で限催される「知巾を囲む座談会」に出席途中

の黒木知1fから，知1［卜にとりつけの無線で各部令同の特訓凋査班を編成し，現地に急派せよと

の指ふがあった， 12叶，各部連絡晶昭諜晶長補1左をii!j防防災，品に集め謁牡砂「編成会ぷを間き，各

部 1名からなる令同特別調査班を編成し， 13叶坦地に向け出発した 3

ーカ，現在までの設古閏報を枠）J把握するため九慮電々公社，国鉄へ照会したところ，線路

の故障による付電，電話の不通があり，鉄且は飯野一，『松間が不通となっており，叶糾Iな状況は

不明であった。

1511廿，西渚閲農林償務所から情報が入り「商店の界物が落下したり，忍屋がメチャクチャにな

るなど建物は車「なみに骰＇』を乏けている。石虹， プロ）ク塀の倒壊が目たつ，占松へ向う国道1こ

150m位亀裂が入っているへ」罰で，その和’度や規校については詳糸[iiなことがわからず底の知れ

ない不氣味さが也じられた そこで，カーの場合の体制を迅速にとるため県腎，気象台， 11赤，九

屯に消防防災諜への参集を求め，．f［いに閏報を交換し今後の辿格を密にすることを 1!1し合わせた，

16時にいたり，さきに派遣した介同特別調査班からの第 1報が入り，餃占の一部（住家仝壊 8

戸，平壊多数）が恨化され，ようやく謁のはれるように地底の様相が姿をみせはしめた, 16時

黒木知事を中心に対策を協議する県災害対策本部員
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40分，泊防月に般内の第

1報を人れるとともに，

束京れ務所を通じ政府関

係機閲，此汽出国会議只

に概況を恨化した C 16時

50分，北郷l'りを出発した

巾叶 iの知れから，無線屯

晶で部長会議招集の指ホ

があり， 171均急きょ知祁

宇において閲催された。

知1iは各部におよび只胄

察本部長，教育長から状



第 1節附 災体制

況報告を支け，情勢分析の後，次のとおり指示した。

(1) 被害状況を迅速に把握すること。

(2) 応急対策の徹底を期すること。

（3) 副知湘はできるだけ早く現地調杏に出発すろこと。

また，災内に対処する組織として，同窮したメンバーで構成すろ「えびの地区地震対策連絡会

議」が設閥された。会議終了後直ちに加藤副知ドは現地調査のため出発した。

その後の情報により，被＇，じが拡人し，えびの町真弗地区の家屋の大半が令半壊となり，飲料水

の確保が困難となったことが判明したので， 18時知算は，都城に町屯する陸＿I目衛隊第43胄通科

連隊長に対し災寓派遣を要請，続いて19時災内救助法を適用， 20時30分猪崎民／i-労働部長は日赤

倉庫に備蓋l」の亡布，衣類等救援物資をトラノクに積載し現地へ急行した，

このごろになると県賢および1町による披古調在も相汽に進み，その仝ぼうがおおよそつかめろ

ようになったので， 20時52分梢防庁に乍皮古報化を行なった。

22日早朝，黒木知＇杯は現地の状況調介のため出発した。現地調査中の知 1，，からの指示により 9

時，本部会義が開かれたがそのおもな内容は入手情報の交換，応急対策の方法等について検吋さ

れたもので， この席上21日設置された「連絡会成」を「宮崎県えびの地区地震災害対策本部」に

切り替え，本格的活動体制をとることとし，本部は県庁木館の講‘；やに［爵かれた。組織としては，

県のほとんどすべての機構をもうらしたもので別表のとおりである，

本部会議（知下，副知＇｝も出納長およひ各部長により構成）は，ひんばんに開いて最高方針の

決定にあたり，決定＇ド項は伯ちにド部組織におろされ，迅速的仰に応急対策，復興対策が推逍さ

れた。

地震発生以来，現地との通｛；~―；はほとんど途絶の状態てその確保を図るために， 22 日 21時10分木

部要員 2人を無線中とともに現地へ派逍， 23ii災内用移動無線機を現地対策班に設i翌し，本恕と

の連絡を1分に果たす体制をとった。 'JIき続く群発地巌に人心の動揺がはなはたしいので，同「I

17時15分，広報．中の現地派遣を決定し，続いて19時30分「げ情が見えびの地震災古対策相淡所」の

設洲を決定した。

25日の人明に及んだ第 8[[I1本部会議においては， l戎古状況，各部のとったす翡濾，今後の対策等

がようやくまとまりをみせ，その結果に）店づき般＇，『状況調甚，地虞情報ならひに要叩内を（「成，

25日7時，］JII籠耀l]知'}'か」京，政府・国会に対し般＇占状況を占［明し 9L＇印の応急対策等を陳↑討し

た。

26日にいたり，従来の「宮的見えびの地区地震災冑対策本部」を「＇崎県災害対策本部」に切
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り替え， その中に「宮的県えびの地震現地対策本普3」を設け，現地木部の下部組繰として「宮崎

県えびの地震災古対策相淡所」を置き， さらに西渚県地）i支部をもこれに所属させることとし，

‘り支部に「えびの地震現地対策班」を骰いた。 この組織は最終的なもので以後の変更はなかった。
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第 1節 p/j 災 休 制

陳情のおもな内容は，応急対策ならびに災古復興等に関すろ広範囲にわたろものであるが， こ

れらの要堕古は，状況の文化により修ザしたものも含めて12種類にも及んた。本部会議は 5月上

旬までに29回聞かれたが， その間本部の今機構をあげて行なう被',!;'状況の把握，応忍対策の樹立

・実施，命令のに達， 祝察者の応竹等，人鼠の＼＇「体的竹~業がとめどなく行なわれた。 しかもその
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第 1節防災休制

処理には，才刻を争う械敏さが要求され，とくに初期の祁務処理には昼夜の別なく時刻もわから

なくなる利であった。

政府・ [EI会に対する，已録的な陳I,¥の糾果，要叩の人半は達成され，国においては 6月28日の隊l

淡で激甚災，i；に準ずる措閥が決定されるーカ，えひの・，1，松地区を中心とする人規模な地下構造

謁社も実現することになった．9

さらに， 11月22日にし、たり巾央防災会議におしヽて，局地激拭災，t；指定，・基準の制定をみ，市町村

咀位の激怯な災',りに対する記戸率補助のJ適用等が実現した．このことは，えびの地震に端を発する

わが宮崎県の連動が 1•Klを動かし，以後における令lhiO)局地的激甚災古0)救済に大きな光明を勺え

たものとして高く，沖価されるものである、

この局地激甚災＇，じ指定）も準の制定により， l凍柏の且椋は一1心終止符を打ち， しかも当面の災也

復l[］が順調に進み，復飩が軌心にのったので， 111]19日開催された第32回本部会議において，災

古対策本部およびこれに1具l辿する次の糾緑を廃止することに決定した。

廃止の組織 jリ1 日

宮崎原災害対策本部 昭利 43年12月20日12時

えびの地衷現地対策本部 99 

えびの地震災古対策東京連絡部 99 

えびの.-,『松地区地震対策連絡会議 99 

えひの地震復興事業推進会議 99 

2. 現地対策本部の設置

県は， 2月22119 II廿，木庁内に「宮崎県えびの地区地震災古対策本祁」を設置すると同時に，

巽例の措漑として被国激悲地のえびの町真幸地区に「＇宮崎県えひの地区地巌災＇，じ対策現地対策班」

を設置し，般災者の）心急救助をはじめ渚対策の促進を図った。

現地対姐班のおもな任務は，次のとおりである。

II) 県災古対策本部とえびの町災，じ対策本部との連絡調整

(2) 現地閲係機関との連絡

叫 般古状況の調査およひ災青広報

(-1) その他県災古対策本部長が指示する直項

また，現地対策班の執務場所，要旦および通伯設備は次のとおりである。

現地対染班の執務場所として，えびの町真幸支所前の民家の一部を借上げたが活動に不便なた
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第 1簡防災休叫

め，現地祝察中の黒木知1位）指小で翌23日同町

真七支所南燐0_)'，ド地にテントを設営した。

テントに降杖して建立をいそいていた建物

（プレハプ）も翌々日の25I Iに冗成したのでこ

こに現地対策班を切しだ

視地対瓜班0)悛いとして班長に、『松小林肌悦

,J1務 1斤恥，班員には［）月諮県地）」の県出先歳I斐］の

職員のう tうから次のとおり 15人を見iiりした，、9

小林g1税Ji務1月 2人

l)lI C1行虹［柘：祉•’Ji.l努1リ｝ 2 

j＼林保健噌 1 

四，，抒県四林＇） 1.務1ji 2 

えび0)農業改良杵及I斤 :J 

都城‘系裕保健衛！上所小林文呪 1 

小林耕地出りKrlf 1 

小林＿．i：木事務所 2 

直省虹教育打務所 1 

宮崎県えぴの地震現地対策本部

さらに情報収集と広報活動の強化を図るため，県災，［対策本部ぱ， 22日21時無線rドと消防防災

よ職旦 2人を，翌23日には人心の安定を図るため広報巾と広報安介，品職l¥2人を視地対策班に派

造した。また，通信のまひ状態に対処するため， 22r1坦地対鉛班設営と同1}、『に，西諸l見股林事務

所の無線車（和政無線 5号）とii'I:1)Ji切災晶の無緑；h（行政無線12り）を配i賢し，現地対策班との

通信連絡の確保を図った。料2:l日には，さらに無線虜』（り以無級14号）をJ曽派するとともに，

翡1警察本部に依頼して腎察電話 (J}」地対策班，えひの111」又‘,9，対ぬ本部およひ県警察本部現地警備

本部間の連絡用電，；舌）を仮設し，また25日には一般電品を設i社するなど通信途絶とふくそうする

通仏連絡に備えた。

現地対策班は，えひの町の般古状況，応急対策の状況，汲甲等を似災古対策本部に連絡すると

ともに，県災，じ対エ本部の指ijJこ），しづし＼て，瓜と同Ill［との連絡謁枢ならひに同II」の災',l'，対策指導

その他般害調介，災古広報，現地恨l係機閃との辿絡にあたるなど議対染の推進を図った。

しかし， 21日の地裟発1し後も，辿日地底活動が活発で群発付の様相をぷし，人心の動揺が著し

く， しかも山全体にゆるみや地割れを1.1し水国の危険性が培人したのて，当加の応急対策のみな
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第 1箇防災体制

らず長期化する災古に対処するため，次のとおり組紋の強化を図った。

2月26日8時，現地対策班を「宮綺県えびの地巖視地対策本部」に切り替え，現地本部に「え

びの地衷災，ービ対策相淡所」と「西者県地力支部」を骰き，同支部に「えびの現地対策班」を所属

させた。

現地対策本部の組織としては，現地本部長に企胆l「jt1発部の籐木l-＿幹を任命し，要旦は本庁およ

ひI/1口県地力の県出先機I関の職員20人前後を常馬しさせ，また，茂動的な防災活動をわなうため無

緑車と広報9hを配戦した。

藤木現地本部長は，視地本部の活動力針を次のように定め，その推進を図った。

(1) 当分の間，毎日えひの町災書対策本部長（えびの町長）および県警察本部現地警備本部長

と活動｝」針等について協議を行ないその推進を図る。

(2) 県災害対策本部に対する報化は 1ii 2回以上行ない，緊急を＇炭するときはそのつど報化する。

(:J) えびの地衷総合観氾班との連係ならひに住民に対する柏報I見廿系についての打ち合わせを行

なう。

この結果，えひの町および現地1見1係機関との連係かさらに緊密となり，被災者の）も急救助をは

じめ，議般の対策が軌道に屎った。

このような情勢から，えびの町長は 3月 1日災＇甚対策本部の組織を縮小し平常の業務に移した。

県もこれに伴い現地本部の規校を 3月6日から紹小し，現地本部長以下 5人に要員を減した。

その後も地哀活動は続いたが， 5月初旬ごろから，えひの地震総合観測班においては「披害を

起こすような地震の可能性ははとんとなくなった。」との見解をもつようになった。そこで県は

5月11日さらに現地本部の規校を粕小して，要員を本部長以―卜 3人に咸した。なお，本部の建物

は災宜復旧等に派遣される県本部峨員の連絡または打合せ場所とした。この期間の現地本部のお

もな活動状況は次のとおりである。

111 被災者の応急救助が軌道に乗るまでの間，毎日えひの町災雲対策本部長およひ県警察本部

現地警備本部長と対策について協淡を打ないその推進を図った。

(2) えひの町の般古状況，地炭情報， I心急対策の状況，要中等を県災古対策本部に連絡すると

ともに同本部の指9]くに）よづいて，県とえひの町との連絡調整ならびに同町の災害対策指迎に

あたった。

叫 直難者の収容，扱災者の給水，給食，医療，物資の給汀，住宅の応急修理，似設住宅の建

改など，災9'；救助怯による応急救助0)促進を図った。

(1) 地表情報，気家情報（地辰後の二次災古に備え）その他必要な事項の広報活動を行なった。
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第 1節防災体制

(5) 田植対策その他災古復Ill'ド業の推追を図った。

(Ii) 住む閲係，農林伐1（系，中小企業関（糸，税関係，衛生恨1係，福祉閲係，教育閃係等の災宮対

策相談業務を行なった，

l7l l'I衛隊およひ地）し関係歳関との辿絡にあたった。

(8) 政府・国会その他各懐閲0)災＇古祝察者に対し，骰古状況の説明ならびに現地寮内等を行な

った。

その後，災古復II［＇札文も順調に進み，また現地駐在も長期にわたったので， 7月1日現地本部

長を父•Iいさせ，後行に農政合 1iliI,』の甲斐：｝査を仔命した。甲斐現地本部長は県とえひの町との連

絡調整，災害復1日事業の推進，水古翡査，科学技衛庁・通商産業省が実施する地買構造調査の援

助等にあたった。

10月31日にいたり＼l）復腿も軌迅に屎った。 ，2地底回数もほとんと平常に復した。⑤台風期もす

ぎ二次災古の心配がなくなった。など所期の目的を逹成したので，現地本部の要員を全旦引き拗

げ，同本部を真幸地区に設討した1！出邸，［農林1i務所冶山占］に移し， 1;務辿絡は同晶所の識員に

あたらせた。

12月20日，県災店対策本部の廃止と同時に 2月22日以米10か）］間にわたり以助活動，災’,＼復興，

災古対策相淡叉務雰に成果をあげた視地本部を廃止した。

3. 災害対策相談所の設闘

県は， 2月23日，激甚な般古を受けた般災者のJ.(It安定ならびに早急な復輿を図るため，えび

の1町真幸地区に「宮崎県えびの地底炎』対策相淡所」の設般を決定し，翌24日，災』相淡業務を

開始した。

同相淡所の業務と配i筐人員は次のとおりである。なお，相淡所は県現地対第班に隣接して設悦

した。

柏淡文務 記濾人員

住 宅 関 係 小林土木事務所 1人

術生” 小林保健所 l 

農業” えびの製文改良酋及所 1 

金滋” 中小介業晶 1 

納税” /］＼材辻尺秒;,t,矛芳1行 l 

生活，＇ 直渚県伽祉貨務所 l 
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第 1節 1ザi 災休阻l

県えびの地震災害対策相談所を訪ずれる住民

相淡文務 配訊人口

(l• • (: 1:/.l係 2人 辻築，集）•-怜，技 i.：9|l

[ L会i、hi祉” 2 忙＇紅家庭，，果―l~1務f 
」じ叶引具化げ11:・F ）舟lこ'}{

衛生 " l 小林保健1Jil.・J;

｛’凰猥指迎，，爪農tt業し＇JI唱 麟 員
悶林 99 4 

団体指令峨晶 長1・:,11 
林叉料．9果

巾小企文” 3 『い|I 小企業 1』l』i
l 小企文センター課長，揺氾

教 合 99 1 匹l，名虹教百'h務所主1i

I('. 活 99 1 税務諜じJ1

その後，骰災者の相淡が臼増した

のて， 26日閲l「［真幸地区に「宮1均県

えびの地底視地対策本：罰5」を設直す

ると同11廿に， 1．nj札l,，炎1ifiをその所竹0)

もとに貫き，相改員を14人に培日し

て相淡叉務の急培に対処した 3

[ヽ,1時の相，，炎文務と記心，:人員は次の

とおりてある~＇

相設業務の支flは， 1！！）lI]として紺 l18時30分から17時までとし，相談旦には即決の権隕を与え

ji務の能率化を図った。

餃災者からのiIIl，羹は，第 11!日の24I Iには32付・, 25日46竹， 26I尺155件と匂日のように増加し，

3月 Iiiには 12sflに辻したか， これをヒ~ークに相，，炎の秤類，件数とも次第に減り， 3月8日に

は{i.［l見11治と糾げli[~I 係のみとなったのて，翌 9 11から相淡業務を次のように縮小した。

相淡業務

{ ｝： r t 1月 1系

社会仙祉1見i系

配骰人以

1人

I 

その他 l 

その後，社会幅祉ll'I係の相淡も 3月28ilからなくなり，住宅閃係の相談のみとなったが， これ
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第 1節防災休制

もしだし、1ご減ってきたので， 8月から業務を小林I□にド務所内に移した。

12月20日，現地本：唱廃止と同時にi11,，炎所も！fも1ししたが， 2月24！開所刀来10か月間にわたり住

宅， 1因袖の建没資金およびり活保，＇（（なと 1,250件にのほる多くの相戌を処押し，

された。

般災者の災古対策相淡祈利）1］状況ぱ次のとおりであろ，

災店対策 !II,，炎 1斤利川状況
~ ~ ".--~、． ~‘ " " " ~~．．こ：二ここ-::：二こ：：•…~．．．．．；~

務 iI術 牛 如祉教會！その他

2

3

4

5

6

7

8

9

0

 

から慇詞

51 

21 

31 8
 

41 

223 
8
 

4
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9

1
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1

3
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（資料 1) 

災書対策相談所設 罰 吏 網

（目的および名杓）

第 1 県は，えびの地震骰災者の民叶：安定および災由復Ill等の相淡に応ずろため，＇：＇惰邸，げえびの地霰現地対

策本部（以ド 現地対第本部＇という')に災＇，り対策相淡所（以ド＇）孔災所 としヽ う、）を設置する。

（設骰場所）

第2 相淡所は，内滸県郡えびの町良点に附く。

（所腎）

第3 相談所の竹罪および運営は，現地対策本部が所竹する。

（業務）

第4 相淡所は，被災名に対する木II談および広報をおこなう。

2 限広報中は，相談所に常尉する。

（職員）

第5 相談所に，中11,，炎担哨の職員（以ド 1iII淡員」という。）および広報tI9)竹の職員（以下「広報員lとい

う。）を骰く。

2 相淡員およぴ広報員は，本）i各部および四，仔県出先硯1葵］の戦員の中から適入りと忍めるものを知さが指名

する。

3 相談所に所長を附き，現地対第本部にをあてる。
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（その他）

第 6 本要綱に定めるもののほか，必要な事項は知事が定める。

付且IJ

1 この要網は，昭和43年 2月25日から施行する。

（資料 2) 

災害対領相談 所 運 営 要 領

I. この要領は，災害対策Il]淡所設賞波綱1こ駈づき災轡対策相談を迅速かつ円滑に処理すろため必要な事項

を定める。

2.災害対策相談所（以下「相談所」という。）の行なう事務は次のとおりとする。

〔相談事務i

II) 住宅に関すること。

12) 社会福祉に関すること。

心 衛生に閃すること。

(41 農林漁菜に関すること。

，5} 巾小介業に関すること。

16) 教育に1対すること。

17) 牛活（納税を含む）に1対すること。

(8) その他，災雷相談に凋すること。

3. 相淡の受理時間は鉗HS時30分から 17時まてとする。

ただし，緊急な場合はこの限りてない。

4.相淡は迅速に処理しなければならない。

5'相淡所長において判断のてきないボ項については遅滞なく宮崎県えびの地霞現地対策本部（以下「本部i

という。）に報四し，その指揮を受けるものとする。

6.相談具は相淡事項を所定の相談カート（別心様式）に，記入整理し，相淡所艮は随時本部長に報告しなけ

ればならない。

且、報

1.相淡所艮は広報9ドを随時巡l≪Jさせ，必要な事項を広報するものとする。

4. えひの地震総合観測班の成骰

2月21日地ふ発IL後も，辿続的にひん発する地虚に対処するため， 2月23日黒木知1iは――油宮

綺地）八直ミ合長を出いて， 専門家の現地派遣を合む雀1い）！」体制の強化について協議し協力を求める

とともに，さらに気求庁長宜，福岡茫9区氣綬台長に対し，緊急＇屯品をもって｛日［しの不安動揺など

現地の状況を記）1し，観1)し］体制の強化を強く要出した。これに対し気象月長官は24日から同庁地

裳cl-I父1谷謁介官を，また，

定された。

氣匁台長：よ25日から同気象台の脇l[1地ぬ係長の坦地派遺を決
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第 1節防災休；卜11

剌24日，地震観詞および調在のため来県された水1・東京人学地震研究所長に対しても状況を況

附しその協力を求め，気依月から派直されたll'I谷凋査宜らとも協議した結果，翌25日えひの町直

幸の尉［現地本部内に氣象｝］，東人をい本とする「えびの地震総合観測班」が設置された。

il) 総合観測班の構成

同尺訓班は，次の各戊1見1により構成された

I)氣蒙1『i斐l［系

気家｝］地哀9見の謁杏『［ （閃谷，謁禿臼，｝く

野，詞任胄，湯村晶任宜， Ill,11火i1 l係長が交

代で成直されし1{j• した ）を 11Iじ＼に，侃『閏

胃 IX~· '，じ羹合および冒崎地）｝気依合の職［しを

交代で 2~ 3人配漑

2)東京人学恨1係

地虞観測およひ調在のため，えひのII!]1こ

派述された束人地震研究面ド鶴教授をはじ

め同面職員がこれに協力

:l)京都）く学および宮崎県腎察本部I見l糸

京）＜および県喝現地腎1前本部において

は，それぞれ辻闘資料の提1共について協力

記者団に地震活動の状況を説明する総合観測班員
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えびの地震総合観測班

(2) 観測施設

地哀発！［後，直ぢに各懐関におい

ては，次のとおり店加域およびその

周辺に多数の祉いlll氾；9とを改閥または

位化されたため，＇，翌~点な観訓資床｝が

得られた

1)氣家］］i斐l係

J） 鹿児閏地方気象合霧闘火山

紐li)ij刈i(l也紐悶，，1＾ 1喜冷i5,000仔~（）

鹿児島県粉狐[Il]湯之野

名 鹿児，I：い県点松町 ([1動地震

叶数器）



溶1節防災［木旧i

地 震計記録装置

'" 宣：崎県えびの町頁字([1動地震廿数界）

2) 束皐＼学校II名

I＼ 東）ぐ粘闊火［l |観測i)i（地震叶倍率15,0

00倍およひ/Jil出度註）

吹：］乳，しえひの附えびの訂順

．』 東Jぃ冷闊心ll iri』!lll)『岡元分字（地投叶

焙率3,000倍およひ加辿度叶）

9：：汀［岡県えひのill」VI元

ぶ 仇鯰恥えひの町内喝（加速度叶）

，
 

，
 

，ヽ・↓
~

~
~
 

、
/

飯野( ” 

此児1ぶ且茉野iII]'

:,)以都人学1刈係

, t¥ IJし児見県「『松明（地裳叶倍率780倍）

2 '向：椅ilI]ヽ木木巾良Ill野 （ 

:1 熊本県名良木町（

99 

99 

ヽ
ー
ノ
‘
ー
，

＇い ！毘リし1ふ厨19)く「1,11

5ヽ： ＇， 牧闊191」’

（地裳叶信率 780／喜）

(n)  

※ 京）＜関係は委，，［紅1」,Illl

4)'：小崎県警察本部現地亨備本胄関係

えびの町皐！！l」'.脊察Iー，;派出1斤（イ了虚地長の震度別観測）

（3) 総合観測班の任務

同観測茫のおもな打務は，次のとおりである。

1) えひの地店観詞資料の収集

2) えひの地i哀活動の解析

3) ［苗＇l[；『i'i区気紋合発表の地震情報文の原案作成

4) t,9,1崎T;， [X＿父改台発よの地哀閏骰に鰭，見を加えて，現地関係機閃に伝達

5) I見］係機「見あるいは現地住民に対しての，えひの地寂活励に関する隙時の解説

II) 総合観測班の活動状況

同仙閏班の活勁状況は，次のとおりてある，
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第1節附災／本：§i

1)観測資料の収集

同観叫班において次のように収集する。

① 紺「I定刻に以仄するもの

底児畠地）」気依合扮，I；い火由観測所の 3II『間ごとの観測質料

東大地震研究所粉島火山観訊面の 6時間ごとの観』」資料

えびの[IIJ賓察官派出所（県腎本部）の行感地廂の糾測資料

2 随時に以集するもの

必要に応して各観測点に開会し，観測資料および参名賓料を収集

2)帖恨の連絡

以集された観測資料等に悲づき，地義の発!J状況を常時杞掴し，必要を忍めた場合直共に

次の機閃に通知するとともに，伽岡『：区氣象台に連絡する。同氣呆台ぱ， これを地此1,＼骰と

して一般に発表する3

宮崎店［現地対策本部

，2） えびの町災店対策本郊

① 古松町 II 

① 宮崎県腎察本部現地警備木恕

⑤ [I衛隊

⑥ その他必要と，忍める概閃および報直機匠l

その他，各機関に対する資料の捉仇，地元只への解，9）も等左行なってきた。

しかし，その後の地表活動の状況からみて， 「余店活砂はまだ続くが，彼'9''を起こすような余

姦の起こる可能性ははとんどなくなった。」との見通しがついたので， 5月15i Iに同観i，じ班の体

制を永続性のある体制に変更し， これまで同観測班で行なってきた業務は，＇宮崎地力気象台と鹿

児島地方気象合において行なわれることになったが， 12月20日予叶筒原災＇，「対策本部廃 IIと同IIりに

10か月の長期間にわたる活動を終えた。

総合観測班の活動中，特，，亡すべきこととして， 2月27日同観測班から，「地店はしたいにおさま

る傾向にある」との情報が発表されるや，それまで不安のため［］宅に）竹る気配をみせなかった岐

災者も，翌28日までには的80形が帰宅するなど，人心の安定に果たした役判は大なるものがあろ。

なお，総令観測班の業務を引き継いた宮崎地力気絞台の観討体制は次のとおりである。

(1) 毎日定時に入電する，粉島火山観測所からの観測資料を1見］係機閃に通殴する。 （毎日の入

電が 9月 1日から週 1回に， 11月 1日から10日に 1「]に変史された。）
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第2節避難の状況

(2) えびの町京町警察官派出所の有磁地震の観判質料の収集，閃係機閃への通殴

(8) えひの1町貞幸の [1動地震計数界の観測資料の収梨，関係機関への通報

日） えひの地展般災地付近の水内警戒のため，飯野炭京町誓察I'『派出所に 1’1氾雨鼠観測所を開

設した，

第2節避難の状況

1. 警察官の避難誘導

2月21日，現地へ匁派した唱備部隊は広報噸，パトカーあろいは徒歩により，死傷者の発見，

届出，屈難の買的，避難舒洛，直難楊所のり，知，火気，厄険物の処理等ーにういて，繰り忍し徹底

して広報を行なうとともに，関係機閃，住氏の利渇的な協力により般災者の救出，救護，舷難函

導印，者般の初期的な嗜備店動を迅速に実施した。そのおもな巡難秀沖活動は次のとおりてある。

2月2111, 山くずれ，がけくずれのため，通行不能となり孤汀状態となっていろ水流部落（え

びの』［京町から 8畑の地点）の仕l心を救出虻難させるため，現地へ急派した救助部條は，地震の

続くなかを徒歩で悲路の危険をおかして急いし，，hくずれ，がけくずれにより坪没，仝壊した 9

戸を発見，死傷者のないことを確忍し，恐怖とり名がくのため，ぼう然n失すろ級災者全員を避難

所まで誘導避難させた。

また，病院について仇傷者の存否調査にあたっていた腎察官から「共寸，西郷両病院に入院加

療中の身動きてきない，f袖患者が，輸送中がないため雌難てきす不安におののいている。」旨の

報化を受坪した現地噂備本部は， [I’I

ちに機動隊（人咽輸送中 2合を配備）

を急派し，病気の種別，症状もわか

らない患者を感染の危険もかえりみ

ず，［足廿lIIの指9]＼で患者を抱きかかえ

あるいは背負うなどして輸込中内に

つり下げた担架に乗せ，医帥，石護

婦，隊員を付き添わせ， 31畑離れた

隣接小林市内の病翫へ移送分牧収容

し，折り逗しピストン1窟送を続け，
被災者を避難所に輸送する警察官
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共立病院などの入院患者のほとんど令日を緊臼移込した。最も妓田の大きいえびの町真幸地区の

住民は，継続震動する地震におびえ， [1家用車，バイクなどを利用しあるいは徒歩で， われ先に

と他地区へ避難しはじめたので，所在の腎備部隊は今力をあげて， これら避難者集団の誘導にあ

たり，避難者の保護， 交通規制，雄踏整理等に不眠不休の活動を行なった'

同町真如地区京町の周辺部洛には， なお多数の餃災者が追難を求めている状況にあったので，

これら散在する部落については， 磯動隊および腎備部隊の一部を急派し， 大咽輸送屯 3合および

小刑輸送屯 6合をフルに使用して， 21日から23日の間に10部落の殷災者を同町飯野地区その他の

安仝地区ヘビストン輸送しあるいは徒歩により誘導避難させた。

2. 宮崎交通株 式 会 社 の 協 力

2月21日8時51分， 10時45分と 2回の地霞で， えびの町真幸地区の家屋は大部分が仝半壊と

なり， その後も引き続く地震のため， 家は形をとどめるだけで寸ち入ることは危険となり，住家

を失った披災者は＇こり空の下にあふれた。

えびの町災＇じ対策本部および宮崎県警察本部現地腎備本部では飯野公民館，飯野二葉幼稚園等

を避難所に定めたが，被災者の輸送は緊悠を要し， しかも避難化は膨）くな数にのぼったので， 宮

綺交通に対して協力の要泊を行なった。

などして救助活動に協力した。

これに対し，宮崎交通では次のとおり緊急配車を行なう

(I) 無料バスの運行
…------------------::…~ ~ ~..~ ~ :-~---~~----…"" ＂＂--"＂ ------

2, 21 

24 

29 

3. 

2
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＇ヽ 
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町一飯 野
（二英幼椎函）

飯野———京町
（二策幼椎函）
飯 野ーが

皐

飯 野一京

その他の協力

町

町

回 数 目

4
 

帰

帰

避

避

避

帰

通学 (11

” 

的
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飯野一京町
（公民館）" •-- ••" -•--•• ~ "”‘~ /• ~…~ ~—:.~ ~" "~ "—--~."--/-•-~..~•-..". ＂. ; 

” 

1)地底発几後数日の間，夜間は京附待合所車庫1ご，代卜を置き，

備 考

i',．ら原南袢：高校牛

小林商業胄校牛

り災者

” 
老人クラブ

” 
真幸中学校牛徒

” 
”
 

地区民の仮泊所として提供した。
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2) ジャイアント・フラーワー株式会社からテントを借用して尼由両店赦地内に設漑し，地区民

に貸与した。

3)京町行合所を，一時迎難I野として閲放した。

4)避難者である畜咤翡校![のため，一時乗中詞を無料で発行した。

5)多数の避熊学![に対し，小林＿・-飯野1'りに通学のためハスを提供した。

偉） 1. 真ザ線， <'fill温泉線は地震後一時パスの運行を巾止。

2.岡元線は， 12月27日までバスの運行を中,1。

第3節広 報 活 動

2月21「78時51分，えびの町真素地区付近が激しい地底に襲われ，相‘印の被害が発生した模様

であるとの情報があり，収材準備中10時45分， 1りび同地力を中心に前[Il]を」』』る地底が発生，通

信が不通で被古状況が刊明しないため， とりあえず11時に写真，映l由l担胄識旦 2人を収材のため

現地に派遣した。

現地の状況は， うち続く地震のため住氏は不安におびえ，ただ書の中を右往だ往している状況

であった。派遣職員は，現地に到わ後直ちに災古状況の把採と宜真取材を終え，同夜20時いった

ん帰斤，竹機していた職日とともに資料の躯理竹成にあたった。

翌22[！早朝，職員 2人を被災地に派逍し収材活動にあたらせた。また，前日取材した写真を

「えびの地康速報」として県）『本館に展小し、一般来月者に対して広報した。またf1治省，建設

省をはしめ関係各省庁に状況を報化するため，アルバムを竹成し夕刻の航空便で東京連絡部（県

東京直務所）あて送付した。

その間，報道機関に対しては随II廿情報の発表，写真の提供を行ない新聞，テレビによる広報を

強力に実施した。

23日，人心を安定させるため広報市を派遣し，住民に対する広報の徹底を図るとともに取材活

励にあたらせこまた，各諜から要山のあった，心録写真の作成およひ県政フォト f「成の企両を行

なった。

24日もまだ地震が続いているため，広報担喝職旦 2人を常駐させ煎日同様広報活動にあたらせ

るとともに前日企両した県政フォトを印刷し，夕刻東京連絡部をはじめ各閃係機関に配布した。

また，災害相淡文務を実施するため「炎冑対策相淡所設岡要網」を制定， 14人の相談員を閃係部
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団から派遣して相談業務に専従させることにした。

25日以降も引き続き般］地令域にわたって広報活動を実施するとともに，本省捉出資料として

0)敗古状況組写貞を26日5糾， 27日6組， 28日5組，東京連絡部に送付した。

現地の広報は， えびの町に塙力して 3月13日まで災＇；［相淡業務， 気役状況， 地震情報， 戻療班

の診椋，救助物資の配布，給食，給水罪のあらゆる連絡仏逹'li項を今域にわたって実施したが，

とくに地裳清報の広報は住氏の人心安定に人きな役割を果した。

広報，，じ録としては，県政映詞ilてえびの地底」を1!1成すろとともに，

フィルムを複製し保存した。

NHK, MRTで取材した

第4節 公 安 警 備

1. 腎備本部の設置

2『i21日8時55,f｝， 県質察本部腎備部外勁諜に「えびの地震災宜腎備木部」を， 同時に袖災地

所轄飯野腎察署京lli]腎察官派出所に「えびの地店災，t；腎備現地本部」を設買し，

した。その組紙ぱ， 第 1表および第 2};/.0)とおりである。

腎備体制を確立

第 1表 警備本部の編成およひ分常 1f務
-•:-こ--___ ------ •--• -- --- - -,  ＿”----＇‘‘- --.．-..．"  

贅備本部長 田村警察本部 長
- ---- - -- -- --- ------．．ヽヽ -------- - ーヽ — ””” -…•--

梅原警備部艮（兼硲僚長） 幣島総務宰長 樋口贅務部長
永井刑事部長 上 森父逍部長 荒木通儒部長

--・ -------、•----、/
係艮班長 係

硲 位

分 掌弔
/~ ~ ~ ＾』/~”/

梅

駄

外

勤

課

長

（

副

課
長

勤外
次

務

庶

実

務

施（谷山係艮）

（外勤課員ほか指名された

もの）

------ - ------------

。警備実施の介画凋整

3 部隊の編成運用

0 災害の実態は握

。警備会議

気象（同上） 。気象惜報の収集

竹
追
警
備
課
長
）

井
野
元
外
勤
課
補
佐

（
浪
）
宇
都
宮
外
勤
課
次
長

交通被害

（交ー・て課貝）
, t要交通機関，施設等の被苫および復1日状況の調査

/ ~—“””””"" -^

通信被寅 。通依，電力施設，機器の被＇舟および復旧状況の凋査

（警務課員，通信部員） 。避難状況の凋杏

避難救助 。避難誘導，人命の救劫等警備活動の調査報告

（外勤課員ほか指名された

もの）
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~ ~ ~ ~ ~ ~ 

係長 1 班
~一

長 係 分 掌 事 務

i 特別被害

| （指名されたもの）

：，人的被実の調査

3 官公署，病院その他t硬施設建造物の被害の調査

i…------- -… -----””ハー-・ヽ------ - - -

災涛統計（同＿1＇）

， ， 通信統制

（外勤課員ほか指名された

i もの）

： 防災関係機関連絡波貝

（特に指名されたもの）
--

竹警偏課迫艮 牧次ノ瀕長， 情 報（警備課員）

----・-----------

幣 島
福元次長 給 養（会計課員）

会計課長

児秘杏課島長＇ 久保次長 渉 外（秘因課員）

企山画ート文課裏長 児卜次長， 文 肉（課員）

樋 口
亦木次長 補 給（贅務課員）

黎務課長

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ -

教養課艮高橋次 長 払，，~ 報（教養課貝）

Iii JりIIコ1＇ 厚 救 護（課員）
厚牛管理 ’i料理官11• 

監 寮（謀員）

へ全被肉の凋査犯且I

。超・巾知波無線屯話の統制

．j 防災機関への派逍連絡

ヽ，悼報の収紐，報告

~ ~ ~ ~~ ~‘~ 

。設営，給食

0 贅察施設の被害状況の，凋査

/J 必娑品の，凋逹

。遺失物等の処理

3 腎区，警察庁， ,11央西人の接遇

2 災僭警備に関する文科の印刷糾集

。警備悛員招比

3 資溶材，車両の整備輸送

り有線通信の統制
・・・・・・・・・・・・・・・・・・--------・ 

＂気象災害状況，避難誘導その他災＇舟に伴う警察広報

汀資備活動状況の現場写真の撮影

c ｛建康符理

。受傷， り病，贅備要員の救護

捜二各課長

鑑識

捜杏・鑑識（屎員）

艮友防犯

少年課長
荒平次長 防 犯（課員）

，憐備汲員の活動由瑣の熾l査

J 犯罪0)捜査

，惰置人の緊急釈放

死休の検視（見分）行方不明者の調査

，現堀鑑識呼呉

..............,,,,,,.,.., 

も防犯活動

c危険物の警察措漑

| 
i 。防犯取締
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係 長 係

酒井交—--9

交二課長
； 

金丸，和田
通信部
各課長

各 係長

交 通（交ー・ご課員）

文掌 ポ務
/• ~ " ＂”‘" / •~ "- --―--

3 交通規制

。交通の確保

通 侶（通信部員）

~^ ~”’‘"~ ~ 

。有無線応急通信の運用

,'非常無線

。保守管理

（注）各係共通ポ瑣…......その他の特命事項

第 2表 えびの地震視地本部の組織編成表

係 分 掌 事 務

務

し~庶務

，警備部隊員の健康管理

0 災専相談

片l

田

監

科

長

9.~ 

察
官
、

児

万

機

動

隊

長

11 

次

長

黒

木

警

ら

交

通

係

長

実

施

実

↓
¥
 

女`9
,
 

交 通 被 害
および規制

避

特

t
 

甜
渕

別

誘

災

施

枚

ヽ ．．．．．．．．99 9,. 、99 9 9 9 9,．．..,,．， 9 、9

＂父通機関，施設，道路般涛状況，復 Ill状況の，凋杏報告

。交通規制

導

ピ，
~"~J 

~ ~ 

防災関係機関連
絡要員

0 警備実施の合画禍粽

0 瞥淵部隊の編成運用

。災害警備用資器材の連用

9 災実の実態は握

。本部報侭関係機関との連絡
~ ~ ~ 

~，気象情報の収集報岩

，避難状況の調査報化

，避難誘導，人命の救助，謁杏および報告

う，人的被苔の調査報告

3 公共施設等の被料凋杏報化

3 全被‘甚の調査集什報告
•-.~/ ～ 

。防災関係機閲との連絡

（注）各係共通事項・••その他の特命事項

2. 

(I) 

公安警備活動の状況

災害発生直後における警備活動

1)県驚察本部（贅備本部）の措履

2月21日8時51分宮崎市震度 3 （えびの町で震度 5)の地震を受感， 8時53分県下各警察署

に対し， 地裳の状況， 人の死但状況，重要施設，建物の被古状況，津波発生（異常現象）の状
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況等の謁査を指令した。県の西部えびの町真窄地区を中心とすろ一9：的に被古発Itの報叫を受

理，計ちに，所轄飯野喝察桝長に対し，人命の救助を優先し，遥難誘導，般災者の保没，交通の

確保，雑踏の整狸，盗犯の防止，広報活動（火気危険物の収扱い，混乱の防止，人心の安定に菫

汽を指伯］）に仝力をあげるよう指小するとともに， 8 11廿55分県齊本部およぴ般災現地にそれぞ

れ叫苦の腎I前本部を設討し，驚価体制を確＼＇「した^ 11時に飯野，小林）jlf1iに対する至臼通話以

外の通活を制限し， 11時30分に県本部機動隧および小林，都城各＇警察署から警価部隊を現地へ

緊急派遣した。 15時県本部から交通，防犯，捜任，広報，補給の各特科印象要員およひ必要装

備， 屯i,1,J，器材を視地へ急派し， 19時30分県本部警価部長以ート 5人を現地へ培派，裟災腎備実

施の指尊，調在にあたらせた。

2月2211 8時に小林図から腎備部隊要員を，さらに 81均10分には，殷本：第父通第 1諜所属

パトカーおよび白バイを披災地の交通・雑諮賂理収締りのため現地へ培強派造した。 10時10分

屈本部長（跨備本部長）は現地祝察へ， 19時30分，強・烈成紐発による般化拡大に価え，恥下

各閤から筈備部隊を現地へ増強派遣， 22時現地における通t3回線の途絶に備え，現地本部に詔

応皮応急無線固定局を設骰，県本部から防犯，捜査等特科部隊要員を増強派遣した。

2月23日 13時県―卜各署から警備部隊要員を増強派遣するとともに，県本部から諜長以下 3

人を現地本部廂僚として派遣， 17時虹本部長は現地視察へ， 18時に現地腎備本部，駁災古’対策現

地本部，町災','：対策本部間の辿絡用として，有線応幻電話を架設（廷長880m) した。

2月24[1 8時30分バイク20台と小叩輸忍車 4台を現地へ培派するとともに， 9時県本部買

務忽長以下 3人を現地へ派逍し，腎伽用資困材の連用指母にあたらせた。 10時現地本部長に対

して，管備対策丈知］必波とする設』の謁壺は，一応その目的を逹したのて，警察の行なう般

国の謁任は本 IIをもって打切り，人介の保，9隻，父通の確保，盗犯の防止，雑踏の格理等腎察本

来の活動体制を強化するよう指示するとともに，あわせて人の死似その他特沢設古， ')4:寮等発

生の際は速報するよう指示した。

2月2711 人成災笞備に1対する心得10則 (1,500部），同心得解況 (1,500部），般古謡査手

帳 (1,000部）をそれぞれflIIX.，仝警察I団に配布した。白バイ 10合，捜査，防犯の各肋科班を

硯地へ堺派した。

2月28I I えびの地底災占警備長期叶1札［！およびえひの地裟再発に対する動員計両を策定，各

所属長に指示徹底し，即応の体制を確立した。

3月25日 0時59分宮崎市で表度 3 （えびの町底度 5)の地良を受芯， 1時6分現地木部長

から「強衷再発，応援部隊の急派力」の要晶を支理， 1時 8分「えびの地裟再発に対する動員
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叩ifii」に抽づき，県卜各署に対して腎備部隊の緊急現地派遣を指令， 1時30分県本部機動隊長

を視地本部幕伯として急派， 3時県本部長は現地祝察へ向った。

3月2611 現地本附長およひ！貨l係1外屈長に対し， 「えひの地衷災＇占警備長尉 9;+1I"l」について

甘｝度指ホした，

3 1] 26 [1 ~ 3月:io11

侃日本：h!］に切り替えた，

3 Jj 3111-4 tJ 18 I I 

4 !] 19 [ ！ ～ 5 11 10 i 1 

「えびの地炭災占笞備長期叶I'，II」に人しづき， Jj」地の警備体制を長期吟

同L叶向に砧づき，警備体制を匁 l段階に剖小した。

同 1計 i!liiに1，しづき， 贅価体制を第 2段階に紹小したっ

5月11日～視在 (II{｛和44'「:1月人 II) まで，

施巾である。

同 1.99十111りに址づき賽備体制を第 3段陪1こ縮小実

なお， えびの地底に対する腎備部隊の出動およひ腎備川装備資堺材の動員数は第 3人および

弟 4衣のとおりである。

第 3表 災古警備出動賀察］団数謁

月 別 延 :H 動 数 ］
 

i
j
 

別 延 ！廿 動 数 月 )J!J 延 ! I i 動 数

2

3

4

5

 

月

月

月

月

2,823 

2,542 

589 

228 

6

7

8

9

 

月

月

月

月

180 

186 

186 

180 

l
1
J
.
i
]
 

}

!

)

｝

 
・會

i
.
J

~
~
，
 

0

1

2

l

 

186 

180 

186 

60 

7,526 

（注）上表は，昭和43年 2月21日から昭和44年 1月20日まての延出動数てある。

第4表 腎備装備資界（機） 材 出 励 状 況

資 甜 材 名 資 恭 材 名 数 3
―
 

-t 
＇ 
F~’~ 

般

投

携

照

照

へ

車

発

携

無

有

携

光

楷投光

明灯 （ちょうちん）

明灯 （ちょうちん）

ッド ラン

袖i)lj 杉[ 村李！阻紺i

動発屯

僭用発動発電

線 機 P R 3 

線濯話応急架

惜！11 無線

器

器

大

小

プ

灯

機

機

型

設

機

6

9

3

0

5

5

2

1

1

1

6

 

4

5

2

2

 
般

資

器

材

9

)

 f
 

担

L
救

救

口

折

手

な

の

つ

ス

命

命

9

)

 f
 

索発射

索発射装

み p̀
7 

・エ は し

る

コ

は

架

布

器

性

フ

ご

旗

た

こ

し

プ

1

2

1

1

5

4

5

5

0

5

8

 

1

7

5

2

1

2

1

 

7
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資 器 材 名 数
~1 

コ
n
庄
~
ヽ 登 器 材 名 数 喰

賓

甜

材

3

5

8

3

3

1

3

2

9

7

1

1

 

I

I

I

 

:, ．．．
 
ー
ニ
ー
・

'
i
,
＇
,
＇
’
…

t

h
れ

ま
屋

l

巾
~
ス
車
車
イ
ト
―

£
~
~
9
.

＂

ゞ

物

,/ 

送

送

-

l

 

i

力

片

ロ

輸

輸

川

バ

報

貨

~
ク

査

~
卜一

骰

型

型

ィ

~I

—~ 

か

掛

ハ

大

小

マ

乗

捜

白

原

広

大

‘~~/ 

~
 

~
~
~
~
/
 

~
 

~
―
―

4
り千

~, 

-
1
 

~, 

-~ 

~
~
 

~
 

~
~
~
~
~
 

~
~
~
~
 

~
 

~
~
 

~
 5

2

1

9

0

7

1

1

2

4

3

6

1

-

1

2

2

4

5

2

2

 

l

機

ク

閻

う

う

ン

）

器

機

鏡

幕

卜

ホ
一

ゞ

ガ

タ

ッ

ベ

ス

メ

ス

電

―

―

ジ

タ

ン

F
 

ス

ラ

ャ

-

ン

令

マ

ご

の

充

真

眼
ジ

ト
ン

（

み

ラ

器

こ

ン

ス

ト

速

t

ラ

廿

弁

こ

f~!t 
帯

ト

受

ガ

水

飯

雑

携

拡

急

写

双

天

折

2)所轄飯野警察裳の措置

2月21日8時51分えびの町真幸地区を中心に姦度 5の地炭が発生すると同時に，所轄飯野詈

察署長は， 肝I．ちに仝署日に対して緊急警備出動を命ずるとともに，県本部長へ報告， 震災警備

計画に某づき京町笞察官派出所に「えひの地震災古警備視地本部」を設隧し，警備体制を確立

した。

3）現地本忽の措置

1) 人命救助活動等

地震発Itとともに披災地を 4警備地区に分け， 死傷者の発見，救助活動を実施したほか，

病人， ど幼，如改 j'の保没，安令地悶への遥難誘埒 火災予防等に仝力をあげた。

¥．,9
 

ウ/

‘

 近難誘導

2月21日の地底に続く強・烈衷におびえとまどっている被災者に対し， 広場， 空地， 田，

竹林等安仝地悶を指示して誘導避難させ，飯野，小林等遠隔地へ崩難を希唱する者は，警

察．l•I1両を動員し，

努めた。

あるいは宮［I裔父通株式会社の積極的な協力等により被災者集団の輸送に

3, 広報活動

披災地を中心に，パトカーおよび徒少による広報警らを活発に行ない， 地震情報， 火災

予防，危険物の収扱い，保安措涸， 避難要舶， 父通情報等を繰り返し広報し，被古の拡大

防止および人心の安定， 迅速円祖な避難，交通の確保に努めた。

①
 

父通の確保措置
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紋災地を中心とするその周辺道路ぱ，：：（（没， jti壊，亀裂あろいは伍炭の改札i，山くずれ，

かけくずれによる罪没その他；：斤り［物I’1により叫印こ本通また していたので，

遥難路およひ緊塩i[1利の連いを緊急に侃保するため，必9及な交通禁l1, ［1,liiぶ止i,』んの，没

定等父通規制を行なうとともに， れ石板60本，父通条付板30人をJしll製し， iF仇lその他．］要

叫路の娑祈に褐小したほか徒歩， 1］いこの詈察官，白ハイによる父辺の収罪，指心，晨I,1]を

強力に実枷し，般災者の屈隠誘心および虹難，救Jしり111,:,詞辿1」の安令，＇］ ii］を図った，

月 k及古の実態調在

地恥発店伯後岐，＼謁査班を紐火し， 怜）］刷段陪の災，＼の規I羹，態様＇、りを， Jl1在把脚したほか，

京町警察官派出所に設けられた現地警備本部

現地警備本部で指示する田村警察本部長
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別迄餃，1国！令等，訓査班を忍Ini成して

仕古り）丈嘔翡介ぐ1紋底し，（I'哀，

」い（砥史を代む），以叫，屯気，

！：＜且，通｛，，その他兄，［［等戴，9'につ

lヽてば， そiしそ、llQll'!.I倅1支由へ通

・｝）した

,, 杖！怜成 1↓½!に対する lリJ,， 1，切）J

長災 (J)'）こ徳と附移に応じて，、どii,f

必娑f，:lしり，い術J;’，およ 0協力を'fJ

ナぶうた そのおもな 1旦真は， I「I笈

＇［対 '9し本：祖およひ消防侵1州に対し

以助活仙， 級叉各0)'人懇杷握，岐

』＾闘査体’Ii]のり1い（＼『と賃』」出忙

じ）），し刈， ｝j i~人， 佐舶， 火災「力，

（丘、9欠：I~＇！ 0) j,＇’, i 卜t，:バ，；吝＇ i ヽ• I I l'、J;、K文，

幼柑！点l, 1呆白！i/i・ぐりに対してぱ， 直

叫 1、'1および卜校Il1」:0)裳噌！，｛e齊寮官

によろ i且叶9,，灼）Tを， 1,州；・『i, [叉li,t

i 0見に対して！，：＇、，八＇八且者の隠罰

り屑買およご’'ぐ劣を日による直Iii，尻ふ

l叶,1」輸正を，その他i丈1行，炊！月に対

しては， それぞれのりTi’:̂1こ
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偉る骰内状況内の通殴，辿路，

lじ、急j翡骰等につしヽて必要ぢ助言，

糾J：［または協力を1」なった

(21 おもな警備活動

1 隠i：{［ふ｝

肛罹忍旱にあたってぱ，虎ら 9〉

る1本1慰と危菜を'1!して，山くず？！，

がけくずれて11J＼立状態にあった阪

（水虚：屈治）， 般

災地内各見1りLしに人）し1冒），F訃也者

など白数 1人を人叩蛉込小により 車両検問する警察官（被災地入[1)

安仝地区内の各柄1，'し（飯辿且1噂{II.31加）へ緊急ビストン噸込した，〉また，虻難を求めていた点

Ill]およびその！均辺10部落の住民を人州愉込ji悶により，安仝地区内ヘビストン諭迅し避難さ

せたはか， これら 1tl;1,］による直闘疇広および l,1含く）1]年，ハス，比歩による追難者史団の流れ

を安仝かつ「Jri]にするため，仝力をあけてこれか追難誘況にあたった。

か 破',I;:~りの調任活動

警察't位）晶任て地店によるタヒ者かなかったこと，負楊者で医何］の治療を叉けた者はいち早

く判叫したが，建物政＇,,については 21日佼現地本部と町災古対策本部と謁査の力広，要餡に

ついて協議し，ぎ察， 11!［合同による骰，＼謁任班22個班を紐収し，第 1, 第 2［lI1地脳級古につ

いては 2月22日に，第 31[I|｝』広級‘』は同23日に，それぞれ合同晶査を戸別に粕密に丈屁し，

1t後の災古救助活動竹比心対策実施0)柄本資いとして広く活用てきた。 23iiまてにおける詈

炉 li独また '9よ合同による般＇，＼謁介によって，警察の行なう威，＼晶査活動は， 加その打務を

ゲし［したものと判＇析し， 中後の，般的尉,,謁査は町の活動にゆたね，門苓祭はその直務 I．．必要，

とする人命およひ牡妹絨古の謁令にとどめ，澁災笞伽活動に専念した。

⑱ 交通の確保拮漑

避難者の辿閾霞輸込，救抜物資噂の緊急輸迅巾祠，J，慰間，祝察等のほか県，叶町村からの

中，1，II]の行来は，時の経過とともに増人し，彼災地に通ずる !Iも丘， J．嗅：地）） J直は広域に及ん

で連 1混僻ふくそうの状態にあったので， これに対処しての父通の確保は，隣怯熊本，鹿児

島，大分各県贅察の協力を得たほか，般災地のみでなく， これらの］，9:要道路を符轄すろ県下

各署の管察白を辿日動旦し，幹・文緑直路を中心とする広域父逍の規制，指遅liく締を実極し
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た。このことは，｛山の災古にみられなし＼｛『妹な様相であり，負担でもあったのて，一般賓備

部隊の現地派逍にも少なからず彩粋をきたしたが， 、Kいに，＂人 1i・牧の発什もなく，屈罰者輸

送，虹難，秀翡および緊臼中向の連行は勿裔，一般 '1'「1,1̂、りの安仝円rI]な交通を1惰保することが

できた，9

① 広報活動

2 /]21日の地霰に続く数1ulの強・刈底および 3月2511 0）他底ll'［後におけろ骰災地の心乱と

混雑の防[1, ，t訂；［に伸う火災のI約1Iおよび直難，秀り，負傷者の紋，；釘、りの札い苫か迅速， 凶切に

行なわれるとともに，人心の山」］安定を図るため，広報it，パトカー，孤ふ（トランジスタ

ーメガホン携い）的による広報をくまなく；なり iはし丈施してその餃迅に努めた また， 1）』地

本晶およひ此， i町心．＼対策本：侶OJ1fr在地，崩餅恥｝叶，父近のi人i)心を心叔した）ぐ［＇｝＼＇［石板 30

枚を製竹， えびの町真七地区を中心とするその閲辺の要所に褐小し， i[米する人およびl卜両

の使打を図つた また， f丘険な椅羹』路および山くずれ，かけくずれによるイヽ通箇面，徐

釘区間等を心放した）'r石板 120枚を製竹，般災見に通ずる幹・文罰叫名の要凸に褐4、し，交

通の条内と1}故の人然防111こ努めた。

（り その他の警備活動

I 釘慇地裟の心緑

坦地本部においてぱ， 2 I] 21 I Iの地震発11時から引き続き咽察官によろ有感地震の状況を

時分を追って叫録にとどめる ）j,気絞合およひ県， IIIJ災古対菜本氾へ通報し，これら艮I｛系岐

艮］のいなう防災叉務HI進1の資料にi！［した （1！感地震の状況は巻木に心載）

，2 叫難者用テント架，，支の指呼

似災＇，＼対策本部は， ill}及古対策本部を通じ 2月231 lごろから餃災者に対して，虹輝）｝］テン

卜約 150似を貸出したか，級災名のなかにはテント笈没の安餡かわからずI木le'¥していろ者も

多かったのて，機動隊いが［分けして各阪災的治を[iiiり，部落代人者等に対してテント集設

の汲鉗Iを）こ地指沖したはか架，此竹業に協力した，

予 避閤先に対する巡詞叫格の丈他

各虹難場1奸およびテント，小／点が 1ナ， ビニールハウス住tヽ の般災者雰倅J5,000人を対般に

2月26日以陥巡lii]心絡を出tllj的に文他し， 々のり活の文棺見脚および名種腎察相

淡ごとの又罪，火匁・危険物の以改し＼処罪，木炭・プロパン使用によるガス中占の予防，盗

難の防止等について，｝理解と協力を求める等人心の安定に努めた e この巡団連絡の実施によ
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第4節公安腎！蘭

つて，岐災者の1.「活の丈態と動静がよく把握され，知人，縁者等県内外からの安否間合わせ，

見舞，尋ね人雰に対する処押が的冊に行なわれたほか， 『ド後の警仙対策」，負するところが多

かった。

・い 災＇古警備相淡所の開設

県本部およひ現地本郎に「叉古阿仙相炎噌」を間ふ内従員を指定して般災者等の相淡，

地罪教ぷ，尉［内外からの『汀会等にあたらせた，なお，中iL；炎件数は 3月人まてに 2,100l'Iを突

破，岐災者，山1月1名，］I(，,会者の利｛史を図った，

か 防犯活動および屑Ii'胄')9故の防止

22 I 1191叶19分A’;3 [l[I t1 0)り祖店により岐＇』がさらに妍人し， 帳）旦名の不安はその栢に逹し，

級災者は一：屈を妓してはとんと氾罰したので， 11{＇、］を狙う 1益犯の防l1，父迎の混岱IiとIii賛に

よる '1,牧u)|()llしを図るため， 餃災地を 1|l いに 8 かけ'ro~ll叶応検 1111 所を設 iiりし，［ii]!)［を拠点とし

た，9予察＇［［の見りしり，検閥およぴ仙歩による 1日1門らを），i夜崩iJで実屁すろはか，パトカー（

以人 8 介）左常l1]fl1 '，動させて 11~、褐臀らを実他し，犯罪の予防その他警戒警価に努めた。この

ため，般又地区におけろ父通）｝文ば＇附贋，硲 •1,Ii, Ji「14f'I（うち 2件は現1J犯検裕）が発f！し

たのみて，級災地におけ乃治安をIi/I保し心難氏の不安鮒泊，応急対策の推進， i哀災復製のI足

』に柏棒町に協力した，

、(｝ン,<gt 0) |リJj|，札＼悩r,:

2月2li 1の芍 1I口1の地心l直後，現地てプロパンホンベが肌倒して火災となりかけた了J［案を

般災名の磯転で泊し」じめ）ぐドにいたらす終ったが，他にも同様 'li案の発／i~すろおそれが強か

ったのて， とくに知前部隊旦を指名して，出動ii']防団員と協力し， hい動を紋けている絨災地

区のプロパン図を使II]すろ各戸について，火氣，カス i曳れ謁食を実施し，カス戌れしている

ボンベ 2fl叶を発見して札冒州すろなど火災の予防に努めた なお， この火氣芍乳在を実施中，

逍1：忍をい傷しご応罰できずに i'I殺を図っている如｝久を発見救助した，

7 1i:,｝責警寮1,；；屎：Iげのぷ悶

2月2911ぷ通となって tヽたl1且改古都線の復Illに(『 lヽ， J[国駅に卜叩する見舞， 山閂苔言の

利使を図ろため，同駅前に I,：：，,11サ警察官派出』を及附し， これらの公衆肱遇にあたらせたとこ

ろ，辿日和1月1者が名く人心者から多数の礼状が冴せられた

，S 特別巡！Il]辿絡の実庇

4月はしめ級災地令域につ lヽ て，特別巡Ilil連格を実胞し，各戸ごとに各秤警察相談に応ず

ろとともに，災古復1日についての意欲を促し，要叩怠見などをぎき，必要と忍められる炉項
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熔 4節公安夜予備

ぱ，閃（系機 1月に仏えろ算見ぐ］対策名般のド］祖な附迎と 1[i~1 の安定を閃った。

R 通いの確保椙i置

地贔発！「と同11.'/に現地本邸にパトカーを[「;1定配買し，有線電活途絶に対すろ惜買を講じ，

さらに閉¥2 i 111 (22日）には，現地本部にl?,I定餌砂訂，．］をは骰して坦地配1前の各臀！仙部隊検間

叫との連玖通イバ体：い］を性化すろとともに，一般加人屯，囚イヽ通II!」には，恥・ l'「l災＇，［対策本焔 0)

殴：＼，叫格 n] 務に吹劣付I！亨を利用させろなと，初叫段附におけろう<'』通 1,~10)！薗保に努めたっ

また，｛j麿通いの途絶，通！，，のふくそうによるこれら1州係I霞1文Ifillい）叫絡通恨が日沿を欠ぐ

川かあったのて， 22日これ言機艮lとの間に贅察府鱈屯，占を応急炭，没したーこのため， 1父甘芦成

|9」と 0)叫裕協翡が•［文とド］沿化し終令的辿係活動が文lJ 果的に 111乱できた，9

Ill、 1→出II廿におげる役）＇し界^、『 O)店）II

相次いて発'1したり崖・列底による倅霞に加え，第 31」ll「］の薗鳩が夜間てあったため，賠閤の

なかで逃げまどしヽ，動揺する般災者の安仝と人し＼の安定とを図るため，発励発屯I姜5J〖を要

呪に配直して連続、i(｛射を行なうほか，揺闊投光沿， ！い］月， ぢょうちんを仝賢備部隊に配備

し，仝I(りi)JI畏能をあげて叫闘者の誘吋，賃戒警価および人心の安定に努め巾故＇りの人然防 lk

に）j仝を訓した，

(4) 災害警備にあたってとくに配意した事項

1) 腎価部隊員の布舎

賓侃1部啄いの忙i舎は，哀災第 311日まては，ほとんど徹宵勤務で不茂であったが，第 411 

目から部隊［＇［の附舎として 119IL心ィ訂含入岳叶が害ljヽ9,1られたか， ‘’ill!i岐災者を収容する鹿没も十

分でなかったので，部隊員附舎としてこれを使用することを巡け，仝警備部隊員が誓備用廂

企，借）+Iテント，賢察巾両内にて休息または仮l11しした。

2) 「大底災賢備に関する心得」および「ヤ炭古調査『板］のf「成配布

今阿のえびの地震災古は，かって舒験したことのない激甚な災古であったので，各般の賢

察活動がより迅ふ il'膚，適切にいなわれるよう，人底災腎価に関すろ心得10則，同心得解

晶設古調在『狐をそれぞれ竹成して令贅察官に配布し，般災住民の心1青尤根底に，関係機

恨l との辿絡協謁および関係住氏の理解と協力を），〖調とした，虞災竺価活動か〗『貫して推進さ

れるよう努めた a

3） 般災地出身腎察官の優先的派遣

贅僅部隊員の派造にあたっては，餃災地出身者およびかって所轄飯野腎察討に勤務した腎

察官を優先的に派遣し，彼災地住民との相在連絡等が緊密に，隔怠なく行なわれるよう配慮
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溶5節 袖災者の救援洒勁

した。

3. その他

11) 1111木「］43年 4月22「]， ‘¢・,9,ii{)地）j気匁合長から，県誓察本忽長!-t寸して，えびの地震糾，lii[ljに対す

ろ感 99月の礼状が冴せられた，9

12) In]｛「 5)］1日，えびの町長から， iピ警察本部および飯野笠寮料に対して，えびの地震におけ

る賽1似舌勁に対する慮面状の］許団があった、

(ll) 同化 6月5I I, 腎察／i長立から，県賽察えびの地店災古臀付1本氾に対して，えびの地磁災',1「.

腎価の業納を杯する臀祭）］長＇白＇貨が長仔された，

(JI 「五J{[9月 I!I, 内閣総罪人1いから l見屈察；びの地店災',1・，警備本部に対して，えびの地Lと応，げ

腎備の功紡を杓する内閣給坪）、［hj団（人杉状および栢）か長りされた。

(5) 同年 9I] 1211, 宮：I均恥知 1i：から，恥本部炭励隊およびえびの地震災古誓備現地本部に対して，

えびの地店災古夜斧lrlli活動に対する感謝状が！！＇;り「告された

第5節被災者の救援活動

1. 災寓救功i.tの適用

災＇，＼救助仏は， た定規校以 1の応，じか売I「した場合，災古を受けた人逹の保，心と社会秩序の保

全を図ることを目的として， 1月か地力公Jl団体， 日本赤I字 TIその他の団体および且ll心の協力の

もとに必汲な応急的救助を丈庇するために制定されたものである。

この法往による救助は，その災国の大小や態様をとわす，すべての災',I'について実施されるも

のでなく，巾町村や部迅府県の区域内の人IIに応し，一定規松以1のII卜、間の仲家か滅久したとき

ゃ，それに該渭しないが，多数の者が生合または身体に危，＼を受け，また，又けるおそれが生し

た場介雰一定のtLの，適用），し渭に迂すろ場令に丈庇されるものであり，その沿用はlhl町村の区域を

爪位として1」なわれることとされてしヽる，

救助の実施機閃は部迅府県知れであるが，出1間村長はその救助1t務を補助し，または委行を受

けて救助の実施にあたることとなっている。

また位11＋は，救助や救助の応長の実地について，必ばなれ項を「1 本赤•I 字材に委託することが

できふ
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熔5節 破災者の救援汽動

故助の研類は，収容嵐及（虹饉｝，r，応急仮没住宅）の供出炊出しその他によろ食品の給出

飲料水の仇給，級服寝只その他付~活必加晶の給りまたは貨廿，矢燎およひ助咋，飩災者の救出，

住ての応急修坪， i:I-叉資金の貸り，＇ ‘j'川晶の給げ，坪葬，死体の捜玲、およひ処罪， 1i店［物の除去

となっており，その実他の利度，｝j払および馬］間につ lヽ て，あらかしめ定められて lヽ る）よ頃によ

りi」なわれることとされてl‘'s,

、災古紋助仏による紋助り）師類，期間およひ費用

種類 期 間 費II]の限度額＝避難人員‘(Ili/；IIi(1人 1日）

i2) 次出し＾撃食品の給号 In] 

(I) 避難所の 1共信災＇；り発’ードの日から 7日叫以内 既設建物刺／l! 板囲パラノク 文硲借I:

4月～ 9月 41月50銭以内 51月25銭以内 6円75銭以内

10月～ 3月 61,J 以内 61」]75銭以内 8日25銭以内

1人 1日100円以内， 6日以降は 1人 1日130円

以内，／こだし特り11の事由かある場合は， 4日以

ド斧， 1 ｝ヽ III 130円じ人1付

実 費

1

・

：3) 飲料水の給与 同 I: 

！4) 被服哀具等1．仁活必困
品の給与または 1~記勺 災＇，り発 I戸「の日から10日間以内

区 分 l IIむ

仝壊

半壊

(5) 糾 療

(6) 骰古名の枚出

(7) 応怠仮設 {i’む

(81 H'むの応急修罪

(9) 学）11品の給勺

110) 死1本の捜索処迎葬
坪

(11) 障＇；鰭物の除去

(12) 輸 送

(13) A_す,O) ½Ii _1-_lf 

由 1人lit,：}t 2人lII:il:；

円

PJ; ， 

円i
10月～ 3月 6,300 8,000 10,800 

4月～ 9月 5,000 7, l00 

10月～ 3月 I, 900 ＇ 2, 400| 1 i ： 
3,200 

； 

4月～ 9月 I, 200 i, 500 2, 100 

哭，じ発！Iの日から 14日間以内

災内発I「の日から 3日間以内

供与期間 2化以内

笈力発！1の日から 1か月以附
に完成

災じ発It~の日から
教科，9l lか月以内
文房具^、;: 15日以内

災峠発牛の日から 10日以内

同 1こ

それぞれ救助の種類に忍めら
れている期間

3人世麿 I 4人lit術 5人1it術
円:. •—• ●- 1'｝ | 

12,600 15,SOO! 

8,500 I 0, 50D: 
l 

0

0

 

~00 

8

6

 

9

9

 

3

2

 

0

0

 

0

0

 

7

2

 

9

9

 

4

3

 

2,000 

1,400 

600 

400 

実費

闊[

「̂＇991たり 163,000円以内

・サ噂たり30,000円以内，ただし特別の珂由があ
る場合は 1/i当たり40,000円以内とする。

I噌 ．．
 ー

教科Sの実費
文叫喜巾＇＇和 1:1人 950円，小学生 1人 890円

ず費
且j!作大人 (12オ以！：） 3,700円，小人3,000門

批札l吐iたり 5,000円以内

実費

実費

』：内崎県においては，災‘,I隣：救助施行糾l則を定めており，その第 2条の 2の規定により，次の救助

の実施を巾町村長に委iTしている。

(1) 収容疵設（応急仮設1主宅を除く）の仇げ
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第5節 骰災者の救援活勁

12) 炊出しその他によろ食贔し0)給りおよこ惰ぐI:II1くの仇袷

(』 ）ミ，1,にかかった打の記1,1

, I) 'f月lU,Gl糸合 'J

15) J平拌

(fi) 死体の捜索

(,) 1,七［本の処理

岱） 災，ピによってイギ「，汀またぼその'],1辺に迎げれた［右，竹木’：りで「I常I[i舌に署し tヽ文1寮本及ぽ

してし＼ろもの 0)じ余l、
なお，’：,,|『）u,9)、l)只t, 日本札、1字 KI:h'ii)恥文部長と又』敗助業務委ふ契白内を収り父して，［叉

ぬおよび功J‘(~ ， 1i -，ぴに牝（木の処押のうぢ夕rl人のりし沿，贅介， liJ,:］, ＼りの処Ll八およひi貸条につ I， てヽ

業務の委心をしてしヽる，

；,:〉の地此災』にぱ，次の柿類の1攻9i!］を実庫した

!II 位'1111いのぶ[']，9 441, 045|[J 

(2) 応，＇こし｛ij,，之{}•』 t: 0) {！ ［ i J 20, o:,4, 0001「J

団塙急隠 罪/Cfの設凸'. 13,031, 0001'] 

i4） ピ〈出しその他によろ食晶の袷り 2,482,258門

(5) 包<1、f;Kじ）州皇合 192,912「「

(GI 飩II且寝具その他'I,活必霊’9内の給り 8,468,849円

17) I欠狛 876,020門

(8) 住じの応急修罪 10,473,807「「

（9) 学用品の給仔 16,330円

(10) 輪送費 173, 433「「J

111) ')(務費 4,605,901「1]

(12) 人）こ賃 496,800円

J[ 61,292, 3501'] 

これら放助の実地に変した脊費ば 6,129J」「]になり，そのうぢ攻助の対象となる終費にう（ヽて

は国がその 2分の 1をi'liilし，その額は 3,024)iiりである。

- 144 --



第5節 艘災者の救援沿動

第 1表 災’占攻助の実 弛 と そ の 費 用

¥
j
 

9
J
 

メ川L" 
］
 r
 

西
8t
 

物己

-

;

 

一

化

外
,
f
 

円

-

1

一

里

―-，；…;_.,．
,
9
9
 

ふ
迪
難
所
設
限
翌

緊急避難所 設 骰 費

応急仮設仕~宅設沼袈

炊出しその他による食品の給与費

飲料水の供給費

・

・

と

．

令

斗ヽ

~
 

の
給
与
費

他
牛
活
必
困
晶

被
服
疫
ti
〈
そ
の

ーヽハ『

壊

壊

仄

愉

人

4
i
 

!」、

療

送

夫

仮

;： + 

,11 

し
又ッ＂

料
丈t
 災害にかかった｛主宅の応謡修理費

学給＼小学校 教 科 内

I II I 
ロ与＼中学校 教 科 科
,99:' 

の費小 計

費

賃

法第 34 条の袖棺投

救助哨 務 費

i
 

,t 
j
-1-数

6

6

0

0

8

 

2

8

0

0

1

 

．

．

．

．

．

 

8

7

0

0

9

 

3

8

8

 

6

7

 

9

9

 

2

9

 

8

6

 

4

1

 人

9
9
9
,
 

油

7

5

2

7

8

延

5

1

6

8

2

1

3

 

6

4

0

1

8

 

9

9

9

9

 

9

6

6

7

 

4

5

2

 

43,331 

痒
9

1

3

 

阻

5

7

 

4

8

 
1,324 

人

8

0

8

 

3

1

4

 

金^
l
 ＂ 

~
 

4.46 

0

0

0

 

0

0

0

 

．

．

．

 

1

7

7

 

8

5

9

 

2

3

3

 

9

9

9

 

2

3

6

 

0

0

 

0

0

 

．
．
 

8

2

 

ー

8

l

o

 
．
 ，
 

3
 

~
~
~
，
 

人

堺

延

8
枇

8

6

6

 

7

2

 

363.00 

258.00 

341.00 

額 (Al

円

2

3

5

 

0

4

4

 

7

3

0

 

9

9

9

 

7

3

1

 

5

8

4

 

3

4

 

13,031,000 

20,034,000 

2,482,253 

192,912 

5,538,449 

2,930,400 

8,468,849 

90,223 

10,473,807 

8

2

0

 

5

7

3

 

7

5

3

 

9

9

9

 

3

2

6

 

173,433 

496,800 

785,797 

国庫補助額
(Aぺ怜）

220,523 

6,515,500 

9,617,000 

1,241, 127 

96,456 

4,234,425 

45, I 12 

5,236,903 

8, 165 

86,716 

248,400 

392,898 

i 4,605,901 ! 2,302,950 
i ! 

~ ~ ~ ~ 

合 t
 

斉
＂ 61,292,350 30,246,175 

）こ，｝，1均の応／』救助ぱ，あらゆろ災』対策の山て最も急を要すろものてあり，般災叫：ドの状況

に脹づき，紋助の大部分がさまざまに変化するなかで実廊されるものであるから，その指押所に

おいてはil'］1巡な判断により実施指令を出す必要があり，そのためには，迅辿にして正確な般害状

況を把握することが肝要であろ。その指揮所は県災古対策本部のうち災害救助部である県社会課

とえびの町災冑対策本部であろが，災寅発生渭初におしヽては県社会諜におしヽても， このような

沢常災古＇に対処する配應にやや欠けるところもみられ，えび 0.）|11]においても，その職員 r1身が披

-145-



第5節 被災者の救援活動

災者であることでもあり， 1l]梢な救助体制をとることが困難であった 3

県社会謀では，この欠点を補い早急に体制を確立するため，謀内の責{T分担を開］確に定めると

ともに， 2月23日から 3月 9日までJ応生労働部合[IiI|，謁束ドL幹らを現地に派逍して， l直接救助の実

犯にあたらせた，3

地巖‘'叶，この地力は数 1『ふりの大勾て，地表により各／iJi・ に山くずれやがけくずれを起こ

し，山！角をむき出した山々を除 lヽ ては白一色におおわれ，また， 心路は、］，祈され，父通規制が行

なわれたへそのため，設』，凋在活動が人きく伽Ii具され，設，＼状，兄0)把握かおくれた。したがって，

8時51分と 10時45分に発生した災害であるにもかかわらず災古救助仏の凶用は同 11夕刻になった。

えびの町からの般災 liI•9:：｝数等の報化はおくれてしヽたか， 21 ii 11時30分に， 直，者県福祉市務所長

から叶会』↓長にあった情報によれば，およそ地庭の激しさを推定することができ， これらの恰報

が災古救辿仏適用の判断を舷確にさせた その切報は次のとおりである。

2月21日11時30分報告

本朝 9時から，京町，加久藤地区は，ゆれつばなしてあり，が町付五はとくに激しい。道路には危

裂が入っており，また現地は豪吋でもあり車では行けない。フロノク塀はほとんど倒れている。被甚

状況の詳細は不明てあろか，加久藤地区でもがけくずれで家か抑しつふされた。人畜には被甚はない

模様である。

2月21日15時報告

）足ヤ支所，！訳舎が傾き，京町の民家はすべて傾いている。とくに，人占向けの適路は寸断，交通途

絶，京町地iズの住民は雨Iiなどを畑，竹林に敷き｝ l外に避難している。水道，・，韮気はスト，J プし，地

開りと時々きこえる爆発音に住民は不安の状態，山くずれが相当ある。

2月211i 151i.'y30分，えびの Iiij~ にから知＇ドに対し，災‘古放助広心）月の IIlnf]かあったが，同町の住

家般、しは，およそ令坂10戸，半壊140~150戸てあるとの報化のみては，災害救助広は適用てきな

lり）で， 1）如者虹侃祉＇ド務 J斤長に対し「般，I，状況を1孔急に把脚し，十急報化せよ 」と指9j、した。

1611!/40分， 摩11省地翡，果に対し， 「えびの地店災内により人家の般』発仕，災店救助止適用に

いたるやも知れぬ，視II『点の履』状況，令半壊83[1ぃ：：:,今後増加する見込みぐ」と報告した。

えびの町の災害救助広の雌用）長準は，人IJ33,101人 (40年国勢謁壺）であるから，仝壊換箕1こ

して60廿I翡である。

13叶に出発した，今同特別調査班から「仝壊13瓦 半 壊70戸，被害謁在はきわめて困難である。」

旨の報告が17時20分にあった、，その間［前の16時45分に，えひの町から避難者の数は次のとおりと

予想され，屋外に避難しているので，テントを都合してほしいと要讀があった。

点町向江448廿じ開1,543人 ＿L1月江4411ゎ:::165人 ドi甫531¥1:、間197人 中油l16t且罰431人

」こi甫158tiじ悶677A /t819廿尺,:,3,013人
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第5節 般災者の救援活動

以士のように現地からのりり報は，断1,1的なものてあり，絨‘，じの把抑が困難な状態であった，

18時45分，えびの町長から「仝壊

s:1111,:::, 平壊 257111;いを仰，忍した，

なお，豪因と地裳が続しヽてしヽろので

謁任はきわめて困難であるが般古は

鯰お）．fり加すろ見込み 」との鳳，If報

化に1安し， 19的同i財に対して，災内

股助1人を必用することを決定，直ち

にこれをえこ＼の町に通知すろととも

に厚生）＜iいに見！，した・

竹林に避難した人々

災古救助91置）II門の彼，＼状況ぱ，

2月21I I 19時視在，仝壊83tltit:350 

人， ‘I'· ／災257 り 1•9,i[1, 200人，一部祖壊

520［廿：i'て，級□11^心の令壊換狩は、

同 上

207 lit：りとなる 同町に対しては，

災＇，1~,救助凸、 0) 邁 Il] がなくても，応急

対策を進めるようすでに指9］、してい

たが，さらに直難所の改履，飲料水

のI!［給， t欠出しによろ応急給食など

を心により迅狸すること左通知し，

ii亦に対しては医燎班の派造を要，1］＇］

した さらに防寒寝具の輸送体制と

均資の，謁逹なとの『1り出こ）」令を期す

と同時に，猪騎氏／し労働部長は20時

30分，社会＂は長は翌 22日に現地に急

行し指揮にあたった，

この政助活動は， 3 月 25 日に発I•「した地哀によるものにも継続していなったが， 2月21日の地

震による政助活動と区分して救助の期間を定めたものと，継続して期間の延長をしたものとがあ

る。

その状況は第 2人により知ろことがてきるが，近難所の哀骰についてぱ，緊急避難所の設謹を
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行なしヽ，

第5笥

不時に発庄する災古に対処

する槌設を 4月30日まで引き続き設

置し， また， 飲料水の仇給にうしヽて

は4月16日までilIき続き恰水したか

らである

斜県的に， 避難所につ lヽ ては 2月

21日から 4月30日まで 91,]の延長を

して70日間， 飲料水につlヽてぱ 71,,1 

の廷長をして56日間， 炊出しにうい

ては 21いI, 医柏については 11,,1の延

長を)',iii 大 1いの牡~別牧忍によって実

迎した

被災者の救援活動

第2表

現地で指揮する猪崎民生労働部長

災古救助仏泌用期間廷長の状況

ー 9
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，ヽ＇＿一，：

-~ ’‘’99，廷 l<承認： 9 l 9,．．'i.’’提',',9 

:•~• • --~. 9999'，仰999lS中姜＼

災古発生時に優先して配慮しなければならないことは， 般＇＇『の確退である。災害が大きけれ

ば大きいほど，その困難性はますます託まるので，般災廿I一，：：：、とIll;:l}日名沿の迅速的確な竹成が強く
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第5節 被災 者の救援活動

要求される。

えびの地裳）：古においては，多くの悪条件が重なり岐災者名簿の作成が超れたが，今後の災＇，ど

対策の推止．上の問題として反省しなければならない，

とくに，今担l0)地哀絞古のIi(I五忍か困難てあった理由を列拳すれば，次のとおりである。

ill I}噂くの成古が外見からは判断できなし氾

(2) 家屋の内部の般古も建築技噌者てないとわからないっ

（＇i) 闘任に伴う危咬が）＜きい。

日） 地ぬ災）』の抒院者がいない。

(5) 続発すろ地晟により板古が）仕JJし，講在時点により帳＇；ビの利＇度が変化する。

((iJ 仝旦凸罰しており， ｛i 1,tげ＇：札， ぶりいの構成が把批9てきない。

Ill 人'’｛くと心州li)2iのため， 十寄動）」が発抑できなl',

(SI えひの切真、｝地区の戦［［の人：屈分が餃災名である。

本来，般火者名内的につ lヽ ては，ヽ 9,1，，亥心町村の1峨日がfl成することになっていろが，えひのlilJ

職員にはい心対よに仝｝」を[tm1させるため，恥の各囁祉'}i務！斤職員"t14人（中刈114人，児湯 2人，

東日杵 2人，北沿県 6人）を堵急劫いして災［の｛i/1；忍をりなわせるとともに，直渚県福祉祁務所

の令識旦が般災者名約のfl！戌にあたり， 2月21日から24日まで不llし不休てこれをfl成し，救助の

的確な実り国に寄’jした，

2. 避難所の供炉

般災地の住民は， 8時51分，虞度 5の)1]］点て屋外に隠難し， ,JIき続く地叫りと爆発音に，さら

に起ころであろう地り＇sを予＇ぷしなから辺ごすうちに， 1011廿45分；，'ii虹6o)地ぬが発11, 恐怖と不安

におののきながら， 9月1人緑故をたよって続々と直難をはじめたか，人ば）八111への心名は州壊し交

通途絶となったため，小林）1：Illへ0)心絡に趾児作者およひ［：山」が集中し，に蛇0)タリをなした。

身を岱せるところのない般災者は，由戸などを翡！l,竹林に放き，仮小屋を1反設して避雌していた

が，午後から夕亥l]になるにつれて）匁氣は強まり，不安ぱますますつのり， 「テントを岱合してく

れ，虹難I斤を五くに設直してくれ 」などの声もようやく'，hまってきた。

これに対し，町ては，飯野地区の学校体合鼠飯野公民餡，家畜巾場笠に近難1行を設洲し虻難

するようザし＼かけたが，般災者の中にはわが家をぷく離れろことを嫌ってこれに 1，じ、しなかった者

もいた。 21i ! 19時視介に設謹した直難1i）i:i, i出及建物 5か所，仮，友人硲10かI折て 1,600人を収容

した。
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第5節 被災者の救愕活動

なお， 現地視察巾の官ェ総務部長から人諮の崩粋 I斤に， 風と涅気を防ぐための拮骰をとろよう

指ポがあったので， 100m在きのビニー）レ 38本を視地に込り袷りした。

22 I Iは，有感Ill]数は57[い］を心汲しりiji!を1［いIった， このため， 23IIの夜明げとともに 191宅付近

の仮：＼届に寝柏りしていた般災者は，

には41かii[3,623人を収容した、3

糸ゥし々と應難叫につめかけ， 2:J ! IiこI;:28iい！り[2, 675人， 29『I

その後， 地因InI数が減少すろにつれてしたし刈こ＇）碕宅しはしめたが， [1宅には危どとを以じてか依

然として立ち人らず庭先につくった仮！：ヽ相に寝泊りし，、米屋の修押が充了した後も1反小）せを収り

こわそうとはしなかったっ

住家が平壊であった般災省も，応急似，及什宅の建没や， 応急修J'I'がンし（するまて直闘所を利Ill

したため， 3月9日まて近仙面を継続して設悩［した。

この間，逍難者は， 日中は 191宅の復Ill, 夜間は迎難！斤て寝るという外活をしていたが，退饉所

から住家までが遠いので， 般災地の近くに直難所を改謹してほしいとの希中か多数あったため，

県では， 127張のテントを学校等から借又けこれに応した。 このほか「1衛隊においても野党用大

咽人ぷ＇全 15伽を加町駅や真，ヤ中学校に設＇訊し般災者の収容にあたった。

なお， 3月25日の地震にも， ］か祈 250人の崩饉所を設附した。

避難所設置の状況は第 3"'"のとおりである。

虻難所の設闘と収容人日
--- ---- ：•一ー 7"で" - …こ マ-t---＿土ここよ‘: --- こ．．＂ ＂ 

項 t札 既設建物，仮 設硲舎 叶
---------------- - --＿ ＿ ‘ ‘ |  --- - -- - ----- ---------- ----

箇~所数人 且，箇所数人 員箇所数人 員

第 3表

｝ ］ 日

3. 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

2

3

4

5

6

 

2

2

2

2

2

2

2

2

2

 

2
 

5

6

6

8

8

8

8

8

5

3

3

 

660 

1,085 

1,360 

1,422 

1,422 

1,354 

764 

694 

302 

150 

64 

1
0
1
3
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
2
5
2
4
2
4
4
4
4
4
 

940 

1,082 

1,315 

2,201 

2,201 

2,081 

2, 130 

1,872 

2, 140 

1,922 

1,760 

15 I 1,600 

19 I 2, 167 

2s I 2.675 

41 I 
l 

3,623 

41 I 3,623 

41 ! 3,435 

41 
| 

2,894 

41 I 2,566 

30 I 2,442 

27 I 2,072 

27 I 1,824 

4 
＇ 

350 

4 ! 350 

4 I 322 

4 I 322 
~ ~ ~ 
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=•ニー-＼ーニ~・~項"”‘—ここ：：目一ー：こ＝＝こ＝•既＂．． ‘'-•---, •瞑江ヽ~...~ 建ご：•、-、＂•· -物-----,'・ '．＂ー＿＿仮こ— ‘ •- "ぺ乙奴虹~．．．．．ご＿● ~改令ヽ~こ．——一．．．．企一，~,~ ~・ 、一~：一 こここ＝ ~ ~ ーご•-＝ ~ ~ ＂計‘•こーこご— ~ -ご--．．~―

-----•一• ~•-•••一●● ~．~．~ ~．．＿＿＿＿．．~．．．，．ー•-- •---• ! --•--•-- ＿_..---- -• ---• -—--
月 11 箇所数人 員箇所数人 旦箇~所数人 員

--------------- -----------

3 7 43 43 
8 25 l 25 ， 

13 13 
25 150 150 
泌 190 190 

合 , 1 70 9,617 302 21,069 372 30,686 

信） I.避難所として利）11したおもな仕物

飯野叫木貪餡，飯野公民餡，加久救セ，)，む場，水流公仄附， 1，［,！汀 lズに宅，小林股甚センター，

飯野―一茉保肯1斤，京町観光：テル 叶 8か所

2_仮，役悠舎を設閻したおもな楊所

良幸巾白衛隊テント，京町駅前テント，真ず郵使！閲跡テント，山下製材所テント，忠霊塔テント，

貞乎＄保育所庭テント， ド原団地テント，南日11/J抒楊Ili1テント，京1il]派出所庭テント，共立病院庭テ

ント，島内小田草庭テント，国民屈舎庭テント，以町追路［こ白動巾，自宅付近避難所，京町真砂旅

館裏，忠町築地方，南1.＼明寺内分区，水説FI甘東I、JI地，京町20班， 1村日明好巾班，島内小野，取町

向汀，南日叫寺第 l 配水池，点町松屋旅館庭テント，扇Iij永崎県議む，良~幸橋内側テント， J団炉西

~こ又テント，京町月見荘， ji9町邪田石油，真和 1l 自転叩対場，下浦橋北テント，・1.：島内区長む庭テ

ント，巾浦地区テント,1- 33か所

3, 応急仮設住宅の設置

地i.'i による仝壊Iji·:［数は，群発111•地震のため骰寅がしだいに，Jt なり，一忽肌壊であったものが

半壊や全壊に，半埃であったものが数 ii後には↑壊にとその利度が変化し，そのため謡査はきわ

めて困難てあり，級）ミ者の1[1には，その忍定に不満を訴えるものもIIじた，町ではそのつど調査

を緑り返したが，その努力はなみたいていのものではなかった。

その変化の状況は，次のとおりである。

月日時 間 全壊世惜 半壊tit帯
--- -'----- -"------------'-----------

18 ij寺45夕｝ 83 257 

17. 00 I 268 336 

22. 00 ! 389 535 

13. oo I 412 675 

451 ・ 873 
： 

応急仮設住宅の建設戸数は、令壊1化悶数の 3割

を限度として低所得！iI噌［以下を対象として決定す

るのであるが、町長の IIIし出を受けて最終的に

118戸を決定し第 4表のとおり設設した。

~~• ~•~ 
~• 
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第 4表 応怠仮設住宅改 i性の状況

地 区 名

、~ ~ ~ ~ ~ ~~ ~~ 

＂！子原

占 Ill

日 明 寺

” 
島内

” 
＂ I (i l i『
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” 
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グ
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柳 水 流
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松原

ャ
f
9
f
 

f
9
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．
 

7

1
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2

i
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1

1

5
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0

1

8

3
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7

0

7
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4
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3

5

5

2

 

1

4

1

2

 

3
 

0

3

1

6

 

~
●
●
:
'
：
●
~
~
：
~
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~
~
~
~
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~
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‘
 

~
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8
 

4

1

1

9

1

2

1

6

1

1

1

 

6

8

1

1

2

ー

1

2

9

1

2

2

3

2

3

1

1

1

 

6

8

1

1

2

1

2

9

1

2

2

3

2

4

1

1

9

1

2

1

6

1

1

1

 

3

1

1

 

L 9

し

土
~,rノ 成 入 屑

公

公

私

私

私

私

私

私

私

私

私

私

私

私

私

私

私

私

私

私

私

私

私

私

2月25日

2月27日

3月 9日

4月13[l 

3月 9日

4月13H

4月24H

2月29日

3月 7日

4月15[.I

4月2411

2月29日

2月251I 

3月 811

4月13日

4月24日

3月 511 

4月13£I 

4月151.j

4月24日

3月 5

4月13日

4月15日

4月15日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

11
日

11
日
～
日
日
日
日

n
n
n
1
1
日

日

日

5

5

0

5

0

5

6

5

8

7

6

5

8

1

5

5

6

7

5

7

6

7

5

7

7

 

1

1

1

1

2

1

2

ー

1

1

2

1

1

2

1

1

1

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

9
月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

ー

3

3

3

4

3

4

4

3

3

4

4

3

3

ー

4

4

4

3

4

4

4

3

4

4

4
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r
~
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、

~
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~
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~
~
・
~

~
 

ヽ
~
~
・
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~
~
~
~
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日

日

日

日

日

日

1
1
1
1
日

日

11
日

日

日

日

日

日

日

日

11
日

日

日

日

2
8
2
8
9
1
5
9
1
5
2
6
4
7
1
7
2
6
4
7
1
5
1
5
2
6
6
1
5
1
7
2
6
6
1
5
1
7
1
7
 

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

2

2

3

4

3

4

4

3

3

4

4

3

3

4

4

4

3

4

4

4

3

4

4

4

 

………！  

これよりさき， 2月22I I悼叫Jl)iiかれた1I,9災店対策本部会・，義において，地森により住家仝壊0)般

、』をえけた者に対して， 旱急に応急似設住宅を供りするよう次0）とおり決定した，9

(l) 

'

）

 

2

3

 

60戸を悼急に迅認すろ

プレハフ~仕宅とすろ

建没はえひの町に委，，Eしていなう］

！白共に，即，［内外業者の資材保化状況ど］．，｝叶他行の見通しなどを淵任するとともに， えびの町長

に対し，委＂［契約苫を『父して凸し介ったところ， 1祖 iJlぐ詞，l11り営て 1)iをりい」すろことを強く

希叶iしたのて， これを（承し，県直営で他iJすることにした

，
 

i
 

9
,
 

ー・‘
，
 

、P
'

建没放地として町介地であろ＇い［原と水流に記悦することにし， 2月24i ! 1こ芥1［こ， 25 I I 

には28戸の建設が行なわれた'.
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その9"1時の状況は，次の恨＇いりによって知ろことがてきる。

応急仮，没住宅山間報店 (2月25日現在報貫者 社会課糾糾1系且）

I．建設状況について

屯子原競馬場（町向地） I Ji建4)i, 8 I'建 3枕，寸

28戸建設済み，残り32戸は建設敷地か25日中に決定す

れば， 29日まて1こ完成する。

］こ事技術者の配岡は25日現在34人， 26日には16人を

増員して50人で行なう予走。

2.建設l'．休について

県のII’i営じ料とする。ただし，次の 3点について

は，町艮の山任において実施することを確忍した。

Il) 敷地の選定とその後の腎fl用

12) 丁困の施行について全1厠的な協力

⑭ 入届者の選考と人1叶後の『i'理指尊

3，敷地の状況について

応急仮設住宅 (C凡了翡1)

現在，ば了原競馬場跡 (28/i)水流 (81 i)，廿361！が決正されているが，残り 24Jiば町内各地に分散して，

入居者の被災前の1店住地を11i心に考慮したい胃のI!iし出があぅたか， 25日1611心ilih決定しビ放l!りはない，

4，入店者の選考について

入I呂者の111込みは， 24「1から受付けているか， 2411夕刻まて1こ74人， 25日151応45分望{I:101人あり， 25日19

軋から選考会を罰lく予定であろ。

応急仮設It'ビの建設は，柏＼l忍息I内における

彼災者の1い急救助であり｀淡急のJ]¥｛臀を必焚と

し た しかしながら，附[I’ ］ヽには腎日オ l叫もまた

備給もなかったため，やむを得ず）砂上に九州各

県の災占救助仏による加旦阪改住む建設の抒験

があり， 1[I.賃 1J蒻と資材を保行してしヽる人fII9ヽ

プレハブ住宅資材第 1便到藩 (2月2411)

―-1 53 --

応急仮設住宅資材置場（真幸巾学校）



第5節 被災者の救援活動

ウス工業株式会社を関係各諜と協議の結果，緊急随怠契約1こより指定し，．闘栖丁じ場から資材を陪

送することにした 3 この陸送にあたっては， 2月20門ごろからの[Kl欽肥藷線， 占都線は仝血的に

不通であり，また， 1KI直221号線， 1Kl心268号緑も不通のため，やむなく「月心 3号線を怜」ド，鹿児

鳥市を経由して国道10号線の都城rIiから小林巾を経て現地まて砕送した。

したがって，通常 6時間の輸送時間を人きく Lまわり， 2011廿間（！し行距離374.5加）を要した。

プレハプ住むII]負材を満戟した第-9便トラノクが詞石したのは 2月24日511廿5分であった。

なお，入届者の送名については，般災者のII叶t舌程度等の条件を名恋しながら，真窄地図民叶委

員協議会において人1，片希塑者のうち，低所得者以卜~の出翡 1こついて決定されたが，その他の階I'，.;i

については希引者多数のため， これを決定することが』＇沿に困飩であった。

4. 緊急避難所の設骰

えびの町真七地区は， シラス地：1:であるため，山くすれ，がけくずれが各所に発生し， UIき続

き崩壊のおそれがあり，付近の住家は，きわめて危険な状態にあったため， 1ギ仄は最息の場合を

予想して， 目宅には寝泊りせず，仮小岸で1|．活している状態であった，

鼠災＇，［対箪本部においては， この炉思に対処

するため，町の調在糾果に晶づいて，迎難片II心

急仮設嵐没（緊急迎難1叶）を設骰する力針を定

め，国と折術をすることになった

国においては長期間1又復継続する地炭0)杓妹

911}にかんがみ，災内救助法の心用される 1i態に

准じ，視に地震による危険'111• のある住家を中心

に緊急避難所の設i性を，忍めたので，県は[[Iちに

29棟を設娯したヘ f, 
緊急雌難所は， 1人‘りたり 2.48,n'として， 20 t 

人紐に 1棟 (49.6m')を建設し、便呪6.6吋を

付設した

緊急直難I}庁は前込0)とおり，危険性のある Ii

9ぎくを中心に設対したが，危咬性の少ない地域か

らも，最悲の北態を髪慮して緊急迎難所設讃の

--154 -

緊急避難所



第5節 般災者の救援活動

嬰叩があった。 これに対し，県KI会福祉i/J議会は， 日本 fl転市振り退会から 3棟を， ライオンズク

ラプから 7棟をそれぞれ助成または賽附を受け，

緊急避難所を設置した。

県が設謹した29棟以外に同町に糾濯・}也設として

緊急虹誰所は，住lしの不安を収りのぞいたばかりでなく， この施設を,11心にして談急jff應に対

応する紐織づくりがうまれた効果はきわめて人きかった，なお， 汽押については地区の立行者を

定め，屯気料は町か負拍した 3

第 5表 緊急近難所設 置状況
……~……~……--~”ハ＾~”~”ハ--夕？ヽ～9へ~ ~•Wヽ/‘土".. ＂ ~ ~ / / /ハ--- -…』~^"- " "＂ ~•-

設

"7 ,' 

飯

令
~4

ー

It区o•J 

地

地

閻

区

区

加久憐地 1ズ

温

亀

柳

弊

下

1 1 9 

lこ

上

西

l ^ ^  

1l1 

大

所

水

9
.
d
 

•• 

＇ 

ー

リ

む
代

H

，
 
,' 
9
9
 

明

麓

沢

流

田

洲

油

内

油

北

汀

附

寺

8

3

8

8

0

5

5

2

5

8

7

5

5

7

5

5

 

1

2

1

1

 

人 員

73 

96 

32 

32 

40 

21 

22 

47 

22 

30 

32 

20 

15 

36 

19 

l 5 

榎 Ill

西長汀油F
南日明寺

" • - -”‘---

合 計 i l4l 57l 
- ヽヽ~ヽ ．~ー・ —---- --- --

設憐棟数

3

4

2

2

2

1

1

3

1

2

2

1

1

2

1

1

 

29 

建 物
ア~＾

I tII 積

”.9----— 決 ー一

49. 5 - 3 

49. 5 - 4 

49. 5 - 2 

49. 5 - 2 

49. 5 - 2 

49.5 - I 

49. 5 - I 

49. 5 - 3 

49.5 - I 

49. 5 - 2 

33.0 - 2 

33.0 - I 

33.0 - I 
/49.5 - I 
¥33.0 - I 
49.5 - I 

33.0 - I 
------------
49.5 - 23 
33. 0 -- 6 

5, 炊出しその 他 食 品 の 給 与

えひの町・]i東：地区では， 地姦につきものの水迅符の破姐，井戸水の枯渇等が各所に発生し，飲

料水の不足から炊飯ができなくなり，加えて火災予防の見地から，

め，般災地仝机的に対して炊出しの手1記が必9及となった

火気使）i］の：hil阪を強化したた

このため， 111]では， 3,000食のパンを『記するとともに， 1,600食のニギリメ、ンを謁逹して夕食

を文給，翌 22日から 24日まで，

10,000食を調逹給 'jした，

えひのIll]給食センターおよび都城巾「水間弁‘I,11から， 9，000~

21日から24日までの調逹の状況は第 6表のとおりである。
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第6表 食料：謁逹の状況
~-------＂・~~…--•• " ~ ~ •—こ．＂ ＂ ＂＂ー•- -- - -- "-:-：こーニー＂ ＂•ー・ ・~

2月21日 2月22日 2月23日
---------区分 ， ： 

屁 夕朝昼夕朝 朝 昼 夕

部城市

水間弁'9,1
~ ~ 

'1,600 3,030 
（ニギリ） （グ）＇

メツ ！ 

. ＂ ＂ ＂ ］ ~ ~ ~• -…•---•ーー・ -- -•一•--．＂ "•- -.. 

470. 3,006 494 
（グ）: (H) (グ）

2月24日
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

朝 昼 タ

3,500 3,435 
（，,） （グ）

飯野町 3,030'2,560 
； 

2,537i 3,031 65 3,567 241 
（グ） （II） （II) （”） （グ）

給食センタ

そ の 他

，1 1・ 

3,000 
（ハン）

~ ~ 

（パン） （が）

| 
4,600 3,0301 3,030 3,030 | 3,0061 

＇ 

3,031 3,031 3,565 3,567 3,676 

謁逹にあたっては，とくに衛!¥バ押に留込し，，周製場1}｝を」―,99且2か所にしほって実施した。し

かし， J又 11,i, —ーか所でしヽち l月に 3,000 食以 I.a) ，謁製は 1村饉なため，前夜からの謁製竹文となり出

分すろときはすでに冷たくなっていた。そのため， 3i ［日切から多くの般災者は食欲がなくな

り，味咽けがほし lヽ ，暖かい食物がほしいなどの凸もしたいに高まってきた。

ハイゼックス作業に取り組む自衛隊貝

況地からその褐；いを受けたいでは,1;-,t,';2,400 

伽1と，味ifi位1べりの給りをi}・なうためのぷ具とし

て，火附！ヤカンを 200個ぷ付した

引き続き ii咄10,000食 以1．の給食を必＇炭とす

る状態に対処するため， 25I Iから打衛隊に，ハ

イゼ J クス食（旦公良）によろ炊出しを＇ lt,,'i, i'l 

衛隊は川内川の河I以におしヽ て， 2.1 j 25 I Iから 3

寸2日まて紺 lill,000食の応I',しをりなった

- 156 -
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第5節 骰災者の救援活動

ハイゼ yクス食は，けしった米 (180り～200g)を耐熱刊の高密度沢リエチレンの袋（縦30cm横

10cm) に2％利度の塩水（米の打｝の 1,2偲）とともに入れ，＇ド気を寸分抜いてコム輪て素閉した

ものを， 40分から45分間， 9化弗して謁製すろものであろが，衛!)的て恥敗しない，氾搬1ご便利な

どから災，1;時の炊出しには最凶であろ

ハイゼノクスの確保につしヽては，県内叉者の保行はなく，似外の業者に依頼しても2511からの

給食には間に介わないのて，やむなく人1収）j1いの文者の在庫品の｛戸熊を謁介してもらうため，虹

人阪巾務所に翡任を1衣如した糾是，人阪巾民III,T}の仙斧物資 6カ枚のj]い）［をこげ，＇令諭てよう 1"

く25I Iからの炊出しに間にあった，

3月 3日から，屈難所の収容人［］も戚少したので， 「I衛隊によろt欠出しをやめ，地元婦人会に

よろ炊出しに祝行し， 3 J] 10 日までに施した—

災＇，じが発 IIした 2月21「1から， 3月25I IO)地

震によるものを合めて， 97,134食の炊出しを行

なった，その状況は第7Rのとおりである。

第7表 炊出しの状況

このう恥災，.「f；爪務の従出者にも 13,628食を

給与したが， これは後 Ill見1係桟WI的に粕節した

なお，叫食については， 「お年玉つき年『［は

がき寄付金配分金I60万円による缶詰閤をはじ

め，県内外から救援物資の食料品か続々と迄り

こまれたので，これをあてた，

2. 222 1 

23 

24 

25 

26 

3~ >叫9 i 

3 

， ； 

10 

25 

~ ~ 

3,0301 

3,0560646 5 6 3, 

3,' 

3,534 

2,85300273 21 l ， 1 2, 

2, 

2,072 

1,984 

682 

お年玉年賀はがき寄付金援助物資到着
計 26 31.746 
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＇ 3,517 3,517, I 
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： 
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： 

l, 988! 2,003 

I, 954 1,954 

682 682 
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200 200 
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273 92 

144 92 

1550 0i 
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7 

32,091 33 297 ！ 

" r 
1,600 

9,090 

9,068 

10,808 

10,900 
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5,892 

2,046 

l, 774 

1,967 

1,863 
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596 
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324 

300 

177 
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6. 

ill 

飲料水の供給

飲料水の供給状況

2 /]21日の地虞により水直竹の破旧ゃ，）「戸水の枯，葛などが買炉地図全域に発牛したので， 飲

i ffKI且給のため， えびの町ではIIげぢ1こ， 0.7 t の給水槽 511•II を 2 合の小朋ダンプ巾に積んで給水

を閲始するとともに恥知＇ドに対し， 目衛隊災古派遣要山依輯を行なし＼翌22日からは「1衛隊の給

水小 3合とともに 4月16日まで給水した、

給水実粕は第 8表のとおりてある，

第 8表 飲料 水の供給状況

月

:— •…• • … "•~ ~• ~ ~ •~ ~•: ~ ― " - :~ • こ~ ~ーこ．．‘ 9 9 —--- ・・・・・・・・ .. - 、--~~ ．、 • -•-- - -日誓tit僭政人員給lJい11I9li]i 部洛
~ ~ ~ 

給水点両沿台数月 H 数 tit.：特数人員 月日部落itlt岱数人具給水，ii.両

l t I’'’ 
清台款 数， i熾台数.~ ~ ~ ＂一~ ~ ~ ~ ~ ~ 9 ~ ~ • ~ "~ ＂ ~ ~ ＂ ~ ~ ~ ~ 

't,  | t 
9 250 1, 000 8 2 | 3. l l 3! 60 240 4 2 i 3_ 30 4 47 21 9| 3 

1 4 800 3, 200 20| 2 12 3 60 240 4 2 31 9 -

J4 1,000 4,ooo1 2s! 2 13 3'66! 200 2 1 4, l, 3 47! 2 1 8 3 

1• 1,0501 4,200 251. 21 14 3 66j 200! 2 11 21 3, 541 2371 3 

1 4i l, 100 4, 400 30 2 1 5 3 66i 200 2 1 | 3 3| 54 237 3 

13| 820 3, 280 25 2 1 6 3 52 160i 2 1, 4 3 54| 237 3 

131 6701 2, 6801 251 2 I 17 31 52! I 60: 2 I: 51 31 541 23T 31 

12! 580! 2,320! 221 2j 18 31 52: 160 2 11 61 31 54j 2371 3i 

101 450l,800j22I 2119 3i 52 1601 2, I, 7 31 54 2371 3 

IO| 450 1, 8009 22 2| 20 3 52 1 60i 2 1 8 3 54 237 3 

9i 320j I, 280[ 20! 2lj 21 3j 5i I 60! 2 I j 9i 3 54'237 3 

9: 32011,2801 12j 21 22 3! 52j 1601 2 I! IOi 3! 541 2371 3; 

8 300| l, 200 10'2 23 3 52 1 60’  ,． 2 1 ! 1 1 9 3: 54 237! 
: ; 9 ,  3i 

8 2lg 840: 8 2| 24 3 52l ]60| 2 1 12 3 54| 237 3 

8| 200 800 8 2’25 8i 107 466 5 3, 1 3 39 i 541 23] 31 
5| 80 320| 4 2 26 4’61 273 3 1 14 3| 54 237 3 

4 70 2801 4'2! 27 •! 6 I! 2731 3 I i I 5! 3! 541 237! 3 

4 70 280| 4 2 28 4 61 | 273 3 1 16 3i 54 237| 3 

3 60 240 4! 2 i 29 5 77 334 3 -7'1 9i 330 1 0, 857 43, 33] |398, 7 • t 
"”~ヽ—--

(it)飲料水供給部落は，点町，水流，柳水流，南岡松，日明寺， f釦沢， ド浦，向汀，中浦，岡元，

し島内，大溝姐， I火塚，西長汀浦のl4部落
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93 
自衛隊の給水支援

第43四通科出隊長は 2月21日18時，飲料水の補給， 般災者収容を主目的とすろ宮崎虹知茸の派

迅妾山を受珂し， 直ちに本部竹理中隊長を長とする派遣隊（給水班 3個班， 人員14人， 車両 3両，

1 t水トレーラーを含む）を編成し，派氾した，
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第5節 骰災者の救援活動

給水班は21日22時30分現地に到着，とりあえず，えびの町真やの中心部に対し吼とん地から運

搬した飲叶水 3.5tの給水左行ない，さらに他地区に対する給水を介図したが，給水対釈の把拇

が 1 一分でないのと，深夜にいたって般災者の給水受入れが—1 分でないため， 23時40分第 1 日の給

水竹業をi「ち切った．．

221 I夜l'JI：ナとともにl:として同町の京町，水泣， iii.北1国 1与，内唸，亀沢，柳水流，下浦，

,I;,｝内の各部落に対し給水を間始， 3月 2l Iまで， 11日間にわたり，給水fl業を続汀して，お

おむね州j,，じ部落の飲料・水を砒保することがてきたごこの間において町対第本悠の｛系員の給水対象

に1刈する柏恨の似｛I［およひ誘埠が [1衛院の給水活動を容易にしたか， この種災'，1了においては，岐

災名の令部が住菜およひ道路を離れて屈難しているため，給水対家の把握がきわめて困難である

とともに，水心 0)曹及に伴い給水対釈が披災地域令般に及ぶため，効率的な給水活動が困難であ

9合、弓と

自衛隊員による給水支援

る，したがって給水に専従する人員のほかに [l

衛隊と地）し及，［対策本部木11[Lに，給水のための

情報の収及と給水,t間の立案にあたる笈員（小

贋I,•両を付す ）を芥し出して介坪的な給水叶

圃のもとに，より効率的な給水活動を行なう必

第9表 給 水 状 況

i 給水贔月 il 
巾両 人員 (t)

2, 21 ，'!ふー『4 はラtートXトラレ3 ッ 14 3. 5 i 

22 ,' 14 12.0 I 

23 ” 14 9.0 

24 i ！ ＂ 
l 4 10,0 

25 ” 14 12.0 

26 “ 14 15.0 

,7 
” l 4 13.0 

28 ” l 4 20.0 

29 ” 14 17.2 

3. l ” 14 ， 16.0 

2 ” 14 15,0 

計（延） 3水/4トtレxー33ラ .... 

給水人員

（概数）

500 

2,000 

1,500 

1,500 

2,000 

2,500 

2,000 

3,000 

3,000 

3,000 

3,000 

災があろう また，水心の許及に伴い各家庭において，水槽およびバケツ等の容席の準備が十

分てないのが通常て，給水を受けるために急きよ，容附を購入する家庭が多い。 「1衛隊には 20{

入りの水伯を多く保介しているので， これを利用して各家庭に水を分配したc 各家庭の容器は，

木箱にヒニールを版った程度のものを準価したらよいと名える。
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唸5節 骰災者の救援活動

7. 被服襄几笠生活必孟品の給が

叉』 月］こ in]11りに，｛支又者0)帳服寝只やバ活必因晶の給けにあたったが，とくに，積吋

阪寒0)芯：恰叶に対込すろため， 1，)j寒に対ずろ出応を最，"古、1こして， II赤県支部の倉庫にり蘭釜して

あろじ化2,024枚と阪遠J9i,i罹Iり)賊！，エおよひ轟！氣防］1のためビニール100m在き 38本，木炭 509俵

万を， 114-道心林式会[lC) 8 t l、ラ／ク 2合を借 l＿げ， 第 1便ぱ＇宮鯰了打を 2月211721時 50分出

完，見地，,_:〉の11[［真，｝文月］に， 221IO I月15分判着したヘ

給りにあたってビt，旦＇i'：［し）了のぺ容者を優先Il9]にしたが，収容者は必ずしも令半壊の敗服寝只等

の恰り lJ依召ばか＇）てなく，危峻を心して雌難した者も多数あったので，•一！ぶ□布ぱ貸げ}j式に

備蓄物資を積み込む県職員

J ク廷14合（廷94t)を借I^けた

より令員に中等に貸げし，その後，袷

り対象省に 1サ配分した なお，［l衛隊

からもじ介J:3，050枚， ート蚊き500枚を借

用し貸仔した令

これら救助物資の調逹については，

しとして宮11府巾内の各虹j，し店の物資在

庫0)状況を，凋査し，緊急随，意契約の）i

式で購人したが，あらかじめ計両した

給り物資の数植確保に苫労した。

これら物食の輸送には， 日本通連株

式会t1および宮崎連輸株式会叶のトラ

第10表 物訂 u~）給仔状汎

i ! T ヤヒ本軍タチパゴ {i i 抹プi 
| 部 落 名 Iii：惜数 カニ1 オリ ： ケ けフ— i'了I

缶ン）レ炭了）レ紙ツサんシ | 

fじり( 37! 275! 28 522 564 52; 25 7： ' 3，9 19 09 9 9 | 1 90 99 : ． • 210I 1 127 •一
2 柳 水 流 65i 402, 38 753 970 s9! 40 5251 153 79' 321 221 

乳ド浦 54! 267'26 540 777 66 28 400'l 17 40 231 172 

JI r[r /iii 1261 744, 671,362.5 1,856 1591 74 1,013 297J 139! 588 423 

の下島内 10, ＇ 26 I 45 97 12i 3Jj ；： ：：： 4 22 25 地衷 ＿1-向江 31 153 10 241 401 41! 151! 31 114 101 

によ じ 汀月 7 42 3 65. 5 110 9 40 81 ； 32 25 

る ！•島内 71 314 21 523 997 87 349 50 263 238 

のも以 町 423, 2,09s 183 3,950 6,013 5osl 2, 185＇1 3, ''3'''46； 1| --1,695! -1,3·44…~.. 1 ~ 
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もャヒ本軍 I タチ i パゴ石歯
二 ブ

• ~ l け ： i f ，ラ
部落名 illt]i｝数I I 力， オ リ ケ

布ン i)レ炭手ル紙ツ サ！ん 1 シ I
" ""~ •~. ~‘": ~．~ ~ ＂ ~ ＂ ~ ＂ ~ "~• ~ •~…~ ~、•…'•…,__ 

加 久 藤 i 140' 4511 21, 728 1,834 151. 5201 975, 308! 42! 411 413 

酉 内 ';1i 3 0 3 19 1 5 10i 3 0'3  5 

中 内 竪 4 11 1 26' 49 | 4 131 231 81 o: 101 II 

73 23 5 30| 32 l南目明寺 1 1 19 36 2 63 130 12 44 

! 0 1 2| 8 ＇水流 4! 14 2 40 51 4 13 20 6 

西 III北 6j 12j O 18 75: 6 16! 37j 13 0 13j 18 

北岡松 5 1 1 0| 15 71 5 17 42 1 1 0 15 17! 

南岡松 12 18[ ol 36' 104! 12 26 56, 24j o, 16; 26 

i飯 野I80 230: 9 369j I, 107 82 273, 558i 171 s! 2231 239 
~ ~ ~ ~心~~ヽ---- ------

計 1,087i5, 107 412 9, 300'15, 225 1, 300i 5, 370 8, 067 2, 475| 81 1 4, 209 3, 443| 55, 71 9 
~ ＂~．こ~．．ェ． .".~ こ•• ~ ~••…:.：．．-：之ご~・ニ…•＂こ ~ ：：こ~｝~…~一~一~ ~~…… "~ • ~ "＂ ~ ~ ~ ~ ~…~ "~:~ ：で：・~ ．．＂こ~竺~一二•マ~ •…•~ --_• --- ' -,…~ • ~ ~ ~…~— 

水流 i 1 1 0 0 0 1 2 4 2 0 1: , 1'0  QI O 1, 2 4. 2. 0 I I 2j 

i l'打tl明か 17 48 4! Oi 0 14 5l' 86 319 4 41! 35! 

飯限/j 58'1321 o: 0 o 60 177! 3861 126, o, 135 165j 

東 内 翌 12 20 o oj oi 12 31 691 251 o[ 22! 30 

中内呪 1 1 0 0 0 1 2 4| 2 0 1| 2 

西 内 呪 2 7 0i 0 0 3i 15 24 7i 0 10| 1 3 
3 
月 北岡 松 16 33 0 0 0 16 48 102 36 0 341 46 

南岡松 3, 8 0 
日！
25 i | 0, 0 3 12 24 8 0 9 12, 

の亀沢 16 46! 3! oj o は 52 97 30 5| 45 39 
地 柳 水 流 1 19 0 0! 0 1 2' 4 2 0 1 2 
裳
に京町 8 289 2 0 0 7 31i 41i 15 5 191 1 9 
ょi : 

_1-~ |［I］汀： 4 1 0i 0 0 0| 4 1 1 28| 8 0 1 0 1 1 
る I

も！下浦 14 36 2 0! 0 14 35 60 24 4i 25 27 
の l巾浦 28; l43j 16i Oi O! 20, 137j 1461 44! 3lj 95j 62 

k i甫 3 1 9 2 0 0 3 22 23 8 4 13 9 

ト 島 内 5! 28i 2i o, 0 7 26' 35 9 1, 24! 13! 

下 島 内 2 3 0 0' 0 2 4 7 4 0 2| 3| 

西 川 北 8 21 2 0 0 8i 23 44| 14 0 20 1 8 

，加久腺 61 163, 6 oi oi 631 211i 3991 136' 10 152, 11s 

::I・'260, 748! 39i oi o'254! 8921 1,583! 531, 10, 659i 683! 5,459 
—••- | |—• •一• | 1'~-• ~―~ l •— 

合叶 j1,347! 5,8551 451i 9,300jl5,225 1,554! 6,262! 9,650'3,006! 881j 4,868! 4,126'61,178 
------------~ 

8. 医療活動

11) 県の医療活動

般災地区内における入院患者 183人の収容が国難となったので，＇ I洛症者は一時帰宅させ，甲症

者は，えびの町飯野地区または，小林市の医療機1長1に再収容の拮漑をとったa

般災者1’I身である地元医師の応急施設での診燎も行なわれていたが，現地の状況から判断して，
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第5節 被災者の救授活動

仄療消動の必要が忍められたので， 2月23日から 3月よ日まで良において診燎班を編成派逍した。

診位班は，し＼い＇（宮崎恥鳳か 23, 24110) 2日間にわたり， I欠l訓2人，支剤帥 1人，石没如'4人，

i l五̀/袋_,i
26日まで，如見＼＇「日 1灯病院0)［叉間］ 2人，石度糾 4

人，連転『~ 1 人99•I• 7人か，また27iiから 3月5

日まては，！欠Iiil1人，石没糾 2人，連転手 1人，

註4人の編成て， 11ii恥灯屈i絨から父杵て派氾し

た:, 3月 6iiから月木まては，小林保健所が中

心となり， 1父師 1人，保健婦 2人，石没婦 1人，

術生検在技1油1人，迎転丁 1人， Jt6人の編成

で，移動灰珀健康相改活動を実施した。
県医療班の巡回診療

ーカ，小林市内名県/llil尺仙会におしヽて！i, 災',-i＇己 I!と「9]り＼：こ又','、{}裏本訊を文ふ会［しを現地

に，辰逍し，貞炉地区の人1況退名の移動や，他地びへ(―_） ］』、べ＇っと） Jー(-)1]＼；9 9をとったヘリ，［阪1-｝IIl会

も， 1［ij巾―il|：！欠1,iり公と緊密な辿洛0）もとに活動し， '.i?ごもc ,t化』，者数
-一•-一--- ------- -----_-----,-----

ことに， II本 赤1字社':月：崎県文部長との協定に

），しづく，救没活励：ま．［笑',h1i23人を分め廷150人，

ll llfを現地に派翡し， 1,164人の政心をりなっ

たっ

ぢお，地叫父1叶］に！「1から彼災しながら，住民

の診寮にあたり， 1’K|！III本来の使命を遺立なく梵

拘し，各）i：旬から店」＜謹価された-

災古発11に1‘I’ う19ミ鷹否動につ tヽて1ま、県防災

第11表 診燎従 1i：者数

区 分延人員，備 考

阪師 29 

薬剤師 2 

保健婦' 14 

音 護婦， 54 

衛生検査技師| 7 

運転手 23 
~ ~ ~ ~ ~ ~ 

合計 129
- - -- りt→一り―- ..．ー•

月
l 

日 巴召殴！ 1胤l

2. 23 30 

24 93 

25 40 

26 30 

27. 49 

28 22 

29 i 35 

3. 1 : 31 

2 48 

3, 28 

4 51 

5 
： 

32 

8, 48 

9 : 32 

11 i 52 

13 i 41 

16, 36 

26, 48 

27 ; 22 
： 

合 計
(19日間） i 

延 768

（恥名）

感 冒

閏 1l1ti!:症

外偏

急性胄腸炎

凍症

火 傷

歯 痛

打撲症

ノイローゼ

肝機能I涼',t;

大腸炎

鮎膜炎

小児発哉

神経痛

ぜんそく

その他

計

名

（也者数）

355人

151 

24 

35 

8 

15 

6 

16 

I 

4 

2 

2 

3 

38 

II 

97 

768 
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第5節 披災者の救援活動

叶両1こ某づいで史施したが，現地では， 91赤救護班， 191衛隊の衛生班，県の夜夜班があり、それ

ぞれ救護活動を行なったが，連絡が 1分てなかった面もあったので，紛括指抑にあたる体割を枢

価する必要を痛感した。

12) 日本赤十字社宮崎県支部の医療活動

2月21日15時10分恥社会謀長から，えびの町に地霞が発生し屯炭古諾大の模様なので特懐するよ

う第 1報があった→災，じ救助止による1仄祖につ［ヽては同法第32条の規定により，知れが Ii本亦I

字LL‘宮崎県支部長と委孔契約を締糾している これにJよづいて，同 IJ18時45分，じい

救護班出動についての要，，介があったヘヽ9,1文部では 2011廿30分，第 1救没班反，野汁月）闊欠師外 7人

（如｝長 1人，石没知 1人，救汲1：州・ 1人， lII)励い 4人）編成で入硲12弧，発電機 1合，投）［機2

凪，折畳寝台15床，患者じん60枚を携行して現地へい］かった-

日赤の医療活動 日赤救護班をおとずれた黒木知事

同救設班は途中柏‘団のため1卜両は容易に進まず，視地に全1Jふしたのは翌日の 0時15分てあった。

伯ちに現地の県閲係者ならびに分区長と協議のうえ「国』(1[']合やたけ軋」前広場に入繰を弧り臨

時救護所を開設した 2 [1赤 救9】1/i.班の活動は21日から， 3月5日までの14:！日］にわたり第13表のと

おり救護班延11班，［叉師 23人を含む廷 150人の班員が現地において医狛文務に従事した。
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墳5節 骰災者の敗援居勁

診療は，「嘉叶救護所を見汽として救，，隻所での放設と泊行し，弊rn,亀沢，柳水流の各部落を中

心に巡同診祖を実地した この期間に収扱った患者は，第14表のとおり延1,164人である。

なお， これらのほかにえびの町l’［団地区に所行の閲業灰帥は，殺災の身もかえりみず， n木赤

I'四1位崎県文部現地1叉療砂f8箇班を編成し，「久般活動にあたった，その活動状況は第15表のと

おりであな

今同の「えびの地震」て得た教訓として，本iiにおけろ会議笠て周知していた地震に対すろ救

没対策としては福）「地ぬ，祈祈虞Jiいの例にもあ

るとおり，第 1次救没活動は外科医療を中心に

編成すべきである，との報告がなされわれわれ

もそのように納得していた したがって， 21II 

第13表 診燎従，打者数

区 分＇延人貝班艮（伝師）

似 師 23 野津原英雄

救護：t: 市 30 野 綺 尚

救護婦長 18 多 Ill 錠

石 護 婦 32 伊 東 成 樹

自動tl｛操作要員 22 北 野 j下て郎

補 助 且 25 鬼塚黎了

黒 木 龍 郎

木村 男

第14表 診染忠者数

月 日 i患 者 数 備 考

2. 22 

?3 感冒 761人

24 頭 痛 57 

25 胄腸仙痛 75 

2も 外 傷 68 

27 血 If. 49 

28 火傷 16 

29 132 そ の 他 138 

3. I 62 J r l, 164 

2 
520 61 

3 

4 76 

5 68 

合 ・・1
.

＂
150 

ヽ
＇ 9 1 計

(13日間） i延 l,164| 
I I 
" t v 

第15表 II本亦 1''四l'宮I崎県文部視地［天燎班活動状況

J ］ 日 也者延数 況地仇療班艮名 取り扱った患者の主な病名と患者数

2)j23fi-3/l 811 25 第 1班長

2月21日～ 3月5日 34 第2班艮

2 }ー］21H-3/l4 f1 21 熔 5班艮

2Jl23f]-3Jj 21.」 5 第6班長

2)j22}］ ~  3)] 1 11 6 第7班長

2H2I日～ 3月II日 49 第8班艮
~ ~ 

合 計 140 

西郷成誠

斉膝ヤ

渡辺下秋

猪原敏夫

丹 兄

浜崎達也

頑部打撲症

右飼胸部打撲症

急炉I・作酸化汲素巾占症

右下腿足渕節部挫傷

も手掌訓腕左足背挫創

腰椎［i：迫竹折

人1

4

4

 

C,↑
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第5節 1疫災者の救援活勁

出発した救護班の携行した医療堺具，文品は人部分外科用てあったが，今同の地震は，農村地占

に発化し，ムシロを散いての崩難であったため，病名も外｛蒻は68人にすきす，人忽分の患者ぱき

冒および円腸障古であった，とくに今後汀，点を要するのは，炭火による酸化炭長1り！j：症患者が

多かったことて，冬Jいに起こる地哀の際は酸素吸入堺携臼の必姿甘を討きしたこ

また，放急中にタイヤチェーンを準備すること，現地て他の放没班との連絡調整を今後はいか

にすべきかなど数もくの反省と教』を得た，

9． 住宅の応急修理

屈礎からすれた柱，ずれ洛ちた厨根恥此動によっで屑れた窓ガラス， しまらなくなった建具

なと，みるも無銭なわがいこ心し）t者はぽう然としてなすすへを欠ってしヽたが，数［I{疫には [J宅の

復Illに立ちあがった，

しかし人忍分の家は桁，皮などの仙が糾］のところから折れ， 9(うして立っている状態にある

ことを発見し、到底l,1分逹たげては修理できないことを知った

この状應にある‘含＜／令は，外見ては人きな餃＇』には見えなかったが，復 II！か進むにつれ仝乎壊庸

:iが培加してきたのもこのようなl'i'由からである

恥では半以675111』：ドの 3りにあたろ凶心！IIいに

ついて頃急に加急修J叩を行なうため，）い噂助

仏によりこオLをiii［に委，，しした

応［を受けた｝ lりは， 11'1ちに実地すべく検，、］を

はし）うたが，建築資材と建築技術者のIi/i1呆か1い］

凶になった、つ

辻築白材のうち，木材の仰保に c..)いてぱ， 11]

介林材の払卜げをえげることこし，その間地．Jし

木材文者の保{j材により実犯ずることの見通し
県職業訓練所訓練生隊の結成式

がつしヽ た しかし建築技i,9,J者の信俣ぱきわめて1木l網てあった，

これを知った此職文，；1|練I斤0)辻茫科，木［科の，訓練I|！i, ［l i・［内に，えびの地，'叶救長訓練II隊

を糾緑してこれにあたり， 1オ且I：ない五袖惚に人きな戊＇具をあげたのみならず，地以の建没業協会

雰の 1立贔的な協力 0) ＇叫生を盛りあげ， 11箋押体間の確~ ＼I1に貞吠した
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第5節

救援訓練I:t隊の作業「1，志の一部

艘災者の救援活動

昭和43年 3月 4日 月曜日 晴大

I.都城班20人，高鍋班20人，日南班10人，小林班

10人は，午後それぞれ飯野公民館到着。

2.飯野公民館にて鮎団」しを挙行する。

3. 夕食6時

附和43年3月 6日 水曜日 睛人
ヽ999--~ 

I.起1よ6時40分訓練体採

2. 7時国民宿舎にて朝食

3. 8時県現地本部集合，各班にわかれて現場へ行

く。

4. 8時10分作業はじめ

都城班A

林田益美（泉町））店礎から家か33cm移動してい i

るので引 [1りし1事，筋違いパノトレス取付， II憧

修罪，便所移動整備

久留米翌占（京町）家引き起こし，筋違い補強

胴橡付け（未完成翌日回し）

都城班B

西祇助（京町）家引き起こし，筋違い杜補強，

シキイ，カモイ補修，陪ペニャ打付， トタン張

り，タキロン張り

内田ワカ（京町）家引ぎ起こし，筋違い咽―ド地

補強（太元成翌日［』し）

高鍋班A

｛I：岡閾義（！伐町）家引き起こし，筋違い補強，

隙ベニヤ脹り，屋根タキロン張り

永田市．一．＿ （京町）家） 1 ぎ起こし，筋違い補強，

人井修兜

福島繁（京町）家引き起こし， fi4枷迎い補強，

澤 1ヽ タンベニャ板張り

屈鍋班B

松｝且 （以町）限修罪ベニヤ板トタン張り

店・ト次r!i(）;｛町）家） 1き起こし，筋違い補強，

咽補修ベニヤ板張り

日南班

じ）i・貞，平昭義，松下｛四郎，反ll]朝臼， Ill代

イツ『，入隣崩占以 I・.6棋帯（ヒ向汀）家引ぎ

起こし，ifo違い袖強，咽修191iベニヤ板トタン張り

，訓練牛の技術提供については，緊急の場合で

もあり，般災者からもJI常に喜ばれ，大きな成

果をあげたが，

ては，危険を伴うものであり，

たとき，

術者と同一祝しで労／動を諜すること等の間題が

あった 3

このことについては，指導員の下前設計見積

りをいない，各班に指埓員を配骰して現楊指導

を行なうこと，

3 J] 9日まで）にとどめ，

し， その間の休｛足等についても 1分配慮し丈施

したっ

第16表
―-―：ー

月日

3, 5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

,

‘

 

これを受入れるか，

また：訓練期間iれでもあり，

否かについ

もし＇）も牧が生じ

一人前の技

その期間は 1週間 (3月 4日～

8時から 17時までと

住宅応急修理状況

J i 数

戸6

1

9

0

2

6

5

2

2

3

3

2

9

4

2

6

 

I

I

I

r

4

I

I

I

I

I

I

l

l

l

 

J ー
日

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

 

l

l

l

l

l

 

＇ 

4. 

合 I•
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第6節防 疫 活 動

第6節 防疫活動

今回の災古は地炭がに期にわたり，般災者は集団避難II活，あるいは畑等に入倍を張ろ仮住ま

いを余儀なくされた そのうえ，＿l水心地設の破損， 卜水溝の破壊，井戸水の古濁等flこ{,9f塁境の

忠化により，急性伝染灼発生のおそれがきわめて大であったので，防疫対策についてはとくに下

心の、9仄に留ぶして災古防疫活動を実施した3

111 家用水の確保

(2) 直餅所の防疫対策

（＇1） 餃災名への赤痢予防文役与

(4) 検屈謁介の徹底

(5) ii'i，しおよひ，青潔の丈他

1. 予防宜伝

附広恨小て！l:水の飲Ii] を荘けるよう広慨し，手沈いおよび消•山の励行と赤痢予防此服）［］の徹

底を図った

2. 検柄謁介

近難所において謁任すろととも 1こ，診椋班を糾織して健康竹押（足診者廷 1,937人）に努め

た荼，＼果，仏豪恥息者として疑われる者はなかった なお， 卜痢吐此噂については培1足検任を実

施したツ

5. J国］予防薬の投与

災，じ時に餃も髪出されろ経II仏染病（赤痢）の集団発JjI約1［対玉として，災寅地[X:{t1心5,13 

6人に予防応の役りを実他し，仏染！内息者の発りを木然に1約↓した，

4． 飲料水の確保

町」水この破ltiと一，駕！「戸の成以により，飲）廿水0)供給か必＇梃となったので，ろ水因 2台を

伎災地へ込り飲料水の確保に努めた （廷40,139人に仇給）

なお， JI戸水は消占班により消出を丈槌した。

5. 消んの実施

災古発Ii_‘月初は，岨難所 (41かI折）の消山を実）他したが，家）谷の復旧すろにしたがい 2月24

日から 3)J20日まて，本庁およひ各保健所の職員を動員して消出班を編成し，板災家屋，便所，

-167-



第6節 防 i 妥 活 動

下水溝等の消毒を文施した。

泊嘉菜品

泊毒即具

コンゾール， クレゾール，

ミストファン 7台，

コンラック

スイングホッグ 3鱗

泊毒実槌戸数 3,249戸

6. 避難所の防疫指尊

辿 ii, 逍難所内外の梢心を実施すろとともに， 避難者の手指消翡の徹底を図った。

なお，

はII!］で，

し尿処罪につし、ては使池に亀裂が［じこ仏染的発11礼りとなるので，

一般家屋については業者により処押するよう指対した，

公］［施設について

7, 清掃の実施

地脳がや＼小康状懇となった 3/J 16 IIから各家庭に泊掃を行なわせ，

衛11瓜［により処評した。

各家庭から出た汚物は

8. その他特記すべ含事項

介詞の災‘古は牡妹な災宜であり， J也；iらも長期間続き， 般災住氏は地裟に対する極度の不安感

を特ち， かつ劣息：な衛1}．環境卜にあって，心‘月な崩腿I厨としてはわずかに公民飴，甲学校体育

記がある利度で、 その他は裂糸せり巾場の畜舎，月II, 庭笠に没漑したテントにむしろを敷いて

噂屈丁るなと， 防疫[.きわめてf，'，険度が閥かったが，県， 巾1町村一休となって防疫の徹底を図

り，仏繁1内の発11^を木然に防 11:しだ

防 疫 F'‘ 
~
ー

5
/
 

動 状 ーし
r
:
j
 

‘‘,1 

月 [ i 

保卜の~｛；

健闘防殻
所員疫
職を活
且含動

＾む従
l仔＇こ亨

名
及

の
防
疫
活
動
従
ぐ

職
只
を
含
む
。
）

本

11
職
員
（
罪
ー

泊
潔
方
法
を
い
な

2. 21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

人

6

5

8

8

7

8

6

6

ー一
~.'-

人

2

5

4

 

っ
た
い
数

戸

訂
出
方
法
を
釘
な

っ
だ

□数

c一

3

3

3

6

2

6

 

仙

団

避

難

所

敦

.'’ ,9 
~9/ 

．； ヵ

28 

28 

4 l 

41 

41 

41 

4 1 

41 

ハ
の
収
容
人
員

人

3,000 

3,000 

3,643 

3,643 

3,435 

2,566 

2,564 

2,564 

亦

痢

予

防

梨

投

与

人

貝

一
人

4,500 

4,500 

4,500 

4,500 

4,500 

4,500 
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第 6節 防 疫 活 動

-・・-・-・・・・・-・--・・・・・・・・・・-・・--・-・- ー一て―---．．．て―---7 ——--—-----C c・.・ ~ご―--―ご―:•-_＿＿＿＿-•—.--．．．-―-―---.... 

げ保飩識'叫日i-蹴成含むをヒ活砥6，'従ヰ9＇ 数昔 本9・貝̂屈],-•旦含ふfr＂ 疫9防活訓従士9i者数 複［ij法59 l数9っ← ' 柑~広各.', " 故,-. 
> ｝ ［．： 赤投

の
痢浮

避 且＜
月 日 難 容 予人

可 人 防貝

な 呟 員 桔
--------------------------

3. I 6 73 2 50 4,500 

2 3 3 200 40 

3 2 180 

4 3 175 

5 3 120 

6 14 198 

7 ] 4 582 

8 14 1,040 ， 14 230 

10 I 56 

II 30 

12 50 

13 50 

14 45 

15 2 250 40 

l 6 2 250 40 

17 230 35 

18 2 280 65 

19 245 13 

20 125 

25 3 3 

26 3 
I...". .—~. 

305 ！ I 
l 

~ ~ 

合 ;1 1 142 28 I, 380 3,249 28,505 31,500 
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第7節 目衛咬の災害派遺

第 7節白衛隊の災古派逍

1. 砕上「1衛隊

・［水心破以によ；；断水のための恰水，岐父者に対ずる IIJ.没直汀1リ『の没党および収容，！ふ臼対沿

川資嵩材の羹嘉輸芯，・［＇ i伯者の応臼冶原、りに杖lすろと松のため， 2月21i I 17時30分にえごの]ii［長

から月！衛隊の火］，成氾炊rl]依粕かあった り、［木知J戸ーよ検，ヽ｝の糾県その必羹iを而速， IIりちに，吐

」.-[1 衛隊知43普通科辿隊J又へ災＇，］，浪追 0) 裳，•I,；を 1 」なった。

また， 2月211 lの地心以降も彩しだする中小地哀のため， 鳳，＼は）i.’：大し，，謁令が進むにつれ岐古

は予担外に，lふ人てあることが＼i"]IIJIしたのて， さらに検，，『を加えた紺良，岐災者に対する炊出し，

応急迅・：＇各啓 1)札，孤汀人家の伯察・救長．：りの文扱のため， 2月231 1 22|I!f it}ひ粋 l.i'I衛隊店43普通科

辿隊長へ災＇』訊心を闊，化した

|）+ 1「1衛隊第43,）I}通科叫隊では， 2 JI 211110叶45分の地広発11により，［111:ぢに』常蝕務哩勢を

とり， 11り恨所左1)廿設，県／i, 忍察， 119I欽胃艮1位懐！州との出格を枠にして災＇古い恨の入『に努め，

えひのIi!［真、｝地区を中心に iii‘りの、応』が発11した校ぷ位との柏恨を得た，視地とは通｛，，が途絶して

19|il『:15の災古状‘i［はイヽ l.J］であったが，辿隊長は各中茶長等を几め）ミ，［；辰辺の惰闘iを命した 3

同日 1811廿＇，，,;:I!均］，［知＇hは第43,＇［通 1い出隊l之に対し又，＼派心を臭，んした。

叫隊ぱ叫辿隊長以卜 4人の現J鷹伯察班を九述すろとともに，辿隊の--駕に対し派氾命令をド逹

した，

災古脈追部隊，本部凸FI1中隊長以卜42人は， 19|i1[30分りとん地／1,I発. 22時30分現地へ判着，え

ひの11i]サ，II,1]と文抜袂舶につ’ィヽ て，謁撃後， IIりちに衿水文抜， 阪

朝食を運搬する自衛隊員と、被災者

のため張られたテント
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人硲展如''『活動を閏始した。

自衛隊の天幕支援



笠7箇 I'．1衛 隊の筵 r；り派直

道路復旧に活躍する自衛隊員

忍隊］：，力は， く）t,1'：辰直刈仙を'/e」/

し，／1,［『,，；,＇」＼,：こ：Iれ足した さきに尤

,",し忙＇，1| 山謬、上ゞ以 i‘0）伯察糾~ ]~) 9 |｝冑

により， ’＜, i，ご］＇，しー[ !〗 I に・1 人てあ

ることがi1 ：した

叫隊」ぐえ， 22’l 旱＇叫）国1 におしむ•

ぎ， 政文Jt9」ul刈舷!いらこ！こえび0)l91j 

にと今只(j)紋投店．［！）に三）しヽ て1蒻，義

した り23: l, ＇9]l i:；り 1,111心山ぷ l~ の

！〕！・●し．．
． じー，_[ 果， 9＇応亡隊 u)」'，Y|9會を毒

め，叫隊j ））に対し前直を合こた，

同i! 1:1叶30分，山煉本：｛： （指抑闊！梵ll紅らびに［『！辿隊J又し」卜の」）Jば'11地へ臼息 16崎30分叫

地へi叫',1, l'〔ヽ｝l | ；＇［校に指打「 fリ］を1J廿，支，しカ'.i‘窃 舎へ几名，い＇こ ((181i'J:) ，〗〕 8 [＇Iり［寸1長ぱ

第43/『通科辿隊（えご ヘ U))'I位~Lを忍めた また，＇： ;,;,r「叫知＇れか ’0)又，＼］も立訂疇の嬰

＇’,＼もあり現地へ補給拠，＇八を，之，,;して， 人ふ，野外炊只， i『卜水ビ I 卜，水 ）~託した，

2•111 第 8 r:,11卜l!J．父！ ［，般災見とらび：ご訊心：・:'.隊の活吼吠凡を化寮した

25 I I第 305地区也；，文隊（／印域）か9見地にllィりし， i焚械））おし文ひrf| ［による排1竹業はi'］・々と

進1：して「I']11夕糾までに立噌のIぃ＇こ：臀 1)札は冗 J’ した

また，同日，＇じ＇ l叫 j柘地の1-J¥＼’r,'：い各1こ対してば， レン／ヤー］：隠による 1貞が，ヘリコプター

(H-13）による救長物資投卜（糧食， ［礼」，＇いいり）により 19[ii，に成l力した

派心部隊仝じ茶lしの）9[いこ4)fころ柏1依ii,jij'D'Jによって， 伎

0)裏姐笈活動は :J)jl』Iに1，1たり， ようやく派心

目！’]を逹すろにし、たった l!I」対山本：惰こ災，1：派

！̂又，r!, t欠出し，哨忍，袷；」＼，

笈＇』派心畠！燥し＇）出鼠 I:［凡凡

心部隊：：： 0），謁格をiJな,,,, I位！丈0)崎いにつ lヽて

合己に立し， 3，1 1, 1，口11りし＼［知Ji.＇，i火',1紅辰心

氾隊の撤収にうし：て北，心した

部琢名（！り~とん地）

．̂'：43i附ジも見家（罰城）

;¥-8 1貞察隊（北熊本）

限心＇怯備｝＼ ti 
・~ ~ ~~ ~ ~~ ~ 

J 1 l I[＇,1 人[i, | i,Hi 

父，',派氾閻隊は， 3 ｝ 1 2 i l, -• 9 9,；りを夕人99りして 竺 8,，i{，9,．琢（」ヒ愧木） 2 Jj2l「1

撤以左充（した
竺 8外Ii給隊（北頂本） ～ 531)、! 84 1I1 

竺 8,i咆辺隧（北熊本） 3月211 

竺3051阻や叶他］月培（月’切k)

ご：， 348 州予~務啄（部城）
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第7節 自 衛隊の災害派遣

成 果 屈 友

支援の種類

給

＇ 
....."..~.'... 

被災者に対する飲
水 支 援

料水の袖給

9

『ヽ忍 事 支 援
被災者に対する炊

出し

人
,•', 
ガ 支 援 被災者収容

衛 k
」

た
5 支

道路復 Ill文援

輸 送 支

‘‘/ ~ ~ 

被災者救護
患者輸送
消ぷ

i 笈

援

作 i
ミ

S
A
 

内 容

決壊箇所の応急啓

その他の 支援

避難民輸送

プレハブ輸送

オ：ヒ
衣 備 人 コ

3
、

に
丘
フ

装

汎tトラソク XI

%t救急4い l

備

水トレーラース 3

¼t トラック XI
砂2tトラック X 2 
野外炊具x24

-

2怜 tトラック X 2 
犬塔 15 
已{fj 1,650 

ブルドーザー X1 
コンプレ、9サーメ l
4 t ダンプX 1 
ゲレーダー、ぺ 1
［作 ．tIい 1

21 2 tトラック〉(2

人

75 

果

14 

56 延49,800食

i-----:~ 
89 収容人員延3,899人

4
 

患者，応急治療患者
輸送等19件

7か所，排士約i,785
河（手作業を含む）

孤立部落に対する

14 
避難民輸送，プレハブ
輸送，救援物資輸送，
地震計輸送19

H-13" I 

'~—/ ＂ 

5
 

レンジャー隊員によ
る孤灯部落の伯察．
H-13による救援物
資投ド (E布糧食等）

2. 航空 1’.1衛隊

般災地のうち，

丈情にかんがみ，

山間部は柏＇＿りのため， 屯両の連行が困難であり，

また破災状況を総括的に把握する必尖から，

破＇，ビの状況把握が遅れている

黒木知れは 2月2:J1113時05分ヘリ

コプターによる生中からの撮影を航空r1術隊祈UIIJ]し）よ地nj令へ9戻，んした，

改古状況の生中搬影を要出された航空「1衛隊祈III闊湛地においては， 0りちに， i，者般の準備を行

ない一路般災地へ向かった，えびのIHj真店小学校袖の川内川堤防1に着陸し，県災＇，＼対策本部か

ら派遣された県の係いと打合せを行ない， 般災地20か｝，}｝の撮影を完仁帰途宮1ii.)Ili人汎111'［匂11向大

橋の卜流左岸堤防上に着峠， 待機中の屈災',[；対及本部から依頓派逍された翌乳椅巾消防本部の係旦

にフィルムを手渡し， 15時36分に帰隊した。

さらに， 2月29日23叶黒木知『は， 災古救助対策資料の淡：己輸区のため，航辛械を東哀部へ‘,（

遣｝」を同凡地ぃj令へ芸晶した 2
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償8節 学 佼 教 i
 

↓‘ ~
ユ
ー

同見地では， 30l1 1時虹災古対第本惰職員から資料を芝理， 渚般の飛行準備を整えたのち 4ll,i 

30分晶地を出発， 5時49分東京都入間）i［地（ジョンソン見地）に到芯， 恥災鸞対策本部から派遣

された県職日へり［渡し， 1T務完了後同 11811『44分に帰隊した＾

第8節 ｝ソ
—子▲ 校 教 六

I j 

1. 県 の措置

地霰により校舎の披国はなはだしく，小・中学校とも休校し， 般災児帝！「徒数は，真幸小学校

338人，頁年中学校313人に及んだ， これ等の児箪11徒に対し，学用品の給与を県教育月とえびの

町教育委只会に依頼しで史施したが，地底の報心により令［月各地から，学／甘兄が続々寮せられた

ので，災＇古救助怯による給りは教科・且のみであった

第 1表

真

窄

小

学

校

1

2

3

4

5

6

 

計

学用品の給与実紐

i 教科淋
i ―-------•一—ハ： •—---”/~ ~- --

人員数蟻
！ 

~ 金 額

l'I 

153 

404 

1,325 

2,685 

4,479 

4,712 

3

2

3

5

9

1

 2
 
43 

3

7

9

0

9

2

 

1

4

6

7

 
210 l 3, 758 

真
幸
巾
学
校

6

3

1

 

0

4

2

 

2
 

2,013 

396 

163 

10 26 2,572 

合 計 53 236 16,330 

2. 県教育委員会の措罰

地震発生後，

IX•学校の設9'，状況についての連絡があり，盾ち

に関係峨日を般災地の教育委員会および各学校

に派逍し，

について，

四語県教育市務所からえびの地

その実状調査にあたった，

また，真点小・中学校の設＇，月の人きいことを

知り，再度凋係職員を派遣し，今後の授業再開

えひの町教育委旦会と協議するとと

もに指導助言を行なった。

しかし，継続的に発生する地震のため卜分な

対策も計両どおり進まず，まして避難している

児菫生徒の掌捏ぱ， きわめて内難な状況であ

った。そのため， 授業再開の見通しもたたない

ので， とりあえず危険場所の帖理およひ備品等の謁壺を行ない， 授業再開に備えての渚対策につ

いてえひの町教育委且会に対し次のとおり指埠したジ

(11 授業再開のための教室確保について

l)校舎の柏備
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鷲8笥 学 ゞ
<

炉＂ 敦 s
]
 

9
'
 s-1 

2)給;Jくの力止

:l) 敗材， 絞具の位校からの借！il

4 ) 1木fi：しI]豆）もし）iL!r1:111

5) -_,':]叶； ［にうl＼てのー［大雰

＇ 
ヅ

j 児童生徒の災害調査について

I) 冥出般，10)丈包

(： ｝ 1 

2)紋科，りの必＇梃数

:i)':j':Ji}品の必炭数

4),9しい長』］を必咬とすろ児叩I{,L数

精神的な安定をとりもどすための配慮

1) 教l,謁iい）各J也［Xへの，i,'りしや仄l迂，J囚り可によら指導

2) と<iこIl'T I文3{ I I i ！こ刈~する 1且！e怜

:4~ 

報道機関の活用等

!)見,';¥ii|，しば）且羹i［夕しを各学校へ褐；＼すろこと

2) 森佼！ 10)叫絡

第 2表

真、｝

地域

真、「地区 I

加久帳地区

l:., ！象地区

小林訛悩

野尻地区

飯野地区

白崎地区

日 1対地区

部城地区

，行塚地区

他本以

迎児島瓜

如詞リ．［

鹿兄砂 ii
梨野地［ズ

ノく 明

】,I・ 

/ 1. ク令
和9

3
 

．．
 

1~.84151802.,

'
lolol 

9
,
8

ー

2
 

~
~
~
~
~
 

~
 

店

0

7

0

7

0

4

3

]

0

0

0

1

0

>

f
 

f"‘ 

9
"
"
"
 

-9/ 

国
""'~, 

，
 

4

じ＇ II 
"．、"'i 

笠
~~.9 

のじ!‘ ，イ
~^^ 

ー；．ー・.'ー・ヘ
ニ

1,]

で

リ

ー

ー

,̂-.9 

る

．

9

．
 

ょ

•
9
,

こ

！

＇

9

d

,

6

 

~
ヽ
・

.
~
~
 

応
'
,
人ー

f'.

.
h
 

j
-り

5
~
~
 

·~^ 

9

.

 

;~ 
）
 

り

；

ーr
9

;

'

 

び

4
~
~
 

ヽ

8

4

2

7

8
 

！
 

え

0

6

2

0

0

1

1

6

1

3

 

0

4

0

8

1

7

0

0

1

0

 

0

2

0

 

7

1

 

2
 

2 12 3 

; I 16; 135 134 112 

7
 

8

り
l•• 
T

O

3

2

0

0

i

5

0

4

0

 

0

2

 

~
~
~
~
 

2

3

1

5

3

5

0

0

2

0

1

1

1

 

9

2

 

2
 

2
 

7, 3 
~ ~ ~ ~ ~ ~ 

i43 154 

数 I16 135, 134 112 143 154 

6

6

5

9

5

3

7

3

4

2

2

5

2

 

2

2

3

,

,

9

9

:

 

5

1

'

 

] 1 

34 

794 

794 

此城

以、：•地区

I」ilJ泄ド地以^

飯野地区

小林地：x
その他
（以外・内）

ー；；、明

化

9, 1. 

悴 数

" k ~ ,~ i 
9 < 

(43, 2. 28, 12il!j)月1五）

ャ 9| I 予紋

・-c・----------------こ＿こー..ニ-で-— _ 

{ I : 2 1 i: 3 { E'1 1一， 
;__  -----•'—~ 

188'  

3 

20 

12 

6

4

2

4

 

8

^

L

 

7

3

6

6

 
2

2

 

2

2

 

5

3

1

 3
 

2
 

1

4

3

4

 

2

1

 

2
 

2

0

4

 4
 

2
 

231 244 

595 

11 

55 

20 

l 4 

6 

701 
~ ~ ~ 

701 

児泊辺）笠校状況

翌年 ' | 
瓜 II

] 91-2'1 3 1-E 4 9[ 5 {-E 6奸：，ir 
---

| |＇|  ii'［ちにぴ！交て苔る ］081117120 

存校てきない もI 6 11 

イ1几([1[，忍てきな） 21 12 

126 141 709•89.3 

8, 10 10 51 6.4 

7
 

7
 

3
 

34 4. 3 

9, I• 
................... 

I 16! 135! 134'112 143 154 794 100 
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なお，第 3表のとおり只文再開まで， 学校および児附It化の丈棺を把抑すろたも， えびの町教

青委員会と紺 1い出格をとり長文1且間に侃え｝）仝を！tilしだ

1)屈臀11状況ぱどうなってし＼ろかへ

／くに具体的な内容につ1ヽて夕1ul]すろっ

2) 岐古による教科，1「およひ学川吊ぱどうなって［）るか

3)学校の長文再間はしヽつできるか、

4)凰路に対する丈状＇まとうか，

以lの4}、仄1こつしヽて， とくに謁行をII.（1姐し，教科書芍噂氾げのための臼［きを匁しヽだ 第 2及

およひ第 4表はその文甚で q
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第 4表 I店笠学校進学希 叩者 数調

中学校名
加~ ~ 

コース名

畠 亨 且 l•
裔宮学校名

~・ヘ~・ -- ～～ 江

逍政 ＇ | 
...＂ ＂53..9 | | ! ： ~ ~ 並''： 13 99 

飯 野 靡!'氷'" 51 

普 通 62 
小 林 ,9.1j i ；家

政 42 

小 林 商 裔 i的 菜 63 
~/~/ 

機 械

4 7＇ ! ＇ 

8 6 
4 4, 20 

小林 「・カ翌< l，i ．r ： : ,9p乱 ＇ ス．．ゞ1 7 3 23 

化学工学 4 3 3 1 ； II 
． 

建 築 8 2 2 14 
2 | / t 

--------------------------

農 菜， 2 7 I 10 

,:':; I)仇 糸砕 砂， 糸 痒
3 3 2 2 3 ： 13 

農痒化学 3 2 3 8 

牛 泊
4, 7 

I~........ ......-

大 宜 翡 普 通 I 

高 鍋 牒 高 隈 哀 2 

宮 崎 商 高 咋 菜 l i l 

定L 時菜 宮機 崎械

高 鍋 農 碕 i糸 廂

合 戸・・ I・ 163 103: 429 
・・・・・・-・・-・・・・・・・・--------------

3, えびの町教育委員会の招罰

2月21日（水） 朝から人勺， 8時51分， 霰度 5の強震が発It， 買苧I]ヽ ・中学校をはしめ各

小・中学校から般冑報［りがあり，地点か続いて発生し危険てあるので，：鸞洛担打の付き添いのも

とに下校を指小したこさらに児箪＿／i-徒の下校を見屈けた教職員は，それぞれの学校の贅戒にあた

るよう指小した とくに真加地区が壊滅的般古を受けたとの梢報が入ったので，教育委員会・，F務

iI]は，職員 2人を残して教育長以ド仝員真辛地区へ急行した

望その般＇古の激しさは， ー［川の銀II卜界の中に目をおおうばかりてあった，頁忙小・中学校ぱもっ

こも岐古が人きく，屋根且はすれ、」咄ぱくずれ洛ぢ，校含は傾き，図因および理科実験匹只ぱ

倒れ， 散乱してしヽ た。

町‘’i「"]におtヽ ては1011『30分，災古対策本部を設骰した，

さらに1011'f45分，震度 6の烈虚が発生，般9『は増加し，町尺は恐怖のどん底に落された。児
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窄 It従ほ， 1同目の地震で真炉小学校 3年の女児が黒板がばずれ落七て，頭に柊い負傷をした

ほかは［叶綺者がなかっfこ教育委且会は22日も休校にすろことを指ふするとともに，各学校に対

しその後の腿，じ状況の報化を求めfこ教育委員会昇務屈職日は， 1 ［』目の強震のあと，被害を調

在中であったが， 2 In]目の地震によりさらに調査をやりなおすことになった。岡元小学校は，道

路か央壊して現地に行けない状憶になった 17時，町災，じ対策本部ぱ貞幸支所に移されたので，

教育委日会＇ド務局職員も本部に加わり，徹夜て真幸小・巾学校の警戒にあたることになった。地

震はやまず，寒さと恐怖におののく夜であった，

2月22日（木） 町内小，巾学校12校，分校 5校ともi娼11廿休校，間）および県の対策本部の救援活

動も本格的になり，般災者への給食，給水，広報専が活発になってきた＾教育委員会は，各学校

に対し，児哨II徒の状況および備品，建物の般害調査を求めるとともに，教職員は学校の警戒に

あたるよう指小した，地叫りを伴った震度 2~3の地表が続いているので，さらに臨時休校を決

め，各学校に連絡するとともに広報中により広報した，

19時19分，裟度 5の強哀が再び発Itし，ようやく平静をとりもどしつヽあった什民をさらに不

安におとし入れるとともに，第 1詞，第 2和1日の強烈炭て弱っていた校舎等の般災が培大した，

教育委員会消務閃は，般占状況の凋査に奔！しし，町および県に報化するとともに対策を協議し

た，真幸地区は，完令に水道，電気とも復Illしていないので般災者は炊,hもできず，町の給食に

頼り，あるいは避難して他地区へりっている者，戸外に仮小屋を建てて住んでいる者が多く，‘＇ i

分の間，授業再聞の見通しはたたなかった。

2月23日（合） 真炉公民館において教育委員会を関催し，教育長から破古状況の報代を行な

い，今後の対策につしヽて協議した， 予罪拮閥笠につしヽては町長と意見交換がなされた。教育委員

会1i務F9}職員は， 11!9日に叶き続き般，［調査に従淋した'，

2月24日（ L) 教育委員会巾務）五｝は，引き続き般害状況を集約し対策をt紡議した。各学校の

児常I:［従の教科書のき旧状況，餃災の結果要保護児菫，準要保没児潅として新たに 11.1;，りする者お

よび登校の可舎雰について，謁査をすることに決めた また，飯野，加久藤地区や県外へ巡難して

いる者等があって実態がつかめないので，学校側と協議し，小・中学校の職旦をそれぞれの地区

へ派逍して凋査することに決定した、 10時から貞幸公民餡において，県教育長と町教育委員らが

今後の対策について協ゑした，3

又部省から係［勺が来町され般＇，ピ謁査を行なった：

2月25日 (11) 13時1町内校長会を貞炉中学校において開催し，次の直項を指示した。

(I) 教育長から地脳発4以来の骰古状況の砂も明と今後の対策について指ぷ

(2) 26日から）JII久藤地区，飯野地区の小・中学校 8校と分校 5校の役業を再開すろ旨を通達
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(:J) 真倅Iヽ・中学校は26!Iを準備の！！とし， 27[J10時を期して、地元に印作していろ児窟化徒

は真岳小・巾学校に，また部内他巾町村に避難している者は， もよりの小学校に集合させ，

職日を派遣して凋介および連絡をするよう指9]」、したっその集介場所は次のとおりとすろ勺

加久藤地区へ趾難している児屯生徒は加久藤小‘f'校

小林地区へ近難している児菫生徒は南小学校

高原地区へ崩難している児菫／1，徒は高原小学校

野尻地区へ虻難している児章生徒は野尻小学校と哭須小学校

飯野地区へ近難している児童生徒は飯野公仄餡と飯野中学校

鹿児島虻粟野地区へ避難している児笙什~徒は栗野小学校

以Lの連絡は， l鷹内の他市町村の教育委且会へ連絡し，乳11内の小・中学校のI士徒を通じて

呼びかけるとともに，広欝Iiおよびラジオ・テレビを通して，それぞれの嵩所へ恥合するよ

う連絡する，

(4) 25日までの電活による峻占報化をまとめて， 1奸定の様式により報；＼すろよう指ボ

（5) 地虞般＇，『のため，教職員の異動謁内に変史があれは［ t-i[け出ろよう指ぶ

（（｝） 学校には夜間に辿絡することもあるので，その面在を明紐にするよう指示

2月26日（月） 加久藤地区の小・中学枚（加久藤小学枚，足八屯野分校）と飯野地区の小・

中学校（飯野小学校，＿1江小学校，人名，J平小学校， 古牟I[1分校，高野分校，杓闊分校，飯野中学

校，」江巾学校，大河ヽ「中学校）の授業を再阻した。加久藤地区，飯野地区は，衷が地区に比べ

て仝般的に設，I，か少なかったため，ほとんと令部の1]徒が登校し，，「常どおりの投業が実施され

た。給食センクーに対し』＇心食（乾パン・クラノカー’等）と果物を給食とし配在するよう指示。

また，各学校にに対し，今後の地底に対しての雌難—;911純を徹底するよう指小。

2月27日（火） 25日の指9]ミにより，真幸小・中学校は，地元（真甜地区）に1；り作する小・巾

学校の児潅生徒を校庭に集めて丈態謁任の用紙を配布するとともに，他山町村への避難先に戦員

を派逍して謁牡用紙を配布し，宅や／等の連絡をした、，この調査により，仕f;＿りの状況，教科害のき

損状況，児哨生徒の避難先等が判明した 県学校教育諜長が頁克小・中学校， 1而九小学校を祝察

した。

2月28日（水） 本 17から）匂炉中学校の 3仔仕は凸校入試も切辿しているので，鉄筋校企を使

用して授業を再開した。

13時から『［『公民餡において校長会を開催し，教育長が次のように指示した a

(!) 現在までの町内小・中学校の授文再開について
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26 日から長文百開した /Jド久稔地区と飯野地区の小• 1|i学校に続いて、 29日から貞炉地区の閏

）し小学校，西内竪小学校の授文を再閲する。

(2) 真和1]学校の長叉再間につし＼て

真，｝！「学校の 3年叶は， 28日から長業を化開する＿ 1 ～ 2年は， 29n脊校して百開の準備お

よび敦宇の繁理を行なしヽ， 3月 lIiから長文を再間する。

（3) 備品快l係のt閉，1，'状況の調任を指小

日） 地姦発！［以来の戦いの勤務状況およひ仲店の状況の恨］を指示

（う） 真，｝中学校の授業再閲に伴い，逍難先の飯野， Ij[1久！籐地区から通学できるよう臨時バスの

迎りを＇宮崎父遁株式会 CLに交ゆした結「具， 1冊りで良，｝中学校まで連釘するとの快諾が得られ

た，

2月29I I（木） 本 IIから岡几小学校，［国内呪小学杖の長，業が再開された，ほとんどの児窄が

登校し， 1)］るい見通しかもてるようになった 町でぱ巾央との交渉の糾退，真炉小学校の仮校舎

としてプレハブ教寮30敦字を建設することを成めた 真が小学校へ長皮再間のための長業叶両そ

の他の耀価を指がした

3月1i! （金） 真¥叶I';'校 l~ 2什1「の長文を内間した。これで真、}':j1・;;'校は，仝学年とも

長史が1り開された，

なお，他地区へ雌静しており授文再開を知らなし、生徒もしヽたためか， 31人の欠席者があった。

真か小学校に対しては， 5 ～ 6年の児帝を登校させ，長叉再間に{IiiIえて教具の准仙をするよう指

示した~＇

3 JJ 2日(+) 真｝中9'校の欠席II孤数は23人に減り，授業再開とともにI.I砧も徐々に乎静

をこりもどしてきた，

貞、！小学校に対しては， 3月4IIから真ヤ中学校におしヽて中学校と三こ部長業左開始すろための

名叶側の竹成，渭備を指／］、した＿

3月 3日（日） 衆議院災古対策礼別委員―••-1 ［か宜，｝小学校を祝察。

貞、｛：小・中学校の校長を招杖し， 4 11からの口部授文につ 1， ヽて具対策を指示した，

3月 4日（月） 本IIから真和1疇校において真！小f校 31111以｝の授業が，中学校との二

忽長業で得間された、小才校は 3時間投業して給食， 卜校させ，そのあと巾学校が給食して午後

4 II';州］の投叉を1」なった たたし，中学 3年11のみは 611り間の授文を続行 小学校の児帝は，久

しふりの授業1月間で始しそうに元気よく授文を支けていた これて地娯発/j以来12日ふりに，町

内の仝小．，い学校の授業が1サ開された，

その後，真翡小学校の 1~ 2年！Iも3月11日から中学校の校合を使って授文が可開され，披災
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者もようやく安定してきた。

この間，各｝IIいから指導，援助があり，また，仝国から見舞いの金昂が町内小・中学校に贈ら

れ，児撹生徒—ー同深く慮激させられた 3

4月には，真ヤ小学校のプレハブの仮佼舎が完成し，祈学期からようやく乎党の授業が続けら

れて今日にいたっている プレハプの校舎は夏は暑くて授業に熱巾てきないので，天井板のかわ

りに白木綿を張り，屋根の」に「すの『」を張った粘果，幾分しのきやすくなった C 7月には常陸

官両毀下がお見舞いに真幸小学校にお出になり，児沼や父月にもお丘葉を1拗わった，

地裳発牛から 1年を経過した現在，ヽI,1時を回顧すろと， 2月の厳寒のさ中，真炉小・中学校の

近くに対策本弼が設買され，界夜小・巾学校を訪れ，調査に，指示にあるいは応急処置に奔走し

た，この地震を教』として平常からの災冑対策，近難訓練の手要さを痛感した。

なお，各小中学校においてもそれぞれ応急拮洲を，謁したか， とくに人きな般＇，『を受けた頁幸小

学校における措謹を次のとおり特，，已することにした，）

4. 真幸小学校の措置

(1) 発生当日の状況

2月211I（水） 上地の古老たちも「／「れてはじめて」という秤の大雪，いつやむともなく盛

んに降り続くぼたん噂，今日の学校は平常どおりの授業か行なえるだろうかと懸念される秤の朝

であった。

職員朝会を終ろうとする 8II廿51分， ものすごい地叫りとともに襲ってきた大地震，無気味な背

翠策をたてて」．卜たもに激動する校舎，瞬間的に「了どもは」と仝識員は一斉に児童のいろ教室

へ定しるっ歩行のハランスは失われ，よろめきながら身の危険も省みす無我無巾でかけて行く。

職［し屯はといえば，火のよく同ったこつの大きなストープが倒れるこ子どもの避難，ストーブの

消火，実に名状し難い人混乱である，枚内放送もブサーも令く使われない，指揮命令の伝逹も困

難きわまる状態であったっそのII「1で［］頃の避難訓練のJレールにしたがって全暇員の理知と判断に

より，児箪今員を無貨運動塩に避難させることができたっ

この間，倒れたストーフの消火は消火器によって［i,[ちに泊火， DIっきりなく鳴りつづく電話に

も応答，町教百委日会やI)出者県教育柑務所からの指抑連絡もどうにかキャソチすることができ

た-しかし， ここで深く考えさせられたことは，電源が切れ，町および県からの指揮命令も受け

られなくなり，校内放送施設も令く使えず，父けへの連絡も方法がなくなった場合の処岡であろ。

1じにわずか数分にして， このようなて炉態に開f面したコロ頭によるか，鉾によるか，あるいはワ
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イヤレスなど用いるか， ［」頃の具体的計画の必要性を痛感した。とくに人切なのは，あわてず沈

着機敏にことを処理する気構えである とくに買理の任にある校長の決断と深慮ある教峨の追占

はいうまてもないが，災尼は何時発生するやもはかり知れず，校長，教頭の不在可の場合でも，

誰れでもその代行がてきる勤務体制と職且の気構えが，すっきり繋えられていることが必要と思、

われる。

もの凄い降□の中に， fども遠は，およそ 11叶間， 1りりなと膝まて没する柏雪の巾で，寒さ

のために泣き出す者，腹桶を討える fともなとがててきた＂ゆれ仄しのあることを f想して，部

浴別に集団ド校，部落担／『教帥と，折りからかけつけてきた父兄とで前後を'、jってド校させた。

1011廿45分，人部分の職員が部洛から帰校し，一緒に日転小小屋で（この時はすてに職員室には

立ち入れない状品にあった。）対策を協議していたとき，｝衷度 6の2皿日の人地底，その凄じさ，

無気味な音聾，人地の虚い，期せずして職且は，わあっと一つに肛き合い，よろめきながら，竺i

の深い迎勁場に避難する．，校舎の瓦や咲が洛ち，柱が折れる．，宇内の備晶のほとんとすべてが転

倒すると同時に，父通も途絶してしまった3 通佑，父通の途絶は，いよいよ孤＼＇［感を深くする。

地震のややおさまるのを行ってI！りちに［！転中小屋で職員協議会をもち，児遣の安令↑汀里，校内備

品の保全竹罪， さらに今後の応急対辺等を協議し，緊急拮骰として可能な阪り， 爪要文苔公簿等

の保竹，教材教具の整備竹文にあたった，

II午さらに職員集合を指小，職員家放およひ住家等の災＇，［＇か懸念されろ― 9"5戦員には帰宅を，：r-

し，残り職且で学校の悴戒にあたることにした，この時刻にはすでに1町教育長ほか職員も 4人来

校，指,1¥を足け人きな）J強さを速した。 1711.'i!i'i,れを除き職員に定時退Iこ）を，9'！し，笞戒は，校長，

教頭が紺虹とともに，徹佼賢成にあたることにした 3

なお，第 1日目にとった廿屑競は，概要つぎのとおりであった．9

1)児潅は，指小するまでは臨時休校とし，閲始は町教育委員会の指小を受けて逹4.；する。

2)職且は，住家倒壊その他出効ィく可能の1遠長が発化した者以外は中常とおり勤務する。

3) 8時55分，児菫を教室より連動場に砒難させる，

4) 10時，児哨を部洛別に編成し姑宅させる。

5) I「'に住哀およひ家朕の安古の気づかわれる職且は退Jjを』Iす。 （約半数であった。）

6) 17時， iiiltりを除く一般職いの退庁を，介す3

7)＇芦校警戒は校長，教頭，酎直員の 3人であたろ，

8) 1i，ilf心を i'I江！，小屋に仮，没し，応臼の措閥をとる。

9)本餡，教径，府il［占等すへて危険と判断し，町の指示あるまでは使用を禁した。
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なお，夜間も連続地店に見舞われ，徹夜不lil（のまま警戒にあたった。 24時，酉，，者県教育1:'c務所

に入校，今後の対策梢謹等につき指心を乏けた

(2) 第 2日目以降の状況

2月22I I（木）

1)平常どおり 1械且出勤， 1t怨処押につき協，，義する〉

2)県教育次長およひ職且，町教育長はか1甑員，西，看県敦育h・務！奸噸[lその他各恨直機 l見米

鯰校長，教頭は炎',1;:の推氏につき報，＼説明する-

3)仝校舎，教字の設心状況を搬彩し，，已録をとる。

4) 15時，•一部職員を退）｝させ， 1＇「Lの咋成につかせ，的半数をもって学校の竺戌にあてる 3

5)‘[i［いは校長，教頌， 1/れft教，＇前の 3人にてあたる，

6) 19時19分，底度 5の強恥あり，校舎教がの破拍～）付加わる。

7)終 II，県教育委員会ほか校］係歳1支IO)＼げ校見IIIIりおよび胄戒あり，地鯰連続的に起こり校舎

施設の破祖おびたたしく i，；り）Jl]する＂

2月23I I（金）

1)定刻に職員及合，本日の動務内容を指小，職員『I文吋！削およひ『l文上の注唸をりえる。

児屯の動静常肘，各 9駕洛ltl｛了による部洛巡祝，児屯の避難状況その他の］旦状につき謁在。許

評宝罰；蘭は一）し;,)心急闘性として ')i務のとれる和＇度，叫此仮小屋の枢備は [I,f1、中小Ifを整罪。

2)苫也は本日から 3人とすることの達9]ヽ o

町教育委員会の指小による、~

3）県教育委員会ji務局，両忍似教育1t務叫，町教育委員会h務閏職貞の危炭古状況調在

4 H,[」［済糾介および恥敦1懺員IL励会から職員の般，＼丈状晶査

5)見［保健体合，沿におよひ1系職い成，1，，謁壺

叫祉する阻い地底多く，今後の見通しばイ<n]能の状況である。

2月2411 UJ  

1))塁 l]に［餓且瓜令，枚l又から勤務内容の土］、 教頑から熾日活動組織表を説lリ］逹，J、する、 あ

わせて峨員の勁務闊りをする

糾織 ー小林地区

iー．→-児哨対策部ー一飯野地区

本部一 iー授業対策氾 ー！Jll久藤地区

!—災古翡任部 一棠野地区

＇一閏報辿絡部 ーその他の地区

- 182-



第8節 学 校敦脊

2)各部の活動推進悲絡をスムースにするため協議し，分j日・ド項を確認すろ a

ぷ，1)の指小と各部の報らの敏芯化，各部の努力点確，忍J

3）本忍は，各部の，翡いと仝糾織の釘没II勺辿倍に努め，各部の活動に 1功汀し， とくに町および

即勺への恨；＼，マスコミに対する加工報心機I見への協力等に努））する なお，．慨旦の部落

巡祝を督励し，児直系庭の般',1;，謁在，児屯の女令i(i化忍に努めるヘ

1)凡市対策氾は，児沼の阻難地におけるII活指舜 0)ため，各虹個地に出弘，現地指均に努め

る

本［］は小林地区へ 4人，飯野地区へ 4人，）JII久牒地区へ 2人出如させ，情報連絡部へ地区

の状況を報り，させる．9

5)以文対沿閉は，早貞1反業閲始を[」[:'’［こ，小学校教が，屋内体育館内の借）fjJt1m]その他教只

整Viii等につき対策を練り，只体条'1'l成に努）Jする e

6)災古晶任部は，学年別，崩難地別児屯数， l.I活の実状，教科翡紛久破出状況，学用品の所

粋状況， j及設を必及とする児直数，その他健康状況等につき謁査恨；＼をする。

7)↑直報連絡部は，各地に雌難散在する児哨およひ父母のイヽ安を最少限にととめるため，学校

の具体的註Ithl，各迎難地の文伏等につき資料を招鳳プリント印闊により報辺の準備に努）J

する，

8)文部省係官， i／加者県教育Ji務1叶指吋し担町教合・長苫多数米校，学校般古実状謁査 (17時）

9)県教育区町教育長ぐりの学校鳳，1，調在 (2111fj)

2月25I I (11) 

1)仝職且，活動組絨よにより終 II活動する 3

2)閏恨辿格駕は， 「学校通｛i,地姦対策広報 No.1 」を発 r•[］，仝校区家庭に記布する。

3) 本忽ぱ，地寂発1_J•以来の児南の直難地い l］げ年）月実数，岐因l犬況，敦科翡，，戸 Ill 晶の所特状

況等を翡任し、 iii]教育炎い会に熾＼すろ．ノ

4) 各戦員「分けして，児菫の追難地に出版，地区別に児童を招集し生活指導，宅柑指導等に

あたり， 15叶まてに仝地区とも本部に実状を点釘させろぐ小林地区は1杓小に，恥野地区は飯

野公l．心餡に，加久棒地区は）JII久I娯小に，野尻地区は野尻小に，＇ 9,：」原地区は幻J:［小に，叉野地

区は哭野小に招几して指吋

5) 26日の各地区出山の',1;lJ‘'1表と凋任要項を1’I成，プリントして仝職日に逹9]-＜する， /JI]久藤小

へ 2人，飯野公仄館へ 4人，小林巾南小へ 3人，野/J,小へ 1人，高原小へ 3人，業野小へ 3

人，貞ヤ小へ 6人'，1;1J‘りてるつ 9ー詞査要項は次のとおり，
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児憶氏名，学＇I-学級名，部洛名，保没者名，教科翡学用品のI斤持状況，衣類の状況，健否，

家朕悦1係，校［メに家放が残留していろか舎か，般',9,’状況，虹難地の地番，＇冬族の健否，真弗

小学校に出席の叶否，近難先の学校へ転校のr,J否その他

2月2611 （月）

l)定玄1]に職且集合，枚長，教叫から日利につき指がする。

児童対裟（宅やI,二部授業），恰報活動（晶査広報の要項），災化による異動希望凋紀

指荘占およひ教科書の1脊理，職員のJ，り所変史のI』出，公簿の持出し，本 IIの職旦竹業の指

小

2)児童近難地への職員出IiKの指が

飯野地区へ 4人， /Jll久藤地区へ 1人

3)散乱せる校具，価品等の整理竹文

4)職且の設，り1,'状況， 4ぺ日の作文内容の報告（町教育委員会あて）

2)］271_1 （火）

1)児直逍難地への出！K指導 野尻地区へ 1人、高！泉地区へ 3人，小林地区へ 3人，飯野地区へ

4人，栗野地区へ 2人，調任苫，此人指迎ほか

2)識員の般古者調

3)児演直難地区別児9'立数調任報告，謁査直項の集計処理

4)県教職員圧助会から職員般災実態調査のため来校

5)叫‘t校教育，，限長およひ指心L1t，学校般災丈態謁杏のため米校

6)県議会又教衛!J沿行委員丑」，‘；校設，＼調査のため米校

7)'ii」教育委員-→打，般内謁査のため米枚

8) 16時40分から 17|1'f10分まて職員協設会を開き，災）＇［後の整理，学何指均計両，ヽ 9,1分の職旦

i]叉，寸薗J]を協議するく〉

9)地底の状況，憫如『状況， j受文再開笠の報店（町教育委員会あて）

10) 「学校通イ，i,地i9と対第広報No.2 N().3」を校区仝裂庭に配布する。

2月2811 （水）

l)定糾に職員几介，校長，教叫から職員竹業内容， Ill.’,’誂明をする。

2)戦員竹業内容

胃理室招儲（戦員分担作業），授業聞始の計両および準備，指導薯，教科苫および教材請

II]具整仙，児菫所在確，，忍， i受業開始の楊合の児蹴への連絡消価， 仮教本（プレハブ）礁
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没臼料，必＇臭放謁＇：『;『|成のうえ委員会に陳 I1『する勺

3）えこ＼0）月［長， III」絞育J←i)L1,，者恥枚合 Ji筏！）汀抒廿 lji等が最＇』吠兄， I,,l介(})・ため、よ校，仮教室

の没置，祈校内辻設＾、りにど） lヽ て協ぷ

4) 14いから 15li＼まて1l訛ii協議会をもぢ，児 [,f,＇i押，骰科内般叫糸＇｝久児中への対恥見斉 I刈茶，

汽分の作叉推凸につき協議すろ，

5) 児侑の虹罰地への指均出阪，飯野地区へ l)＼う）9|久il峯地区へ 1人，小林地区へ 1人，，碍鳳

地区へ l)＼

6) 「予I交通1,9，地恥k)::U1LWN0.1,I発il，校区↑貨庭へ'|山いずる

2月29日（木）

1)定刻に戦且1合，校長，教珀から諮凸小をする 2月人／又省， 3月対↑fi, 5 • 6,i,,;;t対

ふ児礼9lli I礼，;統，，十，霰［ ［勤務翡il,；l l i l IIり椙l}迅， l’9団員州II着規止^，りにー．）き，，兄'!JI心 J、する

2) 児噴 0)崩難地への指吋出阪，飯野地区へ 2人， ！;'I久Ii泰地区へ l/, 

3) I談員fl又

図内嘔，者備晶，図占0)移転（負tt平へ）， i，1’ 科平柊咄，地 i，しによ芯児 9'釘 I'• ，「'i'9,，周 ft, 剛冒）J

洛謁，lけ 員文，t叫11 （投幻附始，，1叫1|）淵価，広報対沿

4) 「］校通い，地i，'ミ対策広攣!(‘.5」発ii, 中文1ぺ令印吃へi'尼んする

3 JI 1 11 (ふ）

1)定支IIに］戦員几介，校恥，教唄からふ心：11明する 参議名い応，ビ対裏且別委員ー•9i j の守•I：文災 ',1;

視察 (511予定），児中登校（長文叫戸I) 4 11から凶1人成試，＇［価

2) 4 i Iからの長叉内間に対する刈飩

3)戦いの闘栴11『放，謁竹成 (2111から2911まてu）か）人災以降U)',1｝lりJjり［ ＼，謁，1'をfl成し， lll」敦

育委員会，軋1麿，［§い合）9務 1府へやI}]する

'.l Jj 2 II (U  

!)出りに 1戦[t凡介，校長，絞叫から今lサIll山の戦i［竹業内容 0)指心 l受文11ilJI！刈備，！ ： l学校

教叫刷IIとこれにl『う汁[{liけI文（こ入れその他一切の 19務）

2) 児，hに対する長文 1り・1)廿通知発心

3 11以、 I.JIll/1'I I (4 I I)；加ら， 2'I以卜｛ま由OJI I左！：全く］，水，命

3) i受文 1'}|｝恥者頃価を仝職員分］して『I丈ずろ

3 JI 3 11 (11) 

l)衆，，義玩災古対虹札別委員一打，災古謁．任に来佼
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2) 4日からの授業再間咽備竹文，仝職員分担してー通り完rすろ。

3月4I I（月）

1)本IIから 3年生以」の以文閲始

叫動場集合，朝会，中学校教召iヘリl卒し，正式長業に移る，

2) 3年外以lバ＇字校教宇にて喜んで‘？習，＇！崩巾（ i卜学校と二：慾授業）長度して放具 ('I".；交

1よ1/1学11:｛史1}］） 

3）第 ・II日の登校状況，欠1，府名状況笠0)』恥任と欠，＇i,;児直へのプリントによる止埒各および！町教

育委員会への報店

3月5日から10日まで辿 II, 授文1り削後0)。行雑務と散乱した校具，教材，イ蘭品の整理， 1年，

2年の授業準備，設古謁査報化等にあたり， 3月ll!!ようやく 2什生以卜の長業も］り開する連び

となった、

以1が人体地底発11以来の II々の堂みてあり，予校の措骰およひ活動0)概史であろが，その後

も，依然として地森はおさまらず，仝く蚊々恐々としたイベ安な紺 I]が続いたへそのなかで，祈し

い仮教宰の設直陳1訂，長文に必咬な贔少限度の物資の購入，教材数具の準伽，教育委員会への清

報告と指小される中務の処J朋，まさに LIのIIIIりそうな多忙さであった PTAの協））もまた¥̀IIili

らしく， I責極的で，物心仙II川にわたっての応拭は全く嘉謝0)9.＂f鯰すらなし、 0

こうしたさなかに，払たちを励ましてくれたのは，恥憐はおろか，仝lKI各地から慮せられた，

お見舞や励ましの占葉であった，おかげで私たちは勇気をふるい起こし祈建設へ邁進，すべてを

丸服して立ちあがることができた，

- 186 -





第 4践災害 復興対策

第 1節災害復興体制

りこ',t-,―9ktlリJiよび）｝！迎/II, 「I衛隊， !1'1)、内の店肋により， 初期の救iJJ]は禎謁1こ吐められ，ネ及災

什民の衣食住は'I.J『よ！「］に文1it:，：のなしヽ 状棺となり心峰 1水心のも急復IllもII左心って瓜捗してし、

た，

これらの応臼対瓜と並行して公共I本血設，住亡，閏地，農業用迎設叩こ ')I_ヽても応急復IF1あ

ろし汀ま，缶久復旧と必要に応した対哀を旱急にたてなけれはならなかった

そこて，）ミ，じ対＇は本部の各部組織’こより， 早期合定の＇人視や具体的復 Ill他策の推進を成1化する

ーり，復吐せ体制の）」令を期するために次のような糾絨を設！I付した，

すなわち， "11111する Ill柏対策をはしめとする復即＇）中業の紛合晶撃汽 1見としての「えびの地震復

興 'h‘〖推仕会議~j と，＇宮 I椅． IJ且児闘1,1，1県協義しで屈りな合同陳1立を行なうための「えひの・古松

地区地森対心叫絡会議」かそれである
まつしろ

また，［rl，1県によろ令同陳いのー」）＇ i[」として，長野県松代地此の例にならしヽ，政1(［1見li系壊閉が窓

IIを一本にして，本格的に笈，1,対策に収組むための糾絨づくりを笈--/lしたところ， 4几9日の1認l

ぷて「えびの・古松地区地瓜対策連絡協，，義会」を総押府内に骰くことが戊定された勺

1. えびの地心復輿り業推進会議の設買

まず‘I,1訓する Ill柏てあるが，貞ヤ地火の穀介地州である柳水点，亀沢，弊Ill);［化の水田を義う

',竹本 ll] 水詔 0)--~―間5か山くずれのため坪戊し，その早期復旧は容易ならぬものと名えられ， 5月木

のi'r＼代iH疇1まてに 2か月の余裕しかなかったこ骰災の地Jしではこのことが深く髪応されていたが，

その復Illにあたっては農地・農文Il]施設，公八土木施設，治山のぞつの分野にまたがる似合(1,]な

娑人が多分に含まれていたじ）て，その間の総合，謁照が必史となった-]［としてもその対策を包辿

に推赴する必悛かあり， このことを発嬬として 3月23汀「えびの地虞復腿で作業推進会議」を設置

し，復奥1}丈仝般：こついての総令，謁撃機1見1とした 3 そのメンハーとして加藤糾1他l'ドを成長に，各

屑5長を委員にあてた また， rl汀＇］的検，，、）を打なうための分科会として会議に建設忍会，中小企業

昂公を設け，会におよび部員には1州係部長，次長，技監，，謀長をあて，復1[『ド業についての対策

協，，義を行なうこととしたヘ

会議は設謹以来，復Ill井文についての対策協議および総合謁格を行なってきたか， 3 n 29甘復

旧ド業の施釘体制を統一ーして1（業の効果をよりあげるt一めに，建役附会を聞催して復1[1叶両の凋
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第1箇 災内復輿休闊

柊，県と町‘I,1□とのぷ見晶格， 上砂をこうむった閃地の応急措岡などについて協議し，とくに当

伽する Ill¥,'cu)あし、，＇各となっている用水路，此迅等の復旧対策を講じたっ

4)] 1日に '-[I|！小企叉鸞会を閲き，今後の復吠対策として復飩吋I[Iりの指況，復輿査金の叶両的

噂入，机11．設他の柊備指柑，商「会活動の指尊助成などの検，9̀｝を行ない，さらに今後の問題点と

して覧）［槌，＇；ととしての応町温呆群をどう位買づけるか，，新ししヽ街づくりをどうするかなどについ

て協ふそれぞれ内門裏による只光診断，街づくり診断を実槌することにした f

4)］ 13「lにも中小企文陥会を開き，えびの地区の現況につしヽて検，，）するとともに，大分大学1[I

Ji』）J教授およひ巾小合文賑飩Jf業団指＃忍小林指号日によるiJij凸診，祈の紺，果が報化され，その恨

化にそって伽いし対策，祈ししヽ街づくり対策を検，，、）することになったっ

また 4月26日，復lll'l心の見通しについて検，｝し，今後の対菜を協，義するため建没部会を開催，

詞Ill・ポ山・閉l叫苅系などの復111・1,業にー万いて協議した

-）i, 4)1 5月に曳慎｝し［推赴会議を1}廿催，各部会の活動状況，鹿児畠県との辿絡会議の状況

が殴化され， 1:闘訂：［こついて給令平］に検，「rをするとともに，衆参向趾災古対設特が1委員会の状況

が報；［された，

さらに 4I] 27 I I, 復腿'ii業推進会義を欝濯， これまでの対策の状況，各部のとった梢買，国に

対する悛吼，I}0)修l戸，（］が恨化され，今後の間題点につしヽて協，，義した'

その浚も各駕会は復閲j.t文推進会議とも辿絡をとり t；から，復i「l'）中文の推）止を図ってきたが，

復l111り業も軌心にのって凰謁な赴捗をみせ，会議，没憐の日 1『]は渠されたのて， 12月20日をもって

会，，義左廃 11し，今姿は恨l｛和畢諜：呪・'i'：本来の 'l>Y:として推進して行くことになった。

（資料 1) 

えびの地震復腿＇ド文推進会議設訊四綱

（目的）

第 1 えびの地裳1こよるえびの町真炉地区の復興屯

業について，総合晶籾を行ない，迅速かつ円滑な

消裳の推進をはかるため，えびの地震復興索菜推

逆会議（以下 i会議 という。）を設閥する。

（所掌j江貝）

第2 気義は，次の嗅項を協議する。

11) 蔑地及び農翌Ill施設に関すること。

!2I 林地崩壊1こ凋すること。

⑭l 詞川及び道路1こ喝すること。

{41 住宅1こ閲すること。

151 中小介叉施設に濁すろこと。

16) 観光I梵I係施設に関ずろこと。

(7) その他，必汲な復興ボ業に関すろこと。

（糾織）

窮3 会成は， o義艮及び委員をもって組織する。

2 成長は，副知9れをもってあてる。

3 委員は，各部の部長をもってあてろ。

（会議）

溶4 会議は，必咬に応じ，汲長が招集し， t'釈す

る。

（綿会）

第 5 会議に， iり門的な検討を行なわせろため，罰

公をおく。

2 忽会は，部会艮及び部員をもって構成ずろ。

3 部会長及び部員は，議長が指名する。

4 部会は，部会艮が招礼し， Eドする。

（学務局）

第6 会議の庶務ぱ，令両開発罹において処理し，
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第 1節災害復輿休制

部会の庶務は，綿会長の属する部において処狸す 管農指導課艮戌田安彦

る。 農産課長清山義芙

（雑則） 耕地課長高須俊行

第 7 この要綱に定めるもののほか，必要な事項は， 造林課長金子次男

議長が定める。 道路課艮山本省互

（施行） 河川砂防課長 涅ffII照ザ

第 8 この四綱ぱ，昭和43年3月23日から施1了する。 建 築 課 長 11,，片 忠

中部小介菜^ュヌ 部会長経済駕長鈴木 王
えびの地震復輿算業推進会議部会長， 部員衛叶部艮永）l 好咽

部［［名冷 ［：木部艮小山謙●ー：

部会構成 紆済部的1．長四本 茂

建設部会部会長 t木部長小山謙―: t木 部 次 長 島 本 隆 夫

部貝経済 部 長 鈴 木 疋 ” オ支監山本省月

林務部長 l；木恭一 環境衛生課艮栴村店信

経済部技監高須俊行 巾小介叉課長県木茂禁

k木部次艮島本隆犬 都市計画課長松岡 普

が技監山本省岳 観光課長落合『行

農政企画課艮嗚田朋已 建築課長国肉 忠

2． えびの・古 松 地 区 地 震 対 策 連 絡 会 議 の設置

ヽえびの地辰ヽによる般＇，［は宮崎屈えびの町，鹿児闊県古松町一「「］に及んでおり， これが復1n

についての政府・国会に対する陳情をはしめとする諸対策は，向県それぞれ巾独で行なっていた

が，同し地ぬにより同し形想の般，t；をこうむった披災地の復穀を図るためには，詢県1IIIJ町一体と

なり歩晶を合わせながら強力に推進する必要を餅慮， 3 }]29日乳児島尉［およひ，『松町，えびの町

と協成し， 4月 211,『松町にお

いて， 第 11"1目の会議を廿廿催し

た

芦：’III奇リ;[f!!!Iは加藤叫知＇） i, 官）し

総務部長外 2人，およびえびの

町巾111町長外 2人，喪児島県側

は1月II総務部長，中 1贔l．心生労働

部反外 5人，および古松町東町

長外 5人が出叫座長 に加藤叫

知 Cドを推しヽえびの地衷ヽによ

る両町の復製対策について連絡 対策を協議する宮崎，鹿児島両県およびえびの•吉松両
町の首脳部〔座長は宮崎県加藤副知事：
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溶 1節 災＇；玲復腿休： lfl

会義左行なしヽ， J也瓜対贔 0) 迅出か—•平J,-iitsi11瓜左図ろために「乏びの・只松地区地辰対策辿糸各会

ふlを没凶ずろここ／い尺定， I］it事務，会成の につし、て協議した （本辿絡会，；義の設置裳

麟にうl＼てぱ，咬 11さらに1遼，＇「が加えられ名叶 12のとおり『I成されたぐ）

ぶらに]l/{1主て！こ政府・[l公に対して1」なった内県，訓I!l］の安引をとりまとめるととちに，必

'）)e IいJ!（こ一` ＼て：焚，，］ 'I叫県介 1口］の 27J•[I i」にわたる足叫りのflf人をりなった

4 1 3 1 1,‘: : ！青u,［,II欠!l')iえおよこ＼化児'1,,l』,1悴務憎恥ぱ， こ0)刷1）,1合IIi］の笈升！，りを槻え 1京， 1打ち

に政！I、［ • I Kl会に対し1；東h¥をtJなった

また， この北廿I「りに＇．） lヽてぱ 4月11I!＇宮崎県） iて， 4バ1711迎児1ふリ，1げでそれぞれ検，＇「を加え

内容，＇！附 I；しヽ， 1りび両l見介同の裳叩，りを『I成， 4月20日貨，I均恥紛務部長外 1人， 1Jじ児島応iり

|,)J|1)j')i l!）べ外 1人か 1以し政府・ 1,、I会に灯し！決いを,11:,:った

5)j 18 I I, ；万こ¥0)i1!」＇応ぶにぢ lゞて19:，1!，［怜務，憎長，,,り19'［長をはじめ，役1係者：I'， 9，i'，のもとに辿絡公

ふ右Ill俯，政！i［• l,、I公に応1’ して 1ヽる 1}叫のなかて，砂且II上の同度に，亥‘りしな tヽ もので， かつ，

故応人が心11]に1ぷらな，・ヽ場合におしヽてもIiて多I,J、, {l?L補強， 1水道槌設，消防施，羹等の補助，

I！小 1ヽ又仝膚の利令，）1卜げ内に＇， 9!，ヽては， 1i| 0)4＼りl］月＇，洲が之げられろよう協義を行なった。

6 i] 7 I I，こもこ：〉の1打役J崎にお｛ ＼てJ出格公，義を1附催， ，1［ig,1料］1，))11/j)ミ，9］]恥外快lイ乎職員， 1 fii町1見l1系

誡l1か：!¥,:i;, I・.,:し5J)『[I」にーバヽて只1本，＇jiご1ボ数1『]に検，，Iし， 「えひ0)・，’,松地区地 i，'，災古対策四

9,~{l 99,；,1111資flIを『I成した

こ0)'i'ii、:：ま， 6月2(）I I I91,1!,1衿務凰長，訓サ，［ii'i|り防足闊にか1玖し，喝1系各省JiへII、1容を剛1]，

椙i[1’0)丈坦力を快1,’，した

（資料 2) 

（設：置）

えびの・青松地図地哀対瓜連絡会

議設直＇炭網

掲げろものの迎絡，凋東名について協議すろ。

II} 災内i加］についての国に対する政唱笠に1対する

こと。

(2) 被災地対策に1悶ずること。

店 l条 えびの地震！によるえびの町及び占松町 ＇：が その他必煩な','i応

の復Ill対第1こついて，＇、連絡，凋収を竹ない，地震対 （芸議の構成）

策の迅心かつド］滑な推進を図るため， 「えびの・ t', 3条 公義！ょ，＇，義!(及び委只をもって構成する。

古松地区地該対策連絡会，i義 （以ド「会議！とい 2 滋l之は，公，義の開催似の災内対策本汽止をもって

う。）を設＇説する。 あてる。

(1行掌＇務） 3 委員は，言I埒，鹿児島両翡［ （以I‘• r•I[hi 県」 とい

第 2条 会，；義は，宮崎県四諸瓜部えびのIt］及び鹿児

”'牧始良耶，打松町の災内復i1！対染（以下―復興対

第 とlヽ う。）に「りする必波な由項て次の各月に

う。）の各災＇「月対策本駕長及び各総務対策，駕艮，並

びにえびの町長，えびの町議会，，義長，古松町長茂び

占松！III議会議長をもってあてる。
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第 1節 災‘；只復典（木制

（会議） （事務闊）

第4条会議ふ必要に応じ議艮が招集し， I翌す 笠6条会議の1．釘務は，両県の消防防災課の協淡1こ

る。 より処理し，各祁哀艮の属する部において両県協

｀会の設閥） し，義のうえ処押する。

第5条 復旧対策に1)月する専門的な'.『コ項を喩叶すろ （雑IIIl)

ため，会議1こ忽会を閥く。 ,97条 この戎綱iこ定めろもののほか，必要なif項

2. 忽会は，駕会長及び駕貝をもって構成する。 は両禁梵村対策本，91：長が協議して定める。

3. 堺会長は，会議の開催見の各悶係対策渇長をも （嵐j)

ってあてる。 げ 8灸 この咬禍は， 1旧和43什'4月2Flから施汀す

4. 沼員は，両虹の各対策部の班長をもってあてる。 る。

5, 将|：欠は，駕会長が招集し， 1→9『'『する。

3. えびの・古松地区地雲対策咆絡協，；；’［公の設置

，凡~人な妓，［を乏けたえびの・， l[松地区の地哀対策について，政府の窓「1 を一本にし，本格的な

芯対第に収組む機構として，総罪府に「えびの・占松地震対第本部」を設岡するよう鹿児闊殷と

総理府内に設置された えびの•吉松地区地震対策連絡協議会

介同陳1打を行なってしヽた これに対

し，政府で'UIJ9日の閣ふ犬定を

もって総合的，かつ効和iりな対策を

祖：しずるため，吃罰l卜」に111|l総務長

宜を会 I;;[, 総評Ii:」紐務叫長1'［を叫会

にとし切術~， 門＇f:技術， 人蔵， 文

厄，原II, 1，ど林，通り『月1平哭，班愉，

郵政，賞慟，建設および l'ii合の各＇栢

務次官ならびに咽察／i,気役！｝およ

びげII;)i!iの各長宜を委日とすろ「え

びの・苫松地区地哀対策出格腐成会」を設消し，各般の対策を，溝ぜられることになった，

協義会では， 4月15日に会介を1}11催し， これまでに各行／iがとった拮猶および今後政府のとる

べき貼置を検ふ陥汲され，また，‘宮崎• IJ氾児島向県と密仇ぢ咀怠左保 t，ぅぅ，政府 I½] 係各省庁

間の連絡晶格を図り，災，ピ復興対策の推赴にあたられたっ

- 193 -



第 2節土木関係

第2飾 土 木 関 係

地震災内についてぱ，交通の安全確保ならひに民1「の安定にとくに唸尤用い，［町立 268号線，

えびの真辛線の陥没，亀災の応急補修をはしめ，溝添l11，大丸川の山！炭崩壊に伴う河川坪宋のた

め，仮排水路の掘削罰の応急復旧・「事を実施した また，ーカにおtヽ てほ建設省に対して，緊急

在定を奨，んし，他方におしヽては小林ピk)i務所ならびにえびの191［に対して，虻から 8人の技術職

且を派遣して在定設i]Iーイ＇［文にあたらせた

第一次災',i,'査定が 3月11日から 18，ー！まで，第ーご次災古代定が 5月25日から30日まで，いずれも

建設省により行なわれ，えひの地哀般＇古につ lヽ て仝部を完了した。

本復I「ll→.＇ドは，地震災古の見地から通常の 4か年復1日を 2か年で冗成する方針をたて，建設省

に対しても国庫負担金の増箱を強く炭叩し，切年度においてえぴの地底分として44％の国庫負担

金の央定があったか，現年災古の国費をも充‘りした糾果，県 l)「で98%，III[1 1fで23%，仝休と

して55％の進捗率となった、'

許通河川の溝ふ川，人丸川については，骰，じか激紐てあるため今後の河川｛い理 lの硯，月から，

II[｛和43年 4月 8II一ー級詞川の指定を叉け，県において叫川iふ罵改艮性業と合併して本復1日叶両を

実施することとした

また，えびの地震のように局地的に激誌な災古をこうむると町‘',1局の財政は困窮し，災古復旧

ji業の進捗に文障をきたすので，その陪決第として闊地激甚災古指定拭準の制定を機会あるごと

に建及省にも強く練情したて

国においては，中央防災会，義を巾心に1KI係各省庁と再プにわたり協淡された結果， 11月23nの

巾央防災会議て「屈地激甚災，［指定鼠炸」が決定，災』復li]19業については 0.983の閻率国［車補

助が心）1］され，ヽ 9,1籾の壮[1l1jどおり 2か年で完成できろこととなった その復Ill祁業叶11!1i'よ第 1表

のこおりてあるヘ

第 1表 公 jし1：木施設災』，＼復旧 ')i業叶圃
（単位 ・千円）

9上農 全休復1日計画 昭和44年度以降 残
区分

]: 1本 li椅 所 金 椅砂＇『 金額 （％） 閤所 金額 箇所金 額（％）
＇ 

(6i'6, 608 

．~~~ 

限 43 68,6051 10 42 61,997 
970 3| 

避路 町 79 67,608 ： 54 49,356 25 18,252 27 

i, l• 122 (6} 6,608 
5 | 

96 111,353 81 25 18,252 14 136,213 

------------・- ...，..、、•-- ------------------------
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第 2節土木 1月 1系

区分
じ休

…~." ＂＂＂ ~ 

橋皮

詞 Illi 

砂防

.~ ~ ~ ~ ~ ~ ~．~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ー• ~ ~ ~ ~ ~ ; ; ; ~ ~—;- --- ------- -
ギ菜！全f本復Ill叶両

附和42紅1文
｝こ施＇， 進捗率附和43年度実施進捗和昭和44年度以降 残

~ ~• ~ ~ ’’~.."" ~ |,  _ _,~ -
箇所金 額箇所金額！ （％）箇所金 額！ （％） i箇所 金 額(%)

~ ~ ..""…~ ~ヽヽ• ~---~—-………•~’• …•"---- - , _____,,__  '―, ' 

2 2,9521 ! I_ 844 281 I 2,108 72 

9: 1 0, 536 9 """,  8 9, 659, 9 1 1 877 9 

11'13.4881 -1 —~ | 9i 10,503 77 2 2 985. 23 
~ ~ " ~ ~ ~ ~...."....." ＂. " ~ ~．．．．．．．"．．"．＂…-.'--＂よ＿．．，＇＂＂~ ~ 

23! 174,8291 -- - - 22'172,0511 98:' 174,829: —-~ 22 172,051 i 174,829! -- - - 22 172,051! 98i I 2,7781 2 

40: 246,osii - -- -- 14_ 17,6761 ?,; 261 228,3751 93 

63i 420,8801 ——-36 189,7271 45j 27: 231, 1531 55 
ヽ-- - -- - --…~ ~ ~”~、…~ ~ ~ ~ ~ " "~.~ ~,. ＂.. " ", " ＂" ＂" ＂ •.. -

) 4,383! ―|  ！ 2 4,3831 IOOI•一
2 4, 383, -- •- 2 4, 383, 1 00i i 
•-—••-- -.--．.．-.＿＿-.．．-..．．．．ー••-．--.....----..._．．•―---~•--••~ --•-•~ ~―"・~．．……し＿~．．．．~”‘,．"-…•~ ~•-• I 

(6) 70 250,769| 6,608 3i 67 239,275! 9sli 2, 4,886i 2 
,＇!  | 

1 28 324, 1 95| | - 76 76, 691 23 52 247, 504 77 
,.... ． •—••••9 (.6).., ．．--.-.. ． ，、- -•-• . ．．--•--•--•ー・; ・--．．．．．---． ． ---••- -.-....- -•--

198 574,9M ttJ, 6,608 Ii 143, 315,966 541, 54, 252,3901 45 
”ヽ．．．．．

［且/, 

;『1-

9: Î 
ー・、

~~.9 

，
 町

合け~卜
’‘~~ 

なお，直I翡訂川，！！1内川の災古因Illにあたっては，建没省においてとくに緊急分として42年度に

2,556]）円の予算措岡を1」ない， 3月木まてに緊急箇所を記］したさらに43年度予努として5,528

カ円を配分して危険な没iドを復Illし，銭')(文は第 2表のとおり 44年度において完了の予定である。

第 2表 川内川災古復 111 1t文，；十両

を
l

ざ
{

.~' 
r
.
 

~, 

本．
 

i
 

•• 

l
 

・’
 

（凩位丁円）

12 119,507: 7 
： 

25,560 
！ 

44年度以降計画 進捗率
-~、 9

金額（％）
~ ~ 

38,667 33 

1．道路

心路の戦，じのうち最も敗',1,＇の其大てあったのは，国道 268り線11か所， 2,000万円，一般屈消

京町小林羞 3か！『f,500))い］，えひの真ヤ線13か;fr,3,200)」1りであり，その他貞店地区に所在す

る1町心におし＼ても大小の戦，じを乏けた その設，［は出災，印没，決壊，がけくずれ等によるもの

て，地震［白後の交通は -II廿完令に本通となったが，応急復IHに全））をiIIヽ だ糾県， l軋道につしヽ て

は， 2月22日2311りには仝廿II交通を確俣したへ

また，一般殷道えひの真屯緑も，ようやく 2月25I 118時30分には全1伯間通にし、たった。

しかろに， 3月25日の地底0)ため， 再度一般県道えびの良，｝線が，崩土，決壊等により不通と

ぢつたが，同日 1011廿には＿―-中賢を僅俣し人咽車の通1jのみを禁止した" 3月27日17時にいたって
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第 2節土木関係

国道 26 8号線被災直後

完仝復illし仝i{！：父通が！，J能とぢ‘った

また， 本復Ill，汁l間は， 災古代いこ l

払に渭拠して，県lれで 100%，町

l hて73%，令休こして1{｛iI:431「度

木には， 81％の復！打を逹成すること

になり，銭1.J臼こう I，＼てば間｛和4411

度に冗成すろ）う定であるヘ

なお，般古を受けた心路は，次の

復 旧 後

--196 --

復 旧 後

とおりてある

噂見国道 2般

268号線， 221号線

骨岱恥心 4緑

京町小林線，四Ill北京町停

巾場線，人「1貞か線，えび

の貞ヽ ｝線



溶2箇［'・木罰l 係

町道 41恨

泣内悩］JL詠， ‘I'111吼， 1,：l」:’『線，！）月1乏ll:I甫禄， 1/11泉点， Ii I iIh l,Iふ内、9̀,'，'l9 i'i］平松焚， 卜iIii

2,］ i設． 卜油 lけ恨， 卜IIh柳J}＜i允沢，伊良ケ谷祝，祠｝水流！h央嗅，皐町棚1水流晃， Jli|I水

心也か礼噸，亀バ賑，骨吐1吼沢使， 烙1且紐，り名ltl黒［月11成，氾i尺l‘e，松訳，溝之II謀，北

叫松尾緑，柏木＇）礼珈，久印川）且線，内小野線， 1ふii、1,1¥jl!I北線， 1加[!)は艇， 1彦iI知，狩山

線， 松1以八心）仇線， 川鶴緑， J;反几線，牧場線， ＇ぃ油以 i’'しり線， ！、「＼沢山崎線，皐町岡松線，

怜直］松横断 2り線，溝ノ 11麟湯の」線，牧之l)」！彦［打線， i打内緑

2．橋梁

術文の II，いは，そのほとんとか永久術に限られ版合のよ卜， Jlxf-1附の陥没笠が l-fころ岐古とな

ってしヽ る 11とも絨，1,U)人きかった尼

沢閏松糾認i)出沢柏よ， 文瓜、むよふl.

柏0)戊壊応より父辿が（丘険とば‘り，

中：,1,J(}）交心を禁'iしたが，その他し）

柏炭にうしヽては， 文凶 Iには又['9'は

なかった，

また，復Iii,，十圃としては，れ'[!11文

古復1111} 〗ことの 1支！辿におしヽて， ii｛国1

44什度に丈枷する 2栢 (1)月境栢， l之

江橋）を除く 9柏仝州か昭科43什度 池島橋

] 
被災直後（橋脚沈ド）

に五：成した

ぼ｀ぢ，岐，りを乏けた栂炭は，次の

とおりてある

一般国迅 221り線内水流栂（永久栢）

穀収心以Ill」小林線西境椅（ ，， ） 

町 心亀応閤松線亀沢栢(ff)

, i l鶴娘Ill府翡厨 C N ) 

! :＼内：fり川北甚 I真ず橋(N)

復 旧 後
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第2節＿ーI・｀．木聞係

皐町岡松浪卜真ヤ術（永久厨）

9ーー号心，I，ふ線池昴椙 ( " ) 

川1泉田級J乏且：柏 (N)  

栄下灰塚緑巾央橋 （永久椅）

伊良ケ谷線瀬戸~ I~ l術( ” ) 

トirli2り線，均牟礼極（木 橋）

3. 河）II

11) 直轄河川

激晶な般＇古を之けた川内川の復 II]にあたって！よ，建設省川内川「11事務所京1町出張面にお lヽて

紫急応，1：として以りあけ， 2月26日から 31] 301lにかけて，蚊も凡険な捉防 (I)復II]を行なった。

復11i l i人としてぱ， クラノクの深さまで土妙を入れ枠えて締め 1'il めをi ［ない ,~11£断血に施打した a

また， 43り度においては危険な，，隻Jいの復II]を施{jし， f丘険箇1斤の早期加i門1を図かったa

川内川堤防の亀裂

(2) 中小河川

溝瓜川，火丸川をはしめ真か地区

のはとんとI))9'ilIばii凸 iJii)哀による

初ill[o)且！丸， i足りりの氾只翌が苫しく，

溝が川におし＼ては1反排水］芥を枷i削す

ろ応急 l事を施りした

溝和II, 火）い111こつしヽ ては， •Jこ

，土1加1こi,しつしヽ fこく）＜，1，i髪ll「l"1り・こして

；応i↓され，｛91,H'［J|1の令流状態を改良

する）jiiで， iぃ［川応訊改具 l'it山1111

と合併して溝冷川 9,000)J円， 大丸

川6,800万円で昭和43年 4月に↑『l"：

復 旧 後

溝添川被災直後（山腹iifi壊による河道坪没）
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第2節土＊関係

溝添川復旧後

し，「l{｛和43年度に溝添/1194%，人丸

Jll84?cが完成し，銭］事については

附和44什度にお lヽて完 J・ずろ また，

叫村『i罪河川として贔も般古の甚欠

であつたのは西境川，策広Ill川であ

るが， 1;1耕地との1凸l係て小河川 F点

に復IiiI事を実施したため，也境ill,

笈広ll［川は， •，•，l5分を石手したのみ

で， ！1什fli44什度にお（ヽて銭＿じ位を完

『すろことになった

したがって， WI川の足，［復IIIT・/いふ！i{｛和43111凡肌1」998'乞， 1附.I.')(7%，仝休として45?Q0) 

汲Ill牛こなり， 11:,！、144’I度に銭］れは仝，．駕を〉し成させることになった

なお，設古を~えけた河川は，次のとおりてある

.・・II文""JJii (リ，［i’i j可）

；闘り）J i 1, fll-i f:；I ! ！ l, 1’l'1 1, ；1¥,1ミIll, )、Jし'!l 

粋i止，［川 (111」汽狂1')

内l岱月I, 虻1l:111:11, J；しIIl,11, ：¥(I I! 1， 小II I'，，＇1i, '-I[ 111， 見し；旦 !II,

4．砂防施設

砂防OJ:Jミ古対策としてぱ， シラス

叫壊が最も故し lヽ 溝ふ ii[, 人丸 111,,1,」

t’'］川のijij壊ヽノラスの流出 1リJI[のため

に，叫加，焚l]{を設誼することとなり、

リ，［林務，忍の治！り砂：））こ，J,¥j撃して， 洲・

忍Ill, 人丸川の本：ドのi'［！11文，1長： 1 

［．流冬長に以続し，そ才 lぞれ 1)，i0) 

コンクリート砂，)）；砂足を 6IJ I i]に

れ［した この 2)，しの砂防霰は立の詮

紐は次のとおりである。 砂防工事前の溝添川上流
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第 3節農業関係

溝添川砂防工事

(1) 溝添川砂防堰堤

桜提闘8.Sm, 堰堤艮42.0m,

＂］砂蟻 14,750m', コンク 1)、一

ト植1,407m', 'れ業費1,836万

1リ

(2) 人丸川砂防堰堤

堰堤的6.Sm, 堰堤長 46.5m, 

lti砂植 5,977m'， コンクリー

卜箪L074m', ・J［文費1,350Jj 

1リ

第 3節 農 業 関 係

策寸女古
日札田ー

(I) 農事指導

水II]の設古はえびの1廿」貞ヤ地区の柳水流，亀沢，＿LI協内， I噌1）， ド浦， ［油の各，罰落を中心に

かなり広い範囲に及んtこ水it]には人小の深い氾裂が／上り，山間部の水1!1はシラス山の崩壊によ

る浬没およひ門川の坪没による冠水か著しく，一部では40cm 以＿ 1~. も降起した）kl!」もあった。

また， ‘I'土II州においては水路の戊壊て，かんがい不能田が発生する等設古の状況は第 1表のと

おり似雑であった

第 1表

|']く系名

| 

I ！沼~、本 JII水
2 大丸ん’

3 祈 I:1]I l l,9 

4 小 野 溝 ” 
5,‘j←：都 11 v 

6 [Eケ 迫 ，' 

7 坂下 99

8 黒山「］ 99 

9 イラガ谷 ” 

水 l_11 の名虔＇，邦状況 （町'7-ル）
— -~-•_-二.:-- ＂ュ：ニー.-.,_~＂"て．．．一-- ----_ ＿、 - -- -" "_ -：r.-＝-.... ．：．-……_ -、 --------- -- -~------ こ - … --~ 

般古の種類および被＇，，（ 9旬積
II]排水路の埋没，決壊
による梢付不能lr1i梢

被‘，昇
--…---- -------------ヽヽー― ――-------̀ --------------------J・ー 99 - ＂- --" "----―- 面 積

冠Jci(l裂 降 起 ，，1 冠水の用水不足 ； 

おそれのおそれ '’ 
I 合 ，ir 

l 
………~ ~ ~ ~..."..." ----＂＂……--… -I、-＂＂- -

990j I IJ 6,6811 6,794 7,784 

211 23 331 354 565 

5 l 
218, _ 723_ 723 941 

l : i ; 
i II 95j 95; 106 

I 134! I 1681 1681 302 

14 23 23l 37 

104 1 43' 143! 247 

23| i 29 29, 52 

91 i 661 66 157 

坪没＇決壊附没
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

41 ＇ 26i 
94;' 

25 

39 

14 
~ ~ 

6
 
| 

22! 

0

3

 

2
 

70i 

84 

20 

2 l 
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第 3節農 業関係

名系,＼‘ ガ
披＇只の種類および披＇只面積

雌没決壊

10 溝添 Ill 用水

ll 連追 Ill ', 

12 葉広 fll ，' 

l3 中 浦 池 '， 

14 仕ノ木Ill " 

15 入竹原池 グ

16!！坂川 ’’ 
l 7 ; IT1 99 

18 I -['i11J池グ

19 i 冒机］り’

20 郷之「以 4丹＂

21 Ji城第 2 99 

22 門［］・1Ill " 

23 四壕 Ill '， 

24 日野 り’

2 5 : :•(] ! 1堰 99

26 池牟礼Ill " 

27 災 黒 Ill ,' 

28 1ll)し、／

29 村、 .f-Ill " 

30 大神免 ，／ 

31 梱ケ迫川 グ

32 妙 木 池 、／

33 人 水 fll " 
．．．．．．．  

合 」i［・

51 

18 

69 

34 

5

6

 

10 

10 

1

3

9

9

 

2

9

.

I

 

3

9

 

6

5

1

 

33 

8

2

3

2

 

1

8

 
5
 

起降

9

6

4

0

 

~
~
~
 

4

3

 

芝

8

7

2

5

6

望

l

l

9
J
T
 

~
 

fL 

~
~
~
~
~
~
~
~
 0

0

 

~
~
~
 

/

、

3

4

2

＇ 
冠没陥

5

5

i

o

,

3

 

4

1

1

1

 

87 

0

9

 

ー

181 266 

140 

15 

19 

33 

5 

22 

19 

15 

8
 

48 

239 
~ ~ ~ ~ 

334 2,329 

166 

134 

207 

163 

14 

236 

．
 

0

0

4

4

9

7

 

4

4

6

3

1

1

 

~
~
 

。

叫非水路の坪没，袂壊
一・・・・・・・・- -

による柏付不能面積
肢＇ピ

.......... 

I 冠水の III水不足！
'ヽ--- fill 

， ーと
柘

，＇ おそれのおそれ ＇，1- 合 9:r 

26 89 I !Si 281 

90 443 5331 667 

I 03 485 588! 795 

79 350 429 592 

34 34 48 

2,552 2,552 2,788 

10 10, 10 

22 221 22 

171 1711 211 

91 91! 131 

II 162: 326 

186 1861 220 

19 19: 38 

193 1931 310 

18 !8 18 

20 201 20 

51 811 99 

230 23Ci 230 

20 33j 43 

248 248! 248 

350 350! 350 
| 

124! 145 

138 1381 200 

493 9261 I,756 
••-•-

I, 185 14,483 15,6681 19,739 

18 

10 

21 

62 

27 830 
~ ~~ ~．~~ 

42 4,071 

151 

0

3

 

3

1

 

124 

433 

般災地の農又経営が忙竹1ドしであり，水Illの復111は笈』からの＼ゲしあがりに人きな＇芯：＇，/＇えもっ

ので，水Lil仝1111柏 に 111柏を行なわせることを指豆の！1杓にした Ill柏対ぬを廿I直するにあたって

ぱ公」［土木施設，治： 11, 罠地・農丈川嵐，支0)災，1;復Illと深 tヽ1刈叫があるのて，｝｝膚賛l州との叫係

を密にしてその見通しの礼',JI点に努めた

ーカ，農 Ji指吋笠に従れする技術名間におし、ては， lr'i 没の父換や，惰•9い）寸谷りの検，，！を 1 」 t; tヽ，

常に怠志統ーに努めるとともに，四業改艮胄及冴を1[1心に 111［および罠協1刈伶名による指心班の編

成を行なった

般災者は混乱のなかて哀Iiの復Illを急き，＇凰渭いいに心を出る余裕がなかったので，農文改良許

及面の広報 i1しやチラシにより水田の復111ゃ‘9,1，111する［げl叉，家畜竹坪， 1[活改氾＇、りの広殴を行な

ぃ1t1崖怠欲の高国に努めた この間指舜班においては，闇落の代表者，」地改具 1x-，水利糾合等

の代表者と話し合しヽ，水Ill, 水路の復Ill促進，『I『イしの及団化，設置場｝）斤雰の検討を行なった。ま
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第3節農菜関係

災害に負けずに立ちあがろう

宮崎県えびの農業改良普及所
今後の稲作について次のことに注意しましよう。

1.用水玲99,9：カ・，、や 9こビ9片9iL£：ょi'，9，安， f,：水IH‘令'，'9ぬ：：19199 9こ

つ 9のよ',9 9 

2.水li9のき災かがなり深"ので，＇， 9ダ99 9 ：欠ハだ策をi「なし、ましよ

ぅ，

,t き令↓99入さ 9,i1，令：よ， きをと，．，F ．， •’ii lを,,ぶ・，i'き、 '， ;'i gl』j
,,1をへiして'9、'めをi「'， 9

g きを↓ダ91 ヽベし片｝イ9 よ 9月屯~ ~ i ［カンきを',’’’~. i 9‘' 'き？とを：』’iぎ

i. :卜‘)

3.現／1、し枯漑水のある水''は＇1’ ↑.： II,K'.' ,.,,,.,、'_,．．,:9発見

た一）iでぱ， 岐災地区の：窮落や水1印集団栽

よ9,」也＇＇『に対し，伯代及偽の足，山に努めた，

｝いに受 lか｝］を経心したごろから，敗災者

らIii杓＇噌打凶にうしヽ て柏伽 I」に動きばじめる

ようになったQ)で，指呼班では，部落座，没

会を 4:1 5日から 9日まで般｝く地の全忍落

でfJなった 3

.• :~）ピク勺ぇ・~9 し；、J

4. K l ; 9 ~ • :＂ •9 9、le殺ハ丸へ~ ji卜栢'- ^場＇，~ー ~ t、i ｝泊かtj心し、

1,、' ''''"，' ''i• 、場合ぷ~ 9 9 : ； ilくる

, ．9 9 !,.1 :、•しし\: g, (9 9’9 9 , ：し ， ヽ．i[＇！
が 'UII9、9る

j i,ミ,'，'9べ',i/9酸判'9l 9多＼，，;,,
5.H•i"' 福秤： 9, ；柑9,l,＇’9 ll'9'りを 1,:＇か検，｝

',',!'，!'↓、99 9'•i9 9'，'； ：J, し，し．・ 9, ，• 11, l t 

※ ; 9 ; ！・199 ,. ! ！’:,, ;, 9,9,¥ ： 9,’・！岱袖；9＇，99’l

,., 9, •9 9 9, 9 6 ! ！ 20 l ! ！,1: i•I9't99 5'1 1 8 9 ]＇999 33 9 9,＼', 

6け2511 5月23I! 

6 I ;30 I I 5月29I! 

7 I! 5 11 6 1 I 3 I! 

7 I; 10 I I 6月10I l 
7 |i t5 ! | 6 1 j 15 i I 

肥没壮， シラス流人防 lIt；と多）jl/11にわた

る指噂を1j /;っ tee 水Ill, 水路の復1日か順

謁に進み，叫直はほほ仝！臼柏に近い柏付けがすんたのて，その後ぱ枢焙青岬の嗽底を期するよう

〇田植の安全殻終日は 7月95日頃まてて

,． l.：:, :「9: • i 9 ：し、 9

339I "’ ごろまでとし技衛指均に'[、9尺をおき，苗代
3 2 

329999 9 の几1'J1化および没骰場1月の立定，本1.[1の梅
”

"

 

0

0

 

3

3

 

9,t 

そu)おもな円容としてぱ，各人の水［月，

水J各の応急復!IIO)I均期と介わせた 11甘心t]1’「l

の閾撃や技杯；指心であり， 1]代，没罹場所の

ぢい者に対しては，紋災地外に伯の育成を

委＂［させろことなとであったヘ

その没 Ill柏11、いし1の安仝目控は 7月1511

指柑した。

なお， ここに［ヽ たる過和＇にお tヽ て，地[X，内外の SAP会員が戎災者じ）＇菜届復 'IIや食糾尺りの悛JリJ

活動を1」なし＼， tヽ ち ilも早く般災者を111『玉[E)」に＼『ちぢおらせたことば，仇＜壮価されろもので

ある，

(2) 農地・農業用施設の応急復旧

(iりの IlII1立を：I前にして，復Ill)噂につい

てはてきるたけれ甘1イヽ 能Ili立を少なくずろた

め，北 Jし [[O~) ［I）］による＼＇（ちあかりを 1足遅ず

る指埒をりなった 嬰夏文誹辿炭，テーラー

芍＇によって水 lIIO)撃地や畦叫＇の亀災を 1及Illし，

田柏に文加のないよう l'IJJて最少成の復ii]を

打なった また，川 し，
堂本第 6用水路着工前
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笠〗 3fiil ｝悶又 1臭I ［系

とくに賢本[|]／k'.1りのド点にある;[[！（月且くにう［ ！てま，

伯[¥!i l収を；，¢はするためIl i ¥] 1 iかつっ UJi易kを[9e忙'|し，

九1‘t|1悶以I;1}!）！’＇ードンプ， 望i!）!<,2 j,(ヽぐ似IIしてヒニー

）レ9ぐイフ150mを（］｝，，反す八兄、こ[l !’こ＼也f，した 1,「11} ＼・ 

Iごlげ[0) `  ：，ふl；f;、6J且 i 又~4< ifff iこ一＼ l ヽて'」~, iji l芝： 1 !i'.i'；が多

箪て， 勺ふJ也いこよ乃 i1)且負ら「』：9] ！乃 Ci)て， ，1,り髪式

とするー）］， l ！)；ご~ー，'＼！一りす◎ためコルゲートパイプ

（平 1,50(） 1認）なJ|1．立した

人イパ粛｛心につし＼て'_:[} | ！ドを『！ill丁るため， 門」からヒ‘‘

ニー）~化の卯材哨l~ を文朽し，砂， li[I 『 I, ｛こ I'1又'), 9l.,9'水f!I}j 

1!:した ぢお，地IX占りには第 2表のとぢり応こll事を

胆flし， 1111,!'［川水の節（足を図った

堂本第6用水路復旧エ衷中（コルゲー
トパイフ1什設）

第2表

-------

地 区 名 閲係曲も’;

入佐熔 2 201la 

内 及 1.7 

四 Ill :It i 8 

堂本第 6 155 

襟' 本， 40 

2. 農J屈・農業月］施戊

J也区別応急復 hl状況

1，し、急但 III U) 概 牧

隧逆出人[1の［砂坪没 105mの宅］＇とコ，レゲート 15mの(h戌を1」な
し豆i/｝豆IJ詑とすろ。

月1]'路にフリューム怜 131111を布設し］ Kずる。

)11水路にフ＇） 1 ーム狩 148mを布役し且水する，

}l]水路 145mの即没 1砂を搬出し，コレゲートを (h設し＾ ！くする。

亀沢地区のi!l!Jく確保のだめ，｝L川農閏、の！、ンフを信月1し！！叩！！！か
ら取4＜する。

激誌な翡，じを之けた！悶地・ 1悶業打1嵐，むの［］期復l「！を図ろため，農林省に対し緊急住出を隠心し

にその糾果，第一加ltf.：上は 3月191Iから21I Iまて， 53か呪， II立5,214)Jト］，第 1[！［査定ぱ 4月

25 I!から28!Iまて， 63か！厨， 6,091)」『Jか丈犯された

復旧は1甘水の俯保を優先して庇汀し，製上心のぷ安芯噌全くこととした、 1止は知1壊防1[のため，
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第3節 農業関係

怯石積またはコンクリート擁咄をii)月した 3

なお，て方張の水詔ぱ鉄筋人りとし，既設の

U字溝に：まフリュームTi0.)布設を採用し， 1・9 

')¥費の節咸と」．期の短縮を図った，

復旧状況は第 3表のとおりで， i戸期復1[］を

目村＇に 4月15I 111地区（～一次施ij 4地区）， 4 

Jj30J 120}也1x, 1(）月 18I 1201也1又， 12バ121I 5 

地区をそれぞれ人札快いし， 43年度巾に施改

51地区，閃地 1地区叶52地区の完成を図った 3
西川北用水路藩工前

なお，｝』地激甚 の間定により

此地0.892, 牒文II.］施設0.943の高率補助が適

川され， l町の負釦が苫しく軽減されることと

なった，

復 旧 後

第 3表 悶地・悶業用施設災古復 Ill『ド業，汁 IIlii

市 町村名

えびの町

l ・ • 
全休復 111計両 l附和43年度叶両

種~……~
I 

~ ~ ~ ~ ~ ~ 

ボ菜量 事業費(AI ボ菜革 甚塁費(BJ

地

池

路

L

路

全

慌
水

計

保地

必

股

溜

水

頭

消

農

拗

野尻附！水

,｝岱原町

田 野町

新 富 旧J 溜

i
1
 

り
a
 

h

1

 

ヽヵ

7
 ，
 

.

6

3

8

2

 

4

7

2

 

ha所
97かー・~41 

路

'' l 

” i I 

池

rードJ

4,807 06,4か7/i所a＇ I 

9,394 

167,641 34 

3,770 8 

26,171'6 

77 1 | 

5081 

213,062! 

進捗率
附和44年度以降

-- --

(B/A) 
柑菜喰 ＇蒻菜費

~ ~ ~ ~ ~ 

HI 
3,385 

f-1'1 
1,442: 29. 5% 4. 50ha 

9,39712 0 4 | 

100.0 

39ヵ直＇I 66,3 33.5 

3,7 100.0 

10,299 39.3 16 

I 

111,329 

15,872 

771 

加
所

47
か

1

.

5

 

0
5
 224, I 

164 I 

1,770 

1,293 

5C8 l00.0 

81,705 38 3, 4. 501叫 131.357 ・ 56か所

224 100.0 

164 グ i --

1,770; 
” ＇ 

99 9|~ ― --, 1,293 
---------- ------ --,ャ—―’―·
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第3節 農 業関係

「Il 町
・

▲

 

．
．
 

~
 

J
 

木 種 i事業歴！ ］h業費事業娯

裔千穂町

五ケ瀬町

合 計

f

ユ
3
-

（

く

迂
外

4

路

路

路

4. 97ha 
118か所

128: 
2,027 

甚菜費 i進捗率事菜植事菜費
- --------- -一^‘

128'100鼻 O'
2,027,,' 

208i 1 208”'_'  
， 

i i 
： 

！ ~～~＾・—~ --~ •-• ---• I ---
218,876 Q.47/w 

87, 5191 40. O¾ 4,50加
62か所 , | 56か所 131.357 

3. 農業共同利用施設

えびの町貞守地区の農業共同利用施設は，地震により甚人な破，ビを受けた。なかでも真守農塩

の開業介庫は鉄筋コンクリート等の永久建築物てあったにもかかわらず，仝壊に等しいk虔害を受

け，農業介庫としての機能を失った その位し』状況は第 4表に小すとおりてあろこ

虹は，農業介庫がもつ屯嬰性と公共的性格にかんがみ，早期復11-1ならひに激其江の適用を強く

政府・国会に＇屈叩したが， li，1]人の適用が，村難であったため，県費助成として， 111同様 2割補助の

梢置を溝した、この椙憫に対し，真だ農協は!,750トンを収容すろ 863.7面の介庫をI,900万円で

建設した， （同年 9月8「I竣―［）その後，局地激誌災＇，じ指定）訊 9ーの制定により， 0.9の高率の国噸

補助が適用され，同農協の復旧費は著しく悴減されることになった。

真幸農業協同組合農業倉庫被災直後 復 旧 後

第 4表

悶業共同利用施設の披古状況（真志農塙）

施設 名 構
『ヽ9こ 程餃苫U) I 復［日額

貪堺務庫所 木心 73飢|全壊 II 1,360 
犀

-------------------- ．．~度円
農業倉"庫 鉄27 7 筋・コンクリ，ート建 全壊＇ ＇ 5,9千45 稚飼蚕育共施設同 木造 79. 5"t ---：慾破損 288 (1万） .2n/ 

“ 士蔵遮 277. 2n/ ” 5,150 穀乾物燥共場同 木造 156面， ” 421 (2号）

” コンクリートプロッ
” 5,550 (3号） ク建 277.2加 合 計 l 18,714 

--205 -



苓り 3fii'i t均業関系

4. 畜 j花；寸策

［，） 家畜収苔班の編成

2 /j 22 i l, 9]し］」己察中(j)'u木灯lli:i,‘9支薔i]評のため荘）＇ヽ 911， しようとしなしヽ農家，または避難に

より，文＇，＇［て，；バに，、砂：入どそみて心 fllめた^ ＇ くに， 1，山，叶9111」および閏元，『＇15洛の孔＇「は搾乳も

て苫ご[¥ !)；，9いこあうた こじ）ことば， ll,[il,'9]しの糸叫及市名「i,］でも髪応されてしヽたのて，知＇ドは早

／こ＼にけ又を請'-jと＇〗よう抒栢，Ii にに指，＇］、しだ，

その記鸞， 231iffi t（・（凧恥ばIxバ歳l［を現地へ派心し，只（本的に文應を晶在させろとともに， 24

II, 恕以兵畜恨建術什 l斤小林文面において畜：：『贔，都（成菜畜保健術11面，給介嬰叉試験場畜序怒

帽心と叫，四叩，［凡 i、木）i惚り［ぢよびこびの閏いい＇;＇羹斤よりなる家苓収容 i)『を次のとおり編（戊

し， 化訊｛ヽ—ヤ反パlIi へ，＇＜〖しi[』：,＇,9'：占ll出しだ

•• ~- i、合し、1i'1, J可！99名 (5人）

」|~ j< •- -、 9!1） i [ i i: （2人）

―-i支バ］ ｛合仔ば (5人）

家畜の集中管理

位） 家畜の収容管理状況

以 1のほか搾孔，飼託竹）可『I業のため，酪

1悶文場の畜 ,;(j支 i打練，I•日 4 人の限氾を要請し

また，内訊県i鷹内の II」町村およひ農塙の畜究

技ザj員が援助することを l『し介わせた。

なお，宮』｛刈，［酪農文協同糾介連合会におい

ても，県の幽出に見づき，寮畜11人容飼促竹理

班および搾孔処岬班を編成し協力することに

なった，

寮記）：べ容褐I)『を加久暮家紅1：場に決定し，小林市，野尻！ll」・,此」闊［附，飯野各農協のトラソク

て， 24[ lがらA叶名1|＇］に以{/I附的した ぢお，リ，1の指小により 23Iiすてに11肖各［＇［身が乳半 14頭，

'］『|44閾1, ］し 2豆J'iを「1,1巾場に以容してし＼たものを引き訊き冒押した～

同巾場にはi彗脊i]｝、；；あるが'，h気犯没がぢ i， ヽり）て几屯へ依刈Iいまだ放牧屁，没がなしヽので収容所

広ぶに 1,980面の1以叫砂）砂を，，支：；位した

ミルカー 1(）合を渭仙し—•~ふ千に搾孔しばしめるとヒユーズが切れ， これを修哩しまた搾乳をはじ

めろとヒューズから火をふ［ヽて ii~ が燃えるなど迄の如く搾乳か追まなかった。また仮迎励場に
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箸 3 肛ii 農 業 関 ぽ

100頸の牛本放ずと， 沿牧に馴れない半あ

るIヽ は他U)牛より＇］し］し＼
-7ー r~, ．~

っ
‘’l 9, 

し迂しやK

をずだすたに切り， i'JiIi ;1誓『I'に』｝）れる l! 

が続し、たが， したしヽ にJ贔燒にも訓れ， fi][ I 

牡ミ，1しも良くなり， 2 ；] 28 | lごろから吋）I富

に祝『Ij9［となったや

直，11、'Iの翡迂で14↓ったのは粗直］巾tであった

I悶材＜省1年［I詞科I怜汀父；蒻l,`こ1衣軋＇：し L5トンの

屹りを借之出さらに収総介農業瓜験ぶ畜

庄部酪農文場から屹，9，,3トンの［lし給を乏＇ナ

・・IIりしのき豆）詞森臼恨I'を灯ぢっこまた'1;

印孔［の1旦巳により，北拇心から叉＇古物資

として屹位30トン0)凝急『喜じを之出さら

に歳粉粕 1,150 袋の応~附を:けてようやく

収容家畜のir,1,.]足也が現われてきた その他

酪嬰文場からサイレージ 2トンのい給を之

け，仮~E動場て［［由ば食することにより，

家畜の栄食は急辿に[991復し，：］はもほぼ災

第 5表 家畜杖容状況
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6

6
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4
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 ゜
7
 

3

0

 

7

0

 

8

1

 

＇ 

II 

6
 

に
)

2; 152 

2. 152 

2i 1 52 
： 

2 152 

1 00i, 9i 
l邸 1・,50頭、こ
'‘¥, 2頭退場

106 

106 

106 

106 

106 

106 

15 
， 乳牛89頭、

和牛 2瑣"'退場
26, 2,601[ 
2 158県費1,993下汀J

支出

家畜の集中管理状況を視察する黒木知事

古l]f］とIii]杜になった

ぢお，尻粉，仝酪 3号， I五I5号，

｝レーサンヘレ，，卜’:]を購人し，飼侭

につし▽て力仝り）＿ii¥i習を訊＇；した，ー） j,

級応一i!』に合成↑としてパした乳牛や

府l'I―！こ一〉しヽては， それぞ才l粗幻料の

配小 f；らこ＼！こii，1iげ：四にうしヽての指

導を辿 II行なったー，

最もじ9記された孔i)；炎の発ijにつ

いては， 予防対策に力仝の拮附をと

った衛生班の活躍で，数叫の発生を

みたたけてあっこまた畜今の倒壊による打撲傷牛，流産篤も発11 したか，遥切な術I~I班の処置
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培3箇 農業関係

により ll』の斃死，冷用牛の発11もなかった，なお， l丈容「ドに 9頌の乳牛が分娩し，いずれも順

翡に成育したご

（：｝） 被災地の巡回指導

えひの農文改良胄及1斤の戦[―¥5人が連n般災地を巡同し，家畜収容班と緊密な連格のもとに適

切な処買をとりつ-,, D,.]五i'i罪につしヽての指＃左行ない1i故の発IIIi}J I1に努めた3

(4) 家畜収容班の廃止

骰災地もしたいに落ちつきを収りもどした 3月14日には，家畜収容所の乳牛89頭が退場，和牛

も2頑を残すのみとなったのて，同日をもって家畜収容班を廃止し虹酪連にその業務を移狩した。

今In]の家畜集：l’i』用は，人に対する災古攻助法の拮買に匹敵するもので，本県独 1’Iの発想に）占

づく 1翡附て，県費199/JI'］を文出するなど般災地の閏民から寮謝された—

(.i) その他

今1川の家畜J又容にあたり，小林市，叫J;［町，野尻町，飯野各農協の柏極的な援助を受げ，短時

11のう七，に収容がてき，さらにこれらの巾町村， 1：図協の技衛員が協力し，寒風1菌をつくなかでの

献身的なJ1ヽ什に対し岨州の息を｝＜したし、ヽ ，

'げ恥 小林「場から 2人， 11り消県/¥II巾隈I欠IIIi会から 1人の間応：IIIを常時派直しても

らし、，家畜の診椋とくに孔i)］炎の予防および治療ならびに巡[III診椋に従れしてし、たたいたことも

あわせて 1心，9対の立を表したい

5． 金融対策

(I) 県の特別措置

県は，農地・農業用施設および営農用施設等の災古復l日ならび1こ鍔営再建のための資金了団と

して， 2月27日「つなぎ融資制度」を設定した今すなわち胆資として県財政査金6,500万円を信

連に予,iEし，イ，，辿資金 1億3,000万円とあわせ総額 1億9,000)Jド］を確俣し， flfI悶（災＇，じ）百金

,'『国の資金枠が決定するまでの 3か月を時限として，農家負担鮮減のため県 2分 5厘，情連 5厘

の利［補給をすることによって，木端金利を 6分 5厘とした勺

この「つなき峨資制度」のじ旨徹底のために， 2月27日から 3月 8日まで，現地で制度の内容，

本資合に屈り杵える場含の資金の種類，貸付条件笠について況I[）］を行なったc また，災害復l日の

ための他の査令の相淡にも応じ資金謁逹の助，．」と指導にあたった，

しかし， Iii〈はうち続く地裳におびえ，砧枠的な復輿にはまだ時間を要し，机談に訪れろ者ぱ

1 11‘1'y-］10)¥l'，'度に過きなかった
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第3節 農 繋 関 係

ーカ， 国の賓金枠決定が遅れたこともあって，「つなぎ資金」の融資実積は1,200万「］にとどま

った，そのため，県では 4月24日， さらに 3か月適用期間を延長し， その活用を呼びかけた。

その後， 人心は徐々に安定をとりもどし復Illにとりかかったが， 住宅補修， 改築費および生消

資金等がこの資金の使途0)なかに含まれていなかったこともあって，糾局，融資実積は 1,601万

円にとどまった，

ちなみに， 農業令磁関係の各神資令の峨資実納は第 6表のとおりてある。

この表からもわかるよう 1こ「つなぎ汽金」

第6表 えびの地震災害融資状況
------．~.てT.，- •-こ--ご-

巾込額実 禎
資 金 名

住宅災附復1日資金
（補修，改築）

南九州防災営i嬰賢
金 （南舎合）

農業近代化資金
(1号， 6号）

自作農（災',[）
資 金

合 計

つな蓉賢金

6.5% ('"'が措憤
したもの）

8.5% （化連独白
のもの）

10 

72 

78 

206 

366 123,282 

143 

8
 

~
 

0

2

 

2

8

 

7

3

 

9

9

 

2

2

 2
 

~
~
 

0

0

 

6

5

 

8

0

 

9

9

 

3

5

 

2

7

 

0

0

 

0

0

 

0

5

 

｀
 

0

4

 

4

1

 

10 

9

8

 

4

7

 

1 87i 

324 

62 

81 

＇ 

金 頗
~ ~ 

千日

2,720 

14,520 

23,860 

68,950 

109,320 

l6,0lO 

14,500 

の峨資丈績は予想外に伸びなかったが，

恥因のおもなものは次のとおりである。

Ill 

(2) 

I t＇む補修，

たこと，9

＂＼ 

本資金枠決定が遅れ，

の見通しが立てにくかったことっ

うなぎ資金の使途のなかにJt活資金，

住民が，

2 ＇ 

対し働きかけ，

その

屎り科えろ資金

改築費等が含まれていなかっ

うち続く地震のため，復Illに

とりかかるのをみあわせてし、たこと。

国の特別措置

1)農業近代化資金

閃〖五代化』合についても，砧枠的に国に

5月23[Iえびの地震災古復Ill

のための特別枠として 1億 2,000)J円の陀分

を晏計］した— また県は，本査金の一股的辿）IIo)なかで，災古復II]に要する 1号・臼金 (l:侶企， 畜舎の

復1「I),2汀資金（此機具の購入）， 6号資令（小 1地改Jと）を最優凡的に 1応忍し，復1日の鳴りとしたっ

その峨資史給は第 7表のとおりである-

第7表 農菜近代化資金融資実禎
."..~ ~ ~ ~ ~ ~ヽ~‘~ ~ ~ ~.. ~ ＂ ~/ ~ ~ ~、--"-…•-…~ ~ ~… 

施設名件数金 額
.. --------—~/ " ~ 

千円

18,700 

2,460 

1,790 

9]0 

舎

舎

設

良施

改

他

地9

1

 

．． 

の

糸

農

そ

小

7

8

9

4

 

5
 

2)「11午悶（災古）資金

介同の設，じは罠竹物よりも建物施設の骰内

が甚大で， これが放済対策としての本資金の

適用は困帷祝された，また，冬夜災典家も群発

地震のなかで復1[1する、意欲にかけ， 金融相談

合
●
f
.

＂ 
78 23,860 を支ける態勢が遅れたことはいなめなかった
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第 4節林業関係

が，本資金霊要額1こついて一応， 1億8,000万円を九州農政同へ要咀した。

しかし国は，建物施設等の復旧費1こついては，仕宅復飩負金等を融資すべきであり， 1，_lfI農椎

持資金を峨資すべきでないという見解をとり，責金枠の記分に難色をぷした，

そこて似は，農林省に対し骰，ビの実態を，J[え，資合の確保について陳1,，J~ した。さらに令[KIflfl→

農協会通常総会においても，えびの地衷特別峨資枠の配分を戊，義し，［州係機関へ陳！責を行なった。

その後，緊急にその対策を晶ずる必要が仕じたため，県：よ鹿児島県と合同による峨資対策協，］義

会をえびの町で開催し，融資力針を定め，資金枠の配分については，農林省内報0)詭囲内で fIE 

的に決定した， （真幸地区5,000万円，加久藤地区1,800万円，飯野地区200万円）

7月3日九州農政局長から [li’1農（災書）資金迅格，，忍定目椋領について 5,500万円の特別枠の

配分を受けたが，これでは不足するので，原は一般枠から 1,500万円を特別に措漑した＿その沿

貧長績は第 8表のとおりである 第8表 えびの町融資実禎表

以1.，各間度資金ごとの措隧について込ベ

たが，宮崎県似用農業協同組合連合会におい

ては，えびの地哀緊急復輿骰金要綱を設定し，

制度資金で救済されない住宅の補改修費用，

または田柏時期の営農資金等特別措既を溝せ

られ，復興へ脊与した。

第4節林

地 区 9

コ
A
f
 

~• 
文

x

”

I

I

 

畠~~ 
~' 

藤

幸
久

野.r̀
 

訊

IJ

件数金 額

...］ ―---------＿＿_＿＿_＿ 辛丙

4 1,800 

55 ! 17,300 ， 
， 

12s I 49,850 
~ ~ 

合 ,r 
至
"

----' 
187 68,950 

業 関 係

1. 復旧治111事業

般，1：状況 1第 2攻第 6節）の項でみたように，林地崩壊地は力学的には現状のま＼安定を保つこ

とができるにしても，今In]の地姦は崩土を1打脚に扉積し，さらに山腹に残留崩 I・や多数の地割れ

を［｛い合風や豪雨による崩壊の新I•1，拡大，土砂点出の増人の可能性，あるいは土石流発生の

危険が 1分考えられるのでこれを早急に復旧し， 卜流の人命，家屋，農耕地等を保護しなければ

ならない このため， 2月21II地哀発I士と同時に特別調査班を編成し，山地の被害状況を仝面的

に調査し，林野）『に直ちに岐＇，ー『状況を報告した また，林野庁冶山.1閉係官が， 2月24「1から26n

にかけて現地調査のため来県された 3

他）j, 林地の災古箇所が緊急治山直業として採択されるよう，」こ．品の調査糾果を賂理し，農林
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第4節林 業関係

省との折衝を開始した (4月14

日～16Ii林野Iiて緊急治1l直業叶

側ヒアリング）かくて，燦急ポ111

印Lの実仇にうしヽて内ぷを得， 互

「，I汎0)fl成を急ぐことになった

仝体復II]井間の内し本的））拿lは，

次のとおりである，
林地崩壊地（むき出しになったシラスの白い地ハダ）着工前

ヽ"~ • 

,s総崩壊箇所 328か所，崩壊面柏

E立

区

i l l 

内

，沢

復旧後（中央部の草生地は実播テスト）

復 i日 治 LI I 
... 

全体復Ill叶画
分

事 芯

74. Sha,般害額12億5,240万円のうち，

ill不要施行地，（2)[1然復旧地，（3）復

旧不能地等を除いて総殷囚額の66%

8億3,635万円について総復旧叶両を

たて， このうち43年度は緊急和1「f，:

叉~として 16.5％に相‘附する 1億3,800

カド］を投じ，人きな成果をあげた。

復旧計両は，次表のとおりである。

i r 両 （単位千円）

11/l和43作度実施 進捗牛 昭和44年度以降

＇ ＇匁 9',:9:＇t,9：エ費(AI 9’ 菜：社~ 9,9→, ；,〔'代(B) CB A) ＇茂＇~・ 芦‘9どこ ．豆＇ゼ’- 且菜費

俎 冶 111 
328ヵ1

836,358 I 
163ヵ.0叶/,a； 138 000 16.5% | 165か.8 所1! 698,358 

74.8hai 37'  37 ha 

復 Ill 治 111
165 165 i ＇ 698,358 

37.8 
698,358 

37.8 

啜急冶 111
163 

37.0 i , 138,000 
163 

37.0 138,000 

（うちヘリ実播l) （1塁） （41,050) 

(tド）へり実播］は緊急治山＇騒菜としで火施したので( ) ;:;してある。

全体似1日井間の中から， 43年度緊急治山Jt業を採択するにあたっての方し本的条件は，

Ill 人家，悶耕地，幹線川水路雰に［打接接続した崩壊箇所

(2) ー級河川に1丈続した崩壊箇所
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第4節林業関係

(:l) 大規餃崩壊IID祐

の3条件であるが， これらに該当する丁」Lをすべて通常の山腹復1日丁1（で施丁＿すろに1ま，膨大な

投資が必妥とされるのて，これを1H久的工事と応急的］．事に人別して施Iすろことにした。相久

的工＇料とは通常治山 1i業山腹丁崖で採用している利［「（ブロノク， コンクリート， PNC板）等

の横-［事をL体に五枚積苗栢工，編柵丁，張芝丁，張芝水洛丁等を施丁＿するもので 1加‘りたり平

均車価は1,300万円程度てある＿今同のえひの地震において林地崩壊の激甚地であった溝添Ill,

人丸川， □11川流域を中心に 11か所， 7 ha, 9,695)ii]を投した一応急的l?ltとはJ_91心緊急治由

-li文閑本的条件の(1)ならびに(2)に淡‘t,Jする筒面のうち，緊急を要し比較的規模か小さく労力，資

材の提供が困難な箇所を中心に，ヘリコフ゜ター平巾実播により林地崩壊斜而を緑化しょうとすろ

もので，最近開発され急速な発展をみているものであるっ

仝国的にみても，緊急災内復1日「i人として， fji年度て 30l,a，4,105万円もの大面積を施Tする

のははしめてであり，圃期的冶山」—il、として汗目をあびたが，緑化の目的は 1分逹し，裸地と比

校すると降雨によろ侵食， i砂流出防止1こ苫しい効果を発抑した

平均iji価からみると，ヘリコプター字巾実播丁は加刈たり 130JJ円で栢久的工＇ドの約 1/1oに相当

する，ヘリコプクーや中実播施丁は地震て揺り洛されたシラス林地にスラリーカ式というこI~-il：を

採用し，純柏物袢脂肋酸を｝成分とする如[tl処坪吝1]に有機質， 1壌改良剤，神）＇， 1|白

した帖液状）よ剤を特殊なスラリー斉i]散布装骰をヘリコプターに装骰し， ‘iドいから均哨文化し，労

}j, 資材， 「！り］方を加約して孔包に緑化を図ろうとするものである

実揺Ii廿期を第鳴］施I’9分（｛噂l'に播 s43, 5, 19~6 9）と第 ~9. lU]施 l分（秋期＇＇［播 S43, 9, 17~ 

10.18)の真］に分け，それぞれ15ha, 部令30haにうしヽて実施した

ヘリコブター凸iじ起播lの長所は，次のこおりてある＿

Iii 緊急かつ191，9期間で人紺施1が可能であろ

(2) 人規艮[il1責にわたり施「するので労力，資材等のコストが安価に実施できろ。

（3) 種了が発芽するまては表面処罪吝りによる地表侵食か抑制てき，緑化後は木直生の被覆により

侵食はもちろん， 1-＿砂の移動が防止できる，

(4) ）1(lil，人家が隣接して iヽ ても般古がなし＼，

(5) 均等散布が可能である，

また問題としては，次のことがあげられる，

Ii) 柏／t．の交代がスムースに行くかどうか。

(2) 施肥竹理が必要である /2
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窮4節林業関係

（3) 地巾の水分状態に成長が左右されやすい。

(I) 木本， l店本同I炉Jも柏に間：迅がある，

実播の紀足ては，在播き分は及りとして勢力の強いウィーピングが柏It絨覆の中心となり，秋

播き分ではケンタノキーか中心勢力となって成果をあげている，これを官真でみると次のとおり

である

林地崩壊地実播前の状況 実播後 3か月を経過し被覆した状況

2. 県打林材 の払いドげ

餃災住宅の復1i]は急を投し，人虹しの資材を必要とする状況にあったので，木材のド］滑な供給と

価格の安定に毒与するため，応急復II]用材として県行林材 140m'をえびの町に払い卜げることを

決定， 5月24日えひのIi1［と，し買契約'，}を締粕するとともに，須木村命佐木地区のり産糸材 140m'

を現地において'JI渡した＾

3. 復旧賢材の供給

えびU)地店による住宅＇『建築施設の使＇「いま怯人なものがあったので，災古復 II]に咲する木材の

ド国な！！し給と価格の安定につしヽてはとくに怠をII]しヽ ，巽本営林局， I葵I係営林署， 1[出者木材塙同組

令等艮！係恨園［寸1体と密核な心係在図りつ 9-＿1, 119l釘林材笠0)心払t，を中心に，次のとおり復1日資材

のl'Iii]な仇給に努めた，

地店発I-l0)料 2Jj 22 II, 茂本｝『林／iかJとに対して， えひの地心の災占復Ii]月］として，応忍（以没住

む，公且地設，住宅復旧雰木材の，し払（叶翡i料を要出した これに対して，熊本＇賃林／ 9,｝にお tヽて

は， 2月28日付局l＜通遠をもって，次のとおり竹卜の賃林薯に及，I，ィ及11]用査材のhii膚を行なうと

ともに，えびの町長の III991りがありしたし、これを仕給する措岡が青ぜられた
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第5笥 住 宅 閃 係

えびの営林署 300m' 

小林 ” 600 

都 城 99 1,000 

人古 99 1,100 

許 3,000 

他）），災古住宅の復IHを促進し，あわせて価格抑制対策を溝ずろため，［！l丘者木材協同組合と協

議をいない，組合員の手持製品を災＇， 1[発什II旦前の価格に拡隠き， これを協定価格として仇給する

こととし， 2月2411から復IFI材の仇給を間始した、

さらに，資材供給の円滑化と価格の安定化ならびに人心安定化対姐の一炭として，えびの町1こ

復II]木材八販センターの設閥を9汁II且lし，泊議木材協同組令の協力を得て 3月12日間，遠するととも

に，同センターにおいても復旧材の供給を聞始した。

これらの復II]材供給の状況は，次のおとりである。

対絞戸数 944戸

仇給材秘 940m' 

第5節 住 宅 関 係

2 月 23 日から 2 月 27 日まて各戸の履，じ状況を詳細 1こ閾壺し令壊412戸，半壊675戸，叶 1,087戸~

の般＇，『を確忍した。

さらに， 3月25日の地点により，令攻39戸，半壊221戸，叶260戸の被＇，どが生じた。これらの復

旧については，次のとおり応臼対策および柘久対策をたて）こ施した

1. 応 急、対策

（I) 旱急に戸別の般古丈態を詳網に調任する，

12) 補修｝j広，再俎）刀Lを戸別に指科する。

国 耐i；!l_「砂 幼蟻li上を徹底させる 3

(,) 応急仮設住宅を早期に建設する。

以上をJjl;本的な杓えとして県建築謀，えびの1訂建築諜，建築士会小林文部，直渚建設業t蒻会，

県職業，訓練所（建築科／j1走）からなる建築対策班を組織し，視地謁壺，診断，指導，補修丁＇ドを

実施した そのおもなものは次のとおりてある。

-214-



第 5節

(l) 住 宅 相 談

住宅相淡については， 県現地災古

対策本罰内に住宅相淡班を設け，各

挿の住宅相談に応ずるとともに，祈

築および補修家屋に対し耐虞工法の

指廿を行なった 指導資料としては

II本建築学会竹成の「わが家の耐庭」

住 宅 関 係

および「平壊家屋修J甲止」

を配付し［各笈にあたった 3

（別図）

ーガ，復IIIl |HI’t接の担‘|'1者であ
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屋の復旧にあたっては， 積極的に

: 

耐哀［法を実馳するよう塩力を依

頼し，実施Ifりで効果をあげた。ま

た災',1『公常住宅の入居についても

入屈資格， 収入｝長渭， 住宅の規模，

構辿等について砂も明を行ない， 般

災者の人心安定に努めた，さら 1こ

住むの設叶相談等についても適切な指消を行なった なお，住宅相淡件数は696件にのぼった。

(2) 住宅の応急修理

災店救助払に）よづく災古住ビの応急修罪については，県職業，011練所および1/1,]ぷ建設業協会の協

力を得て恥急的な修理を実施した

0)夷禎は次のとおりである，

また幼災診断については建築L会の協力を得て実施した。そ

県職業;̀iII練所』II練1上補修戸数 70戸， 別に使州10棟

西語建設業協会補修戸数 132戸

診断戸数

紛］こ消費

202戸

808Jil月

(cl) 応急仮設住宅の建設

災，じ救助仏に晶つく応恐仮設住宅118言および緊急近難所29棟の建設を実施した。
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第5節住 宅関係

構造は悴植鉄［｝造りて，拭礎は木杭打， 1.，屋根，堺面ともパネル＇「法，！閉どり， 6 1μ,1; 1月1，抑

人れ，炊＇拝場付きてある 3

(j) 耐震工法の巡回指導

此およびえびの町の1斐l係戦員は，般災＇ネ屋を巡 lnlし， 1fl’i底 I/人の足施について現場で実地指導

をいなった、」その後の地裟では』常に効果をあげ，破古を最少成1ことどめることができた。

2． 恒 久対 ，4l

Ill 住℃0)補！修，再建をりなうため，住宅金融公庫の応','復飩賓金の｝剋噴を受けろとともに，

とくに低1好得省を対家とする災占公営化むを樹［および町において建設する 3

（2) 店舗，併月1住む等につ lヽ ては，耐底構辿を指柑する

(::) 農業Ill施設， i蒻ぃ診叔祈，旅飴なとについては1叉燎金融公J,f(,,11小介文金融公/Iii,I月鼠

金融公庫箇の資金の融資を之げ，内建を図る・,

以 Lの力針に）よづいて加久対策を実施したが，そのおもなものは次のとおりてある。

ill 災害公営住宅の建設

災‘,［公漑住宅の建設目的は，公党住宅び、第 8条の適用を又け，災古により滅失した住宅戸数の

3割以内を建設し，低客ii所得者に賃箕するものである，

3月 7日県の災兒1により建設省および火蔵省による災古査定が実謡され，その命［，果，県営一投

向30戸，四村1月10戸およひ町営憎兌向18戸，叶58戸の災古公営住宅の建設が決定された。

県営40戸はえびのII!］真如地区に，町営18戸は飯野地区にそれぞれ建設することになり，そのう

ち県璧•＾般向 30戸は 10jj29 日完成し入 1,,: している 入1，心亥‘!,1者は30人であったのて，建設戸数と

して‘りを得たものであった，

以卜］県党およひl!IJ堂の災，［公堂住宅建設状況は，次のとおりである

県令［い，公＇齊住宅建設

1 一般向住宅

建設位ii忙 えびの町1月11亨篭l!I

建設戸数 1棟 4戸建 6嵐 li東3

/「辻 2棟， R「30戸

建物1111!立 1戸314吋叶9429l'

虎姐也1iu!li 4, :J50nt 

規校，構造 2 L，鉄け造、1’.'系建，
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第5節住 宅刈係

玄I斐I, 6,1,,1,, 4. 5帖，抑入，炊芥場，浴室，便所

工拝費 21,683千円

③ 農村向住宅

建設位宜 えびの町大怜甫字瀬戸口

建設戸数 l棟 2戸廷 5棟，倉庫 1棟2戸辻 5I東

建物血柏 1戸 50面計 5001li 介庫 1戸10.5吋 叶105,n'

放地血柏 2,634吋

規校，構辿 2 L, 鉄『｝造平哀建，玄1文I, 6帖， 6帖， 4，5帖， l化）［場，浴宰，使9)『

l:,}iり't15,117T-l'I 

えひの町営災＇，じ公堂仕宅建設（一般向住宅）

建出疇 えびの町飯野駅前 2戸，同町飯野＇ド『訓 16戸

建没戸数 1棟2戸建 l棟， 1棟 4戸辻 4棟寸18戸

建物面柏 1)i3L 4吋 ，1t 565, 2m' 

敷地伽柏 2, 222, 03加

規校，構造 2 L, 補直コンクリートブロノク造，玄悦I, 6 1)古， 6 l’t，抑人，炊r,:場，谷

室，使1行

I―,'且費 11,100千円

石1・., 完了月： I 

i, _]―_ii{｛和43年12)]28日

完成 1l{｛和44{13月25日

(2) 災害復興住宅

殺住宅の復旧計両については，住宅令融公庫の災‘,！：復興資金の融資を乏げて1l［建する 9:IIIIllを

たてるとともに，般＇，＼翠／五の復 Illは耐底的な「＇i上を柏極的に進め，その指料にー）し＼て什宅I911,，炎刈

はもちろん建築卜会の流｝）を褐て指対した

地震の発叶後，炭，t：謁脊の紀果から住℃金磯公庫嘩本文所へ災＇， 1:復狐／にし＇峨位について虻叩し

たところ， 2月2611I司文厨から「住宅の融資ぱ氏付力釘にしたがって災＇』貸付の対賃（しなるので，

融資希叩者に周知するよう 」このIn1答を乏けた しかしこの1日1)心Iとしてぱ'-般貸ilとなろ

ので，省令欠古としての雌用を乏けられるよう閲と住む金融公庫へ煉1んした その糾果，えびの

地震災＇，『につし、て 1よ，住宅金峨公庫止施行規則第 1条第 3判1の規定により， 3月4Ii人校省，建

設省告示第 1号で指定されたし］
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第5節住宅関係

県でぱ，直ちに認定班を編成し，晶定業務を開始した。認定件数および磁査状況は，次表のと

おりである，9

住宅金融公慮 特 ： 別 融 資 状 況

月別

2 月
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,r 
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14,190 
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29,050 
3,910 

鸞

129,220 
49,130 

178,350 

~ ~ ~ 

整然とした街づくりが行なわれている。その復旧状

況をみると公共的建物は永久建築が多く，鉄筋コンクリート造りとしてとくに目だつのは真幸小

学校，児童館，旅饂銀行，倉庫てある，鉄骨造りとして大きいものに農協等がある。

住むの復旧は全般的に木造が多く，店舗等は鉄骨造りが多くなっている。

なお，次の写真は被災状況と復旧状況の一部を示すものてあるが，現在もなお復輿が進められ

ている。
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第6節商工業関係

商店街被災直後 復興した商店街

3. 建設関係団体の協力

(¥) 建築士会小林支部の協力

建築L仝小林文應は「えびの町災＇，じ建物補阻および見 9’こけ茎Fl昧11，炎噌Jと密蚊に辿格をとり，殴

災家屋を，凋査し，災害救助社、に）aしつく）心乞修罪対象gく）呑の中[rlI［叉げ11次，補修材いの符出， 1［tli,見

砧およひ］払指導を行ない，』崖1か，」叫IIi'／］に竹業ができるよう 1協力した その状況は次人のと

おりであるe

月 11 協力人貝 作 菜 y、J容
(2) 西諸建設業協会および飯野地区建築

3月5日 17 
業者技能組合の協力

202}―lの平面図作

直渚建，支文塩会の各！協会員は， 1木班と建

築JJfを糾戚し，復II[＇臼材の侃保に努めろとと

もに，飯野地区建築文者技能糾介の応援を求めて補修）1］の各資材の叫搬，｛’|文巧左柏極！’］に実胞

3月6日 15 成，柏符芍の作農

した。

第6節商ー［業関係

1. 県の特別措置

(1) 応急対策

えびの町貞芦窃工会，隣i如怜丁．会，＇宮崎虹府丁．会連合会，怜＇綺馬［中小企文 Ill休中央会，加＇糾 j県

中小企業総合指埠センター，官III唸翡［中小含業，；果および関係，，足の職員を動日して，中小企業般災＇・ビ

態調在を実施し，般＇，りの把脚を行なった 3

県は，）も急対策として， 3月6日「えびの地ぬ災’'，；罹災中小企業緊急牡別峨資保証1:1補給金交
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策6節 商 工 業 関 係

付要網」 （査刈!)を制定し， 県費 3,500万円の預丘と保江料補給（日）J;2厘 4[)の措置を溝

し，戴災中小企災者に緊白特別融資（融負目椋 1億 500万円）を行ない，商工業の早期復興に寄

信することにした また，

をとった。

これに先行して， 現地で被災,1」小企業者からの金融相談に応ずろ体制

以上の桔悦に加えて， 国民金融公庫による祐極的な融資をはじめ， LU間金融機1見1の協力など1こ

より， 当il1iの資金孟要はおおむね充足されたっ

この間，大蔵省，中小企業庁， 中小企業に1l]保険公庫， 政府系中小企業金融機携l（国民金融公

庫，巾小合叉金融公庫および商［糾合巾央金康）笠に対しても特別措置の要中を信ねてきた結果，

第 1表のとおり，貸付枠の培人，訳遠期限の延長などが忍められた。

第 1表 巾小企叉向政府系金融機閲特別梢隠

金崎鰭機閃
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金融公Iih| 普通貸付

公

8.2% 

6.5 

8.2 

2

5

2

 

．
．
．
 

8

6

8

 

i10年”

,10年グ

: 5年”

2年 99

2年”
1年 99

200.000 I 

250,000 

170,000 

特に枠は設’
けない

商工組合
特措lえびの災害貸付

けIJi討
激誌災害貸付

巾央金庫

環境衛生
金融公峠
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また，

普 通 貸 イI

! 1 0年 99

- -- - "＂― - ----------- --- -- -- 一ヽ一―-- --

巾小介業振興＇ h叉団指沌形の研先指導員を招き，視地の咋［占街，旅節の復腿について診

えびの災＇，杯鍔付

合

員

合

員

合

員

成

成

成

組
構
組
構
組
構

8.4 
8. 6,  

10年、

3年間 6.5 
7釘間普通利息！

!10年¢

8. 4,  
8.6, 

5年 99

＇ 

6.5%～8.2% 2年 99

200,000 200,000 

4,525 4,330 

断指導を行なった， これと並行して中小企業に用保険公庫的の調査も行なわれた

2 ＇ 長期復興対策

えびの地点が一応小康状態に入ってからは，

めに必要な資金の融通をのぞむ声が強かった

般災商［，業者か長期復輿およひ舒営安定を図るた

しかし， 地震によって著しく低ドしてしヽる伯用力，

初保））0）点からみて，

したがって，

金融機炭による通常ヘースの融資は，

この政階では被災中小介業の信用を補完し，

きわめて困難なli情にあった。

その長期復興および経営安定を図る

ため，資金の融通を円滑にするための措置を訊ずることが最も効果的と名えられた

以上の判析により，宮崎県に用保証協会（以ド刀保証協会」というっ）およひ金融磯関の協力を
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得て，披災中小含文者の長期復輿に必要な資金として総額 1億 5,000万円を対象に特別磯資保証

を行ない， この保証に対して保証料補給およひ損失補償を史施することにした。

この特別措置は，昭和43年6月定例県議会において可決され（偵務負れ1行八1,635万円）， 6月

11ロに「えひの地震被災中小企業金融円滑化対策要綱」（資料・ 2)および「えびの地ぬ般災巾小企

業特別融資保詞に関する保詞料補給金及び損久補伯金父什要網」 （資料 3)を制定し迎用した。

その結果，附和43年12月末まてのえびの地店災古融資は，政府系，仄間金融機閲あわせて，第

2表のとおり総顎 5億5,153万円に達し，このうち特別融資保詞制度によるものが 1億2,200万円

となっており，被災倍j工業者の再建が順調に進みつつある。

第 2表 えびの地底災＇， 1; 融資状況
．＂ ~ ：＂： ~ ~ ~ ~ ~…~ 

実績
~ ~ 

| 
/‘‘̂  

件数金 額

I I I 

金融機閃
件 数 人豆

国民金融公庫 147 

巾小企業金融公庫 19 53,000 

商工組合中央金庫 3 41,000 

環境衛生金融公庫 5 4,525 

政 府 系 計 174, 253,505 

呵 It 千円）

134 

19 

3 

5 

161 
．~ヽ~．．~~ ~~ ~~ ~ ~ ~ ~ ~．．~~ 

宮綺銀行 991 60, 705j 99[ 
| 

固児島銀釘・ I 121 23,3so1 1 

高千穂相 ri:瓢・ I 201 9,300, 20 

西 諸桐 /II金 1屯| 184[ 168,263 182 

地元'，I! 315[ 261,618i 308 
, 9 

~ ~ ~ ~ ~ ~ 

県災；t;特融
（合特別保証）

A
9
 

/

9

 

．．．． 

＂ 

(24,000) 
159,200 

＇ 

備 考

650,323 

)

4

 

2
4
 

（
 

511 

108,090 

53,000 

35,300• 

4,3301 

200, 720j 

60,705 

11,950 

9,300 

167,013; 

248,968L_____ _____ _ 

(20,300)1 ( )は商―19い金窓口
122,150 分のうちt}

551,538 県災＇甚特碕典のうち商「巾
，金窓II分を除く

2. 国の特別拮置

(1) 中小企業信用保険公庫の特別貸付金

中小企文信用保険公庫は，仮災中小介業者の特別融賓保証のため， 6月12円保証協会に対して

1,000万円の特別貸付を決定した。

(2) 災害融資特別措置

殷災中小企業者に対しては，さきに，政府系巾小合文金融機関におけろ貸付条件の緩和等の優

遇措屑が講じられていたが，さらに 6月18日の隊］議において「II!｛和43年2月211以降のえびの

・古松地区地震により般害を受けた中小企業者に対する災古融資に関する特別惜買について」が
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戊定された。

牡別ll'i,i州の内容ぱ，激I'応災古の場介に澤ずるものであり，彼災中小企業者に対する政府系中小

介叉金峨炭戌lからの応，じ峨資に→いては，一貸付先‘!1たり随賓額のうち， 100万円（組合の場

介 300)Jド］）芥限度として，貸fl後3{「以内の1'i:fl利率を什~6分5匝に州和成したものてある。

（資料 1) 

えびの地贔及1罹災巾小企業緊臼特別融資保詞料補給金交付要綱

昭和43年3月6日

経済部巾小合菜課

（趣 旨） 等4条 この保証料補給合は，精算払により交付す

熔］策虻は，えびの地震災＇げて罹災した巾小令菜者 る。

の9j虞0)！，＇1し1復興を図るため， f算て定めるところ (iil請，りの提出時期）

により，冒崎県 WI!保'’Il：協会（以ド「協会|とい 第 5条規則第 3条の規定に基づく巾請苔の提出の時

う。）に対し，保，店料補給金を交付するものとし， 期ぱ附和43年 7月31日まてとする。

その父付については，補助金害の交付に閲する規則 （村類の提出：諮数等）

(|『｛和39年胄崎県規則第49号。以ート「規則iという。） 第 6条 規則及びこの要綱の規定により知事に提出す

に定めるもののほか，この佐綱に定めるところによ るほ類の部数は，それぞれ一部とし，その様式及び

る。 提出期限は，規則及びこの要綱の本化」に定めのある

（袖助対象紆費及び補助笥） ものを除き，別記の定めるところによる。

笠2条 前条の補給金の交付の対絞となる経喪及びそ 附 則

れについての袖助怒は，次のとおりとする。 この汲綱は，昭和42年度の予算1こかかるえびの地震

(!) 協公か，えびの地虚災古罹災巾小企菜緊急特別 災＇舟罹災巾小介業緊急特別融賢保砥料補給金に適用す

融腎咬綱1こ拭づいて保，贔した金額に， II)↓、 2阻14 る。

じを乗して紅た額。

92） 塙会か， （ii1けの政綱に準じて保証した金額1こ，

日歩 21屯4工を乗じて得だ額。

2書 前項の規定により補給金を交付する保詞金の総額

は， 1億 500万円以内とする。

(II-1,予'，iJ！に添付すべき苫類）

第 3条 規則第 3条第 4号の規定により，補劫金等父

付i1位青僭に絵付すべき・共類は，次のとおりとする。

11) 保汀料袖給合算定表

（袖助金の父付方法）

叫己 保訓料補給金靡定友
- ,  ___、~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~..., 

＼項[l
i保証承諮高保出受取補給を受けよう

¥ l 
金融＼
磯関 打数金額延［］数保証料とする保証料

I ...~.."~ ^  9 9 9 1 ~ ~ 9 999 9 9へ99,.’ "●  "~..~....." ~ ~・デ~• •…•--
l ~ :＇ 
！ 

fr 
百
＂

| 
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（資料 2) 

えびの地震彼災中小企業金屈應P]滑化対策要網

(n 的）

第 1条 この要綱は，昭和43年2月のえびの地震によ

り災';,,を受けた中小企業者（以下「被災：91小企業者」

という。）に対してその事業の復興と安定に必要な

賢金の融通を円滑にするため，特別の措i置を定める

ことにより，その詳業の再建を促進し，経営の安定

を図ることを目的とする。

（対策）

第 2条 県は，宮崎県信用保証協会（以下「保証協会」

昭和43年6月II日

経済部巾小介業課

(4) 保詞期間 設備賓金は10年以内，連転資金は 5

年以内。ただし，担置期間 2年以内を含む。

(5) 保証料月率 5毛8糸（日歩 l/’1f9E) 

16) 保証取扱期限 昭和44年 3月31日まで。

(7) 取扱金融機関 保証協会が，保証契約を締結す

る政府系金融機関および地方金融機関

18) 中小企業信用保険公庫への付保 ずべて，巾小

介業信用保隙公庫の保証保険に付すること。

（保，，正料補給および損失補償）

という。）が次の条件により被災巾小企業者に対し 第3条 前条により，県が保証協会に対して行なう｛呆

て特別保証を行なうときは，この要綱1こ定めるとこ 証料補給および損失補償は次のとおりとする。

ろにより，保証協会に対し，保証料補給および損失 （I) 保証料補給 保証した金額に対して，日歩 2厘

補償を行なうものとする。 4毛を乗じて得た金額を補給するものとし，その

(1) 保証総額 l億 5千万円

(2) I被災巾小企業者当たりの保証限度額 製造業

および旅館菜を営む者については， l千 800万円

以内，その他の者については，原則として 300万

円以内。

ただし，保証限度額には，既存の保証残高を含

む。

131 保証の対象となる資金の使企 災困復輿と事業

安定に必殴な設備資金，または連転資金。

（資料 3) 

補給限度額は 1T 104万円，その補給期間は昭和

43年度から昭和46年度までとする。

12) 損失補恨 保証によって11・じた損失（中小企業

に用保陰公庫の非填補額）の 3分の 2を補骰する

ものとし，その補償限度額は 531万円，その補償

期間は，附和43年度から附和54年度まてとする。

附則

この要綱は，昭和43年6月11日から施行する。

えひの地震披災中小介業特別融資保研に関する

保証料補給金及び阻失補償金交付要網

（趣旨）

昭和43年 6月II日

経済部中小企業課

艮期復典及び経営の安定を図るため，予算で定める

第 1条 県は，えびの地震被災中小企業金融円滑化対 ところにより，宮崎県桐/lJ保証協会（以下「保証協

策要綱（昭和43年 6月II日制定。以下「対策要綱」と 会ーという。）が行なう特別融資保証の保証料及び

いう。）に基づき，えびの地震により災害を受けた 保証によって生じた損失の一部について，保証協会

巾小合業者（以下―被災巾小企業者Iという。）の に対し保証料補給金及び損失補償金を交付するもの
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とし，ぞの交付については，対策及綱及び補劫金等 第5灸 保証料補給金として交付すべき限度は，第 3

の父｛」にWIする規則 (II(1和39年宮綺似規則第49号。 条第 2号の保証総額の範囲内で保，，正した金額に対し

以l、IW！り という。）に定めるもののほか，この 11歩2匝 4下を桑じて得た金額とする。ただし保証

攻綱に；じめるところによる。 料補給金の交付期間は昭和46年度までとする。

（定 義） 2 損失補償金として交付すべき限度は，保詞によっ

第2条 この位綱における Ill間の意義は，次のとおり て牛じた損失の 3分の 2とする。ただし，損失補償

とする。 金の父付期間は，昭和54乍度までとする。

Ill 特別泊賢保，1", 低，1|脇玄が，般災巾小企塁者の （損失補償後の債権の1,,]収）

ために1～なう｛恥［［をいう。 第 6条保面協会は，担失補償金の交付を受けた後で

92i 保，＇「によって生した損失 訓けの保証によって あっても，回収未済金の回収に努めなければならな

保pil• 協会か伐位弁済したもののうち，伐位弁済後 い。

1か月を経辿した1!！l収木済金 (Jし本及び和巳）か 2 保誦協会は，前項により回収した金額のうち，県

ら保，，＇協二が i！小會":{,』II保除公叩との契約1こよ の損失補償にかかる金額iこ逹するまて，県に納付す

り，受釦する保幻ぐ:.の訳を杵除した怒をいう。 るものとする。

（袖肋企'{」の条{'1) （ II•1 訥 9片に添付すべき苫類）

第 3条保，［料袖給金及び損失袖償金の父付の条件と 第 7条規則第 3条第 4号の規定により，補助金等交

なる内容は，次のとおりとする。 付III.. /j甚に縦付すべき；1;類は，次のとおりとする。

11) 保l「の対裟となる融賓対象被災巾小介翠名は， （1} 屎証料補給金1こついては，保証料補給金算定表

寸！小（い・：{，．9111保陰法（昭和25年叫l'第264号）に ！2: 損失袖債金1こついては，損失補償金算定表

規出する Iド小↑二者に限る。 （補助金窟の交付方法）

121 I菜叶総詔は， 1億5丁刀1月以内とする。 第 8条 保証料補給金及び損失補償金ば，それぞれ精

m l般災1|l小↑、 者'"1り保，9II.限度粕ぱ，製造菜及 尊払により交付する。

び旅餡ごを罰む打1こついては， 1 •「 800 万ド］以内 (11！請甚の提出時期）

とし，その他の者については， I泉則として 300万 店 9条 規則第 3条の規定に韮づく巾請芥の提出期限

|「]以内とする。「こだし，保，［噂桐謹員には既存の屎 は，昭和43年度にかかるものは，昭和44年 4月10日

n州残いを食むものとする。 まてとし，次年度以降は各年度終『後の 4月10日ま

（4) 保証にかかる磯腎の期間は，馴置期間 2年以内 てとする。

を含み，設備賢金についてはIO年以内とし，連転 （甚類の提出部数）

賓金については， 5年以内とする。 席10条 規則及びこの要綱の規定により，知事に提出

(5) 被災巾小企業者に対すろ保ぃ正料ぱ，月ヰ 5T¥ 8 する内類の部数は，それぞれ 2部（正本 1部，副本

糸（日歩 ii月i9も）とする。 1部）とし，その様式及び提出期限は，規則及びこ

(6) 保，，11:1こかかる峨資利牛は金融濃閲の定めるとこ の裳綱の本則に定めのあるものを除き，別記に定め

ろによる。 るところによる。

(7) この要網による保請料補給金及び損失補償金の ， 
附則

父付の対象となる保贔［取扱期限は附和44年3月31

日とする。

（契約）

策 4条 この安網による＇和務処理手続きを明確にすろ

ため，県と保証協会との間に，保証料袖給契約及び

損失袖債契約を締結する。

（保，，旧料補給及び損失補償限度）

この疲綱は，昭和43年度の予算1こかかる保読料補給

金及び損失補償金から適用する。
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第7節民生関係

1. 県の拮置

県においては，本庁関係各諜および福祉宜務所，蹴業安定所，嘩業訓練所，社会保険事務所等

の出先機関かけ尻力して，被災地住民の生活援護，家屋の補修等を行ない，一時も早く人心が安定

し正常な生活にたちもどるように努めた、

(!) 生活困窮者の相談保護

両諮県福祉＇打務所は，所長以下所員あげて現地に忍行し，被害状況調査，被災世帯の把掴に努

めるとともに，現地に設けられた災寅対策相淡所に所員を常駐させ，生活相談，住宅相談左行な

ぃ，またり活困窮者に対しては伯ちに生活保護等の援，，隻措買を講じた◇その状況は第 1表および

第 2表のとおりである。

第1表 1主活保護法の適用状況 第2表 被保護世閤の家屋補修状況
"• 9 99-…, 

被保 家 屋 補 修 の 状 況

19 

備 考

えびの地震を直接原因
16! 401 158,368;とするもの

区分護世生活保護災害救助― -----
1帯数法による法による自 費I備 考

家屋補修I応急修理1その他，
『● ---9 | 

全壊! 35 I --! 3 応急仮設

半壊133 - 23 10, 住宅へ32

i 世帯入居
一部破損： 151 141 

| 
-：――i 

| 
"．" ~." /• /^/～- ＾ -？ヽツん・"•/~ツ-~ ＂ ~ ~ ~ " " 

l 
合計 83j 14! 231 13[ 

~ | i | 

(2) 国庫債券買上償還

被災地の戦没者，戦傷病者等の1廿閑•も相当大含な披古を受けていることが判明したので， 3月

1日から 7日まで本庁職員を現地災害対策相淡所に派遣し，国庫債券買卜償遠算務の促進を図っ

た。

戦没者，戦像病者 139桐堺のうち， 14件の希沼があり，全額買上げを実施した。その状況は第

3表のとおりである。
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第3表 国庫債券買上げ状況

I 
資金の種別件数買 K金額備 考

| -~--------

i I 円

第 1回 戦没者の妻に対す

特別給付金国庫債券'
2 I 200,000る特別給付金支給

法
--------------------- --、-

I I 戦傷病者等の妻に

| 
5 ! 345,500対する特別給付金

支給法

第 2回

” 

引揚者に対する援護措岡として，えびの町真

幸地区引揚者会長から，引揚者特別交付合国庫

偵券の一括買上げについて県および県議会に陳

惰があり，直ちに大蔵大臣，総理府長官あて災

害資金の特別割当を要望した，その結果，災害

用買上償遠資金 1,1207]円，一般買上償還資金

戦没者の遺族に対 および～い・般担保貸付資金 279万円が決定された
特別弔慰金国庫債券 7 j 168,000する特別弔慰金支

給法 ので，その手続等について指導を行なった。

合 計 ' 14 713,5001 

I - - - - - --------- ----~ ~ ~ 

(3) 住宅復旧資金の融資

県は，破災労働者に対する住宅復旧資金とし

て，県労働金庫に県費 1,000万円を 3月30日から 5月30日まで預託して融資の便を図った。その

実績は，個人65件， 703万円，団体 1件， 400万円，計66件， 1,103カ円にのぽった。

(4) 職業相談

被災地の織業相淡に応ずるため， 2月27日から 3月11日まて現地の災胄対策相談所に小林職業

安定所職員を派遣し，相談にあたったところ23件の相淡があったっ

2. 宮崎県社会福祉協議会の措骰

(!) 世帯更生資金の貸付

県社会福祉協議会においては，現地に職員を 第4表 1!t麿更生資金貸付状況 （単位千円）

派遣し， 2月27日から 3月16日まで恨開更生資

金の貸付相談を受け， 184件， 2,107)J円の早期

貸付を行なっに災害の特殊性から災害資金お

よび住宅資金が主体で，大部分が両者を併用し

被災家屋の建築修理にあてられた。その貸付状

況は，第 4表のとおりである。

--- 1 --＝  =• •--••一-.--------―
申 込実績

資金別 l..＂＂.＂＂• ~~"" ~ -~ / • 

9 9 

| ｛牛数 I金額件数！金額

1 | 
＇ 

災専資金， 125! 12,44oj 1oi' 10,060 

住宅資金| 991 13, 0601 821 10,860 

更生資金 3! 400! 1i 150 
l | 

＂り～＿＿．．．．~ :..~."•~t~, t, ..~ 
l 

合計 227! 25, 900! 1841 
i |＇  

.~”‘‘~ ~ ~ ~ l 

21,070 

(2) 臨時福祉施設の設置

県社会福祉協議会は， 日本[1転屯振興会から補助金675万円の父付を受け，被災地に次のとお

り福祉施設を設置し，その運営をえびの町社会福祉協議会に委託して住民の福祉を図った。

岡元臨時（へき地）保育所 240万円
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第8節文教関係

共同浴場（水流，内野2か所） 165万円

緊怠避難所（向江 2か所， JII原1か所 計3か所） 240 

援護相談所開設費 30 

第8節文教 関係

文教施設の災害復旧については，直ちに閃係喝局において対策がたてられたが，県教育委員会

も現地指珠等を行ない復旧の促進を図ったうこれと沖行して，文部省に対し災害復旧事業として，

忍定されるよう叶囁するとともに関係機閃へ援助，協力を要諮した。

これに対し文部省では， 4月3日から 5日までの 3日間にわたり災害査定を実施された。

とくに設，"の大きかった真炉小学校については，授業再開を急ぐため応急仮設校舎としてプレ

ハプで， 30教室，便所 3棟の建設について文祁省の内諾を受け，［打ちに着工し， 4月8日完成し

た，

同校の校舎復旧については今後の地震災害を考慮し，耐震的構造とするよう，地元および県の

強い要望の粘果，災害査定によりこれが認められた。町は， 9月18日に入札，契約を行ない復旧

丁事に着手し， 44年3月2511完成を目ざしている。

貞幸中学校をはしめその他の学校の復旧については， 4月3日からの査定後，直ちに着工し，

6月30日に完成した。

なお，高架水槽についてはコンクリート製円

筒型の筒を用いていたが， I泉形復旧では再度災

害が発生するおそれがあるため，鉄骨造りとし

て復旧した。

これらの復旧状況は，次表のとおりである。

小巾高校災実復旧汎・業計両
('，位干円）

小学校

巾学校

高

t
 

1
1
i
1
m
 

合

昭和43年度実施
・ヽ・・・・・・'--------・-
額校数，金額

・
~

6

0

0

.

 

0

7

5

 

4

0

3

 

9

9

9

 

9

9

3

 

。
0

5

 

121,826! 
！ 

IO 109,233 
(109,406) 

5 
7,964 

(9,070) 

3 
3,350 

(3,350) 
＇,、•．---

I 1 8, 120,547 

； 
i (121,826) 

~~ ＂．" "”/~ ＂;い/...、~ ； 

（注）昭和43年度実施金額のうち（ ）内は国庫補
助対象金額である。
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第9節 その他の措閥

第 9節その他の措置

1. 県税の徴収緩和措骰

(I) 納期限等の延長

地）］税法第20条の 5の2の規定および宮崎県税条例第22条の規定に熊づき， えびの町の仝域を

指定して県税に係る巾告， I加青，届出その他書類の提出，納付または徽収に1葵Iする期限が地震発

生の日から 4月21日までの間に到来するものについて，その期限を 4月22日まで延長，さらにそ

の期限を 5月25日に延長した。

なお，この措憤の周知は，地域内に内示写を掲示するほか，広報車の利用およびチラシを配布

する等によって行なった。

(2) 県税に係る納税相談および申告相談

納期限等の延長に係る県税の申岩，または滞納駄税についての徴収猶予，その他の納税方法に

ついての相談を16か所の会場で行ない，被災者の 1れ告および納税1こついての周知を図った。

(:l) 県税の微収猶予

地方税法第15条第 1項の規定に基づき，被災‘り時滞納していた県税および被災後に1「じた滞納

について徴収の猶予を行なった。

山県税の減免

宮崎県税条例第23条の規定に基づき，県税の減免を行なった，

なお， この誡免の周知については，チラシを配布するほか，被災者に対する減免手続の説明会

を13か所の会場で行なった。

2. 町税の徴収緩和措置

(I) 納期限等の延長

昭和42年度固定資産税第 4期分の納期2月28日を， 3月31日まで延長するとともに，住民税等

の申告期限 3月15日を，国，県，町の三者で協議し， 4月22日まで延長，さらに 3月25日の地震

発生に伴い， これを 5月25日まで再延長したc

これらについては，各区長および分区長へ文内をもって通知し，それぞれ住民へ周知徹底する

よう措置した。

(2) 町税の減免

町税（町民税，固定資産税，国民健康保険税）の減免については， 3月21日に臨時町議会を招
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第9節 その他 の措渭

隻し， 「えびの地震災古1こよる礼如じ者に対する町税の減免に関する条例」を制定し，被災者に対

する戚免を実施した 3

これについては，各区長，分区長へ文替で通知し，被災者へ固知させるとともに，町税減免叶1

oI'国と， り災者名袴に）表づいて，家屋 4,408棟，土地15ha，償却資産70件の災古滅免調査を行な

うなど必要な措戦を講じた，

3. 県立高A草学校授業料の減免措置

地店の般＇苫により仕活困窮におちいった家庭の生徒については， 「えびの地震による授業料の

減免の収扱要餡」を定め，次のとおり授業料の減免を行なった、9

第2次 (S.43.8.I.-S.44.3.31) 

学 校 名 申請人員！認可人員 由請人員認，］］人員
-------------------------------------・-- .,．,: -----------------

全日 定時 全日 定時全日 定時

小 林 高 校 53 40 16 15 

小林工業 ” 15 13 10 lo 

小林商業 ” 6 6 

高原所産 ” 
， 2 

18 7 i 

2 
14 9 ! ＇ 

， 
飯 野 ” 18 13 

高鍋農業 ” 4 4 

合 計 105 2 88 2,  50 48 

参考．9 第 1次 (S.43.2.I.-S.43.7.31)の期間減免を行ない，なお引き続き＇卜活困窮な牛徒については，

第2次 (S.43.8.l.-S.44.3.31)の減免を行なっている。

（資 料） 1， li徒が牛活保護法（昭和25年法律第 144号）第 6

〇えひの地哀による授業料減兄の収扱要伯 条第 2項に規定する要保護者，またはこれに準ずる

L 地裳の被界を受けたため，生活困窮となり， 1，9もL 程度に困窮していると忌められる者と宅,tを一にす

の学資支弁1こ困難である家庭の生徒1こついては，授 るとき。

業料の減免措置をとる。 （1) 両親のない者

2， 上記授業料の減免措謹については，従来の選考基 ，2) 母子家庭

準に照し，学校艮は，当該生徒の保護者の地裳罹災 匂ふ両親が病弱で就労できない者

を証明するもの，ならひに当該保護者の昭和42年度 （4) 就学児竜が多い家庭

所得証明苦（市町村長）を添付のうえ所定の様式に 15) 父が出稼により行方不明の者

より申請すること。 16) 下宿をしている者，または通学費の嵩む者

0教行委員会選考見墨『 (7) 生徒の保護者が，火災または風水害等により災

家計の状況により，とくに必要があると認められる 轡を受け，牛計1こ菫大な支障を生じたとき。

者とは，主として次の者をいう。

- 229-





第 5章 消防団の活動

1. 泊防11]の出勁と応急対策

2月2111811¥51分，底度 5の強裳発生， 1 ～ 2分後に「京1訂賀察官派出所裏の作家が火1t」の

通恨を．乏けた地几＇， 1[地区の第 3 分 19月第 2 部は［貞ちに泊防ポンプ 1'はり中を，同分 l•'JI 第 1 氾および

第 5部は，叫般動力預ンプをもって火災現楊へ急行した。

ーカ，町役楊 (/JII久Ji泰地区）て快務中の出防係此は，火災発I．卜の報を乏けるや， 11’tちに消防［寸I

ぶ駕所属の指揮巾で視地へ急行した，

火災は，真炉地区向江の木久IHむで， 50切LPガスホンヘが哀動のため転倒し，配竹取fl部の

パイプが離脱したため，ガスが洩れ，たまたま炊'ji場で使用中の石油コンロの火によって引火し

たが，同釆族の者がいちはやくホンヘのJL栓をしめると同時に，家庭用消火嵩で泊火し，泊防団

がかけつけたときは，杜，岐および入井の一部を焦がした程度でほぼ鎮火していたこ消防団は残

火枢理を行なった後，仝員を真弗支所に集結させ，今後予想される地寂発Itによる火災を人然に

防止するため，各団員に対しそれぞれ乏持見区の住豪を巡[ulし， 「コタソ，ストーブの使用巾止

および LPガスボンヘの几栓をしめる 」ことを指導し，｛恥忍すろよう指不するとともに，広報

IIiによる広報を間始した。

広報中， 10時45分底度6の烈心が発I:I・， この地哀動のため，真ヤ地区恥町，黒松旅館応杖宇の

右油ストーブが転倒し， しゅうたんに似え移ったが，従業員と付近にいた人の知らせで， i憐位の

松IH石油1占0)店lが1‘|r..'.0) ／i'i 火〗ドを拉参し， ii'1 火にあたったため， iiり防l-J1 日かかけ·つけた 1叶には

床の一部と柱，入J「および限の一部を焼いた和＇度で鎮火した、 9

地震による般災地域が良如地区に限られていることから，第 1分団（飯野地区）においては，

所／属の消防fンプi'I動9I,5合（第 2部，第 4部，第 7部，第 9部，第13部）をl紡力とし，泊防

団員も 170人を配i賀 しに 第 2分団 (!]II久牒地区）におしヽては，第 7部の出防・ドンプfl動巾 1合

をはしめとして，第 1部から第 6部，第11部，第12部の各団且 130人が京町地区に几結，また，

第3分団（貞幸地区の第 1部から第11部）は，般‘,［を文けた団旦ばかりであったにもかかわらず，

150人が出動し，広報，避難誘導等に従'Jiした。

11時30分，第 1, 第 2, 第 3分団の止・副分団長を真幸支所に集め，応急対策についての協議

を行なった，この結果，さらに発仕する地成に対処するため，次の＇れ珀について第 3分団を中心
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第5章沌防団の活動

に第 1，第 2分団の人員および機動力をもって真幸地区の各戸を巡同することとし，直ちに各団

員にその実施を指示した。

II) 火気の使用は原則として禁止すること 3

(21 LPガスボンベの元栓を確実にしめること，

（3) 老令者，幼児および病人等の遥難を旱急に完了すること。

(4) 避難誘導と部落の警戒にあたること。

(5) 人心不安を収り除くための広報活動にあたること。

これらの指示を受けた各団員は，昼食もとらずうち続く地震のなかで仝力をあげてこれに従背

した。

被災者の避難先は，貞幸中学校体育館，部洛の公民館および消防団語所のはかは，ほとんどが

親類，知人をたよったので，団員はそれへの誘導にあたっナこその際団且のなかには 1・1己の市で

安全地区へ輸込した者もあった。また，避難所設骰のため， トラノク 4台で学校等にある天幕を

借り集め，真幸地区内の広場 5か）］了（矢岳叫［前，京町駅削，慰霊塔前，真や1l学校，山下製材所）

に53張を収設し， これへ誘導，避難させた。さらに夕食の炊出し等の都合から，てきるたけ飯野

公氏餡へ避難するよう広報，誘埠するとともに避難者の確認をも行なった。

貞志地区上水道破壊による断水のため， 16時ダンプカー 3合に中継水のうを柏み，真寺小学校

の井戸および同町西長江irりの湧水池から飲料水を迎搬，被災者への給水を実施した—

21時30分ごろ，京町」［）ゲ病院から入院患者の避難援助要晶があったので，第 3分団の団貝約30

人を派遣，同訥臥訓広場に入幕 5版を避難所として仮設し，寝台を入れ軍症患者を移した。

夜間笞戒，不測の・J,態発件に力仝を期するため，各分団ともそれぞれの団詰所に介員を待機さ

せ徹宵勤務を行なった。

翌22日，地震はなお続き，ときおり強裳と思われる地哀が地嗚りとともに発生するため，第 3

分団員のうち被災者を除いた85人と，第 1分団員170人，第 2分団員llO人を動員し，笞戒体制を

とり警戒にあたったほか，給水，道路のI心急復旧（県小林土木こh務所施―.［の県道えひの真忙線の

此土」：軍に約30人協力），避難者）廿天幕の設営およひ雌難誘哲にあたった。

23日から25日にかけても，地鳴りを伴う地震が発生 このため引き続き団はを動員し，追難誘

導，嗜戒にあたるとともに， とくに次の対策を実施した。

(1) 入麻の避難所は風除けのため， ヒニールで囲ってあり， しかも厳寒で炭火を使用している

ことから，ガス中~ぷ患者等が発生しているため，換気に十分注意するよう広柑した。

(2) 物見遊山的な見物者が多く，閲係機関の応急対策の実施に支障があるのて，警察晋局とと
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第5翫消防団の活動

もに，披災地への投I係者以外の立入禁IIを行なった，

（＇：） 今佼さらに地衰のため倒壊するおそれの

ある家屋のうち， とくに瓜路沿 lヽ にあるも

のなど，災，＼j広大の危険竹がある家屋は以

りこわし，跡かたづけを1［なった◇

3月25日，虞度 5の地衰が深夜に発生，各団l

員は， It'tちに1印斤定の部署につき，巡難誘叫巡

叶脊戒等にあたり， 1件の火災も，＇）凡牧もなく

1「務を遂行した

被災住宅の跡かたづけをする消防団員

2. 復輿対策

2月27日， 111]役場において， 9，ilj分1'11長以」の幹部会を開き，応急対策についての反省およびii'i

防団としての今後の対策に→いて協議し，その総向を町長へ仏えた，さらに 3月311にもli'i仏団

幹部会を閲催して，町から臭心のあった今後の復興対策に-.)いて協成した その糾果， 1行い也の戊

壊防止，倒壊建物の枢押を 4日から 14日までの間に実庇することに成定した，なお，［寸lいの動旦

については，令半壊の設，1；を受げなかった団員を対紋とし，各人 2日間出動することにした，

決壊防j［の必要な溜池は，」晶内の入佐溜心と卜油の湘池てあり， 1［i揺出也とも， 1俣祝に亀災が

入り決壊の危険があったので， 上のう等によって補強した，倒埃建物の．臼押は，公几的建物のみ

とし，真芋小学校の被災校合の収りこわし，跡かたづけ，およひプレハブ敦全建設！f]地の繁地な

らひに岡元保肯所の跡かたづけをJJなった。なお， ii1 防団~員の出動状況は次表のとおりである Q
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第 5章 消防団の活動

消防団員の出動状況

/--•- ~ ＂ -.C之~ ~ ~ ~ ~ ~・--…-_---―

月日 i出動人員！月日 i 出 動人 員
l 
［ 

3. その他

2.21 

22 

23 

24 

25 

26 

480 

385 

390 

245 

195 

6 

3. 3 

4

5

6

7

9

 

12 

130 

107 

86 

121 

162 

27 I 5 ;1 14 I 126 
28 I 4 

3. I I 9 
!"--------…＂‘̂ 

2 I 6 I計； 2,469
l ’ --~--

貞苗地区は甚大な被害を受けたが，地震につ

きものといわれている火災は，幸いにして 2件

のボヤのみで大事にいたらなかった。これは，

昭和42年11月から地震直前の 1月にかけて，各

家庭に対し有線放送およひ広報紙をもって「ガ

ス使用後は必ずボンベの元栓をしめること」を

強闊したこと，また町卜催により真年地［ヌで大

火災を想定した消防訓練（消火，避難）を実施

するとともに，各部ごとに消火器の使用訓練を

行ない，さらに団員の協力のもとに，各家庭に梢火器を備えつけさせたこと，毎年春秋2回の火

災予防運動の行事として，各戸の防火査察等，火災の予防と消火訓練の指導を行なったことが原

因と思われる，

なお，このたひの消防団の活動に対し，消防庁長官および宮崎県知貨から，防災功労表彰を支

けたが，今後とも消防団長以ド一致団結して防災業務にさらに）J全を期している。
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第 6章 予防 対 策

第 1節住宅の補強

披災竹宅の補強については，地震が長期にわたって続発していろ状況にかんがみ，人心の安定

を図る必要から，国に対して家屋の補強に変する経費について打率の補助措閥を講ずるよう鹿児

島県と一体となり要請を行なってきた，この結果 6月28日，激甚法に準ずる措置の一つとして，

補強材の補助措置が決定した。これに旭づき， 7月29日消防庁において「被災住宅補強資材費補

助金交付要網」が定められた。

本夏綱に）炉づく補強lt業は，般災住宅の倒壊と火災を木然に防廿することにより，住民の牛命，

身体，財背を保渡するため，被災者のうち，牛活保護法の要保役者および特定の資／学のない母了・

棋麿，身体障害者等，その者が自からの賢））で補強できないと知事が忍めた者に対して，被災住

宅の補強を行なうものである。

これに伴い，県は 9月補i「予算において，本-,la:業に要する経費508万円を県議会に．t程可決し，

早急に上叫被災者の住宅補強を実施のうえ，災古予防対策を講した。

本芥業の実紹は，第 1表および第 2表のとおりである。

第 1表

tIt 帯の内ぶ 棟

咬保護 Itt 帯

身体障僭者廿tm 
老令者世柑

/J 子 tit 帯

低所得者 ttt僣

rr 1 ..• ,i 

合

住 宅 補 強 の状況

数 廿t 帯 数

9如4,.9碑-86”9 , 9 'らl， l I : ！ 

左の製材数鼠

23 23 6. 4. 7440 
17 17 4. 3. 5064 
81 81 22. 16. 7071 
45 45 12, 9,2817 

754 754 212.054 155.5200 

920 920 258.74 I ]89.7592 

第 2表

区 分

原 木 費

1t 業費粘算状況

財 源
事 業 費！ ＿＿＿ 

国 庫 補助
，．．、999 3,921,000FI I! .，. 999 99 、,..-●●●●—

I, 960,500 

内訳

町費

980,250; 
円

980,250 

運搬加工費 1,034,963; ・-; 517,481! 517,482 
I i I ~~^‘.~…~ ＂”‘... ~~ "~.."" ~9.—••••‘” 

合 計 4,955,963 1,960,500 1,497,731' I, 497,732 
" /’”-..”~ --~J 
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第 2節 危玲住宅の移怯

（資料）

般災住宅補強資材費補助金交付嗅綱

（趣旨）

第 1条 えびの・古松地区地寝1こよる被災住宅の倒壊

と火災の完牛を人然に防l卜し， もって住民の牛命，

身休，財砕を保護すろため，自治人和は，第 2条に

定める＇；叉を行なう宮崎県，鹿児島県（以下「翡 l」

という。）に対し， f算の範囲内において，補助金

を交付するものとし，その交付に渕しては，補助金

等に係る予算の執行の遥汗化に関する法律（昭和30

年法律第 179月）および補助金に係る予算の執行の

適疋化に1周する法律施行令（昭和30年政令第255月）

に定めるもののほか，この虹綱の定めるところによ

る。

（補助索菜）

第2条 補助金の交｛｝の対象となる1ふ業は，県が次条

に定める被災｛ヤむの補強に必要な渭有林材を国台林

野屯菜特別会叶から譲り受ける喰業（以下―補助ボ

:：'. 1 という。）とする。

（被災住宅の定義）

第 3条 被災仕宅とぱ，地震1こよる被甚程度が半壊に

は達しないが，今後，強い地震によって個壊するお

それがあるので補強する必要があると認められる家

屋のうち，＇~！活保護法の要保護者および時定の賓吐

のない1}子ttt僭，身体障'if者等その者が自からの資

カで補強できないと宮崎県知¥または鹿児島県知事

（以ド知＇｝しという。）が忍めるものをいう。

（補助率）

第4条 補助率は，国付林材の譲り受け価格（士塔渡

し価格）の 2分の 1以内とする。

（交付の巾請）

第 5条 知事は，この要綱に定めろ補助金の交付を受

けようとするときは，被災住宅補強資材費補助金交

付II1請ilt（別記様式第 1号）を昭和43年 8月17日ま

でに提出しなければならない。

2 前項の申請淋には，次に掲げる科類を添付しな

ければならない。

ー 資力のない事由等を記載した封類（別記様式

第2号）

ーご 予算柊の抜すい

［ その他必要と認める書類

（補助の条件）

第 6条知事は，補助金の交付の決定があった後にお

いて，補助事業の内容の変史をする場合には，あら

かじめ白治大臣の承認を受けなければならない。

2 県は，国有林材を譲り受けたときは，被災住宅

の補強をすみやかに実施しなければならない。

3 知事は，被災住宅の補強を完了したときは，完

fした日から 1か月以内に披災住宅補強完了報告

畠（別記様式第 3号）を自治大怜に提出しなけれ

ばならない。

（実紐報告）

第 7条知事は，補助事業が完了したと恙は，遅滞な

く，被災住宅補強資材費補助事業実績報告苦（別記

様式第 4号）を自治大臣に提出しなければならない

2 前記の実績報告甚には，次に掲げる科類を添付

しなければならない。

ー補助事業に関する契約掛写し

ー一- 検収調苔

―― 補助事業に関しての支払いを簡すろ害類写し

四 その他必要と認める書類

（以下様式は省略）

第2節危険住宅の移転

2月21汀， 22日， 3月25日と前後 5回に及ふ裳度 5以 1の地震により，多数の住宅が令壊また

は半壊した またシラス山も今面的に崩壊し，それに加え，なお衷度 4以下の地震が地嗚りとと

もに辿日継続したので人心の動揺がはなはだしかった.

とくに，般古のひどかった弊田，柳水流をぱしめ，山添いに飯野1こし、たる間および川内/IIを隔
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第2節 危険 住宅の移転

てた酉川北方面の山ぎわにある家犀は，今後の地底や人雨のためシラスのがけくずれが起こり家

屋埋没の危険性があった。

3 月 29 日から 3 日間，現地調査を行なった政府派遣の，えびの•吉松地区地震総合技術凋査団

の報告苫によると，建築物班は「シラス合地におけるがけの直」樹下に建築物を建設することは

避けたい，できれば代替地への移転なども名慮してよいのてはないか。」と辿べ，また治山砂防

班は， 「今後の梅雨，台風期の降雨による崩壊の新／t,拡大と流出土砂の増大する可能性があり，

また上万流発生の危険もある 3 これは，人命，住家，農地等に大きな影腎を及ぽすものと思われ

る，」と指摘している，

このような恰勢下で，危険地区の住民の一部から住宅移転の希咀があり，町長あて移転費助成

の要叩があった この要甲は町長から知1tあて提出された。県では実態調査のため宮崎大学T．学

部土木＿工学教室の藤本広助教授に調査を依頼したところ， 5月9日から11日まで 3日間現地調査

を実施，報化苦が提出された 涸査家屋数は 106戸でこれを部落別に分けると次のとおりである。

部落別調在戸数

地1各名
......... 

貞 点

名

田

流

北

沢

浦

落

水

Ill

沼

弊

柳

両

f
a
k
巾 内喝

21 

地区名 部落名 要移転戸数
一• •.C. --.-…•------······-······· 
加久藤 麗 2 

飯 野

田

下

内

司

浦江

明

艮

榎

西

麓

山

大

7

5

5

3

 

, 106 ＂．． 

また， これを危険度別に分類すると次のとおりである。

危険度別戸数

A 旱急に移転を必要とするもの

A--(B) A とB0)中間的なものでAに準ずる

B
 

適当な対第1.^'9ドを施せば移転しなくてよいもの

B-(C) BとCの中間的なもので Bに咽ずる

C

D

 

直接の危険性はないが仝く安仝ではないもの

移転の必要性がないもの

計

24戸

27 

23 

14 

19 

1 

106 

この調在結果を始にして，国に対し「危険地域における集団移転に対すろ助成」を要望したが，

従来から国としては個人災実に対する助成は取り上げない方針を堅持しており，折衝は容易に進
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第2節 危険住宅の移転

まなかった。

5月末ごろになると， 106戸のうち集団移転を希叩する者は 20百となり，残りは各目に移転す

ることを希望するようになった，ところが，集団移転に対して国が助成した例として，新侶方式と

伊那谷方式の二つがあることがわかった．そこで， これらの例にならって団地造成1こよる集団移

転を希堕する20戸のため，造成費についての助成を国に要岨した。その結果として 6月28日閤議

で決定した国の特別措骰に盛られた内容は次のようなものであった，

すなわち，町が行なう団地造成事業に対する起偵の承認と，団地までの取付迅路および水氾幹

線の½補助であった。しかし個人負担が多額となるため団地造成は実現できず，全面的に個人移

転となった 3 そこて県としては町と協議して，とくに危険と思われる68戸を選び，異例の個人災

害補助を行なうことにした，その理由としては，えびの地震が群発性地震てあり，国もこれを忍

めて特別措置（住宅補強材補助等）をしたことによったものである。その内容は次の要網のとお

り町財政を罰咸するため，町の補助する金額の1合て 1戸‘りたり 8万5千円を限度として町に補助

するものである。

しかしながら，地震発生刈初の人心の動揺は地震の終巳とともにおさまり，実際の移転者は 2

月末現在37戸で，移転先は主．として近辺の目已所有地の模様である。

（資料）

えびの地震に伴う災害危険地域における住宅移転及び消防施設補助金交付要綱

（趣 旨） 庫補助韮準額による。） 1砂以内
第 1条 えびの地震は群発性地震であり，国もこれを （申請書に添付すべき苔類等）
認めて特別措置をしたことにかんがみ，県としても 第3条 規則第 3条第 4号の規定により，補助金交付
えびの地震に限り，当該地区内の災害危険地域にお 申請潜に添付すべき；料類は，えびの町が行なった住
ける住宅移転の促進及び消防施設の幣備をはかるた 宅移転勧告書の写しとする。
，，，，予算で定めるところにより，えびの町に対し， 2. 規則第 3条ただし内の規定により，同条第 3号
補助金を交付するものとし，その交付については補

助金等の交付に関する規則（昭和39年宮崎県規則第

49号。以下「規則ーという。）に定めるもののほか，

この要綱に定めるところによる。

（補助対象経費及び補助率）

第2条 前条の補助金の交付の対象となる経費及びそ

れについての補助率は，次のとおりとする。

(1) えびの町が住宅移転に対して丑以内

:；：日1るこ（｛ぉ:::：:：ヤ；［；［（且［贔喜1)
(2) 水槽付消防ポンプ 1台の購入に要すろ経費（国

の養類は省略する。

3. 補助金等交付の巾請は，昭和43年II月30Rまで

にしなければならない。

（補助金の交付方法）

第4条 この補助金は，精算払1こより交付すろ。

（実績報告）

第5条規則第14条の規定による実績報告は，補助事

業実績報告潜に次の肉類を添えて事業の完了の日か

ら起算して30日を経過した日，又は補助金の交付決

定のあった年度の翌年度の 4月20日のいずれか早い

期日までにしなければならない。

{!) 弔業実績害
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第2節 危 除住宅の移転

(2) 収支決算苫 ろ書類の部数は，それぞれ2部とする。

(3) 契約昔写し （消防施設のみ） 附 則

(4) 国家検定合格証写（ ，， ） 1. この要綱は，昭和43年度の予算にかかろえびの地

(5) 納品証写し （ ，， ） 裳に伴う災＇涛危険地域における住宅移転及び消防施

（甚類の提出部数） 設整備補助金について適用する。

第6条 規則及びこの栗綱の規定により知ボ1こ捉出す
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第 7章 県議会の措置

1. 県議会の動き

2月21日えびの町および吉松町に発生した地震災害1こついて，県議会は翌22日早朝， 9,義長が現

地におもむき，災害視察ならびに般災者の見舞いを行なった，それに』き続き23日には建設，総

務警察の各常行委員会が， 24 日には商工民労•企業常仔委員会， 26 日には悶林水崖常1T委員会が，

それぞれ視地におもむき，ネ皮書の調査を行ない，翌27日介且協成会を開催し，県災古対策本部長

から般＇，［の状品ならひに対策について文情を聴収した。

この糾県，今LI]の地姦災＇， I；が甚火であることにかんがみ，強力な国の救済対策が必要であると

の見地から， 3月21［定例県議会の日叫に「激甚災，＼特別財政援助止の応用等に1見する決，，義」

（資料 1)を行ない政府・.国会へ強く＇嬰唄した，

地長発II後，県‘9,1局は直ちに災，じ救助仏を適用，現地対策本略を設懺し，般災者の救済にあた

るとともに，応急復1日に全力を傾注するなど人心の安定に努めていたところ，さらに 3月25日裳

度5の強姦に見舞われ披＇，『の度を加えたで

この間，現地を祝察した総坪府総務{,'，1J長官，衆参両坑の災古対策特別委員，あろいは政府の現

地調任団に激甚法の適用を含め，災，じ復1[］について国の施策樹）＇rを強く要甲したか，激甚法の適

用については県，県議会の努））にもかかわらず政府の方＼本）直Iが成定されないという』常に困難

な納勢にあった。

2. 特別委員会の設置

以上のような情勢のもとに，ふ会の内咆にあっては，特別委員会設爵の芦があがり，各党協議

の結果「今回のえびの地震が群発性地姦で今後も継続的に発生することが予想されること。また，

激甚仏の適用については強力な政治運動か必要てあること。」の意見により， 3月301:1定例県議

会最終日に「えびの地底災古対策特別委員会」を設骰するとともに総理府内に「えびの地震対策

本部の設置に関する決成」 （資料 2)を行なった巧

3. 委員会の構成

委員艮 坂元親男 委 員 永崎 公

副委員長 福直寅男 委 員 古本十三郎
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第7章県議会の措閥

委 員 小 畑 九 州 男

委 且 ＇（｝切秋雄

委 員 —秋●,- 恥 光治

灸 し91 9 恨l谷春男

委 i i 小島て郎

5月臨時議会改逸後

委員長 冒切秋雄

副委員長 安井 俊

委 L " i 菊池忠雄

委 旦 田畑伯屯 えびの地震災害対策特別委員会の開催状況

委 且 占本 I三良Ii 委 員 朝飛四郎

委 員 坂―・ド周蔵 委 且 閃谷春男

委 且 丸山裕＿一

4． 国の災害対策本部の設置

3月3011, 初の特別委員会を開催，庇児島県議会の特別委員および両県当局と合同陳情するこ

とに決定し，急きょ上京した。

陳情の内容は

(1) 政府内に災害対策本部を設置すること 3

(2) 激甚法を適用すること，

以 1の 2点について総理府，国会へ疎情した。その結果，政府・国会においては，今阿の災害

が各省にまたがっているので，政府の窓［］として対策本部を設料する力li1]で検』を進めているこ

と。激甚法の適用については，対策本部設戦後，政府晶査団の報告の結果を検ばしなければ，結

論は出せないこと。

以上のような粘果により， 4月 9「]の1各1議において総理11:［内に「えひの・古松地区地震対策連

絡協議会」が設骰され，えひの地底の総合的な災古対第が進められることとなった。

5． 激甚法の適用および同法に準ずる措置

特別委員会は，再て委員会を開催，災古の状況ならびに問題点について県‘月局から実情を聡取

するとともに，現地調査を実施した結果，地元えびの町からも強い要哨のあった「激甚法の適用
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をはしめ国の特別財政長助］を人きな柱として政府・［月会へこれが実現のため迎動を続けた、

しかしながら激甚法の適用については， 「えびの・占松地区地底対姐辿絡協議公」において検

9了、［された糾県， 5月28日の国会において「えびの地底についてはや虔書地域がい部的てあり，帳内

額が）よ準に逹しなし、罪の理由から必）月は困難であるか， これにかわる月屑l'i:として激甚広に準ずる

拮岡を溝したい 」という総理人［店の答弁によって政府の力釘が明確となった この糾県，地元

および県，瓜議会が熱叩してきた激如去の必月Iはほとんと困難となり， r己］｝山に；『すろ廿屑付に期竹

せさるを得なくなった 3

このような恰勢卜•, 5月16日東北，北向心を中心として広範lIIIにわたろ「 I!i券心地裟」が発生

し， これを契機として，えびの地脳災古についても， Iii介沖地底と介わせて激甚広か忍用される

よう閲係）j印に要］国報を打つなど一るの中みをかけるとともに知 1i，議長は liiiYi叫也炭と介わ

せて激甚止の必用を政府・ 1Kl会へ強く煤甲した しかし政府は「この迅）！］は技術的に困難であ

る，」との見解を小し，その適用はほとんど絶叩となった

特別委員会としては同止にバ／すずる惜闘として投中する丼瑣を県‘’'局から II}も収し， この裳叩加直

と令わせて同広の指定），t準緩和＇）こ視のため政府・国会に対し強 J)に陳閏した、

しかし， これらの要甲'h岨について使l！系各省においては，人た力針も決定されないという状況

にあったので，本此送出の袋参向翫議員およひ鹿児島県遠出1貨l係ぷ員に実！心を訴え協力を＇炭諮し

た その間，知れをはしめ屈‘9,1！心の努力と相まって衆参両以災‘古対策的刈委い会の漏｝）もあり，

6月28「1「えびの・古松地区地震対策特別i/’iii，t 」が 1各1 ，義戊定された~＇

6． 激裁法指定晶準の緩和

この特別村ii性が決定したものの，県，，義会牡別委員会か要叩を続けていた公」[1本施設，嬰地閃

業用施設，共同利用施没等に対する高率補助，または中小合業に対する合峨j1,ii代は現lI{J点におい

ては，激甚法指定）i［年の緩和あるいは特別立法によらなし＼限りぶ可能となった

見，義会特別委員会が‘9,1切激怯法の心月］に一ついて活動を続けたなかで，現行仏では局地激甚災9[[；:

が適用を支けられないという＼’IlLLのイ貯があることを利也し， この，点につし＼て政府• IlI会力而

へ指摘してきたが，なかなか実現されなしヽ状況にあった，

ところて 6)］3日衆参向趾0)災古対策特刈及員会におtヽ ては，えひの地底災，じおよび 1]券沖地

姦災＇Lビの長態からして激甚法の）適用緩和を骨［とする付的瓜，義を行なった これに対し，政府に

おいては，臨叶1月会に1!t]に介うよう）長準の改定をするとの怨度を表明した 政府のこのような）j

針の変史に伴い， 6月 7日定例県議会において「激甚災古特別財政援助法の適用某準緩和に関す
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ろ決議l （資料 3)を打ない政府・囚会へさらに強く四望した。

また本間凶はひとり本県の！月］穎のみならず，仝国共通の間題でもあるので，県議会議長は， 8 

月 8日全国都道府似議会議長会に対して，これが実現の［動きかけをするとともに北油道，東北，

北陸各県議会に対し協力を見！＼する等，如終的［］株てある）i準の制定に1[J］って連動を続けた。

県ふ会特別委員会は，本県独 [IO)屈準緩和案を恥収し，県当局と緊密なる連係のもとに，とく

に本県送出国会議員を先舜として政府・国会対策に｝」をけいた，

10月 8山参議院，翌 9日衆議I玩0)災古対策特別委員会において「激甚怯の指定凡準を綬和し

屈地激甚災‘，どにも適用したい 」とのIll中総坪府総務長官の発呂によって，本間題に対する明確

な政府の力針が小された，

その後，基非の制定については県，県議会ならびに本県選出国会議員の協力によって， 11月22

II巾央防災会議において決定した 3

すなはち，えびの地裟災古に閲しては，公共土木施没災‘li;，農地農業用施設災貨，共同利用施

設災雲について高率補助が適用され，また中小企文閲係については金慮向の特別措僅が溝ぜられ

る等財政且担が大きく •1浴減されることとなった．3

7, 特別委員会の廃止

12月19日に特別委員会の行務が完了したので，定例県議会において廃止した，

今詞の政治連動を振り返り!ぷしたことは，災9じ発什時の県％局をはしめ各関係機関の機敏な活

動，その後地心町，県，県議会，県逃出国会議員の一体化した活動によって，よく成果をかち得

たことてあって，本県の努力によって今後仝国巾町村の災，！，復l「1に，多人の恩息をりえるにいた

ったことはまさに1廿1i期的な出来＇｝「である

この間，仙準改定の推進）」となった県‘9,J19,｝，政治連動の先頭に＼9/った県選出国会議員およひ協

力された1斐l係各県議会ならびに政府崎局の坪解に対し深甚の悠謝を表するものである。

（資料 1) 激甚災古特別財政援助法の適用等に設lする決議

2月21日以降震度 6の烈裳をふくむ大地裳により， 被僭を牛ぜしめたこと，酷寒，いまだ嗚動の続いてい

本県えびの目／真幸地区喝lに大災害か発生した。 ること，及び亀裂崩壊を生している膨大なシラス山池

その被得は，住宅，商 L農，観光事業施設に壊滅的 は降l月期にはさらに大災‘,9賛を惹起する危除をはらんで

な打撃を与えるとともに，林地，牒地，農林畜産物及 いることなどの特殊袢があり，罹災地域仕民の不安焦

び鉄道，道路， K水道，浮校害の公共施設に甚大な披 媒はまさに極限の状態にある。

害を与え，総額48億余円に達した。 災夷発牛と！9i]時に，県及び11り当局は自術琢の出動を

「えびの地震」は，住家連檄の密集地域1こ集巾的に 求めると共に，各関係磯関と相協力して救援及び応急
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第 7衣梨議会の惜置

対策に日夜努力していろところてあるが，大災古の実 その特殊性にRI]し， 「激甚災？fに対処すろための特1]Il

態にかんがみ県，町によって罹災名の＼ゲち直り及び災 の財政援助等に内する怯律！の適用，または特別凶去

併復Illの I・仝を期すことはとうてい糸難の状懇1こあ等0刀 られるよう強く毀叩する。

る。 以じ決議する

よって，国会政府におかれては，本災実の甚大かつ 昭和43年 3月2「I

宮 11府県，義会

（資料 2) えびの地衷対策本部の設骰に1見1する i応義

よる 2月21日発11のえびの地震により，大災‘内をこ ところてあるが，さらに強力な総合的救済復［日対箱が

うむった本見えびの町）応幸地区聾は， 3月25日1f)ぴ 強く哨まれるところてある。

震度5の強震におそわれ，その被＇沢総額は実に 64億余 よって，政府においては，総迎府内に「えびの地震

円の11額に達した。 対策本部 iを設爵し，復Ill対須の万令を期されるよう

しかも，なお今日嗚動の続いている状態にあり，罹 要哨する。

災地域住民の苫悩は，・，,点に絶するものがある。

これが復1日については，政府の哩解はもとより，

県，町，その他関係機関あげて懸命な努力をしている

以 I：決議すろ。

I『｛禾114311'3}J30[1 

宮 [I府 県 議 会

（資料 3) 激甚災古特炒lj財政援助法の適用脹汁臼緩和に閲する決，，義

先般のえびの地雲により，本翡［えびの町呉点地区▲ 』］（に対しても！激甚災内に対処ずるための特：｝］の財政

術に発牛した災書1よ炒大なるものかある。 援助笠1こ洟lする法ifI を適用するよう磁月］｝i〖準の緩和

災古発牛と闘時に，只及び町においては各関係虎関 を行なうとともに，えびの地裳災',いこ対してもこの適

と相提携して災僭復II]に日夜渾身の努力をしている IIi/jを強く悛望する。

か，その 1全を期すことはとうてい令難な状態にあ

る。

よって政府においては，かかる局地における激桂災
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第8章 政府•国会に対する要請

第 1節陳情要望

1. 政府・国会との折衝

虹は 2月21日，地震発牛後附ちにえびの町に対し災古救助怯を適用，災古対策本部を設置し，

般災者の救助に令力を傾汀するとともに， うち続く地震に不安動揺している人心の安定を図るた

め，黒木知れは23日，緊急電話で気絞／i長官に対し，地震観測体制の強化を強く娑請した，

続いて25日，加藤副知'hを［京させ，政府・国会に設，じ状況を砂fiリ］し，‘，'l1釘の応急対策ならび

に復旧対策についての援助を要望した，

さらに28日，息木知貨は各般にわたる政府の援助を源出するため急きょ」以し，県選出国会議

旦ならひに川越県議会議長の参集を求めて協議を［ね「激甚災古に対処するための特別の財政援

助等に］関する法fl'（以下「激訣び、」という ）」の適用をはしめ，各省月に対する14項目の要唄

l＋項の実現｝）について協力を求めるとともに，政府・国会に対しその実視｝」を強く妾，討した。

さらに設，じの細，『｛鑓恥杞が進むにし

たがい，その対策について，知 'jiを

はしめ県竹脳部は政府・国会に対し，

総介技心謁査］寸］の派追，公几施設等

の早期復II]ならびに国）巾補助率の引

」げ，住＇じ対策，農業者およぴ巾小

介業者に対する金融対策， Iii]｛了林材

のん払しヽ，地巌外昴ii]施設の設骰，地

質構造謁査の実施ならひにその早期

実現を図つにまた，激紐仏の心／il

一ヽ — ----- - -— ヘ・---

が困難な情勢となったので， これに 保利建設大臣および宮沢経済企画庁長官に陳惰する黒木知事

かわる措悦として同仏に準ずる拮置ならびに同法の適用）よ準緩和を平ねて強く没叩した。

また 4Jj 2日鹿児闊鼠えびの町ならびに古松町と協議して，災古復飩の迅速な推進を図るため

「えびの・占松地区地底対策連絡会議」 （第 4ぷ第 1節参照）を設骰し， 1向只合同の要望甚を作

成した。その内容は，政府の災古対策本部設憤など27項目にわたるもので，その実現について政
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府・国会に強力な陳情を続げたっ

2 ij21日の災古発IIIt,.「後から，最終日襟の同地激紐災古指定肌淮が， 11月22日に制定されるま

てのに刷にわたる屈汀脳忽の陳情折衝経過は次のとおりであるっ

なお政府・ 1,寸会に対する要叩内は，状況の変化により修 I「したものも食めて12師類にも及び，

最終的にばli氾児晶県との企同隙1青の形をとった，その内容は資料 1のとおりである，

！出1脳，軍の陳＇清折衝経過
2月2511 加藤副知寮は政府・ 1訃会ヘ―えびの地震災 4月20n 総務綿長は政府・同会へ「えびの地震災害

'，打対策一陳1酋汲9CI]のため1：臥 対策I陳情要惰のだめI：京
2月25日 土木惰には建設省へ公共．上本施設般＇，,,およ 4月24[] 教育長は文部省へ文教施設災',9f復lil促進陳

び建築物骰＇濱むいならびに復 Ill促進について陳梢 情のため 1̂，京
のだめ l点 4月24日 県木知事は政府・国会へ「えびの地震＇だ得

2月27日 林務沿旦は股林＇省へ林叉関係披，り報告，な 対策一陳情要望のためK京

らぴに対第打合せのため 1:！jし 5月2日 林務部長は農林省へ林業災肖復旧関係予算
2月2811 ,¥I.¥木知＇：は政府・仁 l公へ！えびの地晨災内 折衝のためI・.）；{
対策 陳情汲C//のためu;; 5月l3日 黒木知事は政府・国会ヘ―えびの地震災＇其

3月20日 黒木知図は科学技砕叫へ地質構俎，凋査の実 対策！陳情要唱のためじ京

廊，且1大地姦研究肝へ霧島火山観測所岡元分宰の設 5月14日 総務部長は政府・国会へ「えびの地震災害

宵，および政府・ 1訃会へ iえびの地震災，賢蒻h 陳 対策陳情悛沼のため．じ点

桔没噌のため1渾 5月15日 七木部長は建設省へ第 2次杏定復1日促進陳
3月31日 教育長は文邪省へ文教施設災＇甚復 1「1促進陳 情のため上京

愉のためヒ泉 5月23H 黒木知事は政府・国会へ「えびの地震災害
4月 3日 加藤副知ボは政府。国会へ えびの地裳災 対策」陳情要望のため上京

甚対策＇陳 1廿＆噸および気象I『へれ1久的地裳観測施 6月12日 総務部艮は政府・国会へ「激甚法に準ずろ

設の設骰，科学技術Iiへ地質構沿，凋査の実施を波咽 措閤 Iについて陳情＇屈望のため 1：京
のため1こ成 6月23日 黒木知、＃は政府・国会へ「激甚法に準ずる

4月5日 県木'k]-iSは総理府へ「えびの地震災害対 捐閤」について陳情没辺のため上京

策」陳情汲望のため1：以 8月7日 i••本部長は建設省へ災害復旧関係予算折衝
4月9日 県木知事は下業技術院と国立防災科学技術 のため士以

センターヘ地質構造凋程の実施，連輸省へ恒久的地 JO月7日 石井出納艮は衆参両院災曹対策特別委貝会

震観測施設の設爵および政府・国会へ「えびの地 に対し「えびの地震災夷対策ー要唱のため1渇{
震災寅対策 I陳’1肖要清のため上京 10月17日 黒木知事は政府・国会へ'局地激甚災甚指

4月l0日 民牛労働部長は厚年省へ緊急避難所建設特 定柄準制定ー.Iこついて陳情要望のためヒ京
別和忍要請のため1こ哀 lO月24日 総務部長は政府・国会へ「局地激甚災内指

4月10日 林務脊5長は農林省へえびの地震災＇，号緊恐治 定）炉準制定」について陳情咲望のため1：京
山也累折衝のため上京 II月8[l 黒木知事は政府・国会へ I局地激甚災寓指

4月10日 衛牛部艮はげ1，省へ衛9K関係災9［汀算折術 定）店準制定 について陳悔要望のためI：京
のため1□;< ll月14日 県木知事，総務部長は政府・国会へ「局地

4月l5日 ヒ木部艮は建設省へ被＇仔状況報佑ならびに 激甚災寅指定拾準制定 11こついて陳情要咽のためヒ

緊急杏定謀1青のため1^扇 点
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第 1節陳情要唱

現今の地）j財政ては，災害復輿についての国への依存度が商く，政府・国会に対すろ陳情，折衝

がきわめて，r要な政義をもっているので，県ては鼠設会，虹送出国会議員ならひに鹿児島県と緊

密な連絡をとりつつ強力な迎動を行なった。

その結児，地震発It後間もない 2)］25日， u，［現地対策本部内に気蒙庁，東人および京人をセ体

とする「えびの地底総合観測班」が設置された，また， 3月にはえびの町岡JL小学校敷地内に東

人地霞研究所祝1冨火山観測所岡元分字が， 4月には同町の頁告老人ホーム敷地内に気絞庁の地

店計 (191動地底計数閤）か設けられるなと，地股観詞体間の強化が図られた。

続いて 3月29日から 1過間， i刈係分野の内門家をもうらした政府晶牡団が派遣され，えびの・

古松地区の地長，地質，建築物，冶山，砂防についての調査が行なわれ，災古復旧の旭本的｝］向

が小された このような科予技術関係者のみの晶任団の派遣を妥6iりし，その実現をみたのは，町

期的なことである、

この調任結果に），しづいて， 4月 9日総J甲府内に「えびの・古松地区地震対策連絡会議」が設置

され，政府閃係各機閲のとろぺき対策を総括検，ばする機1対として爪要な役割を果すことになった。

その間，総押府紛務副長官ならひに農林，建設刷政務次官をはしめ各省庁の係官が来県し，被

由謁査を行なしヽ応急対策ならびに復1日対策について指惇され，その促進を図られた。

さらに 6月28日「激甚広に準する措置」の決定，ついで， 11月22日「局地激甚災内指定猿準」

の制定など，両期的な政府の施策が相次いで措骰され裳叩の大半が実現した。

この結果，住宅の補強，集団移転地造成に対する助成，中小企業者等に対する利了の引ぎ下げ

などの救済机岡が講ぜられた。また公共土木枇没，悶地・嬰叉用槌設，共同利用槌設災冑にうい

て高率補助が適Il]され，えびの町の財政負担が大きく小和1成されることになった。

また一方，屈にお［ヽても同町からの要兒！もあり，骰災悶豪，般災中小介業者に対する金淋対策，

住宅の補強および移転ならひに各種施設の復旧れ文に対する補助等の特別措買を虚し，災古復輿

の促進を図った，

（資料 1) えびの•吉松地震災＇，｝了に関する淡屯杵

宮崎県えびの町，鹿児島県吉松町における群発地裳 ております。これが復興につ含ましては，さきに，種

は2月21日の烈震（震度 5および 6)以来減少の傾向 々御要望をお願い申しあげ．各般にわたる御高配を賜

，，，つづけてきましたか， 3月25日0時59分および 1時 わり諸対策を講じて参りましたが，えびの•吉松両町~

21分， ミたび震度 5の強震1こおそわれ復II]にむかって のたびかさなる災害の復1日につきましては，国の絶大

いた被災地は，再び大きな災禍に見舞われました。 なる御援助がない限り復興は到底困難な状況にありま

県， ii［その他関係機関は，再度の災肖に対し，一体と す。

なり，日夜を徹して災実の救助に懸命の努力をいたし つきましては， 1月におかれてはこの実情をじゅうぶ
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ん御賢察いただぎつぎのような弔項について咽激荻災 は，官率補助の措閤を講ぜられたい。

寅に対処するための特別の財政援劫等に関する法律9 ]． 対 汝 校宮崎県えびの町頁幸小学校

の適用又は特別の財政措置について格別の御配慮を御

要咽111し［ごげます。

記

1 総理府関係

鹿児島県吉松町吉松巾学校

2, 建設面積 2, 972m'(36教宇使所 3棟）

3, 建設費 21,Ill千円

4 補助煤沼額 18,872千It

111 えびの•吉松地区地震対策の推進について 3 厚生省関係

政府においては，えびの・古松地区＾地震対策に本 Ill 水道施設復旧に対すろ国庫補助の脊率適用につ

格的に取り組む機構として・えびの•吉松地［文地震 いて

対策連絡協議会1を設惜されたことに対し，深く感 水道施設は多大の被実をうけ，断水あるいば，汚

謝巾しあげます。ついては今後この協議会において だ＜等により給水不能のため，復1日工事費について

早急に諸対策を推進されるよう格別の御高配かた軍 高率補助の措9競を特別に講ぜられたい，9

ねてお顧い「I]しあげたい。 1. 事業碩水源施設，揚水施設，緩速ろ過

(2) '激甚災害に対処するための特別の財政援助等 器，導水管，送水管，その他

に関する法律 1 （激甚法）の適用又は特別財政 2. 復旧 費 54,618千円

措置について 3. 補助嬰沼額 43,694千円

今同の「えびの地震l災内は，住宅および公共施 12) 緊急避難所（プレハプ）の設固について

設を主とし局地に集巾して激甚な災害が発生してい プレハブによる緊急避難所の設料については，格

るため激甚法の適用方を講ぜられたい。また，今後 段の御配慮をいただき被災住民は感謝しているとこ

長期にわたり大地震発牛の危陰が予想され，極度の ろである。この避難所は長期間にわたり地震におび

社会不安を与えていること等から激甚法の適用措漑 えている被災住民の人心安定対策としてきわめて有

で，援助できない各種の要哨については，特段の御 効適切な施策と思考されている。

配慮をもって特別に財政援助措iけを講ぜられたい。 ついては，今後も民心の安定を図ろため，この施

2 文部省関係 設の梢極的な推進とあわせてこの設i翌1こついての同

(J) 危除校舎等改築について 庫補助率の引き］今げについても特段の措＇置を講ぜら

今後の地震発牛に対する児咆牛徒の安全確保のた れたい。

め，被災校の危険建物を早急に耐震袢の音い鉄筋校 L 建設戸数 54戸

舎に改築することとし，その建設については国庫負 2. 建 設 費 25,628千11

担率の引l-＿げ及び起債について特別の御酋凸懇を願い 3. 補助要亡召額 15,376千円

たしヽ。

I. 対象佼宮崎県えびの町）匁奉小栄校

鹿児島県古松町 古松巾学校

2, 改築面梢 4. 482m: 

3. 改笥費 120,655千円

4. 補助要望額 107,681千円

その他 12校

13, 環境衛I七金融公庫融資改主要綱の早期実施と貸

付合利の(Jl;存適用ならびに融賓対象業種の拡大

について

昭和43年度から「環衛公印融資i要綱の改戸によ

り，環境衛生鳴係党業に対する融資が一元化され，

融資対象施設も大RL]に拡大されることになっている

が，えびの・占松地震災害に対しても遡及して早急

III 改築費 17,291千円 に実施されるとともに全融登対象施設に特別低利の

(2) 補助要望額 14,517下円 措閥を講ぜられるよう御配慮願いたい。

(2) プレハプ校舎の建設について 1． 融資要望件数 122件

危1硲校舎ては，授業が実施で苔ない状態にあるの 2. 融資要唱額 366,000千円

で，プ レハプによる応急仮設校舎の建設について 4 農林省，林野庁関係
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(1) 注務大臣指定施設（災古）賓金および農菜近代

化資金ならびに共同利用施設（災実）資金融資

枠の増額と主務大臣指定施設（災轡）登金貸付

限度額の引1：げについて

今回の地震は主に施設の損壊であるが，被災施設

の復11.I^ 在には多額の経費を要するので，礁資枠の増

額をはかるとともに，主務大臣指定施設（災害）資

金については貸付限度額を現行の20万円から50万円

L 復Ill費 （か所）

(!}農地 12

12) 農菜用施設 171 

:JI 183 

2. 袖助汲惰額

（金額）

10,000千円

354,951千円

364,951下円

（ ［ ） 農 地 8,900千fTI

i2i 股業）1］施設 329,451下1’l

:lt 338,351千円

以卜に引じげ農家の生産珪盤の確打をはかられるよ 固林地および林業施設災害の早期復1日について

う特別の措競を講ぜられたい。

I. E務大匝指定施設資金 107,787千円

2. ！農菜近代化資金 195,868千円

ふ共同利用施 設資金 23,990千円

121 自作農（災内）貧金融資枠の拡大と貸付限度額

のり1[-．げについて

被災地股家の紆済状態は劣忠な条件ドにあって，

多額の負債をかかぇ，その経営は極めて不安定な状

態にある。更に今回の災害により施設吟の復1日に多

額の経費を要するので，峨資枠を増額するとともに

貸付限度額を現行の 50万円から 100万円以上に引上

げ，農家の生咤桔盤の維持をはかられるよう特別の

掴置を，溝ぜられたい。

田宜賢筍金融資史喰額 355,000千円

凶 股林漁〗区金融公店資令の既什借入金の条件緩和

について

今団の地震て農家は施設宮の復1日費かかさみ， さ

らに災国による収入減により，営悶資金はもとより

既往借入傘の償遠に難渋しているので，既往椙入金

の償退等について特別の緩和招i包を講せられにい。

えびの・古松地域の貸付残 467,937千円

被災地は，シラス特殊l-．壌地帯て人命，財産等1こ

附接被害を与えるところが多数発屯しているので，

そのり1期復1日をはかるため，治1り消業の全休枠を早

急に確定するとともに，初年度の補助枠の拡大につ

いて特別の御配慮を願いたい。また，林地崩壊防止屯

哀を適用し， f箕措殴をいただくようお願いする。

！． 復1日治山事業（含特殊緊急冶山事業）

Ill 消菜積 123か所

(2) 復 il1 毀 1,179,370千円

屯l 補助要哨額 786,213千円

2. 林地崩壊防止事業

(I) 事業祇

12) 復 Ill 費

31 補助混叩額

30か所

30,000千「1
15,000TF] 

161 住名等の復Illに佳する国竹林材の足払いについ

て

被災住宅の復1日は急を要し，人ー｛社の賓材を必要と

するのて，復日に必要な木材の価格の安定をはかり

供給を1月滑にするために国付林材の必払いについて

特別の措料を講ぜられるとともに手続きの簡索化布

について格別の御配慮を願いたい。

14) 農地および農菜用施設災，［の早期復1日について 5 大蔵省，通商産業省関係

今団の地震により，農地および農業用施設は，甚 11) 朽別資金わくの設定と特別低利の実施について

大な被'9打を受けたか，水稲の栢付期を間近に控えて 政府系合融磯凋（中小公叩，国民金融公庫，商1こ

いるのて，緊急な復り1をお願いするとともに．被災 組合中央金Iill）の特別資金わくの設定と現行桔準利

地は特殊l誤地帯てあるため，梅田等により，さら 率を極力低利に引きドげられるよう考慮されたい。

にヵ噂ル次災寅を誘発するおそれがあるので，これらの なお，被災巾小含業に対する資金について利了補

筐所についても早誌に復Illてきるよう，特段の処骰 給制度を考慮されたい。

を講ぜられたい。

なお，施設の復！日については，原形復1日でなく，

耐震性の構造として実施てきるよう格別の御配慮を

願しヽた＼ヽ。
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Ill 国民金融公眼 230,000千円

（2: 巾小含菜金磁公限 250,000千円

！：が 商丁組合巾央金庫 200,000千円
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計 680,000千戸l

2. 年利率のりl下げおよび据買期間の延艮

（年利率） （据置期間）

(I) 国民金融公庫8,2％を6.5％に 1年を 2年1こ

(2) 巾小企業金融公庫 ” 
3年間6,5%1こ

Ill) 商］こ組合「1,央金庫 8,6％をl7年間8.4~
8.6%1こ

(2) 債務決済期間の延長について

被災中小企業者と取り引きのある政府系および民

間金融機関に対する債務の決済期間の自動的延長を

はかられたい。

えびの町地域巾小企業者の政府系金融磯関からの

債務額 28,578千円

（8) 中小企業信用保険公申貸付金の増額1こついて

信用保証協会が実施する災涛特別保証について，

保証科！氏減に必要な経費に当てるため，｛言）1］保険公

庫の貸付の増額措骰を講ぜられたい。

償）廿保険公庫の貸付金増額 60,000千1月

(4) 巾小企業に対する税の軽減措置について

り災巾小企業者に対する各種国税の減免措置およ

び納期限の延長等について特別措岡を講ぜられた

しヽ。

6 運輸省（気象庁）関係

(1) 地震観測施設の設置について

「えびの地震」の特殊性にかんがみ，えびの点松

地区一帯の地震観測体制を整備強化し，引き続き観

測を実施するため恒久的地震観測施設を設限される

よう特別の御配慮を願いたい。

(2) 地震予知対策の早期確立について

近年，新潟，松代，えぴの等，大地震が相つき，

被災地の住民はもとより，国民の地震予知に対する

期待は大なるものがある。

国におかれては，地震の研究に日夜努力されその

成果を収められつつあるが，地震の予知は，いまだ

科学的に未解明の分野が多く極めてむづかしいとい

われている。

ついては，国民の要望にこたえ．国家的な見地か

ら，早急に地震―f知対策の確立をはかられるよう特

段の御配慮を願いたい。

7 建設省関係

(1) 公共土木施設災害の早期復1日について

般災地域の交通確保，咋業経済，民牛安定ヒ緊急

に復1日をはかる必要があろので，従来の 3か年乃充

4か年計画を単年度または 2か年で復li]するよう国

庫負担金の配分について特別の御配慮を願いたい。

L 県エ屯

([}事菜鼈 87か所

(2) 復旧費 306,294千□
(Ill 補助要咽額 204,245千Pl

2 町 T： 市

([}弔業峨 214か所

(2) 復旧費 482,144千1月

/fl) 補助要望額 462,483千Pl

(2) 住宅等建築施設災害の早期復1日について

被災地は，住宅等建築施設に甚大な被害を受けた

のでこれが早忌な再建の方途を講じ，生活の安定を

はかることが刻下の怠務てある。したがって，災害

公営住宅の優先割当ておよび住宅金融公庫法による

災涛特別融資の認定を早急に実施せられるとともに

融資限度額の引上げについて，特別の御配慮を願い

たい。

l． 災害公営住宅建設

Ill 建設戸数

(2) 建設費

！8) 補助要望額

2 災害特別融資要哨

58口

52,400千円

39,400千円

111 建 設 250件 168,170千円

(2) 補 修 367件 124,520千円

計 617件 292,690千口

13) 災得復興住宅建設登金の貸付について

災害復興住宅建設資金の貸付わくを確保くださる

とともに被害者は特に耐震性を高めるため融資限度

額の引き上げを要望しているので，木造を 100万円

に耐火構造を 150万円に引き上げられるよう特別の

措殴を講ぜられたい。

(4) 危隙地域における集団移転に対する助成1こつい

て

被災地は特異な一次シラス地帯で非常に落石，崩

かいを起し易い地帯であるうえに数次にわたる烈震

および強震等により，多くの地割れが生じ落{i崩か

い等の危険度は著しく増大し，集団移転を余儀なく

されている。
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しかし，現行制度では，この種の移転に対する助 ある，

成措闘がなく，資力に乏しい住民は移転費1こ困窮し しかしながら個人負担によろ復旧等は目下のとこ
ているのて，実情を御賢察のうえ特別の助成措設を ろ，合わめて困難てあるので，偲人家屋の復1日等に

講ぜられたい。 要すろ経費については特別の御詮議により，高率の
］．移転希囀い数 149戸 国庫補助措置を講ぜられたい。

2. 移転 費 ］92,972千円 I. 住宅復iI」

3. 補助要唱額 128,648千円 （I) 対象 Ii数 I, 687戸
8 自治省（消防庁を含む）関係 ！2) 復 Ili 費 I, 932,400千円

!!} 財政措限について

iえびの地震1による被内は，とくに家屋，学校

尊の倒壊破損，適路，橋梁および1：水道等の被＇，りが

甚大であるため，災舟応急対策費および災宮救助法

(89 補助要津額 966,200千『］

2. 住宅補強

！1) 対象戸数 8, 147戸

(2) 帷強費 325,880千円

の適用に伴う経費等多額1このぼり，公共施設の復Ill 1'11 補助要望額 162,940千Pl
事業費を考慮するとば（大な額になる見込みであ 9 科学技術庁関係

る。そこで今後の財政連営に支障をきたすおそれが 11) 地質および地質構造の総合精査について

あるので，これ等災，どによる特別財政需要に対し， 今回の―えびの地震！ 1こよる災害の態様は，地質

国庫補助金はもとより，特別交付税および起債につ の概査の結采，地質及び地質構造にも起因している
いて特別の措習を講ぜられたい。 ともいわれているが，地質調杏の資料が不じゅうぶ

!2} 消防施設の国庫負担率の引ヒげについて んなため，今後の長期的な防災対策をたてるうえに
過去の大地震の例に見られるとおり，地震によっ 支障をきだしている。そこて早急1こえびの•吉松地

て生ずる火災の被？fは大なるものかある。 区の詳細な地質調査，物罪探査等を実施され，総合

えびの地震1は，今後艮期にわたることか予慰 的な見地から地質および地質構造が解明されるよう
され，大地震の発生も考えられ，大きな不安を地域 措骰されたい。

{19民に与えていろ。

しかるに，今回の被災町村の消防力はきわめて劣

弱であり，かつ財政力も弱いので，現行の朋防施設

補助率 3分の 1を3分の 2に引き上げられるよう特

別の措憤を講ぜられたい。

1. 消防施設整備費 15,720千ドJ

2. 補助要望額 10,480千戸］

i8i 家屋復II_1費等の補助について

被災地は現在においても余震が続いている状況に

あろのて，家屋の早急な復IIャ］ならびに補強か必要で

2. 激甚法に準ずる措置の決定

宮綺限知浴

黒木 博

鹿児島県知屯

金丸＝郎

宮崎県議会議長

JII 越石刃

鹿児島県哉会議長

柴立芳文

えびの地裳については，般内地域が局部的であり， K皮古額が現行晶準に連しないなどの罪由に

より，激甚法の適用は宮崎・鹿児島向県の努｝」にもかかわらず，ひじょうに困難な情努となって

きた~＇

両県においてぱ， このような淋態を重祝し， これに対処するため 5月18日と 6月7日，えびの
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町において「えびの・占松地区地袋対策連絡会議」を閲いて協成を盾ねた。その鈷果，激甚法に

准ずる枡虞として次の 5項目をとりあげ，具体的な貨業計間を『I成し， 1血県協力してその実現を

図ることになった

激甚払に準ずる措骰要吼、『打項

111 上水道施設災青復旧補助率のり11げ（通常lらを町1o)

(2) |玉IH林材のん払し，ヽによる住むの補強材，復111材に対する補功（非補肋を％）

叫 危険地域の集団移転に伴う宅地込成且業に対する起偵の，9]可等

(4) ii'j防施設補助率のrJIIけや（通常％を％）

(5) 中小企業災古磁負条件の緩相（通常利率8,2-8.6％を65%） 

激甚社~，に準ずる措置要叩算叉計圃表 (t¥＼位千円）
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中小合業

災，l誡應資，

•I い小令業金餅1の条件緩和

1年利率 8.2-8.6％を6.5%1こり「卜げ

2据附期間 1年を2年に延長（国民金融公庫）

'融資要渾額

国民金融公庫 200,000千円

巾小介業金融公叶i 250,000千円

商工糸ll合中央金庫 200,000千円

合 計 650,000千円

。融資要望額

国民金融公庫

合 J t 

50,000千1月

50,000下門
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第 1節陳情要渭

竺椅・鹿児闘両東では同連絡会議の決定に拭づいて， 6月12日それぞれ総務部長ならびに消防

防災晶は長をI京陳情させた，

両県給務部長は，束京貨務所長以下職員を動日し，県議会ならびに殷選出国会議員と緊密な應

絡をとりつつ，人蔵省をはしめ閃係各省片に対し，激甚止に准ずる拮縦快叩1り業計伸」を，；兌明して

その実現を強く＇炭叩した さらに，その早期実坦を図るため，引き続き両県泊防防災諜長を滞在

させて各省庁との折衝にあたらせた—

その間，黒木知事は1人藤内閣総罪人炉をはしめ関係各）＜怜， 1’I由氏上党褐田幹事長ならびに県

如！，11同会議員等を山間し，地必災店の牡児1/}および今同の地底が長期にわたって続発していろ状

況を訴え，強力に陳情した その結果，ようやく 6月28日の1紺議において激甚払に準ずる拮漑と

して，負料・ 2のとおり「えびの・，「松地区地加対策特別措賀」が決定され，長野殷松代地森と同

材菜のi翡置がとられた。

（資料 2) えびの•吉松地区地呉対策特別拮漑 (43 6 28 閣譜決定）

l l：水道の地下坪没施設の補助率引lこげ（通常丑） 19二 2,235千円

えびの町 枯業費 3,600万円 補助率% 5 集団移転宅地造成起債許可

古松町 ＂ 2,900万円 グ えびの町20/i,古松町II戸分について起債を配慮

2,11小企業金融叶幾関利子率引下げ する。

（通常利率8.2%) 6 環境衛II.：金融公庫利了ギ引下げ

既貸付額 1億4,814万円 （通常6.5%-8,2%)

今後追加 II•I 込 1億2.282万円 1,000万円見当融資由込見込。

I貸付先 100万円（組合300万円）に限り通常利 1貸付先 100万円（糾合300万円）に限り6,5％に

蒻．2％を6.5％に軽減する。 軽減。

3 I閾信林材補強材の補助（通常は補助なし） 7 医疫金融公庫利子率引下げ（通常6.5%～8.2%）

I I噂り単価 15,400円，く 1,174)ix0.28m'.＜砂 般災地域には従前 6施設 16『/'5,800万円の貸付

補助ー2,532千円（富崎920;1 鹿児島2541・ 1) 残閻があるのて，祈規に6,000万円～7,000万円の

4 消防ボンプ車補劫率引！こげ（通常％補助） 噸資II1込見込。

えびの・占松各 1台計 2台 ＇料業翌 4,470千円．く 1施設叫り 150万円まて6.5％に軽減する。

3. 局地激誌災害指定悲準の制定

県においては，現行の指定），,準による激甚法の過用がほとんと困難な情紡となったので，同法

に準する措憤を要叩すろーカ，同止の泌用）い準を広域災＇心のみてなく，巾町村） I1位の局地災位に

も適用されるよう拭準の緩和について燥り返し諌情を続けた。また 5月および 6月には，衆参両

翫災古’対策特別委員会ならひに以議会におかれても t応義を行ない，その実現を政府に迫まられた

が「局地災寅てあり， l）計」見準に逹しない，」ということか障，どとなって見送られた。
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第 1節陳情要唱

以Lのようなり勢ドにあったが，黒木灯咄は，なおその実現を期するため，閃係各省庁に対し

根強い辿動を続けていたが， 10月17日中央の情勢を判断して，本県の災害罪情を考慮した独自の

局地激紐災＇，I;指定屈準案（資料 3)を作成し，閲係各省月にその見解を｝~号反し屈準の制定を要望す

るとともに，えびの地底災，じにも遡及して辿用されるよう申し入れた。

（資料 3) 1,］］地激誌災古に対する特別措潰に1見lする要咀

本県は台風，栄雨，地裳，津波等の自然災害の常襲 額がおおむね5,000万円をこえろ災＇舟

地帯であり，とくに近年はえびの地震および集巾豪雨 屯） 激甚災＇甚指定陥準 3を次のように改める。

等局地的に被＇，杯の集巾する傾向があり，被災市町村で 3 法第 6条（農林水痒菜共同利用施設災'9附じ復I「l直

は大きな財政負担となり発展をはばむ炭因の一つとも

なっております。

これを救済するには，国の）」による財政援助をまつ

よりほかに方法がありませんが，頼みとする「激甚災

菜費の補助の特例）の措買は，法第 5条の措謹が

適用される激甚災寓及び法第 8条の措置が適用さ

れる激甚災苔について適用する。ただし，当該施

設に係る被曹が I,ODO万円以下であると認められ

実に対処するための特別の財政援助等に関する法律．］ る褐合を除く。

では，現在のところ局地的な災害には恩恵がありませ (4) 激甚災専指定韮準 5のBただし内li'「火災」を「

ん。 火災及び地震 に改める。

よって激甚な災寓を受けた市町村を救済するため， （51 激甚災＇；片指定基準 5に次のように加える。

特別立法または「激甚法；の過用が可能となるよう， C 、991該災涛に係る巾小企業関係被害額（建物，施

局地激甚災国に対する特別措！習をお願いいたします。 設，商品及び原材料の被害額の合算額）が，―市

記 町村の当該年度の中小企業所得推定額のおおむね

第 1 局地激甚災害に対処するための特別の財政援助 10％をこえ，またはその被＇甚額かおおむね 1億円

に関する特別立法について をこえる災得

現行の―激甚法 Iが広域にあたる災況を対象として （6) 激甚災＇舟指定韮準 7の次に 8を設け，次のように

おり，これを局地的災僭に適用できないので被災ItiI肛

村を実質的に救助するため，特別立法の措i翌をお顧い

いたします。

なお内容については，第 2の指定基準緩和の各事項

及び第 30)事項と同様であります。

第2 指定基準の緩和について

激甚災害指定基準改正要綱（案）

II) 激甚災宙指定屈準 lに次のように加える。

c ―市町村が負担する当該災只に係る公共施設災

害復1日直業等の事業費の査定見込額か，当該市町

村の当該年度の標準税収入の 1,0倍をこえる災害

12) 激甚災害指定基準 2に次のように加える。

c 当該災害に係る農地等の災古復1日事業の9科業費

の査定見込額が一市町村の当該年度の農業所得推

定額のおおむね10％をこえ，またはその壺定見込

加え，現行の 8を9Iこ9をiOに変える。

当該災害にかかる個人住宅の滅失戸数が一市町

村の区域内で50!4以上である災寅

第3 個人住宅災害復旧事業に対する特別措置につ

いて

（前記基準第2の(6)にかかる特別立法措置）

II} 梱人住宅災害復[H'jl菜に関する資金の融通措置

憫人住宅災害復旧事業に対する長期，低利（年利

率 3分51頃）の資金の融通措殴を講ずること。

昭和43年iO月

宮崎県知憤

黒 木

宮崎県議会議艮

川越右男

博
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その後も，黒木知1日 消約防災諜長らが設状的にー［京し，屈選出国会議日と叫

絡をとりつつ，県議会災害対策特別去員と 1本となって政府・国会に強力な［東‘「iりを行なっ tこそ

の結果，ようやく llJ]22日の巾央防災会議において，はこんと本県の要団とおり決定された，こ

の局地激託災寅指定枯準は，従来の広域災店適用柿準のはか，新たにい地災＇， l[に対する巡用），［準

として制定されたもので，その内容は資料 4のとおりである。この決定か，県，県ぷ会，県と出

[1べ.. l会議員一体となっての活動によるものであることはもちろんであろ・,しかし見［か具休的な）よ準

案を 1↑るなど積極的な打動をとったことが戊め『となったとみられるが，•-••ーし「，［の連動としては 11111

期的な出米れである i

なお，［Ci]凪準はil{｛和43年 1月1日の災＇， l；から忍Il］されるのて，本屈ではえびの地虞のほか 9月

の合風16号（第 3宮古！以合風）による災れもその指定を交けることになった

（資料 4) 1,｛｝地激紐災古指定）よ準要網

1 指定方法

市町村を限定して，特定の市町村に係る災古を激

紐法第 2条にいう激誌災古として指定する。

2 印Iii」村の選定方法

(1) 激甚払第 2斌並び1こ箆24条第 1項，策 3瑣及び

第4項関係においては，各災＇，昇ことの市町村の激

甚法第 3条に掲げる災＇併復 Ill平菜宵の屯菜費の頷

（災；9fl関連＇れ業を除く。）か，当該市町村の標準

税収入の 2倍をこえる市町村（当該湛業費の頬か

1千万円木満のものを除く。）とする。

菜校の額等を合算した額が， 2の11!1こついては，ぉ

おむね 1億円未満， 2の'2l及び 2の唸については，

おおむね 5丁万円木満のものを幻昇の指定から除外

する。

4 適 Ill

この指定拭準は，昭和43年 1月 1日以後の災曹1こ

ついて適用する。

ふ］地激，応災＇，じ指定）い咄

（昭和43年11月22n,1丈切災会窟決定）

激談災ピに対処するための特別の財政援助笠に関す

る法神（I附和3711社、fl噂□50り。以下―?1:Iとlヽう。）

12) 激甚法第 5条，第 6条及ひ第24条第 2項から第 第2条の激誌災どの指定及びこれに対し適1:］すへ酎惜

4瑣1対係においては，各災＇ iどことの市町村の激怯 賞の指定は，激甚災書指定桔準 (1附和37年12月71111' 

法第 5条に掲げる災涛復旧浪菜に娑する経費の額 央防災会議決定）によるもののほか，次の），し準による。

か，冴該市町村に係る門該年度の農業所得推定額 次のいずれかに該当する災＇，じかあると告は，況，亥災

の 10％をこえる1廿町村（崎，，亥経費の額が 1 千）J•I1 ］ 害が激晶災げ［指定桔準（附和37年12月71:IIIl央防災会

未満のものを除く。）とする。 議決定）に該汽しない場合に限り， 11}に掲げる市町村

化が 激桂法第12条，第13条及び第15条においては， における(!)に掲げる災舟については，広第 3条第 1項

各災併ごとの市町村の41小企業圏係被・，'；額が，ユ9.1 各けに褐げる湛菜のうち，当該II訂町村が当該災，りによ

該市町村に係る "!1該年度の中小介菜所得推定額の りその費用を負担するもの及び法第 4条第 5項1こ規虚

10％をこえる市町村（晋，淡被寓額か 1千万円未満 する地方公共団体以外の者が設：悦した施設に係るもの

のものを除く。）とする。 について法第 2草の招附婚びに当該市町村が汽該災害

3 災寓の指定除外 について発行を許[l]された公共k木施設及び公立学校

災寅ごとに前，1己の枯準に該‘日する1廿町村の査定学 施設小災招こ係る地方偵について法第24条第 1復，第
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3項及び第4項の措殴， !2}に掲げる市町村の区域にお 農地，農業司施設及び林道の災害復旧事業をい

ける(2)に掲げる災害については，法第 5条，第 6条及 う')に要する経費の頷が当該市町村に係る崎該

び第24条第 2項から第 4項まての措i骰13に掲げる市町 {t度の農菜所得推定額の10％をこえる市町村（＇り

村の区域におけるi/)1に掲げる災害1こついては，法第12 ，該経費の額が 1千万円未満のものを除く。）が一

条，第13条及び第15条の措骰をそれぞれ適用すへき激 以ヒある災宮。ただし，上品に該当する市町村ご

甚災害とする。 との当該経費の額を合算した額がおおむね 5千万

(l) 当該市町村がその費／1]を負担する当該災＇，蛉 1こ係 円未満である場合を除く。

る公共施設災害復1日葬業等（法第 3条第 1項第 1 り）！ 当該市町村の区域内における当該災冑に係ろ巾

妙及び第 3号から第14号まてに掲げる'，h菜をい ！」喩菜閃係被害額が当該市111［村に係る当該年度の

う。）の脊定事業費の額か晋該市町村の当該年度 巾小企業所得推定額の10％をこえる市町村（当該

の標準税収入の 2倍をこえる市町村（酋該杏定ボ 被＇，愕質が 1千万円木満のものを除く。）がー以ヒ

菜費の額が 1千万円未満のものを除く。）が・北人 ある災虜。ただし，じ直］に該＇行する印町村こ＇との

上ある災害。ただし， ヒ記に，，亥崎する市町村こと 唱該被＇甚額を合算した頷がおおむね 5Fり1月た満

の当該杏定．立費の額を合負した額がおおむね 1 である場合を除く。

億円未満である場合を除く。 なお，この指定球準ぱ，昭和43年 1月 1「l以後に怒

12) ％該市町村の区域内における哨該災内に係る）;;: 1「した災＇;~について適用する。

地等の災害復111'/l菜（注第 5条第 1項に規記する

第2節政府 ・ 国 会 の 措 骰

1. 政府のとった拮置および今後の対策

この項は，政府設漑の「えびの・古松地区地晨対策連絡協議会」が 4月22目にとりまとめ

たものである、9

(I) 地震対策連絡協議会の設置等

1) えびの・占松地区地心対策連絡協議会の設骰

政1｛手は，硲介的，かつ，効率的な対策を推進するため，昭和43年 4月 9日の閤議決定をも

って，総坪府に， Ill中総押！［f紛務長1’:［を会長，総理府総務叫長白を叫会長とし， 1.)）術， t|学

技術，大蔵，文部， 1厚lj，閃林，通面崖文，迎愉，郵政，労慟，建設および［l治の各＇ド務次

宜ならびに警察／i',気象／iおよひ泊防）｝の各に官を委員とする［えひの・五松地区地瓜対策

連絡協議会」を設憤し，各般の対策を謁することにした

協義会は， Il{i和43什i4 /] 15 I I第 1回会合を開］催し，これまてに各省庁かとった『：i'i't;よび

今後政府のとるべき措器を検』，協議したジ

2)政府調森団の派逍

披害の大きかった宮崎県えひの町および鹿兄島県古松町の現地調壺と被災者の見舞いのた
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め， 91,fちに（反芥建設， ー］碍農林の各政務次官， 弘沖総理府総務副長官をぱじめ！児係各省庁担

胄官よりなる謁1ttJlを官糾狐1および鹿児1::j県に派造した

，
 

t

J

 f
 

士
6 この災内の特妹1/l~ にかんがみ， 技術謡査（地買，建築物，冶山砂防篤）を実施し，

今後の復1日対策に資するとともに， 応急的技臼指料を'i」なうため， I胄和43年 3月2911から 4

JI 4日にかけて，給介技附謁介団（団長i|11 1農林省林業』検場防）ミ忍恥， 1＼Jl旦12人）を戸綺

似および鹿児島県に派氾した，

（参考）各省庁からの，凋査視察の状況は次のとおりてあった。 （宮崎県）

ーj 
「Ii

'---- ----

2. 22 

3

3

3

3

 

2

2

2

2

 

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

6

6

7

8

9

7

0

 

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

 

建設省
袖仇

股林省

建設省
I']：!「省

建設省

文部省

;t,'I 

詞川い防災諜

九州閃政！蘭

各省）［の謁任祝察状況

名
~ ~ 

杏~視
~ ~ 

札宅合融公1叩｛熊本支所建設諜艮

察

3. 

建設省

建役省

総罪府

林野／i

気象／i

喝察／i

建設省

府＇j防1j • 

歴生省

建設省

気象Ii•

JI沢査軍官，住む屈建設，渫渡辺諜長

1 19＇瓜盟 14政務次官•-1J:

紹方災内査定官

仮谷建設政務次1’,；，坂井防災諜長
山卜牛慮，閲長，人贔救助係艮

建築研究所人伯，夏 3部艮

狩1應：iiJJ戌，iむ叫吋諷旦簡IL・，小川課に補佐

l.4、n)[・,jピI]・ゲ賃｛｛才支，1：予， I」ヽ111111技官

砂防課9骨橋課に袖佐

弘津総務副長官

武屈治山課艮補佐

地謡渓閃谷悶＇杏官，船岡管区絨裟台 1協ll!i系艮

崎務勺斉様1監察官

鹿児島地方氣象台

臼 1：砂防謀長

熊本地方氣象台

田畑観測課長

久塚連輸技麻＇

9譴疇査官

橋防疫課艮補竹，池ヒ係長，水道課増田係艮

建築研先所

科学技術Ii

- -

凋査祝察内容
~ ~ ~ ~..~ ~ ~ ~ • -- --- - -----~ 

公共1木施設および什宅骰古
状浣9闘査

現他視祭

骰',,,状況謁杏

” 
現地視寮

イ1~,t: 祖む，9fi犬 i兄訊査：

真ヤ小，＇’]咋，

椛受構五物般＇，ピ状況，凱査

砂防被屯状況凋査

現地視察

般，t：状況闘査

地震観測

骰，tf状況嘉査

址裳観測

1沙防破，t：状況，甜査

破宮状況凋杏

グ

I 

国立防災科学技衛センター，＇］橋地哀防災研究宰~に

環塙衛生合融公I巾

む島罪招I専！

橋本理哨一→汀 4人

地哀課大野謁査官

‘ 
1]．宅般＇，ピ状況闘査

般慮状況，謁否

環境衛牛菜態視察

地虚観測（同庁関谷調査官の
後任）

'-----
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3. 11 

’•.... 

i 

t木災只第 1次査定建設省 防災課井沢災実査定官， i崎橋ボ務官，野津技官
大国技＇已＇

5

6

6

9

 

l

]

2

2

 

4
 
3

4

 

9

9

 

2

2

 

3

1

 

1

2

 

6
 

29 

30 

5
 

2

3

 

7
 

6
 

5
 

2
 

4

5

5

 

1

2

2

2

 

7
 

26 

12 

23 

8
 

l O 

23 

厄宅省

林野庁

熊本農政局

えびの地震総合技術調査団
部艮外II人

建設省

建設省

文部省

大蔵省
林野Ij’

気象／i．

消防庁

林野庁

労働省

気象庁

田綺施設課長補佐

冶山課藤堂課長補佐，田丸災害査定官

国際地裳研究所

建築研究所大崎第 3部艮外 3人

笠理局助成課白井事務官外 1人

主計局浜口主杏，建設省 防災課黒坂専門官，
治山課山口専門官，南九州財務局 鈴木課長補佐

地震課楊村閥査宮

防災救急課増田防災係艮

冶山課服部技宜

職業安定局艮

地震課田巾火山係長

中小介業似用保陰公1,ll

通商産業省

木広課長補佐

団長Ill「l農林省林業試験場防災

ユネスコ派遠研究生•一行

灌資課艮外 2人

工業技術院地質調査所福田E任研究官外 2人

気餃Ii一 木村地震課長，田原福岡管区気象台観測課長，泉業
務課艮．出渕鹿児島地方気象台長，田畑観測課艮一行

消防庁

防ド省

建設省

厚生省

自治省

防災救急課辰己事務官

金光環境衛生屈艮

防災課JI芍尺災害査定＇t'｛，斉藤事務官

村巾公衆衛牛局長，小松係長

科学技術11'
通商笙菜省

国立防災科学技術センタ一高橋地震防災研究室艮
工業技術院地質，凋査所木野主任研究官

細郷財政局長

九州農政局

通商産業省
科学技術庁

科学技術庁
研究室長

通商産棠省

振輿第 1課長

］：菜技術院地質調査所小野技官
艮谷川，/j門委員

国立防災科学技術センター大和地表変動防災

工業技術院地質調査所米谷，阿部，大場各技官

被＇，じ状況凋査

” 
”
 現地調査

地質班 (4人） 4月 3日まて
建築物班 (4人） 3月31日まで
治山砂防班 (2人） グ

総合調査班 (2人） グ

現地視察

真幸小，巾学校の被古診断

文教施設被寓状況調査

公共土木，農林業災害査定

地震観測（同）『大野調査宜の
後任）

被害状況調査

ヘリコプターによる山腹緑化
工法試験＼＇（会

現地視察

地震観測（同庁湯村調査官の
後任）

被寓状況調査

” 
地震観測体制打合

被f,l：状況凋査

現地視察

公共七木災害第 2次査定

現地祝察

地質構造誤査

現地祝察

破虜状況，凋在

地質構造淵査

地表変動調査

地質溝造凋査
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8. 26 i 通商産業省 工業技術院地質調査所大田技1匂 地質構造凋杏

7

8

5

4

7

6

8

4

5

8

 

2

2

1

1

2

2

 

．

．

 

9

0

 

11. 7 

” 
グ

” 

”
 ” 
“ 
グ

', 

” 
” 

福田主任研究官，艮谷川事務官，小川技官

木野主任研究点

九州出張所村ヒ技官

勝目技官

九州出張所村］：技官

加藤，井［・事務官

安藤主任研究官

沢村主任研究官

小野技官

木野主任研究官

中央防災会議事務局 9仔！II参事官補

ヽ

”‘
 

”
 グ

” 
ん

” 
” 
”
 ” 

8 科学技術1『 国立防災センター高橋防災研究室長，伊藤技官 1 ” 
12 i通商産業省 丁：業技術院地質淵査所小川技官 ” 
16 ＇ グ 佃田主任研究官 ” 科学技術庁 国＼＇「防災科学技術センター高橋防災研究室長

23 I通商産業省 9菜技術院地質謁査所本野主任研究官，大田技宮 グ

28 消防庁中沖防災救急課長 被害状況調査

” 
/＾-―-．｀^ ~^ ---―-•一•'-―-----•-＾●ー•-••-•--••--

(2) 警備，救助活動等

1)警察機閃の活動状況

宮崎，鹿児島，熊本の各臥腎察では，齊察官延 5,574人を出動させて，被災者の救助をは

しめ，危険地域住民の雌難，交通指祁およひI関係機関の行なう救助活動，火災防」）のための

広報等についての協力等地底警備活動を行なった，

なお，現在も地底が続いているため，宮崎県警察ではえびの町京町地区に，鹿児闘原腎察

ては吉松町地区にそれぞれ現地略備本部を設憤して，両地区て腎察官30人を常駐させ，引き

続き腎戒に％たっている。 （警察庁）

2)防衛庁の活動状況

2月21日から 3月14日まで，およひ 3月25日から31日までの間，次のとおり救助汗動を行

なった。

（勢力）

悶＿1:r1衛隊 人只 延約 5,260人
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悔 11'1衛隊

航や 1・1衛隊

（成足の概笈）

給水約

浄水約

吹廿支悛 約

Jく協~展張 約

迅：洛復Ill

物資亨愉

第2節 政府・国会の措閥

巾両 廷約 950両

航睾機 ” 13機

航や機 1機をもって，和11偵察を実梅

99 

570トン

100トン

53,300食

99 

640張／ n （約8,700人収容）

13か哨

2 f i• 

（防衛庁）

:l)消防機閲の活動状況

U '阿崎県えびの町では地震発叶Ii『以降，同町消防団は住民の避難誘況のほか，地震災害，

火災発1;に備え出火防止の広報，およひ警戒のパトロール，給水等防災活動全般にわた

り連汀約 400人が出動したつまた，地裳が小康状態となった現在も，火災予防の徹底等

腎戒1本'1月の強化をはかるため，泊防力の崖lな配置を行なう等遺憾なきを期している。

このほか庇児1ぶ見苫松町においても，地震発生に伴い，約 llO人の地元梢防団日が出

動し，洛石による負偽者の救出のほか，えびの町同様，災害応急対策を実施するととも

に，腎戒体制の強化に努めている。

虚 消防庁は，従来の舒験に悲づき，地震発生時における応匁拮岡，避難措置を始め，地

心による披害防止措置等について具体的に指導を行なっている。一方 2月24日および 3

月29日には，係官を現地に脈遣し，般害状況，消防機！及1の活動等を調査するとともに，

現地の実情に即した消防機関の活動言について指噂を行ない，また建築物の耐震性およ

び市街地再建の防火1の門題点等について謁食助五を行なった。

（消防庁）

(!l) 災害救助等

1)災‘，鱈救助法の適用

宣崎県えびの町および鹿児闘殷古松町に災＇書救助法を適用した。救助の実施状況は，次

のとおりである。
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- ＂ -ヽ 一ヽ

救 助

...~ ~・・ -

の種類

ー""~ ~ ~ ~ ~・一 、 "•‘‘^-- 、 ＂ ．_ •- ~”/^~ ＂ ~、• …-•一•"." - ―"  "●ヽ ~ ~一~ー・

宮崎県 鹿児島県
~ヽ●● ●ー••"~．~．＂~．」．．．．．…-•"‘•••-- -•-•~—/—•___, 

避 難 所

応恐仮設住宅

~/ ,
I
 

・
~

t
 

船甜
[食也ーのそし99

 

且炊

44か所設訳

100戸建設

延30,616人収容

12戸手配中

51か所設i習

26戸建設

延べ49,783人収容

飲料水の供給

披服寝只その他生活
必凋品の給与

医寮および助洋

学用品の給与

住宅の応急修珂

月サ・ 森

延へ27,835人を対象に実施

延べ40,250人に供給

毛/ti(5,874点）やかん (428点）バケ
ツ (3,006点）ゴサ (880成）等を給与

日赤救護班，県立病院，国立療養所の
救護班をもって実施延ぺ1,651人

小学校児磁373人
給与

中学校生徒200人に

268IIt帯を対依に実施

1人

延べ13,874人を対象に実施

延べ19,790人に供給

じ化 (I,021点）シャツ (997，点）
スボン (303恥）等を給与

日赤救護班をもって実施
（医療）延べ470人（助帝） 3人

小学校児竜192人
給与

中学校牛徒J35人1こ

I_---•—- - -

l89tIt惜を対象に＇火施

なお，荘難所の設讃，炊出しその他による食晶の給り，飲料水の供給等必要に応じ救助

の実施期間の延長を行なったっ

また，応臼仮設住宅および住宅の応急修理については，特別に1店準の引上げを行ない，

さらに緊急屈難用施設34棟を設置し， 18棟の培設を検；~「中である。

2)水道施設の復1[]状況

水道施設については， 2月21日の地震により被＇，『を受け断水し，給水市により給水を行な

っていたが， 3月 8日にぱ両町とも応紅復旧が完成し以後水心により全域を給水した。

3月25日の地震で両町とも再度披因を支け， -41与断水したが，宮崎県えびの町（真、忙地区）

は， 25I I中に応急復旧を行ない， 給水を再間した 鹿児晶県古松町では，使用していた 2箇

所のうち 1箇所の水源が濁り，使用を中止したのて，水）エ低下によって 1,866戸のうち高所

にある 134戸が断水し， これに対しては現在，給水市による給水を行なっている。 しかし，

水加の濁りも減少してきているので， 4月15[1頃には復旧する見込である。

本復旧については， 3月木に設計を終えるべく作業を進めていたところ， 3月25日の地巽

で再度被国を受けたので，

3)児帝福祉対策

目下検壮を加えているが，近く完了する見込である。

児童福祉施設の被，じ状況ぱ，保育所 2施設てあるが，いずれも復1日済みであり，

常通り開所している，

現在，平

（厚生省）
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ii) 通信対策

l)郵便1支1係

I 災古対笛機1灼1の設置

災＇，『発 11にともない 2;]21日に醗木那政局に，えびの地震対策本恕を設置した。

官翡灯似小林郵便いに， 2月22「1視地災‘，じ対策本部を設憤し，叉務迎営，救授等に努めた

2 業務の迎1［状況

帳災地域ては，心氣通広業務か杵しくふくそうしたほか，業務連営には支障はなかっ

た

郵便線路のI'魯，9；（人点~小林一――'『松間）があったが，臨時に梢i賢した郵

使物の連込経路により，郵便物集記業務はおおむね平常であった勺

2) '，h {，;, ＇屯，3囚伐1係

l) i"i謀1硲＇古稔［旧

2)］21,91の地震については 2月25日に，また， 3月25日の地裳については 3月26日1こ

それぞれ介同線復旧した

2 通いふくそう対策

心時1|］外電，舌線， I臨時軍1,-；「＇il線の作成により対処した勺

ぶ 伶屯対策

発動発霞機の連転により停屯に対処した。 （郵政省）

(,¥)住宅対策

1)災＇，［公営住宅の辻設

災＇,I;'公営仕宅として屈営40戸，町営18戸を建設すろ予定である。

2)住宅金融公庫の貸付け

災古復輿住宅査金については，目下住宅金隙公庫においてつぎのとおり磁資巾である＾（ 4

（宮崎県）

月10日現在）

〔建設〕 吋町兌万円）

県一•一•• 一＂＂
| 

件数金額件数金額
| …•"ふヤヽ”””t, ‘̀~”/t~ /-りーり 一9 ~ ― 

I I I 込 契 約

＇'名綺： | ＇ 

672 | 
4, 179 65 4,079 

鹿児島 124 

゜ ゜69 9, 1・ 4,303 65 4,079 

ネ甫 修］

宮崎 127 

鹿児島 7i 

cl・. 134 
• ~~ ~ ~~ 

3

4

 

2

2

 

~
~
 4

1

5

 

6

2

8

 

9

2

1

 

9

,

 

2

3

 

（屯位万円）

.‘
 

A
1
,
 ，
 

巾込契約
~ ~、/

付~数金額件数金額

2,875 

46 

2,921 

（建設省）
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(6) 文教施設対策

1)公ゞ［学校施設対策

,n 鉄筋コンクリート造校舎の建設

災9『により半壊となった木造校令についてぱ，公寸学校施設災害復旧費国庫負担法に

陥づき，欽筋コンクリート造校舎に改良復II]することとした，9

虚 仮設校舎の建設

半壊となった校舎の復1日が完了するまでの応急対策として，仮設校含を建設すること

とした。

（文招省）

(7) 中小企業対策

l)政府1月係て金融機関において，資金の確保をはかるとともに，既1主貸付金については元

利金の文払猶予，貸付期間の延長，新規貸付けについては据骰期間の設定，担保条件の緩

和笠実伯に応じ緩和措闘左，翡ずるとともに手続叉務の迅辿化を図ることとした。

災古融資実積 (43年3月人）

~ ~ 

区 分 9 1i 
ヽ→

込 貸 付 期限延長
.... 

l」、 ,ム., 庫 7件 ！ 
民 公 116 百万円I

—1~—• 「11 金

計1▲ 206 百万円 154『I、
---------

2)彼災巾小介業者の金融相淡に応するため，政府，公共甘l1本， 1，け］用保証祖会，商＿＿・［会，政

府関1系て金峨機1支IC）．ーとしてil:ll［金融公庫）靡が共同して，真幸町商工会')9務噌に臨時金

瀬相談所を開没したぐ

（通席省）

(8) 公共土木施設等の復旧

1)公共1-＿木施設の復1日等

河川，心路，砂防設備等公共士木施設の復1日についてぱ一次杏定を完了し，予備費等に

より応江］事を施行しているほか，本復旧についても極力工事を促進することとしていろ。

また，荒廃の芳しい渓流については砂防ダムを築造し，河川改修工市についても促進を

図ることとしているっ

（建設省）
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2)農地・閃業戸lJJte，及の復111

般災胞，iもか培破したり，成，ビが今受更に拡大すろおそれのあろもの，または 6月1：旬の

田柏期までに！1］水を侃はするため，必9認なかんかい恥設筈緊，~！に復 1日を娑する箇所につい

ては， 3月16日から同J]22日まてに査定を実犯したっ

なお，第 次介江は， 3月25ii発I1分を内めて 4月下旬に丈施することとしている。

3)汽廃林地の復Ill

砂防•J心勺他の＇｝心と 1分叫けいを図りつつ復旧を進めろこととし，現地の状況等をも

し，平｝に緊嬰な役1[ll立については，準価が棺い次第，耳急に緊急治山芥業として実

施する予定である．

（悶林省）

4)電力

九州電力（株） 1'：内において 3[,'1の地点により，約 9,000戸の停電をゲじたが 2月23日

には拍壊家）尋を除いて仇給可能となった，

なお，般古地域においては，次の利贋左請して lヽろ，

'i) 家尉の入／［りに際しては， I五内配線を，9tf，検の上配電する。

，2， 避難所（仮設）には， i「怜II『灯の投乳をおこなった。

（適産省）

(9) 被災者援護対策

!)垂計史はがき等の無伯交付

般災者の安否通信笠の便'『I'をばかろため，般災者ー！It芥あたり，郵便はがき 5枚，郭便

占簡（ミニレター） 1枚づうをえぴの町およひ［『松町あわせて， 9,500•［出間に交什した。

2)為替貯金業務の』常以扱い

2月24日から 3月23日まておよび 3月2517から 4月24日まで，次の郵便同で実施した。

官鯰飢・・・・..宜亨局，り17久f泰乃，飯野局，飯野駅前局

鹿児 1嘉虹~・・・・・古松局， 栗野）五｝

3)筒易保検郵便年金業務の乳常取扱い

2月21ゴから真危いのみにおいて，貸什金の即時払いおよび保険料の払込み猶予を実脆

した。

4)郵使仮特による義扱金の送金い金の免除

5)小包郵便物の料金免除
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2月24門から 3月23日までおよび 3月29日から 4月28可まで宮崎虹知1',えびの町長，

日赤笠［崎県文部長，同えびの町長あてのものを仝［月で収扱Iれであるっ

6)筒易保険郵便年金福祉'li業団による災古＇灰疸活動

2月26Jiから 4日間，同祁業団宮綺診麻所によりえびの町に対し（受診者 171人） 2月28

日から 3日1m, 同直叉団熊本診甘，釘斤により古松町に対し（受診者215人）それぞれ実施した。

7)災害関係電報料金の免除

災害救助法が適用された宮崎虹えびの町および鹿児島県青松町において 1ま災古電報，屯

語の料金免除惜置を行なった令

8)お年玉寮付金の配分

般災者の応急救助のためのI□I活必，［畠の購入にあてろため，宮崎虹に対して，お年下寄

付金から配分を行なった-

（郵政省）

9)救じゅつ晶の無賃輸送

宮Iii, !J且児島および旭本の 3県を中心とした地底によろ災古り災者に送られる救じゅつ

用寮贈品を骰災地の知＇)(,地） J事務厨長， ih町村長および日赤文部長に発迅する場令に限

り， 2月22日から 3月21日まておよび 3月26日から 4月25日まての間，小茄物，小「］扱い

および中扱いの無賃輸込を次のように実枷している。

i） 心駅については宮崎，牝児恥および熊本の各殷下国鉄およひ連絡社線の各駅。

」 発駅については国鉄線および連絡叶線の各駅

喩 条件についてはか1許品を，元送する際，寮陪者が特に支収人を指定せず，無償でり災者

に青贈することを11Iし出たもので，その配付力について特に条件をつけなしヽものに限っ

ている。

（班輸省）

10)既往貸付金の条件緩和

既往1舟付金の償退猶予なと箕付条件の緩和について1ま， 43什3月 1日付農林経済局長名

にて閲係機関に対し依頼を行なった3

（閃林省）

11)食塩等の配布

災害救助法の発動された地域の彼災柵悶 1,708柵間に対し，食塩およびたばこの無償配

布を，-Ji-9厄公社で文施した。 （大蔵行）
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⑩ 労働対策

1)失業保険および労災保険の特別拮置

災害により一時的に離職した労働者に対しては特別に失業保険金を支給する惜慨を講じ

た。また，災＇古のため失業保険料の納付が困難となったド業主に対しては保険料の廷納，

追徴金，廷滞金の免除等をおこなっている。

このほか労災保険料の延納の拮問を認めるとともに，労災患者についての各補償費1こっ

いては迅速に支払った。

2)職業相談

真，や地区に設置されている対策本部に戦業安定所の職旦を派遮し，職業相談を行なわせ

ている。

3)救急応晶の配布

被災地区の'F業場に対して50個の救急薬品を配布した。

4)災害復旧丁事等て半壊家屋等の解体(I業が1」なわれるので，危古防止関係を卜分各業者

に指導するように現地対策本部に協力）jl[lし入れた。

（労働省）

(11) 財政金融対策

l)国税の1れ告，納付了の期限の廷長およひ減免

[ えびの町および古松町の仝納税者について，その巾告，納付等の期限を 4月22日まで

延長し，かつ，その後， 3月25日に再ひ発ljした地表による被災状況にかんかみ，百び，

これを 5月25日に延長した。

また，えびの町，＇『松町以外の地域の被災納税者については，その状況をは捏し，個

別に期限を延長した。

も 相‘月の被書を支けた納税者およひ設古によって租税の納什が困難になった納税者につ

いては，般古の程度に応し原則として 1年以内の期間，納税を猶予した。

9ふ 住宅または裂財の半分以上が披災した給信所得者等で，所得金額が 200万円以下の者

については， 1!泉泉徴収税額を遠付または徽収猶予をした。同様に，巾告所得税の納税者

について， 43年分の所叫税の幹誡，免除が認められる旨周知させた。

間接税を諜された物件か滅失等した場合にば，その数絨に応し間接税を控除または還

付をした。

2)融資その他金融手続
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11銀および地元金融機1}］と緊密な連絡をとりながら，災害融査および預閲「金の払戻・中

途解約等について配屈し，また，手形父換，休 [I営業については実1責に応して処理させる

こととしているほか，保険金の文払い，保険料の払込猶予については閲係通逹に陥づき適

n:！翡洲することとし，かつ，火災共和こついても韮i'，じ保険に準し梢置するよう指,j、した。

このほか，信用保詞については，宮l|I贔， ＇l厄児島両保計協会で対策が講じられた。

なお，政府役1係笠金融機1見に対する拠打については，牡別扱いの文施，資金培枠の確保

について手配するよう没珀した s

3)資金連用部短期資金融通梢買

資金連用部短期資金の融通措置については， 4月20日討松町から20百万円の借入要叩が

あり，嬰屯通り拮償する予定である。

なお，現在財務局は，短期資金融通枠約 1億円を用忌している。

4)その他の救済拮閥

なお卸資産， Ji業用資光が般災したために生した純旧失の金額または欠捐金額について

は， 3年間（個人）または 5年間（法人）繰り越して控除される者，およひそれ以外の資

産が骰災した場合には，州失客月のうち札I‘'i額の雑損控除が認められる旨）乱知させた。

災古発生後此ちに関係税務判に災＇；『対策班を設け，納税者の般災状況を調査すろととも

に，忍斉惜iふの P Rに努め，また，災古対集本部に「国税の税務相談所」を設ける等の

措惜を講じ，納税者の相淡に応ずる専救済についての砂も明指呼の徹底を図った 3

（大蔵省）

5)特別交付税等

災＇，り1,＇を蒙った地力公八団体に対する特別交什税等の財褐濯虞については，各省における

施策とも照応しなから， 11,災団体の対策井業の内容およひ財政祁閏的を勘案のうえ，措殴

することとしている，

また，般災地））公八団体の負金繰りの状況については，その実情により，必要があれば，

地）｝父付税の繰上げ父付について検，；丁することとしている。

6)地）J税の減免

り災者に対する地）j税の戚兄措漑等については，通逹により一定の拭準を設け，これに

該胄する協合には，巾町村が，例により適切な措泄をとるよう指粒している。

7)地 ガ 偵

起偵0)，9’Iiリについては，各復l[］＇栢文費の確定をまって現任災古復旧算業債として 1翡岡す
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ることとしている 3

（自治省）

8)医療金融公庫による磁資

般災した崩髯診療所等（救助怯適用巾町村に1兄在すろもの）の災古復旧を促進するた

め，医療金融公庫は，受託金湘機閲に対し，復旧資金（災＇，ピ復旧に必要な建築資金，機械

購入資金，長期辿転資金）の借入巾込者に対しては優先貸付けを行なうこと，診療所の府

床整備に係る貸付限度額は10床迄，，忍めてよいこと，および機械購入資金，長期連転資金1こ

係るい遥期限と枷憎'，!期間については 6か）］を凩度として廷長をぶめること等の特別措償1こ

より貸付けをいなうことを指ぷするとともに，版に貸付けを支けている般災者に対しても，

］し金のい遠｝j払について忍，［金融機［見1の判断により 6か）Jをこえない範囲て約定冗金の償

辿嵌り廷べ梢料を専戊でいなうことが出来る：りの特）］ll措謹にういて指小した。

（原礼省）

(12) 国有林材の供給

1)災＇古発 11直後，最寄0)常林店において，公共施設の災古救助用として国有林材 4,340立

カメートルを確保し，災古救励に対処することとしている，

2) 4 Jj 11111)1在， 134¥'「カメートルを 5割誡額した価格で供給したa

（農林省）

(13 地霙観測体制の強化等

l)地底糾閲等の強化

1， 束成人学＇地虞叫究 1斤およひ京都大学はえび0)•吉松地区の地震観；『I] を強化している。

（又忽省）

3 えひの町およひ占松町に 191動地哀壮数界を改虜し， 4月5IIより観測をしている。

3 窃，I心町湯之野にある火I汀観叫1行（憂，［）に悦児1心地）j匁絞合より 2人を派遣し観；J!_りを

位ミ化してしヽ る，9

4 桜島火山糾し1!］の体制を帷化するよう準価をしている＿

（気絞庁）

2)地底帖報の発表

束人地森研究i斤・点人等と介同して，えびの町真炉に開設したえびの地震総合観測班1こ

気象月より調査胄 1人，官給地方気象合より戦且 1人を派遣して 1'，1動地裟叶（えびの町，

古松町に記爵），祝闊町湯之野の火山観測所およひ束｝｀祈島火山観測所よりの情報を招理
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第2筒 政府・ 1祠欠の措霞

し，地元民に地恥活動の視砂□ しており，また1月（町幾恨1と協義して必災を認めた場合

は地底の推移⑳に1化する1,]報を伽1;i『青凶気依台名で発表している一

（気象月）

2. 国会のとった拮骰

えびU)地心による災，＼対策につしヽてぼ虹他 1,Iて，また，＇ J屯児，閏県と介同て政府・国会に対し諌

り区し行なった， 1員会にお I， ＼てぱ多'「Lな11'f期にもかかわらず， 3 1] 3 i I衆義仇災古対策特

別委員会力只妥日長もか， 3）]4 

! ［参，＇1¥|玩炎店対及立ll委且公小ii'りJI

委員l<i」がそれぞ八J也，,しによる骰

i, 1，の文打'j祝祭のために米り，［どれた

祝祭終 r後は，以り10）災，1;対第本

部の設直，激昌災，＼（i）祈定，激，Iし笈，l，

に消するl翡化'i, 激，見災，＼指記恥r，i0) 

改，Iにl'i］する長期間の嗜議左はしめ，

止父II:f条紺叶炭1見］の合峨廿'，ii叶， 公］1!)旦没

等の堪期復1「I,地成徳！』体制の強化，

1 1:1行林材の払し）ドげ，危険｛じ宅稔転

対姐，般炎地の地仇構翡謁査，」［同 鱈

利用施 設に 対す る桔鳳低1斤得者に

対する仕＇む哺：祖胃広範 I井lにオ）たる，膚

I'il'川に—•lt 汀て審，，義を，＂ねらオしだ そ

の舒心をがると，地i，し兌Ii以;!::11月

21日までの間に忍義1りしては21!111, 参

成1玩では18!991にのほろ長員会ぐ1)『作，

その間， 喰参両鳳文古吹ドし’」 1屑妥~i i 

会においてぱ，湛急に地仏による災

古対策の恨本19’JI・/1立を図るための決

議（資n1,2Jをされた，

被災地を視察する衆議院災害対策特別委員一行

県庁で被害状況の説明を受ける参議院災害対策特別委員

県迅出 0) 衆議院議員卜11]11:1分八，『小野艮—-,):i 野乃謁，見］、木男，小山長嵐瀬戸山て男，参
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第2節 政府・国会の措置

議院議員温水て郎，中烏敏夫，黒木利克，高山知雄の各氏には，多くの復興対策拮岡実現のため

仝力を傾注され，ほとんど両県の要望に近い政府の枯骰実現に多大の貢献をされた。

なお，衆参両院災』対策社別委員会 (l里井会）の胴催状況は，次のとおりてある。

衆議院 参議院

2月23日 理1~i会 2月23[I 委且会

27日 委員会 27日 委員会

3月 8日 委員会 3月15日 委日会

13日 委員会 25[! 委員会

21日 委員会 26日 理栢会

26日 理事会 4月 3日 委員会

29日 委員会 26日 委員会

4月 3日 委旦会 5月10日 委員会

2411 委員会 17日 委員会

5月17日 委員会 23日 委員会

21日 委員会 6月3日 委員会

27 [1 委員会 8月 3II 委員会

28日 委員会 8日 委員会

6月 31 1 委且会 23日 委員会

7 JJ 18l I 委員会 9月 9日 委員会

8月 8I、1 委員会 16日 委員会

22日 理柑会 10月 8日 委員会

9月6II 委員会 11月21IJ 委旦会

19日 委旦会

10月 9[I 委員会

11月 7日 委員会

（資料 1) 地震による災lt；対策に関する決議

先般のえびの•吉松地震並びに 1—勝沖地震により， 験1こ徴し，地震による災書に対すろ現行災害関係諸法

各地に発生した被害は激甚てあり，被災住民の窮状と 令・諸制度の実態は必ずしも満足すべきものとは言い

不安は看過し得ないものがある。 難い。現在のところ地震の予知は困難であり，その被

本委員会においても地震発生の都度災峠対策の樹＼＇！： 書の態様は沖波あるいは火災の発牛を見るなど複雑多

に努力を致して参ったところであるが，これまでの経 岐に旦るため，住民の生活経営並びに地方公共団体の
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第 2節 政府・国会の措限

財政に与える影轡は持1こ深刻なものがある。 と。

よって政府は，早急に地雲1こよる災r只対策の根本的 I. 個人災害に対すろ援護措岡1こついて考慮すろとと

確立を図るため次の諸点について積極的に措漑すへ告 もに，地震保除の充実，災．．り保除酎度について検討

であふ すること。

I. 激甚災害に対処するための持別の財政援助等に関 I. 地震観測に'9,lfこっては，研究，観測休制の河；化

する法律をはじめ災寅関係諸法律の連用に当たって を図るとともに気象業務に従索する技術者の確保，

は地震及害など，屈地的に激甚なる災甚に対処でき 渚施設，設備の飛躍的拡允について痔段の配慮を行

るよう適用基準の緩和について速やかに検討を加え なうこと。

改善を図ること。 I. 最近における，いわゆる過密硯象に1!［1応する大部

I. 災寅発！！ーと同時に地方公共団体の長において，各 市の防災態勢の確立について，総合的な＼’r場から早

般に亘り適切なる救援措謹が実施てきるよう制度の 魯1こ措附すること。

改善1こついて検討するとともに，地ガ公共団休に対 右決成する。

する財政的災づけ措況について卜分に配慮するこ 昭和43年6月311 

衆議院災？i対第杓別委員会

（資料 2) 附和43年の袋冑並びにえびの地衰等の災古対策に 1刈する決，；義

年初以来の豪・:9打［・びにえびの地震等，各地に発牛し I. えびの地裳による災貨対策についてば，晋該地方

た最近の災寅の現状にかんがみ，政府は，これが対策 の特殊土じょうを考慮し，特別の財政援助を臼ない

に遺憾なきを期するとともに降旧期をひかえ，再度災 その早期復旧を図るとともに，防災施設等の抜本的

'，＇；の発！｛を防止するよう次の宝項について万令の措四 な措凶を講ずること。

を溝ずべきてある。 I. 崩壊I妙， し（バ杯官による災内危除地域及び災得

I. 激甚災＇， t：に対処するための特別の財政援助等に11¥J Iこよりその復興か竹しく困難な場合における家！昼等

する法律，天災1こよる被宜農林漁菜者等に対する賓 の集廿移虹による救済及び助成掴代についての特別

金の融通に関する暫定措宵法及び災・，灯救助法笠の適 な＼＇（法指買を検討すること。

JI]陥準について再検討を打ない，被災地域の救済及 I. 災‘,村の只11に関する，凋杏研究について各師慮関を

び復旧助成等に，衡平を失することなく，迅速に措 按備拡充し，その連携を緊密にするとともに，観測

憐すること。 施設等の設岡1こついて十分な f算椙謹を講ずろこ

I. 豪‘—,i災·［じについては，迅速 1こして適切な措賞を講 と。

ずることができるよう雪寒対策関係の総合的対策を 右決議する。

確立すること。 附和43年5月10日

参議院災古対策特別委且会
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第 9章 予算措置の概要

県においては， 2月21日の地震による災害発生と同時に応恐対策および栢久的な復1[1，F業等を

早急に行なうため， 2月27日， 58,447千円のf算専決および偵務負担行為額39,900Tド］の追加補

i「を行なうとともに， 14,070千円の既定予算頷を充刈した。

予算専決額 58,447千ド］の内訳

民 生 費 40,548千円 農林水産業費

諮支出金 15,899下円

伯務負担行為額 39,900丁円の内訳

南九州防災買農資金利了補給 625千F]

農業用施設復IEIつなぎ資金利了補給

中小介業特別保証融資保証料補給

県営住宅（災害公営）建設経費

1,219千円

226千円

37,830千円

既定予算額 14,070千円の充当内訳

2,000千円

民 生 費 4,070千円 災害復旧費 10,000千円

さらに， 3月25日の地震災害に対処するため， 4月 1日， 21,284千「］の予算専決を行なうとと

もに， 3,350千円の既定予算額を充当し，応急対策および'「'1久的災宜復旧の措憤を溝した。

予錦専決額 21,284千ド］の内訳

民生費 21,284千円

既定予算額 3,350千円の内訳

民 1:t 費 :J,350H1l

また，災，胃及iHのうち，公几枷設 (t木，治由，学校）災宣復旧費で国庫補助金の確定に伴う

ものおよび災古救助費，その位，県汀砂K'杯業等， 363,560 F円の補正予料と地震災古によろ中小

企業者対第として16,350千ド］の依務負オ[[行八客月の追加補I「'を 6月定例県議会に」秤し，災古対策

に万仝の拮謹を講した，

6月補IL予孵額 36:l, 560千ド］の内訳

給 務 費 5,165千い］ 閃林水窟業費 153,660T-I月

腎察費 2,525千円 災古復 Ill費 202,210下円

偵務負担行為額 16,350千円の内訊

中小介業特別保証融資補償料 11,040千円 同左損失補償 5,310千円
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第 9章 予 箕 措 9

9

 

守止 の 概 要
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第9章予算措置の概要

ボ業別予算措置状況 （＇｝i(江 千 円 ）
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第9．窄予符措岡の概要

なお， 6 ;］の補[1予斜後において公几施設（土木，耕地）災，じ復1日四等の国庫補助令の確定に

I『うものおよび件じ移転費，水｀恥也設直費助成等翡［単独貨文費を含め， 195, 277千f']の補正予節

を 9)]定例鼠義会に」→利し，般災者への救済，災古復1[]等に最将の努力をはらい，えびの地震災

位に対する最終的な予節拮義を講じた。

9月補1E予算額 195,277T_円の内沢

総 務 費 9,706千ド］

民 I I ・ • 費 20,500千円

術 11・. 費 5,335千円

農林水咋文費 10,804千円

上 木 費 42,724千戸l

災古復旧 費 106,208千円
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第10章 災寅見舞表彰状，感謝状の贈皇

第 1節常陸宮ご犬妻の災害お見舞

宮崎県 SAP会議連合五周年，，じ合人会ご出席ならびにえひの地哀お見舞いのため，常陸官ご夫

妻には 7月10日13時官綺空乳とにこ詞哀，， SAP人会ご出諮ののち，黒木知れのご案内て12日11時

えひの町[•K［民宿舎やたけ荘に御着，お迎えしている町以に，官さまから「復輿にはげみ，ーロも

早く立ちなおるよう皆さんがんばってくたさい 」と，はげましのことばをおくられ， これに対

し級災者を代表して木村屯親区長がお礼のこと 1土を 1いし1げた。

このあと，やたけ荘二陪バルコニ

ーで黒木知1けおよびえびの町長から

般災状況について，，I詞Iをおぎきにな

り，神々ごド間があった-ついで真

点小学校をご，山間，プレハプ校舎で

勉阻している 2年 3組の投文を参観

され， ［どもたぢに親しくお声をか

けられた また，最も大きな般＇，じを

文けた真か地区の骰災状況をご視察

になり級災者を見舞オ）れたっ

真幸小のプレハプ校舎で投業をごらんになる常陸宮ご夫妻

第2節義 援 金 品

地震が群発性をボし， しかも 5同にわたる強烈震を数え般寅はきわめて大きく，その状況は新

闘テレヒ等で叫コ報道されたので，全国各地から同情の声が設のごとく起こり，義援金，衣類

学用品， 「］用品，食料品等が続々と寄せられた。しかも地厖が長期間にわたったので，寄贈期間

も卯常にながく続き，数はも人きなものとなった。これらの金品は主としてえひの町あて直接送

られて来たが県，県共同磨金会，屈［社会福祉協議会および [1亦県支部に寄託されたものについて

は，ある利度の金額または数斌のまとまるごとにえびの町あて送付した。

えびの町では配分委員会を設げ，その戊定により，それぞれ般災者の般害程度に応じて分配し
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第3節 表彰状，感謝状の贈望

た。これら義援金の総叶は， 43,126,957円 (S44, 1, 30現在）となり，義援物資は膨大な数畠1こ

逹した。この物心両而からの暖かい激励は，悲飲にくれる般災者を勇氣づけ，復興に立ちあがら

せろのに大きな力となった。その状況は次のとおりである、9

義悛金受付状況 (S44ふ 30現在）

宮 的 県 叉• 付 分 8,270,757[「

宮和崎崎県県社共会福同祉募協金議会会．又立f・」lJ分 9,303, 771 

II赤’宮崎県支部受付分 5,529,933 

え びの 町受付分 20,022,496 

介 汁 43,126,957 

第3節表彰状，感謝状の贈呈

被青が激甚てあったため，被災者の救助は似雑な様相を望し，とくに初期活動は非常に困難な

ものであった，社会機構の歯巾が汀い機能が停且し，何から『をつけたら平常に復するのか，見

崎もつかない状態であった。

このような混乱に際して救助活動の形を招えるのに人きな力となったのは [l衛隊，躊察，消防

団等の行動力ある組織てあり，直難誘埠，天幕の仮設，避難所設営，給水，炊出し，決壊迅路の

復I「l，倒壊家屋の取りかたづけ，交通堅理，［約犯，広報，火災予防等その活躍は目ざましいもの

陸上自衛隊に対し感謝状を贈呈する加藤副知事

-292-

であった。

よって黒木鳳ドは，その功労に対

し信ぶ4)0）嵐を表するため，えびの町

由防団，陸l9「I衛隊，航や [I衛隊，県

に対して，次のとおり表彰状お

よひ性9射状を1i晋1立した，

また，［I,［においても県噂察，えび

の町泊防団，貞＇届郵使「 9]の功納に対

し，次のとおり表彰した 99



熔3節 表彰状，憬，附状の附＇且

感

1. 知事の表彰状， 感謝状贈呈

状

えびの町消防団殿

資団は昭和43年 2月21日およびその後に発生したえ

びの地震において，いちはやく地域住民の避難および

火災防土等災喜発生の未然防止に奔走され，ために本

雲発生の際これによろ災禍を防止し，また本震発生後

にあっては団の機能を挙げて人心の安定と応急復1『]に

従事されました。このことは地域住民の消防に対する

似頼の度をますます深めたものて，その功績はまこと

に顕著なものかあります。よってここに副買を添えて

表 彰

及彰します。

11召利I431l:9月12日

宮的県知1; ~
ヽ

し、
9
▲
 ヽ，
 

，
~
、 木 §

 
,r 

岡

感 謝 状

飯野瞥察署殴

貸署は昭和43年2月21日発生のえびの地裳に際し長

期間にわたり日夜民生の安定に尽｝］された功労はまこ

と1こ著しいものがあります。ここに衷心より感謝の意

を表します。

昭和43年 9月12日

宮崎県知事 115 
月＂ 博

謝状

佐［こ自衛隊第43普通科連隊殴

貴部隊は昭和43年 2月21日発庄のえびの地震に際し

災村救助に多大の協力と援助をいただ告民牛の安定に

舟与されました。ここに衷心より感謝の怠を表します

II月手[143!,'8月22日

宮崎県知直

消

司

哺

哺

屑

消

甲~

zヽゞく 木 博 詞

文

文

文

文

文
” ヽ

ル‘ ” 
グ ヽ

文

陪じ自衛隊第 8師団第 8補給隊

'' が 第 8偵察隊

第 8輸送隊

第 8通信大隊

第 5施設団第 305

地区施設隊

航字白衛隊第 5航牢団

2. 大臣，長官表診

木 画

内閣総理大臣表彰

宮崎限贅察えびの地震災，i炉聡備本部

宮崎県真点郵便1，礼

郵政大怜表彰

宮綺県呉幸郵便局

賢察庁長官表彰

宮崎県贅察えびの地震災宮贅備本部

消防庁長官表彰

えひの町消防団

謝 状

宮崎県贅察本部機動隊殿

費機動隊は昭和43年2月21日発牛のえびの地震に際

し艮期間にわたり日夜民11：の安定に1尽））された功労は

まことに衿しいものがあります。ここに衷心より感謝

感

の意を表します。

昭和43年9月l2日

笠t,II均り古灰1:―)t
-‘
 

•1.

— ［
 

に

木 L
 

f

、
爾
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第11章

1．宮

災害関係機関の活動

崎 l目
バヽ

1. 総括的対策事項

月日時分
・・--------------・---・--・・・・・・・・-"―---こ..----

対策嘔項

2. 21 j 8. 51 j 地震発生………（初圃）震度えびの 5 宮崎延岡 3 都城 2 人古 5

9. 00 警察本部に被甚吠況照会

9. IO 西諸県猥林車務所艮へ現地被，船周杏を指示

9. 20 えびの明をはじめ，小林市，高原町，野尻町，須木村へ披‘9杯状況照会

10. 45 地震発生・・・ (2回目）衷度えびの 6 宮崎，延闘，小丸川 4 部城，油律 3

人吉 5

11. 40 南那珂郡北郷町ての i知事を囲む座談会 Iに出席巾の黒木知事から，無線屯話

（知事）れ一移動無線局，行政宮崎 1妙）で，合同特別，凋在班を編成し，恥急1こ

現地へ派遣するよう指承

12. 00 各部連絡，凋整課課長補佐を招艇，対策について協議，直ちに各部合同特別測任

班を編成，忍拠現地へ派逍 (13時）

消防防災課 1人

七木部 2人

民 労 ： 駕 1人

衛牛部 1人

林務部 1人

紆済部 1人

;il• 7人

13. 00 九屯および国鉄西部支社へ破＇舟状況照会

14. 50 被＇，杯状況を記者発表

15. 00 ! 地裳対策について必要な情報交換のため関係磯関を招集（限腎本：猥，九貨， l頂l

鉄九州支社，日亦県支部，宮崎地方気象台）
疇

16. 40 災害の概況を東京事務所（束扇連絡部）を通し，関係各省月および製選出国矢

議員へ報告

17. 00 部長会議明催（第 1回本部会議に切り替える）

1. 被害状況報告

2. 各部清報交換

3. 災害対策本部設t殴等について協議した結果「えびの地区地震対策連絡会

議jを設廣し，次の処i鐙をとることとなる。

11) 地震に対する渚調査，情報の収集および連絡

12) 災轡に対する応急対策

（8: その他必要な対策

4. 現地の被害状況調査のため加藤副知事を派遣

17. 30 ぇびの明災宙対策本部 (10時30分設i習）から災害救助法適用の申請あり (19時

_, ____ヽ99 ~ ~—-~···— 
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第11章 災古関係磯関の活動
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月 日時分 対 策 昧｝ 項

周町に対し，災舟救助法を通）11)

2. 21 ! 17. 45 えびの町長から屯木知事に対し，自衛隊災渇派逍氾隊の要語依頻あり（活動内

22 

18. 00 

20. 40 

20. 50 

7 00 

8. 40 

9. 00 

容は飲料水の供給，テント設営および収容，緊急輸送，兄急治療等の支援）

黒木知事は， 11’j_ちに陸．［：白衛隊第43普通科連隊艮（都城）へ派造装請

同災貨狐追部隊はl9時30分出発， 2211も30分活動開始

加條副知素，被青調査のため現地へ

泊防Ii防災救急課防災係艮へ11支'9,；状況を報：乃

黒木知ボ，般，Iぷ凋杏および応急対策のため現地へ

各部連絡調整課と般専状況の打合せならびに報告の捉出を求む

被内概況を束泉卓務所を通し，閲係各省Iiおよび県選出国会議員へ報；＼

第 2lnJ本駕認，義！附催 (10時4切｝まで）

I. 災，片状況を検a、)した糾果，今後の応氣処岡のJj令を期すろため次のとお

り決定

えびの地区地裳対策連絡会議を・一宮崎製えびの地区地虚災出対策本部」

に改め， 1［i]時に内諮県牒林事務所内に 宮崎県えびの地区地震災’9り対策西

滸県地方文部 lを設骰。また，現地に＇寄崎限えびの地区地寝災専対策現

地対策班 を設附

2. 対策

(1) 災肉住宅復Ill促進

12) 資金の峨資齢旋

⑪ 応怠仮，役住宅の建設

(4) 飲料水対策

15) 公共施設の復lfl

(61 避難収容施設の斡旋

(7) 学校の復旧促迎

(8) 食糧，物資の斡旋

ID. 40 建設省叫111局，住宅局に対し災＇， 1：謁究を咬請

12. 00 

15. 20 

16. 00 

18. 30 

l 9. 19 

15時10分，現地賑査班として建設省河川局防災課井沢行定官および住宅闘建設

課渡辺課長補佐来県（調粍期間 2月22日～24[1)

第 3回本邪会戒開催 (14時10分まて）

応急対策について検討

各対策部の収集した22日12時現在の披内をとりまとめ東京窄務所を通じ，関i系

各省）ー『および県選出国会議員ならびに報適機関等に通報，まだ，えびの地震の

被専状況アルパムを束早字務所へや輸

2i 1110時45分の地震は―えびの地震 と命名 （気姐1]）

災＇，どり災者救じゅっ屑岱刑品等に対する連賃減免承，忍由請，打を大分鉄道管理ら 1
および鹿児島鉄道管理局へ捉出

地震発生 (3回目）裳度えびの 5 人占 4 鹿児島，熊本，阿久恨，枕鯰 3

--298 -



第11咲 災内関係 浅関の活勁

r 対 策 ・フ'ー 項

延岡，唸（綺，都城 2 大分，福岡，長崎，佐賀 1

えびの町災由対策本部から被＇，ピ概況報告あり

束京事務所を通じ閲係各省庁および県選出国会議員へ被併概況報：号

2. 22 I 21. 10 無線屯（移動無線局，行政胄崎12妙）と災害対策本部要員 2人を現地対策班ヘ

派逍し情報活動に従ポ

23 8, 30 第4回本部会議開催 (10時20分まて）

各対策部の，凋賓概要を検，けならびに対沿について協議

10. 00 束点れ務所を通し1対係各省Iiならびに原選出国会議員へ被'9じ状況を報四

13, 05 黒木知事から航布自衛隊新田原桔地司令に対し，ヘリコプターによろ航牢＇！子真

撮影のための派逍要請（新田原某地では，直ちに出動，所要の撮影を完（し，

151峙36夕｝1こ帰隊）

第 5回本部会議開催

被専状況を検討するとともに，各省月に対する要哨＇詳項について協議

えびの町災苔対策本部，県現地対策班，飯野警察署間の叩11贅察心活役説を県

喘本部へ要請・・・・ (23日18時に設謹完f)

日翡農林政務次官'-行現地視察

現地対策班に行政無線機（行政宮崎14丹）を新たに設：付し，通佑連絡の円滑を

図る (161iも10分設岱杓'ef) 

仮谷住設政務次't¥,坂井防災課長， 1,/牛省山ト・叶1舌課艮，大草救助係長が被',1f

状況視察のため来県

り災者に対する民牛安定のため，現地に ':,'，'崎県えびの地震災』；臀1磯所 l設＇役

を決走 (22時設附完f，農林，住宅，金融，納税等の各部門）

第6回本部会，＇義閲催 (23時30分まて）

被害状況ならびに1崎会，関係各省庁に対する安沼事項について検吋， 「広報

班 を派追することを決定 (24日早朝から1和励に入る）

消防庁へ被＇，杯概況を闊 'i
5時30分強風波浪注意報発表

東京事務所を通し破‘只概況を関係各省／・『および県選出国会議員へ報，i；

消防庁と応急対策について打合せ

社会党災'9屈調否団（川村団長外 6人）黒木知事を訪問，引き続苔現地視察

第7回本部会議開催

各対策部のとった措i性について検討

白民党災涛調杏団（黒木参議院議員外 4人）黒木知求を訪問，引告続き現地視察

黒木知事は，23日知事室に宮崎地方気象台長を招ぎ地震観測につき 現地に専

門家を常駐させ観測させられたい！と要請，さらに気象庁長官および福岡管区

13. 30 

15. 20 

15, 35 

16. JO 

17. 35 

19, 30 

21. 45 

22. 50 

24 6. 50 

1 0. 00 

10. 10 

10. 30 

l 2. 00 

12. 20 

13. 00 
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第11r;t 災 '9,：関係機関の活動
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事項

気象台艮に対し，地震観測休制の強化方を強く要望した。これに対し気象庁艮

官から，本庁地震課理学博t：関谷，凋査官を派遣することに決定した旨堪話にて

連絡あり，また幅岡菅区気象台長から管区気象台の脇田係長を現地に駐在させ

る旨電話にて連絡あり。

2, 24 ' 13. 00 弘津総理府総務副長官，黒木知事を訪問，被害状況の況明ならび1こ陳情を受

け，翌25日現地を視察

19. 00 東京大学水 I:, ｝（沢両教授および気象／『関谷調査官，患木知弔を訪問，知事か

ら事情を説明，今後の観測等について協議，現地に えびの地震総合観測班」

を設閥することになる。 ＿＿行ぱ翌25日現地へ

21. 00 第 8回本部会議開催 (25日2時まて）

I. 被害状況について説明

2， 応急対策について検討

3. 県に贈られた見舞金の配分について協滋

25 i 7, 00 加1燥副知事を応急対策の総（本的な指,J;のため現地へ派遣

9. 30 股，杯概況を東求屯務所を通し国会，閑係各省I)ならびに県選出国会議貝へ報告

11. 00 宮元総務部艮，中川原梢防防災課長を応忌対策指導のため現地へ派逍

13, 30 隋察Ii緊務局斉藤監察官，災古状況，凋行のため来県，黒木知•打を訪閻，現地へ

15. 30 加藤副知直は災苔現地から帰庁後直ちに国公，関係各省庁，県選出国会議員1こ

対し，披貨状況，況明ならぴ1こ陳情のためj-．泉

被渥凋苫を東京事務所を通じ国会，関係各省1『ならびに県選出国会議員へ送付

16. 00 消防庁永瀬調杏官災僭状況調査のため来県，災，杯対策本部を訪問

26 ; 8, 30 第 9回ぷ祁会議開催 (II時15分まで）

I. 被災地の現状に即した災息対策強化のため，さきに設漑した「宮崎限え

びの地区地震対策本：f〖|を「宮崎県災‘朽対策本部11こ切り替え，対策本澤

に一宮崎県えびの地震現地対策本部 I を設け，えびの町に置くことにし

た。この組織の叫こ―災＇；片対策相談所 lおよび，従来の西，渚県地方支部を

これに所属せしめ，当該支部に えびの現地対策班」を洲くことにした。

2． 宮崎県えびの地哀現地対策本部艮1こ，藤木介両開発部l・幹を任命

9, 00 消防月永噸凋任官現地へ

11. 00 東）；し大学水 I:, 大沢両教授現地調在を終え知祁を訪閻，，凋査結果報苦と今後の

協力を約す。

民社党を代表し折小野衆議院議員，屯木知事を訪問，現地へ

13. 00 消防月に対し被書状況報告および災内索務打合せ（こ次的発牛の億病者の取扱

しヽ）

15. 00 第IO回本部会議開催 (17時まで）

前回の芸議て検討した結果について，さらに細，＇第にわたり具 (K内に検討

（とくに農林，商下業，金融対策について）
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月日時分 対 策
9
9
ぷi

'
 

~9J 

ー員

2. 27 10. 00 県我会全員協議会開催

I. 地寝被只の概要と，これに対する屈のとった措骰（国古を含む）

2. 今後の応急対策

3. 国に対する要咽和頁について鬼木知屯および各部艮から説明

質疑応答の結果， 激甚 法 の適 II]について挙児―•致て強力に国に要叩す

ることを決定

11. 00 陸上自衛隊第43将通科連隊定栄―［佐外 2人来庁，自衛隊の救援活動状況および

今後の救援計画について協議

（撤収は 3月2日を予定している旨の況明があったが，県ぱ災＇；只救助法の適 JTI

期間までの続行を要請，詳細は町崎局と折衝するよう要咽）

14. 00 i 00 消防庁および県東京消務所へ被害概況報告・

18. IO ! 第11回本部会議開催

加藤副知ボ帰！『報告，応急対策について検討

20. 00 えびの地震災轡対策f算として122,497千円（吋れ昇対策特 l0,000千戸］を含む）

を専決，応急対策実施の促進を図る．，

28 8. 45 ！ 黒木知惧はえびの地震，弓＇沢対策の現況説明および陳 1肖のため t京

10. 00 ! 被災住宅の応急修王用について関係対策綿協議

11. 30 ! i操木現地本部長から応急対策について概況報告

16. 30 第 I2回本部会議開催

応急対策について検討

23. 00 黒木知事は，航穿自衛隊新田原珪地司令に対し，災害救助対策賓料を東京部へ

緊急輸送のための航',Y機の派遣を裳翡 (29日4時30分基地出発， 5時49分東京

部1-i，任務完了）

29 I 8. oo 現地本部，四渚県地方支部およびえびの町災寅対策本部との中務打合せのため

県本部から係員 3人を現地へ派遇

11. 45 ! 藤木現地本部長から概況報り；

12. 00 防災科学技術センタ～•高橋地震防災研究室長来庁，現地へ

14. 40 第13回本部袋議開催 (16時4切｝まで）

応忌対策ならびに加久対策について検討

3. 8. 30 ! 第14回本部会議閲催 (II時まで）

えびの地裳および噂内についての応急対策，復Ill対策について検討

（とくに住宅復興対策については具｛本的に検討）

12. 20 黒木知事は応急対策，災・,号復1日指導のため現地へ

17. 00 陸上自衛隊第43普通科連隊の災．f片派逍部塚撤収要請 (3月 2日撤収）

義援金等配分要領の各県の例をえびの町へ連絡

県税納期限等が 4月22日まて延長された店示を，えびの町の地域内17か所に掲

示するとともに広報屯を利用して混知
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燒II政 災＇，粁関係機関の活動

月 日 時 分

3. 2 II, 40 

14, 15 

17. 00 

3 9. 00 

4 ！ '13. 50 

対 策
1

す
ナj
 

a
,
 

項

また，チラシ 5,000枚をえびの町の全域に対び布

衆議院災害対策特別委員会芳賀委員長外 4人来庁，知ボ室で災：只状況を聴取，

直ちに国風害現地調杏のため延岡へ

第15回本部会議開催

応急対策について具体的に検討（とくに1：水適．作宅，医療）

悶 l・.1'1衛隊策43普通科連隊の災寓派追部隊撤収

衆滋院災』＇片対策特別委員会芳賀委員長外 4人．えびの地震災害視察のため現地

ヘ

参議院災実対策特別委員会小洒井委員長外 l人来Ii',知事字で被＇，昇状況を聴

収，直ちに内風轡漑食のため延岡へ

14. 30 策16回本部会議間催

応急対策および知事あて斉託された災＇•い見舞金品等について協議

5 • 9. 00 参議院災＇古対策特別委員会小酒井委員艮外 1人，えびの地震災害視察のため現

地へ

ll~ 55 ！ 黒木知学は， 3月4日まで屈託の災‘,9砂見舞金2,229,041円をり災者に贈るため

れJ卜出納長をえびの附へ派逍

6 9. 00 , 現地本部，えびの町焚片対策本部との＇詳務連絡のため，県本部職貝 1人を現地

へ派逃

16. 40 第17iiil本部会議開催

応急対策の報告，今後の措閤について

8 ! 8. 00 黒木知事の変請によりヽえびの地震総合観測班、関谷調杏官の 8日湿京を延期

決定

9 ! 8. 30 第18回本部会議開催

各対策部の情報交換と措i翌1こついて

9. 40 ヽえびの地震情報、第10号 (7日午前巾から霧烏山塊に震源を有する別の微小

地哀が多くなっている）の発表に伴い，黒木知事は巾川原消防防災課長に情報

分析と今後の見通し等についての検討を指小

（微小地震の震央は新燃岳らしいことが判明したので，巾Ill原消防防災課長は

直ちに連絡会議を1開催し，新燃岳噴火の予想のもとに，その対策について打合

せを行なった。）

12. 00 第19回本部会議を開催

新燃岳噴火をf想し，その対策について協議

黒木知事は．各対策部て事前に検討しておくよう指示

15. 35 i 黒木知事の要請により気象庁の I対谷9謁杏官の後任として，同庁から大野調杏官

が来！j,知事を訪間

10 9 OO ＇ 大野調査官現地へ

14. oo I 東京大学地震研究所から長田，小山両技官が地震計10台を持参，県災内対策本

部をお問，也ちに束大霧島火山観測所へ
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第11京 災 ’,t； 関係磯関の活勁

日］
 

~
E
ー

-------------------~---~-~ 

時分 対策濱項
~ •~.~ ~ ~ ~ ~、?~ハ/ ~ ~~ 

3. 11 : 8. 45 . >えびの地震総合観測班ヽの気悛月関谷，凋杏官は，大野謁査臼へ事務引苔継き'

を終了し，黒木知卓を訪閻

16. 20 風雨波浪注意報発表，直ちに現地本部を通じえびの町災if対策本部へ通報

12 . 17. 10 第20回本郊会議閲催

とくに田柏のて苔る準備休制，旅餡の早期営菜について強／］に推進ずろよう

指9J<

14 • 15. 00 災＇，騎，者対策についての 't4務打合せのため，料1防防災課野村課長袖仕外 l人を廃

児島県へ派逍

l7・ OO i 策21回本部会議開催

各対策部の惜骰事項について検討指示

15 1 9. 00 現地本部，総合観測班， i！!I災＇只対策本駕との貨務打合せのため，えびの町へ本

部職員 l人を派逍

l2. 50 凡えひの地震ヽの今後の見通しについての気象月統・見解か，次のとおり東京

弔務所中村次長から連絡あり

えびの地震は，漸次おちつく方向に向かっていろものと思われる。今後はそ

の状況の結果を分析することでこと足りるのではないか，そのため今月一杯

て調任官，地震計を引含あげるf定，その後は，えびの町か点松町に測定悉

を岡いて，回数記録を町か贅察に依頓する予定である。

松代地震1こついての諸対策凋在のため，仕第課［：野課艮補竹，消防防災課中原

係艮を長野県へ派逍

東）；（大学地震研究所艮水じ教授，笠惜］屯務艮補佐，地震観測の凋脊を終え，＂

木知項を訪問

16 

18 

20 

8. 00 

15. 00 

19. 00 

17. 00 

えびの町に'IEi久的な地震観測所の設i賀要噴と東京事務所とのポ務打合せのた

め，巾/II原消防防災課艮外 1人［京

えびの地震についての渚対策汲噸のため，県木知事 1片京

22 13. 30 松代地震についての調査結果を連絡欠議て検，，．t

25 0. 59 ! 地震発Iャ，裳度えびの 5 宮崎 3

直ちに県警察本部と現地対策本部に被寅状況問合せ

1・ ］0 ! 現地対策本部に対し，地震の状況および披，邦状況の早期把握を指示

1. 30 i 児木知事，現地調査を指示

3. 10 現地凋査第 1班（嶋田農政企両課艮，金了造林課艮，社会課前Ill保護係畏，消

防防災課巾原防災係艮）現地へ

(4時57分到着，被害調査開始）

3. 30 現地凋査第 2 班（島本七木部次艮，山本道路課長， •-9.野田河川砂防課長，国吉

建築課長）現地へ

(5時25分現地到着，被害調査閲始）

3. 40 藤木現地本部長から被専状況報告

6. 55 東京事務所へ現地の状況および地震情報を連絡

8. 25 東京事務所へ地裳および被古概況を連絡
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月 日時分 対 策 事 項

3. 25 9. 20 第22同本部会議開催

26 

IO. 00 

12, 20 

14, 30 

15. 05 

19. 10 

20, 30 

12. 40 

l 3. 30 

16. 55 

／． 被‘ff状況説明および対策

2. 応急避難施設の早期建設

現地淵査第 1班帰庁

宮元総務部長，県議会総務警察常任委員会て地震および被書概況について説明

加藤副知襲被寓状況，凋査のため現地へ

黒木知事は，国鉄に対し， り災救じゅつ用寄贈品の運送費無料取扱いをrIl請

加藤副知事，現地対策本部および総合観測班と協議

第23回本部会議開催

東京事務所を通じ，国会および各省庁に対し被喝状況，措置の概要を報代し対

策について要望

黒木知啜現地へ

梢防1『および東京事務所へ被害状況報告

弘津総理府総務副長官から，えびの地震政府涸壺団を29日に派遣する旨，加藤

副知事に屯話連絡あり。

構成は文部省厚牛省，農林省，通商産業省（丁業技術院），建設省，科学

技術／ i~・（国立防災科学技衛センター）等

19. 45 第24同本部会議開催

I, 被涛状況報告内容の検討ならびに国に対する新たな要哨，"項の決定

2. 政府調査［•月現地調査に対する受人れ体制

県税の減免説明会を13会場で実施 (29日まで）

27 10. 00 恨木知事は，県議会全貝協議会において被害状況および措岡の概要を報告し，

協力を要請

17. IO 第25団本部会議開催

えびの地震に対する政府調在団の受入れ体制ならびに政府に対する要唱事項

について検討

29 ' 10. 00 えびの地震調査のため，えびの地震総合技術調査団川口団長外II人来庁，黒木

知事から事情聴取後，県災害対策本部の各対策部と打合せのうえ現地へ

涸査団の編成と調査期間

地質班 4人 3月29日～ 4月311 

建 築 物 班 4人 3月29日～ 3月31日

治山砂防班 2人

総合調査班 2人 ，' 

13. 00 えびの地震災宮対策について，鹿児島県へ合同会議を申し入れ

4. I 8. 30 えびの地震災専対策予算として21,284千円を＇印決，早悠な応急対策の実施を図

る。

9. 42 日向灘地震発生，震度延岡 5 宮崎，都城，油津，高鍋 4
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策11章 災害関係機関の罪動

jヽ
メ
｝寺~

~
 日j

 
J
 

対 策 渾 項

4. 

2 

l 3. 00 

3 7. 50 

6 I 9. 30 

10, 00 

8 10. 00 

10 9. 30 

16. 00 

11 ＇ 

8. 30 

18. 10 

12 14. 30 
i 

13 i 11. 00 

14. 00 

15 

16 

i 11, 40 

17 ； ! 8. 00 

19. 00 

20 12. 00 

24 16. 00 

18. 00 

26 l ]． 00 

17, 45 第26同本部会議開催

l， 政府凋杏団の調査状況について

2． 鹿児島県との合同会成について

3. 日向灘地震の対策について

限税の納期限存を再度 5月25日まて延長の告示を，えびの町内17か所に掲示

えびの町貞平地区点町を！体に広報 9れで納期限布を再度延艮したことの周知を

図る。

えびの地震災湛対策について宮崎，鹿児島両県合同会議開催（吉松町）

国会および政府に対し両肌合同陳情のため，宮崎県加藤副知事，應児島県由「1

総務部長 1-_，；1

えびの地震総合観測のため気象Ii楊村凋査官来庁，大野賊杏官と交代

屈議会えびの地裳哭内対策特別委員会に加藤副知ボ，宮元総務部艮出席，応急

対策について説明

県税の納期限延tものチラシ 5,000枚を，ぇびの町内に配缶し，その1月偲］を図る。

加藤副箕国は，小山l』．木部長，鈴木経済部長，玉木林務部長に対し，えびの町

の被災地における豪年］被＇，｝：を凋介し，善処するよう指ぷ

第27回本部会議開催

両県合同要望因について再検討

県議会えびの地震災'/i対策特別委員会一行9人現地へ

巾川原消防防災課長外 6人（各部）随行

町税の減免特例条例の制定および内部手続等について指導

鹿児島県加藤消防防災課艮外 1人来Fi，殴屯ほ内容調幣の打合せ

'［し木知弔現地へ

第28回本部会議開催

災寅復1日事業9汁両，要沼事項について検討

泊防月増田防災係長来Ii,現地へ

県税の納税相談を II会場で共施(26日まで）

農政企画課野巾．I：査を連絡員として東京事務所へ駐在させる。

東京大学地哀研究所艮水卜教授外 1人来Ii',現地で観測状況を調杏

加藤副知9柑，災＇只用務のため i:)；{

要咆苔内容凋整のため，叶1川原消防防災課長外 2人鹿児烏県へ

宮允総務部長外 1人，各省庁1こ要噌のためI'.扇

黒木知直，災＇；只用務のため 1噂ズ

加藤副知甚現地へ

宮元総務部長は各部連絡謁整課艮および災害関係課長に対し，災古対策要沼弔
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項について具体的に閲係各省庁と折衝するよう指小

4. 26 I 14. 00 集団移転，住宅復Iii.住宅補強について各対策綿と打合せ

27, 9. 30 忍火寅復典会議閲催，各部の復興計画について協議

29 i 17. 20 えびの地震総合観測のため，気絞／『田巾火山係艮来庁，緊30日現地て渇村洞杏

官と交代

30 13. 00 県議会総務贅察常任委員会で宮元総務池艮，巾川原消防防災課艮，復輿状況に

ついて説明

えびの町に対し， 6月に交付すべき地方交付税のうち 5,000/j円を繰 I-．げ交付

5. I I 13. 00 えびの地震災涛対策事務打合会開催，陳清結果報告

3 j 15. 00 瀬戸山衆議院議員現地視察
！ 

7 [ II. 00 i !iS)｝］保険公庫融資課長外 2人現地凋杏ヘ

，
 

宮崎大学］〗：学祁藤本助教授に対し家屋危陰1変，凋脊を依頼 (11 日まて調査）

12 

11 8, 30 第29回本部会議開催

県本部を縮小し，終夜勤務を解く，現地本祁を縮小

東京大学地震研究所笠間1務 長 補IA外 1人，霧島火山観測所岡元分字の丁＇蒻進

捗状況，凋肉

えびの地裳に伴う地質調在のため，通商痒業省下菜技術院地質，凋査所福田干任

研究官外 2人来県（調査期間l5日閻）

13 I 9. 45 , 気象1i木村地裳課艮来！i,黒木知屯を訪問，えびの・古松両町を視察

児木知事，災内復旧促進要請のため1渇！

県税の111告相談を 5会場て実施(17日まで）

14 

15 

18 

宮元総務罰長外 1 人，災＇，~附復 1日要咽のため上京

消防／］防災救急課脳己事務官現地凋牡

―えびの地裳総合観測班⇒解散，同観測班の業務は宮崎・鹿児島両気象合が引

恙継く。なお，地震観測連絡系統は次のとおり変更

気象台→県本部→現地本部

”’東京連絡部

えびの町における地震関係の予算措閥について現地指導

21 r 10. 45 赤城，江崎大平衆議院議員来県，現地祝察

加藤副知弔現地へ

23 

24 

黒木知恒，えびの地震災実復旧用務のためヒ京

1：京Iドの黒木知事から各部長に対し，おもな建設事業のうち，とくに本年度1よ

災苫復ili:h業を優先的にとりあげ，早急に復旧を図るよう電話で指示
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月 11 時分！ 対策事項
----

5. 28 ! 13. 00 えびの町て閲催の えびの・占松地区地震対策連絡会議」へ宮元総務部長，巾

川原消防防災課長外 2人出席，作宅紅団移転，住宅補強，住宅金融公廂借入朗

限の延長等について協議

29 1 2. 00 l .［且木知市現地へ

31 : 10. 00 県議公えびの地震災寅対策特別委員会で宮元総務部長，巾川原消防防災課艮，

現地の復興状況等を説明

6. 2 ! 11. 2s I 厚生省村中公衆衛牛局艮現地視察

6
 

県議会総務瞥察常任委員袋で災害復輿状況を宮元総務部長説明

7 I 10. oo i えびの町で開催の 1えびの・古松地区地震対策連絡会議」に11,111原消防防災課

長外 3人出席 激甚法に準ずる措閥＿~について具体的打合せ

21. oo I えびの地震災＇，只対策 f算成立 (6月補『）オ入杓IFJ噂 3億6,356万円， 債務

iilt甘j；おl，635JjIi]

10 , --— えびの町に対し，般災者集1、11移転に伴う宅地造成事業起債申請について指導

11 県議公災僭対策特別委員会現地視察（中川原消防防災課長随行）

12 I 11. 40 宮元総務部長外 2人「激晶法に準ずる措i習」要望のため1：京

黒木知柑激其法に準ずる措閻 i汲沼のためle＿京

地質調査（予備凋杏）のため，科芦技術庁翡橋地震防災研究窄艮および通商南

業省I：業技術院地買凋査所木野l]［研究官来月，現地淵査ならびに打合せ

26 ' 10. 00 自治省細郷財政闊長．現地視察のため来県

23 

24 

28 えびの・占松地区地震対第特別措閥が11'1議決定

29 ; 13. 00 [ えびの町豪I.［・1被害，謁査のため，加救副知事現地へ

7. I ' ・・・ 藤木現地本部長退職，後／でに甲斐殷政介両課t脊を発令

8. 30 第30回本部会議開催

政府の特別甘樟暉項について報偲および今後の県の方針について検討

13. 30 i 各部企画謁整噂会議閲催 (l,U.について）

s : 13. oo I 県議会災古対策特別委貝会て宮元総務部長，：[1/11原消防防災課長「えびの•吉
松地区地震対策特別措i的について説明

11 ; 13. 00 I えびの町において，地震災害復Ill'れ務打合会を開催（出窟者県側,1,111原消防附

災課艮外 2人，町側総務課長外 5人）

集団移転に伴う宅地造成事業計画について現地涸査および指導

25 ; 10. oo I えびの地震災‘，終復!fl事業計両について関係課長補佐会議開催

8. 22 黒木知市は，えびの地雲に際し災寅救助に多大な協力援助と民牛の安定に寄与

した次の自衛隊に対し，感謝状を賠望

陸ヒ自衛隊第 8師団第 8補給隊 （熊本）

” ” 第 8偵察隊 （，，） 
グ 99 第 8輸送隊 (,') 

” ” 第 8通は大隊 (”)  
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第11章 災実関係機関の活動

月日時分

8. 23 

9. 12 

17 

11, 

対 策 -
'
3
 

士
‘
9

-
9
- 項

陸I：自衛隊等8師団第43普通科連隊（都城）

” 99 第 5施設団第305地区施設隊（部城）

航牢自衛隊第 5航牢団 （新田原）

通iili産業省丁業技術院地質調査所により，えびの・昔松地図の地質構逍調脊憐I

始 (S.44.3．引まで）

黒木知事は，えびの地震に際し地域仕民の避難および火災防止等災害発生の未

然防止ならぴに人心の安定と応急復1日にi翠力した，えびの町消防団に対し表彰

状を贈兒

10. 00 i 県議会災・併対策特別委員会で加藤副知事，宮元総務部長，激甚法の集準緩和措

岡の見通し等について説明

11. 40 黒木知事は，えびの地震に際し長期間にわたり，日夜民中の安定に尺力した県

隊機動隊，飯野警察署に対し惑附状を贈兒

30 黒木知事は，局地激甚災僭指定雄準（案）を作成するよう中川原消防防災課長

へ指示

10. 1 i 13. 00 局地激甚災実指定基準について関係各課と打合せ

2 i 10. 00 ! 局地激甚災害指定珪準（案）作成について関係各課と打合せ

3 I 10. oo 関係各課作成のI[¥)地激甚災屯指定拮準（案）を関係各課と検討

黒木知事，叫II原消防防災課長，局地激甚災・;"指定某準について政府・国会へ

陳情のため1・・京

22 , IO. 00 現地本部で，本部撤収弔務打合せ，行政無線 (7号）引き楊げ

23 宮元総務部長， tれ！1|原消防防災課長外 1人，局地激誌災冑指定某準について陳

情のため上求

29 I 13 oo i 13. oo , I国地激甚災専指定某準について関係各課と打合せ

I I 

7 ! 13. 00 

8 

現地本部職員引き楊げ（事務連絡は西諸県農林事務所治山事業詰所で行なう）

中央防災会議事務局吉川参ポ官補，現地調杏のため来県

県木知事，局地激甚災害指定韮準について陳情のため上京

9 ! 10. 00 県議会災害対策特別委員会で宮元総務部長は「局地激其災害指定某準」につい

ての各省庁の意向を説明

12 I 11. oo 神奈川県防災会議幹事一行来庁，現地視察へ

13 i 10. oo I 県防災会議開催，えびの地震災害対策報告

県木知慎，宮元総務部長，巾川原消防防災課艮，局地激甚災害指定基準につい

て陳情のため上京

20 ' 11. 30 第31i司本部会議開催，周地激其災害指定陥準陳情経過報告ならびに検討

22 

12. 6 

局地激甚災苦指定括準，中央防災会議で決定

地震観測のため，東京大学地震研究所水ヒ教授，宮崎技官来庁，現地へ
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第11章 災',じ閲 係磯関の活動

月日時分 対 策 ポ 項

12. 7 ' 10. 00 県議会災宮対策特別委員会で加藤副知事，宮元総務部長が局地激甚災r舟指定桔

準制定の経過，内容について説明

19 | 8. 45 第32[c]本部会議開催

えびの地震に関する県災寅対策本部関係の組織は，県贅本部の贅備関係組織

，，，除き， 12月定例県議会終f後に廃止することを決定

20 12. 00 宮崎県災実対策ト部廃止

えびの地震現地対策本部廃止

えびの地震災轡対策東京連絡部廃止

えびの地震復興9柑業推進会議廃止

えび(j)• 吉松地区地晨対策連絡会議廃止

2. 各部の対策事項

(1) 企両開発対策部

月日時分 対 策 屯 項

2. 21 , 12. 00 第2回地雲発生に伴い芍貞，映画担哨職員2人を現地へ派逍，呼真取材を行な

い資料作戎

22 7. oo I 災苫状況取材のため職員 2人を現地へ派逍

(21日取材した写貞を県庁本館 2階廊下に 3日間展小）

東京事務所および関係各省月に対し災‘淋弓呉送付

県政品者に対し随時情報の発表を行なうとともに写真等を配布し，新聞，テレ

ビ，ラヂオによる仏報を依頓

災甚状況取材のため職員 2人を現地へ派逍

i 広報車を常駐し避難住民に対し広報を行なう，被虜状況をフォトにして印刷し

直ちに東京事務所，関係各省／］および地元に配布

職員2人駐在し広報活動に従事，本省捉出資料として災舟写貞を東京事務所へ

送付

職員 2人1広報活動に従事，本省提出資料災貨写貞を東東¥務所へ送付

職員 2人広報活動に従事，本省提出資料災甚写真を東京事務所へ送付

職員 4人を派消，広報活動に従ボ

野菜，肉等が値I^りにならないよう消費生活連絡t幼義会を開催して調整を行な

う。

223 4 : i 

8, 00 

7. 30 

26 8. 30 

27 8. 30 

28 8. 30 

29 8, 30 

10. 30 

3, 13 

消費生活モニター（えびの町 4人，小林市 5人）に対し，今後の消費生活1こ

ついて必要な物価の情報等の提出方を依頼

15, 00 出稼対策協議会開催

出稼者および出稼帰郷者について，地域内災寓復IH等の公共事業への就労促

進を協議決定

現地広報の援助完了
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第11咽 災害関係機関の活動

分
今

f

.
j
-

.
9
i
 

一
~

日ーrト

~:~ ＂ 

対 策

- - -

車項
----~ 

4. 17 

18 

9

0

4

 

ー

2

2

出稼状況現地城査

本庁出稼対策協護会担当者会議開催

えびの町関係］1恥汁画甚窟の提出依頓

宮崎県建設業協会理宇会に対し，庫）甘力について協力要請

四諸地区出稼対策協汲会開催（じ祖計画替，確定通知）

えびの地裳出稼者対策について，えびの町長，西諸地区出稼対策協議会艮，県

建設菜協会長，店諸建設棠協会長に協力依頻

(2) 災寓救助部
..…•.".＂・~ ~．．~…~・ー•-----―----―一対 策 事 ';貝―- ~..--/ /―ヽ—t-~ ―

月 1.i時分
~ ~ ~~ ~ ~~ ~ ~ • ~ ~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~~ • ~~ ~ ~ ~ ~~ ~~ ~ ~ ~ ~~ ~ ~ ~~ ~ ~ ~ ~ ~~ ~ ~ ~ ~ 

2. 21 • I 3. 00 

19. 00 

20. 30 

21. 50 

22 i 10, 00 

13, 30 

社会課前/II｛呆護係長，各部合同特別調査班の班員として現地へ

災','f救助法適）11

猪崎民生労働部長外 1人，岐専状況調育のため現地へ

毛布2,024枚配布（社会課平林t事外 3人1哺行）

日亦区療班 8人（区師 1,看殺婦 2,lこ事 l，打年奉什団員 4)現地へ

火搭12張，発屯機 1台，患者E布60枚，折たたみ式寝台15台携行

社会課井上l月恥宮崎県社会面祉協議会職員，日赤宮崎県支部原田事務局長現

地へ

後藤社芸課長外 1人，被害状況調査のため現地へ

19. 20 木炭250俵現地へ輸送

19. 30 ビニール (rtJ2.35m, 艮さ 100m)38本，・大落35張，防寒コート50若現地へ輸送

23' i 8. 00 宮本企画，凋整エ幹外 4人現地へ

15. 00 天悩37張，軍手1,300足，やかん200個，毛布1,800枚現地へ輸送

16, 00 毛布800枚現地へ輸送

17, 00 ; le布36枚現地へ輸送

厚生省山下生活課艮，人ー立't係艮来庁，現地へ

義援金品窮集のための依頻科を［］外地区長，分戌艮，令仕団長， JRC協議会

長あて発送

24 _ 5. 05 I プレハブ住宅資材運搬トラック第 1使現地到着

8. 45 i Ir，1 I: 第 2便現地到将

(15時王子1京に 2}ゴ建築し，本町11に4}--i完成）

13. 00 木炭を須木村から200俵現地へ輸送

ハイゼックス 5万枚，輪ゴム25箱現地へ輸送

大阪府，消武町脊贈のかんずめ2,400個，かん切500個現地へ輸送

ヒニール (11J2.35m, 長さ IOOm)20本現地へ輸送

25 , 7, 40 中部樹祉事務所木石主仔外 6人現地へ

日赤第 3医療班（医師 I,看護婦 2,運転手 I)医薬品補充
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第II咽 災害関係機明の活動

.~ ~ ~ ~ ~ ~・---------- ----、• ~ ~ ~ ~ ~ ~ -•--—~ 
月日 1 時分 対策 'ji 項

木炭 250［表現地へ輸送

2. 25 , 12. 30 社会課谷1.1福祉係長，応急仮設住宅のことて現池ヘ

プレハプ住宅24}~i建築

26 1 14. 35 I 災冑救助物資としてタオル3,443枚， 石けん3,443個， チリ紙6,886束， ハプ

ラシ，ハミガキコ3,443組，パケッ 1,318個， ヤカン189個，ハイゼックス14,0

00枚，木炭125/表現地へ輸送

27 , 13. JO テント29張，ハイセツクス10,742枚現地へ輸送

応急仮設住宅の建設状況 (l)i建 4)i, 8 /i建 4棟32)9, ］ I•36戸）

15. 50 ！ 義援物資としてタマゴ2箱，リンゴ50笙，衣類 5梱包，パケツ10個，米 6JI・ 5 

合，食品（即席ラ←ーメン 2梱包）をえびの町へ

16. 00 I 木炭125｛表現地へ輸送

28 13. 20 .. ヒニール35本現地へ輸送

義援物資として，かんずめ14,000個，ラーメン2,000袋，位子袋詰2,000袋、衣

料品13，点をえびの町へ

29 ; 12. 20 後藤社会課長外 3人現地へ

応急仮設仕む建設状況 (l1i建 41占 8）川l建 4棟32バ， 4）'建 2棟8Ji, 汁

44戸）

3. I • 10. 00 j 被災住宅修狸のため県職業訓純生60人を動員 (3月 4日から 9日まて1こ70戸

修理）

11. 20 I 義援物賢として[/iilOO枚，チリ紙 3梱包，衣類その他44梱包をえぴの叱ヘ

2 j 10. 00 I 災甚救助適用期間を延長

炊出し給与 3月5日まで

飲料水供給 グ

避難所設骰 グ

救助物資の給与 3月8日まで

18. 00 ! ！ぷ急仮設住宅 10}！建設

後藤社会課艮，災内救il}j実施状況中間報告のためf：京

3 I 9. oo 災倍救助物腎として U!i466枚，ゴザ810枚，タオルI,927枚，行ケン766個，チ

リ紙I,181末，パケソ I,162W•I,,l!·6,3l2点を現地へ輸送

義援物質としてメザシ875袋，［侑20枚，衣類19包梱をえびの町へ

11. 00 I 応急仮設住宅 12戸建設

4 ' 14. 30 ! 義援物資として衣類36梱包，鉛箪 5ダースをえびの町へ

j ャッキ 2台 (10屯） l台 (7屯） ］台 (5屯），タンバックー式を現地へ

5 i 8. 30 応怠仮設住宅団地に共同浴場，共同便所を建設（皇子原団地 浴堀 I,便所

2, 水流団地使所 I)

6 I 10. oo 災古救助適用期間を延艮

避難所設隧 3月12日まて

炊出し給与 ，I 

飲料水供給 '1 

医療”
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第1l.？図 災 a,1f関係機関の活動

ヽ
f

9ー時ーL卜月 対 策 1e； 瑣

3. 6 I 12. oo 応急仮設住宅 18} I建設

7 ' 15. 00 応急仮設住宅 l01 i建設

16. 30 応急仮設住宅入居者 100世僭を決定

s I 14. oo 日本自転車振膝会の災＇，終援護資金として 750万円が決定（へ苔地保育所 I,I[I 

営浴場（補修） I, 緊悠避難所 I)

15. 00 応急仮設住宅 3戸建設

9 I 9. oo 被災住宅修理に内諸建設業協怠飯野地区建第業者技能糾合，建築七会小林支

部等による積極的な奉仕活動開始 (3月10日から20日まてに132日修理）

1s. oo I 1ぶ急仮設住宅 3 I建設

11 • 8. 30 I 社会課谷口福祉係艮外 6人，災甚救助実績凋社のため現地へ

12 I 9. oo ! 災,<;救助適用期間延長

避難所設漑 3月19日まで

飲料水供給 '/ 

15 I 9. 00 ! /切省施設課田崎課長補佐，現池視察

19 8. 30 1 災害救助適用期間延長

避難所設殴 3月26日まで

飲料水供給 99 

24 I s. 3o 社会課房野l.科，緊急避難所設附特別承認I_11請のため上京 (II棟の建設か承認

された。）

25 8. 30 ! O時59分と 1時21分の地震による被甚に対し，災害救助法を適｝ti
応急仮設住宅，炊出し給与，救助物資，区療

住宅応急修l阻，学用品の給与

10. 00 被'9．片状況を1項生省へ報告

18, 00 猪崎民生労働部長外 l人，災＇沢状況調任および緊急避難所建設打合せのため現

地へ

26 , 11. 30 災甚救助適用期間を延長

避難所設買 4月2日まで

飲料水の供給 ，I 

28 ! 8. 30 社会課日高じ事外 4人，災古救助実紐凋杏のため現地へ

17. 00 緊急避難所 1棟，泡沢地区に建設

29 I s. 3o 宮本企画調整・1幹，災害救助実施状況淵査のため現地へ

17. 00 緊急避難所 2棟，亀沢地区に建設

30 ! 17. 00 ! 緊急避難所 3應弊田外 1地区に建設

31 17. 00 緊急避難所 4棟，ド浦外 l地図に建設

4. 1 15. 00 i 緊急避難所 2楓 lれ浦外 1地区に建設

2 , 15. 00 ! 救助物資として尼布739枚，ヤカン38個，パケッ528個，軍手253足，石ケン653

個， チリ紙1,573束， 淑ブラシ（セット） 679個， タオル882枚，ゴサ68枚，

計5,413点を現地へ輸送
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溶II咽 災＇甚関係機 関の活動

月日 i 時分 対 策弔項

4, 2 . 16. 00 猪崎民牛労働部長外 1人，緊悠避難所建設のため現地へ

災害救助適用期間を延長

避難所設漑 4月 9日まて

飲料水供給 、
8 8, 30 i 社会課金丸課長補佐，予算および緊急避難所特別承認「・「I,9月のためじ点

17, 00 緊恙避難所 6棟，弊田外 3地区に建設

3月25日の地震災虜に対し応盆仮設住宅18戸，応急修J用66/iが決定

10 ! 10, 00 猪崎民牛労働部艮外 1人，災料救助実施状況報苫および緊急避難所建設特別承

認要請のため上京 (16棟の建設が承認された）

11 | 11. 00 災舟救助適用期間を延長

避難所設樅 4月16日まて

飲料水の供給 99 

17 9. 00 !,~·: 火苫救助適用期間を延長

避難所設骰 4月23日まで

24 ! 9, 00 災科救助適用期間を延貶

避難所設漑 4月30日まで

17, 00 被災住宅66戸の応悠修狸完了

26 i 16, 00 緊急避難所 8棟，弊田外 3地区に建設

28 • 15, 00 緊急避難所 4棟，飯野地図に建設

29 ・ 17, 00 緊忍避難所 5棟，加久藤地区に建設

30 I 15. oo 応急仮設住宅18戸の建設完J'

s. 2, I 10. oo I 後藤社会課長外 1人，応急仮設住宅，緊急避難所の符理状況調杏のため現地へ

6. 20 ' 8. 30 i 礼袋課1.. 1,9:ii丁昇外 3人，災‘，仔救助只納謁杏のため現地へ

26 11. 00 ! 後釦1全課長外 1人，災，仔救助完了報：りのためI:);(

~~~ ~~• ~•~ ~ ~ ~ ~ ~/ ~~ ~~ ~‘ ー・~ ~~ 

(3) 衛生対 策部
~ ~”り、J/ ~、~、ニ~… -----------c--"~--―~ "" ~ ~ " ~. ＂..  ： "~ t.  ~ ~ T:: :： " ~ "~.~ ＂ ~ ~ -

月 日時分 対 策芥項
------------- ---------------- ~ ~ 

~~． 

2. 21 12. 00 情報第 1報接受（小林保他所長より）

13. 00 環境衛生課和田工幹，被甚凋査のため現地へ

19, 00 永井衛生部艮かち小林保健所長に対し緊急休制に入ろよう指示

22 ! 10. 00 環境衛生課杉田係長外 1人，ろ水器 2台携行現地へ

16. 30 朕務薬務課祖田，河野両1系長，医療磯関の被害状況調脊のため現地へ

19. 30 厚生省医務局艮，公衆衛生局長，環境衛生局艮に被＇ L附概況，対策を電話報告

20. 50 現在まての状況及び下痢患者発生に伴う人心不安に対処するため，赤痢予防薬

の投与を決定，この旨厚生省防疫課へ電話連絡

22. 18 ,．共製薬から感冒薬 (2,250人分）冑腸薬 (810人分），整腸梨 (500人分）の
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第II窄 災［関係機関の活動

月 日時分 対 策 事 項

寄贈を受け，直ちに小林保健所長あて送付

2. 22 1 23. 00 県立病院から医師 2人，看設婦 5人よりなる医療救護班を当分の間，現地に派

遣することを決定

23 9, 30 県立宮崎病院の編成による医療班 (7人）医薬品を携行現地へ

11. 00 永井衛生部長以下 4人，災害防疫指導のため現地へ，救急薬品セット37個，精

神安定剤11,000人分を携行

15. oo I I傾生省医務屈艮，公衆衛生局長，環境衛生局長あて被寓状況報告ならびに援助

依頼打電

, 19. 00 環境衛生課高浜技帥，亦痢予防内服槃4,500人分を携行現地へ

24 i 11. 00 環境衛生課佐竹技師，消出作業応援のため，スイングホッグ（煙霧消毒器）携

行現地へ

15. 00'!，.a -
9!` 立日南病院戻療班交替

25 _ ．  
l：水道の被甚状況を検討し，応忌復1:I計画を決定

26 9 

10. oo I 厄生省に対し， I：水道被苔視察のため係官の派遣要請

医療班派逍の期間を．—応 3 月 5 日までと決定

16. 10 i 序牛省灰務局から，衛生関係施設等の被害につ言照会，小林保健所に再調査指

示

18. 10 ! 小林保姓所応援のため防疫技師，食品衛牛監視員，保健婦等 5人の派造を決定

27 -16. 00 j 原生省水逍課増田技官来月，現地へ

21. 00 ! 現地調査のため原生省防疫課三橋技官，池 I：係艮来庁，現地へ

28 9. 00 i 1H内医務某務課艮，被甚状況謡杏のため現地へ

29 i 10. oo ! I厚生省係宜，現地視察結果の検討

3. 16 ' 15. 00 ！厚生省区務屁総務課長へ伝療施設被古状況報告

28 i 10. oo I IE内仄務薬務課艮外 l人，『ぷ療施設般得状況涸杏のため現地へ

4. 26 : I 3. 00 えびの地震災＇甚対策について，環境衛生周業組合艮会議閲催

30 i 15. 00 同 Iオ：各組合から対策1こついて報告（被宣戸数56日，融費希望203,1351'円）

6. 17 I I 0. 00 大蔵省，歴生省による上水道災害査定実施

7. 2 • 9. 30 環境衛生金融公庫から，災甚融資の特災利用の適用について通箕l

(4) 経済対策部

月日時分 対 策
ご

,U 
項

2. 21 13. 00 小林耕地：廿販所職員，被＇甚，凋査のため現地へ

農政企画課野中主査，各部合同特別凋査班0)班員として現地へ
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第11収 災＇，t:関係機関の活動

-----――月―---•一---=-----------#ご---------~、‘- -．ニ-----~---—--…----------_ ＿ _ -

月 日＇時分 対策事項
＂．．．＂．．＂．＂ウ ~—- ------ ----- --- ---- ---＂ ＂ " ―一ヽ ー"""- ----＂-------＂ ＂ ----＂"" -----

2. 21 , 16. 00 農林恋菜金均1公庫鹿児島支店と協議し， 2,000)Jド］の南九州防災営裳賛金の配

分を受ける。

22 • 9. 30 県酪連に対し早急に現地の集乳を行なうよう指9j‘

内諸県農林字務所，都城家糸保健衛生所職貝を交Iiに現地に常耽させ家畜対策

にあたらせる。

10. 00 県米商連と卸足菜者手持米の現地輸送について協議

10. 30 閥須経済部技監外 5人が，小林耕地出張所と協力して被',t{，淵在

12. 30 , T鉱課職員，被害謁杏のため現地へ

14. 00 牒降課紺家食糧係長，穀類臨時購入切符を携行し現地へ

15. 00 各金融機関手形父換所に対し，借入金，手形取引穿決済期間の追まっているも

のについて期間の延長方を緊急要請

16. 00 農林省へ披専報岩

23 , 9. 00 黒木巾小企菜課長，被，．9{調査のため現地へ

四本商工長を団長とする凋牡[、JI派逍

9. 30 第 1回緊急金融機関連絡会議を開催

I.政府系金融機関は，被専額が判明しだい，災'9只特別枠の融資必要額を措

岡

2. 保証協会は，災害特別保証枠として 1億円の特別保址を実施 (I件50月

円以内）期間 3か月，保証料 3厘5i: 

3．国民金融公麻は，支払条件の余裕を検口‘i
4．四諸賃llJ金庫は，全国信用金庫連合会からの特別融資賢金の受入れにつ

lヽ て手配

5.真幸地区以外の金融機関に対する協力依頼

10. 00 被・，只状況を中小介菜庁，似岡通痒局へ報告

11. 00 九州農政局災淋復旧課査定オ笙現地調査

管農指導課専技班，現地被＇只凋含

13. 00 九州農政局へ農菜関係被・，どを報告

14. 00 骰災地の乳牛を加久藤市場へ移送

食紺I『に対し食糧•9柑務所を通じ毎日，前日までの応恐配給状況と今後の配給見

込数燥を報告

14. 30 畜産課間恨田課長料訊外 1人，乳牛・肉111牛の枝'9杯状況および飼料，防疫状況

凋査のため現地へ

酪農支場から乾点2.8トン補給

15. 00 被害調査のため専門技術員 3人現地へ

日高農林政務次官および聰林省大臣官房参索官来庁，現地へ

15. 30 ' 菌i翌 1人，被害調査のため現地へ

18. 00 真幸地区の乳牛14頭を加久藤市場へ収容
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第11章 災喝関係機関の活動

月日，時分 対 策 事 項

2. 24 

15. 00 

25 9. 00 

10. 00 

26 9. 00 

l O. 00 

II冒 30 

13. 00 

13. 30 

19. 00 

23. 30 

9. 00 111西畜芹課昆被再凋杏のため現地へ

12. 00 乳牛の転地飼養について現地凋係者と協議

13, 00 f 九州殷政局へ股菜1周係被＇「どを報告

14. 00 貞寺商［会に対し対策委員会設岡を指導

えびの町商ー「会連絡会議設説を指導

真幸地区の乳牛約100頭に飼料給与開始

吋印乳業から，てん粉粕10トンの供給を受ける。

えぴの地震面席対策班，指導のため現地へ

鈴木経済部長，成田営農指導課艮，被害状況闊杏のため現地へ

日南および延岡耕地出張所から，技師各 1人を小林耕地出張所へ応援派遣

高須経済部技監，早期災害査定要請のため上京

巾小企業総合センター石井総務指導課長を班長とする特別指導班を派逍，相談

菜肪に従塞

古田団体金融課長，農林金渤について陳＇消のため上京

つなぎ賓金制度の創設について県信連と協議

清山農呼課長，食糧関係指導のため現地へ

第 21叫金融磯1週連絡会議を開催（被寅状況説明，特別融登を要語）

災叩加1対策のため詞川砂防課と協議

党農指導課矢野普及係長，専門技術貝，普及所指導のため現地へ

巾小企菜1]，福岡通産局，：見係県商］―ー：会議所および問屋機関に対し協力要請

つなぎ資金について方針決定

融資総額1億9,500万円，牒家負債金利率 6分 51軍になるよう利子補給（県

2分5厘，県信連5厘）

21 i 9. 30 営股指導課専門技術員を現地相談所へ派遣

13. 00 斉暖工鉱課艮，火槃協会指導のため現地へ

13, 30 福岡通産罰ド小企業課課艮補佐来汀，現地へ

14. oo I たばこ被害現地調査

食糧事務所を通し 1，心急米穀割当15トンを市請

1s. oo I 被害地の野菜緊忍融通惜説として，農協四連から救援物翌（野菜 8トン）

被災中小企菜の緊魯融資特別対策を決定

1 県費預託

預託金額 3,500万円預託期間 3か月

預託先 宮崎銀行，爵千穂相計銀行，四諸限信用金庫

2 保謡協会の特別保証に対する保証料の補給

保証料を 2厘 4E引き下げ，日歩 2哩の低率保護とする。

つなぎ資金原資として県信連に対し， 6,SOO)j円預託（つなぎ融宍実枇要笠制

定）
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第11章 災害関係機関の洒勁

--.-·~~~------.・~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ー・ t 

月日時分！ 対 策 事

項

28 | 8. 00 

13. 00 

29 8. 30 

9. 00 

10. 00 

II. 00 

l 3. 30 

17. 00 

3, 

2, 27 , I 6, 00 I 経済，林務，土木部長会議開催

決定，；，;項

I —級河川については土本部で施行する。

2 市町村河川については経済部て施行する。

高岡町高浜甘夏振興会からt1夏柑 2,5トンを寄贈

17, 00 i 揺岡通吃局に対し被＇粁状況報告

黒木中小企業課長，通産省へ被営状況報告，対策陳情のためヒ寂

17, 30 i 酪農支場から乾点 2,8トン，雪印乳業から，でん粉粕10トンの供給を受ける。

鈴木経済部長から県信連に対し，被災農家の生活資金，住宅補修資金について

金融対策を要語

耕地課ヽ'v塚課艮補佐外 1人，披'，'し周査および技術指導

現地相談所に専門技術員 1人を派逍

団体金融課野村金融係長，つなぎ資金制度について，況明のため現地へ

食糧臨時購入切符の取扱方法等について現地指導

酋果物流通状況凋査ならびに開拓部落の被害状況調奇のため，職員 2人を派遣

襲業用施設被専，凋査結果を農林省および九州農政屈へ報侶

股政局災',ピ復IH課長，現地視察

えびの町からの要請により，災害復旧設計のため職貝の応援派遺を決定

九州農政局へ農業被寅を報佑

農協四連からフス々10俵の寄贈

酪農支場からサイレージ 2トン奇贈

農業施設災害復1日資金つなき＇融賓相談受付開始 (3月1日～ 3月8日）

SAP会貝による救援活動打合せ

食糧庁から応急配給米穀15トンの割当を受ける。

牒協四連からフスマ10俵の寄贈を受ける。

酪農支場から乳牛配合飼料100袋現地へ輸送

えびの農業改良普及所， SAP音年救助隊の救援活動実施

応急II]臨時米穀購入切符をえびの町を通じ発給

3月3日以降の給食について内諸県米商連およびえびの町と協議

酪農支場からサイレーヂ等800kg現地へ派逍

えびの町の要請により， 3月2日から 3月15日まで耕地課，都城，小林，日向，

延岡各耕地出張所，綾川上地改良事務所，支庁耕地課から 12人を災害査定設

計昔作成，測蟻，設計に従事させるため現地へ派逍

商I：業関係被害額を，関係各省庁，日銀，政府系金融機関へ報告

酪農支場からサイレーヂ乾屯500kgを現地へ輸送

2
 

4
 
5 • 16. 00 ! ｝農業貪庫被害について，九州農政局へ報告

6 , - I り災中小企業緊怠特別融資保，，IE料補給金要網を制定

7

8

 

酪農支場から乾草500kg輸送，サイレーヂ 4トン現地へ輸送

酪農支場から乾草 2トン現地へ輸送
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五ハ―~ --- 、、 •~ ~ 二：一ュ・::--- ……•一— ----- ------ .._.:•--_--------------ヽ----…-ヽ--- ------̂- ----…----"---Ĵ-

月日時分 対 策 事 項
--- - ---------- ----- 、---- - - --- - - …… ーー、一

3. 9 

15. 00 

lo 

II 

13 

14 9. 00 

14. 00 

19 

8. 30 

21 8. 30 

25 13. 00 

26 9. 00 

27 13. 00 

28 13, 00 

29 13. 00 

4. 9. 30 

10, 00 

2 

6

9

1

2

 

酪農支場から乾草 2トン現地へ輸送

宮崎県農林技術連絡協議会．被災地実態調査 (16日まて）

大蔵省，巾小企業月に対し， り災巾小企業者に対する特別融音について要望

北海道から援助物資乾点999梱 (30トン）到若

酪農支場からサイレ'-ジ 4トン現地へ輸送

北海道から乾草649梱到希

巾小介菜振興事業団指導部主任研究指導員を招き，現地商店街診断を実施

本日 14時をもって乳牛尊の集巾管理打切り，所有者へ家畜を引き渡す。 （飼料

として，全酪 1号 1俵，乾草 1俵無償配布）

九州農政局，南九州財務局宮崎財務部係官による，農地農業用施設災害査定実

施（第 1次）

営農指導課吉田専技班艮以ド 5人の専技指導班により，水稲苗代設漑ならびに

水稲陸揚栽培指導

簡易畜舎設計，飼料栽培，営農計画ならびに生活設計，そさい栽培等の指導

(3月22日まで）

強震発牛，被災状況調査（えびの農業改良普及所）

災害対策指針の検，1，J

弔後指導のパンフレ 9 卜配布（えびの農業改良普及所）

党農対策座談会を開催( ” 
自作蔑（災害）資金の喝要額について 1億8,000万円を九州農政局に要望

水田調壺（えびの農業改良餅及所）

ため池謁査（ ，， ） 

被災農家戸痕整理（ ，， ） 

えびの地震復膝事業推遮会議第 1回中小介業綿会を開催

鈴木経済部長，現地視察

用水確保対策打合せ（えびの農業改良普及所）

えびの町呉幸地区田植対策指ホ（四諸県農林事務所，えびの農業改良普及所）

共同利用施設（農業倉庫等）被害状況現地調査

苗代対策座談会を開催（えびの農業改良普及所）

えびの町の要請により入札用設計書および 2次荏定用設計苔作成応援のため，

耕地課 l人，上地改良事業団体連合会 2人を現地へ派遣 (4月22日まで）

13 , 9. 3o I えびの地震復典事業推進会議第 2回巾小企業部会を開催

17 早期水稲およびえびの地区田植対策連絡会設罹要領を決定

18 -•- I 早期水稲およびえびの地区田梢対策連絡会開催

16, 00 i 自作農（災害）資金の布Il]について，調脊分析需用調書により， 1億3,800万

円を九州農政局および農林省に提出

--^^•••—---•~ ~.."• 9’"  / - ---- -
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月日時分 対 策 事 項

4, 20 

22 I 9. oo 営農対策謁壺打合せ（えびの牒業改良普及所）

家畜飼俊狩理現地指導（営農指導課）

作物栽培状況現地調査指導（ グ ） 

23 I 13. oo 営農対策座談会を開催（えびの農業改良普及所）

24 

25 

30 

5. 

つなぎ融賓実施要領の音→部を改正し貸付期間を延長

九州牒政局，南九州財務局宮崎財務部係官によろ農地農業用施設災寅査定実施

（第 2次）

地震対策）1］種子確保

9. 00 1 c'/i/W]水について現地検討会開催（えびの農菜改良普及所）

2 I 13. oo 営農対策現地検討会開催

3 I 9. oo i 家畜飼養管理現地指導（営農指導課）

s I 9. oo ． 巾小介業伍用保隙公廂融資課長現地視察

6 I 10. oo I 災害融資1こついて，金融機関および関係団体との打合会開帷

7

8

 

30 

6. 3 

5

7

 

0

0

 

3

0

 

．
．
 

8

3

 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

?

？

0

?

3

 

共同利用施設災害復旧事業補助針画概投苫を農林大臣あて提出

稲作座談会開催

” 

18. 30 稲作座談会1開催（えびの農業改良普及所）

7 一 漿林省等に対し自作農（災苔）資金枠の増大確保1こついて陳情

9 I 9. oo i 共同苗代設置現地打合せ（えびの農業改良普及所）

13 ! 13. 00 ! 現地営農対策打合せ（営農指導課，えびの農業改良普及所）

16 I 9冒 00 i I廿水問題巡回指導（えびの農業改良普及所）

” 
” ”

 20 I 10. oo r m代設置と用水問阻検討会開催（ グ

22 .＿ 農林省係官による共同利用施設災害杏定実施

10. 00 住宅改善指導生活指導（営農指導課，えびの農業改良普及所）

； 家畜の飼養菅理指導 ( ” ) 
23 ー り忍菜近代化資金および自作農（災‘；じ）資金特別融資枠配分方農林省に再度要噴

27 I 9. oo 家畜飼養講習会開催（えびの農業改良普及所）

稲作座談会開催 （ グ ） 

苗代指導講習会開催( " ) 

生活改善関係現地指導（営農指導課，えびの農業改良普及所）

佑代現況事後対策検討会開催（えびの農業改良普及所）

稲作指導講野会開催( " ) 

生活環境改善指導 ( " ) 

20. 00 I 6月定例県議会において，えびの地震被害h小企業金融円滑化対策として，補

償料補給及び損失補償の特別措憐を可決
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=— --~- -----~--~•ヽ•- ＿り・^一 ．-月日時分！ 対 策 悌 項
- -- - ---- -

----------------------------------------

0

2

 

6
 

13 

14 

20 

7. 3 ', 10. 00 自作股維持資金枠決定（災轡資金 3,000万円，一般資金 2,500万円，計5,500
万円）

9

2

2

 

2

2

1

 
．
．
 

8

0

 

宮崎限，鹿児島県資金対策現地指導打合せ（融資方針ならびに資金の配分）

えびの地震被災中小合業金融円滑化対策要綱制定

えびの地雲災害中小介菜特別融資保証に関する保証料補給金及び損失補償金交
付要禰制定

巾小企業信用保険公庫特別貸付金1,000万円決定

農林省に対し災害復Ill資金特別融資枠配分を陳清

現地において，えびの地震金融円滑化対策説明会を開催

災‘9屈特別保，＇圧制度について現地指導

災','［融資業務について現地指導

えびの町旅館復興融賢決定

（5) 林務対策部
．＿ ＿―-一-----------~-----~--、---- ------ ""--＂" --- -

月 「1 時分 対策ボ項
. - ----、-----‘‘--- ------、、----.....................-…-- --

2. 21 : 13. 00 林政課児島課艮補佐，各部合同特別調査のため現地へ

22 ; 14. 00 熊本営林局長に応急仮設住宅用．公共施設川，その他住宅復l「l用木材完払い措
憤について要請

23 I 8. 30 i 県営林室職員，県有林（分収造林地）被害涸杏のため現地へ

12. 30 日高農林政務次官に対し，•国木林務部長現地で被＇甚状況説明

24 I s. 30 造林班は被専状況，凋杏のため，金子造林課艮外 1人を現地へ派遣

林政班は被寅状況凋杏のため，林政課関谷係艮外 2人を現地へ派遣

10. 00 • 22日の要請に対して，とりあえず西諸木材協同組合その他の手持分を放出し，
それに相当する木材を後日，国有林材で補てんすることに決定

26 ! 8. 00 '1 林野庁治山課武居課長補佐，被害状況調査のため現地へ

7

9

1

 

2

2

 3
 

緊急治山事業協議のため職員を林野庁へ派逍

玉木林務部艮，林業被害説明のため上京

住宅の応急修理用材調達のため，林棠指導課原田課艮補佐外 1人現地へ

喉本営林局長から災害復1日）I］国有林材の備蓄完『の通知，えびの営林署 300切
小林営林署600m'，都城営林署I,ODO吋，人吉営林署1,100m'，計3,000m'

3 I s. 3o 林業指導課原田課長補佐外 1人，四諸木材協同組合の復旧資材共販センター設
骰指導のため現地へ

0
0
0
0
3
0
0
0
 

几

仇

＆

直

12 • 9. 00 四諸木材協同組合共販センター開設（復1日補修材供給開始，供給価格は災宵発
生前の市価で協定）

16 ' 10. 00 林野庁治山課藤堂課長補佐，田丸及害査定官，災害復［日計画調査のため来県
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月 日 時 分

3, 22 9. 00 

26 10. 00 

29 10. 00 

30 14. 00 

4. I i 12. 30 

4 8. 30 

o

l

 

1

2

 

9. 4 

対 策 ボ 項

県付林材を応急復旧資材にあてるため，県管林宰職員 2人を現地へ派遣，関係

者と協議し， 140m'の放出を決定

治山コンサルタント赤沢宋て氏を招苔，災実現地調杏（災'9ビ復1日―]こ法等を協議）

北海道大学東—;：郎教授を招き，災9昇現地，凋査（災害復［日について協議）

東京大学名腎教授荻原貞夫氏を招き，災害現地謁査（シラス対策災宍復1日等を

協議）

復旧用木材供給対策について，西諸木材協闘組合理事長と協議

大蔵省卜計局浜Ilt査，林野庁冶山課山口専門官，建設省防災課黒坂専門官来

応現地へ

9, 40 I I又木林務部長，緊急和IIす環折衝のため上京

林野Ii服部技官，ヘリコプターによる山腹緑化丁法試験立会のため来県

5, 10. 00 

2 9. 00 

10 13. 00 

16 12. 00 

21 

24 8. 30 

6. ， 
10 12. 00 

24 10. 30 

7 * 31 

8, 10 

19 

31 

22 I 10. 00 i ヘリコプターによる山腹緑化1:i去現地試験実施，林野庁服部技官，万木林務部

長，金子造林課長現地へ

ヘリコプターによる山腹緑化］ー：法について打合せ

―荘木林務部艮，災貨復Ill関係）ぢ算折種］のためヒ京

臼＜林務部長，金子造林課長，ヘリコフターによろ山腹緑化了法の結果調査の

ため現地へ

咽木林務部長，ヘリコブ＇ター山腹緑化結果調査のため現地へ

ヘリコプター山腹緑化実播開始

応急復輿用材として県有林材140m'を，えびの町に引き渡し完了

ヘリコプター山腹緑化実播L．前期実施計両蟻完［ （実施面積16,5ha)

咽木林務部艮．ヘリコプター実播1：，凋杏のため現地へ

7重大渡辺武文教授，冶山コンサルタント亦沢宋二氏を招き，災内復1日現地検

吋会開催（咽木林務部長外治山技術者参加）

被災住宅補強補助事業史施について，えびの町と打合せのため林業指導課山口

課長補佐，武田係長現地へ

えびの町長に対し，住宅補強補助対象被災世借の調査依頻

熊本営林局長に対し，被災住宅補強資材の払下申請科を提出

熊本営林局長から，狩材258≫/の坂克決定について通知

えびの町長に対し，払下資材の搬出および製材加下の工場選定を依頼

9

1

6

1

8

 

2

2

 

゜

林業指導課職員，払下資材の・上場搬出立会いのため現地へ

えびの町長から，被災住宅補強材交付者のftl請

えびの町長から，補強材の買受由語

えびの町長に対し，補強材の亮渡しを通知

えびの町長に対し，被災住宅補強材交付者の承認を通知
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(6) 土木対策部

月
. ．．． 日 1 時＂ ‘●●ヽヽ． ．分． ． ． ．． ～~ヽ ．．．．． ．．． 対

策 ~申 瑣
• ----------------、.,—------------tttt: -----、.、..-------- —ヘ一

2. 21 12. 20 被災情報キャッチ後直ちに松浦小林土木事務所艮に対し，調査を指ふするとと

もに，管理課，道路課，建築課の職員 4人を現地へ派逍

13. 00 交通の確保と危険防止のため，陥没道路の応急措i性を行なうとともに屯裂道路

の危険標識をするよう小林土木事務所艮に指示

13. 10 i 建設省へ対し被害報告（第 1報）以下遂次報告

22' 7. 30 災害調査のため小山上木部艮，山本技監現地へ

268号線舗装亀裂箇所の応怠復1日を実施

8. 00 住宅金融公庫熊本支所へ災害報告

災害調査のため建築課職員 8人を現地へ派逍

10. 30 建設省砂防課に地すべり状況報告，係官の派遣を要請

10. 40 建設省防災課に対し被害調査を要請，防災課片沢査定官，住宅建設課渡辺課長

補佐来県

13. 00 砂防被害調査のため河川砂防課職員 2人を現地へ派遣

23. 00 268号線亀沢部落の崩土による交通止め箇所復1日完了

23 8, 30 崩上，路肩決壊のため交通J卜めとなっている，えびの一真幸線を補修し一車線

を確保するよう指示 (25日開通）

12. 00 現地対策班 (t木班）の強化処閻として，職貝8人を派遺

17. 35 仮谷建設政務次官，坂井防災課長，厚生省山下生活課長，大草救助係長が被害

状況視察のため来県

24 8. 00 本庁派遣技術職員2人を 1組とする各班が，県ならびに町．ー工事現場の測量設計・

作業に岩手

8 30 ^：野田河川砂防課長外 1人を砂防被僭とりまとめのため現地へ派遣

被害調査応援のため本庁および宮崎上木事務所から車両 2台を派遣

12. 50 県の要請に基づき建設省建築研究所大崎第 3部長，被害調査のため来県

25 8. 00 現地測羅班の機動力増強のため，増援車 1台派遣

9. 00 島本次長外 3人，上木関係の測斌，設計の進捗状況，住宅相談状況等調査のた

，，，現地へ

19. 00 建設省倉上砂防課長が県の要請により，柳水流災害箇所を中心として現地調査

26 i 8. 30 現地測攘班の機動力増強のため，裔鍋．上木事務所から増援車 1台派遺

9. 00 道路課職員 2人現地調査班の測羅，設計等を指示するため，小林上木事務所な

らびに真幸地区へ派逍

17. 00 緊急査定設計書作成のため派遺職員10人を決定

27 15. 30 柳水流地区の山腹崩壊復1日について， 七木部，林務部，経済部打合

28 14. 00 西諸県地方支部長に対し，被災地の倒壊家屋のかたづけ盤地作業に建設磯械の

貸付希望の有無を町長と打合せるよう指示

/ ~ ~ / • ~ ~ ~ ~ 
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月------日； 時---分--- -l--- _-―~~~ヽへ-------対 策-- 事 /9~‘ ~ 項

2. 28 16. oo ， 建設省建築研究所理学博士寺島敦氏，宮綺下事弔務所猪須係長，現地調杏 (JO

日間の予定）

29 l 3. 00 えびの地区の地裳状況を建設省防災課へ報告

14. 00 設計増援のため技術者 2人追加派逍

3, 2 12. 00 最終被害を建設省へ報告

12. 30 建設省に対し，緊急査定の実施要請

13. 30 応急仮設住宅建設督励のため，工務第 1係長外 1人現地へ

3 ! 16. 00 建設省住宅局に対し，住宅被冑状況説明のため国占建箔課長外 1人 1:）;（

4 ： 
8, 30 橋梁係長外 4人，橋役復II]実施計画苫策定のため現地へ

10. 00 大丸111,溝添Illの一級河川指定を建設大臣あて知事の意見害提出

5 ! 8. 30 住金の認定事務と並行して住宅診断班 4人を現地へ派逍

15. 00 現地において住金融資協議会を開催（住金熊本支所，宮崎銀行，茜諸信用金庫

県偉連，労働金庫，建築課係艮出席）

山本技監，土木全般の復1日計画指導のため現地へ

道路課技帥 2人，災＇粁設計応援のため現地へ

6 I 9. 00 建設省渡辺査定官，大蔵省坪山監査官，住宅被害査定開始

京町地区外 3地区において住金融資説明会開催

II 16. 35 緊怠査定のため建設省井沢査定官外 3人，財務部F計課艮外 2人来県

12 8. 00 建設省l：木研究所岩松技官現地凋査

13 8. 30 建築課技師，住宅滅失Ii数の名簿再調］杏のため現地へ

19 8. 30 建設省塩井橋梁係艮現地涸杏

21 8, 30 建築課技師 2人，災＇，片公営住宅淵杏のため現地へ

25 3. 30 0時59分および 1時21分の地裳発生により島本次長外 4人，被胄凋杏のため現

地へ

k屋技師外 3人，被害調査のため現地へ

被，；；概況を建設省へ報告

3月25日の地震により再度不通となった，えびの真幸線は大型車両を除き，一

車線確保閃通

11. 00 災害復1日を 2か年で完了するよう建設省に折衝のため，山本技監外 2人］一．京

13. 00 えびの地震復興事業推進会議建設部会開催

被宵調査のため技師 2人派遣

10. 00 砂防協会矢野理事（前砂防部長）現地謁査

溝添Ill,大丸Illの一級河川指定（政令第64号）

12. 00 えびの町一帯に集中豪1,1iあり，現地調査を行なうよう松浦小林上木事務所艮に

， ； 指示

13 8. 30 ! 268号線の被害凋査のため技師 1人を現地へ派遣

~ヽ•-------------~-~ 

26 

4. 4

8
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．
．
 

8

8

0
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第11京 災害関係機関の活勁

'~,~ ： "~.. ”^~ ~~ ~．．．ニー•~

月日時分 対策 頁
-
L
 

1
9
ふ｝
 

.9.-~ 

6

8

9

4

9

3

3

6

 

I

I

l

l

2

2

 

4

5

 

8013719 23311 

6 

8. 30 丸田維持係長外 1人，えびのー貞幸線災只合併問題調査のため現地へ

9. 00 建設省砂防課谷専門官現地調査

ID. 00 建設大臣あて溝添Ill,大丸川砂防指定地の編入申請

9, 00 山本技監，土木災害復1日状況調査のため現地へ

8. 30 家屋危険区域実態調査のため技師外 2人を派遺

8. 30 えびの町長と災害公営住宅/I]地折衝のため技師 1人沢遣（第 1回）

災甚公営住宅用地の第 2回折衝

16. 35 第 2次災害杏定のため，建設省井沢災害査定官外 1人および南九州財務局大塚

監査官来県 (29日まで）

8. 30 災害公営住宅用地の第 3[L91折衝

溝添川，大丸川が砂防指定地に決定（建設省併示第1550号）

8. 30 災害公営住宅用地の第 4回折衝

8. 30 災害公営住宅用地実測のため技師 3人を派逍

えびの地震復IFI計画説明のため前田を事 r．点

11. 30 橋梁調査のため橋梁係長派遺

8, 30 亀沢橋復旧施行打合せのため，小林土木事務所艮を建設省川内JIIT]事事務所へ

派遣

災害公営住宅22戸分）l］地契約のため津村技師外 1人を派遺

21 ' 8. 30 ! 災害公営住宅一般分用地交渉 (30戸分）のため加納主幹派遣

25 災害公営住宅 (30戸分）の建設配置について説明のため技師 3人上京

(7) 出納対策部
~~”… /t~ ” "• ‘ハ~---~~~…--＿＿ニー＿ ＿＿ ――------------

月 日時分， 対 策 頃 項
_、．- --- ------------…~ ＂ / / ~."" --

（義援金品）

全国自治宝くじ協議会 ほか 6件 1,019,293円

兵庫県知裕ほか 8件 350,100円

鈴木蓑鶏場ほか 1件タマコ'2箱衣類ほか 48枚

長 崎 県 知 事 ほ か10件 339,700円

串間マサ氏 タオル 1箱チリ紙 3包

29 ［町村維英氏 ほか 1件 7,400円

3 I : i ＇ 富士従業員一同 ほか 7件 214,550円
2',  こ重県知事 ほか 2件 206,515円

！ 西Ill桂子氏毛布 100枚

4 株式会社小学館 ほか 5件 241,483!月

5 1 藤川房夫氏 ほか 6件 449,000円
9'~ 

2. 26 

27 

28 
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月

3. 

日.了；...-•時~―........分. ・-

6 

7 

8 

I， I 

12 

1 3 i 

14 I 

15 

16 

18 

19 

21 

23 

25 

26 

27 

28 

第11咽 災害関係 機関の活動

対 策 事 項

東旧杵地哀連絡協議会 ほか 4件 98,042円

五十嵐ワカ氏 ほか 2件 133,600円

鮫島康輔氏ほか10件衣類19包

国際婦人福祉協会 ほか 2件 610,000円

石川正沿氏ほか 9件衣類14包肖籍 2包i

1岐阜県知事ほか 1件 200,ODO円

全国知索会ほか 3件 63,625戸

住田滴文氏ほか 121牛 学生服90蔚，衣類22包， i彗笥2包

同志礼和1！尚校ほか 2件 56,822円

天沼郵便局ほか 3件衣類 4包，肉籍 1包

宮涸婦人会ほか 3/', 12s,ooo円

小原定子氏ほか 7件衣類 9包

汀藤満次氏ほか 1件 11,000円

（以ヒの預合利子 923円）

大矢鈴子氏ほか 4件 衣類11包

小西安太郎氏ほか 4 n 25,400円
大塚静子氏ほか 2件衣類5包

高城義，氏 60,000円

島田サト氏ほか 5/牛衣類 8包

小津膚校ほか 2件 104,470ド］

翡橋スミ氏ほか 16件 衣類24包，甚笥5包

林弘{-氏ほか 2 n 45,473円
亀谷定子氏ほか 9件衣類16包 潜籍 l包

四南学隣パフテスト教芸ほか 3件 21,305円

杉本勘―f氏ほか 19件衣類43包甚籍 1包

湘［潟某知ボほか 2『i' soo, ooo円

田巾栄子氏ほか 10件 衣類25包、

東岩小学校艮ほか 11件 33, 946円

小野木秀・狂氏ほか 14件柑籍 1包衣類30包槃品 2包 カレンダ-3包

枝村作子氏ほか 6件 衣類10包

葵連合娼人会ほか 4件 70,592円

梅村湛代氏ほか 6件衣類16包 カレンダー 3包

生長の家山梨青年会ほか 3件 48,727[I 

大図見代子氏ほか 7件 カレンダー 4包衣類14包
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第11咽災害関係磯関の活動

分寺廿
~
 

・
~ーi

 
f
 

対 策 雨 項

3. 29 京都女子学涸長 10,000円

川崎たき氏ほか 5件衣類 9包

30 石屋巾学校ほか 4件 48. 500円

4. 束旧杵郡北川村ほか 5件 383, 0671'1 

3 今井石氏 5,000円

4 マルヒ物苑株式会社ほか 4件 24, 150ド］

原良雄氏ほか 8件衣類14包

5 内日本新開民牛事業［廿 159, 170円

6 附田惣て郎氏ほか 7件 衣 類11包

8 松原いと氏ほか 5件衣類12包

， 昭和市議会議員一同ほか 11件 52,678円

渕本芳子氏ほか 3件衣類 4包

12 占田加井子氏ほか 10件衣類15包

13 高田信孝氏 200円

15 宮崎刑務所職員一同 29, l00円

16 筑翌薬品株式会社ほか 2件 15,904『l

17 古川ヨシ氏ほか 5件衣類2l包

19 久保享氏 9, I 18円

山中苔店ほか 6件衣類12包

22 行慶太郎氏ほか 4件 62,287円

岩田まり子氏ほか 9件衣類24包書第 1包

25 北九州杓策サークル 1,872円

鹿児協子氏ほか 5件衣類20包

26 新潟市長 1,165,117円

27 北九州宮崎県人会ほか 2件 159,626円

30 トピー＇［業株式会社ほか 1 n 20,ooorJ 

5. 2 福岡県知事ほか 2件 ］03,500ド］

加藤艮九郎氏ほか 14件 衣類25包

4 小林浩こ氏ほか 7件衣類l5包

8 熊本県議会 50,000円

10 橋本宗三氏ほか 1件 1,000rJ

II 東大阪高校生徒会 10,000円

17 茨城県小川小学校ほか 31牛 206, 965[1] 

30 読売新聞西部本社ほか 1件 162,589円
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第II咽災害関係機関の活動
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8. 5 

対 策 弔項

中屡成．—氏ほか 1件 5,000円

金城固奉氏 10,000円

下妻第一高校ほか 1件 3,5431月

山口県知事 100,000円

四多喜郎氏ほか 1件 16,060円

両日本新聞民牛事業団 71,623戸｝

伊万屯市社会福祉協議会 11,300円

社会課職貝ほか 2件 13,420rl 

愛知紡績株式会社 10,000円

神保［業株式会社 タオル 1包（

松烏炭鉱労働組合 10,ooopJ 

義援金合計

救援物資合計

8,270,757ド］

タマゴ 2箱 タオル 2箱 チリ紙 3包 ~毛布 100枚

苫籍 l3包 薬品 2包 衣類 409包 学 生 服 90精

カレンダー 9包

(8) 文教対策部
・~ー、--------,-…~ "…~•…- --―-_ -＿＿_＿：し---------------―----,-- ------•—-…"- -＂"― 
月日時分 対策事項

-- --

2. 21 9. ID ! 四諸県教育ボ務所，飯野高校等の被・只状況謁査（生徒に異状ない模様）

11. 35 飯野高校および小林高校の骰害状況調査（校舎および生徒の被害はない模様）

20. 30 り災者/IJテント，工/iiへ合の貸出しについて検討，保健体育課所管のテント35張

ほか，毛布，カンテラ等も貸出を準備

22 

23 

0

0

 

o

l

 

．
．
 

7

0

 

0

5

5

5

0

0

 

2

0

4

1

4

3

 

．
．
．
．
．
．
 

6

1

0

1

0

2

 

1

2

1

1

 

田村教育次艮外 8人現地凋牡

文部省に対し被＇；い状況，学校運営（休校）の概況を報併すろとともに災得査定

宮の派逍要請

文部省に対し被害報告

鈴木保健体育課長外 4人現地調査

災実救助部からの要請によりテント35張を貸与

瓦者県教育事務所から，えびの町は小・中学校とも全校休校との報告

文部省に対し係官派遺要請

真幸中学校に被災教職員を集め見舞金をおくり，災害復旧賓金の貸与について

説明
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第11菜災害関係機関の活動
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月 日 時分 対策愕項
..~~ ~ 

2. 23 l3. 30 I 文部省に対し災冑状況を報告するとともに再度係臼派遺要請

24 | 9 43 I 四渚県教育直務所から次のとおり報告

1． 真幸小学校で利用可能教宰21室を確保

2. 25日の実状把握のうえ26日からは授菜を再開したい。

ll. 15 1 対策について指導助占のため，技術職員および指導主事を派遣

12. 50 j 文部省から福岡助成課長補佐，小川指導課艮補佐来ii一，現地へ

13, 10 鹿児島，熊本両県へ災貨凋査について連絡，被害状況聴取

l4. 58 文部省に対し修正被＇，柊額を報代（被害額 77,870千円）

16. 50 野口教育長現地調査

18. 20 i 西諸県教育事務所へ調査依頼

1． 児窟生徒の動態把握，精神的な動揺の状況

2. 授業再開のf定期日．避難先での学習計画

3. NHK, MRTに対し児喉生徒に避難先を連絡すること等の放送依頼

25 , 9. 15 ぇびの町教育委員会授業再開について打合会開催

17. 00 

26 13. 44 

1. 出席者

野口県教育長，新名西諸県教育事務所艮，学校教育課指導t屯，総務課技

師，教育事務所指導主翡大牟田町教育長，黒木次長，真幸小，中学校艮

2. 協議事項

(1) 早怠に生徒の実態を把握すること〔2611登校（真幸を除く）27日調査）

(2) 授菜ができるよう教育環境を整備すること（体育館の間仕切り）

18） すみやかに授業の再開を［図ること（中 31ことくに配慮のこと）

(4) 災害か局部的てあるのて，全県下の入試期日の延期は困難であろこと

(5) 広報について種々の方途を考えること（広報車，報道磯関，児竜，生

徒，他地教委等）

文部省謁合官佃岡，小川両課艮補佐現地指導

I.屋根の改良復Iii

セメント瓦を艮尺鉄板ふきにすること。

2.渡り廊下

木造を鉄骨1こすること。 （比較設計してみてほしい）

3.校舎の内装

しつくいの乾式施じでもいいか被＇，附箇所は除く。

4.設備については修理可能なものは補修費で算定する。

5.復旧事業計画苔提出期［］は別途連絡する。

6．災害写貞を整備のうえ復Iii工事に希手してよい。

校舎（とくに哀宰小学校）の復1日のため大し左官等の斡旋，県職業訓練所生

徒の派遣要請について協議

教育委員会を開催，被害状況，措買等について報告

西諸県教育事務所から次のとおり報告

真幸小，巾学校を除くえびのlliJ内の小中学校は，ほぼ平常どおり生徒が登校

している。

----― 
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第'II咽災害関係鳩関の活動

月日！時分 対 策 弔 項

ただし，加久救小学校は災専による欠席18人（避難1こよるもの）を除く

i 
2, 26 i 18, 00 えびの町大牟田教育長から次のとおり報四

真幸巾学校の 3年生は28日から授塁を閲始する。

被実を受けた生徒は飯野公民館に収容し，通学については検討する。

穂棧学校教育課長現地調杏

文部省助成課と災，杯復1日対策について協議

えびの町に対し，災げ召紀［噸菜計両・心内の作成指導

小林市に対し，災専復II噌業叶両指導

災古復Iti事務指導のため，職員を現地へ派逍

災＇，じ復 1i1事菜計両指導のため，技師を現地へ派｀包

大蔵省，文部省係［国地謁杏:(6日まで）

食ヤ小学校のプレハプ校舎竣．I：（教宰30宰，便所 3棟）

えびの町に対し，災汎復111;［9t，の早期沿エ1こついて指導

呉ヤ小学校の災甚復旧計両について指導

呉幸小学校の災附復Ill計画について1’}度検詞し指導

災出復l[1単務および技術指導のため，職員を現地へ派逍（小林Ili，えびのlllJ)

文教施設災＇，片復 1日事菜について1い間凋査および中務指導

27 8, 00 

29 10, 07 

3. 3 

， 
12 

18 

4. 3 

8 

5, 7 

6. 5 

12 

7. 16 

11. 7 

(9) 公安対策部

月 I: I 時 分

（災害警備体制の確立）

2. 21 8. 51 

8. 55 

II. 30 

~ "• : =--- --- ~ 

対策,;

~~ ~ ~ ~ ~ ～ 

項
ヽヽ ~．、

22 

宮崎市内哀度 3のイ1感地震により県内各署に対し，地点§如杯の状況，津波発生

f想について，凋壺方指小

飯野署管内に相当般＇↓ ，1ありの概況判明，よって県密本部に地裳災’，灯贅備迎絡本

萬飯野贅察署に地震災',lf麿予備本部設骰

県本部機動隊および隣接贅察署員を現地へ緊急派造，引き続き本綿員をもって

特科班を編成，＇ Iり[Ilおよび災＇ i磨警傭資淫材を現地へ急送

I. 県本部梅原瞥備部長，現地へ急派

2.飯野警察署警｛龍本部を現地京町派出所へ移動し「現地瞥瑚本部．1とする。

I. 県蟹察災＇倍警備本部設置（連絡本部を切り替え強化）

2' 県本部課艮を現地本郊塔僚として派選

3' 県下各署から災甚贅瑚応援警察官を増派

4. 現地警備本部に超短波熊線固定局設説

5. 交通，防犯，捜査，広報，給握，救役の特科要員を県本部から増強派逍

6. 災＇舟誉備本部艮現地視察

7. 広報車，パトカー，白パイ，パイク，翰送用屯両および災害済備用資盛材

を増派
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J ー

日 時
一

A
J
 

9
ー 対 策

1
9
下吐

a

~
~
 

項

2. 23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

3. 

4
 

6
 

I. 06 現地警備本部長から強晨再発および応援忍派の要請を受理

1. 10 I えびの地震11}発に備えての警備計画に培づき，県筈本部，宮崎，部城，小林，

高岡および高鍋警察署貝の現地出動を下命

1. 30 i 県本部贅瑚部付小守警視を現地本部藩僚として急派

2. 00 j 小林部隊到沿，以降各部隊員が遂次現地に到杓

3. 20 田村県警察本部長現地視察

26 I 13. 00 現地警備本部長および各貿察署長に対し，艮期贅備計画について「ぞボ

25 

I. 各薯および限本部の資備部隊員を増派

2' 県現地対策本：葛，えびの町災』舟対策本沼，現地贅備本忽の間に連絡用警察

電話を架設

I. パイク20台，小邸輸送車 4台を現地へ忌送

2.樋口略務部長，贅1前賓材の連1月指導のため現地へ派遣

3' 竹追警備課長，災‘甚嗜儲指尊のため現地へ派逍

I. 県本：第および現地本部に災祝腎僅相淡所を設閥

2.田村災，杯警備本部長，現地状況視察

I. 各署および県本部の袴備部隊員を増派

2.避難所に対する巡1叫連絡班を設骰

3. 安田交通第・課認交通整罪指導のため現地へ派遺

i. 交通（白パイ 10台）捜査，防犯の各特科班を増派

2.栴涼攣闘虞災附麟指導のため現地へ派逍

3'幣島総務窄艮，夜II隊の設党，給食，必要品淵達のため現地へ派逍

I. Ill村災古警備本部長，現地状況視察

2. 艮友防犯少年課長，特科班指消のため現地へ派逍

I. えびの地哀再発にそなえての緊魯動員計両の補王

2'長期警備体制に対処するため習備部隊待磯IIIプレハプハウスを現地に仮設

3.古都線開通に伴い，泉町駅前に臨時派出所を新設

4. 監察窮，賢備従9料員の士気ならびに規律維持の諸ガ策を推進するため現地

へ派遣

5,占田捜査第課認特科班指導のため現地へ派逍

古都線閲適に伴い，京町駅前に検間所を祇ねた臨時派出所を設置京町駅に下

車．する見舞客，訪問者等の利便を図る。

I. えびの地震災‘9杯瞥備体制の段階的縮小計両に基づき，現地警備（本制を段階

的に縮小

2'現池警備本部と派逍部隊待磯祖舎との間に応怠有線屯話を架設

被災地域内の特別巡叶連絡を火施し，被災地の実態把捏と住民に対すろ防犯指

導を行なう。

被害調査活動終（後，艮期計画に猜づき現地の災'9閉警備を実施 (30日まで）

—:- ----‘‘ -----~--~---------------~--
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ヽ
f,9
 

寺w
 

日］
 

ー 対 策 ，l, 項
~~一

3. 31 ― えびの地裟災‘，ビ瞥備長期計画1こより第 1段階に縮小して災舟瞥備を実施 (4月

18日まて）

4. 19 えびの地裳災「只弩備長期計画により第 2段階に縮小して災＇，杯＇剛備を実抱 (5月

10日まて）

5. 11 ．ー えびの地晨災’甚警備長期計両により第 3段階に縮小して災汗脊備を実施 (S44

. I. 3]現在）
a ~ v• ヽ...

uo) 現地対策本部

~------..~．~―~ご―" ~ ~ ~ ~~ ＂…"  " ~T:" 

月「1 時分
----------' 

対 策

---------- -

］ ~：ょ項

2, 21 i 21. 30 宮崎限えびの地区地震四滸県地））支部艮（佐1操四，名県胞林中務所に）から現地

に対策班を設閥し，応悠対策に従ボするよう命ぜられたか松小林県悦但務所長

は，班艮として小林，西渚県の県出先機関（農林，県税，上木，耕地，教脊，

保健所等）から職員各 2人とともに自ちに現地へ急行

えびの町真幸支所隣りにテントを張り設営したが，風叩放しく，やむなく 1,.iJ支

所の前隣り作前農機）i店を借りヒげ，災‘倍対策現地班の休制を完 f

22 I I. 40 加藤副知1百，猪崎民牛労働部長現地到杓，被'，'（状況謁在

10, 30 9時10分，県本部において「宮輸県えびの地区地震現地対策班 1の設恰］が決

走， t)Il心は~抒松小林県税9縣務所長，任務内容は

I. 県災僭対策本部とえびの町災'i'；対策本咆との迎絡．凋整

2. 現地災内関係磯関との連絡

3. 被＇甚状況の凋杏および災‘;［広報

4. その他県災・,昇対策本部長が指小する甚項

ID. 50 えびの町災‘9ピ対策本部（以ド 1iIJ本剖II という）と合同で骰＇；昇，淵査実施

17. 00 破＇，ピ状況凋焚結果を内，渚県地力支部へ報化

18. 30 小山衆議院議員被災地を祝寮

19. 50 真ヤ名人ホームの入居者を真中巾学校へ避難させるため，職t15人にエ布100

枚を携行させ派逍

21. 00 現地の状況を四，，者県福祉ボ務所紆111児本部（社念課）へ報店

内竪部落の I「•Jlll4Dm決壊，県本慾（管坪課）へ報：9,

堀，関谷両県議会議員被災地視察

21. 20 西諸県農林ボ務所所属の移重／，無線局（行政宮崎5月）至lj杓，直ちに活動間始

23. 00 原本部から派逍された入山， 1FItiII出J}庁が無線中（打政宮崎12号）とともに到

沿，直ちに恰報収集のため被災地へ

23 
3. 00 町本部から℃布5,000枚の要請あり，県本部へ連絡

8, 00 町本部から風邪薬50人分の要請あり，西渚県地方支部へ速絡
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月日時分

2. 23 9. 

-~—"-~ 対策事項
---- ----- ------------、--、-- -------

真幸地区公民館の被寅状仇をえびの町教委と，凋査し，その結果を四諸県地方支

部へ報告

10. 15 ! 小山衆議院議員披災地視察

10. 20 黒木知事現地視察

11. 00 九屯小林営塁所から，本日 17時から送慮する旨の連絡とともに送屯時におけろ

注意事項の通知あり，直ちに町本部に対し住民へ広報するよう指小

11. 20 I 県議会総務警察常任委員会千j, 災・科状況視察のため来訪，現地へ

11. 35 ! 県議念建設常任委員会・—行，災害状況視察のため来訪，現地へ
| 

11. 50 ! 宮崎大学藤本助教授，上木被'，l[9凋在のため来訪，現地へ

14. oo l 九州股政！蘭緒方災只査定官来訪

14. 30 航空自衛隧祈田原枯地のヘリコプター到着，り初1J撮影に必要な打合せを行なう

15. 00 牒林省日商政務次［f-行到着，町本部にて記者会見

16. 10 I 現地対策班11Jのテントを呉茫支所の南隣に設営完了，現地対策班を移転

行政無線14号を設謹完了

久留日本共産党中央委員来訪

17. 15 町本部から，避帷所への給食逓搬車の要請あり，小林ヒ木肛務所の車を手配，

町本部から，県広報中の応援方要請あり，県本部へ連絡 (24日から常駐，広報

にあたる。）

住宅金融公庫熊本支所建設課長来訪
| 

18. 00 ! 県贅察専用電話を県管現地本部，県現地本部，町本部の間に架設完了

19. 30 県本部からの指示により， 「宮崎限えびの地震災•91；相淡所」を設隠し，被災者

に対する相談菜務開始 (22時設i賢完了）

24 I 一 県本部（衛牛部）から到枠のミ共枢腸旋103,200錠，ラクポン錠8,100錠を町本

部へ渡す。

10. 50 ! 荒武第 8師団艮ヘリコプターで現地到泊，被災池祝察

10. 52 建設省仮屋政務次自，現地視察

11. 00 被災地における家冷，とくに乳牛の飼食~竹理が放漑の状態にあることから，県

本部（経済部）と協力し家糸班を編成，加久藤家岳市場に収容所を開設

収容家殆 (24日）

•X1 
分！ 中浦部洛 卜浦部落亀沢部落 :,1今

戸 数 25)」 8戸 l}1 34} i 

乳牛（ホ） 2］頭 12頭 2頭 35頭

”（ジ） 29 1 3 ' 2  : 44 

計 50 25 4 79 
,.99‘” ~ ~ ~ 

他に肉牛41頭を収容，また飼料として酪農支場て乾le.3トン，鵡腔飼門

I, 200俵を準淵し，北海直噂印乳業株式会社に乾収50トンの発送を依頓
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月日時分 対箪手項
.~ ~ ~/ ~~ •/ ~．~~ ~~． 

2. 24 , 11. 30 I 内田，朝飛，税所各県議会議貝現地視察

県本部（建築課）へ住宅相淡員の増員を没請

13. 50 i 危1会党災害，凋杏 I•11 （川村団長外6人）現地視察のため来訪．現地へ

14. 30 j 町木綿から，タイヤチェーンのあっせん方依頓あり，県本剖ヘ

15. 00 ! 県本部から派逍の入1il,l:lii田直謬引き揚げ，無線9ドは現地対策班に引き継ぐ

16. 00 県本部（衛牛部）から整胴・比（て共） 60,150錠，ラクポン 3,600錠到栢，町本

剖へ渡す。

25 8. 15 i 柳水流陥落て咽故ありとの報に，神也l：事，咋官と同行，凋杏（谷山^ ・家 4人が

行方不明，翌日鹿児島市へ避難したことが判明。）

8. 45 i 加藤副知事，現地視察

10. 00 i 家畜の収容は，乳叩6頭，肉牛II頭，素計乳牛95頭，肉’152頭（これらの家畜

は3月14日まて管l用）

10. 20 総理府弘律総務副艮官来訪，現地へ

11. 15 現地本部）1］公衆慮話「真幸局 2741架設，この旨県本部ほか関係磯明へ連絡

11. 25 i JJ<!：東京大学地震研究所長来訪，現地へ

11. 30 ! 日南市収入役災寅見舞のため来訪，現地へ

13. 00 ! 宮元総務部長，中川原消防防災課長， 1,む為対策指導のため現地本9駕到符

13. 20 ! 林野／i^武届治山課艮補仇・，現地視察のため来訪

13. 40 気象11関谷調舟官，福岡管区気象台脇田係艮，宮崎地方気象台開木課艮，地震

観測のため来訪，［［｛ちに観測業務開始

16. 40 ! 鹿児島地方気象台田畑観測課長来訪

18. 10 県本部から木炭250俵到符，町本駕へ引き渡す。

21. 10 県本部（社会課）へ日赤救護活動の状況および避難場所，人貝等の報告

26 • 8. 30 i '宮崎限えびの地区地裳災害対策現地対策班ーが「宮崎県えびの地震現地対策

本部」となり， この組織の1ドに 災苔相談所」と従来の西，，者県地方支部を買

き，刈該支部に えびの現地対策班 Iが説かれた。

0

5

5

0

 

l

1

3

5

 

．
．
．
．
 

9

1

1

3

 

~
 

0

0

0

 

0

2

2

 

．
．
．
 

4

4

6

 

県広報卓広報のため被災地へ

県議会農林水痒常任委員会一行現地視察のため来訪，現地へ

消防庁永瀬調杏官現地視察のため来訪，現地へ

県本部（國芸特洋課）から野菜の状況について照会あり，調杏のうえ不足して

いない旨回答

熊本地方気象台久塚運輸技官来訪，現地へ

裔／顕町永峯議会議艮来訪，現地へ

藤木現地本部長柑任，寺松現地対策班長から防災活動の状況および被災現場を

踏査しながら事務引き継ぎを行なう。

県本部から専用噌話回線について照会あり，小林屯報屯話局に1」.i]線があろ旨圃

答
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月 ［ ］ ・一
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2. 26 17. 45 木下自民党県連幹事長来訪

17. 50 j固人住宅の取りこわし宅地の整理は，自衛隊災害派遺の条件にならない旨県本

陥から連絡あり，この旨町本部へ通知

18, 00 えびの地震総合観測班用のフレハプ完成

県本部から木炭125俵到抒，町本部へ引苔渡す。

27 JO. 00 えびの地裳総合観測班からの地震情報を県本部へ報告すろとともに，人心の安

定を図るため，被災地はもちろん避難先の小林市まで県広報車て伝逹，避難者

に早期復興に着手すろよう呼びかける。

10. 15 北，，者県農林ボ務所へ，キャンプ用テント借Illを依頼 (4張借用）

11, 15 避難所1月緊急薬品セ 9 卜34個を町本部へ交付

11. 20 
加久救家畜市場から乳牛の集lh管理に必要な噌｝］の増景手配方要請あり，直ち

に九噌真幸営茫所に依頼，本日中に］事完［する旨団答

14. 40 水[-東京大学地震研究所長へ地表の状況を連絡

17, 00 
藤木現地本部長， 13時から 17時まで被災地を巡視

17. 10 
相淡件数および住民の生活状況（商店の明店磯湮等）を県本忽へ報：片

22. 35 住民の避難状況を県本部へ報古 (48か所， 2,894人）

28 i I. 50 県本部へ地震発生状況を報告

9. 10 リ91本部へ災甚状況報告

；；気予報を県広報車て住民へ広報

12. 00 
自衛隊の給食支援は 3月2日で打切り， 3月3日から町で実施する旨県本部へ

＇ 報告

13. 00 ! 
堂本用水路復1日について，μ,藤えびの嬰業改良普及所長の意見を聴取

13. 40 
膵 I:自衛隊第43普通科連隊昆災害派遣部隊の撤収用務のため来訪，撤収につ

いて藤木現地本部長から加昧副知事へ連絡

14. 20 
県本部を通じ宮崎地区同盟事務局から，災甚復旧について労力奉仕の申入れが

あったので，町本部へ連絡したところ［まだその時期てない，その時期がきた

らお願いする。」との同答あり，この旨県本部へ報告

15. 00 藤木現地本部長．大丸部落の避難問題で現地へ

15. 12 えびの町民牛委員15人来訪

16, 20 

29 

3
5
2
0
0
0
5
0
3
0
 

凶

＆

兌

凡

几

16時15分，宮崎地1j気象台発表の天気予報（陥雨碩20~30""'）を住民へ広報

し，注意を促す。

家畜飼料および野菜 (8トン）それぞれ措閥完了

県本部へ地震発生状況を報告

藤木現地本部長，ぇびの町長と住宅復1日について協議

/I|野衆議院議員，現地視察のため来訪

藤木現地本部長，町から要請の災害復1日設計事務に対すろ県の協力および用水

路の早期復II]について小林耕地出張所艮と協議

-----------------~--…~-------------

-334-



第II咽 災害関係機関の活勁

" •~ /..~ ~... "~ ＂…------ ：六：~・ご：こ．＂＂ ~ー…ー… 、 ー・：ー．．．ー 、 --・ー・-．．．ー・-・ー"" - - ．--．．．-…＂ - ―ー一 ヽヽー ・—-- --..S 

月日時分 対策中項
•/ ~~ ~. ~ ~ ．．、~~．~~~ ~ ~~ ~~ ~ 

懸本部へ報化

白衛隊は給水班を除き 3月3日撤収，町の行政屯務は 3月 1日から丁常に復

帰，避難者は飯野公民館に収容，野菜，「!Ill品の販売は 3月 1[］から開店，

応急仮設住宅には 3月 1日から収容

12. 15 I u]本部から耕地関係の旱期復［日について疲請あり，県本：駕（耕地課）へ連絡

13. 45 飯野僻察署艮から直路補修について11l入れあり，小林七木ボ務所へ連絡，明n
から実施する旨回答

14. 10 i 県冗助会，県職員組合から災潜見舞のため来訪

16. 08 i 県本部へ気象状況 (20-30mmの降伸jf想）を報告するととも 1こ，住民へ広報を

行なう。

16. 28 仮設住宅44戸の入居者決定，未建設分についての敷地決定，明日から建設作業

開始を県本部へ報化

22. 40 地震発生状況を県本部へ報告

3. I i 7. 35 昨夜の地震回数，降1甘斌について県本部へ報告

2. 29 

2
 

9. 10 i 住宅関係の相談者が多いのて，増員方県本部へ要請

9. 50 ＇ えびの地裳総合観測班の地裳情報を県本部へ報告すろとともに，被災者に対し

県広報車で伝達

10. 15 応忍仮設の分1枚住宅56戸の建築指導のため，建築技師の派逍方県本部へ要請

12, 24 黒木知ボ現地本部に到蔚，えびの地震総合観測班からその後の地震状況を，藤

木現地本部艮から災9t；救助の現況等1こついて聴取したのち，被災地の復典状況

を視察，また，えびの町長を訪問し，復興について秤々打合せたのち17時20分

村，｝f i. 

8. 30 現地本部専任職員として大門スミ子を採／1]，本「1から出勤

10. 45 県本部（社会課）へ日亦救護班の活動状況を報古

11. 00 県本部の指が1こより，衆参詢院災実対策特別委員一行の視察受入れ体制を祁え

る。

11. 30 i I籐木現地本部艮，衆議院災害対策特別委員の視察につき，えびの町長と打合せ

13. 00 昨日発表の地震情報を新間で知った住民が不安動揺しているので，関谷調杏官

は2時間にわたり各部落を巡回し，地震陪報の解説を打なう。

14. 00 }籐木現地本部長，被災地の巡視ヘ
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陸上自衛隊災害派逍部隊は，給水班のみを残し撤収

県本部の指示に袖づき藤木現地本部艮は，明日の警備体制について憐察へ連絡

応急仮設住宅建設状況（完成44戸，夕方まて］2戸完成f定）

衆議院災害対策特別委員-9行現地視察，記者会見ののち古松町へ（加藤副知

事，藤木現地本部長案内）

藤木現地本部長，住宅復1日についてえびの町長と打合せ

藤木現地本部長，高原，野尻両町長へ住宅の復l日につき1応援方要望
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月 日一 時 分 ' 
； 

対 策事項
------------------------------- --…•--------------------~---------

3. 3 16. 05 日亦救護班の救護実績を県本部（社会課）へ報告

4 7. 45 地震発生状況を県本部へ報告

8. 40 県本部（社会課）へ避難，給水の状況を報；仔

9. 40 県本剖から宮崎地区同盟の労力奉仕につき，町の受入れ方の催促あり，町へ連

絡の結果、今日中に受入れ方針を協議するとの回答

10. 00 県心駕へ，えびの地震総合観測班設謹以来の地震発生回数を報告

11. 55 木材価格の暴騰を懸念し，この安定対策のため，四諸県えびの木材協同組合の

協力により，現地で木材展ボ且II必会か開かれるので，この旨県本部（林務部長）

へ報告

12. 10 参議院災'9昇対策特別委員・ー行の日程につ告県本部から連絡あり，受入れ休制準

備，詳細を県本部へ報；＇」

14. 30 藤木現地本部長，災・,g地の巡視ヘ

18. 45 地震発I十状況を県本部へ報告

5 8. 30 地震発生状況を限本忽へ報告

13. 50 j 参議院災:ti対策特別委貝ー••行，被災地を視察後，鹿児島県へ（加藤副知事，藤
木現池本部長案内）

15. 20 I月日から現地心罵を縮小（現地本部は本部艮 1人，職員 5人，西諸県支部は哨

但者のほかに災＇罰関係職員の当直 1人を附く）

17. 00 i 高鍋，都城， il南および小林の職業訓練所生60人被災者の家届補修のため来町

17. 30 I HI淡件数33件を県本部へ報侶

6 , o. 1s I o時05分頃震度 3の地裳発生，県本部から現地の状況について照会あり，町本

部へ閻い合わせ，かつ付近を調査したが，とくに状況の変化，住民の動揺等な

く，この旨県本部へ報告

7
 

12. 00 藤木現地本綿艮，被災地巡視ヘ

12. 18 地震発生状況を県本部へ報侶

16. 00 ， 藤木現地本部艮ば災害対策ならびに復Illについて限本怒へ報告のため出県

17. 50 相談件数24件を県本部へ報告

18. 25 i 脇元小林市長来訪

8. l 5 巡回診療についての広報実施

l o. l 5 岐阜県防災係艮，現地視察のため来訪

11. 25 
・ 環境衛生金融公庫橋本理車一行 4人，環境衛牛関係業態視察のため来語
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県本部へ地震発生状況を報告

県本部から，相談所の職員を住宅，福祉，広報関係各 1人に縮小の旨連絡あり

藤木現地本部艮，災＇共地巡視ヘ

相談件数24件を県本部へ報告
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月日 i 時 分 i 対 策 ＇科 項
~--

3. 7 ! 21. 00 ; 霧島山塊地震について県本祁艮へ報店のため，藤木現地本部長出県，翌朝 2時

現地本部に帰所

8 10. 10 1li]日の「fiht(29呻）を限本部へ報四

10. 30 i 藤木現地本部長，降IIi被晃凋杏のため現地へ

16. 45 宮崎県社会艇祉協議会から―Ill得吏！「資金20件分を送金，明日借受人へ手渡ず

ように！と町本部へ伝逹

17. 00 相淡付数29件を県本部へ報告

9 ; 8. 30 相淡者の減少に伴い，相談所の職員を 3人に縮小（住宅 1人，社会福祉 1人，

10 

1 1' 

その他 l人）

10. 00 えびの地震総合観測班の地震情報を県本部へ報告

11. 30 藤木現地本邪長，被災地を巡同

13. 10 県婦人会•行，現地視察のため来訪，現地へ

17. 30 相談件数31件を県本部へ報：ピ

10. 50 ! えびの地震総合観測班に大野凋杏官苔任，「周谷調杏官から弔務引送継ぎ

13. 10 i 牲木現地本部長，大野調社官を案内して災舟地へ

17. 00 相談件数 9件を県本忽へ報告

18. 00 避難所 1か所，人員13人，給食状況等を県本部へ報告

10. OQ ! えびの地震総合観測班の下鶴東大教授，現地叶き揚げ

10. 14 i 地震回数を県本部へ報告

15. 55 I 町本部からの要請により，藤木現地本部艮は限耕地課，小林耕地出張所へ，同

町に派逍中の職員の応援期間延艮について照会，小林出張所から必要ない旨の

回答があったので， これを町本郊へ連絡

16. 00 i 1篠木現地本部長，柳水流部落へ

17. 10 ! 相談件数51件を県本部へ報告

18. 38 風1・[j波浪注意報を町本部へ伝達，住民へ広報するよう指示

1 2 i 9. 00 県本部へ地裳回数，雨槍について報告

12. 00 藤木現地本部長，昨夜の降而による被喝凋杏のため現地へ

16. 30 i 内諸県木材協会から復旧資材につぎ照会あり，内諸県農林弔務所へ取り次ぐ

17. 05 ! 相談件数27件を県本部へ報告

13 , 13. 20 ! 地震回数を県本邪へ報告

13. 30 建設省査定官一行案内のため，藤木現地本部長現地へ

14. 00 京町部落民II人，住宅補償問題について来訪

17. 00 相談件数29件を県本部へ報告

県本部から酋百囲の広報車引苔揚げ，えびの町長へ今後の広報1こついて依頼
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月 日 i時分 i 対 策 ボ 項
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3, 14 10, 県本部から照会の，仕宅移転および住宅の修理に対し，町か補助金を出してい

るかについて，凋査したところ，まだ出していない。見舞金については， 423件，

14, 132, 6931月あろが、こればlifl巾に配分委員会を設け検討することになって

いる旨匝答

11. 15 地震回数を県本部へ報告

12. 30 第一納業株式会社から災＇，ビ見舞のため来訪，見舞合品は直ちに町本弼ヘ

17. 00 相談件数14件を県本部へ報告

藤木現地本部長，えびの町長と災古復：日について打合せ

15 9. 30 ! 県本部から藤田l：査，災涛対策惧務連絡のため来訪

10. 07 地震発生回数を県本部へ報告

11. 00 i /厚生省社会局施設課田崎課長補佐，緊急避難所設閥のことで枝災地を踏杏，藤

木現地本部長案内

3月20日に予定の知事，町艮，住民によるヽえびの地震を語るヽの計画につい

て町艮へ連絡し，了解を受けるようにとの県本部の指小あり，直ちに連絡し，

［解をとる。

12. 10 I 1I」「1県議会議員，現地視察のため来訪

17, 00 [ 相談件数20件を県本部へ報告

16 ! 10, 40 県本部から石井出納長が災書見舞のため来町の旨連絡あり，町本蔀へこの旨通

知

地震発生状況を県本部へ報告

13. 00 藤木現地本部長，災害地の巡視ヘ

17. 00 ! 相談件数 8件を県本部へ報告

11 I 10. 10 藤木現地本部長，連絡用務のため鹿児島県栗野の東大地震観測所へ

10. 20 地裳発牛回数を県本部へ報告

17. 00 相談件数な糾旨を県本部へ報告

18 i 17. 25 I 相談件数25件を県本部へ報告

17. 30 藤本現地本部艮，災寓復1111こついて町艮および同町議会議艮と打合せ

19 9. 25 j 地震発生回数を県本部へ報告
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震度 4 （真幸地区）の地震あり，とくに被轡なき旨県本部へ報告

藤木現地本部長，災貨地巡視ヘ

相談件数19件を県本部へ報告

黒木知事来訪，藤木現地本：恣長，大野凋査官から状況聴取後，やたけ井にて開l

催のM.R.Tテレビ座談会へ出席，終了後現地視察

20日の有感地震回数を県本部へ報告

藤木現地本部長，昨日の降雨被轡調査のため災＇其地を巡視

20日の相談件数を県本部へ報告

陸上自衛隊（都城）から 18日以降の地震回数の問い合せあり同答
ヽ~• / t~ 
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3. 21 I 11 10 地霞発牛回数を県本部へ報告

14. 00 えびの地設総合観測班の地震情報を県本部へ報朽

16. 50 相淡件数13件を県本部へ報告

18. 10 i ／捺木現地本部長は，東京事務所長を通じ1：京巾の想木知信へ，緊急避難仮設住

宅の部格別配閥，被',!［施設の復111，什宅移転地の補助笠につぎ，えびの町艮の

怠向を報告

22 8. 36 地震発牛回数を県本忽へ報化

14. 30 相淡件数12件を県本部へ報告

9. 40 地裳発生皿数を原本部へ報告

15. 00 相談件数 9件を県本部へ報告

16. 35 : 1j妥木現地本部長，災虜対策連絡用務のため県本部へ

24 : : 
10. 10 地裳発生回数を県本部へ報告

23 

26 

25 1, 25 0時59分と 10時21分の 2吋にわたり虞度 5の地震発生，県本部へ報告

3. 40 藤木現地本部艮は，直ちに破'9切地を・~-巡し，状況を県本部へ報告

4. 50 県本部から派牲の襲罵，凋森1•肛月第 1 班（嶋田農政介画課長外 3 人）到符，直ちに

現地凋査へ

県本部から水道，心気関係の披＇只状況の照会あり，水追は異常なし，加久藤，

真幸地区は停屯の旨報告

5. 30 県本部から派姓の被虐調杜111第2班（島本七木部次艮外 3人）到着，現地澗斉ヘ

6 10 えびの地震総合観測班の地霞情報を県本忽へ報：灯・

9. 35 柳水流の山くずれのため，谷水かあふれ1刊を洗っていろ旨，小林耕地出張所艮

へ連絡

9, 50 I••木，林務，耕地の被専は新らしい箇所も見受けられるが，前191の被害拡大が

多いと思われるので，謡査員については，前回と同フ—人を脈逍すろよう県木綿

へ連絡

12. 00 県本部からの照会に対し次のとおり報告

l． 下浦の応急仮設住宅の被’/：原因は，建設箇所が埋＼＇［地てあったため

2． 水道の復1日は， C礼子原 8時 弊11110時に完了

3， 仕家全壊16Fi，半壊l7l戸，乳住家仝半壊91戸

自衛隊の派逍要請1こついて協議した結果，給水活動等もなく現休制で措岡でき

ると判断し，要請しないことになる。

加藤副知惰被＇只凋査のため来訪，藤木現地本部長から状況聴取後，現地を祝察

町と警察との被',tf調査結果1こ矛があるため，現在町の職員を動貝して確，忍にあ

たっている旨，漿本部へ報告

凩本部へ給食，給水状況を報告

猪崎民生労働部長，被宮調査のため来占

地震発牛回数を県本部へ報内
~~-
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3. 26 i 14. 20 ! 黒木知算枝害調査のため来訪，藤木現地本部長から状況聴取ののち現地を視察

15. 50 平島参議院議員，現地視察のため来訪

16. 50 九州農政局未仏課艮補佐，現地視察のため来訪

17. 10 ! 相談／牛数 4件を県本部へ報告

17. 30 藤木現地本部長，災寓地巡視ヘ

27 9. 20 地震発牛回数を県本部へ報告

10. 40 i 緊恙避難所未設隧のことで巾浦郊落民大挙現地本部へ押しかげ，藤木現地本忽

長に対し，設骰するよう要咽した。直ちにえびの町長へ連絡

12. 25 県本部（秘潟課）からの指ホにより，政府調査団現地淵査受入体制の準備を開始

13. 00 藤木現地本部長，緊急避難所のことで中浦部落へ

18. 00 県本部（社会課）からの照会について，次のとおり調査のうえ報告

前回の地震で半壊が全壊となったもの22ilt帯87人

” 一部破損から全壊となったものlljlt衛35人

新しく全壊となったもの 6Ill帯21人

18. 20 ! 相談件数 7件を県本部へ報代

28 < i 
9. 40 i 地震発生皿数を県本部へ報告

11 45 ! 政府調査団の受入準備等について県本部と打合せ，措買すろ。

19. oo I 緊恐避難所設置のことで，えびの町長，猪崎民牛．労働部艮，藤木現地木蔀艮打

合せ

29 I 9. 10 ! 地震発生回数を県本部へ報店

9. 35 ' 建設省国際地雲研究所ユネスコ派遣研究牛ー・行，現地視察のため来訪

10. 30 i 県本部（社会課）から，緊急避難所の電気工事のうち，内線は県負担，外線ば

九霞負担，水直lー．料は町仇担の旨連絡あり，町本部へ伝達

12. 45 政府凋査［・叶受入れについて，県本部と連絡し措買する。

13. 00 ! NHK村野解説委員，被災地の事情調査のため来訪

14. 00 政府調査団一行，えびの町役場に到若，事情聴取ののち打合せ，今後の行動を

決定

北海道大学東助教授，北海適立地下資源調査所鈴木氏視察のため来訪

16. 50 i 相談件数5件を県本部へ報侶

30 • JO. 00 ! 地震発生回数を県本部へ報告

17. 00 [ 相談件数 4件を県本部へ報情

31 JO. 15 地震発生回数を県本部へ報告

17. 00 1 相談件数を県本部へ報告

4. I 9. 00 緊急避難所設閥状況 (10棟）を県本部へ報告
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月 日 時 分

4. II. 00 

15. 00 

2 9. 00 

10, 25 

l 0. 57 

11. 40 

II, 53 

14. 55 

17. 40 

3 9, 20 

10. 00 

4 8. 50 

9. 25 

l O. 00 

13. 20 

15, 00 

17. 45 

5 10. 20 

14. 00 

15. 00 

17. 10 

6 10. 25 

11, 30 

15. 55 

対 策 ¥
 

項

地震発生回数を限本部へ報告

明日開催予定の鹿児島，宮崎両県合同協議会について県本部から連絡あり，必

要素項についてえびの町へ仏逹

県本部（社会課）から照会の避難状況については，えびの町から直接社会課ヘ

報告するよう連絡

緊急避難所完成状況 (12棟），染団移転希哨者 (31llt幣）を眼本部へ報告

地裳発I!—回数を県本部へ報告

県議会商L民労含業常任委員会—行，現地視察のため来訪

鈴木経済部長，耕地課平塚課艮補休来訪

加藤副知事，＇ 1;(元総務部長，巾川原消防防災課艮来訪，点松町て開催される鹿

児島県との合同食議へ

藤木現地本部認県議会—行の視察案内を終（後，猪崎民叶労働部艮の緊急避

難所の視察案内のため現地へ

8，行の広報担当者が明 11えびの町および‘'1本部へ広報活動および災？：対策等1こ

ついて凋査したい旨連絡あり，この旨町本部へ伝達

藤木現地本部長，り[f原仮設住宅の視察へ

地震発生屈数を県本部へ報告

県本部（社会課）へ，緊忍避難所完成 (16棟）状況を報告すろとともに，えび

の町への照会弔瑣について乱闘壺結果を次のとおり報糾

も布その他物品の受人れについては，本部と連絡をとり措1雀する。今後設漑

される緊急避難所の箇所，棟数筈については，写真も撮ってあり準備完了，

現在収容者について検討している。

藤木現地本部認叫渚県農林事務所経済課長に対し，耕地災‘州復III索業につい

ては，関係県出先機関0)怠兄謁整を図り実施するよう波咽

地裳発生回数を県本部へ報化

大蔵省冒卜局公共為：係浜lll~-，1[．貨補，災＇，村の吊期復Ill祝定のため現地調壺

り~前 9[iに連絡のあった rJ(h その他物品か到着，町本部へ引き渡す。

宮崎地方気象合の地裳，1［は， J¥ヤ老人ホームに取付完了した旨県本忽へ報告

地震発生回数を県本部へ報告

えびの地裳総合餞測班の地震情報を県本部へ報告するとともに，住民へ広報す

るよう町本部へ通知

荀代準備について岡元部格で1卒談会を開催，腺木現地本部長出料＇

相淡件数 2件を県本邪へ報告

地震発生回数を県本部へ報告

えびの地震総合観測班の大野調否官は，後任の湯村凋査官べ求務を引き継ぎ県

本部へ

後藤社会課長外 3人，災害救助Ill務のため来訪
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時
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対
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策 屯項
~ ~ ~ ~ ~~ ~.. 

地震発生回数を県本部へ報仏

14. 00 藤木現地本部長，相談菜務釦こついて県本部へ意向打診

8 -13. 00 苗代準備について柳水流部落の座談会開催，藤木現地本部艮出席（党本）1］水路

の復［日について部洛民から強い要唱あり，町から早急に応急丁事を実施すろ旨

加1答）

15, 00 藤木現地本部艮， l易村凋査官と被災地の巡祝ヘ

17. 00 朴1談件数 1 件を翡，•本部へ報告

9 9. 00 地震発生回数を県本部へ報告

10. 10 九州大学火山研究窄種了•田教授現地視察1こついて限本忽から連絡あり，必要寸i

項についてえびの町へ伝逹

10, 15 藤木現地本忽長，湯村淵杏官，永崎県議会議員に同行，岡元部格の視察へ

17, 00 耕地課森田t幹， 1小林耕地出張所叫野係長来訪，唸本用水路復1日について藤木

現地本部艮と打合せ

10 9, 05 i 県本部から連絡のあった 8時40分発表の大雨注意報を町本部へ伝達

9. 30 I 地震発生回数および降雨被害について県本部へ報告（披害軽微）

10. 00 西諸県農林事務所，小林耕地出張所，えびの農業改良普及所およびえびの町の

関係者が仕合し， 1,/i代準備について打合せ，藤木現地本部長出席

10, 15 i 水流団地のプレハプ入居者から雨もりの苫情あり，業者へ修理方依頼

昌明寺地区の住民から，かけくずれの心配のためプレハブ住宅のあっせん方依

頓あり，皿［本部へ連絡

JI • 9 . 25 地震発I{加］数を県本部へ報告

10. 30 県，義会えびの地震災害対策特別委員会••行 9 人，現地視察， （宮元総務部艮，

中川原消防防災課艮同行）

12 ! 9. 45 地震発生i"i数を県本部へ報告

17. 00 黒木知直関係部課長を同直し被？｛地を視察，とくに田植対策について指示

13 ; 11. 35 ! 地震発生回数と相談件数を県本部へ報：＼

12. 00 ! 藤木現地本部長，えびの町長へ黒木知市の現地視察の要旨を連絡

14 9. 35 ， 地震発生皿数を 1鼠本部へ報：K•

18. 05 ! 玲J:自衛隊（都城）から地裳発生回数の照会あり回答

15 

16 

17 

2
0
3
0
1
0
3
0
4
0
5
5
0
0
 

兌

几

直

直

几

？

直

地雲発庄回数を県本部へ報古~

えひの地裳総合観測班の地震情報を県本部へ報告

地震発生団数を県本部へ報告

永崎限議会議員来訪，藤木現地本部長現地へ案内

愛知紡絨株式会社社長外 2人；地裳見舞のため来訪

地震発牛回数を県本部へ報告

小川管財課長，地震状況調査のため来訪
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月日時分 対策事項
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4. 18 10. 15 地震発牛回数を県本部へ報告

10. 30 中浦邪落の水田被滉凋杏のだめ，藤木現地本部艮は永崎県議会，．、義員とともに現

地へ

13. 00 藤木現地本部長，湯村淵査官は柳水流，大丸Ill!'．流の震源域凋杏のため現地へ

15, 00 水 I：東大地虚研究所長来訪

19 10. 10 地震発生回数を県本部へ報告

藤木現地本部長，災内復1[］の近況船＇―,のため出県

10, 20 建築課家納仕宅係長，住宅危除地域調査のため来訪

14, 30 金了造林課艮，山地復Ill対策のため来訪

20 10, 30 地虞発生回数を呉本部へ報店

21 10. 40, 40 地震発生1"1数を県本部へ報：，i・

11. 00 藤本現地本部長， 9；□了原仮設住宅浴場，柳水流，．i!部の谷，常本II]水路を淵在

22 I 10. 20 地裳発生回数を県本部へ報内

10. 25 寸］のため，ヘリコフターによる実播l'．はてきない旨県本部（造林課）へ連絡

12. 00 しド林務部長外10人，治1l1用務のため来訪，現地本部て全日空，日本植生株式

会社と人1芝造成1こついて協議

23 ' 10. 20 地震発牛皿数と相，，炎件数を県本部へ報告

11. 30 [ 藤本現地本部長，ヘリコプターから布巾散布の柏生テストを行なうため，柳水

流部落へ

12. 30 えびの町における義援金の記分について県本部から照会あり，えびの町に対

し，限本部へ直接報告するよう指ふ

13. 40 藤木現地本部艮，岡元部落被災地の住宅建設状況視察へ

24 10. 30 地震発牛回数を県本部へ報糾

16. 05 相淡件数 3件を県本部へ報：＇；-

25 : 7, 30 加藤副知事現地視察，腺木現地本部長案内

10, 20 地裳発！キ同数を県本部へ報化

26 9. 55 地霰発生回数を県本部へ報告

13. 00 永崎県議会議員来訪，藤木現地本部長復！日状況視察案内

27 ・ 8. 00 藤木現地本部長，災宜対策用務のため県本部へ

10. 20 地震発牛In1数を県本部へ報化

28 10. 25 j 1,11 I・ 

29 10. 00 同 上

0

0

 

4

1

 

．
．
 

3

0

 。
3
-

労働省職業安定局長来訪，日高技師現地を案内

地震発牛回数を県本部へ報告
··························----~--· 
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月日時分
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l 

4. 30 ! 13. 00 

対
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策 事項
—/ • 

えびの地震総合観測班の気象庁湯村調査官は，後任の田中火山係長へ事務引き

継ぎ

5. I • 10. 15 地震発牛回数を県本部へ報：f；

21, 58 i 21時55分裳度 3の地震あり，被只はない模様の旨県本部へ報告

22. 20 藤木現地本部長，骰夷状況潤査へ

23. oo I I・.原真幸区長来訪， 21時55分の地裳に対する住民への広報について気象庁田中

火山係艮と協議，結果は，安心して家のII1に入るよう区長が広報することに決

定

23, 20 }榛木現地本部長，現地，凋査の結果を次のように県本部へ報告

岡元県適か崩土しているが交通には支障なし， 16か所の緊悠避難所のうち，

9か所に37人が避難している。他は異常はない。

2 ' 10. 13 地裳発生回数を県本部へ報告

13. 00 西，肴県出先機関の長と打合せ会開催（現地本部で）

15. 30 藤木現地本部長，災害復旧状況の視察へ

17. oo i 藤木現地本綿認災宵復l11のことでえびの町長を訪問

3 9. 50 ， 地震発生回数を県本部へ報告

14. 30 [ r操木現地本部長は党本用水路， J<丸川，溝添Illおよび空巾散布梢生の状況視察

4 10. 00 j i 瀬戸山衆議院議員被災地視察，藤木現地本部長案内

10. 10 地雲発生回数を県本部へ報告

5 8. 45 ! II暴木現地本部長は，気象庁田巾火山係艮と同行，湯之野地裳観測所へ

10. 20 I 20 地衷発！卜回数を県本部へ報代

12. 20 艮崎県管理課伽地質繕係艮外 3人，建築物の被害状況澗査のため来訪

6 9. 30 i 県本部へIIJ蔽 (20四）および披',Mはない旨報告

10. 00 ! 地震発牛回数を県如咽へ報胄

14. 00 東京都江東区区会議員一行現地視察，藤木現地本部長案内

7 10. oo ， 地震発生回数を県本部へ報告

11. 30 ! 巾小企業金融公／ボー行 3人来訪

17. 00 藤木現地本部艮，災附復旧について協議のため，えびの町長を訪問l

8 [ 9. 50 地震発生い」数および相談件数 6件を県本部へ報告

災只公営住宅敷地のことで，えびの町長と協議

地震発生回数を県本部へ報告

宮崎大学藤本助教授，消防防災課藤田主杏一行，危険住宅実態調在のため来訪

地震発生回数を県本部へ報告

水上東）加大学地震研究所長， I司甲斐経理部長来訪

i 10. 30 地震発牛回数を県本部へ報告

~．~・-----------------------·-··、一-----~-

，
 
10 

0
0
5
0
0
0
0
0
 

1
0
i
凶

直
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月 日 時 分 対 策 ボ 訂し

5. 12 7. 30 藤木現地本部長，本部へ報料のため出県

10. 00 地霞発牛回数および日1月'"(16皿）を県本部へ恨苫

13 9, 15 藤木現地本部長，被災地の巡回ヘ

9. 45 地裳発生回数を県本部へ報告

15. 35 気象庁木村地震課長，福岡笠区気象台観測課艮，菜務課長，鹿児島地方気象台

長，観測課長，宮崎地方気象台長，技術課長の．—行，地震観測！1］務のため来訪

16. 40 藤木現地本部長．公常住宅敷地のことてえびの附長を訪閻

14 9, 45 地震発牛回数，住宅相談件数 5件を料本部へ報似

l 5 8. 40 消防庁辰己甚務宮，現地視察のため来訪，藤木現地本部艮案内

10. 30 地渓発生阿数，住宅相談件数5件を県本部へ報悶；

15. 00 現地本部を呉立公民館前へ移す。 （真幸支所新築l＿ーボのため）

17, 00 えびの地裳総合観測班は本1115時をもって解散

同観測班の業務は，鹿児島，宮綺両氣伯台へり1き継ぐ，また地虞茫'11口1放ば，

県本部から通報する。

16 ， 15 観測班気象庁田巾火山係長-ー子『出発

9_ 30 本日から良幸名人ホームに設附の地混廿数闊こよる地震lnl敦を現地本駕から宮

崎地方気象台へ報告

10. 30 地裳発り回数を 4ゞ綿へ報：持

17 13. 00 牒木現地本；恣長，被災地巡[i•!へ

18 10. 40 降I:ijによる被収凋査を実施，とくに被‘直はなく，この旨県本駕へ報：：’i

12. 40 藤木現地本部艮，災＇，ピ事務打合せのため町役場へ

19 II. 30 えびの町災苫復1日打合せ会に暖木現地本部長：li席

20 17. 00 町屯耕地災‘汽復Ill事菜促進について，えびの町艮と打合せ

21 9. 25 亦城，汀崎衆議院議員現地視察，藤本現地本：恣長案内（加藤副知淋， 9尺1%E林

課艮および．こ野IIIMIII砂防課長且行）

23 10. 45 建築課家納作宅係艮，公営仕宅のことて来訪，藤木現地本部長， Iii［長と協浪

24 10. 00 真も地区上水消水諒池のことて，えびのIiIjげげ支所長と現地凋査

25 9. 55 建設省川内川）伐町出張所調へのIiit社 (12.8m抗）を県本；恣へ報告

10. 30 厄生省環境i術牛局長現地視察， 1検木現地本泡長案内

17. 30 県本部から風雨波浪注意報の連絡あり， 9町本部へ伝達

27 11. 00 常人用水路復lll完成，通水を行なう。

28 10. 00 藤本現地本部艮，えびの町役場で開催のえびの・湘松地区地虞対策連絡会議へ

出席

29 13. 45 黒木知事の現地復膝および田柏対策の状況祝察に永崎県議会副議艮，えびの町

艮，同町議会議長ならびに同町特別委員同行，藤木現地本部長秦内
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第11章 災害関係機関の活動

月 日 時 分

5. 30 II. 30 

31 13. 15 

15. 00 

6. 10. 00 

2 i 14. 00 

3 13. 00 

4 10. 30 

13. 00 

6 I 8. 15 

10. 30 

7 I 9. 10 

15. 00 

8 13. 18 

10 

11 

12 

13 

14 

17 

18 

ヘリコプターによる播種，餃布状況を県本部（造林課）へ報偶

ヘリコプターによる播稲，散布状況を県本部（造林課）へ報告

住宅復興について建築課家納住宅係艮来訪，藤木現地本部艮，えびの町艮と協

議（敷地は共立病院の南側に決定）

県立：南郷高校社会科担当教諭，被宮状況視察のため来訪，藤本現地本部長案内

厚生省村井公衆衛生局長および永井県衛生部長，上水道復旧について現地凋在

のため来訪，えびの町長および藤木現地本部長案内

藤木現地本部艮，県公営住宅敷地瑳界決定のため現場へ

住宅復興1こついて建築課職員 3人来訪，藤木現地本部艮と町役場へ

藤木現地本部長，緊急避難所の管理状況謁査結果を猪崎民牛労働部艮へ報告

藤木現地本忽長，被災地の巡Inlへ

西都市婦人会現地視察のため来訪，藤木現地本部長案内

藤木現地本部昆屯子原住宅団地祝察後，京町観光ホテルで開催のえびの・点

松地区地震対策連絡会議へ出席

藤木現地本部長，復興対策打合せのため町役場へ

社会党江田副委員長＿＿行，災＇舟兄舞のため来訪，藤木現地本洛長は状況説明後

現地へ案内

東京大学地寝研究所吉山教授来訪

藤木現地本部長，現池巡回ヘ

県議会えびの地裳災害対策特別委員会～行の現地視察に同行のため，藤木現地

本部長町役場へ

藤木現地本部艮，災＇，―-い対策用務のため，限本部へ

藤木現地本部長，災害復興）1］務のため，町役場へ

藤木現地本部長，現地巡回ヘ

災夷復輿）I］務のため，藤木現地本部艮町役場へ

常陸宮こ夫杖こ来町のことで，えびの町長と打合せ

県本部から大雨注意報の連絡あり，町本部へ伝達

藤木現地本部長，現地巡回ヘ

県本部から農政介画課甲斐主査に現地本部兼務を発令

県本部へ， 12日9時～17日9時までの陥Ifl蟻 104mm, 被害ばなく，田植えも本

格的にはしまったことを報告

8. 45 | I操木現地本部長，兒子原へ

10. 45 建築課家納係艮と県営住宅土地購入契約1こついて打合せ，上地所有者との契約

について町役場へ連絡

15. 15 ' I籐木現地本部長，日裔秘苫課長とえびの附長を訪問

9. 15 

II. 15 

10. 40 

16. 40 

15. 15 

8. 50 

16. 00 

17. 00 

17. 15 

8. 30 

10. 30 

対 策 事 項
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第II章 災＇，只閲係機関の活動

月 ［1 |時 分

6. 18 16. 50 

19 10. 45 

12. 30 

20 9. 00 

21 9. 00 

13. 00 

22 8. 50 

9, 10 

11. 10 

24 10. 15 

16. 15 

27 9. 00 

9. l o 

28 9. 10 

10. 20 

29 9. 10 

9. 45 

対 策 市 員
1
~よ

只本綿から科学技術Iiおよび通産省の地質構造謁杏受入れについて指示あり，

準備完了

現地本部勤務となった甲斐t査柑It

藤木現地本恣長，緊急／II務のため限本部へ

藤木現地本堺長，甲斐L査硯地巡回ヘ

常陸宮こ｀夫妻こ来1{I「について，藤木現地本部長はえびの町艮，大が「月教育長と

お見舞の順路を凋牡

建築諜家納住宅係艮，藤木現地本部長は災曹公管住宅敷地のことで，えびのlllf

長と打合せのため，町役場へ

藤木現地本部長，現地の巡[HIへ

21日9時～22119時までの雨吊85沢阻 (J応ヤ小学校凋へ）および樅，じのない旨県

本部へ報告

暖木現地本部長，常砕宮こ｝、杖の＇竹町お兄舞についての打合せのため， i町役場

ヘ

藤木現地本部艮，甲斐｝存［現地巡回ヘ

県本部から，科学技術！に通商袢累省の地質構五謁代について受人休制の指ポ

あり，指ボ事項を町役場へ伝逹依頼

25 . 8. 30 i I嵌木本部長，皇子原へ

9. 00 24119時～25119時までの降雨壻54呻（頁寮小学校凋べ）と雨による被甚はな

い旨屈心硲へ報；＼

10. 10 科学技術／j ・ [Tii 灯防災科学技術センタ・＂•高橋地虞防災研究脊長および通商痒菜省

地質凋杏所本野し仔研究官，地質構心謁査屯i1iJ打合せのため来訪．町役場て打

合せの後，藤本現地本部長，甲斐l杏 l[i]打のうえ現地視察へ

26 10. 00 ! 25日9時～26119時まての降吋沿57呻 (),i釈小学校調へ）を限本綿へ報内

10. 10 i Pl治省細郷財政19壮長現地視察1こ恒1行のため， 11暴木現地本部艮，甲斐t．杏町役場

ヘ
県本部から，地質構幽凋査に必要なボーリングによる排水処罪のため，川内Ill

訓川敷使/IJ協議111語について求務手続ぎ方照会あり，直ちに， 11［内illT'Jけ巾務

所へ行き必要ポ項をとりまとめ， 271I県本部へ出県予定の藤木現地本：忍艮へ依

頼

藤木現地本部長，常砕宮こ犬杖の災貨お見舞1こついて打合せのため川県，祉

町後えびの町艮と打合せ

26日9時～27日9時まてのII1蟻5碑（貞窄小学校淵べ）を県本泌へ報内

2711 9時～2811 9時までの由拾52絨m(}冒小学校，凋ぺ）を県本部へ報怜

藤本現地本部長，被塞測査のため現地へ

県本部から政府の特別措,11:5項目決定の連絡あり，町へ伝堂

28日9時～29[19時までのI‘ti:it94mm（真索小学校調へ）を県本部へ報告

藤木現地本部長，被害，凋査のため現地へ
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第11虚 災害 関係機関の活動

月日時分 対 策 屯 項

6, 29 16書 20 加藤副知事外関係各課長4ぶ豪雨によろ披害調杏のため来訪現地へ，藤木現

地本部長案内

16. 45 県本部から， 16時04分発表の大雨情報第 1号の連絡あり，町本部へ伝達

7. 1 8. 30 i 救木現地本部艮退職，後任！こ甲斐t査発令

9. 10 i 29日9時～30日9時まての雨域55m隋， 30日9時～ 7月 1「19時まての用惜35mm

（いずれも真窄小学校，凋べ）を県本部へ報古

17. 15 日高秘苫課長，常陸宮こ‘'夫妻こ来町[1程打合せのため来訪

2 8. 45 甲斐現地本部長，股害調杏のため現地へ

9. 05 i I日9時～ 2II 9時まての雨址82mm（兵i合小学校調べ）を県本部へ報告

14. 20 ! 甲斐現地本部長，被'’'：淵査のため現地へ

3 9. 50 ' 2日9時～ 3日9時までの1甘婚74視煎（）匁や小学校謁べ）を県本部へ報告

10. 15 月1麦現地本部艮，般澤凋査のため現地へ

17. 00 住宅柑淡付数 (2日， 3日にそれぞれ 1件）を県本部へ報告

5 ' 9. 05 ! 4日9時～ 511 9時までの雨情19mm(}趙｝小学校，凋べ）を県本部へ報告~

9. 50 常陸宮こ｝、疑のこ4く[!J，県議会総務警察常任委員会釘＇，の現地祝察，集団移転

対策等の打合せのため，甲斐現地本部艮，町役場へ

愛知紡禎粟村社長外 2人，地震災＇共見舞のため来訪

県本部から，大雨洪水注意報の連絡あり，町本部へ伝達

甲斐現地本部艮，被害謁査のため現地へ

5 11 9時～ 6日9時までの哨墜90m（真幸小学校澗べ）を県本綿へ報告

7 fl 9時～ 8II 9時まてのIlir，;18mm（真オ小芹校，凋へ！を県本部へ報告

山麓線鉄直陪切手前の応急仮設住宅撤去設請のため地L来訪，真寺支所山下係

長，町役場点「l]住民課艮と打合せ

8 11 9時～ 9 11 9時まてのI‘Ii憎54m"（真ヤ小学校凋ぺ）を県本部へ報：与

甲斐現地本部長，被専淵杏のため現地へ

11. 05 

12. 55 

14. 00 

6 9. 10 

8 9. 05 

14. 30 

，
 
10 

11 

12 

9. 05 

13. 20 

17. 00 

8. 55 

9. 05 

9. 05 

9. 20 

II. 00 

ll. 30 

14, 00 

什 t：相談件数 3件，現地審食 6Iりを県本部へ邸';

甲斐現地本部長，災',9砂公官住も敷地について打合せのため，建築課甲斐技師と

町役場へ

9日9時～10日9時まてのi!i<,tl17mm（真寮小学佼凋べ）を児本部へ報内

10日9時～11[1 9時までの雨：社14，間（真幸小学校凋べ）を県本部へ報告

建築課甲斐技師来よ，災寅公営仕宅への取付直路および坪立について打合せ

町役場で開催の災専復ILI事飴打合せ会へ甲斐現地本部艮出窮

常陸宮ご夫妻，地震災虜お見舞のためこ‘'来1i」

九州聰政局振興第 1課長，えびの農業改良蒋及所長外 3人，被災地視察のため

来訪
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第1環 災古関係機関の舌勁

---------•——--- -．---．-．---~--'~二”こ―: ~---""—."---,· 

月 日 時 分 対 策 事 項
------------- .. 

7. l 2 15. 50 県閲発公社金丸申務局長外 1人，災内公営住宅fl]務のため来訪

13 8. 45 甲斐現地本部長，柳水流部落て開催の染［引移転についての打合せ会へ出席

15 9. 00 弊ft1部落高橋登氏，集団移転宅地俎成候補地について来訪

19. 30 柳水流部落において開催の礼団移転についての慮淡会へ，甲斐現地木）忽長出席

16 ； ! 10. 40 治山］:事現湯視察のため．林政課I周屋課長補竹．佐藤四諸県農林ド務所長外 l

人来訪

耕地復1日事業現地凋査のため，小林耕地出張所下本係長来訪

l 7 10. l5 農政企両課宮島係艮外 1人，農地報償宇務用務のため来訪

18 9. 00 17日の住宅相淡件数 1件を県本部へ報告

19 10. 20 応急仮設住宅移転について地t来訪

15. 00 県総務贅察常任委貝会一行，現地視察のため来坊，甲斐現地本部長案内

22 i 9. 30 児子原応急仮設住宅の排水溝のことについて関係者来訪

15. 00 溝添川＿］一ー：流治山砂防］：浙のことについて山林所有者来訪

23 9. 30 通商吃業省―I.^ 業技術院地質調査所小野技官，科学技術庁艮谷川専門委員，地質

構造調査打合せのため来訪

（えびの町役場，加久藤営林署，吉松町役場で打合せ）

24 ! 8. 30 i 県ド防災関係機関（県庁各課・出先機関，えびの町，自衛隊，贅察本怒，警察

署，営林署，建役省京町出張所等）合lfi]で，えびの町における災曹危陰箇所に

ついて防災パトロール実施

14. 00 圃j役楊において，県議会商工民労介業常任委員会一行参加のもとに開催された

被災中小令業者との懇談会へ甲斐現地本部長出席

25 II, 00 災寅公営住宅建設に伴う説明会を現地本部で開催

26 l l. 00 応急仮設住宅雨もりのことについて関係者来訪，県本部（建築課）へ連絡

13. 30 町役場て開催の災寅公営住宅幻片者選考および入居市務についての打合せ会へ

甲斐現地本部長：l．,'席

27 10. 20 災寓公営住宅敷地代金支払いのため，甲斐現地本部長は，建築課富高係艮，間

発公社村内主査と町役場へ

8. I I 13, 30 I lfl斐現地本部長，現地巡回ヘ

2 9. 20 甲斐現地本部長，現地巡回ヘ

15. 00 甲斐現地本部長，町役場へ

3 8. 30 岨木知市来訪，被災地の田梢え状況および治山，河川の復旧状況を視察ののち

真亨中学校体育館ての宮崎日日新聞社主催，えびの町振興懇談会へ出席

11. 00 今後の住宅相談は，小林十木事務所で行なう旨，県本部から連絡あり，町本郊

へ伝達

6 12. 00 建築課甲斐技師，災専公党住宅敷地設定のため来訪

7 ! 13. l5 甲斐現地本郊長，現地巡叫ヘ

8 ! 13. 30 皇子原応急仮設住宅の便所増設と雨もりの状況を涸査し県本部（社会課）へ連絡
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第1噂災害 1対係機閃の活動

- ----------- ，9 9 ,  9 9 9 9 9 9,．"．，...'＂7,．．9 9 : --,’'""'‘’~-' "'’’’9,—, 9 9 9 9,  •一99一，

月日 i 時分 1 対策事項
＂＇，．，，．＂＂ 9 ヽ・ ..  

・- ---- --- ヘー 、 . -

8. 9 10. 00 甲斐現地ぶ慾貶，災＇甚対策事務打合せのため町役場，飯野筈察署，西諸県農林事

務所へ

10 i 9. 30 
科学技術月国仇防災科学技術センター大石地表変動防災研究宰艮，地表変動調

否のため来訪，山斐現地本部長か謁査地区てある弊田，柳水流怒落へ案内

13 I 10. 00 
＇ 甲斐現地本部長，現地巡回ヘ

14 

]5 

16 

19 

20 

21 

22 

23 

26 

27 

20. 22 

9. 30 

11. 20 

8, 50 

IO. 45 

l o. l o 

11. 00 

13. 00 

IO. 45 

11. 25 

15. 45 

11, 00 

震度 4の中裳あり，甲斐現地本部長は， IIり1噂消防防災課長に連絡するととも

に，現地本部にて努戒体制をとる。

昨夜の地裳による被寓状況凋在のため，甲斐現地本部長現地へ

（，凋査の結果は，人命，人家には被・，1［なし， 1＇；干の 1[」地拡大崩壊のみ，この旨

県本部，西諸県地方支部へ報代）

甲斐現地本部長，亀沢部落の被恵状況凋香ヘ

甲邊現地本綿長，現地巡回ヘ

地震観測実情凋査のため，―て浦宮崎地方気象台長，森防災業務課艮，巾Ill原消

＇ 防防災課長外 1人来訪，i町役場，贅備本部，老人ホーム，渇之野観測所へ，甲斐

現地本部長同行

農村向災甚公営住宅敷地について1J合せのため，建築課家納作宅係艮来訪，甲

斐現地本部長とともに町役場へ

県本恣から，科学技術斤，通商痒惚省の地質構辺調杏について連絡あり，受入

れ休制について措：爵

県議会農林水洋常任委員会．．イぷ真中蔑協の農業貪！申建設状況視察，甲斐現

地本部長案内

地質構造凋査の受入体制のため，甲斐現地本部長は町役場，小林保健所へ

地質構造謁脊のため，通商産業省地化学探査班米谷，阿部，大場各技官来訪，

現地へ

通商1卒業省地化学探杏班の調脊打合せのため，環境衛生課中川ギ杏，小林保健

所拙森技師来訪

通商爵菜省広域地表地質，凋査班大田技官，調査開始のため来訪

通商吃業省ボーリング地質班福田主任研究官来町，町役場で業務打合せ，消陪

防災課野村課長補什とともに甲斐現地本部長同行

11. 10 7月20日～ 8月26日までの住宅相談件数14件を県本部へ報告

13. 00 通商産業省物理探査班長谷川索務官，小川技官および住鉱コンサルタントマ浦

技師外 l人来訪

28 | 8. 45 通商産業省福田工任研究官，長谷川索務官，環境衛生課中川t査，小林保健所

福森技師，温泉謁査の場所選定のため来訪，現地へ

10. 00 通商産業省木野じ任研究官，地質凋査のため来訪

29 ; 8. 40 県本部から，台風10号の籾号1こついて照会あり，降雨貸ば19mmで被'9,！ない旨報

沓

31 i 8, 15 巾川原消防防災課長来訪，甲斐現地本部長と地質凋杏用務のため，町役場へ
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月

9. 

日 時 分

3 12, 20 

5 10. DO 

10. 30 

6 I 10. 15 

14. 00 

7 II. 10 

， 13. 15 

10 8. 55 

14. 15 

11 10. 30 

12 9. 50 

II. 30 

14 

17 9. 05 

II. so 

l 3. 30 

14. 30 

燒11章 哭屯関係機 関の活動

対 策 屯 項

建築課甲斐技師外 1人，災害公営住宅用務のため来訪

四諸県福祉市務所末石課長，小林土木ボ務所山田技師来訪

通商産業省地化学探査班村I-．技官来訪

通商産業省地化学探査班村［：技官，阿部技官，大湯技官は調査終了帰仔あいさ

つのため来訪

甲斐現地本部艮は惰了原，菓広田川，大丸川0)丁二］ぶ現場視察へ

熊本県林務部長，被災地治山工湘視察のため来訪

地方課長友財政係長来訪

m斐現地本部長は大丸川，溝添川の河川 1箋｛および林務砂防工事現場視察なら

びに亀沢区艮宅訪問

甲斐現地本部長，農村向災寅公管住宅敷地打合せのため，柳水流図艮宅へ

農村固災，1；公営作宅敷地について，木村柳水流区艮と現地本邪で打合せ

農村向災99（公営住宅敷地について，木村柳水流区長来訪

地震災内地植生•Jc,業実施のため， 1:1 本柏牛株式会社担崎者来訪

国古建築課艮外 l人，災害公営住宅，建築物の災寅復旧状況9凋究のため来訪，

現地へ

通商吃業省地質凋査所勝目技官，温泉井水準測凰のため来町

通商産業省地質調査所木野主任研究官来訪，霧島遺路公団事務所へ

通商産業省地質，凋杏所九州出脹所村じ技官来訪

大丸川の河川工事枠］ごを稲刈り後に延期されるよう鷲牟礼町議会議員来訪，

小林土木事務所と打合せ

i]I斐現地本部長は大丸Ill,溝添川，策広田川流域の治水丁：事現場および亀沢，

柳水流部落へ

18 8. 30 甲斐現地本部艮，農村向災屯公営仕宅および大丸川河川［ボについて，木村柳

水流区長宅へ

13. 00 _1浦怒落関係者，大丸II［河川「車の用地完払代金用務のため，来訪

l9 8. 45 甲斐現地本部艮，現地へ

20 , 9. 00 回nlfu沢区艮から，ヘリコプター植！七事業による水稲被実の111出あり，町役場

14, 50 

21 9. 30 

24 14. 00 

25 6. 30 

9. 10 

26 10. 00 

原山技師，農協酉井技師と同行

えびの町長へ農村向災害公営住宅敷地のことについて依頼

甲斐現地本部長，現地巡同ヘ

甲斐現地本部長，農村向災雲公醤住宅敷地について町艮と協議のため，木村柳

水流区長，東田貞幸支所長と町役場へ

甲斐現地本部長，台風16弓の被＇甚調査のため現地へ

24L'I 9時～25時 9時までの雨琺89"爪（警備本部凋へ）を県本部へ報告

甲斐現地本部長，農村向災，，仔公党住宅敷地打合せのため，木村柳水流区長宅へ
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月日時 分 対 策 事 員
/
 

9. 26 10. 50 通商咋空省地質調査所加藤，井卜事務官来訪

27 10. 00 薗田町議会議長，農村向災，『公営住宅敷地について来訪

15. 00 農村向災＇，じ公営住宅敷地について，菌田町議会議長宅で同議艮，柳水流図艮，

地じ，甲斐現地本部艮が協議の結果，解決

28 ; 9. 30 通商i卒菜省地質閥杏所応用地質郊安藤主仔研究官来訪

10. 2 10. 30 農村向災害公営住宅敷地の長買契約のため，建築課家納住宅係長外 1人，開発

公社村西t査来訪，甲斐現地本部長同行し地だ宅を訪問，＇，ピ買契約を行ない現

地測欺を実施

3 10. 35 甲斐現地本部艮，地質，凋杏ボーリンゲ排水施設に必要な河川使用許可手続き打

合せのため町役場へ

4 13. 00 通商咋業省地質凋脊所地質部沢村r．任研究官来訪

14. 30 地質調査ホーリング場所選定のため，町役場大沖商丁観光課長，東田支所艮，

真点小学校教頭，印斐現地本部艮現地調査

5 i 10. 00 通商産塁省地質凋杏所沢村じ任研究官，大田技官来訪，甲斐現地本陥長現地へ

案内

11. 00 iiTII：小野技官来訪

7 13. 30 甲斐現地本部長，現地巡「9ilへ

8

9

 

通商痒菜省地質闊査所木野じ任研究官，ボーリンゲ場所選定のため来訪

科学技術／『国立防災科学技術センター高橋防災研究宰長，伊藤技官，通商産業

省地質涸査所小川技！匂来訪

11 10, 20 甲斐現地本部長，治111復III,h唸（実播丁：）および，災＇；り公営住宅凋杏のため現

地へ

12 ・ 8. 40 通商産菜省地質，凋査所小川技官来訪，現場視察へ

14 

16 

17 

災涛公営住宅入居剪集要領打合せのため，建策課富高係長外 1人来訪，甲斐現

地本部長1吋行し町役場へ

通商産業省地質凋査所福田ギ任研究官，科学技術月1祠守防災科学技術センター

高橋防災研究室長来訪

現地本部解散事務打合せのため，県本部加力t索，西諸県農林事務所乗峯庶務

課長外 1人来訪

現地本部廃止事務打合せのため甲斐現地本部長，県本忽ヘ

22 ; 11. 00 
現地本部廃止あいさつのため，巾川原消防防梵課長来訪，甲斐現地本邪艮とと

もに関係磯関を訪問
23 

ー 通商産業省地質調杏所木野t任研究官，大田技官，総合補足調査のため来語

28 12. 50 
消防庁中沖防災救急課長．骰災地視察のため来訪，甲斐現地本部長は中川原，

加藤宮崎・鹿児烏両県消防防災課艮とともに現地を案内

31 17. 00 現地本部疫員引き拗げ

12. 20 12. 00 現地本部廃止
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月日時分 対策事項
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2. 21 11. 30 i 地雲発生の連絡を本1『より受け，直ちに消防1]・，中央防災会議（総理府）へ報

告

15. 00 被布状況を濯話で受け，直ちに限選出国会議員，消防庁，農林省および建設省

の各課に報：片説明

22 ; 9. 00 被貨報告第 1報を収受し，由ちに懸選出国会議貝，衆参両院災害対策特別委貝

会，自民党災・,対策特別委員会，府県議長会，肖治，大蔵，建設，厚生，総理

府，文部，農林の各省関係局課へ報告

10. 00 えびの地震災害対策本部東京連絡部設買

11. 45 被・舟報告第 2報を収受し，第 1報と同様関係方面へ報佑説明

23 ' 10. 00 参議院災実対策特別委員会か開催され，黒木所長出席

12. 00 被舟状況第 3報を収受し，前回と同様関係方面へ報告

13. 30 衆議院災宴対策特別委貝会理・罫会に黒木所長出席

15. 00 具選出国会議員に現在まての被？f状況説明

16. 00 令国知弔会東束事務所艮会において，黒木所長被喝状況説明

24 , 9. 00 被憎弓真を部逍府県会館玄明に掲示し，地元新聞（第 1報）を自民，社会，民

社，公明の各党本部，県選出国会議員，関係各省庁に配布するなど所要の広報

措岡をとる。

25 15. 00 被専状況第 4報を収受し，前lしilと同様閲係方面に報匹

26 , 9. 00 えびの地震災肉対策についての要望翡，被害調卦および県政フォトを収受，本資

料により加藤副知事は各党本部，県選出国会議員，関係各省庁に破寅状況を説

明し，要哨を行なう。

I．．記要沼苫および資料を1れ小合業金融公庫， 1消保除公庫，商工組合巾央金庫，

国民金融公庫，住宅金融公庫，農林漁菜金礁公庫，農林中央金庫宵にも配布し

説明

17. 00 被害状況報道の関係新聞 (24日， 25日分）を関係各省庁，各党本忽，県選出国

会議員に配布

27 ' 9. 00 被涛写真（第 2報）を厚生省，通商産業省，議員会館，各党本部に掲示

10. 00 衆参両院災害対策特別委員会に県木所長出席

13. 00 被実状況報道の関係新聞 (26日分）を1関係方面へ配布

28 

29 

3. 1 

4
 

8. 00 

0
0
0
0
0
0
0
0
3
0
 

ス
3

?

4

Q

~
 

黒木知事は総理大臣，総務長宮，建設大臣，厚生大臣，文忽大戸，大蔵大団，

農林大臣および各省関係者，各党本部等へ陳情，要囀

被＇，〖状況報道の関係新聞 (27 日分）を配布

災害写真（第 3報）および関係新聞 (28日分）を関係方面へ配布

被害状況報道の関係新聞 (29日分）を関係方面へ月MIi
黒木所長，陳清のため文部省へ

黒木所艮，陳情のため農林巾央金庫，農林漁業金融公庫，住宅金融公庫へ
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月 日 時分 ＇ 
対 策 事 項

--------------- -- 9―ヽヽ—---- -----------------------------------------------

3. 4 16. 00 黒木所艮，全国知事会東京事務所長会に出席し被涛状況説明，また災＇；昇見舞金

に対するお礼のため，各県東京事務所を訪間

5i '10. 30 要望料被害調苫，応急対策概要等を関係各省庁へ配／ij

16. 00 黒木所長，宮内庁を訪問し， 2月29日以降の地震状況を報告

6 I 16. 00 地震発生状況を宮内庁へ報告（当分の間，毎日報告）

8 13. 30 衆議院災＇涛対策特別委員会に黒木所長出席

18. 00 県人会幹事会を開邑えびの地裳の被＇汽概況を説明（被災地に対し，見舞金

を贈ることを決定）

II 11. 00 黒木所艮，総理府．l：田参事官を訪問し，陳情説明

l 3 13, 30 県木所長，県選出国会議員に対し，激甚法適用促進を要請

15 13. 00 えびの地震災害1こついての要望事項説明資料を県選：I}国会議員へ配布

参議院災害対策特別委員会に黒木所長出席

19 9. 30 科学技術庁国立防災科学技術センターに被’其状況説明および要沼のため，黒木

所長訪問

2 l 9, 30 黒木知事，災害復1日，地質構造調査および地渡観測所設置等について陳情のた

め総理府，科学技術庁，文部省，建設省，厚牛省，東京大学地震研究所，県選

出国会議員を訪問

23 II. 00 地質構造調査および地震観測所設腐要望のため，黒木所長は県選出国会議貝を

訪問

25 10. 00 早朝の地震発牛状況を消防庁，宮内庁，衆参両院災’tt:対策特別委員会へ報告

13. 15 上記の被害状況を消防／i會，宮内庁，総珂府および県選出国会議員へ報告

26 10. 00 要唱ボ項説明害および25日付の被害報直地元新聞を関係各省）『へ配布

11. 00 25日発生の被害状況および措閥概況を県選出国会議員へ説明

衆議院災害対策特別委員会罪事会に鬼木所長出席

13, 00 参議院災9片対策特別委員会理事会に黒木所艮出席

27 10. 30 えびの地震総合技術調査団の現地調査について打合せ（結果は限本蔀へ報告）

28 8. 30 自民党災害対策特別委員会に黒木所長出席，資料配布

11. DO 黒木所長，消防庁永瀬調査官を訪問

29 10. 00 衆議院災害対策特別委員会に黒木所長出席

30 10. 00 黒木所長，中央防災会議事務局を訪問

4, 11. 30 日向灘地雲の概況を消防1i，中央防災会議，県選出国会議貝へ報告

3 13. 00 参議院災害対策特別委員会に加藤副知事出席

13. 30 衆議院災寅対策特別委員会に加藤副知事出席

15. 00 衆議院別館 5階で，えびの地震記録映画を 2回士映

16. 00 加藤副知事陳情のため，総理府，建設省，気象庁，科学技術庁，県選出国会議

員を訪問
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月 日 時 分 対 策 事 項
-・-------------------------------------

4. 5 16. 30 黒木知事，陳情のため総理府総務長＇ t";, 同副長官を肋問

， 10. 00 黒木知事，えびの地震対策要唱のため，：工業技術院を訪問

宮崎・鹿児島詢県合19,J要沼共を関係各省／iへ配布

10 10, 00 屯木知'g，えびの地震関係要望陳情のため，罠林省，国立防災科学技術センタ

ー，建設省，総雌府，運輸省，肘！：！省，文部省，気象庁，衆参両院災害対策特

別委員会を訪問

17 l 3. 00 加藤副知事，えび0)• 吉松地区地震対策連絡協議会設閥 1こ対するお礼のため，

関係各省I丁，国会を訪間

18 16. 00 地質構造調査打合せのため，丁業技術院地質凋査所幅田，木野両主任研究官来訪

22 10. 00 宮元総務部長は，鹿児島県加藤消防防災課長と両県合同陳惜1こついて打合せ，

さらに上）；｛fれの県議矢えびの地震災害対策特別委員，えびの町災宮対策特別委

員と打合せののち国会関係，各閲係省I『へ陳情

24 10. 30 衆議院災専対策特別委員会に黒木所長出席

宮崎・鹿児島両県要沼甚を関係各省庁へ配布

26 13. 30 参議院災害対策特別委員会に県木所長出席

5, 2 10. 30 えびの地裳関係と松代地震関係について政府のとったす片岡を事務所内で検討

6 10. 00 黒木所艮は総理府，気匁／］を訪問

IO 13. 00 参議院災害対策特別委員会に黒木所長出席

II 10. 00 「t＼木所長，総理府J引：田参事官を訪間

15 10, 00 宮元総務部長，えびの地震関係陳情のため，関係各省庁，県選出国会議員を訪問

21 10. 30 衆議院災古対策特別委員会に黒本所長出窟

23 13. 00 参議院災‘；見対策特別委員会に黒木所艮出席

25 10. 30 i ,'［木知註えびの地震1斐1係陳情のため，自民党福田幹事長，瀬戸山副幹市艮，

大平政務凋査会長，木村内閤官り長官，総lf！府弘津副長宮を訪判

27 13. 30 衆議院災苫対策特別委員会に黒木所長出席

28 l 3. 30 同 I・. 

30 14. 30 地質横造謁査打合せのため黒木所長，科学技術庁を訪問

6. 9. 00 県議会えびの地雲災害対策特別委員と陳情打合せ，同委貝一行は，総狸府，消

防斤，厚牛省，国会議員を訪問

11 15. 00 地質構造調壺打合せのため，国化防災科学技術センター丸山第一姐研究怒長，高

橋地震防災研究室長来訪

l 2 15. 00 地質構造調査班木野主任研究官，打合せのため来訪

13 10. 00 えびの地裳関係陳清のため，宮元総務部艮，中川原消防防災課艮は，総理府，

消防庁，大蔵省，自治省，および県選出国会議員等を繰り返し訪問，中川原聞

防防災課長は， 28日まで滞在し，昇務折衝にあたる。

l 8 ＇ ! l 3. 00 県議会えびの地震災寓対策特別委員一行，永崎副議長，中川康消防防災課長，
．．ヽ—--- ----------------------
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月日

15 

8. 8 

11. 7 

---,~--.,. ""-

時分， 対 策

~..~…~ ＂ ＂ 

事 項
.....•. 

黒木所長，えひの地裳関係陳情のため，消防庁，大蔵省，総理府，県選出国会

議員等を訪問

6. 24 I IO, oo 黒木知項，激甚法に準ずる措骰陳消のため， 911/」冷菜「i，大蔵省，総理府，科

学技術庁，県選出国会議員等を訪閻

28 I 10. oo 激甚法に準ずる措買が閣議決定

13. 00 医療金融公庫，環境衛生金融公庫の融資条件について具体的打合せのため，開

木所長，中川原消防防災課長歴生省へ

7. 5 10. 00 宮元総務部艮，激甚法に準ずる措翌決定に対するお礼のため，県選出国会議貝，

中央防災会議，大蔵省， iド小介業庁，自治省，消防庁を訪問

激甚法に準ずる措隧決定に伴なう国有林材払下げ交付要綱について，消防庁と

打合せ

衆議院災害対策特別委員会に黒木所長出席

参議院災害対策特別委員会に黒木所長出席

10, 24 ! 10, 00 宮元総務部長，巾川原消防防災課長，激甚法改干陳情のため，県議会えびの地

裳災害対策特別委員4]とともに，建設省，農林省，中小企業月，県選出国会

議員，衆参両院災害対策特別委員艮等を訪問

衆議院および参議院災害対策特別委員会に黒木所長出席

14 I 10. 00 宮元総務部長， 111111原消防防災課艮，激甚法改王陳情のため，建設省，農林省

中小介業庁，総理府を訪問

0

1

2

 

2

2

2

 

自民党災害対策特別委員会に黒木所艮出席

参議院災苔対策特別委員会に想木所長出窟

局地激甚災害指定基準閣議決定

(12) 県議会関係
~ ~ ~ ~.~. -~ 
月日時分 対 策 事項

2, 22 

23 

24 

25 

26 

27 

2

4

 

3
 

川越議艮現地視察

総務警察常任委貝および建設常任委員現地視察

川越議長，えびの地震災宮対策陳情のため上泉

商工民労企業常任委員現地視察

江藤建設常任委員長外 2人，えびの地震災＇涛対策陳情のためじ京

丸山（正）副議長現地視察

全員協議会開催

文教衛生常任委員現地視察

川越議長，えびの地震災害対策陳情のため上京

川越，丸山（正）正副議長，えびの地震災害対策陳情のためじ京

川越議長，えびの町から陳情を受ける。
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月 日 ！ 時 分 対策ボ項

5

5

9

0

 

2

2

3

 

3
 

31 

4. 

2

5

6

 

1

6

1

0

 

1

1

2

3

 

5. 13 

5

6

2

4

 

1

1

2

2

 

6, 

1

6

 

3
 

7
 

11 

18 

24 

川越議長，現地視察

川越議艮，現地視察

川越議長，えびの地震災',.：対策陳情のためl,．京

えびの地裳災＇科対策特別委員会（以ト・「特別委員会」という。） I附催

丸山（野）副議長，えびの地震災専対染陳惜のため上京

饂 E災只対策特別副委員長外 3人，陳情のため［．：京

商じ民労企業常任委員，現地視察

川越議員陳1酋のためl:J;(

特別委員会開催

I.陳情1：京結果について

2.災＇村の現状と閻穎点について

3. 今後の対策について

災廿；対策特別委員，現地視察

川越我長，陳情のため1了．京

坂元災’只対策特別委員艮外 3人，陳1酋のためじ京

特別委員会開催

陳情1：京，現地視察結果について

特別委員会開催

参浪院災';,（対染特別委員会の決議内容について当局から説明を聴取

特別委員会委員改選

川越議長，陳1肖のため 1••東

永崎副議長，陳情のためI直

川越議長，陳1音のためI:.）伐

特別委員会開催，今後の対策について

岩切災実対策特別委員長外 2人，陳情のためじ求

特別委員芸開催

I.陳情I涼結果について

2.今後の対策について

聞会巾の県議会において「激甚法の適用禁準緩和に関すろ決議」を満場一致で

汲決

特別委員会開催

I. 陳情ヒ京結果について

2.今後の対策について

（終了後現地視察）

永崎副議長，現地視察

安井災害対策特別副委員艮外 2人，陳I胄のため上京

川越議長，陳情のため上京
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------

月

7. 

ー

~
8

［
 

8. 

1

5

6

1

 

3

2

 

9, 

8

2

 

10. 

II. 

4

2

3

7

9

 

ー

2

2

12. 

2

5

2

7

 

19 

時 分

ヰ..~ ハ- -- - - -- - ＂・ -ここ．—-一—- -＂---、 ---"----- -----＿こ．こ:_:-__―こここ： ----------：ぶー：

対 策事項

特別委員会開催

I. 陳情上京結果について

2 現地視察の結果1こついて

3 現況について当局より説明を聴取

4.今後の対策について

川越議長，陳1育のためじ京

岩切災甚対策特別委員艮外 3人，陳情のため上京

永崎副議艮，陳情のため上）；（

川越議長，陳惜のため 1．．京

川越，永崎正副議長，陳情のため 1こ点

川越，i義艮，陳情のため上京

特別委貝会開催

1．陳情ヒ京結果について

2・国，県の特別措貰について当局より，況明を聴取

3 委員会の巾間報告について

4 今後の委員会運営について

川越議長，陳情のため1こ）；｛

永崎副厳艮，陳情のため上京

坂下災害対策特別委員外 3人，陳惜のため『京

川越議艮，陳1者のため上京

特別委員会閲催

I. 陳情．I：京結果について

2.現況について

3.今後の対策について

岩切災僭対策特別委員長外 3人，陳情のため上京

川越議長，陳’I胄のため上京

川越，永崎正副議長，局地激甚災害指定某準の制定についてお礼のため上京

特別委員会開催

I. 陳情上京結果について

2. 局地激桔災専指定基準内容について当局より品明を聴取

3. 委員会の存続問題について

開会巾の県議会において特別委員会廃止議決

-358-



第:11章 災？｛関 係機関の汗動

2. えびの町

1. 総括的対策事項

月 F1 時分

．~．．~ー・";" - ―~―---:•一二●て．？ヽ:’”？で‘‘~― ~ .．-... ~ ―---

対 策事項

2. 21 . 8. 51 地震発生（第 1回）震度 5の強震

9. 00 緊急課長会議開催，直ちに披害涸査班を現地へ派逍

10. 30 ぇびの町災専対策本部を設置各部被宮調査，救悛休制を投える。

10, 45 地裳発生（第 2回目）裳度 60)烈震

11. 00 本部艮ほか直ちに現地災'if視察

16. 10 以1こ災専救助法の適用をIH請

17, 00 災専対策本部を兵幸支所へ移す。

17, 30 県に自衛隊の災‘，仔派逍を要請

19. 00 県は災古救助法を適用

22. 30 自南隊災古派消隊給水班到沿

22 • 0, 15 白衛隊災専派退隊到若までの被災者の．じ食等1こついて本部会義開催，次の処漑

をとる。

I. 学校給食センターでパンをつくる。

2. 不足分については，にぎりめしを業者に発注する。

6, 30 給食，給水活動再靡l

8. 00 凋査班を編成，被寓実態淵査1このり出す。

10. 00 応急対策打合せのため本部会議1J蒻催

19. 19 地震発生（第 3回目）震度 5の強裳

19. 30 飯野中学校体育館，巾央公民館を緊急避難所として被災者を収容する。

23 ・ 9, 00 第 3回日の地震による被',見周査間始

16. 00 ―災輿情報第 1報 を発行，＜じけずにがんばるよう呼びかける。 （以下連n
16報まで発行）

21. 00 臨時町議会開会，えびの旧J災古対策特別委員会設隧

24 

25 

3
0
3
0
0
0
0
3
0
0
 

？

厄

m
ふ

丸

26 

27 
0
0
0
0
3
0
 

は

？

？

本部会滋閲催，救援物府の配分基準等につき協議

応急仮設住宅の建設はしまる。

自衛隊災内派逍部隊 498人到杓

自衛隊による炊出し開始

被肉状況把握確認のため，飯野，加久藤両地肉の図長会開催，会終了後，直ち

に区艮および職員で凋査班を絹成，部落の被＇，侭状況，避難状況等の実態を謁杏

学校温泉の入浴を舟舟般住民に開放

町内業者党業できず，日用品の不足につき県へ送付方を依頼

呉幸地区の区艮会を招集，住民の避難先の実態調査把握および応急対策等につ
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．
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~
/
~
 

•/ 

一
月

一
~
~ 対

.…•…---- -------- --ょ．：---•••--ニ

策宇~項

含協議

2. 27 10. 00 貞芹地区小，中学校児柑生徒の避難先の実態，淵壺

29 9. 00 貞や地区臨時区長会，災屯復旧に伴なう ・般付民の応援受入れ，生活保護家庭

の新規「il請，応忽仮設住宅への入居等につき説明，協力を依頼

3. I 8. 30 役場の一般文務を平常にもどす（ただし職員は半数で）

亨子原，心く流両地区の応祖仮設住宅への入居はじまる。

2 14. 30 町議会災害対策特別委員会招集，義援金の配分括準等につぎ協議

3 5. 00 自衛隊災害派遁隊にかわり町婦協により炊出し開始

11. 12 衆議院災'9『対策特別委員会——行（灼賀委員艮）現地視察，激甚地指定翌20項 tl

を要噌

14. 00 真や地区臨時区長会，哀災あとかたずけ等に対する一般町民の労）J奉仕受入れ

について

15. 00 消防団に復l11作業の出動を要訥

16. 30 本部会議，義援物賓の配分につき協議

4 ! 13. 00 I 上水適の1心急復1日工事ほとんど終了

5 ' 11. 01 参議院災料対策特別委員会一行（小洒｝ギ委員長）現地視察，特別な財政援助等

要望苔提出

6

1

 
2
 

災害救助法の適用さらに一週間延長

えびの地虚災内による町税減免に関する条例制定

25 0. 59 地裳発I!'晨度5の強裳，引き続き 1時20分裳度 5の強震，直ちに本部職員を第

l [l",1地震発生時の態勢にもどし対策にあたる。

8. 30 災害調査班を編成，部浴の被害調査にのり出す。

27 9. 00 本部長（町艮）政府要望事項等協議のため出県

8

9

2

3

8

4

8

 

2

2

2

 
．

．

 

4

5

 

再度の地震災甚により，町民税［且告期限を再延長

政府派遣のえびの地裳総合技術涸査団来町

宮崎，鹿児島両県連絡会議閲催

本部長，激甚地指定など17項目につき，関係各省へ陳1肖のため上京

第 1Inl義援金配分

本部長，激甚地指定， ［水逍復IlT.1等10項目を陳情のためじ京

本部長，自作農維持資金増額陳情のためl丑仇
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2. 各部の対策事項

(1) 総務 対策部

月 I―i 時 分

2. 21 17. 00 

17. 10 

19. 00 

20. 00 

22 8. 30 

25 

21. 00 

10, 15 

14. 20 

20. 00 

8. 

l l. 00 

18. 00 

8. 

対 c
ィこ舒 ,t1 

9
r
9
 

~
，
~
 項

災宮対策本部を貞幸支所へ移すと同時に，本月に臨Ii炉',1直職員20人を残し，仝

男子職員を災害対策本部勤務に切り替える。

被＇寿概況調査のため，調査班を部落へ派逍

本部職員半数を残し，あとは自宅待機

被寓凋査の結果（負偽者 3人，住宅全壊84戸，｛ドむ半壊257戸，り災tll!lf861世

僭， り災者3,750人）ただし，これば凋査か夜問に入ったため確定せず。

男子職員313人本部へ出勤

消防は各分団ことに配淫，待磯体制 (385人）

9. 00 , 21日に引糾続き被寓凋査班を各部落に派遣 (26班， 1班につき職貝 2人，芭鰐察

！ 官 1人計 3人）

9. 48 全中潅闘1こすべりどめのチェーンを取り付けるため急ぎ発注

17. 30 本部職員半数を残し，あとは自宅待機

23 9. 00 :'．たび謡噴班を編成，部路の被胄淵性を進める。

11. 00 '，且話局へ臨時屯話の設［性を依頼

24 10. 00 柳水流澳地，白！沿温泉，黒原開拓地宮へ知地住民の消息を自衛隊災害派逍部隊

のヘリコプターに調査依頼

白衛隊とのあすの救助活動について打合せ

町議会災甚対策特別委員会開催

自衛隊へ依頻したへき地住民の偵察飛行謁脊の結県，異状のない旨報店あり

自衛隊とあすの炊出し，救助活動．等につ含打合せ

30 消防ドI]および警察において被災地への閃係者以外の立入りを禁11:

倒壊家屋の除去作業について協議，車両，建設機械寓が不足しているため，応

援を県に申請

自衛隊との連絡会議

30 本部艮指ふ， 3月1日から役場の一般業務を平常にもどすための本怒詰職員の

配閥について

9, 00 真幸支所敷地内に災只対沿本部長（町艮）字を設貰

9, 25 消防団幹部会議聞催

19. 00 自衛隊との連絡会議

28 9. 10 本部芸議関催

I. 瘤池の決壊防止を消防団に依頓することについて

2. 倒壊家屋のあとかたづけの応援体制について

3. 泊防団貝の出動要請範囲について

4, 復興資材の供給について
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=—------ -------~ ---、、＿ ＂ 

月 日時分 対＿＿扇申~一~｀―-一—- ~— 
5, 野槃，鮮魚，［IHJ品扱店の再閲1こついて

2. 28 

29 
．
．
 

9

9

 

00 

25 

3. 

2

3

 

．
．
 

9

6

 

4
 

15. 

．
．
 

8

9

 

30 

02 

．
．
 

0

4

 

50 

30 

5
 

6

4

6

1

 

．

．

．

 

3

4

8

 

00 

00 

30 

5. 
．
．
 

9

0

 

5

0

0

 

1

4

0

 

00 

00 

自衛隊との連絡会議，自衛隊災，ビ派逍は 3月 2日までとする。

臨時区長会開催（本部艮より協IJ依頼）

I. 3月 1日から本部職員を半減し，役場の業務を平常にもどす。

2. 残り半数で災害業務に全力をあげる。

3. 自衛啄は 3月 2日限りて引苔あげる。

4. 炊出しを必要とする家庭は 3月 3日以降は中央公民館に一括収容する。

5. 応急仮設住宅への入居者は本日中に決定し，さつそく入居させるが，こ

れから56日を各部洛の避難用として建設する。

6. 3月 3日から建設隊を編成し，困つている家庭から順に家屋の修理にあ

たる。

7. 町てジャノキを購入したので各部落1こ貸付ける。

8. あす 3月 1[]から復興に全力をあげる。

消防団で，がけくずれ笞の危険地域，闘査開始

白南隊災内派逍部隊引き揚げ

消防団幹部会遥開催，分団ごとに今後の救援活動について協議，

倒壊家屋のあとかたつけ等にあたることに決定

臨時課長決議開催，義援物資の配分について協議

3月 4日から

泊防団員I18人，真ヤ中学校校庭に仕合（ぶ恣艮から出動依頓）この日から災

害地区のあとかたづけにあたる。

一般町民による作業奉仕隊の受け入れ態勢を救える。

梢防FIi幹：・：1廷譴閲催，団員の出動は 1人2日和＇度とすることを本部良から依頼

され，これを検，，寸

本部会議開催，＾＇般町民の作業奉 fl隊の受け入れについて

臨時区長会聞催，令什隊の受け入れ人員等について協議

災書対策本部当直者をII日から 6人に減す。

罰防団の出動応援応終f

課且袋，，義開催，義援物賓の配分について

呉中小学校危険校舎の公必入札
・~ ~~~ ~~/~. 

一般町民の奉仕作菜状況

月

3, 

-
t
 

・イ・
9-]・ 

―

;4 

――
 ・

~
・
~

.

5

6

7

8

 

~
i
~
 "
r
 

人

536 

297 

398 

40 

員

人

~
~
 

i
 

II 

- ―-
1-ĉa 

奉 { I- 人 員

，
 
11 

373 

702 

2,346 
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笠11咲 災古関係機関の活動

義援金 受理状況
-~-.:•”‘·---

， 

月 n 名 [ J1 1
も喜9

9

 
名．＇、

~A' 
/
 

2. 22 

23 

24 

25 

27 

3. 

8

9

1

2

 

2

2

 

3

4

5

6

7

 

4. 

5. 

8

9

0

1

2

3

4

5

6

8

9

1

2

3

5

6

0

1

6

9

0

4

8

0

4

 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

3

3

1

1

 

氏

の

宮崎県共同蒻金公ほか20件

小山艮規氏ほか12/牛

尻鳩J'崎放送ほか20付

岡部］力方翡門氏ほか30件

人古ij1矢岳町婦人会ほか19件

堕f)い」ヽ，,予＇校ほ力、 6件

熊人看護予枚肋砕屈ーー同ほか21/牛

球昧村勝地IIIソフトパレ一部貝ほか20件

えびの農叉攻良普及所 屑ほか35件

佐lit保怜Jロータリークラブほか25{牛

宮綺屈栄疫十会ほか15件

神奈甘叫五I又111吠し氏ほか28I’I:

部城巾大 L小呼校ほか23件

飯野高佼生徒会ほか28I牛

翡原町叩1ー1-11ほか18件

日本亦ドf社八代地区ほか20件

砂原冷痒高校ほか14『I
大阪市八木茂t氏ほか 5『F

串間1iJ人[[Iイ<:.,）」氏ほか33／牛

別府・1」人ゾ1普降氏ほか25{牛

北洵追松本盛氏ほか10件

日本！・「命小林支部ほか 8／牛

萩の茶屋従菜員 -1,,:]ほか24「I-
大阪市成花女凸：ふ校ほか14件

大分由カトリ J ク大分；di]教館ほか35/'i'

宮崎市九大氏佑氏ほか23/'I―

飯野地区区に公-|「,jほか14『I:

川南町山本小学校ほか10件

宮崎地方法務闊管附職員ほか 9／牛

i孔奇恥伽燥公 氏ほか18('1―

東東部．［：田稔氏ほか20件

溝辺［廿」松山紐氏ほか 7件

飯野駅前忠'、l元点氏ほか22件

廷岡税務署ほか］7ft―

熊本県御舟町科i丁［裕＿11 iか53（牛

富山翡1島臼利裕氏ほか10件

熊本県清和村役場職員・ー同ほか 6件

延岡市安井小学校ほか41『I
大阪li；佐野市輛製作所ほか 3件

前松頑丸尼高十氏ほか 3件

（昭和43乍 6月21日現在）

§ （円）

484,210 

424,619 

774,715 

676,243 

343,345 

59,838 

531, 112 

623,558 

2,382,453 

728,260 

391,333 

493,558 

3,003,615 

537,959 

I, 151,868 

267,418 

504,520 

157, I 19 

224,418 

182,804 

140,664 

44,798 

191, 123 

4,306,548 

248,686 

366,327 

31 I, 407 

51,458 

1,267,686 

171,799 

3,789,884 

32, 190 

3,956,097 

595,359 

2,171,814 

48,918 

2,810,570 

I, 056, 801 

87,433 

8,200 

; 9 9: 
,'，tl 

累汁

！埠’;I・

累吋・

累叶

＇叩 I•

考

3,964,904 

I 3,584,807 

19,290,175 

24,914,599 

31,686,787 

ー•-~ •ー・~ ~一
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熔II章 災.,,,関係機関の活動

月 日 氏 名 月．、 体 名 現 金（円）

5. 

6, 

．
．
 

4

6

 

5

3

7

3

5

1

6

8

1

 

1

2

2

1

1

2

 

福岡市生長の家高校！朽連盟ほか11件

川崎市吉岡憲士氏ほか26件

西米良村ふじゃ食堂ほか61牛
宮崎市小橋昭信氏ほか14／牛

佐賀県共同募金会ほか17／牛

財団法人日本消防協会ほか 31牛
延岡市谷水小学校ほか29件

新潟市中学校長会長ほか 4件

香川県野原末子氏ほか 31牛

40,407 

107,072 

24,800 

3,104,542 

89,469 

81,700 

123,435 

84,000 

8,500 

備

累計

累計

考

35,822,070 

39,313,716 

(2) 企画対策部

対 策 事 項
”/.．． 

2. 2 l 
．

．

．

 

9

3

1

 

1

2

 

30 

30 

00 

24 

25 

26 

27 

28 

．

．

．

．

．

 

8

1

7

1

1

 

13, 

II, 

11. 

00 

00 

55 

00 

48 

15 

00 

00 

3. 

9

1

 

2
 

2
 

．
．
．
．
．
 

1

8

1

1

4

 

0
0
0
0
0
0
0
0
3
0
 

第 1回地震発生後，直ちにザ真担当職員を現地に派逍，官¢（取材を行なう。

副本部長，企画対策部長， ヒ木建築対策部長現地を調査，対策を検討

「災害情報第 1馘を各1i:長に配低避難者に対しては広報車て直接避難先へ

配る。

本部艮，町内の避難状況巡視

「災舟情報第 2報 I発行，元気をとりもどして復旧にl'［ちあがろよう広報

来町された関係各代議七へ災害写真集を送付

「災寅情報第 3報」発行

熊本国税局より来町，国税の由杏， II謡凡納付，その他の期限を延期した旨連

絡あり。

現段階ての県に対する要咽事瑣をとりまとめる。

I. 昭和42年度特別交付税の配分について

2. 全半倒壊家屋の取りのぞき作菜について

3. 町の起債事業の起債充当率引上げについて

4. 激甚法の適用対策について

＇災害情報第 4報」発行

町民税納税申告期限の 3月15日を 4月22日まで延長，固定資帝税第 4期分の納

期限 2月29日を 3月30日まて延期すろことなど協議

「災害情報第 5報」発行，各地からのはげましの便り等も掲載し，住民を元気

づける。

「災害措報第 6報」発行

京町付近の日用品店ようやく営業をはじめる。

「災害情報第 7報4発行

「災寓情報第 8報」発行

温泉旅館業者の参集を求め県に対する要咽事項を協議
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第11章 災害関係機関の活動

."."…~....."." ...~ ~• ●ー●●● - - _＿ー・

月 日 i 時分

" ~ ""~…•~ ・~．．＝二：二：ご一ヽ -- _・ •-----••—- -------_--• - --- --

対 策事項
.~.. 

3. 2 ! 18. 30 衆議院災害対策特別委員の来町にそなえ要哨弗項等検討

3 j 11. 00 「災害情報第 9報」発行

4 i 11. 00 「災＇潜情報第 10報」発行

11. 37 ! 副本部長および温泉旅館業者代表，陳情のため県庁へ

18. 00 ! 参議院災害対策特別委員会に対する面屯市項の検討

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

 

．

．

．

．

．

 

~
 

5

6

7

8

9

6

 

2
 

4, 3 9. 00 ! '写貞入りで陳惜苦作成

24 • 9. 00 国に対する陳情苫作成

5. 8 9. oo ! [1作農維持資金増額等に関する陳情苔とりまとめ。

9

0

8

 

1

2

2

 

「災害情報第11報 l発行

「災専情報第12報」発行

―災古情報第13報」発行

「災害情報第14訊発行

災害情報第15糾発行

「災害情報第16報」発行

6月定例県議会にそなえ，県に対する要望事項等検討

自衛隊など救援活動に協力された18団体に対し感謝状を咽ろ。

宮崎，鹿児島両県連絡会議開催

(3) 民生 対策部

分埒
5

[

 

］
 

）
 

22 

5

8

0

 

2

0

3

 

．
．
．
 

3

0

1

 

2
 

0

0

0

0

 

0

1

0

3

 

．
．
．
．
 

6

6

2

9

 

対 策 事 項

2. 21 I 11. oo ]：水道決壊に伴い飲料水対策を協議

11. 40 にきりめし 1,600個，牛乳 500本発注

16. 00 小型ダンプカー 3台を動員，四長江浦の湧水池から飲料水を理搬，被災者へ

16. 10 学校給食／1］パンを被災者用に同ける（学校は地震直後休校）

21. 45 I 県から救援物資を発送した旨連絡

自衛隊給水車到蔚（隊員44人，給水車 lt積 3両）

自衛隊給水車を被災地へ広報車で呼びかけながら案内

自衛隊災害派逍部隊到着までの被災者）ij主食等について協議，町外業者へにぎ

りめし，学校給食センターヘ食パンを発注することに決定

にぎりめし 4,000個，牛乳3,120本届く

中＿i,l,lを総動員しt食を避難先に配布

食パン 3,650個，卵400個届く

第 3回目の地震によりさらに被害が続出，飯野中学校体育館，中央公民館へ避

難者を誘導する。
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窟110；t 災？［関係機関の活勁

月日 19分分 対 策 .9, 
~9"• 

項

2. 22 23. 30 屈からビニール， t．布，本炭，テント届く

24 

23 0. 00 工印， iヽ炭，ローソク等避難小尻を巡回し配布する。

且滑詞により避難小屋内における炭火のガス巾由防lしを呼びかける。

6. 00 Iこぎ＇りめし 7,000個，叶乳6,000本，パン3,000桐届く

8. 30 ！ごニールの配布，テントの貸出し開始

9. 00 什？しI,3884く，パン4,320個屈＜
| 

I I. 00 避難先へ本炭，ローソクを配布

20. 00 主水によるし集病賃／j, 避難小屋内における力女巾毒防止を広報屯により呼び

かける。

保他婦は四診療班に従弔，患者の冶燎指導にあたる。

にぎりめし7,000伽，パン2,1801固届く

25 

26 

6. 00 

10. 35 

ll. 00 

12. 00 

13. 00 

13. 30 

17. 00 

17. 30 

17. 40 

18. 00 

19. 00 

19. 30 

5. 30 

13. 00 

18. 10 

10. 40 

18. 00 

27 l ! 9, 00 

14. 25 

28 i 9. 30 

9. 50 

10. 30 

似から応急仮設在も80戸を建設すろ貯連絡

避難所，：TI：然公民館，駅なと大衆の出入りの激しい箇所につき消占作業を進めろ

牛乳4,840本発注

亦痢f防北を郊落に配(IJ

応急阪，役住宅の建設はじまる。

にきりめし7,000個届く

自衛隊災叩応且部隊の応援1こそなえ，米，まぎ，肉，食塩を手配

徳用米20俵購入

給水活動用車両の追加を了配

炊出しについて自衛隊と打合せ

救援物貧班をさらに増員することにつ善木駕会議開催

白衛隊災甚旅直隊による炊出し開始

徳F11米20俵を手配

応急仮設住宅について建設用地，建設業者，入居者の談準等につ善県と協議

本部会議開催，応急仮設住宅の入居者選考については福祉＇―蒻務所，民生委員，

i管対策部て協議することとする。救授物資のうち梅十類は集団避難所へ，野

菜類は自宅付丘に避難している家庭へ配布することなど。

徳叫米60俵，食塩，肉等手配

救援物資についてエ布，ハプラシ，石ケン寡日用品の送付を県に依頼

救援物資の配分杭準につて本部公淡閲催

避難小屋用ビニールの不足につき以へ送付を迎請

避難者は中央公民館に．—括収容し，炊出しを打なうことを協議

応急仮設住宅120い建設を県に要語
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誼11章 災］打関係機関の活勁
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月日時分！ 対 策 卓 項

2, 28 12. 00 民生対策部連絡会議閲催，次のことについて協滋

1. 町内の保育所は 3月 1日から閲所する。ただし真茫保育所は）月亨小学校

の授業再閲日に合わせろ。

2. 合／ボに避難している名人ホームの者は，あす文化会館へ移す。

3. ［も急仮設住宅は120/i建設されるよう再度門に交渉すること。

応急仮設住宅は100戸建設することに県て決定，不足分は町で建設すろことを

本部長と協議

自衛隊災寓派逍部隊が引き揚げだあとの炊出しは，北団避難所のみに行なうこ

ととし，炊出しを必要とする家庭は，一ー••1，も中央公民館へ避難させることを協議

民生対策部連絡会汲開催，生活保護家庭の新規11！請，応急仮設住宅への入居桔

準につき，あす午gij中に民牛委員会を1開くこととする。

真炉地区臨時区長会開催，牛活保護家庭の新規lfl請，応急仮設住宅の入Ii}等1こ

つき説明，協力を求める。

徳）lJ米35俵を手配

応急仮設仕宅の入居者選考，生活保斐家庭，未亡人家庭，主人が病気等の家庭

を巾心に選考する。

義援金の配分について収入役を出県させ，松代，新潟の実•1，りと合せ，限と協議

炊出しにつき町婦人会役員と打合せ

炊出しを町婦人会に依頻

婦人会の炊出し開始

本部公淡開催，救援物賽の配分について協，滋，区に対する百0分は町で，区内の兒

分については区長，分区長に一1［すろ。

義援合の配分について，協議会等の組織を県に照会のうえ旱急に検討する。

13. 45 

21. 00 

21鴫 30 

29 9, 25 

10. 00 

II. 00 

3. 17. 00 

18. 00 

2 9. 40 

14. 00 

3 13. 30 

7 13. 30 

(4) 経 済対 策部

月 fl 時 分

2. 21 12. 00 

23 

24 

25 

28 

29 

3. 

対 策 叶歪 項

部長ほか現地被災状況，凋査

郡内商ー「会指導員の応援1こより，商l万：業者の被害実態調査

農作物，山林閲係の説地，謁査開始

地哀災国による緊急特別融資保証取扱い開始（保証協会）

兵点商工会内に商lこ業相談所を開役

打鮮食料品の確保について飯野市場と協讃地元業者が管業再開すろまて直営

店を出すこと＾、合につ告検討

建材金物類の惜上がり防止につき，各商工会長に協力依頓

期限到来の借入金の返済および手形の決済猶予方について各金磁機関ならび1こ

手形交換所に対し文苫依頼

熊本常林局艮来町，国存林材の払下げにつき説明
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第11索 災害関係機関の活勁

•~ 
~~~ ~” 

月日！時分
" ~ ~ /•~ ~....~ ~ ＂ -----―こ ．． ----------~ ~ ヽヽ~- -

対 策事項

3. 4 

8

2

 
4
 

5

9

2

 

1

2

 

23 

5. 11 

27 

1

5

8

7

 

3
 

8
 

2

1

1

 •• 6

7

 

温泉旅館の復興対策につき県に陳情

西諸木材協同組合代表者来町，応急捕強材の価格および国有林材の払下げ，，，1こ

ついて協議

農地被買収者国庫倍券質f：げ償遠資金枠の追加割当を叶1請

県議会商工民労企業委貝会に対し，災？t特別融資制度確立について陳情
（呉年商丁＿会長ほか）

農用地災害営農対策座談会を開催，各部落を巡回し相談指導にあたる。

かんがい）1Jの拗水ボンプ設＇苫のことで建設省と協議

旅館組合から限の債務保証，利了補給について要望あり，関係課長会議を開ぎ
協議

県巾小企業課に対し，債務保証および利了補給について要咽

災＇閃農求の実態，凋査実施

かんかい用の拗水ポンフを設漑

常本II]水路亀沢地区通水テスト

損失補償および利了補給について関係課長会議i開催，町の利子補給方針を決定
/II水路のことで鹿児島県側と協議

常本用水路復111通水する。

真平農協共同利用施設災害復1日に着1;

中小令菜者店舗復Ill資金利子補給債務負担決定

災専資金の借入了続き等は無償て行なうことを協議

(5) 土木建築対策部

月 fl i 時分

~ ~. 

対 策

- ---- -------____ -
賽項

--

2. 21 ' 11. 00 小林土木事務所および小林耕地出張所とともに被苦調査開始，第 2水涼送配水
管決壊

13. 15 ; 給水のためnj搬ボンプ 1台を借用

14. 30 第 2水源より可搬ボンプおよび消防ポンプ車で掲水を試みたが揚水不能

16. 30 小学校井戸から揚水したが水皐不足

19. 00 第 3水源トレーンから給水開始

9. 30 業者とともに送配水管の補修―に屯開始22 

10. 00 上木，耕地関係披害調査開始

23 I -— 適路，橋梁等の不通箇所調査，通行制限

24 9. 00 ' 町道弊田線応急復旧l．．事完了，柳水流地区の適路は復1日の見込みたたず，岡

元線（県道）は自衛隊に依頼し，人の通行可能程度に復111することを協議
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2. 24 17. 50 南岡松を除き，川北地区の．1:水道は全面復Ill

25 8. 30 自衛隊の応援を得て，十要町道の応急復旧エボに若手

17. 57 i J．．水適巾央通線，仲道線通水テスト

26 : 8. 57 !，も急仮設住宅を水流に 8戸，噂子原に36戸建設することを限と協議

10. 40 倒壊家屋の除去作菜に町のプルドーザーを出動

1s. oo I 駅苅市街地区」00戸に通水開始

27 ー 失対労務者の就労につき，県職業安定課と打合せ

県土木部からt木災：只測罹応援 7人

28 - i 職業訓練所牛の派遣を県に要請

災寓建物補強および応急修理相談所開設（町内建設業者の協力によろ）

29 一 飯野地区建築業者技能組合員により侃人家屋の応急修理作業開始

3. 2 

3
 

8
 

13 

l 9 

-------- - - - - - - - ―こ一こ．：ー ---- ----

対 策噴項
-- - -~ 

上水道復IFl95%

本部長指示

I. 水道料金の改定延期について

2 2月， 3月分水道料金の免除について

建簗士会に被＇甚家屋の復旧に要する資材等の調査を依頼すろことを協議

県職菜訓諌所生60人（職員13人）被災家届の応急修理応援に来町 (9日まで協

カ）

災害地のあとかたづけ／1］として，パケヽ ＇，卜付 3トンプルド｀ーザを無償貸与（小

松製作所）

k木災寓第一次査定実施

耕地災害第・次杏定実施

(6) 文教対策部
・~~ ~ ~ 

| 
月日！時分 寸

―
文

~~一

策 項
.^
n
吐ー

2. 21 , 9, 30 第 1回地震直後，町内各学校児常生徒を部落ごとに集団―ド校させる（児咽生徒

に巽状なし）

12, 00 教育長ほか関係職員現地調杏，各学校に被害の概況報告を求める。

22 ! ―・ ！ 交通途絶等のため町内各小，巾学校臨時休校，避難児潅生徒の実態調径

23 i 町内各小，巾学校臨時休校

24 ＿ i 町内各小，中学校臨時休校，授業再開について検討

25 一 真幸小学校は鉄筋校舎に改築するよう検討，とりあえず簡易校舎を建築

18, 30 校長会の結果

1． 加久藤飯野両地区の各小，巾学校は26日から授業を再聞する。

2， 巽幸地［スは27日に一応登校させ，教科渇等学用品の有無を調査する。

ふ 避難している児縦生徒については避難先の学校に登校させ，教員が出張

調査をする。
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一 "--＂" ----- ＂ "ー ー ー一、、------•••…• ---------、一、 ・ーー・------- -……• •t,.--

月日時分 対策宇
•… ----------- -しー• ••…~ .. "…•~…” ""~… --

. .  

項
.. 

2. 26 

3. 

4. 高校入試もひかえているのて，真幸巾 3年生は 3月 1日から授業をはじ

める。

飯野，加久藤両地区の各小，中学校授業再閲

18. 00 授業再開について連絡会議の結果

I. 貞幸叶•1 3年牛は 2月28日から

2. 四内喫小，岡元小は29日から

3. 真幸中 I, 2年生は 3月 1日から

4. 真幸小についてはさらに検討すろ。

2s'-- I ＿＿― ! 真奉巾学校 3年生のみ授業再開

岡元小学校危険校舎の屋根瓦おろし，あとはビニールでおおう

10. 45 町長，教育長，学校施設関係を視察，今後の対策について検討

I. 給食は授業再開と同時に聞始する。

2. 真幸小学校の給食用具は当分の間，巾央公民館の集団避難者用にあてる

3. 真寺小学校の節易教室は21教字建てることとし，新建築の校舎は鉄筋 3

階建てとして検討する。

4. 真括巾学校生徒のうち，飯野付近1こ避難している牛徒の通学について検

討する。

29 I - I 岡元小学校，西内竪小学校も授業再開

2
 

4

1

5

 

1

2

 

28 

4. 2 

貞幸巾学校］， 2年生も授文再開， これに伴い宮崎交通株式会社では集団避難

所（巾央公民館） ～珀町間に無料通学パスを運行

各学校施設の復111資材の必要猿凋脊

真幸小学校の鉄筋校舎建設を知事に要望

貞芹小学校 3年生以ヒも巾学校で授業再聞

真幸小学校 I, 2年生も授業再開（呉幸中学校で 2部制）

裳／変 5の強震2回あり，このため呉ヤ小学校の卒業式は同校運動場て実施（卒

菜生154人）

呉幸小学校仮設教宰30室の建設に将1~:

文部省および南九州財務部より学校施設関係の災害現地査定

(7) 町議会関係

分時9
9
9
9
 

ーf
 

J
 

f
 

~ ~ "＂―~・~：・~ ~ ~……：二で一～一 "" ~ ~ ~ ~…•~..~ ＂ ~ 、、~ ~…~ ~ ••一

対策事項
.~ ~—・・~ • ~~ ~ ~~ ~ ~ ~ ~ ~. ． . ~ ~ ~~ ~.. . ~ ~~ ~~ ~ / ~ ~.. 

2. 23 13. 15 町議会全貝協議会開催，災害地の現地調査を行う。

21. 00 臨時町汲会聞催，えびの地震災専対策特別委員会設図（定数10人）

24 10. 33 災苫対策特別委員集団避難先等を視察，今後の対策を検討

26 , 10. 45 災害対策特別委貝，川内川北部の現地調査

27. ID. 00 災轡対策特別委員，飯野，加久藤地区の被害状況調査

28 10. 00 災害対策特別委員，岡松地区謁査およびー級河川指定地度の調壺

--、～ー•~---~…--
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:—- ------------- ＂ -- ＂ ＂ - —ー 、 -~- - ：：：こ：------------芦 、 —…• ---こーエ ＂ ー 、 - --…～" ＂ ＂ -- -＂＂‘‘ ― - " ＂"＂ -------~ 

月日時分 対策惧 T-

； 
坦

~ ~ ~ ~ "＂ ~ ~ ~、------------------ -- -------------------、-

3. 30 13. 15 吉松町と合同委員会開催，［閾への陳情弔項検討

4. 2 陳情のため特別委員会箆班ヒ点

9 ・ 14. 00 I ii松町と合同灸貝譴叫， 1．．皐陳情の結果報仇および今後の対策について検討

15 I 13. 15 災国対策特別委員会閲間 111［長に対してこれまての経過説明および今後の対策

について協議3

18 I 14. 17 災苔対策特別委員会開催

20 

5. 8 

災只対策特別委員会第て班Iう仇陳惰

議長ほか上京

6. 7 . 10. 00 災共対策特別委員会・打，復興状況調壼：

3. 宮 崎 地 方気象台

｝ ］ 与nけ日 分 L
¥
 

，メ 策 弔
---―----------

項
~ ~ ~ ~ 

2. 21 8. 51 地哀発・「と同時に緊急験測を行ない気絞／i,福岡管区氣汝合に通報

9. 15 四諸原郡えびu)町，飯野管察署に現地の状況を遁話照会

9. 30 えびの町）い農業気依観測所に現地の状況を電話照会

伽岡笠区気象台発表の地裳情報を関係各機関へ伝遠

9. 45 ! 糾岡符区気象台に現地の状況ぼ嘩，道路，建物等の被害）を報告， （飯野贅

察署凋）

9. 49 伽岡竹区気象台に現地の状況(201]夜から震度 2以上の地虞か 5回あり） 8時51

分には学校のピアノ，ダルマストーブ，ブロック塀の倒壊窮かあり，震度 5以

じと推定される冒を報糾（真ヤ嬰翠匁集観測所，凋）

JO. 45 本裳とおもわれる地点が再び発牛，緊急験測して気象庁，福岡管区気象台へ通

報

10. 50 っ告の地裳情報を発表

きょう午前 8時51分ごろの地霰は，官崎限えびの町飯野地方て震度 5以Kと

推定されます。この地晨により同地方ては．停屯したところがあり，また道

路の項裂や，プロノク塀の倒壊等の被＇況を生しました。

11. 05 福岡管仄氣象台発表の地震情報第 3号を関係各機閲へ伝達

I I. 45 飯野贅察署に現地の状況を霞話照会 (10時45分の地裳状況とそれによる被‘；杯状

況等）

12. 04 術岡管区気象台へ飯野警察署に照会の現地の状況を報告

22 I ― 森防災業務課長外 3人を被害凋任のため，現地へ派消

18. 00 福岡管区気象台発表の地震情報第 4号を関係各機関へ伝達

-371-



第11章 災害関係機関の活動

．． ． ".~ ~ ヽ ・ご●：てニ~ ~ ~ ~ ~ へ•Vハ-- …~— ………~ ~ "~ ●●●ー•~と；~

月日時分 i 対 策 事 項
• ~ ~ ~~ 

2, 22 20. 00 幅岡管区気象台発表の地震情報第 5号を関係各機関へ伝達

森防災業務課艮MRTテレビを通じ，，凋査状況を解説

23 -- 福岡管区気象台柿崎技術部長，現地を調査

宮崎県黒木知事から地震対策について協議したい旨の連絡をうけ・ご浦台艮，

森防災業務課長県／iへ

24' ～一， 三浦台昆被災現地を凋脊し，現地からNHKテレビを通じ，地震状況を解説

18. 30 福岡管区気象台発表の地震情報第 6号を関係各機関へ伝達

福岡管区気象台柿崎技術部長来台，えびの地震対策について協議

25 • 9, 00 気象／『関谷謁杏官，幅岡管区気象台脇i:l]地裳係長来台，打合せ

26 

27 

被災地仕民の人心安定を主要日途として気象庁および福岡管区気象台から，

それぞれ現地駐在職員を派逍，当台から黒木技術課長外 1人これに同行，県，

東大，京大と共同で←えびの地震総合観測りしを現地に設賞，気象月派遣職

員を班長として，地震情報の収集，；凋整および公表を担当

ーズ浦台長， NHK, TBSテレビを通じて地震状況の解説を放送

えびの地裳に関する防災業務実施状況報告内を作成し，気蒙庁， 1芍区気袋台を

はじめ関係各機関あて送付

27日から，鹿児島地方気依台霧島火山観測所の地襄ILi1数を，現地の総合観測班

に電話通報

降雨によるこ屯災害を防止するため，降l‘11予想等を現地観測班へ連絡

福岡竹区気象台発表の地震情報第 7号（えびの地震総合観測班の観測結果に某

づく）を関係各機関へ伝逹

2s I 11. os 福岡管区気象台発表の地震情報第 8号 (28日夜から29日にかけて降用による，

がけくずれの注意を含む）を関係各機関へ伝達

3. I I 10. 40 福岡管区気象台発表の地裳惜報第 9号を関係各機関へ伝達

福岡管区気象台柿崎技術部艮来台，打合せ

2 ! 一 気象fi木村地震課長来台，県庁て打合せ後，現地を視察，崎台から三浦台長が

同行

9 ！ 一 福岡管区気象台との直通屯話開通

9. 40 福岡管区気象台発表の地震情報第10号を関係各機関へ伝達

18 三浦台長，現地視察

21 , 14. 00 福岡管区気象台発表の地震情報第II号を閲係各磯関へ伝達

25 • 0. 59 地裳発生と同時に，それぞれ緊急験測を行ない気象庁，福岡管図気象台へ通報
I. 21 

I. 53 • 0時59分の地震について地晨情報を発表

2. 08 , I時21分の地裳1こついて地裳情報を発表

3. 30 伽岡管区気象台発表の地震情報第12号を関係各磯関へ伝達

6. 00 糾岡管区気象台発表の地震情報第13号を関係各機関へ伝達

9. 15 福岡管区気象台に被害状況を電話連絡，防災気象官外 2人を被害涸杏のため現

地へ派逍
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月 11 時分 対策事項
、.~、、--…"•~ ~、、- -…~…~…-~ ~ ~.....…•"~—~ 
3. 30 

4、 4

えびの地震1こ閲する地震速報第 2報を作成し，関係各磯関あて送付

自動地裳計数器をえびの町真キ老人ホームに設岡（県に器械を貸与し，県か

らえびの町に業務を委託）

5 i 14. 00 桐岡管区気象台発表の地震情報第14号を関係各機関へ伝達

15 ' 11. 30 えびの地晨に関する情報を，えびの町へ連絡

4

2

3

 

2

1

1

 

5
 

15 

4

4

 

1

2

 

．

．

 

6

9

 

2
 

II. 

8
 

12. 

20 

三浦台艮，現地視察

福岡管区気象台泉業務課長，田原観測課長，打合せのため来台

気象庁木村地雲課長来台，県庁で打合せ後現地視察，当台から三浦台艮，黒木

技術課長同行

伽岡管区気象台発表の地震情報第151]-を関係各機関へ伝達

えびの地震総合観測班を解散，「哺観測班の業務は宮崎，鹿児島両地方気象台に

移管

えびの地晨被災地付近の水貨喘戒のため，飯野跨察署京町磐察官派出所に自記

|fj凪観測所を開設

えびの地震技術凋査打合せ会に森防災菜務課長出席（県/jて開催）

えびの地震観測休制の変更により，従来倍朝入慮していた協之野の地震観測資

料は遺 1回の人電に変更

鹿児島市で行なわれた福岡管区気象台主催の，えびの地震打合せ会1こ貧甫台長

黒木技術課艮出席

えびの地裳観測休制の変吏により，沿之野の地裳観測資料は以後10日に l回の

入慮に変更

えびの町老人ホームの自動地震計数器を撤収

えぴの地震被災地付近の水潜警成のため，飯野贅察署京町警察官派出所に開設

した自出雨蟻計の観測を中JI’

宮崎県災害対俯本部の廃止に伴い，えびの地震観測資料の通報を打ち切る。

4. 宮崎食糧事 務 所

・
寸
一
文ヽ

~
9
ー寺g"

 

~
~
 

~
 

日l
-
｝
 

＂＂ ＂ご．さ‘ ~●●ー宍:- 、 ----- 、~-~-
策事項

2. 21 I 9. 00 小林支所へ出張中の業務部長外 2人は直ちに現地へ急行し，支所長，：I1張所艮

および農協貨任者に対し応急的対策を指ホ

11. 30 • 2月分速送物品の連送途中における・拝故の打無および発送残の，凋査について 11

通に指ホ

16. 45 小林支所からの被害報古・Iこ桔づき，概況を食糧庁艮官へ電話報告

22 8. 30 鉄適の不通箇所ならびに復旧見通しについて，国鉄へ照会

13. 25 食糧庁長官あて被貨速報第 l報を電報報告
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月日 時分 対 策 苔 項

2. 22 16. 29 現地からの被，仔報告に基づき，第 2報として食糧！i長官へ報告

3. 

17. 30 菜務部艮帰月幸艮佑1こ届づぎ，次の対策について検討

I. 披災地配給食料心の確保

2. 般害倉叶i在庫貨物の緊紅出油ならび1こ直故処理

3. 被害地月舎の破損，a：1査とその炭Ill

4. 被専地における職員のり災状況．凋査とその救済措Ii望

23 I 1. oo 所艮，骰甚謁杏のため現地へ

8. 30 2月分迎送残（艮崎向）米穀の出庫合庫を被災貪庫へ変吏指示

10. 00 被災合庫在庫の米穀を，県外向緊急連送のための貨,1,.を，国鉄ならびに閲児島ボ

務所を通し鹿児島鉄道管理局へ要，翡

宮約「fi]車馬連送について，日通に検討を指小

13冒 00 ＇りどけによるド］ぬれ国 201仄をi「品として心却

16. II 食糧／i~長官ならびに福岡食糧c枯務所長へ第 3 報報；';•

17. 30 所長帰f□『後，り災職員に対しテント 6脹餞与

被災倉庫在／翡｛物品の処理計画策定

24 i 12, 00 i 県内速送のオーダを発行交付

12. 49 

13. 00 

25 17. 00 

26 10. 00 

13. 00 

16. 00 

16. 24 

27 15. 44 

28 15. 31 

29 15. 07 

17. 00 

1 I 
8. 30 

15. 24 

2 II. 56 

3 I ； 

8. 00 

17. 00 

肥薩線か灯後1開通し，県間発送を開始

食糧月艮官ならびに福岡食糧市務所艮へ第 4報報告

現地対策のため，翰送係長の現地派逍を決定

配中が,I負，凋に進み 2月分残に対し， 26日に完了の見通しがついたため， 3月分

県間運送計両に基づ告現地へ内ふ

I. 3月分限間速送計画 (13,783以）を 11通へ指ぷ

2. 宮崎向県内連送計画 (1,428臥）を日通へ指示

3. 臨倉向県内速送叶面 (3,407欧）を「1通へ指示

披災貪叶ME/91i物品の処理状況謁査と弔務所計両に1苫づく今後の処理について指

導するため，輸送係長および現在囁係長を現地へ派直

被災倉1，19内の労災事故防止について，現地指導を実施

食糧／『長官ならびに伽岡食糧事務所長に対し第 5報報：り

第 6報報告

第 7報報匹

第 8報報告

県内連送完了

緊急連送に対する直務指渭ならびに現地対策のため，係官を現地へ沢遣

第 9報報：し

第］0報報告

被災倉庫の文態謁査のため，保管係長を現地へ派逍

緊急連送計画により速送完了
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第II収 災害関係 磯関の活動
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月 日時分 対策卓項
"‘~ ~ ~ " ~• / "~ ~." ~ ＂ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ＂ " ＂ ．＂  " 

3. 4 I 15. 50 第11報報告

6 14. 01 第12報報告

7 ! 8. 00 所長，処理結果状況視察のため現地へ

8 1 4. 1 2’ ！ 第13報報告

10 I 12. 00 食紺庁へ被害ならびに処罪状況報告のため所艮上京

14 ・ 8. 00 配給状況，凋在ならびに真沖it囁所げ舎の災甚状況澗査のため，経理課艮外 2人

を派逍

17. 00 食糧庁長＇［団ならびに糾岡食糧事務所艮へ最終報告

23 1 10. 00 県農協巾央会主怖1こよる貪19i，復旧対策会議に保管係長出1/il

25 i 9. 00 本日の地裳発生に伴い，総務部長外 2人現地へ派逍

13. 57 I 食糧月長1:i'ならびに福岡食糧ボ務所長に対し菜 l報報告

18. 30 総務部長の般災状況報告に枯づき，処理計画の再検討と推進を図る。

26 ! 8. 00 真点出弘所1]合の改良復1日指が

15. 16 第 2報報告

27 ! 15. 26 第 3報報：片・

28 i 16. 19 第 4報報告

29 ! 11. 00 食料1月営繕班積算係長来県，現地において合庫復1「1に関すろ指導ならびに打合

せを実施

4. 13 ! 17. 00 食糧1]•長•t団ならびに如岡食糧ボ務所艮に対し 3 月 25 日発生の地震分を報告

5. 宮崎労働基 準 局

Jヽ
9
J
 

時ーf
 

対
—•—
-1 

~ti 
T
-策

．，ッ~-·-

填

I. 宮崎労働尿準屈，都城労働桔準監督署による合同被舟調査

2. 労災保陰料延納特例の措：説を必要とする 8事業場に対し，巾請手続肉類等

を送付

3. 地震発'4-前から療捉9ドの袖償費請求II1の労災患者について，各補償費を直

ちに支払う。

4. 災涛復Itll亨等で半壊家屋，擁嘔等の解体作菜を行なう業者に対し，災得

防且について指導

3. 13 - I. 真点地区の事業場に対し，労働・)長準法第 110条に菱づく「災甚事故報告I
の提出を求める。

＇ ， 2. 救急比品60個を宮崎労働猜準局から被害地へ直送

~--- --- - 一ヽ ー - --・  ・・・・・・・ - ・・ ~ ~ . . ヽヽ —---- -

6
 

ー
2
 

2

2

 

2
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第II咽 災'，'f関係磯喝の活動

•3462 

日

2

2

~
 

•••• 

5
 

月

•
2
3

6. 小 林営林署
~. ~ ＂ー••-~• ~ー・•- ~ ~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ "~— " ~ ~ .~.~..~.~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~--" :.： :．:- ~ ~ ~ ~ ~ —~ ー・

時分 対策 "，，，項
・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・----・・-------・・・・・・・・・・・-・・・ 

公務員窟舎の被害調査，被害額26万円を直ちに熊本営林局へ報告

ヘリコプターにより，霧島山系—•ー，:仔の地震山地災害，凋査

地裳山地災甚，被古額3,190万円を熊本営林吋へ報告

公務員宿舎骰甚調査，被害額10.5万円を熊本営林局へ報併

えびの地震災実復I「1月］資材として，スギ丸太1,066本(106.14 nt)をえびの町艮

へ 5割減額して払下げる。

7. えびの営林署

！ J ~ー＂-----------------こ-----------'日時分 対策
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

え~ ~ ~・·····'·······-----·-·~ご

事項

2. 21 ! 9. 00 えびの町役場に被苫状況を照会したが，呉芹地図に相当の被害があったようで

あるが，詳細については不明

10. 00 ! NHKニュースにより，貞幸地区を中心にえびの町に相当な被夷があり，今後も

引き続き起こるてあろうとのことであったのて，真幸地区，加久藤地区の職員

を自宅の状況見分のため一時帰宅させた。

12. 3o I ,伐町保養所で守巾写真の研修（受講生26人）が行なわれていたが，保養所が半

壊したため，マイクロパスで小林署へ移動させる。

真活，艮礼浦Iihj担当腐主任を飯野事業所に避難させる。

14. oo I 真幸担当区，保養所の災替状況確認のため，管理者，庶務課長，事業課艮 3人

現地へ

16. 00 ! 職員被災者の避難を確認し，残留していた各管理者で，次の事項を決定する。

I. 明日は定刻から謁査班を編成し，可能な限り被害調査を実施する。

2. 保養所の用品類を署へ移す。

22 ! 8. 30 管理者会議閲催

災害調査班の編成，保差所の用品整理，担当区のかたづけ

9. oo I 災害凋査班現地へ

13. 00 i 署長，現地凋杏のため出発

15. 00 災国調査班術署，被害内訳はド記のとおり

種 苗 30万円 製品生産 10万円

林道 308.9 グ 浮 生 100 グ

保養所 250 ” ；告 林 30 " 

16. 00 ! 署長，現地調査より帰署

営絣 75万円

治山 4,000.8" 

合計 4,803.9!I

23 I 15. 00 屋外に避難小屋設漑（テント張り）のため， 15時から特別休暇

熊本営林局へ災寅発生報告

24, 
| 

ー ！ 熊本営林局監査課長，現地視察

^/ _ ~ 
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磨11営 災夷関係機！i月の活動

;［-［1 時一ー分 対 舒i --―-．]＿ -—----- -；バ--- ---
~~ ~~ ~ ~ ~ヽ- ~ ~. 

6

7

 

2

2

 

2
 

28 9. 00 災夷対策本陥において復i・ 廿1]材関係協淡会開1祖

29 

3

3

4

5

8

2

0

 

1

1

1

1

2

1

 

．

．

 

3

4

 

l l 

7

1

9

0

1

4

7

1

 

2
 

0

3

4

5

 

2

1

1

1

1

2

2

3

1

1

1

 

5

6

 

真ヤ地区，治山関係災寅凋杏

態本管林局沿山課職員，＇笈ゴ f,911:布のため来署

署艮，災'，[復1日打合せのため熊本営林屈ヘ

復ii1月1材関係協議会i開催

ヘリコプターによる災］｛翡杏（えびの，小林，加冶に人「1各署↑般，9閤査）

林野月治1廿課長，熊本営林「清区現地視察

％署内において復旧／11材関係打合せ

復Ill材についてえびの町と打合せ

熊本＇営林月に復［日 IIJ賢材II1請其提出

えびの町役場において復Ill月1材閃係打合せ

えびの町役場において復IIIJII材閏係打合せ

｛笈Illわ打阪心134加

熊本営林屈へ復ILL 用材販・九紺累報ド；•

えびの町役場において（litl/1]材関係打介せ

が

’’ 
グ

“ 
復111/1]材について熊本将林局と打合せ

治山係，災内！II務のため熊本営林局へ

熊本管林局治山謀レ外 1人，現地視寮

復111/1]材関係打合せのため，熊本管林闊ヘ

えびの町役琺において復111/1]材／r合せ

99 

熊本管林いへ復111/1]材l[I,翡内提出

＂＂＂ ＂し- --------------------------…-----------

8. 陸上自衛隊第43許通科連隊

jヽ9J
 

.9 
＇ 

~
~
/
 

17 
ー
ー』｝

．~~ 

対 策

…ー~．．~屯
~ ~ 

瑣

2. 21 I 10. 45 第 2同強裳発斗

連隊情報収集開始（リ,¥月，贅寮等から情報入f)
12. 00 連隊情報所閲設

””/ P ヽヽ 』•”~…/~、 ~ --- -- - •…• •ー・~ ．．．．一 - ーハ
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第II章 災＇，じ関係機関の活動

.~ ~ ~ ~..~ ~．~ ~ ~．~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~・- __ _ 

月日 i 時分 対策事項
"~." ~ ~ "~ •、~ ~ "" ~ ＂ ~ ""~ ~ ~ ~ ~..~ ~ ＂. " 

2. 21 18. 00 責崎県知事から派遇要請（給水，緊急輸送，被災者収容，応急治療等）

連琢の一部へ派逍命令下述

19. 00 偵察班として副連隊長以ド 4人，ジー J 1 1ihi1こて現地へ

19. 30 本管巾隊長以下42人派逍部隊出発

中．I向10両，水トレーラ 3両，水缶70本，入幕10張， t布等450枚携行

22. 30 派瓜部隊現地到杵， iti．ちに給水，披災者収容官支援開始

22. 55 非常勤務第 3種発令（全貝呼集，営内に待機）

22 I 4. 15 現地偵察班（副連隊長以下4人）帰隊，連隊長へ状況報併

6. 00 連隊艮，現地視察に出発

9. 00 連隊艮，現地において宮崎県知1}ふ，およびえびの町対策本部貶と救援対策につ

いて協議

I I. 35 炊事班，救護班増強，行動命令下逹

13. 10 救設班出発，衛牛小隊艮以下 4 人，¼ t トラノク 1 圃， rぷ療具—ー式携行

15. 00 炊弔班出発，袖給陸蒋以下10人， 21/2 t ヵーゴ 2 両，¼ tトラノク］両，その

他野外炊具云し携打

18. 00 えびの町から給水，被災者収容以外の自衛隊の派遣は必要なしとIii]答（電話）

20. 50 非常勤務第 1i面に緩和（駐屯地における待機命令解除）

23 • 8. 05 災甚派遣部隊交代に1周する行動命令下逹

9. 30 派逍部隊第 1,1蒻長以ド58人出発， 91，.i月15両

10. 30 連嫁艮，現地視察へ出発

10. 40 切報収礼班出発（情報幹怒以下 4人，弧 tトラック］両）

12. 00 非常勤務第 2師へ強化，黒田派追隊現地到着

13. 00 副師団艮，連隊艮現地視察の結果，自衛隊の一部増強を認め，連隊主力に現地

前進を命ず。

13. 30 述隊本部（指揮所）現地へ前進

15. 30 i iilij連隊長以下 2個 II隊 (191人）現地へ前進，車両22両，て布等］， 200枚携行

16. 30 現地（呉加11学校）へ指梱所閲設

18. 10 増強22中隊現地到杵，直ちに支援開始

19. 45 第305地区施設隊に対して派逮命令下遠

20. 30 ' i'I衛隊都城陵普会，被災者へ救援物資パン1,500個

22. 00 被災者収容人員120人（］中隊長報告）

宮崎県知事，陸！こ自衛隊の派逍増強吸請

22. 30 えびの町側（町長，総務課長）派逍隊との凋整会議

24 ; 4. 40 第305地区施設隊艮（連絡幹部以下 4人， 1itl両）現地到許，応爵決壊倅1町

の把握
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熔11京 災内夜］係機関の活動

-
月

一~ ~ー"_--------：：こ

日時分 対

~．＂~・

策巧； 11‘ 

~r 
1

↓
 

2. 24 . 8. 40 箆 8袖給隊雰至1蔚 (44人）天硲50眼，野外炊":，'!4セ9 卜，浄水セ；卜 2セ9

ト，水缶100柑9,1，車両14t 3 |9f], 2 % t 12両をもって1:iWI由給処凸増強

9. 30 師団長，現地視察

11. 15 i 紐役政務次官，指揮所よ閻（真ヽ：•1|1 学校）

13. 50 i t［会党議貝団，指揮所，，I]間（自i科隊の活動状況，改(1,）］）

15. 55 白因党議員ill，指揮所，山間(「Ii句隊の活動状況説明）

17. 00 えびの派追隊糾成命令卜逹

20. 00 えびの町対第本忽と派逍隊との謁祁袋滋

25 i 8. 00 守地からする黒原開柏弧 \‘l寡拓伯察， •I省報班 4 人（地 1（貞察） 葛31系lI.E 

(H 13による字叫貞察）

9. 30 I a 131こよる孤ゞr者に対する物狩投ド国食賃）

11. 40 総刑府総務副に窮，指抑所，山間

14. 52 宮崎恥総務：記長，桁抑所．，/j¥/¥J

15. oo I 第 8師団悩僚に祝寮

17. 53 ! i該度4程度の地裟発叶―［直ちにえびの町内に伯寮班派迎，火哭f鴨闘，じ状況伯祭

20. 00 えびの町対策本：忍と派逃隊との関東各こ＼議

本 F1の支援成果

応 i：支復10,500食，入沿支援42張 642人，認殴支援 31'i',心路悛II支悛

4か））［ （排ヒ約I,185m')輸送支援（フレハブ，冦難民） 2/'i, H 13によ

る物賢投ド 1『I
26 8. 00 災古派直ぶ琢Ci) -,:1:撤収命令卜辻（第305地iズ他，没店）

10. 30 i 災丸承．直駕隊父！Sに園する竹動命令卜立

13. 00 ! 第305地区施設啄撤収虻隊 (25人）

16. 25 第305地区施設隧翡I・屯地到着

19. 30 えびの町対策本凰：と 1）艮直隊との謁伊公義（於連；象指揮所）

本日の支援成県

炊出支援8,000食， 1愉区支援（フレハプ避雉国） 3件，枚悠支悛 2「I:，

給水支援15t 

27 8. 00 ' 交代部隊馬1・屯地出発 (158人）

8. 20 連絡幹部，第 3係 l.iT以下 3人怜；i1贔屈Iiへ派逍，今後の見，しについて磁，義

14. 00 i 父代部隊現地て11i送り終［後帰琢 (116人）

19. 30 えびの町対第本，祖と屈心咋との，謁整気，，義（於叫隠指抑所）

本日の＼裁成果

給水支援13t,砂：出支援7,800食，輸送支援 l件，救護支撲 2件

2s I 10. oo ! 連隊艮，現地へ出発

12. 45 ! 連隊長，現地到杓
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第11咽 災害関係機関の活動
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月日 i 時分 対策ボ項
~~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~~ ~~ ~ ~~ ~~．~~ ~ ~ 

2. 2s I 14. oo I 連隊長，官崎県副知事と白衛隊撤収時期について調整合営に達す。

17, 30 

29 5

5

 

0

5

 

•• 9

7

 

3. 9. 50 

0

0

 

0

0

 

．
．
 

6

7

 

2
 

0

0

0

0

 

4

0

0

0

 

．
．
．
．
 

7

3

7

0

 

1

1

2

 

自衛隊撤収につき，県，町対策本部と淵整合慈に達す。

本日の［要成果

給水支援20t, 吹出支援7,000食，救護支援 2件，輸送支援 2/'I'

被災者へ自衛隊の撤収について予告（第 4巾隊艮以下6人，町対策本怒 3人）

連隊長現地出発，駐屯地へ帰隊

本日のE要成果

給水支援17.2t,炊出支援5,500食，救護支援 2件，輸送支援 2件

第305地区施設隊，）iい「中学校校庭祁地作業のため現地到着，グレーダー，

人員 4人

連隊長，宮崎県知柑と会見

宮崎県知事の派追部隊撤収要請受理

本日の主要成果

給水支援16t,炊出支援5,700食，救護支援2件，輸送支援（プレハプ，地

縦計） 2件

連隊長，被災者収容天討窮現地視察

天幕撤収完」ア

派岨部隊 (281人）病院Ill人幕，て布等および痰員 2人を残し撤収帰隊

派遣部隊駐屯地到杵， 「非常勤務解除」

本日の主要成果

給水支援15t,炊出支援5.300食，輸送支援（救授物資） 2件

9. 航空自衛隊第 5航空団

月日 i 時分 文寸 策

．．．．．．．．．．．．．．． 

弔 項

2. 23 13. 05 宮崎県知事の災貨派逍要請に某づく派述の実施

1. 派遺場所

阻，者県郡えびの町一栂

2. 派逍部隊芍

新田原救難隊の航空機（ヘリコブター）および人員

第 5航空団整補群の写真班員

3. 行動概要

被災地区の空中写真を約20か所撮影し．宮崎県災寅対策本部に手渡す。

28 

15. 36 派逍撤収

23. 00 宮崎県知事の災匁派逍要請に猜づく航空機の派逍

I. 派遣場所

入間飛行楊

2. 派造部隊等

___!―--------
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第II章 災内関係機関の洒動

• ~ ~ ~ ~ ~ ~ • ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 
~ ~ • ~ ~ ~ ~ ~、............................

＇ 月 日！時分 対 策事項
~ ~ ~ ~ ^/..．．  

第 5航空団飛行群の航字機および人員

3. 行動概要

災曹救助対策質料の新田原～入間緊急空輸

2. 29 
| 

8. 44 脈遣撤収

10.日本赤十字社官崎県支部
~ •一•:-：．---― 一、 ：ごこー： ＿ ＿ ＿： ・・・・・・・・・--------・-・・・・・--

月 H O寸~分
！ 対策 ＇『項

2. 21 15. 00 県社会課から地震によろ被害甚大との連絡あり

20. 30 ! 第 1救護班長野津厭氏師外 7人（婦艮 1人，看護婦 1人，救護主牙j]人，補助貝

4人）編成て大塔］2,）k,発屯甜］台，折悦寝台15床，患者[t,ti60枚を携行し現

地へ派逍

22 ー 原田事務局長外職員 2人が現地視察を行なうとともに，今後の救護対策につい

て指示（患者数45人）

11. 00 日亦宮崎県支汎長（宮崎県知中）およびえびの町分区艮は，避雅民の慰閻とあ

わせて日赤救護班を激励のため救設所を出問

23 10. 00 野崎班長外 4人（婦艮 1人，石護婦 1人，救設主事 1人，自動巾操巾要貝 1人）

を現地へ派造（患者数70人）

地区長，分［父長，奉仕団蚤員長， J．R.c補導責任者あて， 3月15日まてを目

標に義援金品の料几について依頓

24 ! 9. 00 j 第2救護班長を多田錠班長と交替

25 

26 

現地から患者多数が発生したとの報告により，医槃品，救護資材とともに，伊

藤第 3救護班長外 3人（婦長 1人，救護1いれ 1人，白動中抄叫1要員 1人）の救

護班を現地へ派逍（患者数212人）

第2救護班多田班長は，小林市立病院1こ60人の破災者が収容されたとの報佑が

あったので，帰院するよう連絡するとともに，第 2班員は第 3班と合流

現池から，艮期にわたる屋外の1七活のため，寒さ，疲労等も重って多数の患者

が発生しているとの報告を受けたので，第 4救護班北野班艮外 5人（救護主弔

1人，婦長 1人，補助貝 1人，自動屯操車要員 1人）を現地へ派逍（患者数92

人）

25日の救護活動は，第 4救護班と第 3救護班を再編成して結成された第 4救護

班によって実施。なお多数の患者に備えるため，感冒薬10,000錠を含む多墳の

救急薬を急送

現地からの報告により，一酸化炭素巾出患者2人を含む多数の患者が発生して

いるとの情報により，第 5救護班を編成し鬼塚班長外 3人（救護主事 1人，石

穫婦 1人，自動車操．［ド要員 1人）に人1慧牛器，俣捉品を携行させて現地へ派

逍（患者数135人）

なお，第 3救護班は26日をもって帰宮
9 / ヽ--- -一ヽ•
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席II咽 災；t:閃係機関の活動

月日時分 i 対 策 ボ 項

2. 26 

27 

28 

3. 

2
 

4
 

5
 

7
 

占年幻士団， J，R, C協議会が合同し街頭絆金 (29日まで）

1 1亦本や［から[II」300枚，肌杵100,’＇ヽ，i,衣類500点が送られてきたので， 直ちに

況地へ送付

塁6救護班を糾誡し，！且木班艮外 5人（救護主'J¥1人，婦長 1人，看護婦 1人，

袖助員 1人，自動中4岱Ii悛員 1人）に仄北品の補充分を槻行させて現地へ派逍

（患者数94人）

担l汀外、il療蓋所に対し応時協力方を迎泊，関係者をそれぞれ えびの地霞救護

政員ーとして委嘱

現地の県災＇，い対策本郊から，現在避難民が約 2,JOO人いるので， 3月 5日まで

救護班派追方要泊の屯話連絡あり

県現地対策本部からの要請により第 7救設班を編成し，伊藤班艮外13人（救護

じi.，2人，婦長 1人，行護姉 3人，白動巾操 9化稔貝 2人，補助員 5人）を現地

ヘ屈且（患名28日102人， 29日132人）

箆 8救護班を編成し，木村班艮外10人（救護七事 1人，婦長 1人，符護婦 2人，

自動中拠I,'）,l>員 2人，袖助員 4人）を視地へ派逍（患者62人）

17, 15 • [I亦宣綺県支部艮（宮崎門知出）は，救護班員を激励のため救護所を訪閻

葛9救護班を舶成し，北野班lふこ外 6人（救護じ祥 1人，婦艮 2人，看護婦 2人，

自動叫渕噂員 2人）を現地へ派逍 (2[I患者50人， 3日患者26人）

窮10救護飢伊昧班艮外 6人（救蔑l摯 1人，婦艮 2人，補助員 2人）をもって

救渡に従？ （患者76人）

等II救殴班／｝囁班仄外12人（救護ピf-13人，婦艮 1人，看護婦 2人，補助員 6

人）をもって救設に従＇『（也者 68人）

3月 2日の患者が26人てあったこと，また）匁寮地区の開業医も診療をはじめた

こと，屈の防疫班1こかわり小林保健所か中心となって巡回診療をはしめたこと

なともあって，県災宣対領本部と I・分な検討を行ない，日赤救護班は応怠措置

を孔、5日まてに終（でぎるとの兄通しのもとに， 4日以降の患者にもその旨

を仏えJj全の椙閥を，溝した後， II亦救設班は 5日に撤収（患者総数 I,164人）

なお，日亦救護班か持参した人沿は，県現地対策本部の扱望もあり，また現に

避難者か居住していることもあって10伽を現地に貸与のまま帰宮

義援品151梱を現地へ発送

11.九州雷力株式会社宮崎支店

---•こ—-―--こ-~-------
分

••• 
9
.
5
 

l
こ 寸，メ 策 h

.
 

「
J

~
r
~
 項

2. 21 I 8. s1 I 地点発生（第 1「』)

配屯線 4回線同時仝的（研凄家約10,000戸）直ちに小林酋業所配堪課員31人と

奏氾 l事店員26人て配屯線復IH作業に従＇料

9. 02 真宰変屯所人吉側から 2け線て受；且し，配虜線の・一部を送屯
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第II歳 及実関係機関の活動

日

2

月
＿

2

23 

与
;~///•~ 

分 対

".... ＂ ".........  ＂＂.. " ＂......．＂" ＂..．’"．.．,........  

策 事項

9. 40 ' 66KV人吉妙見線の非常巡視に出発， 15時25分巡視終了

10. 45 第 2回地震発生，配覚線復Ill作業中，再び地震が発生し全停電となり送電，配

屯設瑚とも被害が大きく，隣接営業所に復旧要貝の応援を依頼

11. 00 被内地にテント 2張輸送

小林営業所保化資材の数崚検討

13. 00 , 宮崎， 日南営業所委託I^ ・ボ店から，復1日要員20人現地へ

人古保線所と妙見保線所から，人占妙見線の卦常巡視に出発

13 37 I 真幸変電所 6L~IO立上りリート線補修作業開始， 14時31 分作業終了

14. 32 真幸変屯所受屯（人占妙見線 1号線にて）

14. 35 真点変電所，配電線送電（泉線，飯野線の一部）

15. oo I 人，与妙見線No.103号鉄塔領斜復1i1作業開始， 18時15分作業終了

15. 10 配屯用復1日資材42品目を支店貪庫から，小林営業所へ緊急輸送

16. 03 貞辛変屯所配屯線（加久藤線）送軍

18. 15 被災需要家の，凋杏に支店営業課長外］人現地へ

23. 12 平常系統に復屈送電，ただし配湛線は矢岳線のみ停屯（配電率76%，総需要家

数当たり）

22 8. 45 配屯線復旧要員18人現地へ派逍

9. 10 支店サービスカーを29日まで (8日間）現地に派遇し， P.Rと要貝食紺，給

茶などの運搬にあたらせる。

ID. 07 配屯線矢岳線送慮

17. 57 )起炉変電所全配電線送電（配電率100%)

19. 19 第3I且1地裳発生，人吉妙兄線および陀屯線 (4回線）停電， 1打ちに人吉側から

人占妙見線・送電良，真幸変屯所受国

19. 20 配屯線送叶ふただし区分送屯を行ない，直ちに復旧作業に将手

21. 00 

3
0
0
0
0
0
3
0
 

．
．
．
．
 

2

8

0

 
0
 

2

1

1

 

加久藤線 (No.56杜まで））伐町線 (No.26柱まで）の一部を配電し，事故復旧

作業を続行

地裳発生後は支持物の傾斜，倒壊に伴い高低圧線の断混線による公衆への被害

および被寅箇所の増加を防止するために強行送電ができないため線路巡視後，

遂次送電す。

配電率70%

66KV人吉妙見線非常巡視開始， 12時30分巡視終了

復1日応援要員30人現地へ

配屯）［Jiぷ急復旧資材18品目を調遠輸送

救急箱，担架，ボリタンク210本とともに保健婦を小林営業所に派連し緊急1こ

備える。

配電線矢岳線送電

人吉妙見線 No.89号の素線切れ補修終了

13. 50 

＇ : 15. 20 
！ 

、/、•~
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宮］］咽 災古関係機関の活勁

----------, --~ --------_＿：ょ ---------こ----"こ_-- ＂ - ------ ：ごー一—―― - --------------------＂＂ " - ---…ー " ~ -

月日時 分 対策 ，lI 項
------ -----、- --

2. 23 15. 30 いり＇期般轡復 IIのため，対第本部を次のとおり設：i9/

えびの地区地震被，t；復1日対策本部（宮崎支店）

えびの地区地晨被＇只宮崎屯力所支部（屯力所）

えびの地区地裳被曹小林憫業所支部（小林営業所）

闇屯線路復111班編成

—ー試送屯班 (1自営） ｝閤［エ配電線のみ

小林営叉所．＿ •-復 11丁1事班（配屯委託7車店）
配 屯 •--9悶要家内診断班 (2 人 1 組）

．―-臨時灯1車班（配電委託丁＿事店）

15. 40 臨時灯および街路灯取付け

闘棺督決求の，点灯がでぎないため，哀店地区内の要所に街路灯を，避難場所お

よび白術隊行機堀所などに臨時灯を取付ける。

久
ー

~
f
‘;

A
 

］
＂
 

•I 
藤線

圃j 線

計

85灯
~ ~ ~ ~~ ~• ~~‘‘ 

315灯

400灯

16, 00 真ヤ変軍所避難所設岡

17, 15 復町応援要員11人，現地へ派逍

18, 00 翡！災＇，杯対領本部こ骰＇汽状況報告

現地九電復1日対策班設漑

都城臀業所サービスカーがテント 13張，温水器 1台を積み，えびの町の被災者

へのサービスに出発

0

0

 

3

3

 

．
．
 

8

9

 

24 0

0

5

 

0

0

2

 

．
．
．
 

8

0

3

 

13. 50 

復Ill応援要員 4人を現地へ派選

支店よりサービスカー 2台に温水器 5台とタオルを租み，えびの町の被災者へ

のサービスに出発

復1日応援収員l0人を現地へ派逍

応援復旧資材調達輸送

IIOKV大淀幹線非常巡視終f,No.173弓鉄塔埜礎地盤沈下 (30cm) していろ

のを発見，仮復1「l

人古妙見線No.102, No, 103鉄塔補強l^事のため， 13人現地へ出発

人肖妙見線の一部ルート変更現場謁性のため，支店送電係艮外 3人現地へ

県災専対策本部に披＇， J（状況報＇仔

配屯復Ill状況

高圧配屯幹線100%，低［］線引込線100％復11-1，ただし1氏庄線の90％は不在濤

安家が多く屋外に送屯中（仮復Ill)

孟要家にお願い靡暉，不在膚要家が多く i蒋~要家の屋内配線の被害が多いため

送屯てきないので，次のお顧い封を不在符要家の見やすい所にはりつける。

お願い

このたびの被災心からお見舞l[lしあげます。
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策II序 災？9：関係機閲の活勁

＾ヽ
j

9
J
 

時~
ヽ
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~
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r
t
5
 

i
 
J
 

~．~・~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ " ~ •~ ~ ~ ~...". "．．．-- ~ ~ ＂― 

対 策¥項

お宅の屯気は，このまま送電しますと屋内線が危いのでとめてあります。

入届の際は測定して送りますから，九屯災轡対策詰所までお巾し出下さい。

九州屯｝］株式会社

災＇，杯復 1日対策本綿
2. 24 I 17. oo 復Ill対策本部の移動

2階会議室から軍）J課給屯所に移動

小林保線所臨時公衆出話設説（小林局3790)

25 I 9. 20 I i配ぷ線復Ill作菜状況

韮［営 l組 4人委託（）し］―．．) 2条1110人て被害箇所の復旧，おもに屋内配線の調

脊確，忍のうえ遂次送屯111

10. 00 嬰せ所復II―1作菜状況

E変圧器 6MVAワイヤ・ー支線付け 2か所，引込み鉄構ワイヤー支線付け 2

か所の作業を終了

18. 10 小林営菜所支部から復ill応援要員の依頼

小林幣業所支部から 1糾 3人編成， 3組と車両の応援要請があったので18時

15分宮崎営菜所］糾 (3人編成）軽四 1台，都城営業所 2組 (3人編成）軽

四］台が出発

26 8. 40 復1日対策本部の移動

24日17時以降，対策本部を湛）J課給屯所に骰いだが，本日 8時40分木部を 2

隋会淡脊に移動

8. 55 /;,l内線復1日状況（謁要家）

不在］凄家か多いので，県，えびの町対策本部汀合のうえ，屋内配線の測虚

その他を行ない復！II作業に岩手

11. 30 保健婦 1人派消

13. 30 ; 66KV人討妙見線部）レート変更に出発，社員27人，委託業者39人

仮復Ill丁事は，木杜て，延800人を動員し， 3月 9日終了， 本復旧T^ 弔は（鉄

塔 6方¥)で43年10月木完ff定

17. 00 えびの地哀般'9片復旧対策本部ならびに宮崎屯力所支部，小林営業所支綿を解散

ただし，現地の披’甚復1日対策詰所は残し，今後の復［日にあたろ。

3. 4 24. 00 プレハブ住宅 2Kス2.5K7/i(5坪）を建築

12. 日本電信電話公社宮崎電気通信部
-:._--、…::-…- " -- - - - ＿_ _＿ ＿ ＿ ＿ ＿ _ ＿ _ ＿ ---~ ＂- -" -- -- --

月 日時 分 対策事項
- ・------ - ・・- ・---・  . --- ・ - ・  . ヽヽ 一ヽ ー 一""" ”--- ---

2. 21 9. 25 小林局第 1報

貞寺地区に 8時51分，裳度 5~6程度と予想される地裳発牛，真亨関，電話

全回線不通，局舎全壊との通報，現地被＇得凋杏指示

9. 30 小林局第 2報

震度 5程度の地裳継続中，第 2報により相哨の被害が発生していろものと判

断，小林周要員全員待壌するとともに，ゴ固班の被害凋査班を指示
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第11章 災害関係機関の活動

---99  - .．．ー・ ‘ "~: ~ ~ "--—~ ~ ~ ＂ ~こ：こ-------……•" ~ ~ --— "’ "~ ＂ ＂ •ー~ ~ヽ• ,~--

月日時分 i 対 策 ＇¥ 填
…• --......．＂" " --—"•... --..............  - ----●ー""""-…• •---

2. 21 13. 00 宮崎邁気通仏部えびの地震対策本部設閥

小林噌報電話局えびの地裳対策本部設説

現地に応急復旧本部設閥

16. 00 宮崎電気通い部において， 19も急復111応援疸貝編成

第 1次 Ii人

第2次 24人

第 3次 30人

九電へ停電状況照会

応急復1日材および第 1次復旧要貝派遣

21. 00 咽要回線復Ill

真幸一吉松間市外線開通

各報話局の発動発電機を小林同へ集巾し，電源確保を図る。

臨時回線公衆Ill,地震ふくそう救済のため小林→図茫問， 2同線増設

21日の市街地の復11]は，屋根瓦，石嘩等か落下して，加入者密集地帯には立入

困難，復1日作業見合わせ，，凋杏か主体となる。

小林屯報屯話局艮に対し，職員の安全確保1こついて指ぷ

22 公衆用臨時電話回線作成（地震ふくそう救済）

小林—真寮間 1回線増設

小林ー鹿児島間 TXI回線増設

降可と余震中の復Ill作業てあるので，とくに電要同線を宅休として復1日にあた

る。

復旧要員第 2次出動

小林局へ軍信応援要員 8人派逍

23 ! 一 重要回線 1般回線70％復1日

復1日要員第 3次出動

真寺局長の要請1こより，公社交換取扱者派遺 3人，真幸局，軍要加入者選定公

衆用臨時：可線作成

小林一真幸間 3回線増設

24 ー 小林局へ交換取扱者 6人派逍，屯信応援要貝 9人派選

小林局へ霞信応援要貝 3人派逍

17. 00 応怠復1日が98％同復したので，通信部は対策本郊を情報連絡字に切り替えろ，

25 i 小林局へ復1日要員の健康管理について指示

真幸地区へ無線車配骰

28 一ー 無線による臨時回線作成（公衆用）

宮崎ー）起幸間 21,"線

小林真幸間 6回線

29 15. 00 通伍局は災嗚情報連絡室廃止

3. 4 i 10. 00 通い局は仮復1[1100％に達したので，地震情報連絡字廃止

19 公衆用臨時回線作成

小林一真幸間 1同線
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箱II章 災 '9片関係機関の活動
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通は駕1こ第 2回えびの地震対策本部設I爵

通信局に情報連絡室設齢9,iふ急復l[l要員派逍

臨時回線増設

小林—ー鹿児島間 TX!回線

小林•-—真幸間 1回線

杓1111,-;」、木木I翡I 6 [u]線

軍仏応援要員 5人派逍

通信部は復11_1率100％に達したので，情報連絡宰1こ切り替えろ。

公衆用臨時回線作成

小林—真炉間 3閂線増設

公衆用臨時回線作成

伽岡小林 9回線増設

小林一加久藤 2回線増設

29 I 11. OD ' 通1ぶ各1りま情報連絡室廃11,

II 時

13. 

分

- - ・：一 、 -・__＿ ＿- • … • ---・ ー・~ー 、 ー "--- " ＝ 

対 策事項
ー• -- t 、 ---ーー・ -

真ヤ地区えびの地裳現地対策本部設岡（真幸郵便同構内）

100回線 市内交換機 l台，外復11-1資材収容 T268~3 号無線機設閥

えびの町から感謝状を受く。

えびの町において，今後のえびの地震長期方策打合会議開催

通{,i局，宮崎逍い部，鹿児島通似部および報話局， 2局合同会議（いままでの

経過説明，今後の対策について協議）

日本国有鉄道九朴I支社宮崎出張所
~ ~ ~•.~ ~ ~・‘"---- - ---- --- - -""こ：~．孟~工~ ~:".~ "~...~.~ ＂ ~ユ~・

対策事項
~ ~ 

2. 21 8. 51 8時51分と 10時45分の地霞1こより，肌内の国鉄線でド記不通区問が発生（運転

規制区間を含む）

点都線全線

肥薩線久岳ーー，9；松間

日愧本線（市棚・ー都城間） •••運転規制

10. 33 i 鹿児島鉄道管理局えびの地震災苫対策本部設翌

11. 00 熊本鉄道管理局 グ

不通区間，速転休止，被＇，昇状況等を宮崎市内報道機関へ 6回にわたり提供 (15

時まで）

12. 00 列車の連休に伴い，足止めの旅客約400人の炊出しなど昼夜食を供与

13. 00 県消防防災課へ骰害状況を報告

15. 00 地震対策と惜報交換のため，県消防防災課に出向
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第11意 災害関係機関の活動

月日！時分 対 策 事 項

2. 22 ! 18. 30 県災害対策本部から 災僭り災者救饂用，奇割品等に対する運賃減免承認申請

共」を受理

県災害対策本部からの申請に梧づき， 2月22日から 3月21日まで，貨物連賃割

引基準規程による災古割引を適用実施

24 [ 16. 00 吉松駅等に抑留中の貨thのうち，急送物資積みを大隅横川駅， 1薗分駅経1111こ迂

回輸送を実施 (10車）

25 ! 9. 00 農林省宮崎食糧事務所の要語により，真幸地区内の被災倉庫に保管II1の米を県

外輸送用として貨車を優先確保

3. 25 ! 8. 30 地震発生のため吉都線．占松ー）沢町間再不通（同日 18時40分開通）
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参 ぢ 資 料

l. 過去の霧島山周辺の地震記

録
宮崎県災異誌
宮崎地方気裟台，記録

0大正元年 9月8日 (1912年）宮崎県小林町付近

9月8日22時20分，四諸県郡9哀部に弱震を感し南は 1こ弱裳程度を，贔岡付近で巾渓を感じ，巾震を感じた

都城，北は椎槃，神門付近まで及んでいる。｛且J感区域 区域は径12~13如にわたっている。地鳴りは大淀1111こ

は，巾九州 ド］で被害はなかった。

0大正 2年5月17日 (1913年）より大正 2年5月30

日まで霧島山麓

霧島山麓の鹿児島県＇卜姶良郡占松付；圧および宮崎県

四諸県郡小林，加久藤，真辛付近にて17日より 30日頃

まてに頻繁な地霰を感した。震動の妓も旺盛なのは22

• 23の両[lて，数十回に及んているとおもわれるが，

地震計に観測出来たのは23同て，とくに霧烏山麓より

北四に多く，人心に動揺を与えたが， 25日頃から減少

郡て財村寒／1［など強震を感じ，その他は弱震か微震を

感じた。

0昭和10年7月3日 (1935年）高岡町付近

本地震は，宮崎市で性質の怠な軽震で，地嗚り現象

を伴い，当地としては稀な地震てあった。児楊郡以南

沿い，西は野尻村から，束ぱ阿崎市まて約40ね，北ぱ

µ，一—+原町から南は亦江まて約25如にわたり，高岡•本

庄付丘では道路決壊などの小被＇，＿約があった。

発裟時は 311 9時16分て，蚊大振rfJ1,890ミクロン

の周期の短い地震であった。

0昭和23年10月5日 (1948年）霧島山付近

霧島山付近に 5日II時36分起こったもの。雲源は極

めて浅く討発地震の小規模なものて，宮崎市にては性

貫急な軽震であった。布感区域は本県南部および鹿児

し， 30日以後全く平静に復した。地震の模様は， t可1 島県の一部の模様であるか，報告なきために詳細はわ

の落下したような感覚て地嗚りを伴った。なお，この からない。

地震は有感域ば狭く 50加四方ぐらいまてである。

0大正 2年 7月9日 (1913年）霧島山麓

0昭和29年 2月24日 (1954年）霧島山麓

発震時は24日3時28分，震知よ宮崎市の西南四約40

9日日時20分，霧島山麓に起こったもので，強震区 如の大淀川ヒ流域（霧島山麓），打感区域は宮崎県お

域は震央より25畑四方に及んでいるか，家屋その他の よび此児島・大分・熊本各県の・一部て，＇屯崎・阿蘇山

被害はなかった。同日中に引き続き余霰が16[i]1現れ， で軽寝，大分で微震てあった。

四点県郡加久藤村にて最も強く，発虚前に辿市のよう 県内各地の虞度は．都城•四岳・須木て弱震，油津

な地嗚りを観測している。 ・村所・裔千穂で軽震であった。

0大正5年12月29B(1916年）肥後南部 0昭和36年3月14日 (1961作）吉松地震

29日6時41分，人占の北四方照岳力面に発虞したも 3月14[118時27分頃霧島火山帯を震源とする地震が

のて， tJ感区域は九州全般て，裳央付吐ては，郎のrt ．怒牛した。最も裳度の強かったのは古松町（鹿児島県

裂など多少の被古を生した。本県に被＇内はなかった。 始良郡）えびの，呉点といった霧島山の北部地帯であ

0大正11年12月8日 (1921年）西諸県郡高原付近 る。小林市では，夕食どきの市民は戸外に飛ぴ：Iiし，

応 F11年 3月から大正12年4月まで，高椋て行感地 映両餡の観客もほとんど館外に飛び出した。えびの高

裳かあり，とくに12月8日には19|i91，加久藤て 8回の I泉ては弱震，地虚と同時に――ドカーン＿という爆発音

地裳を観測した。いずれも局地内なもので1)如甚はなか を間いた。韓国岳の巾腹にある）L州管区警察局霧島無

った。 線中継所ては「トーン4 という爆発音に似た打が問え

0昭和2年9月11日 (1927年）西諸県郡の須木村付 た。 15日空中からの調杏ては，新燃岳の 6号火「］の噴

近 気か多少活発になっている程度で，他に特別の変化を

9月11[I 15時55分頃，宮崎市付近にで袢質忽な軽虚 認めなかった。］6日7時16分，新燃岳付近を震源地と

を感した。 1i感区域はほとんど県下令般にわたり．けり する地震が続いて起こった。各地の震度は中震——吉松

諸屎郡須木村を中心として加久藤・高原・小林・児楊 ・真幸，弱震ー小林・西諸県郡，＾帯，軽震一都城，微
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震～—-宮崎 位の回数の地震におそわれている。日をへろに従って

震源地付近では地嗚りや爆発音を間き，吉松町では 震度は小さくなったが，打続く地象異変にいろいろの

道路のがけくずれ，地割れ，洛パ，水源地の水が濁り 般害をうけている。

苫干の被雲をみた。 0昭和42年11月28日 (1967年）えぴの町北東部

なお，吉松町で1よ16日以降有感地震回数が急に多く 有感区域は九州令般，四国，中国の一部にわたり，

なり， 18日5回， 23日12団といったふうで，毎日この 宮崎・油津で震度 4'深い地震
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2. えびの•吉松地区地震総合

技術調在団報告翡

1. ばじめに

本，凋杏団は，えびの胄恐地図地は焚，ピの竹奴外にか

んがみ，技術的謁杏（地貫，廷蔓物，治山，砂防害）

を実施し，今後の復’II対策に費するとともに，応急的

技術指導を行なうことを目的として， I［｛｛和43鐸―'3月29

日から 3月3111 （地貫班については 3月29[］から 4月

4日まで）まての間，宣崎恥四滸県1詞えびの町，およ

ひ牝児島似始良Illふ＇，松町 1こ派逍されにものてあろ。

2. 地虞0）概況

(ifllll •砂功班）

（股林省林文試験堪防災汽艮 川「1 式推）

建設省I:ノト研究所妙防研究字に 、「！且 公—ー・

（約合班）

元3f:4[1ボi!J | Tl ¥ i:!J げii‘！〗~オ支枠；ビン9 たt -

地長：り災研究辛に

訊裟月観測駕地裳，臭，閾釘，；

（現地参柳）

内1褐絲怠£1!!'欠1,9』1,＇，',1,'裔，義召5

4. 謁在団のiJ重）J終遠

(3月29「I)

7. 30 羽打1守港危

竺ど蒋 博

人四 ；襄

灼噂l 丸己

昭和43年 2月21日りriiJIO時45分，胄崎・牝児島直県 ］0. 10 '心I’f’j以月着 知事胃よりやI)』状況唸収

の県境を虚諒地とする地震か完士した。 !I. 10 附令囚容・詳細「I!',_^、りについて牡I‘'i/1と打

この地震の規模はマグニテュート 6.Iて，このだめ ち合せ

震源地付立の宮崎県えびの！町および鹿児島県占松町を (IL 15 I寸1員，心者公見）

巾心に，家困の倒壊，地胄IIれ方の般，ビか発店した。 12. 10 -,:，；1裔県月発

この地該1こ先かけて， 1「i]11!「前 8時51分にもマグニ 14. 10 ぇひの111［役場着

チュートふ 6 の地震があった。この•—連の地震に付う ＇化児 I；訊墳l災Ii乃ぶえびの町旦， ttfiが町［ー：ょ

余哀は， 3月10日頃まては，多少の変動を11’って次第 り閥，じ状況り恥取

におさまる傾向にあっだか，その後横ばしヽ状態を続 此令内容，詳糾Ill杓':iにつしヽ て，＇i9!!：」!「,¥・

けて tヽ／こ。しかし， 3月251」;li‘:［j 0「'」、59分，うしの 2月 心児島駅，えびの町および古誓！！氏）！：：］1系名

21日の址裳と同じと兄られる場所を，'謡泉地とする辿裳 と打ち合せ

が発生した。 この地点の呪1斐は， マグニチュ一，、 5,5 15. 10 えびの町および，',松町坦地喜杏（比貫班，

て，えびの町およひ古松IIIJを巾心に内び骰，t:か急牛し iI'槃物虹，治 1廿•砂防班に分かれて鷹杏）

だ。この地点のあと地該I9!]数は1りひ刑人しだが，況行 （えびの111」1I’l;［1)

は漸減しつつある。

ふ 蘭在団の構成

団長農林省林工試験場防災部長

団員（地質班）

孤商剛叉省］．．菜技術院地質，謁査所

燃料部．j(［研究露

応）1］地質邸グ

物雌探査篤 " 

応用地貫部 ，' 

（建築物班）

処及省建築研究所第・・→研究晋虞

" il・：む局建築指導課長

股林省林菜試験場木材陥

材質改艮科l交

消防月，凋杏官

19. 40 "it 員打ち合せおよび：Jt •,；'1'「「ち介せ

(3 JJ30日）

8. 30 えびのII［および古松！II［現地：v:介（此貫班，

11111 式雄 建亮物班，治111・ 砂防」9i[1こう〉かれて謀，］杏）

福田 則

木野義人

巾条純輔

、LじIii 和男

人間頃彦

泊11[ 臼党

,1,村 ・外'i:

永雨 窪

（えびの！：I『出i.9)

19. 40 ↑員打ち介せ（名班•,:！翡杏内径・ 1闊凰．＇信：

について忍見の交換）

(3月3111)

8. 30 えびのIll［および占松19りの現地謁9,t（地貫班

由山・砂見直）建築物班ぱ資料の分析およ

11. 40 

l2. 55 

13. 40 

15. 15 

び視地謁査

仝貝打ち介せ

叫名会見（全員＇十 '1,り，），’,松町，片松小学校溝

憤

古松町発

鹿児島只I］杵，知庁否9在と会見
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16. 35 鹿児島県空湛発 い溶内がのっており，その一部はシラスのなか深く食

19. 45 羽田＇窄港行 いこんている。

（社） 3月31日付京者 大崎・前111・嵩橋・永瀬・ 低伯段丘の料序は， 1：(『「より，次にホすとおりであ

平［・増i!闘 る。

4月 1日帰京者 lllrl団に 日向ローム

4月2日ダ 9日 段1了礫厨

4月 4日” 細田・木野・黒田・ 11条 イヽ繋合、｀へ••ヘ

4月 1日以降柑京者は， 3月31日叫各会見終j'後， シラス

現地調仔および資料の収集宵を実施しだ。 このシラスはシラス台地から迎続ずろものである。

［として温尿加•i のj)t)！地貫から知られる沖積低地

5． 調査[.J:l報告 。ぅ料I・名は． l•位より，次にかすとおりてある。

C）地買班

通商陀業省丁：業技術院地買凋杏所

燃料部t任研究官 hiin1 罪

応用地質部 99 木野義人

物別探食部 ” 巾条純輔

応用地質部 、 焦田和刃

天びの・占松地区地震に閃する地買学

的予察調査報告

1、 まえがき

細砂

沖積 IMj礫

凝灰質細砂

不整合

棋柏附1 ・氾質火山灰•砂貫火山灰。礫買凝灰府

不整合

古い安山岩類および火山砕屑岩類（変朽安[[」岩

類を含む）

皐町付近における沖積岡の厚さは，およそ30mであ

る。また，この付近における洪積料の枯底は，沖積而

ドおよそ 250-350Illてあろ。この洪積肘と先に述べ

附和43｛卜 3月29日から 4月4日にわたる 7日間，地 tこンラス台地および低付段行のシラスならびにその下

質班は，えびの・古松地区の地哀の震源域およひ般災 の凝灰質粘1：あるいはンルトとの閾係についてはよく

地の地質構成ならびに熱的構造，地質構成と地よ変動 わかっていない。

および肢災状況との閲係ならびに復興に役立つ地下資 この洪積料のドにポ整合に横たわる占い安由岩類お

源について屯点的に，凋査するとともに，地質学的見地 よひ火山砕肘岩類として—•9括したものの［ドには，熱水

から今後行なうへき，説杏・研究1こついて検，9•J した。 により変質を受け，疫朽安山岩化している部分もあろ

2. 地質構成 か，後者を訓柑iiの地質単）しとすへぎかどうかについて

載査地域の地形は，シラス台地，低伯段1了，沖積I氏 は，今後の，凋査・研究にまたなければならない。

地，谷底低地および緩斜面の動告に大別されるが，後 卜に述へた県積！fi以卜にも 1人在していろはずである

こ者については，面積も小さく，地貫＇詈的にとくに説 が，その具休的なことについては，まったくふ明であ

明すべきことにないので，以卜1¥ij，者の地買について る。

略述する。 3， 熱的構造

シラス台地は，ンラスと俗称される木固鮎の車恥い流 えびの町加久昧・真’:'IIr,J区から占松町にまだがる沖

堆積物からなるが，鹿児島湾沿岸地城のものに比べ 禎低地および，その周辺に分布する温呆）1，}l1こついて

て，心在すろ軽石か小さく，また，全体としての粒度 調合しだ糾呆，，卜汀への地温の1，り）〕かもっとも大き

も，模武地から遠ざかるにしたかって小さくなってい いところは，えびの町，占松町の境，すなわち，官崎

る。谷底低地および沖机低地に接する付丘には，とこ ，鹿児島'II砂ドの似境｛、以圧にあり，これより 1危れ側にお

ろところに乎固結の凝灰買粘1あろいはシルトか録出 いては，知区間て地温の1-り方が小さくなるのに対し

しているが，シラスとの関係についてはよくわからな て北束～束釦におしヽては，地温のI・.り）jか此的1もゆる

い。これら粘しあるいはシルトは， I氏位段斤のシラス やかに小さくなっていることが判明しだ。したかって

の下にも見られ，池牟礼～鶴丸付吐ては構位の乱れか ；；；謡源域は，これまて姦源域とされているところのう

認められる。まだ，その上面は，ところどころに新し ち，南西側には及んていないようであろ。また，この
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地温の1-_り灯の人危いところ1よ，霧島火由の新しい）く のは，廿l打',}'f1，ii'hi；れ｝直接閉（系のなt心団の履，じ1こ

口列の延長方向に当っていろ。 1IIするものてある。ずなわち，翠厨の↑炭f号よび‘|'，

4、地表変動 炭名は，ともに以「りを lド［〉とする叫ぶ低J心においてと

えびの地長による地よ変璽りのなかて苫し lヽものは， （1こ，tかっだ。その！恥囚は，人間糾の99|fJ¥；!’'，'か凡＇＜唸

ll)lli/1けれ， ifiiiれ， ’2地，刑れ， ＇1,打砂，＇4!包犀国の凸 辻して tヽ ることにあるか， 1(!砂によってハされるぞの

記の 4つてある。 曲砂化にも， — ,9りては大きく喜 してしヽ るもし）と苫え

111 11[／針れ・ ii'刷れ られる。鼠ド段1了i「月 1の髪兄こも，，＇て令炭。乎炭

シラス台闊およびi氏位段：了の刷壊て，急＄1：化の の襲因か｛廿てtヽるが， これは椒ししヽ 1 'ヽ ；『詞よび且誼

凰9ドに亀裂を牛し，それが山伽れ． iiり）］れに発辰 に対する家！がの不白/‘I'1（乙朽ら含めて）に文ろもの

しだものて，具叩的なJ麟 叩 のi伯炭てある。この てあろう。なお， i|i札＇直量の仇尺椅にも 1！予に，文ろ

柿の崩壊かとくに多かったのは，心加域わよびそ 人苔な破，＼か，忍められに，

の19月辺1こ，ンラスて構戊されている，噂分か多い力＇ 6, 復興に役立つ地下資源

らてある、，この地万のンラスは，鹿児島応：,i『の この地力の復輿に役ぐ'つl息卜［＇、加としてた苔匁もの

ものに比へて，＇ I怪！］の人ぎさが小さく，かつ，そ ば温呆およぴCO2てある。

の＇iけを沌めている火山砂の粒径も小さくて，さら この地方の温呆は， 1）a,＼図を1j-f的とするものと，古

に加災し此、° tヽ 及’叫＇＿；類および火山砕屑料類を i‘』料とずるものとに

12! 地割れ

地朋れて顕苫なものは，盛LIの辺路にて苔「こ

ものて，およそ心路の延：くら1句にのぴている。こ

れに次ぐものは， ＇，郊の[「 1のスり沈卜に1平うもの

てある。

いずれも，＇及するに弱いり向に書 lIれており，地

下の動きを反映しにような規1屑日は見られなし、0

： ！咄砂

I月の：化にて善た地割れあろいは札孔から，｛lll禎

料のド部を占めろ凝I火質砂か明['，しだものて，）［j

店に際し， Iドを合んだ叔！火貫砂か II，し的に計証Jj化

したことを小している。池闊橋に見られる伯蝕1'り）

杖：卜も，この流動化によるものかもしれなし‘1
（4) 緩窟国の動苔

池牟礼ては，ンラス合」也［の紛泉11川の構以I[］か

分けられる。このうち，経済刊のいいものは前名てあ

る。これは!Ji喝されに骰！1雌 I‘’-くと lヽ ってもよ lヽもの

て，ア、 'r--）レ付石の＇ぉ，因となるような， i宕If戊分かな

し‘u)-c,如⑰＇:；原として判！ 11て苔るばかりてなく，｛訓

や邪との地卜水と 1,］I羨にni [1門「白に1,：］茫しい汁＼し万をも

って1，ヽる。

co,につしヽ ては，古，1渇：月＇を liI，いとずる趾域にお

しヽて，舒済的に1}i-］完て苔るものと 1り断される，

7. 今後の問題点

~I川の地点の,,[［いにつ l) ては，ばぶiぶ也 1,'］りの心貫，

l9!［に池峠と，孝，i‘i'.:,1'」係かあろとみられることから，貸

臼防足対糾の 犀として，〉政の応[:0)［’！五甘し1裕あろ

し、は，虚虞による足＇古の防叶をはかるにぶりに 1ょ，なお

且豆o鱈'i,9i,’I杏， んしJI叫9『[]'1介， 1 JJi ！は＇fヽ！ーよる':'介，

地化'Jヽ＇採青に lる；l闘貪？の見'i'I''.'IIJI{「「か』＇心となろ
地点に際して動いてわり，臼糾1111と緩窟国のJ如こ : 

）。
皿割れか！［し，さらにその表印に低状の亀裂かバ

しだほか， 1『i1l1io)i月に50cmものもり[・りがて善た こ建築物班＿

，5} その他 建設省辻築！り1究所信刈i究ば、人f噌＇須彦

地表変動としては副次的なものてあるか，古松

lilJ川沿いにおいては，落いによって 2名の死者を

，廿した。この地は祈しい熔応をのせだシラス！•月：I直

の急余•1 由1 卜にあり，熔岩礫が氣糾[!l 1こ・（~うしてひ

" {I＇じ「"i建築指導諜l丈

,；じf4ヽ ：各]('9念J琴i/1、t1,1; 
桐只攻良i:、Ile

｛I :防！］ l＇i杏‘i¥' 

っかかっだ危紐な伏信を旱していろ。まに，飲』 1. 調査内容

1'i'!il :',『｝！,：，； 

l l't」 9, ( 

水汁乳 ~, ；: 

の路沐の沈卜も数多く蒋見されているか，これら 紐築物J.,'［は， 9：l,［1介！寸！仝｛人としての！l{旦」間のほか，

の比卜はすへて盛［のところて起こっている。 えびの町およひ古松I:！］にお： fる化足位の餃）』状況なら

5. 被災状況 ひ1こ修氏・令肘蛍喜の状況を吋介し「こ，

桃災状況のうち， とくに地貫と密接な関係を不した
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？．一般的所見 造の宥すろ耐火＇『 t，:りの特徴を茫揮させろためにも

!1) 般災範罪はかなりせまく，同地的てあるが，破 その耐店的 I法について，佑導の強化徹底を望み

内のI’,＇度は月常にぱげし＼ヽ 。 たlヽ。

(29 特に木直建築物の鰐尺か顕尻てあるか，全壊あ IG! 以じを約合する1こ，建築的な見地からみれば，

るいは平壊した建築物には，八通して次のような 今，い1の大襲内の！泉因ぱ，、［として建築物白／大の構

構立的な欠附が認められる。 心 iの不漏によるものか多く， 今後この利度の地

ァ ，li1り組が細い。 震に対してぱ，構凸［泣が適切てさえあれば，雌

イ 障か少なく，筋かいがほとんどばいっていな 霰1こよる振動に対しては， ！分に耐裳的なものと

い。 することが，可能であろと認められた。

ウ 厨板は瓦ふきか，わらふ送で屯い。 ！7) 一般にシラス合地におけるii'の由 I:,孔＇「ドに建

二 仕［l（構伍材の接介駕）か脆弱てある。 築物を建設することは迎けたい。

オ 白ありの＇甚，湿氣言に対する考滋かあるもの なお，古松町／1|添地区，えびの町柳水流（やな

と思われるが， 1：台（建築物の1亙1,・i1；を連糾する きずる）地区雰におけるように，今後も建築物背

木山駕材）がまわしてなく，まだ枯礎か連続し 後の窟I[Ii叫壊あるいは落／］により人命財河に対す

ていない。 る危険か）くぎい笥所については，その効果および

以 I:,恢するに，建築物の構追じ，耐裟的な名 経済性を考え合わせだ［ての付効な対策か見崎ら

心がほとんど仏われて lヽ ないということがてぎ ない。したがって，これらの地区に対しては，屑

る。まだ，白ありによる腐食か披’'［の原因とな 什者個別の1訊りを1分に勘案しなければならない

り，あるいは般古を拡大したと考えられるもの ことはもちろんてあるが，代替地への移狐なども

も一怒には，忍められた。 •応考慮してよいのてはないかと考える。

砂！ これに対し建築桔準法の構必規心こ準拠した建 ふ 細目的事項

築物は，ほぼ被＇ rりをまぬかれ，あろいはきわめて 以 1の舟般的屯l真のほか，現地において個別的ある

軽微な波‘,，；てすんていろことが，忍められだ。した いは細目的な事項について質県］を受け，または対策1こ

かって今後さらに，建築陥準法によって；じめられ ついて意見を述へた］な点を，以四',Iの項目にわた

ている技術的届準が，広く舟＾般に敬底するような って列芽しておく。

措附が必安である。 11) 構心部材雰1こ般，りを牛したえびの町箕炉小学咬

(4) 披災した建築物の修復祖隣状況をみるに，その および，仔松町占松；I呼校の木山1交舎についてば，

噂はだいだい[F確であって，耐震建築胃人の概 技術的には1分な袖強を加えたうえ，内便II]する

念かよく 般に滲透してきた点の忍められるのは ことか可能であろと考えるか，これの袖修費は相

心強い。なお屑，細部にわたる合l用的な技術に 、月の徽にのぼるものと忍められ，耐ill年数を考慮

ついて，似噸屈および町’'i!』による指導教育の すれば，必ずしも逸崎なり社、とは考えられない。

徹底を哨みだい。 しかも涌＾般に小中学校校舎は，戎務教育の牛徒を

なお，まだ般災建策物の復IIl, H砂［に際しては 最も安↑に保護しなければなりないものてあるこ

従来からとかく火災に弱いものとなる傾向が忍め と以外に，いったん地哀，合風， J｝＜占，大火など

られているのて，特にえびの町加訂地区唸におい の災古を発牛した褐合における避難，救劫の拠点

ては，人火防1Iの見地から耐火件について卜分な となる危1:、直的な役割をもつ建築物てあることを苫

考慮ならびに指導が必要てあろ。 えると，この訳鉄筋コンクリートJ位に改築すろこ

叩 ブロノク紐塾物のブロノク造部分およびブロ' とか嗜ましい。

ク造の叫（へい）の般書か人きかったことも，今 なお占松巾予校の休育舶については，瓦'iし！『I]の

日の虚宜0)•一つの杓徴てある。ただし，これら被 たわみ等からみて，おそらくは構肛品材の青打こ

災プロノク構造物は，すへて鉄筋によろ柿強が行 祖傷を牛し，あるいはその接合化分にゆろみを度

なわれていないか，あるいはその―に沈か不卜分な じていろものと推定されるのて，さらに詳細な晶

ものてあった。この点に隣しては，今後プロノク 査を必要とし，少なくとも安仝性が確忍されろま
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ては，便用を芹し特えなければならない。

12) えびの明のIl鉄）J-I財駅に隣接する／i造農協合麻

は，人破して嘉MI'苫しく危峨な状喉にあるので，

早急に取りこわすへ苔てある。また一般に，この

秤の危険建築物については， i9りちに内部への，兄入

りおよひ付ピヘの対奇りを禁1卜する必毀かある。

＇；り えびの町］叶欽恥町周辺地区の内建については，

部l|j,，1両，酋業，了］袖î`りの広い視野から検，i)しなけ

ればならないことはもちろんてあるか，少なくと

も駅前における名朽骰災建槃物の取り扱いについ

ては，駅前広場に血するという特殊⑭I|]を！［か

し，合卯的なじ地砂II叶国を考慮した方針て隠心

ことか噌まししヽ 。

(4) 今後もかなりの地虚が引苔続いて発牛する場合

を考え，火災の発！］防止上次のような諮，屯につい

て，什民の屑の協りを裳泊し，かつ指導するこ

とか必投てある。

ア 各家吃，職場［こおける11,I火堺の設賓，少なく

とも最低 1個の溝水パケ＇）を常斜させたい。

イ プロバンガスホンヘの1,L湘l防止と，使Ill時以

外の元栓の閉鎖

ウ 地裳li'け1後の火気点検と初期消火の励行

また，消防ホンフ9]噂の栴納は，倒壊の恐れの

ない建築物を選ふほか水道の断水を予慰して， ii,J

防水利を詳細［こ晶l査し，特に川またはIll水のせき

1-．めによって収I)くが可能となる場所をあらかしめ

選定しておくとともに，せき止め）1］の」のうを瑣

備しておく＾＼りのことか必翠てある。

さらに消防団の出動叶両，応援叶両噂について

も，迅辿確実なii,j火活動か可指なように州の検

1，寸を噌みたし渇

〇 冶山・砂防斑

'31 落召峻＇，りは，古松町川添地図の熔岩台地両端の

安山店塊の月＇錐地に苫しく，伐採地，スキ幼令林

からの落いか「 1 ，り~ち，竹林による落石，崩しの留

止かかなり忍められる。また，浮錐l：方に亀裂も

あり，序錐白体のずり格ちの危笥袢もある。

(41 地震罰l[＜ずれは姦由邸崩壊の発生しがたい閑

恨部分にも！＜規模に発生し， その崩壊深は 1,5~

3mて；lii[：は［］」脚まで鰍諮している。＇方豪 Ii咆

崩壊の定I'しやすい凹!¥韓国ては， iM!:が完仝1こ

崩落せず，斜面卜に招るものか多い。 う見i釘壊地

と認めかたい所ても，山 l̀l'し，山：炭にf[¥裂があり，

位地・林地の数メート）レードカヘのずり落ちもあ

る。山くずれの発りに比しては， i笑流まて林木の

崩格したものはわりに少ない。

岱！ 凸小川水源部には，占い出壊•七砂の堆積とみら

れる地にり地形類似の異状区域かあり，尾！iしを横

断しだかなり大規模の亀裂か多数，忍められる。

(6) シラス露出地域に加壊か苫しく，ラパーキャプ

を冠った地域に崩壊発字が少ない。本地域のシラ

スは，浮石質が少なく細粒て，祖常のシラスより

粘ヒ買で水による位水による反食に弱く，また崩

落よりはすり格ち叩と兄られるものが多い。

シラスは，水食に対しては店[I’l[h［か最も安定で

あるが，地姦に対しては恥1,1.IIIiが必ずしも最もな

定であるとはいえない。

2. 問 題 点

Ill 'i'i"]の地晨による山くずれは，崩上を山脚［こ堆

梢し，まだ，山腹に残侑崩しや多数の地割れを発

什し，今後の御1」，合風期の降由による崩壊の祈

屯，拡大と流出上砂の増大の可能•I4かあり，また

じ伍流発牛の危除もある。これらは，人企，住家

股地害に大きな影栂を及ぼすものと思われる。

農林省林叉試験場防災惰長 11l「］ 式雄 12/ ンラス地得に多いし地両）「J咽てある合地じの農

建設省L本研究所砂防研究字旦 平屈公・・・ 地，店の林地，合地下の牒地，宅地の順と囚なり

1. 災害の実態 本区域は，水源まだは山腹の林地に下方の股地，

(I) 山地災内の苫しい区域は，えひの町浦から占松

印鶴丸に令るシラス露出地塔と，占松町1!！珈の安

山岩店錐地て， 7001,a和＇度の区域に 1001,aを薯す碗

廃地が発＇．！：している。

12) 山くずれは溝添川，大丸I!!,.・ド＇ド都 Ill,石小川

流域に苫しく，翡常に阪られだ区域に崩壊が密仕

し，山地店1面は令山崩壊地といえる程襄汽が苫し

しヽ。
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宅地という順てあり，災＇い発 'i形態か異なろ。ま

だ渓流の詞床は，はんらん源と考えられる所が，

ほとんど水源まて水田として利用され，河川は笞

しく「I]を狭められ水路化されている。河川が山腹

に隣接しているため，崩壊I砂か詞川および用水

路を埋塞し，水1月にはんらん， t砂流入の忍めら

れる所が翡常に多く，今後の降I:：て，この頻向は

ますます助艮されることになる。



3. 対策

1］） これらの対宜として地雲によろ荒廃地の復II]は

もちろん，今後の細ll，台風叫の闘！］による崩壊

泊叫：、人・祈iの切i1と堆芍I砂の成：l，防 i卜， ヒ

｛ ！梵望1,:！ji 1 0のやこめ， い急に冶'!!T'/ざ，砂防'「 2. 

，を'i:hしずることか砂咬てある。

!29 人1i1i紐の加炭［じまたは加唸危鷹也！ズを知期間に

全ばん1いまだは見叶することは1杜帷てあるのて，

人白’!1外や腐地雰への影認を 1•分考慮して優先頂

i9'！を伍こめ， i．＼加令'1,'の仕「除のあるじりの多い水i旗

地域，）＜崩壊北，砂防！団と閃連の炉バ＼「から治

1:1 ［〗 j~を打なう必悛かある。砂！り＇］ ！＇」は，合吼！］］

に備えて •['1 ， h扉鸞！ II, J..丸！11, ？，．j,1111こ’うしヽ ては

砂山附是^ ［り），y,｝か甲ましl¥ 

対伯1::の，1，可および＇｝ぴ他に ‘9,1っては，各地八

におけろ 11然＇r：]， !l'9ミ白J条l'Iかも］：てな lヽため，

妙i'カ・冶！！・／l,；！II定，'復ili・＇悶地等との：」連にお

lヽて予！11,＇9;］,i令を'):!)も，,し，紐合内ば対沿，＇呻 lを樹ヤ

する必及かある。

r 予合介翡杏1化

氣匁！，1!閻虞，議翡i査』1『; !，りf ,9K 

f :J'｝ ｝支i内rl J ! ！'「|'，りjミf`ド翌f支1訂

センター［国』')『f i'~，橋 博

，9 [＇〉の・古松 J也 [X，逍瓜~の状況にー） l， てヽ

1ー 地震の特性と推移

!!) J息長の驚'I状況は甘，‘ズ］1 |去のとおりてある，9

!21 -，贔加域は飯盛山の北四如，えびのi町と，＇；松町を

合む直符IOk叶’,＇度のほほ円 Ii,)の地域とifI丘：され，

深さは 3~10畑の'/',]にある。

（東人地長1)1応所資料）

げ＇ 今けの地震発’I以来，霞源域の移動は忍められ

てlヽない。

！4) 震詞1域は，兌蒻畠火山の北，J月端に属し，また培．．

級の規模の力）レデラによって形成されにかと疑い

かもたれている。）『以嗅唸地の1いに属するか，今

のところ l‘]ヽ 配されている霧恥火山の活動とのI見連

は，＇召められて lヽなしヽ。

［9' 地長1古祖，IJぱ，大勢的には衰退の傾向をとってい

ろと応われる。地長は， 3月10日以降においては

ややイヽ視則な閉］けつ的発年を続けているのて，今

後も変動の多い状態か，ここしばらくは緑り返え

されろものと已われる。

このため，震度 4『曖の地渡の発＇＇「ば今後も考

えられ崩壊しやすくなっているシラス地帯や構位

1勿言には骰＇｛の発叶する恐れもあるのて， 卜分注

忍する必投があろ。

観測状況

け！ 紐測れ 3月31「1現在の名槻関の観測状況は次

のとおりである。

ア氣蒙「）塵l係

霧島火山観測所（襄児島地方気象台所園）

鹿児島県霧島町湯之形（地震，iii｝賃5,000陪）

” 占松町 （白動地羹叶数堺）

冑崎虹えびの911j真ヤ （ ，' ） 

ィ 火応大芹関係

げ！ 東大霧i'も火山観測所

胄芍見えびの岱康（地裳計倍率15,000倍， /JII

速度計）

（イ） 宮綺県えびのII[「岡元

（地哀叶倍糸 3,000倍および加速度9『I9)

iウI ‘,；'綺県えびの町内喉 （加速度計）

国 ＂ ” 飯野

叩 鹿児島帆榮野町

ウ 以部大学閲係

ゲI 庶児島限古松町（地震叶倍率 780倍）

げ） 'r'了直箭翡[4ヽ材：： IJ糾l農f( グ ） 

＇ウi 熊本県多良木町（ V ) 

に） 鹿児島限大口市（

（オ） 鹿見島累牧園町（

信1辿度計）

（加速度計）

”
 ”
 

以ビ，京都大学関係は委北観測であろ。

工 貨崎県贅祭本部現地腎瑚本科15

えびの町）；直［のI]感地長の震度別観測

92I 観測テータの収集

同観測班（気象！i,東大地雲研究所，京大）に

次のように収且されている。

ア 毎日よ刻に通恨されるもの

げ） 心之野（拭応）の 3時間どとの観測登料

い えびの暦」原（東大）の 6時間ことの観測資

料

イ 特定の壺料

必娑に応して各観測点に照会し，観測資料お

よひ参考資料を収集する。

13) ＇情報の連絡

収乱された観測資料1こ晶づぎ，地震の発牛状況
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(4) 

を常時把椀し，必咬を，忍めた場合，布ちに下，9]の

機1月に雌知すると同時に似岡腎区気条台に連絡す

る。

同気象合から地震情報として一般に発表される。

宮荀翡！現地対策本部

えびの11甘硯地対策本部

I『松町現地対策本氾

現地賽1龍本：忍

白衛隊

その他必硬と忍める鳴閃，報直樅1月

その他，地虞活動に＇対する↑青恨の提供，解況

付表（じな地震）

43. 2. 21日

” 
2. 22 

2. 26 

3. 6 

3. 19 

3. 25 

1 

3. 28 

08時51分

10. 45 

19. 19 
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00. 59 

01. 21 

15. 51 
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I. 

2. 

衷度は只ヤ地区の応箪闘池＇焉備本部によろ

観測

;:"は＇；了崎J:11lf玲憚台の地凶1•により決定し

だもの
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3. えびの地震に関する調在

研究概要

東京大学地該研究所長

東京大呼教授 11¥ .I し,1 

1 まえがき

」、る 2月以来，官綺県と鹿児島叫旦党の霧凡火山1}ft)

北四部にあたる加久！様カルテラの内，けに多数の地姦か

兌1卜し， （この地震は，えびの地表又はえひの）飢霰1罪

と呼ばれてしヽるものてある。）蒻MI(5月10日）なお

終はしていな＼ヽ。以にカルテラ占部に見因するえびの

附，古松Ill」等は地虞のために札I",1の骰’，りを受けてい

る。この地哀か何月頃に終立［するかかJ息ん氏のIl1て＾

つの間起になってしヽる。

このえぴの地虚群が発牛しているさなかの 4月 1il 

09 h42加珀，宮1叡，＇［と記国［以との見 ，i］の日 1句灘に哀源を 火，；廿直区，,'，松町を中心としたものであることは疑い

もつマグニチ 1 ード7.7の地心か完店した。哀央か ii ない。然るにこの地点1罪が終以するや， II月に霧島火

向灘のほほII央てあったため，地哀の規模の割には般 1i1/i116)1'i!端の的丁穂火山か久しふりに哨火を開始した

＇，りが比較的小さかっだ。それても負 1葛名や↑半壊家喝 ことは汁11すへ告ことてあった。

数1,lを出し， 1,，111いこ怒Iしだ沖殴によっても'['崎， 9'，］ その後えびの！III良心地区に発I屯した地震として注目

知の沿i『て1!支，打を店しだ。 すへきものは1附和36年2/］から 4月にわたる群発性の

この日［譴11地哀と前叫のえびの地霰と1見l係かあるか 地震であって，この地哀門のIドには吋部的には（真炉

ないかか，またつの間題として収りじげられてし、 地区，占松町の乳り震度 5, 4が含まれiii!の場合と

る。 同様に家屋':0liこ祖＇，：を外した。この地裳肝は守者等が

これらの間祖は lヽ ずれも地震＇：を，地球物 lI11]竺料に於 現地て地虚観測を打ったのて，姦源の位'iりや起り方等

て名究されて苔だ間姐てあるか，将来も地震f知の1iJI を明らかにすることかてきた。すなわち震諒位政は霧

究の→心閑として咽炊な課姐のとつてあろう。しかし＇応 贔火］」｝罪の北四翡の飯府山から貞寸地区，因松町1こか

全な：：II加の解決は容易なものてない中も「ff寮てきる， けて，地ド2加から 10加の深さに起ったものであろ。

現在我々の知虚て政えて1玉［］の間姐1こついて r，及す この1罪茫件のj直虞は詳しくは36年2月271Iり前 3時10

るには，過上におけるに己地域の地表活動の料史1こ方［ 分過ぎから発生したものであるか，それとほとんど同

づいてi',1の考寮を加える以外にはない。

霧島火山はl怜東より It西の麿状に長くのびた地域に

多くの小火山か几って構成されている火山1罪てあろ。

東南端より四It/j柏IIこ屈1次，砂千穂，叶1岳，新燃岳，

大浪池，韓1叶岳， iこ1且山，架野岳，飯盛山＇；りの火[ I t9_ 

が並びその四北に加久牒カルデラか存在する。これら

の火山のほぼ巾央を四北から東南1こ宣崎，鹿児島の県

塙が止っている。加久救カルテラの喉は1)Li北側は地形

的に明瞭てあるが，東南部は明らかではない。カルデ

ラとは火山地域に！r存する鍋状の窪地を，，うが，ここ

てはそれ以上に地？的な砥味を考えていない。カルデ

ラの内部か比較的平坦な地形てあることは一般的な性

質であるが，加久藤カルデラの内剖にはえびの町，吉

松町害の町々が存在し，鉄道もこれらの町を通過して

いる。その他は耕作地堺てある。このえびの町は昭和

41年に，真ヤ町，）J11久帳町，飯野町か合併してえびの

町となったものてある。

2 窃島火叫：］の心上の地E喜び火山活動

加久I榛カルデラの内，間1及びその附五に起った五年60

叩i'i］にわたる）な地浪活動を顧みると，大正 2年4月

に日：（謄IIに2|nlの強晨か発生し，同年 (1913年）の 5

月に現在のえびの町の叶囮を構成する噸時の呉ヤ町を

巾心として1罪発袢の地長か起り，はしめ 8月まで続き

9月巾は 時地裳の発生はやんだが， lO月， II/］に再

び地表の発牛をみた。この地裟醇の Iれには姦度 5, 4 

のものも幾仰か含まれ，真沖町の家屋賓に多少の『員','f

が 1した。この地却罪の震源1l,f：悦は当時特別な地震殴

測は打なわれていなかったか，今』と同様のえびの町

時に日向灘に強雲か発11,し，宮：崎市嗚に家玉の般涛を

牛し，小規模の沖浪も発生した。また飯盛山附五を巾

心とする地長1『（の終息後，霧島火叫詳「ドの新燃応附丘

に極めて心い小さい地震か1i「発した^ ’信が報しられてい

る。ただし唄火の発月にまてがらなかった。

3 今[I]のえひの地震及ぴ研燃・応附近の地

辰活動概況

以じの人i「2乍及び昭和36年のえびの町真幸地図を

巾心としだ！罪発地震，霧島火山附及び日向灘の地雲活

動と，今[9」!0)えびの地点及び丘接する地域の地晨活動

を比較することによって，先にのへだ用］卿こなってい
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ろ事柄，つまり今回のえびの地震に関して報迎関係等

の間に答えた諭拠か目ら明らかになると忠う。その前

にえびの町及び霧島火山地域に於ける地震前の観測状

況について述へておく必汲かあろう。昭和36年の飯盛

山地震i詳の後，昭和39年に束ノは地虚研究所附属の霧島

火山観測所が霧島火山財のほぽ中央の位漑に当る韓国

岳の北方，えびの高原に設ぐ（され，それ以来同観測所

の6台の地震i卜のほか新燃岳，大浪池，韓国岳，栗野

岳，1門前に換震堵を設iiiし，有線遠隔記録法によって

上品の観測所に導き，そこて15,000倍に増II]して連続

観測を行っていろ。また昨年の 6月より）匁亨地図の岡

元小浮校附近の 3か所に換虚謁を設＇貨して迎続観測を

臼っている。従って今iぃ1のえびの地虚に関しては危t:

状態的に長源の位置：『か詳細になっている。ところで

上る 2月10日頃より 1.^直］観測所の地震註及び岡元の地

虔，，1て IFIi こ IOI叫以 1の地震が，尼録され， 1罪発 •I,1·の地

衷てあろこと，該源は飯盛山から北堺皐町附国こわた

って発生していろこと，深さは 3km~10如程度てある

ことなど容易に明らかにすることがてきたのてある。

また過去の例にかんがみて数か月 1よ続くてあろうこ

＇ヽ
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と，大なり小なり家屋に担げ了の牛ずろ怖れのあろう亨 '；1皮び岡兄小芝佼1こ佳認められていた 3成分の地震計ば

は推測されにのてある。また同時に過ムの歴史からみ よる 2月21日の激裳前まての地震観測網（第 1観澗

ても新燃岳，予り「腿峰の活火山附；こで極めて浅い小地 網）てあった。然るに 2月21「1より本格的な地震活動

裳（熊感地霞）か発t：するかもしれないこと，また他 の発生に伴い，取政えず岡元小学校周辺 6か所にそれ

の霧島火山群に属する死火山附五ても地哀が発生する ぞれ喚虞陥各 1台を増設して岡元小学校を，J己録観測宅

かもしれないことなどについて，絶えず注IIしている とする叶10成分の地此，卜より成る第 2観測網を設：筏し

必没かあると苫えたことは哨然てある。はだして 3月 た。

6日より数日にわたって新燃岳附五に浅い宙源の[9]條 さらに新燃岳，杓」千穂峰の活，)（山の活動状況を監視

以 Kの小地震が1詳発したり，火山付脈動か現れたりし するため， ヒ晶両火山を 1ド心として 7か所．計 9成分

た。これによって）Jil如椒カルテラ（えびのh1J，古松町 の地蒻叶を設買して湯之野屑民屑内を，1且録観測脊とす

罪を含む）内に発牛する群発地震は霧且火[lli作の地下 る第 3の観測網を設i習した。さらに加久1篠カルテラ内

活動に大なり小なりの影暢を与えろことか益々明らか の群発地震の雲源を速かに決定するために飯野地区．

になったのてあろ。このボは直ちに喜戸也絆や新燃応

の咬火活動に発展することを這味するものてはない。

これら活火山Hi:くて今後地虞はまだ起るかもしれない

が，噴火に全らないて終ることも考えられる。しかし

閑火が発牛しないと断定することもて苔なしヽ。とにか

く火山及び地哀活動をil唸深く観察すべき1凡てあろと

9，うことだけは1間違し▽なし‘°

4 粉似火山附及ひ/JII久晶カルデラの地1；髪

似ii此ドj)且叶犬

し辿の叩虞測所て地晶，已録が得られる 11成分の地震

)＇げ地区，［げ地区内呪及び哭野町に 1]本式）JII速度地

，,該叶を設舷して食弩 4観測網を設け， 2月24日より観測

を実施した。

これら地衷計記録観測＇ぷぱ水晶時計及び J,J,Yによ

って，溶 I, 第 2及び第 3観測網1こよるオンログラフ

観測において発震時の絶対時刻の粕度を文0,01sec罪

度に保持するようにつとめた。

以＇．．．地晶， 1の設置ih'；鷹及び'，1岱の性能等は第 1友及

び第 1図に示してある。

第 1表 霧島火山地域の地震観測網

第 1観測網 （叫鉗観測息は霧／ふ火山観測所）

政附場所 地也』の柾類台数 'iii"灯~布見祖lj j凶ネ、
-----------------------------------------------：--------’一 '̂9ーーー'---------------------------

山大霧島火山観訓所 水事動換点岱 2 l)」5下似

” I^・ド動 ” ” 
Iこ 門 ~fヽl，_ u 水平動 ll ” 
／に成池北 駕 ピ 噸1J グ ” 
栗 野 岳 水渾動 I ” 
瀦f炒内岳火「1北部 じ下勁 ” 
点杯 IEI f名 」ヒ叶1翌I¥ ！—下動 I | ” 

., 

屈訊合オシログラフf視汎廿；炉糸；

10万～20/jf音

” 
ル

” 
”
 ” 
” 
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第2観測網 （記録観測紅は岡元小学校）

. "" ~’’"" 
設佃~場所 地震社の種類・台数 常時観測倍ヰ

~ ，~ヽヽヽ~ ● -・・----・・  ・・ 

諏 訪神社 水平動換哀器 I I I力5丁倍

岡元小学校

” 
小学校災山

上下動 ” 
水平動ル’

飢 7
了

瓦
t 場

” 

”
 I { f I汀ヽ・動 II 

I)j 5千倍

” 

” 

” 

10万～20万倍

” 
村t 

i [ ＼ 

牧

水

迫

口

場

呑

” '' 
” が

” 
” 

「ー一～一
臨I：むオンログラフ観測倍半
一 、-

l 0万～20万倍

i 

” 

” 
- ------、_

第3観測網 （記録観測点は勅之野国民宿舎）

~ ~ 

設愉場 所 地震，；卜の種類・台数 常時観測似乎 i 臨時オンログラフ観測倍率
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

| 

楊之野国民唱舎

ヽ

国民桐舎長 1i」

鳥帽子岳

新燃・中岳分岐、9訊

新燃岳火「l南側

大成池南側

高千穂河厭

原上下動換震器 l

水平動 ” 2 

上下動 ” 

” 
” 
” 
” 
” 

1万5T・倍

” 

10万～20万倍

”
 

i 

” 
” 

1 , 9  
~~ ~~、

~ ~ 

ル

”
 ” 

第 4観測網

-------------~-~-

設骰場 所 地晨計の種類・台数 感 度
~—--- --、-------------------

東大霧島火山観測所

” 
飯野小学校

内咆（岩下宅）

” 
栗野町役場

” 

l.：下動石本式加速度計

水平動

水平動

［不動

水平動

上下動

水平動

2 gal/,枷

” 2
 

” 
” ” 
”
 

”‘
 

”
 ” 

,1 

グ

” ” 
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なおかねてより計両中てあった岡元小呼校敷地内の 区では裳度5の強震が発生し仝半壊家屋がれ干生じ，

束大霧島火山観測所の分がとしての岡元分字がj"る4 さらにl0時45分には良幸地区京町附近ては震度 6の激

月に完成した。に期にわたって校舎の舟9部を侶用して 霰か発牛し，貞幸地区および占松町に多数の全半壊家

観測を行ない同校に多大な御迷惑をかけていたが， 5 屋を生じ鉄適，直路の損＇，ピも極めて岩しかった。その

月10日に新築の分ギに，l|堺類を移した。

5 ぇひのJtIl;，しの祖＇発性

後 3月25日には震度 5を示す地晨か発生し加久救地区

には家屋の乎壊，大破なとの損曹か出た。これらの地

裳による被内に関してば点崎，媒児島県9i,i局の謹細な

以 1の常時地心観測の結果本年 2月初旬より発生し 凋査報岩があるのてここては省略する。 2月1|l句より

はしめだ飯盛山北部の地裳活動の経過，発展を明かに 5月10日に全る現在まて多い日には数百1口1の付感地裳

することか出来た。第 2図に 2月 1日より 2月20日ま に襲はれ不安と対策に追われているえびの町，占松町

て，つまり 2月21日の損＼ビを牛じた激哀か充牛するま などの人々に対して，まことに同情を禁し得ないもの

での地釦舌璽］の状況を行ょ［］の地長数をもってぷしてあ がある。 2月 1日より現在に全るまで噸観測所の15,0

る。これらの地震の巾には霰度 2, I笠の釘感地晟や 00楕地晨計および加速度叶（］打こ fl感地震）によって

嗚動を伴い，地元民に地長活動の進展に対して不安の の地姦活動の経過を毎日の地震i911敗として第 3区］にボ

念を抱かせたのてある。 2月211」8時51分には良点地 してある。

第 2図 2月21日の激震発生前のえびの地震回数
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第3図
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この図により明らかな如く群発件の地霞であって，

2月21日の激虚後だけを見ても数，度も地震数の幻激

な培減を繰り返し，決して簡1礼な減少をtこどっていな

い。この地域の地点活動は前にも述へたが， 1961年お

よひ1913年の地霰活動に見られる如く常に群発性をぷ

すのてあふしかしなから以 I・の 見IIt『が 2月25日に成

〈fしたえびの地心総合観測班よりの地長情恨1こ充分／又

映しなかった撼みがあろ。その事愉は詳しくは知ろ甘］

もないがはなはだ直憾とするところである。なおまた

歴史的1こ兄て加久藤カルデラ内に群発地震が発生する

と新燃岳， 崎千穂蜂の活火山か活動を示すことか多い

のてあるが，今IH]も3月6日以後祈燃岳附丘に微小地

震ゃ火山性附反動が発屯した。この微小地雲数を毎日の

［叫数として第 4図に小してある。

第 4図 えびの•新燃岳・日向灘地震の回数
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6
 

えびの地役］罪及び祈燃岳附辺の地虞

の喜似分布概娑

翌1人及び策 l[e<;tこ小した地虞観測網による観測か

ら決崖したえびの地ぬIt,fの］な地晨の旦尉の付＇性の分

缶と， 3月5/]以後に阿lした新燃后附＇［の小地震の

震加の｛立｛習を第 5図に小してある。この図て1リ］らかな

如く今[l11の地霞眉は飯盛山の北麓から岡元，良、：，地X.

直予[$,!，I!！久I}象刷叉南駕および古松町東駕を含む加久藤

カルテラ内忽に長央か集巾して分出している。今けの

えびの地哀間の長涼位骰か1961年の飯岱山地震群（点

松地裳とも呼ばれている。）の森姫位情とほとんど一

致していることは汀~目される。恐らく人1「 2 年の真年

此虚の虚源位苫も！ト；]し地域内に発牛しだものと推定さ

れる。
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第6図 えびの地震群の震源の深さ（第5図を直線XYで切った断面図）

第6I叉］はえびの地震の震源の深さの分(1iを不すため か新設されつつあると聞いている。また京大防災研完

に加久I籐カルテラ内貞幸地域，飯盛山，えびの高屈， 所に於いては1地の伸縮1こ嗅する測懐を裟源地域を巾

韓1月岳，新燃岳，屑千穂の火山眉に沿う断面図によっ 心としで文施されていると間いている。

てその位四を示してある。つまり］JI]久腺カルデラ内部 また加久唆カルテラ地域及び，心下穂，国燃団の両活

に発りし，現に発生している地晨の点源の深さは 3加 火山の地質学的謁査は本所の菟牧，中村両勘教授が巾

から 10加の間にあって 5~6加｛旱度のものが最も多 心となって実施し，地よ観察よりの異状についても注

い。これに反して新燃岳附五の小地虞の震諒は極めて

戊<l如から 2加である。また火山・「Il恨動の哀源も恐

らく新燃岳火「1附五の浅い所と推定されるか， IIート詳

しく検討巾てある。

7 えびの地i，長に閲する各神の調食

以じえびの地震に1見lして地震発月の経過に呪してそ

の概設をのへたか，建物の襲，葛状況を禁礎として，ぇ

目している。さらに辿貫謁佗叩こ於いてもえびの町真

＇：＇，加久鳩：地［ヌの地ド水及び温泉についての店］介の計

両かなされている。本報：りは地震研究所か↑まてに実

施した淵査の巾て，えびの地震の発'1糸和性の概殴だけ

，，，取り急きまとめたものであろが，地虞活動の謁在，

観測に1関しては本19「以外に京部人学，代占呂大学究の

国立大学及び気象1］閲係拭I閃1こ／」さいてもそれぞれ分担

して，屯複しないよう配慮して実伽されていることを

ぴの町及び占松町の各柿の地盤と被甚との閃係につい 特に附，iしておぎたい。

ての淵査をも本所大沢教授が「ド心となって進めてい

る，

また多くの強震の発叩こ粋ない， ヒ地の隆起沈卜か

8 11 1h]漬地底に1ilして

1ifi和36年の I・心地域の群発地晨は日向灘の強虞の

発牛していることは予想されるのて，岡｝［地区及びえ 怒！＇「後放分後に起りはしめ tこものてある。余りに発生

びの高原に昨年 3月新設した水渭路線について1'｝測沿 か：,i]間であろことから偶然の 予父としては考えにく

，，，文施しだ。その結東岡｝心地区に応ヽては西側が相対 lヽ 。とある地元からの質t:i]に笞えで殴：t19tiに内lヽ た憬

的に北ドしていることが明らかとなった。最見[『11.J囁 かある。従って今i91]のえびの地姦群の発［と同時に日

理踪1こ於いて惰九州の仏い地域に旦って水準路線の改 「9,J灘の地震活動にも il9.9:1していだ。しかし上る 4月 1

測が実施され，その鮎果の培i1は既に明らかにされて 日に日向灘にマグニチュート7,7の大規模な地心が現

いろ。更に人吉から／J9l久藤，哀点地区を通る水準路線 実に起ってみるとますます偶然の・誓致とは考え難い。
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そして各方面から改めて両地域の地震の関係の有無に 連続観測を実施したのはf頂已地域の地震活動に1対する

ついての質問を受けている。しかし閲係と，・言う言菱の 歴史的な事実を拮礎として実施したものである。つま

意味もその内容がいろいろあって，質間する人が抱い り霧島火山の活動はK記カルデラ内の地裳群の発生に

ている関係と，：iうri葉の意昧するものも人によってま 端を発しているのではないかと考えたからてある。岡

ちまちのようである。答える人も考えていることかま 元に於げる観測結果か今回のえびの地震群の研究に極

ちまちである。 150如以 Î，も離れた両地域に起った注 めて貨重な資料となったのてあるがこれは岡元小学佼

目すべ苔地震について何等かの関係があるとすれば竿 の職員各位が 1年余にわたって毎日の，，直録紙の取り替

者は次のような関係を考えていろ。加久腺カルテラ地 え等大変お世話ドさった鮎果である。この様な陰のカ

域は地下2~3知から］0如の深さに地裳を起すストレ があったればこそ研究の進展があったのてある。地震

スか比巾するところであり，そのストレス蓄梢の速度 ，オを設 it乳した岡元小学校附 •/j'は今団の地寝の震源の貞

も旱い所ていわゆる地裳の退のつである。また日 I.'i］ 上にあり，いかにも今回の地震の発生をf尉していた

灘は地卜約 30如～70如の深さに地震気起すストレス かのように兄える。確かに岡元に観測'・9しを選んだのは

が紺積される処であって，これまた地震の巣てある。 将来起ろであろう群発性の地裳の震央近くと名えたか

これら両地域の地ドにストレスを生ぜしめる原因は別 らに違いない。しかし，この様な大きい損只を生ずる

々のものであってもよい。むしろ違った理由によるも 地震か去る 2月21日及び 3月25日に発生するてあろう

のなのであろう。しかし今回のえびの地裳はえびの1町 と，！］0もって月日まて予知することは現在の知識では

ては品度 6 • 5 • 4等の強い地震か幾回か起った。こ 不可能である。しかし今1叫の貴咽な観測によって 1ゞ地

れら地衷動は地震の波となって芍然［］出］灘の海底ドに 域の地震の発几予知に1対する知，誠が・・段と進展したこ

も伝わり，そこでは恐らく認変 4• 3 • 2'.'」の虚動と とは占うまてもない。もう歩の所まで来ているよう

なっているはずてある。つまり日向灘の地震の巣かえ な気になることさえあるが，こ 0)-^ 歩か大変難しい閻

びのて起った地詮1こよって！叩 られた 題を含んでいる。今後引き続苔何年も何十年もにわた

と考えることができよう。逆に 7年前の日向灘の強裳 る研究の積み屯ねによって，この•歩を乗り越えるこ

はえびの町附心の地下数如の地震の巣に同様の影蒻を とが私どもが常に念願とするところてある。

与えて，既にそこに苗積されていたストレスが機会を 今日のえびの地哀の闘査，研究に対して黒木知＇ i占を

得て群発性の地裳となって解放されたと考えることは はじめ宮崎県，えびの町笠の閃係機関の各位より多大

それ程不合理ではないであろう。もし［i見地域の地震の のこ、1更宜とこ寸紡力を賜わった。また19i」地域を管l用され

発生が,,:に関係かあるとすれば，平者はl_1ート以卜のよ ている各醤林署，国立公国管理＇ j印務所，道路公団及び

うに考えている。 九州屯力の関係各位より多大のと協力を受けた。さら

に停虚のため観測が不能になった時，地元のI：村庇湘
9 む す 乙ゞ

よりいち早く発屯機をご奇！！胃下さった。ここに 1,.，已各

我々が霧島火山 1罪に発牛する地震活動研究の•環と 位に対して［？＜導謝の意を表したい。

して，加久藤カルデラ内の岡元に 1什余前より地震の
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第7図 2月23日のえびの地震群の地震記録の一部
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4.えびの地震被災地域に関す

る防災上の参考意見

附和43年3月

鹿児島大翠理芦部地学教室

柴田秀賢 露木利貞 大庭 昇

早坂祥•ー：． 大塚裕之 富田丸利

角田寿喜 山ド広ヤ 並野日徳1

鹿児島人学教養部地労教苔

艮沢隆次

1. まえがき

る。これは盛f-の軟かいことにも原因があり，鉄氾線

路・詞Ill堤防の一部にみられる須災もこの類のもので

ある。一方，！］I畑1こおける亀裂はあまり苫しくない。

京町地区の南，亀沢部落では，田畑に亀裂か！9{じ，こ

れから白色砂か水と共に噴出している。同様の現役

か，すぐ北の川内llliii]床にも見られた。また，温泉に

ついては，•一部に廃孔からの••時的な温泉水0)哨出が

見られ， また， 泉温および湧出l社の増大も認められ

る。地震による急斜伽の崩壊および地すへりは，特に

えびの町柳水流・弊Ili地区に集巾的に見られ，直路お

よび建心物にも伎，りを及ぼしている。

3. 地質の概況（付図参照）

附和43年 2月21日および22日に起こったえひの地表 現在の加久藤盆地北束側の山地は， 111/「代から第'-

は，霧島火山群の北部，飯盛山の北を裳源としてい 紀にかけて堆祖した四万十索料群からできている。

る。地震による店疫内は，裳源地に近し、鹿児島貼古松町 四万卜索習群の 1：に変朽安山岩があり，真炉駅付近て

および隣接の宮崎県えびの町に集lれしている。本地域 は，その中に北35度内方向の鉱脈や鉱泉の跡か見られ

は大正 2年， I附和36年にも地裳があり，過j;，において ろ，臥町付丘て行われたポーリング資料によれば，地

しばしば地震を経験した地域である。 下約400mで，この1，9の変朽安山岩に到達している。

地震の直後から， 99,1教宅では，数度にわたり被災地 四）j+累屑群や変朽安山岩の上に，第二紀鮮新II[1こ

城を占れ，災古状況および地質状況を視察し，，凋査し 噴［｛したと思われる安山岩，石英安山岩が分布してお

た。この度，従来からの調査賓料と今Id]の視察晶Inの り，これらの火山店類が加久陳盆地の北西側の咽を形

鮎果を総合検討し，地震と地質との関係，およひ地買 成している。この障は，加久1様舘地の北緑を規定する

学的にみた防災上の参考意見をとりまとめたのて，鹿 種の断1面線iやと推虚される。

児島県および宮崎県のえびの地裳防災対策本部をはじ この紐地内にぱ，加久1悛闘群（徳―:．．紀鮮新統～第四

め閃係各方向に配布することにした。忌遠まとめたも 紅更新統と思われる）が分布している。加久I袋／習群ぱ

のてあるが，↑後の防災対策10)さし,,,1っての参考賢 分(Ii地域の大部分，すなわち，川内川｛廿やおよび員江

料として役ぐ「てばヤいてある。 川以東の地域においては，ほぼ水平に近く， i＜il111/」'
岸より扇町噌部をへて古松にいたる地域ては衿しく摺

2. 般災の概況
曲し，かつ破砕されている。一駕においては，北35°

えびの地震による披＇，打は，｝ J11久嗅紐地内の，鹿児島 ～40゚ 山の止向で地図が199,1立しているところさえ忍め

県青松町鶴丸地区および古綺県えびの町皐町，弊廿］地 られる。このような破砕視象は，貞土駅の力向へ追跡

IXにおいて最も花しい。しかし，隣接しだ此児！泣瓜梨 することかで苔， ィつの破砕術とみなすことかてき：

野町，えびの町加久藤地区などにおける骰＇，ピは軽少 る。また，この方向は霧島火111/l『の｝脈の力了，11こゞ[

てあり，地震の規模に比較して被災範囲の狭いことが する。

特徴てある。えびの町如町，弊田地［文および占松町鶴 この地域におる相曲構店は， 1li1晶の1岐砕帯の力！月1こ

丸地「ズては，人1建心物の骰＇封が持しく，家屋，ブロ 直父する軸をもち，かつ，東四方1月（東濁りから什liヒ

＇ク塀，｛灌 倒壊した家困万臼（四部）に甘11かる弧状の＇祈屈によって切られてい

には，瓦ぷ根のものか多い。節逆のブロノク塀は，ほ る。この断I州のん！（i，は代地．It,Il怜点とほぽ平いてあろ。

とんと倒壊しており，地義に対してきわめて弱いこと すなわち，り［：久壕筏地形成に閃係して， hl.f：i[i,'りの析

を露旱している。まだ，般災地域においては，辺路の lf'iか紐り以し肌いたものと応われる。

泡裂が多数みられ，道路の延に肛向に沿って亀裂を生 このような断料を伴なった祖111!連飢 1 こ，苔打：＼｝•,1','t

しているのが目立つ。簡笏舗装道路の場合は， f髯裂の 知も参加していることか， 一部地域で忍められまだ，

発生か特に著しく，まだ，路Iけに平行な亀裂もみられ その条厄に応」川の流路がれから東へ移動したことが，
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低位段任園の分！什状況から忍められている。これらの

濱史から，この地域における祖1111, 断！習連動の余波が

餃五まて続いていだということかわかる。

京町—一占松地域ては，加久藤咽群のいこ流出しだ窮

島火山の熔岩か各所に熔店行を形成し， そこには現

在，加久暖牧場内に見られるような多数のlI’l地を生し

ている。さら 1こ，この熔岩の 11こふ岡元地区で見ら

れるような翡伯段I『！閲， （標：§約 300111) が堆積して

いる。この段1[「i，1巾の礫は，唸地噌渇では，大郊分安

廿け噂きてある。亙：；位段1了「1，}は，筐地の北および叫1,に

もわずかながら分布している。飯盛由は霧島溶岩1-_1こ

噴出し，形成された省！上火山である。

前，•，心の正り位段！了図か形成された時代にぱ，加久藤欣

地内の平担地は，地形的に西側で高く，東側て低く，

川内川は四から東の方1,＇i]に流れていだであろうという

ことか，砂位段行のI巧度分印から推定される。霧島火

山のその後の活動および火山（本の形成によって， 1甘内

川の東側かせ苔止められ，その料果， Ill内川は盆地の

l'印州11の[Jiiみを破り，現在のように四流するにがった

と解釈される。

えひの•吉松地区地質図
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以じ，要ずろ 1こ霧島火山群列（l:脈）は，北両―•南

東バ1:ド］をもち，［（II況抄1の几合1本てあるところから，ひ

とつの月19!,'柑と考えられろか，えびの地震被災地域は

その延長忽に位ii','し， I：Il久濠稔地形成前後から現在に

"r‘るまて，苫しい刷Iii,断閥を伴なっだ破砕魯とし

て，何度も凸面に心って動いだ苔わめて不及定な地域

てあることが，地質構心の卜から紹詞さ打る。

4 えひの地；；呈と地買との1支1係

5 地四学的にみた防災．Lの参考意見

これまでに述べたところから明らかなように，被災

した占松一えびの町地域は，地質構造上，古くから不

安定な場所で，地買時代においても何度も地震があっ

たと推定される。また，大正 2年貞幸地震，昭和36年

討松地震および今回のえびの地震を考えると，今後と

もこのような地震の発牛を，’埒然予測しておく必要が

あろ。その場合，加久味絵地内の厚さ 400mに達する

軟弱な堆積物からなろ—••41も特に前記の破砕帯付近

舟→般に，地心と地質との関係を諭ずる場合には，地 は，ぎわめて危除な地域であると苫わなければならな

震の屈因と地質との1褐係を意味する場合と，地虞の合青 い。このように考慮する時，地質学的見地から，緊急

巣，すなわち，地忍災寅と地質との1月係を怠味すろ場 に実施すへき防災じの措閥および対第，ならび 1こ防災

合とがある。ここては，今団のえびの地裳による災＇， 1i .1:の長期対策について， ー，了述べておかざるを得な

か，比較的限られた地域にイよ巾したと lヽ う巾実を地買 い。

学的観，I凡から，況明すろにとどめる。

(1) 震源か飯盛山のIt名の比較的浅い場9万にあった

こと，および加久煉構心盆地内に•9構凸平位の堆

柏物かあっヤため，災＇，じがこれを薯えて広範囲に

及ばなかった。

(2) 亀沢地区と文，ヤ駅を結ふ万1介］に，苫しい破砕惜

が実在する。加久！様問群の屑J璽1日は， 般的には

ほとんど水平てあるか，この破砕閤地域ては著し

＜摺曲し，かつ破砕され，擾乱されている。この

わ実は，過よにおいても，特にこの地域に集巾的

に変動を与えた；五構迎動か，しばしば緑り返され

だことを小している。しかも，これがきわめて新

しい時代にまて及んていることは，前瑣1こ述へtこ

とおりてある。

(3) 加久按稔地内は，加久I！羨哲／罪と沖積屑の比較的

軟弱な堆禎物からできているため，特に災害か衿

しい。 これに対して， 熔宕台地は， 地盤か甲硬

な若石てあるため，より震源に近いにもかかわら

ず，被轡ははるかに少ないっ

(4) 特に，この破砕僭の南萬弊Il]鶴丸地lズでは

iiをなす）J［1久I！秦図1詳最Uiilの軟弱督の崩壊が特し

しヽ。

(5) 披災地域は霧島火山構泣線の延長ヒにあたる。

(6) L:述の地質構造 I．．にあらわれた 9→連の市実から

えびの地震は，現在の段階ては，•一種の構造地震

であろと，；える。しかし， 99方， 1:に指摘した笞

しい破砕僭は，同時に，霧島火山に見られる構造

線の肛向とも致し，火山性地雲に移行すること

も考えられる。

(I) 緊急に文施すへき防災じの措＇爵および対策

ア iじくずれ，地すべり対策

柳水流の谷に見られるように，軟弱な加久藤

図群は，地震によって崩壊しやすく，また，熔

岩台地では，地震によって安山岩巨礫の崩落を

引き起こしやすい状態にある。また，これまで

の地裳で，被災地域の崖，山斜面および道路で

は，地盤がゆるみ，地割れを発生しており，弱

い地震でも崩壊，崩落を起こしやすい状態にな

っている。このような場所に，一時に集中的に

水がしみ込めば，•一閑危険な状態に達する。従

って， l9月期対策はきわめて竜要であると言わな

ければならない。ゆえに， iじくずれ・地ずべり

発牛のf測される地帯では， 「店くずれ危陰地

魯9「地すべり危険地惜！として必要な範囲を

指定し，注意を喚起しておく必要がある。その

ために必要な凋杏は，雨期に入る前に早急に実

施しておくべ苔である。また，以上に閲連して，

地割れ，湧水，温泉などの変動についても，常

に注意を怠らぬようにしなければならない。さ

らに，店の直．に直下の家屋および住民に対し

ては，その危険性を1月知せしめ，できれば安全

地岱に移動するよう指導すべきてある。

ィ 川内i’I堤防の集中豪而および［甘期対策

川内川の堤防は，今回の地震により大小の亀

裂を牛じている。これらの堤防の破損は，堤坊

自1木の強度を弱めることは勿論，とくに集中豪：

雨や[Ti期に際し，その破損決壊が心配される。

従って破損箇所の修坪強化は，哨期以前に早忠
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に完了させておく必要があろ。なお， i是防には

日に見えない徽細な亀裂，あるいは盛土のゆる

みなどの存在か1分考えられるので，堤防の補

修に関しては細心の注意を払わなければならな

しヽ。

(2) 防災上の長期対策

起こるべき地震の時間，場所，規模などの予知

が完全にできない現状ては，十分な防災対策をた

てることが困難てある。従って今回のえびの地裳

に際しても，地質．」木・河川・建築などて含ろ

だけ多万面の専門研究者ならびに技術者による共

同的謁査の結果および慮兄を十分に考慮して，長

期対策をたてることか必要である。われわれは地

質学的見地から，次のようなことが必要であると

考えている。

ア 被災地域をふくむ周辺地域一僭の詳細な地質

および地質構迅の調杏

ー 415-

ィ 崖くずれ，地すべりなどの災害地質学的調査

＇） 地殻変動に際しては，しばしば湧水および温

泉に異常の見られることがあるので，これにつ

いての継続的観測

二 これらの地質晶杏に際しては，必要に応じ

て，物理探査およびポーリングなども実施し，

とくに危険地僭においては，十分な検討を行な

う。

オ 地質学的には，変動が現在まて及んでいる

と考えられるのて，定期的な水準測麿を行なう

ほか，汲すれば微動叶，伸縮計，傾斜｛義などを

設謹し，微細な地殻変動にも留怠しておくと良

tヽ。

力 1こ記の謁杏結果にもとづき，危除地惜の住民

に対しては，その危検性を1月知せしめると共に

より安全な地域への移仕を考慮し，また，必要

な建築雄準の設漑なとを考えるへきである。
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6. 大地震のと苔の心得 ろと良い。

ハダシであわててとび出すことは苔わめて危険であ

日本の国は，地震の多い国であり，この国上に牛き
る。

ている以じ，誰れでもまたどこでも不意に地震に見舞
餅通，大ぎな建築物にば，非常「：1か設備されている

われるかも知れないことを訊俯しなければならない。
が，大地雲のときなどに，手前勝手に人々か逃げ出す

以下は，大地裳にさいして，各侃人がどのように対
ことがあれば，群集のもみ合いで大半をひ苔おこす危

処したらよいかをi]＜したものてある。
除がある。

1， 大地震のときは，まず丈夫な家具なとに身を寄 3. 狭い路地，塀のわき，崖ふちをさけよ。

せよ。 家か倒れてきたり，瓦などの落ちる心配のない戸外

大地震が起こったら，ます，人火な家具などに身を に出ても塀が倒れてケガをしたり， •命を落したりす

寮せて，その後の迎退を考えることが肝放である。前 ることがあるから，狭い路地や塀のわきに近洛っては

後の考えなしに，あわてて逃げてはいけない。 ならない。ブロ J ク塀はことに危険てある。

人直叫の．階にいたら， •|砕よりも危険は少いか 庄や川へりには，そのふちに平行しだ地割れが起こ

ら国[1に陥りることはない。また階ドにいる時でも， ったり，地すへりが起こるのでさけるのがよい。平地

すくに安全な窄地などに難をさけることかできる時1よ にて苔る地割れはさほと心配することはないか地割れ

別として，あわてて戸外にとび出すことは，かえって から水や砂をふいている所は危険てあろ。

危険な場合が多い。むしろ，じょうふな家具などのそ

ばに身を脊せたり，机やベノトの下にもぐろのか良い

家の中ては杜の多いところか比較的安令である。家か

倒れたときは，人）iや梁の卜敷言になるのを防き，有

効なささえにもなり，安全に身を守ってくれる。

ただし，その家具を転倒したり，移動したりしてか

えって危陰を招くことがあるから、そのようなものに

対しては，平常から固定しておくことが肝波てある。

耐晨的に建ててある建物：飲筋，鉄骨ヒルティング

ゃ，すしかい（筋違），ほうずえ（方杖），ひうち（

火打）を十分に便った木造求岸など］は大地震てもつ

ふれることはない。

このような建物に届あわせたと告には，あわてて逃

げ出す必要はなく，格ちついて行動すべぎてある。し

かし澤か路ちたり，屯灯かこわれたり，窓カラスか割

れたり，家具が横1こすべったりすることがあるから汀

意がIll汲てある。

木心の映両館や劇場のような大広閻のある仕物には

地姦に対して弱いものがあり，大弔故を起こすから注

怠を汲する。

防火1てて注意されているような危険な建物や，ど朽

鉄逍や直路なと人「的にl：盛りをして卜分固ってい

ない所へ｝均物を連んだり，避難するのは危険か多い。

4 なによりもまず火の始末。

大地震のときに起こった火事は，消火が非常に困難

である。大地震かあると第4こ火元が多く，これに加

えて動）Jは1!・.まり，水道符は切れて1Jくが出なくなり，

消防用水も得られなくなり， けっ苔ょく大火事にな

る。

地震と感じだらなにをおいても，火の始末をしなけ

ればいけない。

とくに最近は石油ストーブ，石油コンロを使う家庭

か多くなったか，石油ストープなとは倒れやすいから

倒れないように1：人するととも 1こ，地震のときには，

すぐ火を消せるように考えておかなければならない。

だとえ， 1 ～2分であっても，ストーブを類人の祁

頃におきっぱなしにすることのないよう，小まめに火

を廿める粁慣をつけることか肝心である。

とくに学校，研究所，薬屁，油類の取扱所など，党

火性の昧品や油類のある所では，ふだんからその収り

扱いに気をつけて？胄火のII]虚や，消火の訓練をしてお

かなくてはならない。炒材料用石油カンなどの始未も，

または構01:からi]意を受けている建物などば;iをつ fことえ少屈であっても日頃から考えておくのかよい，

けねばならない。 原油やカソリンなどの貯蔵所なとの防火対策の屯要性

2• あわてて戸外にとび出すな。 は今史いうまでもない。

屋根瓦や，装飾タイル・,＇ぎガラスの破片など，頭． 1こ 5. 1分過ぎたらまず安心。

への落卜物が多いのて，あわてて外に出ることは危険 大地；；覧のときは，普通はげしいピド動から始まり，

てある。逃げる場合にはフトンなどを頭にかふって出 家を破かいしたりするような主な震動が継続する時間
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は大体 1分前後である。したがって， 1分過ぎたら地 地震後5分くらいで，津波が来襲すろこともあり得

震の1且接の危険は過きたと考えてよい。 る。過よにこのような体験をした海片地方では，弩報

なるへく早く落ちつきをとりもどして，火元に注意 が出ていなくても，人地衷があったら直ちに海面の変

したり，家族の安令を図るとともに，身辺のことを片 化に注意し，史常か認められたらすぐに避難をするの

付けるなど，すみやかに適切な活動を開始するよう心 かよい。洵岸に近い河川沿いの上地でも津波に対する

がけるべきてある。 注意を怠ってはならない。

6. 人命救助には消火が第一。 一般に低地では，海岸てなくとも河川堤防が破かい

倒れた家の下敷きになっている人を救い出すにも， されたり，地震，地すべりのために川がせきとめられ

火事が出ては手のほどこしようもない。大地震にさぃ て浸水することかある。

しては，火を出さないようにすること。また，火が出 地震の時に，没水した場合は，水がなかなかひかな

たらそれをすぐに消しとめることが，人命を救うため いからとくに注意か肝心である。

にも最も大切なことである。 9 確実な情報に従い，余震をおそれるな。

大きな他物を持って避難することは危除である。関 大地晨のあと混乱に乗し，余震や，沖波の来襲や，

東大地裳のさい，各所に起こった大きな惨卓は，他物 その他，人々を不安1こするようなデマが飛ふことがあ

に火が燃え移って生じたものが多い。持ち歩いて捨て る。その隙をねらわれないように各人か卜分に注意す

た勒物のために，火事で焼けた橋も多かった。 べきである。

避難に際しては，当局の指小があった場合にはよく 現存はラシオなどを通じて，白仔ある＇情報や指示が

これに従うことか大切である。 なされろはずてあるから，携帯ラジオ等によってそれ

7, 山地では山くずれ，傾斜地では崖くずれに注意。 らの情報を受け，これに従って行動をすることが必要

大地震のとき，山地ては雷嗚のような音とともに山 である。

刷れを起こし，ことに谷にそっては卜流からt砂か流 地震，津波，余雲なとの自然現象の推移について

れ下り，その通路に当るものすべて洗いJ.；ることがあ は，気象庁，気象台，測候所から情報が発表される。

る。 また大きな災'9りの発牛時には災専陥本法に基いてつく

関東大地震の時，東海道線の根府川駅附近ての山沖 られる災内対策本部などから適切な情報ならびに必要

波は 5分間で約 6加の固離を土砂か流下した。谷に仕 に応じて指ふ事瑣が伝えられることになっている。

む人は，ふだんの山くずれに注意し，いざという時に しかし大地震災，'！；は1いii々 によって状況かちがうもの

は1iliJ庁の斜I旬に逃げるのがよい。 であるから，ふだんから，その地方に起こり得る大地

過上に地すへり，［じくずれのあった所は，くり返し 震やその土地として起こりうべき裳＇只について専門家

て同じことが起ころと考えねばならない。

最近は人工的に頻斜地をきりくずして造られた上地

ゃ，急な糾血に心られた{ii『などが多いか，これらに

対しては十分にil意が)j「佐てある。

8. 海岸では津波，低地では浸水に注意。

津波は大地裳発生後l0~30分で洵摩におし賽せるこ

とが多い。

現在では律波警報組織か確立されており，沖波の襲

の意見を聞ぎ，地震についての正しい知識をもってい

ることか必殴である。

大地震のあとては，余震か続くことが多いが，本謀

よりは規模が小さいのが隠叫てありやたらに恐れるこ

とはない。余震は日がたつにつれて少なくなり，その

規模も小さくなる。

10.秩序をまもり，衛生に注意・われがちの行動は

混乱のもと。

来する危除のある海岸には，おそくとも30分以内に律 大地渓のときは， 1．下水直が破かいされたり，電気

波警報か伝えられ，ラジオ等で詳しい内容が放送され ，ガスか止まったり，交通，通いの障害が起こった

る。 り，低地では没水したり，いろいろな:t，態が一時に生

沖波腎報か発令されたらすみやかに翡い所に避難を ずる。またこのような状況下では衛牛状態も悲く伝染

するとともに瞥報が解除されるまては，決して危険地 病があり，種々の混乱，不便が起こるおそれがある。

区に近岱ってはいけない。 これらに対しては各人が理性ある行動をとらなけれ

しかし，震源がその海岸に近い場合には，早ければ ばならない。
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現存では非常災＇胄時には組織的に尻寮救護活動が実 塊僭ラジオ，懐巾屯灯，ローソク．マッチはいつも

施され，給水車，灰寮班などか現地に作られるから， きまった場所に非常袋にまとめておき，とっさの場合

ラノオの情報によってこれらの施設を利用することか にすぐ持ち出せるようにしておくことが大切てある。

望まれる。 ここに述べたのは大地震に対する日頃の用意として

災貨時には，とかくわれがちの行動をとりやすい 最小限のものである。飲料水，消火）ll水のほかに多少

が，これは混乱を起こすもとである。ことに避難なと の非常食糀の備えや，黄咽品の保笠についても万ーの

のための交通の混乱を起こし，災肉を大きくするよう 場合のことを考えておくのがよい。

なことは避けねばならない。 倒れやすい，または，ずりやすい屯い人合な家只は

大地震は不幸な事態ではあるか，各人が秩序をまも 固定しておくのがよい。また，たとえ少依でも燃料，

り，力を合わせてその不守を最小1ことどめることか， 危険物などの保管については平常から注意すべ告であ

復興に進む第一歩である。 り，非常の時の避難方法，逃げ道，逃げ場所などはよ

11.不意の地震に，日頃の用意が大切。 ＜研究しておくことが必要である。

Il) 携帯ラジオ，懐中電灯，ローソク類の用意 以卜の心得は，知識として，覚えているだけでは非

12) 飲み水，消火用水の用意 常の際に役立つものではない。

！：） 家具類の固定発火危険物の始末 平素から体で覚えるよう心掛けねばならない。

（4) 非常時の避難方法は日頃より

ー 455-
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私どもは大地震には全く未経験てあったから，今同のぇびの地筏におげる応急対策等の籾動体

制ぱ手さぐり状態に等しかった，

なすべきことか余りにも多く，県の全槻能をあげてこれに対処したか，各機構間の，謁撃とそれ

による総合力の発揮，つまりは人の和がこれほど必要な時はなかったc

今回の災古についても，帆O)i'I力て料j•-1牙くの対策をとるへきぱもちろんてあるか，弱体な地方

目治体としては財政的にも且11こ／衣存する度介か閥<, 11]の）］を借りててきるだけ’の丁を打ってき

た，そのため県選出国会議員や政府関係機閃の力々には随分無罪なお岡いをしたが，仏どもの苫

表を察して局地激甚災鸞指定脹準の制定をぱじめ， I製巽—•iィくの惜直をとっていたたき感激1こたえ

ない。ここに厚くお礼を申しあける次第てある

しかし被害がひしょうに人きく， これに対する行政鳴屈も膨人なものてあっただけに， ）jて

ぱ行政サービスの限界まてうんぬんされ，判断のむずかしさ~も牛じた

また，今回の）也震は，底度 6を合む 5回もの列強裟と間断なく続く叶囁店のため，建物披害が

最も大きく，真幸地区では軒なみに全半壊となったが，それらはほとんどが191!i¥人災古であり，現

在の制度ては消及公共施設のように[k]の助成の対裟とはならず，特別融資によるはか抜本的対策

がなく残念てならなかった，i

今同，地霰によって得たさまざまな貰田な体験を記録として残すことにしたが，これを編集す

るにあたっては，甚実に忠実てあることを主成とし，関係者の大変なご協力をいたた彦ようやく

集大成することがでぎた，

ここに各位に対し厚くお礼申しあげる次第てある

l月和 44年 4 月

寄崎県総務部長 宮 丸； 義 雄
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